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本 は" におく 所 はもと 來北帝 國大學 に 於いて 昭和 六 年度の 講義と して 

べし 所の ものな り。 今 それに 多少の 訂正 を 加へ て 世に 公に せむ とす。 抑 

も^ 語の わが W  の. z: に： 人せ る こと は ^しき 事實 にして、 その 全量に 於 

いて は 卞に近 く、  S: に觀念 語に 於いて は その 大半 を 占めたり。 かくて 國語 

の现狀 は漢； f!i を 離れて は 公私の 日常の 用を辨 ずるに 困難 を 生ずる 狀 態に 

なりて あるな り。 ％ 今 、この 漢語に 對 して は 排斥と 擁護との 意兑 ありと 兑 

ゆ。 然 る に、 こ れを 排斥す る もの も、 こ れ を 擁護す る もの も、 多 く は 漫然と し 

て 之に 臨める ものの 如くに し て、 殆 ど、 そ の 极據を 確保せ り や 否やの 疑 はし 

きもの ありと 思 はる。 今、 本 15 は 漢語 そのものに 對 して、 之 を 謳：. 歌 する もの 

にも あら ず、 义 之 を徘斥 する もの にも あらず し て、 た 漢 ：ii が國 u^i の內 にあ 

りて 如何なる を 占 め、 如 何なる 地位と 性 と を 以て. 取极 はれて あるかの 

$2 狀を 報お せむ とする にあり。 本書の 記述 はもと より 概|^ に^まる。 之 


序  二 

を 精細 に 論ぜば 少く とも 本書の 五倍の 量 を 必要と す ベ し％ さ れ ど、 もと 限 

られ たる 時間に 行 ひし 講 * に し て、 著 者の 現在の 事情 は それ を 精細に 說く 

を ゆるす に 足る 時間の 餘 裕を與 へざる なり。 さら ば、 時 日を與 へて その 完 

成 を 期せむ とい ふに、 目下の 國語 學界は 高論 卓說 頗る 多くして 脚實 地を踐 

む もの は 寧ろ 稀なる が 如き を ば、 著 者 は 最も 憂慮し 且つ 之 を 好まし からぬ 

現象と 思惟す。 ここに 本書の 如き 低調の もの を敢 へて 公に して、 實 地に 立 

脚す る 人々 の 多から むこと を冀ふ 微意 を 表せむ と はした るな り。 かの S: 

實地を 離れた る 高邁の 論の 如き は 余の 敢へ てす る こと 能 はざる 所な り。 

昭和 十四 年 九月 廿 九日 

山 . 田 孝 雄 
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國 語の 中に 於け る 漢語の 研究 

山 田 孝 雄 著 


第一章 序說 

一 國語 中に 於け る 漢語の 量の 槪觀 

じ 用 ねらる る こ と は 世人の 周く 知れる 所に し 

事なる が、 一 二の 事實を あげむ か， 吾人の 日常の 


ま す， 


at 翳 6 中に 於け る 漢語の 研究  二 

とい ふが 如 き、 漢 語の 混せ ざる もの 殆どな きな bo ことに これらの 語 を 交換す る 

を ば、 或 は 「挨 接」 を なすと か 「時 宜」 を すると か 「禮 儀」 を 知 る とか、 「交 際」 の 道 を 知る とかい 

ふ 場合に それらの 槪念 は必す 漢語に てあら はさ れ、 他 の 語に て は 容易に これ をい 

ひ あら はし 得ざる 程の 現象 を呈せ hs。 

以上の 如き 日常の 言 語 は旣に 漢語 を その 必要なる 部分と せざる もの 殆どな き 

が 如くなる が、 更 に 進んで 時 間、 場 所 を あら はす 語 を 見る に、 先 づ時 にて は 

いま  きの ふ  け ふ  あす  あさって 

の 如き  一二 日の 前後 をい ふ 場 合、 又 

ツイ タチ  フッ 力  ミツ 力  m ッカ  ィヅガ  ム イカ  ナヌカ  ャゥカ 

一日  二日  三日  四日  五日  六日  七日  パ 日 

n  、ノカ  トヲカ 

九日  十日 

の 如き 十日まで は 國語を 以てすれ ど、 十 一 日より 上 は 僅に 

ハツ 力 

二十日 

を 除く 外す ベて 漢語 を 以て かぞ ふるな り。 なほ 月を數 ふる 湯 合の 如き も はじめ 

の 部分 は  , 

ツキ  フタ ヅキ i ツキ  3 ツキ  イツ. ツキ  ム ツキ  ナ、 ツキ  ャ ヅキ n*  ノ ツキ  ト タキ 

一月 二月 三月 四月 五月 六月 七月 ス 月 九月 十月 

な ど、 國 語に てい へ ど、 又 一 ヶ月、 二 ヶ月と 漢語に てい ひ、 十 一 ヶ月 以上 は專ら 漢語 を 


^  ,Q るな り。 .史 に 月日の 次第の 如 

昭和 六 年 五月 四日 

とい ふ 時 に 「四 曰」 の みが 國語 にして 

て も ほい 似た る さまな， 90 卽ち 

ここ  そこ  あすこ 

などの 如き 代名詞 又 簡單に 湯 所 を 

の： El 割に は 

チャウ 

^府縣 市 (町 

な ど 漠 を ゐざる ものな き 程な 

. 川 .1 に轉 じて 學術上 政治 上の 言 語 

と へ ば、 

北 帝 國大學 法文 學部 

と い ひ、 ま た その 學 科目に て 

政治 學 法律 學 經濟學 

と い ふ が 如き は す -. へ. てこれ a 語た 

{n 廳の 名の 如き 内閣 以下 各省のう 


き はたと へば、  • 

他 はすべ て 漢語 を 以て かぞ ふるな り。 湯 所に 

まち  むら 

いふ 語 は 國語を 用ゐれ ど、 制 度 上に 用ゐる 土地 

村) 

り 0 

を 見る に、 十 中 九まで は 漢語 を用ゐ るな り。 た 


哲學 史學 文學 國 學 

るな り。 これ を 政治の 上に いひても また 然 り 一 

ち 一 》 


... 一  三 


國 語の 中に 於け る 漢語の 研究， 

大蔵 

を 除く 外 はすべ て これ 漢語に あら 

大臣 次官 參事官 書記官 

など、 これ また 殆どす ベ て 漢語なる 

法典の 條文も その 槪念 はすべ てこ 

可な きさまな り。 

かくの 如き 有檬 なれば、 現代の 國 

桜よ， して、 社會 公私の 一 切の 思想 

陷る べしと 思 はる、 さまな， 9。 今 

侵 入 し、 如 何なる 方面より 移入 せら 

置を國 語の 上に 占 め、 如 何なる 勢力 

欲する ものなる が、 先 づ、 顧 みるべき 

何程の 部分 を 占む るかと いふ 問題 

この 漢語の 量の 問題 は嚴密 にい 

ベ きものに あらね ど、 こ こ に は槪觀 

る 事 を 最初に 考 ふる は 先に もい へ 


四 


やや。 又 官職 名の 如 

事務官 

にあら す 

れ 漢語に 


語に 於い 

交換が 殆 

余 は 力く 

れ、 如何な 

を國 語の 

はこの 漢 

なれば そ 

へ ば， 十分 

して その 

る 如 く、 こ 


技師 屬 

や。 ことに 

てあら はさ 

て 若し 漢語 

ど 不可能と 

の 如き 漢語 

る 時 代より 

上に 及ぼせ 

語の 現狀が 

れ にっきて 

の 精 查を經 

大数、 比 量 を 

の 量 の 頗る 


さ 

帝國憲 

れてぁ 

を 除き 

なると 

が 如何 

移入し 

るか を 

量に 於 

一 往觀 

たる 上 

知らむ 

多が る 


法 を 

hy と 

去 る 

も い 
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は じ 
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い て 

察す 
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と も、 そ の槪兒 たたす して は 殆ど 學術 上， の 見 を 立つ る價 依に 乏しき ケ 以てな り。 

かくて、 その 淡 語 と純粹 なる 画 IT ュ i との 比例 は 幾程なる かとい ふに、 精密に これ を 

算出す る こと は 不可能な りと い へ ど も、 今、 か り に 言 海 所載の 語に つきて その 統計 

表の 示す 所 を 見る に パれに 次の 如し。 

和お 二、 一八 一七 

0  0 一、 三 五 四 六 

和 淡 熟語 二 七 二 四 

九 六  . . 

ニー  〇  、 

二 〇 


唐音 語 

梵語 

^  ： ぬ 

琉球 語 

葡荷牙 語 

西班牙 

南赞 mi 

洋語 

第す 章 序 


一 七 

一 七 

五 五 


國^^^s<s中に於ける^詰の研究 

羅甸語  一 〇 

一は 0  八 五 

英語  七三 

佛， 語  ニー 

和 外 熟語 二三 五 

漢外 熟語 ニー  七 

和漢 外 熟語 一 三 

外々 熟語  二 

計  三、 九 一 〇 三 

と あ h>。 日本 國 語の 數は 

泉 は 十三 寓言 を 含む と稱 

松 井筒 治 著の 大日 本國語 

なほ 外来語の 精査せられ 

れ 又外來 する もの ある は 

ら ざる ベく 思 ふが 故 に、 今 

今 この 統計の 示す 所に 


六 


ここに あげたる にか ぎらざる が 上 に、 (落 合 

し、 そ の 改修 言 泉 は 更に これよりも 多く を 

辭典 は 二十 餘莴 言 と稱 す。 然れ ども その 

ざる もの あ り、 又 現に 日々 知らす 識ら すの 

勿論な り。 され ど、 大體は 上の 比 を 著しく 

こ こ に は 唯 これ を 以て 槪 略の 標準と して 

よ れ ば、 固 有 語 は 僅に 全 語數の 半の みと は 


直 文 S の 3 の 

收 め、 上田お 年 

統計 を 示 さ す。，) 

間 に 製造 せら 

破る ものに あ 

說 明 せ む。 

抑 驚く ベから 


やや。 而 しその 約 中数なる 外來！ r おの！：. 取 大多数が 漢語 な る は 更に^  くべ から やや？ 


〇) 

〇) 

二) 

れ に 熟 語 を 加へ て、 そ の 熟語の 構成 分 

な る。 


今な ほ 精密に これ を考 へむ に、 こ れら のうちよ， 5 熟語 を 除きた る 剩餘 三、 五 

のうち  . 

和 ニー  八 一七 (千 分 中 六 〇、 八) (比 一 〇 

澳ぉ 一三 五 四 六 (千分 中 三 七、 七) (比 六 

外：.. i  五 四 九 (千分 中 一、 五) (比 

となりて、 その 比 は 上の 如くに あり。 更に こ 

子 を 以 て、 各 の 勢 力 範 ？1 と せ ば、 次 の 如くに 

和 ュ i  ニー  八 一七 

和^^語 二 七 二 四 

和 外 s-m  二三 五 

和^ 外 熟語 一 三 

計 二 四 七 八 九 

語 一 三 五 四 六 

和^ 熟語 二 七 二 四 

^外^^  ニーし 

和^ 外 熟語 一 三 

第 m 序 J 


和語の 勢力の 及べ ると ころ 


S の 勢力の 及べ ると ころ 


:a 語の 中に 於け る 漢語の 研究 

計 一六 五 〇 〇 

五 四 九 

二三 五 

ニー  七 

1 三 


八 


外語の 勢力の 及べる ところ 


外語 

和 外 熟語 

,漢 外 熟語 

■ 和漢 外 熟語 

外々 熟語 

計  一 〇 一六 

これらの 勢力 を 比較 すれば、 

和語の 勢力 一 〇〇 

漢語の 勢力  六 七 

外語の 勢力  五  _ 

の 如し。 かくの 如く なれば、 漢語の 我國 語に 重大なる 影響を及ぼせる こと は 疑 ふ 

ベから ざるな り。 而 して 上の 統計に て槪 見せら るる 如く 單 一の 語と して 入れる 

湯 合の 比よ，. も 熟語と して 組織 内に 入り こめる 場合 を 加へ たる 場合の 比の 方、 增 

加せ る を 見れば^ 語が、 ただの 外来語 又は 借用 語と いふに 止まらす、 國 語の 組 哉り 

內 部に 深く 入り める を 見る y し。. 


百分比 五十 九 一 

三十 九 一 


、以 

き な 


ヒの 如く 

« する も 


然 る 


と 


な れ § 人 のこの 研究 は 一 面に於ぃ ては國|^5の^鍾研究の約半|^ 

のとし て、 決 して 無用の 勞に 終る ベ きものに あらざる を豫 想し うべ 


J5g はも と- 

に  一； ：1 海 の 

和 熟 語 

和 外 熟 

漠外 熟語 

和^ 外 熟 

外 々 熱 0 

ふ 目 を 見 

外 お 

ゆ：^ 序 


二 外来語と しての 漢語の 位地の 槪觀 

より 本 來の國 語に あらざる が 故 に、 外 來 語と 稱 すべ きものなる べし" 

統計に は その 熟語の 目 を 見れば、 


る 


J れ によれ ば 、一一 一一 ：1 海 はこの 場合 


九 


國 語の * に 於け る 漢語の 研究 

と いふ 三の 範疇 を 立てた る ものと 見られ、 

や、 そ の 二者の 外に 特立せ るな り。 而 して 

ば、 明治 十七 年 學藝志 林に 載せた る 

外来語 原考 

を 採録せ るが、 そこに 外来語の 說明 あり。 

外来 ノ 語 " 唐音 ノ 支那 語、 琉球 語、 蝦夷 

牙、 和 蘭、 英 吉 利、 佛蘭西 語等ナ リ。 

と あ • り。 これ を 言 海の 統計表の 目に 照す 

ま れ ば、 彼 是、 同 一 の 精神に 出づる ものにし 

と は 偶然に あらやと 知られたり。 果して 

に、 決 して 然ら ざる は いふまで もな くし-て 

る に 言海 の 著者 が、 こ れを 外来語と して 取 

今、 こ の 問題 を 呈出 すれ ど も、 そ の 著者 は 

によ. OS て 私見 を 以て 忖度す る に、 著者が、 こ 

を またぬ が、 これ を 外来語と せ ざり しもの 

化して 他の 外来語と 同 一 に 取扱 ふべき 程 


漢語 は 外来語 にも あ 

そ の 著者 大槻 文彥 の 


1〇 

らす 和語に も あら 

著 復軒雜 S を 見れ 


曰 はく 

語、 朝 鮮 語、 梵 

に、 た だ 洋語 

て、 漢語 を 外 

然 ら ば、 漢 語 

外来の 語た 

极は ざり し 

幽冥界に 入 

れを 純粹の 

は 恐らく は 

度. の ものに 


語、 南 蠻 語、 羅 甸 語、 葡 萄 牙、 斯 班 


ふ 

す 


目 を 加 

て 取扱 

國 語な 

爭 ふ ？ 

る 理由 

る 所 あ 

0 め ざ 

語 が、 殆 

認めた 


たるに 止 

ざり しこ 

やとい ふ 

らす。 然 

よる か。 

t こ れ 

しはい ふ 

國 mi に 熟 

が 爲 な る 


ヾ し。 かかる 3- 地よ.. > 

の 中に 占む る 地位 も 亦 

こ と を 認 むべき な KVO 

かくはい ふ もの の、 な 

扱 はる べき ものに あら 

扱 ふ ベ きか。 ここに 於 

その 见 地に 立ち て、 而 し 

に 姑く 外來語 一般につ 

先づ ある 國 mi の內に 

他の 國 語と 觸 接せる 結 

に 於け る 方  一：.  一 ：！ 相互の 間 

係と いふ はな く、 大 抵 

よ. 9 その $ ゅ.は によりて 

影 I.;: をう くる か、 i;;:  く は 

而 して その 一 方が 他 

考 へ ら る べし。 その ：： 取 

第一章 序 ，R 


すれば、 著者 の 

他 の 外来語 と 

ほ 漢語 は 外来 

ざる や 論 を ま 

いて 顧みる ベ 

て の ち、 淡 語 の 

きての 考察に 

外来語と いふ 

果なる ことい 

に て も、 又 異 な 

その 間に 交. 涉 

一 律なら すと 

^方 共に 影 

よ b 影 を 受 

も 著しき 點に 


意 は諒 とせら る 

は 異にして 特殊 

語た るに 相違な 

たす。 果して 然 

き は 外来語 一 般 

地位 も 考察 せら 

>フ つらむ と す。 

ものの 存 する 事 

ふ を またす。 こ 

る國 語の 間にて 

を 生す る ものに 

いへ ども、 大體ょ 

しあ ふかと いふ 

くる こと も その 

つきて 考 ふるに" 


ベ く、 そ れ と 共 に 漢 語 が 國 

の 取扱 を受 くべ きものなる 

くして 純 粹の國 gi として 取 

ち ば、 吾 人 はこれ を 如何に 取 

にっきての 考察に して、 一 旦 

るべき ものなら む。 この 故 

情 を 考察す るに、 その 國 語が 

れは ある 異なる 言 獎國 0 內 

も) が相觸 接すれば 全く 無 關 

し て、 そ の 交 涉の狀 態 はもと 

りい へば、 その 一方が 他より 

ニ樣 のうちに あり。 

程 度 に よ -..^ て 種 々 の 湯 合 を 

一 方の 國 £i が、 他方の 國な S の 
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影響 を 極端に うけて それが 滅亡す る ことな，.： >。 卽 

併呑して 殆ど 滅亡せ しむる ことなり。 かくの 如き 

起る ものに あらざる べき が、 事 實上行 はれざる もの 

支那 語に 於け るが 如き これな り。 はじめ 愛親 覺羅 

一 したる こと は 政治 上に 於いて は 勝者と して 漢民 

も、 その 國語 たる 満洲 語 は 支那 語に 壓 倒せられ て、 殆 

なる 南 満洲に はこれ を 口にする ものな く、 僅 かに 北 

ぎす とい ふ。 これ は 武力 又は 政治の 勢力と 文化の 

ら ざる を 語る ものにし て、 満 洲人は 武力 を 以て 支那 

の 勢力 が、 そ の 征服者た る 満洲 人 をば 文化の 上より 

まなり。 かかる 例 は 西洋に も 存在したり。 中世 羅 

語の 上より はか へ h^て自の國語をすてて羅甸語に 

くの 如く 一  方の 國 語が， 他の 國 語に 全然 征服 せらる 

き 事實は 生せ ざるな り。 外来語と いふ 語の 有する 

然として 存じ それに 外國 より 来たる 語が 混入せ り 

れ ばな h>o 


ち 一方の 國 語が 他方の 國語を 

は 極端なる ものにして 頻繁に 

にあら す。 たと へ ば、 满 洲 語の 

氏が 満洲よ， 9 起り て 支那 を統 

族の 上に 君臨したり とい へど 

ど 全く 滅 び、 今 ゃ淸+ ゆの 發祥地 

部 満洲に その 係 を 止む る にす 

勢力と は 全く 同一 の ものに あ 

人 を 征服し たれ ども、 支那 文化 

反對に 征服せ りと いふべき さ 

馬 を 征服した る 北方 民族 が、 言 

從 へる 如き これな り。 さて か 

る 湯 合に は 外来語と 名づく ベ 

意 味 は、 自 國 語が 本 體 として 傲 

とい ふ 思想 を あら はす ものな 


次に、 上述の 

鄉れ を考ふ る に- 

が  受身なる  場 

ふ れ ば、 淡 0 と 


ふ ベ 

る狀 

り と 

の國 

誌 新 

な h^、 

し て 


り 支那 

に、 淡 語 

にある 

ふ。 そ 

の 法 格 

は 純な 

は 發 ぜ 

な ど に 

かくの 

語と し 

は 狭義 
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如き 被 征服の 嬝合 

- これ：, i は 種々 の狀 

合、ニ^^共に影|^し 

國，？ § との 闥 係は雙 

語に 與 へたる 影 響 

の 國語內 に 於け る 

を轉じ て、 或 る國語 

かとい ふ 問 题を考 

の う ち. その外 來語 

との 調和の 度合に 

る外國 語な り。 

も 意義 もす ベて 外 

澳字平 假名 文のう 

如き は外國 が國 

て の^^格を與 へ ら 

の外來 S とい ふべ 

序 m 


を 除きて、 或 ■ る國 と 他の 

態 あるべし。 これに も 亦 

あ ふ 場合の ニを考 へう ベ 

方 的に あらす して 一 方 的 

は 近時の 支那 語 を 除きて 

勢力 は 上述の 如き さまな 

のみに. つきて その 內 部に 

ふ る に、 こ れには 種々 の點 

がその 國 語に とり 入れら 

大體四 様に 分つ こ 


よって 

國 語の 

ちに 力 

語のう 

れてぁ 

きもの 


姿の ままに 用ゐら 

タ カナに て 書か れ 

ちに 混じて 用ゐら 

る ものと いふ ベ か 


國 語との 間に 生やる 影 

一 方が 優勢に して 他方 

き が、 それら の點 より 考 

なりと いふべ し 0 卽ち 

は 殆ど 全く 存 せす とい 

れば なり。 

於け る 外来語が 如何な 

より 考察すべき 問题ぁ 

る る 深さ の 程度 卽 ちそ 

と をう ベ し 0 

るる ものにして、 近來雜 

て ある ものの 如き これ 

ると いふ 程度. の ものに 

ら す。 
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ら る 

な り 


等の 

湯 合 

よ り 

て、 外 

も 固 


の 如 

と し 


れは、 外國 より 来た 

る ものなる が、 そ の 

0 たと へば、 

インキ -グ一 ブル 

ス- グ一シ ヨン 

如き これな り。 而 

に 於いて 漢語 は 外 

も 進めり と考 へ ら 

三 は 借用 語と もい 

れは 純な る國 語と 

國語 たる 特色 を 失 

有 語と 異なる こと 

たばこ きせる 

かす てら か ぼち 

きものな hso それ 

て の 取扱 を なさ ざ 


る 

發 


し 

る- 

る 


語た る 

音 又は 

ピスト 

て 漢語 

語と い 

べき も 

なるこ 

て、 全 く 

きもの 

,9 やす 

■ ばか 

に對し 

ものお 


サ W 

形 


と 

態 


を 認めな 

などが 或 


ら、 し 

點に 


力 

於 


て 


1, 西 

んに國 語の 中に 用ゐ 

國語 的に なれる 


も の 


ベ. 'ジ サラダ ズボン チョッキ 


は 

と 


の 程度の 

じ を 以て 


の か 

か へ 


と 

ら 


れ 


ふ 

ぬ 


も 


な 

有 


く國 民の 日常 用語と な 

語と 異なる ことなき 取 

な， ^0 おとへば 

力 

て 常人 は 外来語と しての 感じ. 


つば ぼたん かなり 

ん な 


、普通に 考 へら 

の なれば、 この 


はてた る もの 

を う け、 國 民 の 


る る 

程度 


に し 

K じ 


えに しだ 

を 有せす 、又 外来 SS 


今、^ ： 店 はこの 程度に 達せ 

りと いふ 意識 を もたざる は 

じ を も 生せ ざるな hN。 この 

の 著者の 態度 も諒 とせら る 

決して 漢語に 限らぬ ものに 

だんなば か  • 

の 如き は梵 より 出で た 

かるた じばん か 

かす てら かな きん 

の 如き は 葡萄牙 語より 出 

の 地名よ b 起， 0 て 物の 名 

たばこ らを か ぼ 

の 如き も、 ま た 同様な りと 

その^  mi 化の 程度の 差の 意味 

しとい ふべ し。 卽ち 一方に 漢 

等と いふ？ きものに し て、 外來 


れ 

す ( 

意 


る 

や 


ものにし て、 民の 大多数 はこれ に 


と よ 

味に 

し 0 

て、 た 

，何人 

れど、 

れ る 

力 

然 る 

を以 

語 と 

0 と 


、こ れを用 

於 い て、 漢 0 

然れど も、 こ 

と へ ば、 

も 外来語と 

ぼたん め 

_ 何人も 外来 

ものにして 

なり や 

とき は こ こ 

て t3 語 外来 

い は ば、 他 は 

いふ 名目 を 


し 


語 

わ 


て ある 湯 合外國 

外来語と して 取 

借用 語の 程度に 


て 取扱 は ざら む * 

やす びろうど； 

と は 取扱 は ざら 一 

が國に 入れる も 一 

,  一 

一 

漢語と 漢語 以外 一 

の 名目 を 以て 區； 

れに對 して、 直 ち； 

て せ ば、 こ れに對 一 


對 して 外 國 語た： 

語たり とい ふ 烕ー 

扱 は ざ. 0 し 言海 一 

達し おる もの. は： 


》 又 

か つ ば 

む。 7〈」 の 他、 外 國 

ののう ち 

の 外 來 £i と を ば、 

別 す ベ き 根據な 

に 梵 語、 葡 萄牙 語 

して 他 を 借 ffl Ir^i 
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借 入 語な 

ば、 措 き て 

第 四 は 

こ れは 

に 同化せ 

なく 世代 

るるに 至 

ら るべき 

法 は 無 き 

元來外 

念 を あら 

して 單に 

語た ると 

準じて 取 

第二の 狹 

卽 ちそれ 


どい ふべ 

論 せ す。 

歸化 語と 


きものな りと す。 しかも 今 は それら は 主た 


一 .一 ハ 

る 


題に あら ざれ 


第三 

る 程 

を經 

る も 

か と 

な り- 

國語 

S す 

體 ^一目 

外國 

极ふ 

義の 


の 借 

度甚 

る に 

の な 

い ふ 

が國 

も の 

の 取 

語た 

も の 

外来 


い ふ 

用語 

だ 深 _ 

した 

に、 そ 

語 に 

と し 

扱 に 

る と 

た る 

語と 


ベ 

と 

力 

て. 

力 

し 


き 

力 


，取 

. せ 

ヒ， 


も 

國 

极 

の 


の な 

湯 合 

外國 

固有 

-そ の 

語 に 

れら 

は る 

る る 

す) 或 

り 0 

場合 


は區 別す 

語た る特 

語と 同一 

歸化 語と 

同化す る 

る る Ei^ 

るに 止ま 

ものと す ( 

る： g  <fr^ と 

而し てこ 

も 同樣な 


が國 語のう ちに 同化したり とい ふ 


る 必要 

色 を 失 

に 取扱 

借 語 

程度に 

の狀態 

る もの 

〕 これ 

して 取 

れは第 

り。 第 

と も、 そ 


な き 

ひ て 

はれ- 

と  の 

よ る 


を考 

なる 

は 如 

扱 は 

一 の 純 

三 の 借 

れが體 


の な 

く 固 

語， と 

^ は 

い ふ 

る に. 

，そ れ 

な る 

る と 

用語 

一一 一一 口 と 


れ 

と 

て 


力 こわ 力 

と 異 な る 

後代に 傳 

よりて 測 

外に、 區別 

はた だ 或 

格 は槪念 

て も (そ れ 

いつも 體 

しての 湯 

合 も 略 同 

取扱 はる 


國語 

こ と 

た ら 

定せ 

の 方 

る 槪 

語 と 

合 も， 

じ 0 

る の 


みに して そ. れ 以外に 一 歩 も 進出せ ざると き は 

り。 然 る に、 そ れ が、 今 一 歩 進みて 國 語に 歸 化す 

扱 を 受 く る に .i^ ま ら す し て、 或 は國 語に ての 用 

或は 國 gi の 造語 法の 活動に 支 ffi せらる るに 至 

と. き に、 は じめ て歸化 と稱 せらる ベ きなり。 

今 次 に こ の 歸 化 に つきて なほ 少しく 說く 

s; ： ぬの 中に 存 する 外來 gi は觀念 語に 限る も 

卽 ち、 助 ，m 複 語： S 等 は 決して 如何なる， 外國 語よ 

又 國 語 と 他の 國マ S との 性質 上の 差異た る點 

國 ： ぬ に 無 き を 以 て 他の 諸國 語の 用 言 等 は 決し 

て わが 國 語の 動 .M 形容詞の 代理 をな す ものに 

はわが 國 語の 法則に よ てはじめて 活動す ベ 

Ki と 同一 の 資格 を 有する に 至るな h^。 

これ を 以て かれらの 國 Si が歸化 語と ならぬ 

すな はち 槪念 と し、 同 時 に 語尾 變化 なき 語と 

の お お の ゃ4  に よ りニし 國 に て そ の 取 扱 方 を 異 

第一章 序 m 


て 

力 

し 


ほ 昔 用 物た 

に 至る とき 

副詞と して 

ベ き な り。 

し 0 

に し て、 語法 

も 借用 歸化 

ち 用 ^ー吕 は 其 

其の 本來の 

らす して、 そ 

ものにして 

ぎり はいか 

て 取扱 は る 

にす る もの 


せ 

力 

ゝ 

あ 


^  J と 

單純 

用 ゐ 

く の 


を 免れざる な 

なる 體 言 の 取 


し む 

語尾 

の ま 

が歸 

く し 

る mi 

な り- 

1 七 


ら 


係 

ま 

も 


そ れ 


るに 至り- 

域に 入る 


示す 部分 

と な し 0 

は 殆ど 他 

形質 を以 

たる もの 

じめ て國 

語の 體 言 

のうち 共 

にっきて 
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考 ふるに 四 種の 別 あ とす。 

1、 體言素 

外来語の 本義 が、 名 詞、 代 名 詞、 數 詞 なる もの。 これら は 又國語 にても 名 ST 代 名 詞、 

數詞 として 取扱 は れ、 其 の 間に 幾ど國 語と 其の 取扱 方に 差 を 見出す こ となし。 

名詞 素 天地人 間 莫迦 般若 ボ f ィ ボ I ト 

代名詞 素 僕 余 閣下 貴下 

数詞 素  一 二三 四 五六 七 八 九十 百 千 萬 • 

億 ダ， -ス 

而 し て、 こ の 部類に て は その ま、 にて は 歸化語 か 否か を區 別す る 道な し。 

二、 動詞 素 

これ は、 その 外来語の 本義が 動詞なる ものの 轉來 せる ものにして、 その 本 體は國 

語に て は 一種の 名， まとして 取扱 はるべき 性質の ものな り。 さて、 かく 名詞と し 

て 取扱 はる 、湯 合に 於いて は 如何に それに 親しき 烕 ありと も 借 、用 語の 範 園に 

止まる とい ふべ し。 然れど も、 こ れが歸 化 語と なれば 動詞と しての 活動 を 起す 

に 至る。 これに も 程度の 差 あれ ど、 普 通に は サ行 三 段 活用の 語 「す」 に 熟 し て、 そ れ 

が 有する 一 切の 用法 を 享有す るに 至る。 卽ち 


せ ズ ク ム ヤシ , 、 

= し  テ タ ズ y キ ケ； 9 タ； V 

= す  ぺシ マク メ， 

= す る ヲ 二 

= すれ バ  モ 

= せ- 

の  如し。  從 つて 又 「す」 と 「あ .9」 と の 熟 合せ る 「せ hs」 に も 熟しうる な hNO 
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對 すべき 補 格の 語 を 伴 ふこと あり。 たと へば、 


詞 素の 語 は準體 言 又は 目的 準體 言 と 

たる もの は形體 上に 變化 なきが 故に、 

も、 そ れ が、 往 々補 格 を 伴 ひて あら はる 

す。  さ 


力 

た 


こ 


の 

三、 形 

兑 

乂 


> る 際に は それが 準體 

る もの は 次の 如し。 


研究に 從 事す。 


散歩に 出かく。 

れも單 純なる もの は ffl 

は 明かに これ を 認めう 


け る 


敵 狀を侦 察に 行く 

芝居 を 見物に 出か 

如し。 

容詞素 

これ は 本義が、 外國 

言 の极を 受けす し 

なすべし。 かくて 

は 「と」 な從 へ、 隨 つて 

S にこれ を 保存す。 

3 として 端 ffi すべ か 
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の 

、國 

の 


又 【な 


言 たる 取扱 をう けたる こと 著しき なり。 目的 準體 言 


一一 一一 2 としての も 

ベ し。 たと へ 


形容詞た る も 

語 上の 情 態 副 

取 极は國 語 の 


り」 「た り」 を 伴 ひ 


と區 別せられ ざれ ど、 補 格 を 伴 ふ 場合 


が、 借用 せられた 

として 取扱 はる 

態 副詞と 同樣の 

\ ^一， 容存， 在.，，. 


る ものにし て、 そ れ が、 

、に 至れ ば、 歸 化 語と 

資格 を 得て、 格 助詞 「に」 

なるな bo 


二 1 
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天 下 ¥F な り。 

勝算 IT た り。 

而 して その内 面の 性質に 關 する もの は 主と し て 「に」 『な り」 を 作 ひ、 外 貌の形 に. 

かくる もの は 主として 「と」 「たり」 を 伴 ふ。 

四、 副 詞 素 

元 來外國 語 にても 副詞た る ものが 入. 0 來り しものに して それら ま專ら $s^、 

程度 を 示す ものた， 9。 而 して これが 歸化 語た る 湯 合に は國語 にても 副詞と し 

て 用 ゐらる 0 

元来 爾来 向後 一 切 大抵 悉皆 

、お 上の 如く 用 言、 副 詞 として 用ゐら る、 もの はこれ を歸化 語と 目して 可なる 程 

度に す、 める ものな りと す。 

次に 國 語の 造語 法の 活動に 支配 せらる、 ものと は 如何なる もの かとい ふ に、 こ 

れ に三樣 あり。 

一 は國 語の 法則に 隨 ひて 或る 合成語 を なすこ と、 た とへば、 

鹧 鶴が ひ 鸚鵡が へし  の (鸚鵡) 

あか 合羽 あま 合羽 合羽ざる の (合 羽)  I 
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は 語の 構 造 
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他人が まし 

不憫が る 

退屈が る 

勿 ffl ぶる 

利口ぶ る 

第 1ft- 序 


力 

0 

を 
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- 才子が る  才子ら し  の (才 子) 

愛らし  の (愛) 

執念が る  ，  の (執 念) 

追従が まし  の (追 從) 

大膽さ  の (大膽 ) 

存外げ  の (存 外) 

迷 或げ 迷 或 さう  の (迷 或) 

の 如 き も の な ，n^。 

三 は 外来語が 國 語の 用 言 に 化して 用 言 として 

てこれ 全く 國 語の 法 格の 支配 を受 くべ く なれる 

ふべき 程度の ものな り。 たと へば、 

く  I し 1- き ー けれ 

く  I し  ，1 き  — けれ 

く  1- し  — き  — けれ 

く  —い 1 けれ 
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の 如き これな り。 

以上 述べた る 如き 程度に 至る 時に これ を歸化 語と 名 づけて 差 支な かるべく 思 

は る。 

かくて： S みるに^ 語の 國 語の 中に 入れる もの は 大多数が 歸化 語と なれる もの 

と考 へらる、 なり。 然ら ばかの 言海の 著者 が 漢語 を 特別に せる はこの 歸化 語の 

程 皮に 進みた るが S かとい ふに、 漢語 以外の 外来語に も歸化 語た る ものな きに あ 

ら t たと へば、 

1  若 大 ¥1  の (擅 那) 


iE 那 らしい 風 Hi 


馬 らしい 事 


馬鹿げた 事 


大馬^ liT 庇 もの 
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まくね る  の 「ま ぐ ね」 

の 如き あり。 されば、 かの 漢語と 外来語との 區別は 結局 一 の 便宜に 止まる ものな 

らむ。 然れ ども、 その 歸化 語の 域に 進める もの、 量 を 見れば 他の ものと 比^す ベ 

くも あらぬ ほどの 多数 なれ ば、 こ れを 他の 外来語と 區 別して 漢語 を 特別に 取扱 ふ 

こと も必 すし も 不可なら すと いふべ し。 

要するに 漢語が 外来語と して 占むべき 位地 は實 にこの 歸化 語の 域に 達せる も 

のにして、 しかも その 量 は旣に 述べた る 如く 甚だ 多き ものにして 今假 りに これ を 

除く とせむ か、 われら 日本人の 思想 交換の 要具た る國 語の 實用は 恐らく は 半を滅 

せむ か。 

三 研究の 範圍と 目的 

漢語が 國 語の 中に 存 する 分量と、 漢語が 國 語の 中に 侵入せ る 程度との 大様 まヒ 

述の 如く なれば、 大體に 於いて 漢語の 狀勢は 認められ たりと いふべ きに 似た h^。 

然れ ども、 よく 考 ふれば、 上に 述べた る 所 は 漢語が 個々 の 語と して 國 語の 中に とり 

入れられ たる 結果の 觀 察に 止まりて その他に は 及ばざる ものにして、 それらの 漢 

語が 如何にして 國 語に とり 容れ られ しかと いふ 如き 方面の 觀察は 全く 缺 如せ..^。 


こ、 に考ふ べき こと は その 漢語が 國 

る 影響 等 を も考盧 する にあら す ば、 眞 

いふ ことなり。 こ、 に 於いて 問題 は 

し. き： 點，. ？ ぐ， れ ば、： K 略 如 


1、 漢語が 何時頃より 國 語に 

ふやう に 漸次に 深く 化し 

1 、如何なる 漢語が 如何なる 

的の 變遷 あるべし。 

一、 國 民が 如何なる 方針と 態， 

か。 又 如何なる 手續 によ 

る ベ し。 

以上 は そのと， 0 入れられし 

る 影， 如何と 顧み る とき は 

,5? ，し 

r 漢： 踣が國 語の 上に 及ぼせ 

一 、淡 0 が、 國. ほの 性質の 上に 
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入り、 而し 

来りし か 

方面より 

度と をと 

りて 漢語 

漢 語 を 主 

更に 幾多 


語 入る に 至 りし 事 情、 及 

に 研究 を 施したり と は い 

多端に 起り 来るべき なり" 

し 0 

て 純外國 語、 狹 義の 外来語 

の 時代 的 考察。 

國語 にと-.. '入れられ たる 

りたる が爲に 漢語が 國語 

が國語 化した るか。 これ 

としての 考察 な る が、 そ れ 

の問题 生す。 その 著しき 


び 國 語に 及ぼし た 

ふ を 招ざる べしと 

) 今 その 問題と す 

、借 用 語、 歸 化 語と い 

か。 これに も 時代 

にと， OS 入れられし 

にも 時代 的 變遷ぁ 

が國 語に 及ぼした 

點を あぐれば 次の 


る 分量 上 の 影 饗. 一 

及ぼせる 影響 一 


二 七 
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なほこの.， 漢語の 及ぼせろ 影響 は 深く 國 語の 上に 及び て、 日本製 漢語、 漢 語 式 曰 本 語 

ともい ふべき を も 生せ り。 卽ち 

一 、漢 語 を 基 と し て つ く  た る 日 本 語 

一、 漢語 を 基と してつく りたる 日本製 漢語 

一、 はじめ よ.. >  日本語と して つくりし 漢語 形式の 語 

の 如き も の- 、も 亦少 からす 生じた る を 見る。 

次に は 又 その 漢語の 影響が 如何なる 邊 にまで 及 ベ る ものなる か とい ふその 範 

圍 及び 極限 如何と いふ 問題 も あり。 この 點 にっきて 少しく 述べむ。 

一 國 語が 他の 國 語より 借 入 を 行 ふ 湯 合に は その 事情に よりて いづれ の國 語に 

在 hs て も 同一 なりと いふ 事 を 得 ざれ ど も、 そ の 借 入らる る もの は 主として 單 語に 

あり。 しかも それ は物體 の名稱 及び それらの 性質 を あら はす 語 を 多し とす。 動 

詞に 至. = 'て は 最少 く、 種 々 の 「パ ァ ティ クル ス」 (小 品詞 助 詞) は 殆ど これ 無き を 常と す。 

又 文法 上の 形體た る コア ク レンジ オン」 「コ ン デュゲ イシ ョ ン」 の 前線 及び 語尾 を ば 

とりいる 、 こと 最も 僅少なる ものと す。 その 一例 をい は  > 、語の 上に 於いて は殆 

ど 羅甸語 化せられ たる 英語と 雖も 其の 文法 は 殆ど 全く 純粹 にして 文章の 上に 思 

想 を. 表 は し、 句 を 構成す るに 用 ゐる語 は 大抵 ァ ング ti サクソ ン 系の 者な， o。 こ 


の點 よりして 英語 は 今な ほ 純然たる 獨逸 語族な りと いはる。 國！^！^に於ぃてもこ 

れと趣 稍 似た る點 あ， o。 今 わが 國語 にて は 上述の 如く 單 語に 於いて は數 萬の 漢 

語が 日常 用 ゐられ て あり。 而 して 或る 程度まで は 慣用語句 を も 借り入れて 用ね 

て あり。 たと へば 「入 學、、 返 校」 「觀 櫻」 「作 文」 r 修 身」 「習 字」 『不 着」 「未 完」 「不 完 全」 「未 曾 有」 

「不 可 思 議 J 不？ 5 要 ぎ 「捧 腹 絕 倒」 「徹 頭徹！ i5j の 如き 成句の 盛んに 用ゐら る、 が 如き は 

著しき 現象な り。 然れど も、 全 く 組織の 異なる 語の 構成 上の 法則 乂は 句の 構成の 

法則 をば 借用すべき にあら ね ば、 漢 語の 運用 法まで を 借り 入る、 ことなし。 たと 

へ ば、 

「出， 1 於 幽谷 1遷=于 喬木 1」 

の 如 く  T よ り」 「に」 を 「幽 谷. f 喬 木」 の 上に お き、 又 「出 づ /運 る」 の 動詞 を ば、 な ほその 上に §S  く 

とぃふが如きことは決してなきな^^。 

以上の 如く 多端の 問题存 して、 これ を 論究し お ほす る こと は 容易の 事件に あら 

ざるに 似たり。 然れ ども 上述の 諸問題に つきて 調查 せざる ときには 露に 國 語の 

中に 於け る澳語 及び、 その 影 is を 知り 得たり とい ふ を 得ざる ベ じ。 而 して かく 國 

語の 中に^ 語が とり 入れら る、 事情 及び その 澳語 が國語 化せら る、 事情 並に 漢 

が國 mi に 及ぼせる 影 を 知る と 共 に、 人 はこれ を 逆に 考へ て. 語が 侵入し 得 
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る 狀態を 仔細に 

て 上述の 諸種の 

されたり とい ふ 


か を 

き な 

め む 

實を 
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認む ベ 


得る こと あらむ か。. 然 


の 研究の 結果 
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の な 

れど 

こ れ 


る に 

に し、 
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も、 そ 

に よ 
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ざる 國 語の 勢力 範圍を 知 り、 以 て國 語の 生命の やどる 所何處 にある 

又 以上 種々 の 方面の 研究に よ. --て 間接に 國 語の 

要する に、 こ の 研究 は 漢語が 國 語の 中に 侵入せ 

ぁ^^。 而し てこれ はもと より 學術 上の 硏究 とし 

その 理由 を硏究 する 事の みに て 目的 は 十分に 果 

す。 或は この 硏究 により て、 わ が 文化の 側面 觀を 

はもと よ hs 直接の 目的と する にあら す。 或は 又 

りて 漢語に 關 して 將來 の國語 をば 如何に 處理せ 

整理な どに 關し て、 自 然參考 すべき 點 生やる こと あらむ か。 然れど も、 そ 

の 研究の 本来の 目的と する 所に は あらざる なり。 この 硏究 はかくの 如 

策の 準備 手段に あらす し て、 獨自 の 目的 を 儼然として 有する ものな り 

述の 如き 調査 又は 研究 を 施す ことなくして 漫然と して 國 語、 又 漢語の  

なす もの ありと も、 そ は 畢竟 机上の空論 たるに 止ま り、 又 漫然 これらの 整理 を 八 止つ 

る もの あ とも、 それ 亦 基礎の 無き 企て なれ ば、 結 局 失敗に 終るべき は 理の賭 易き 

听な. 0 'とす。 


むと か、 或は 又 漢語の 整理、 國 語 の 

れ も 亦 *  J 

く、 或 る 政 

さ れど、 上 

として 國 語、 又 漢語の 整 理 の 論 を 


第二 章 漢語の 傳來 とその 圈 語に 入れる 狀 態の  ^ 

史的 槪觀 及び 研究の 方針  一 

漢l^sを日本人が知るに至るに は、 曰 本人と 支那 人と が 直に 相 接する か 若く は漢ー 

を H 本人が^ むかの 二の 方法に よる べき ものなる が、 そ の はじめ 何 ^^、如 何なる 一 

手總 によりて 日本に 漢語が 傳 はるに 至りた るかの 明確なる こと は 今日に 於いて i 

これ を 知る こと を 得す。 日本 Si 紀の傳 ふる 所に よれば 應神天 白 ij! の 朝、 十 五 年に 百 一 

濟 より * 朝せ る 阿 a 岐に ついて 皇太子 菟 道稚郞 子が 經典 をよ まれ、 その 翌年、 同じ 一 

く W 濟 より 王 仁と いふ 人來 朝して 皇太子の 師 として 諳の 典籍 を敎へ 奉りたり と 一 

見え、 古事^に は 王 仁の 奉りし もの は 論語 十 卷千字 文ー卷 なりと いへ り。 かくの， 

如く^ 籍を學 ばれし こ となれ ば、 漢 語 を この 時に 知る に 至られし こと は 疑 ふ ベ か 一 

らす。 これより 以前 秦の 徐驕 が孝靈 天皇の 朝に 来りて 經 史を傳 へたり とい ふ說 U 

ぁ.0.父神功^2^1后の新羅征伐の時に圆書文籍を收めて還られし由、史に^^すが故にー 

これらの 時に 字 を 知りし ならむ と いふ 說も あり。 され ど、 こ れら は確證 なき こ 一 

となれば 遽 かに $3 やべ からす。 かくて 繼體 天皇の 時、 五經 博士の 來； 只 ありな どし 一 

第二 や *§-^の，来とその國ォ3に入れる^莲の^1-的概翻及ぴ^究の方針  三 一  一 


國 語の 中 K 於け る 漢語の 研究  三 二 

て 漢籍の 講讀は 漸次 盛んにな りしなら む。 

なほ 又應神 天皇の 御代に は 使 を „iK にっか はされ し 事 あ..^ し 由 を史に 載す。 典. 

は 三 國の吳 の 地. にし て、 後 に 至.^ て も わが 國 にて は その 名 を 以て 呼べり。 これ は 

今い ふ 中支の 地に して、 南京 を 中心とする 地方た...^。 かくて、 その後 も、 雄 略 天皇の 

御世に 屢吳の 地に 使 を 遣 はされ し 由な り。 かく 支那に 直接. に 交通す る 時には そ 

の 使 人. は 直ちに 支那 人に 接し 漢語 を 知る に 至るべし。 次に 推 古 天皇の 朝に は隋 

に 使 を 遣 はさ れ、 か の國 より 答 禮使來 り、 そ れ よ..^ 後 遣 唐 使、 留 學生 等の 派 造 頻繁な 

h^ け れ ば、 漢 語の 輸入 も少 から ざり しなら む。 

• さ て、 考 ふるに、 かく 漢籍 を讀 み、 漢 文に 親み、 漢語 を 知りた..^ とも、 之 をた.^ 漢文の 

爲 に用ゐ るの みなる とき は 未だ 漢語 を わが 國 語の 中に 輸入せ.^ とい ふ こと 能 は 

ざるべし。 しかも、 かく 漢語に 親む につれ て 漢語 を國 語の 中に 輸 人し 得べき 準 ffi 

は 十分に なれり とい ふべき 形勢 を 生じた る 時期 あるべき なり。 次に 又、 上 の 如く 

漢籍 をよ み、 漢文に 親み、 漢字 を 知る に 至らば、 これ を 使用す る こと 起る ベ く、 而し て- 

し  か、 漢字  を  使用す  る  こと  は  一 面に 於いて 漢語の 操縦に 深き 關係 ある もの なれば- 

これらの 事 また 漢語の 輸入に 大 なる 關係 ある ものなる べし。 わが 國に 於いて 漢 

字 を 用ゐて 言 事 を 記す に 至れる はいつ 頃より なるべき か。 日本れ E 紀を 見る に、 履 


中 天皇の 四 年に、 

始 之 於 一； S  El 置， 豔 史 ー記％： 事 一 ま 四 方 志 _ 


と あり。 こゝ にい 

文 ほ： 記錄を 掌る 官 

なり。 かく 史 {：: あ 

置かれし 以上、 中央 

の史 {n は 主として 

な hs とす。 東 (ャ マ 

の 博士 王 仁の 子孫 

いづれ も歸化 人の 

して^ 文な りしな 

さて 推 古 天皇の 

れり。 その S れる 

く國； はの 風 を あら 

音の みに て 用ゐて 

等の 撰 あ. 0 し 由な 


ふ 國史の 國は諸 國の義 にし て、 史 は古來 フミ ビト とよめ る 如く、 

に し て、 Hi 々 に の史を きて 四方の 誌 (志) を 通達せ しめられし 

りし、 U 上、 夂 予を 記錄 する こと 行 はれし を 見る ベ く、 諸 國に之 を 

に はもと よ ，0、 そ の 前に 史官の 在， 0 しこ と を 見 

歸化人 を 以て 任せられし ものにして 當時 著し 

ト) の 史部は 漢人 阿知 使 主の 子孫に し て 、西 (力 フ 

なり。 この 他の 史 部に は 田邊史 (漢人) 筑紫 史 (魏 

子孫な h'。 これ を 以て 察する に、 そ れ らの史 せ 

ら むと 思 はるれ ど、 そ の K 際を徵 すべ き 資料な 

御世に 至れば、 聖德 太子の 著作、 種々 の 金石文 等 

ものに 就きて 見る に、 その 頃の 文章に は 純 漢文 

はした る 文章 あり。 それらの うちに 地 名、 人 名 

假名の 如くに せる もの も少 からざる な hs。 更 

れ ば、 淡 字、 澳 m  、漢 文に 親む こと 盛んにな，^、 漢 


る ベ し。 さ て、 そ 

き は 東西の 史部 

チ) の史部 は百濟 

人) 等 な ど あるが、 

が用ゐ し は 主と 

し 0 

あ b て 今に ^3-- は 

なる あ hs  、义 i# し 

など に は 漢字 を 

に 又 天皇. ぉ國 記 

も 或は 旣に國 lr:i 
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國 語の 中に 於け る 漢語の 研究  11! 四 


に 同化せ しも の 多 少存 したりし ならむ と 思 はるれ 

かくに 淡 を國 語の 中に 輸入し うべき 形勢 は旣に 

漢語 漢文 は 所謂 漢籍に よりての み傳 はれる にあ 

ても傳 はれ b。 佛敎の 典籍 は本來 梵語に て傳 へら 

古く その 梵經の 斷片の 少しく 傳 へられた る もの あ 

敎の實 際に 傳 ふる 要具と して は 專ら漢 譯の經 論な 

りし は欽明 天皇の 十三 年な りと す。 これに も 少し 

も、 今 論すべき 程の 問題に あらす。 欽明 天皇の 時に 

經論 若干 卷と あるの みなれ ば、 今 これ を 知る に 由な 

子の 勝 鬉經、 法 華 經を講 し、 又 勝鬉、 法 華、 維摩 三 經の義 

御世より 佛敎の 盛んにな るに つれて、 經 論の 行 はる 

して また その 佛敎 の經 論に 用 ねられた る 漢語が 

致せう。 

かくの 如くに、 漢 學、 佛 敎の 盛んなる につ れ、 こ れ ら 

き 勢 を 盛んにつ く  b しが 故に、 その 爲に國 語に 入， 5 

ら むと 思 はるれ ど も、 こ の 時代の ものと して 明かに 


ど、 確證を 見や 

馴致せられた 

ら すして 佛敎 

れ たる ものに 

りしが 如しと 

りしな り。 佛 

く異說 なきに 

傳へ しもの は 

し。 推 古 天皇 

疏を 撰せられ 

、こと また 盛 

，國 語に 多く 混 

二方 面よ. -漢 

来りし 漢語 は 

これ を 示す こ 


〕 然れ ども、 とに 

. ^とい ふべ し。 

の經論 等に より 

し て、 わ が國 にも 

いへ ど も、 そ の 宗 

敎の わが 國に入 

あらやと いへ ど 

日本書紀 にた > 

の 朝に は 聖德太 

しこ と あり、 こ の 

ん にな り 、こ れ よ 

入すべき 勢を馴 


語が 入 

少 から 

と 能 は 


ひ來 るべ 

ざり しな 

す。 然れ 


ど も. こ の 頃の 人名に 次に 例 を 示す 如く 往々 佛の名 支那の 聖 S の 名な ど をと りた 

る もの ある を 見れば、 

宮首 阿彌陀 (日本 紀、 孝德、 白 雜五年 二月) 

島 阿彌多 (東大寺 文書、 正倉院 文書) 

無量 i  (同) 

文 忌 寸釋迦 (續曰 本 紀、 文 武、 慶 雲 元年 正月) 

衣 縫 造 孔子 (同 大寶 三年 正月) 

, 阿倍 朝臣 子路 〈同 淳仁、 天 卒寶字 八 年 正月) 

に 親め hs しさ ま 想像に あま， OS ありと いふべ し。 

くて 大 化の 改新 以後 漢文 は 日本の 公式の 文と な b  、大  > 學國學 にて 敎 ふる 所 は 

て 籍 にして、 佛敎の 盛んに 講說 する 所 また 漢文なる が爲に その 信者の 讀誦 

所 また Jsl^ija 文なら ざる は 無 かりし ならむ。 かくの 如くに して 純粋なる 國 

以てよ む を *5 规 とせる 和歌に さへ この 澳語梵 撃の 混交せ るを见 る。 莴葉维 

にある 次の 歌 ども を兑 よ。 

^附仃 之 椴 爾錢刺 藏而師 戀乃奴 乃 束 見懸而  (十六、 三 八 一六) 

一二 之 In:  • ？:: T 不；； ^五六 三 四 佐 倍 有 雙六乃 佐 叙  (同 三 八 二 七) 

0  0 
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國 語の 中に 於け る 漢語の 研究 

香 塗 流 塔 爾莫依 川 隅 乃 尿 鮒 喫 有 痛 女 奴 

池 神 力士 儕 可 母 白鷺 乃 梓 « 持而飛 渡良武 

寺 寺 之 女 餓鬼 申 久大神 乃 男 餓鬼 被 給而其 子將播 

0  0  t.y  0 ナカラ 力 A 

法師 等 之 鬢乃剃 杭 馬 繋 痛 勿 引 曾 僭 半 甘 • 

檀越也 然勿言 ii? 戶等我 課役 徵者汝 毛 半 甘 

心 乎 之 無 何 有 乃 鄕爾置 有者藐 姑射 能 山 乎 見 末久知 香豁務 (同 

波 羅門乃 作 有 小 田 乎 喫 烏 險腫而 幡幢爾 居  (同 

比 來之吾 戀カ記 集 功 爾申者 五位 乃 冠  (同 

過 所 奈之爾 世 伎 等 婢古由 流 保 等 登藝斯 (云 々)  (十五 

布施 於吉 nil 吾波 許 比 能 武阿射 無 加受多 太爾率 去 nrl 阿 麻 治 思 良 之 米 

(五、 

の 如く 

0 養 六 (品物の 名) 

功 五位 過. 所 (法制 上の 名) 

無 何 有の 鄕 藐 姑射の 山 (莊 子に ある 語) 

M 布施 力士 儕 餓鬼 法師 僭 榜越 波 tlR  (佛敎 の 語) 


八 二八) 

八 三 一) 

八 四 〇) 

八 四 六) 

八 四 七) 

八 五 一) 

八 五六) 

八 五八) 

七 五 四) 

九 〇 六) 


等の 

な る 

ゐ た 


の 如 

が頗 

な ど 

な る 

力 

る も 

ん に 

よ 


0 

0 

曹>  < 

盧 

の 

pi 

の 

な 


が M 

日本 

そ の 

部分 

勝 王 

舍那 

大天 

多 く 

娥， 沘 

如き 

は る 

て こ 

小ノか 

り し 

多く 


00 


に も 


王 

の 


0 

0 

女 


の 

な 


の 中 

載せ 

に は 

不可 

觀世 

菩提 

入せ 

の 中 

と の 

な KV, 

に ま 

h し 

な り- 

た  る 


ら 

る 


合 


年 


うた 

れた 


議威 

菩蔬 

心 

を 見 

入り 

力士 

成 mi 


はれて ある 

る 宣 命は國 

文なる あ hs- 

神の 力 

，護法 梵王 

菩薩 悔過 

る 0 これら 

込み ありし 

の liz はれし 


を 見る 0 

語- を ゐ 

それ は 今 


帝釋 

百足の 

を 以て 見 

こと を 想 


孝 

像 


官ー せらる 

く 別と し 


、な 本 一 

一 

て、 そ の： 一 


國 


義カ 田禮樂 


ば、 奈 良 朝 

し う V  く. 


に 於 

こ と 


て 


と す る もの 

語の み を 用 


仁 孝 

は 旣に漢 


を 見れば、 これ が、 領 る 深 く 國 1^5 化 せ し も の 


號、 天 の 尊 號 乂 

ものと 考/ らる 、 

. かの 宣 命の 如き 

を a る。 かくて そ 


は {M 職の 名 

が、 -- の 勢 は 

も、 平 安 朝に 

の 頃に 於い 


目、 又 法制 上の： 化 i に 

平 安 钥 に 人 h^ て は 

入， 5 て は a 語 を 交 

て は 日常に W んる 


ま す /)  #. 

ふること い 

澳 おの 多く 


":..>  . とその おに 人れ る狀 態の 4- 的？ 載 及び 研究の 方針  コーセ 


三 八 

なりし こと は、 竹 取 物 語、 伊 勢 物 語、 土 佐 曰 記 等に 於いて 旣に 見る ベ く、 又 古今 集の 歌 

のうちに も 多く あら はれた る を 見る。 こ. とに 著しき は 古今 集の 物 名に 

く た に (苦 丹) さ う び (薔 薇) きちかうの 花 (括 梗) し を に (紫 苑) , - 

hw フ たんの 花 (龍 膽) けに ご し (牽 牛 子) び は (枇 杷) はせ を ば g 蕉) 

な ど、 草 木の 名の 多く 漢語に て 用 ゐられ たる を 見る。 進んで その後の 歌 集、 曰 記、 草 

子、 物語 を 見れば、 そ の 勢ます く 盛んにし て、 今 一 々これ を說 かむ は 槪說に ふさ は 

しからす ならむ。 かく て、 こ の 期に 至り て、 著 しく 見 ゆる は 動 詞、 副 詞に 漢語 を 用 ゐ 

たる もの 少 からざる ことな， 90. 奈良 朝に は 名詞に 用ゐ たる は あれ ど、 動 詞、 副詞 に 

漢語 を用ゐ たる は 未だ 見 ざり しなり。 又卒安 朝に 至， て は 漢語の 音韻の 慣習が 

國 語に 感化 を 及ぼして 音便と いふ 現象 を呈 せしめ、 又 漢語が、 

執念く 装束き て ，騷 動きて 

などの 如き 用 言 に 化した る もの あり。 こ、 に 漢語の 或る ものが 歸化 語 の 域に 旣 

に 達した る もの ありし なり。 

1^ 安 朝の 末期よ hs 鎌倉時代に かけて 上述の 勢ます く 烈しくな り、 かの 今昔 物 

語の 如き は 漢語 を 交 ふること 甚だ 多 く、 次 いで かの 和漢 混 清 文と 名づ くる 文體の 

成立す るに 至りて は 漢語の 勢力ます く甚 しく なれる が、 そ れ と 共 に 純 粹の漢 語 


にあらざる 淡 Si を 製 出す るに 至りぬ。 而し てこの 時代 以後 は 日常の 用 gi に漢 g 息 

を 使 川す る こと 更に 多くな りぬ。 當 時の 流行語 は 所謂 武家 語と 稱 する ものなる 一 

が、 そ のうちより 淺 語の 例と して 少しく 示さむ。  ？ 

合戰 自害 成敗 穏便 不覺 無慚 不當 下知  一 

武者 勘當 郞黨 雜人  一 

など これな り。 又 この頃に は 文章の いひ あら はし 方に も 漢文 漠 語の 影響を及ぼ 一 

せる もの あり。 

さて 乂！ e 安 朝の 中頃より 宋 との 私の 交通 行 はれし が、 a 倉 時代より 室町 時代に 一 

かけ 禪 i. がの 勃 典に つれて 宋 元よ， -歸 化せる 僭 徒 少なら す、 又 元 明に 渡航せ る 佾もー 

多 かりし よ. 0  .J:: 然に當 時の 支那 を傳 ふること、 な， 9、 その 所 依た る 禪宗が 當時ー 

有力なる 武家 祉會に 行 はる、 につれ て當 時の その 支那の 字音 支那 語 も 亦 多少 ywl 

はる ゝに； りぬ 。卽ち  一 

アン グゥ  アン ディ  アン ギヤ  アン n  カン キン  アン ズ  ギン ナン  フ シン 

行 {呂 行 在 行 W 行火 (アン..) 看經 杏子 銀杏 普請 一 

マトン  ノン キ  ノン レン  ，ン  マン ヂゥ  i 

蒲刚 暖簾 鈴^ S  一 

の 如き これな.^。 これら を 或は 廣 音と 稱 し、 又 は宋 音な りと もい へり。 近 W の 明 一 

淸の を 傅へ たる もの も 亦 S ム 口と 稱 へらる、 こと あり。 たと へば、  一 

第二 章 ^^:仏2の傅來とその31語^^入れる狀態の中-的槪截及び研究の方針  三 九  』 


國語 の 中に 於け る 漢語の 研究 

ビン  リ ヤン 

瓶 雨. 

などの 如き これな. 90 

江 \ri 時代に 至りての 漢學の 獎勵は 漢文 漢語の 勢力 をます く 盛んにし、 漢文 は 

なほ 國家 公式の 文と して 用ゐら れ、 學 者と 名 づけら る 、 もの は 皆 漢文 を用ゐ て、 公 

式の 著述 をな したれば、 その 影響 は 國語界 にも 及び、 漢文 學 的の 熟語の 著しく 日 m 

の 言 語、 文 章に 混入せ る を 見る。 而し てこの 傾向 は 明治維新 以後ます く甚 しく 

なれる を 見る。 これ その 當時 政府の 要路に 立つ に 至りし 所謂 元 勳と稱 せられた 

る 人物 は 皆漢學 書生の 成 b しもの なれ ば、 そ の 素養と する 所 を 以て 直ちに 天下に 

行 ひしが 故に、 法令 布 達 皆 かたくるしき 漢語 を 以て 充 さる、 に 至りし なり。 

日本製の 漢語 は KH 女 朝の 末 頃よ， 9 その 兆 を あら は し、 漸 次に 行 はれ 来りし が、 江 

戶 時代の 中期 以後 漢語 崇拜 熱の 爲に、 國語を 漢字に てかきた る もの を 金 頭 魚 (かな 

が し ら) な どと いひて 得意 顏 したる 痴 者の 少 から ざ， 9 し 時代と なりぬ。 かく て、 江 

戶 時代の 末期に 歐 米の 語 を飜譯 する 湯 合に 例と して これ を 漢語の 形に 譯 出せし 

が爲に そこ に 日本製 漢語 は遽 かに その 數をま し、 爾 來 Sf 譯 とい へ ば、 漢 語の 形式 を 

用 ゐるこ と、 不 文の 規則の 如くに な b  、明 治 以後に 到りて は、 そ れら學 術 法制 等に 用 

ゐる 新語 は それが 飜譯 語た ると 否と を 問 は す、 盛 ん に漢； S の 形 をな せる ものと す 


るに. f.! りて そ の 勢 K 々 として <T 曰に- 划り て も 止まる .1  くも あ ら す。 かくて^ 文 

の 素 * もな き 一 知 中 解 の 淺 人 が 傍 若 無 人. に * し き 不 都 合 な る 似 而 非 漢 を 盛 ん 

に K 造し つ、 ある を兑 る。 たと へ ば、 近 時遽か に 新 紙上に： ID- え はじめた る 「警 察 

署 に 連行す」 「某 大學 が 惜敗した り」 と いふが 如 き、 父鐡逍 の 各^に 见 る 「改札」 の 如 き、 

逍理 もな く、 條 理も 立た す、 若 し 正しき 條理 をた ど- >  て解釋 せば 世の 物 笑と なる ベ 

きが 如く なれる ま で、 妄 b なる 語の 跋  一：^ 一す る あさましき 世と な hs ぬ。 

以上 は 極めて 槪 略の 觀 察なる が、 吾 人 はこれ によ. -て も、 ま た、 硏 究 上の 問題 を 如 

何に 處理 すべき か の. 大 體の 方針 を 立つ る こと をうべし。 卽ち この 硏究 にっき 吾 

人 は先づ 二の 大別 を 立つべき を 見る。 

一 は 支那に て 成立せ る 本 來の淡 語 を 基と しての 種々 の 方面よりの 考察 

二 は^ 語に よりて 與 へられた る 影響と して 起り たる 國 語の 種々 の 方面の 考 

察 

この {9  二の 湯 合 は 種々 の 姿を呈 して あら は る 、 ものと 見ら る 、が. それらの 詳細 

は 後に 至りて 說く所 あら ひと す。 
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- 第三 章 本来の 漢語と 認 むべき もの 、 範圜 

本来の 漢語と はいふまで もな く、 支 那本國 にて 旣に 成立して あ し 語 をい ふな 

.ft^ 。それ が、 或 る 機會緣 故により て わが 國 語の 中に 入りて ある もの、 これ 卽ち 吾人 

の當 面の 問題と する 所の ものな り。 かくの 如く 說く時 は 事 甚だ 簡單 なる が 如し 

といへ ど も、 し か も、 し か 容易に 決し 去る を 得ざる 湯 合 あり。 その 事 を 少しく 次に 

いはむ。 

第一 に 漢語 はもと よ..^ 支那の 語た る こと 明らか なれ ば、 支 那語卽 ち 漢語と いひ 

て 可な hs やとい ふ 問. 題 起 る。 然る に、 こ の 支那 語と いふ こと は 支那 國に行 はる 、 

語た るに 相違な けれど、 支那 國に行 はる、 語 はすべ て 支那 語な. 0 とい ふこと 能 は 

ざるな り。 現に 支那の 領域に 行 はる、 語 は 所謂 支那 語の 外 

蒙古語、 西 蔵 語、 土 耳 古語、. (南方に は 苗 族の 語 あ， 9) 

等の 行 はる 、は 誰 人 も 知る 所 なれ ど、 そ れらは 支那 語に は あらざる な. o。 卽ちこ 

れは 支那 本部に 住する 民族の 語た る ものな b とす。 然 らば その 限定せられ たる 

意味の 支那 語卽ち 漢語と いひて 可な り やとい ふに 必中し も然ら ざるな り。 わが 

櫚 にて 今 漢語と い A る もの は 昔よ 存 する 名稱 にしても と 支那 語の 意義で り.，.；' 


ものなる は 疑な しとい へど も， 今 曰の 支 

際 われらの 澳語 とさす ものと 今日 

卽ち 今日に 於いて は澳 語と 支那 語と は 

ば^; ぬと は 如何なる もの か。 先づ 語 

して 支那に て 4{：  くより 用ゐし 語な り。 

詔 詩」 に 

佛影胡人記、8^文漢語翻 

と あり。 これ は佛 經を漢 gi に飜譯 した 

人」 に 

游 騎 不 ^  0^ 軍遂縛 作，， 蕃 生？ 

自， 古 此 •  冤 應， 末， せ漢 心澳 m 吐蕃 身。 

と あり。 これ は 吐 蕃人に 捕 へられた る 

いへ るな. o。 下 て は 元 .B^  、世 祖紀に 

丙午 河南 福 建 行中 ま ：！ 省 K 請 fe, 用 n 溪 

と あり。 これ は S ^古語に 對 していへ る 

IS とい ふ！^^iをば支那にてwゐしをfiる 


那語は 漢語と は名づ けられ ざ るの みな ら 

の 支那 語と は 全く 同一 の ものに あらす • 

その 意義の 上に 差異 ある ものな り。 然ら 

とい ふ 語 が、 曰 本 製な り やと 見る に、 然 ら や 

庾 信の (南 北朝の 時 北朝 周の 人/奉 和 法筵應 


とい ふな. 9。 次に 白樂 天の 新樂府 「縛戎 


S 人が 本の 國語 たる 語 を 吐蕃 語に 對 して 

M 有 J 曰、 以 _1蒙 古 i 一 1 河 南： 浅 0  i 建 一 

なり。 これらに よれ ば、 古 より 近世まで 漢 

ベ く、 こ の 川 例 を 見れば、 胡 語、 吐蕃 語、 蒙 +は2 
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？ 守に 對. して 漢語と いひし こと 著し。 ？る に 「漢」 と いふ はもと 前谈の 高祖が 建て 

こる 國の 名に して それが 基と な.^、 支那 本國の 勢力 が 外圃に 及 び し 時、 そ の 本國の 

意に S? ゐ しより 魏晋以 來專ら 四 圍の國 々に對 して 支那 本部 を さす 名目と なりた 

る ものと 見 ゆ。 か くし て、 

漢人 漢字 漢語 漢文 漢詩. 

など みなこの 意 を 示せるな り。 されば 漢語と いふ はもと これ 支那 本土の 語 と い 

ふこと な h.0 然ら は、 今の 支那 本土の 語 を も 漢語と い ふべき かとい ふに、 今の 支那 

語 を 漢語と はい はぬ こと は旣 にい ひたる 所な b 。されば これ は 古代の 支那 本部 

の 語 をさせる ものと いふべき ならむ。 而 して 吾人の 研究すべき 所 は そのうち わ 

が國 語に 入りし もの 及び、 わが 國 語に 影響 を與 へし ものなる べき こと はいふ を ま 

た す。 

上の^く 一  主考定 して さて 考 ふべき は、 言 海に 唐音 語と して あげたる 九十 六 語 

一類の 語な り。 これ は 

アン ザ ィ (行. 在) ァ ン ズ (杏 子) イス (椅子) -ク" ン (胡 亂) カン キ ン (看 經) 

. シ ッ .ホ ク (卓 S ソ " バ ン (算盤) チ M 亭) ト M 榻) ビ ン (瓶) フ シ ン (普 ® 

フ トン (蒲 圑) ソ ン (鈴) " ク 二 綠礬) 


等 の l^s に し て、こ れ ら も 亦 支 那 語 よ 

な り 0 然 る に、 これ を 唐音 語と 名 づけ 

これらの 說 明つ r -兑 るに 或は その 字の 

看 終 S '板 磬 卓^ 

或は 朱 音な りと いひ、 

行 在 行燈 杏子 椅子 

或は 父. ば： (^音な りと い へ る 如く 

胡 a  ^0 臘乾 

そ の ^ が、 枪：： 通に いふ 所の 字音 卽ち漢 

のなる べし。 然り とせば これ 亦 一往 

はこれ を 如 W に 取扱 ふべき か。 卽ち 

すべ きか、 これら は その 起源 は 淡 K!i に 

ものにし てこれ を 特に 別に 立つ る 程 

が^に 人. -し 時代が、 所 謂 ^ 語より 稍 

まも また^ 音お 音と 稍 異なれ ば、 それ 

外^;. S とする 程の は存せ 中と 思 は 

第三 章 本来 <5*s で- むべき ものの s« 


来れる ものな 

て ^  0 と K 別 

唐音な りと い 

、 石灰 

普請 


る 

び、 


と は 一 

は 何故 


般 に IS 一" さ 

なる かと 


らる、 所 

考 ふるに 


音吳 音， と 異な 

のい はれな き 

これ を 言 海 の 

同じく その 借 

の 差別 あ..^ と 

新しく、 卽ち 宋 

らの 間に 區 別 


る 


P 

用 


ふ 


全 

亦 


ら 

の 


爲 にか 

ら すと 

漢語と 

程度 も 

めら れす 

の 時代に 

て、 一 を 

る。 た と へ ば、 S 諧」 の 如 き も、 そ の 本來の a 

四 五 


は認 

元 明 

を 立 


し 


語 

V7 

て そ 

化 語 


れ たる も 

が、 今 吾人 

外来語と 

大差な き 

そ れ が、 わ 

の 音の さ 

とし、 一 を 
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は 忘られて 土木 建築の 意に 用 ゐらる 、 に 至れる が、 そ れも 頗る 古き ことにして、 德 

川 幕府の 制度に 「小 普 請 組/普請 奉 行」 と い へ るが 如く、 明かに 歸化 語の 域に 達した る 

もの も存 す。 されば 多 小 S の 差異 は 認めつ 、も、 なほこれ を 漢語の 一 類に 收 めて 說 

くべき ものと す。  - 

以上の 如 く、 吾 人の 漢語と 認 むる もの は 主として 漢音 吳音を 以てよ ばる 、語 を 

さす ものと いふべ く、 又 唐音 宋音 など を 以てよ ばる 、語 を も 含めて いふ ベ きもの 

なること を こ、 に 認めた hv。 然 らば 、本来の 漢語 として われらの 論す る もの、 範 

圏 はこれ に 止まる かとい ふに、 必 すし も然ら す。 たと へば、 

雙六 スゴ。 ク 鍾 チヨ ク  P せ 一一 

の 如き は 今の 漢音 吳音 その他の 音 を 以て 律すべからざる ものな り。 しかも これ 

らも 亦 漢語た る こと 明か なれば、 これ を 今の 問題の 外にお くべ からざる な bo 

かくの 如く 論じ 來れ ば、 こ、 に說 かんとす る 本来の 漢語の 範圍は 略 これ を 認め 

うべき に 似たり。 然る に、 こ 、にたと へば、 

蘇枋 (馬來 語 sapang) 葡萄 (希臘 語 Boti)(g  ^ 錢 f と f  f  、よ り) 

牡丹 密陀僭 

め 如く 一見 漢語と S めら る、 ：^如く：4して實は古^1^の支,に於，：？ る外來 語に し 


て、 そ の當時 支那に てこ 

きかと いふ に、 そ れらの 

して 厳密に い へば、 fa  0 

数に 於いて 多から ざる 

をすべし。 次に 义佛敎 

たる もの 多くし て、 そ れ 

佛陀 佛 ホトケ 

の 如. -」 ものにして 佛菩 

す れ ば、 淡 語 の 研究に 於 

しとい へど も、 おの 数 比 

今 は これ を 別にす ベ し * 

經律論 祌通 

な ど そ の 例 W だ 多し。 

らの經文を^^語！§文 と 

： 樋？ 1 に は 常 然 入るべき 

R 常 ；^s に 入 れ る 程 皮 は 


れ を音譯 したる ものた るな り。 これら は 如 

本國； mi の轉々 して わが 國に 入れる ものと い 

として 取扱 ふ は理に 合せざる ものな り。 さ 

を 以て 姑く 漢語の 研究に 於いて 附 載の 意に 

上の mi として 梵語 その他の 語 を 支那に て 音 

がわが 闽 に 入れる もの 甚だ 多し。 その 音譯 

装裟 率 都 婆 塔婆 塔 醍醐 

薩、 天 部 夜叉 等の 名に 多し。 これら も、 上の 蘇 

いて 附 載の 意に て 取扱 ふこと 必す しも 不可 

較 的に 多 けれ ば (言 海に 梵語  一 二 〇 と あげし 

"次に 義譯の 語と は、  ， 

力 衆生 三寶 加持 利 生 

これら は そ の 基づく 所 は 梵語 等なる 

して 譯 出して 後 用 ゐられ たる ものな 

ものと す。 而 して、 これら 佛 S: に川ゐ 

頗る 高き ものな り。 その  一二 例 をい は  >  次の 如し。 


ふ 

ネ 

も 


に 取扱 

ベ き も 

ど、 それ 

取扱 ふ 

父は義 

ものと 

，葡萄 等 

あ ら ざ 

のこれ 


ふ ベ 

の に 

ら 次 

こ と 

譯し 

に 準 

な り) 


解 一一； 章 本來の 奥. 一  S むべき. * のの 範 SE 


ベ けれ 

れば、 わ 

たる 漢 

は  >  次 

K 七 


ど 

れ 


も、 旣 に それ 

らの. 研究の 

の われらの 


國 語の 中に 於け る 漢語の 研究 


世間 觀念 慈 悲 

. 境界 正 念. 方便 

次に は 漢語に 基づくな 

然 るべき 假定說 を も 得 ざ 

あいそ をつ かす 


內證 

究竟 

ら む 

る も 


ごみが たまる 


たあいない 

な ど の 「あ い そ」 「ご み」 「た あ 

りと は 認め 難 く、 そ の 姿よ 

語な りと 斷 言 する こと は 

のな り。 かくの 如き もの 

W 外にお きて 後の 研究 を 


我慢 

往生 

と 一 般 

の あり 一 


い」 の 

り い 

今 曰 

ま た 

ま つ 


如 き こ 

へ ば、 漢 

の學問 

少 から 

,1 き も 


隨 二 

殺生』 

に 推測 j 

) た と； 


信仰 

油斷 

ら る 


れな. 5 

語なる 

の 程度. 

す。 今 

のとす 0 


力 


こ れ 

如く 

於 い 

れら 


惡 

れど 


四 八 

口 精進 邪魔 彼岸 

業 自得 意 馬 心 猿 

も、 未だ 一 定 の證 明. 若く は 


ら S 

見 ゆ 

て は 

の も 


これ を 以て 純な 

'ども さりと て 

躊路 せざる ベ か 

の はこれ を この 


る 國 な 

これ を 淡 

らざる も 

研究. Q. 範 


第 四^ 漢語の 特色 

漠 l^i がわが 國 語の 中に 入る に 及びて、 その 漢語 

も國； おのう ちに 於いて 保ちた る か、 若 くは國 語の 

に それらの する 特色 を 多少 變更 する こと 無 か 

はが 影 i: を 受けた る點 なき か。 これらの 問題 

きもの、 一な りと す。 而し てこの 

如何と いふ こと を 知らす ば、 これら 

べし。 この 故に こ、 に それらに つ 

淡 語 は、 その外 形より 見れ ば、 現 代 

知りた とて 現代の 支那 語 を 知，^ 

にわが 漢： は をき かば： ：！： 源の 語と は 

のみに.^ まり て、 そ の 本質に 於いて 

ものと いひて，^ な，.^。 今 まづ 支那 

行 く ベ し。 

一 、そ の  一.： 2  0  S 1 なる 綴に よりて 


問題 を 研究す 

の 點の存 する 

きて 大略 を述 

の 支那 語と 頗 

たりと いふべ 

思 はざる 程な 

は 今の 支 * 語 

語の 本赏 とせ 


が、 そ 

中 に 

り し 

も 亦 

る に 


否 

る 


4g 立せ る もの 


に し 


の 本来の 特色 を いづこまで 

入 る 際、 或 は國 語に 入りて 後 

か。 或は 义 その 特色に より 

この 研究に 於いて 鹿み るべ 

先 だち て 一般に 漢語の 特色 

か を判斷 する こ と 能 は ざ る 

と す。 

を 異にする 點ぁ て、 漢 0 を 

す、 又 支那 人と いへ ども 端的 

し。 然れ ども その 差 は 外形 

j^s も 一 にして 殆ど 變 更 な き 

、點を 基と して 說明 しつ 、 

て 、？早 緩 0 〈さや 霞， ーミ き。 IJSguagf.} 


に ^ 特色  四 太 


圔 語の 中に 於け る漠 語の 研究 

と稱 せらる、 特質 こ、 に存 す。 現 時の 支那 語は必 すし も 


のみに あ 

も 一 緩 音 

山 川 

の 如き は 

. 牡丹 

などい ふ 

る 

牡— 丹 

の 各 はも 

合 語 をな 

漢， 語の 特 

象 な く、 單 

1 一、 支 那 語 が 

の 變化は 

つか 定め 


ら や 

の 語 

單綴 

驢馬 

も の 

と よ 

せ る 

質の 

綴の 

單綴 

多樣 

て、 こ 


と い へ 

の 結合 

た る 

世界 

一 語 


語 


は 


0 

一 語 

^ ま 

一 と 

も あ 

な る 

を 綴 


ど も 

に よ 

こ と 

に し 

世— 

た る 

る も 

して 

り、 又 

が爲 

吾が 

hv 合 


- それら 複雑なる 組織の 語 も それ 

るな り。 この 點は 漢語 も 同じ。 


五 0 

一 綴 音より 成 

を 分 折 すれ ば- 


る  もの 

い づ れ 


HL ンカ 1« 

度 

て 二 緩 

界 制 

ものに 

のな り _ 

注目す 

二 綴 三 

に、 そ の 

國 語の 

せて 種 


より なれ ど、 そ れを 源に 遡れば、 こ れを 分解した 


し 


度 

てた ま 

而 して 

き點に 

の 語 も 

綴と し 

き 多 綴：， 


力 く 

し て 

多く 

て の 

語 に 


これら 

の 如き 

.國 語 に 

存す。 

音 韻 の 

あ hN て 1 


の 語 を 構成す る も 


の 二 語 を 結合して 一 の複 

單綴 語た る こ と は 支那 語 

はかくの 如く 固定せ る 現 

組織 は 頗る 複雜 にして そ 

は、 あ る 綴の 單 位の 型 を 幾 

のにし て、 そ の 綴 り 合せ 方 


の變化 自在 なれ ば、 あ る 一 裰の， フ ちに 於いて 音？ 3 の 變化を 種々 に 立つ る： と は 

かへ りて 言 ；^?i の 操 縱 と 理 解 と の 上 に 不 都 合 を 來 す ベ きなり。 然 る に、 支 那 語に 

於いて は、 一線 以外の 語な けれ ば、 そ の 一 緩り の 音の 内部に 於いて その 一 さ 語の 多 

様 性 を 求めざる ベから す。 この 故に その 母音 子音の 組合せに 於いて は 日本人 

などの 夢想せ ざる 多 趣 多 樣の組  <:: せ をな せり。 今、 ま-鏡の 窠字 を算す るに 總計 

三千 九 百 三十 五 字 (多少 の 誤算 あらむ か、 但し 大 に は關せ ざら む) な る が、 こ れ を 

廢 代の 漢語の 音の 範 の 極大 限と す。 之 を 今の 北京 iRI 話の 約 四千 二百に 比ぶ 

れ ば、 古 今 略 大差な きものなる を 見るべし。 さ て、 今 の 官話の 組織 を 見る に ウイ 

リャム の 漢英 Si 府 によれば その 音の 型 五 百 三十 二種 ありと いひ、 支那 聲音 字 戴 

によれ ば、 更 に それ を 約して その 昔の 型 三百 九十 八 ありと せり。 この 三百 九十 

八 も 確定 的の ものに あらす して 力- ク レ ンは 四百 二十 ありと せり。 然 らば- 

支那の 中央 語の 外形 は太體 これらの 数に 止まる ものと いふべ し。 而 して 力.' 

V グ レ ンの說 く 所 は 支那 l^s の 昔の 性質 隨 つて 漢語の 昔の 性質 を 知る に. 便 なれ 

ば、 次 に その  一 f-I を 引かむ。 曰 はく、 

^代の &方 に 於て は いづれ も 位！！  (vocable) の 数が 極めて 贫弱 である 

ため、： 1： . ぜ 異義の ものが *  <：^^ に 多数で あろ。 北 小 話の 如き は ： 取 も 贫 弱 な 
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ssg の 中に 於け る 漢語の 研究  五 二 

方 言 の 一 つ で、 そ れも その 箬ば 別の 出来る 音節と 言 へ ば、 約 四 二 〇 個 を 越え 

す、 而 も その 多く はお 互に 紛ら はしい 位に 類似して ゐ る。 (中 咯) 

卽ち 支那 語と い ふ 高度に 發 達した 言語の 立場に 於て は、 一 切の 單純詞 (shTl- 

ple  words) を この 四 二 〇 個の 音節に 分配し なければ ならぬ とい ふこと にな 

る。 ここに 一冊の 小字 典が あつ て、 支 那 語の 中で 最も 普通に 用 ひられる 單 

純詞 だけ 約 四 二 〇〇 を 含んで ゐ ると すれ ば、 こ の 字引で は 一 つの 音節に S 

して 早 均一 〇 個 もの 異なった 詞が ある ことになる。 尤も 各 音節に 對 して 

は Kf- 均に 分配し なければ ならぬ とい ふ 法 はない から、 一 所に 集まった 同音 

詞の 數も少 かった.. - 多かった りする。 常用 詞四ニ 〇〇 の 中で jun と發音 

される の は 只 二つし かないが、 一 とい ふ發 昔の も. の は 六 九 個 も あり、 Shi は 五 

九 個、 ku は 一 一九 個、 其 他 こ れ に準じて ゐる。 (岩 村、 魚 返 雨 氏譯、 支. 那 言語 學槪 論) 

といへ り。 今、 この 力 I べグ レ ンの 意見に よりて 多き をと， 9 て、 四百 二十の 音の 

型 をと りて 考ふ る に、 支 那語は その 四百 二十 音の 型 を 以て 一 切の 思想 を發 表し、 

又受 入る、 ものなる べし。 然れ ども、 それの 實 際に 於いて は 力， ル、 グ レン も、 前 ， 

文に 引きつ  >  きて、 

1 見 混沌と して ゐる樣 では ある が、 然 しこ、 i,i 一  襖の 光明が 有る C とい.^ 


. の は 同 昔 異義 M. の 不便 は 昔 磬 上の 或 要約に 

それが、 こ こに 述べ ようとす る 音 樂的ァ ク セ 

聲 (tones) である。 (中 略) 支 那 語に 於て はこの 

る。 支那 £E では 總 ての 詞に 各々 一種 特有の 

其 他の 點 では 全く 同一 の詞も それ <\. '異な 

とが 出來 る。 

といへ るが 如 く (か くて この 四聲 なる ものに も、 變 

を 要せす 。一 とに. も かくに も 四百 二十の 音の 型 を 

思想 觀 念の 發表受 入れに 便せ むと せり。 然れど 

れらの 各 音に 各 四聲を 分 ち て、 そ の 音調の 差に よ 

の、 はの 型の 數は千 六 百 八十に 止る 理 なり。 然る 

だ if 論 上し か考 へらる とい ふに 止まり て、 赏 地 に 

くに 乂  «  1^ 音字 r:^ によれば 千 二  Kn 一  個に 止まれり- 

は お を單 位と して 計 す ベ き 程 多 けれ ど、 そ の 音 

IS は^かに 千 二： T:: 一  個に 限られた る こと なる- 

て も、 そ の 一 の 音の あら はす 語の 數は 頗る 多き な 


よって 餘程輕 減され てゐ る。 

ン ト (musical  accent) 卽ち 所謂 四 

現象 は 非常に 重要な もので あ 

樂 調 (melody) が あ つ て 音 磬 上の 

つた 樂調 になって 區別 する こ 

遷は ある が、 今 は それ を 論 す る 

ば、 一 層 複雑に して 以 て、 多 数 の 

も 之を實 際につ きて 見る に、 そ 

りて 區別 する ものと しても そ 

にこの 千 六 百 八十と いふ はた 

存 する もの は その 数 逸 かに 少 

) 卽ち 支那 0 を あら はす 文字 

の數を 以てすれ ば、 支 那 語の 形 

. この 故に かく 四 聲に區 別し 

り。 力 ー V グ レン 又 B はく、 


ttrg:. ソ - 特色  五三 


國 語の 中に 於け る 漢語の 研究  五 四 

ところで、 斯うい ふ 工合に 色々 の 調子が あると、 全くの 同音 詞と いふ もの は 

餘程少 くな つて 来る わけ. では あるが、 然し これで 以て 完全に 救 はれる かと 

言 ふと さう は 行かない a 旣に 述べた 樣に四 二 〇〇 詞の 中で i とい ふ發音 

の もの だけが 六 九 個 も ある • これ だけの 数の もの を 四 聲に振 分けて： た 

セィ 

ところ で、 尙 一 つの 聲に對 して 一 七 個の i が ある わけで、 これで はま だ 便利 

どころではない。 而も この 六 九 個 は 四つの 聲に 平等に 分配され るので な 

いこと は 勿論で、 北京語で は 六 九 個のう ち 七 個 だけが 第一 聲、 一 七 個が 第二 

磬で、 第三 聲は七 個、 第 四 * は 實に三 八 個と な つて ゐる。 

と。 かくの 如き こと は、 多 少の 差違 は あ，.. V として も、 漢 語の 音 そのもの にも 適用 

して 說 かるべき ことなり とす。 然るに それらの 漢語が わが 國 語に 入りて は 四 

磬を 以て 區別 する ことなき が 故 に、 音 の數は その 四百 二十に 還元す ベ き 道理な 

,9。 しか も、 そ れらの うち、 漢 語に ありて は -3、k、p、t  、お、 ね の 子音 は いづれ も 破 障 

音に して それが、 支那 音に て は 普通の 發 音と 出 氣 音との 二様 を 分ち て. 以て その 

音の 複雜性 をな す もの なれ ど、 そ の 音の 組織 體 より 見れば 同 一 種の ものと いふ 

ベ く、 而 して これらの 出氣音 はまた 國 語に なきもの なれば， これ を國 語に うつせ 

ば、 そ の 出氣音 も 亦 普通の 音と 區別 なく 同 1 になる べし。 さて これら 出氣昔 • 


相 s 

な る 

を 基 

生じ 

力 く 

の 十 

の 六 

の 四 

ヒの 

の 二 


發 

見 


昔と して あら はる 、 もの 

U これ tt に 支那 語の 背 韻 

として その 發音法 を. 種 々 

- これ を 以て 一 切の 思想の 

て-瓜に その 昔 韻の 組織 を 

k  P  t お f  S 

八 を；^ し、 母 音に 於いて 

を ^ し、 末 昔た る 子音と して 

を 有する ものな， o。 以上 二 

音 體を 組織せ る ものなる 

重母音 十二 個と， 


Id 一個 あり。 今 これ を 減 


やれば、 約 三 十八 個. i 


力 


織の 本 幹な りと いふ 

調節して 變 化を與 へ 

表受 入れ をな せる も 

る に、 首 音と して 子音 

お. S  i  m  n  h 


し。 こ れ 

千 二百 一 

これ 支那 


十八の 子 母音 を以 て 

，それに は 母音 組織 上 


-dml 一 


ら三 百 許の 音 

個の 音の 型 を 

語の 姿な .y。 


y 


々に 組 <l 口 

單 母 音 の 


せて 二百 九十 

外に 


の 三重 母 昔 三 個と を 用 ゐ、 而 して それらの 母音 其の ま. - にして ffl^Q らる /- もの 

售四車 《^ の 特色  五 五 


翳 語の 中に 於け る 漢語の^ 究  五. I、 

と、 上に いへ る 末 音た るべき 子音 を 伴 ふ ものと ありて 頗る 多 樣の變 化 を 生す る 

なり。 かくの 如き は國 語の 音韻組織に は 到底 見るべからざる ものな り。 而 レ 

て 支那の 音， 韻に は 時代に よりて. 甚だしき 變化 ありて、 古今 同 一 轍なら t 然. - 

ども、 かくの 如く 單綴 の內 部に 於い て 種 々の 變化を 企 て 以て、 言語の 多様性に 應 

せむ としたり しこと は、 通 じて か はらざる 現象な り。 され ば、 淡 ；認 が、 曰 本人： ま 

じめ て 知られし 當時も か、 る 複雑なる 組織な りしなら む が、 今 は 頗る 單 純に な 

て あり。 それらの 事 は、 別 に 項 を 新に して おく ベ し。 

三、 支那 語は單 綴なる と共に、 文法 上の 語形の 變 化と いふ もの を 全 く^せす。 こ の 

故に, 立 folating  language:} なりと 稱 せらる。 これ はもと よりおへ 語： も-.., する 

現象に し て、 こ の點 はわが 國語 などと 著しく 異なりと す。 

四、 支那 語の 文法 上の 特徵は 種々 あり。 その 著しき もの は 擬人法 を亍 まぬ..^ なり 

と稱 せらる。 例へば こ、 に 

我 招 人 

とい ふ 文 あり、 これと 構造. の 似た る 

手招 人 

とい ふ 文 ありと せよ。 甲 の 「我」 は 主 格 な る が、 乙 の 「手」 は 主格に あ ら や し て 「手 に て』 


招く 

わ が 

を ば 

れら 

简單 

動 M 

て 國 

な る 

う ベ 

ち て 

の と 

文法 

を 求 

の 1： 

し 

ゾ 才 


意な り 

國 ： ぬ に 一 
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i?tr 卜 


0 こ れは 「手」 を 擬人す る 

も 共通す る ものな り。 

の 形式と して 有せざる 

いひ あら はさす して 弔 

而 して 國 gi にも 名詞の 

に 似た る もの はわが 國 

な hs とす。 かくの 如き 

れ ど、 他方よ 见れ ば，、 そ 

の 特性と 文章の S 義 の 

發 を 促したり と 見 ゆ- 

、そ れらを その 相. 手の 語 

係 を 示す ものな り。 そ 

もの も あれ ど、 全 くこれ 

翻譯 しうる もの もな き 

ものな り。 而し て、 そ れ 

き W をな す もの も少か 

庚：^^の特色 


となき による 0 こ 

ほ 支那 語の 語 性 は 

のな り。 この 故に 

辨 するな り。 この 

，数 を 文法 上の 形式 

にも 存 すと 認 むべ 

一 方より 見れば、 支 

語 性が 著しく 抽象 

瞭 ならむ こと を 求 

こ の 助辭に は 所謂 

前 又は 後に おきて 

ら のうちに は 他の 

該當 せぬ もの も あ 

あらす とい へど も 

のうちに は、 歐 文 の 

t 漢語 漢文に 於 
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五 七 


國語の中に於ける漢！^^の研究  五八 

く、 「焉」 「兮」 「矣」 な どの 類は國 語 に 飜譯し 得ざる ものにし て、 そ の 理由 は 上の 如き S: 

性に 基づく ものな り。 而し て、 そ れ ら が、 わ が國に 借用 せらる 、 ことなき はもと 

よりな り 0 

五 支那 語は以 上述ぶ る 如く、 多少の 助辭 ありて 文法 上の 形式 を あら はすこと を 負 

擔す とい へど も 、要するに 文法 上の 形式 は 甚だ 简單 にして 特にい ふべき ことな 

き 程の ものな. 9。 かくして 支那 語 上の 文法 上の 形式の 重要 點 とすべき は語詞 

の 排列の 上に 在り。 卽ち 同一の. 語詞も その 位置に よりて 文法 上の 資格 を 異に 

する こと 少 からざる ものなる が、 漢 語 は 全く この 性 を 有す。 國語 にも 位置と 資 

格との 間に 關係 あれ ど、 そ は 同時に それに 助詞 を 加 へ、 又は その 語形の 變化 をな 

して 示す を 普通と す。  ， 

六、 支 那語は 以上の 如 く、 單 綴 語に して 孤立語たり。 而 して 同一の 語 も用ゐ 方に よ 

-5 て 文法 上の 役目 を 異にする こと あ る、 そ の 役目の 差 は 主として その 位 S によ 

つて 示さる、 ものなる が、 そ れと 同時に それの 音調 を更へ て (音 の 組織の 本體は 

依 然) そ の 資格 を かへ たる を 示す こと あり。 漢語 も 亦 この 特性 を^す。 たと へ 

VG、 

風 は 「力 ゼ」 の 意 の 時 は 平 * 東 韻 に し て 「テ ト ス」 の 意 の 時 は 去_聲 送 韻 な り。 


な 

一， n 

さ 

と 

b  、支 


て 一 ォ モ ン ズ」 


中 は 「ゥ チ/ ナ 力」 の 1:^ の 時 は 平聲 東？ g にし て 「ァ タ ごの の 時 はぶ！^ 送 §i な 

重 は 「力 サナ ごの 時 は '聲冬 « にして 「ォ モ シ」 の 時 は 上聲腫 節に し 

の時は去l&宋韻な..^。 

予は 「フ レ」 の 時 は 聲魚 額に して 「タ マ フ」 の 時 は 上磬語 韻な り。 

假 は 「力 ル」 の 時 は 上 馬覩 にし て 「休 假」 の 時 は 去磬碼 韻 な り。 

傅 は 用 言 の 時 は ギ磬先 韻に して 體 言 の 時 は 去 *  S 韻な り。 

分 は^ 言 の 時 は 平聲文 韻に し て、 體 の 時 は 去 磬 問 韻な り。 

吹 は 「フ ク」 の 時 は 平聲支 韻に して 「力 ゼ」 の 時 は 去 *s 韻 

るが 如し。 これらの 四磬の 差別 はわが 古代に ありて は 漢詩 文 を 

もとよ 、漠 文 をよ むに も 注意して これ を iHi! 別せ しが 如しと い へ 

りて は^；! S 文. を つくる 上に のみ 必要と せられて、 一 般の讀 せ 5 に は 

る やうに なれり。 今日に： ャ- りて はた  >  漢詩 又は 特殊の 韻文 をつ 

に 止まる もの、 如し。 從 つて わが！： 語に 入れる ffi 語に はか、 

の 如くに 傅 ふるもの なし。 

那 お は、 上 述の 如き もの なれ ば、 同 音の 語 は 頗る 多 きものと す。 今 支那 11,7 昔 字 

に よ り て そ の 同 音 の 多 き も の 、 一 例 を あげむ。 

第 四 章 特も 


つくる もの 

ど も、 近 世 に 

區 別せられ 

くる もカゝ 

る き 調 を も 
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.^ 1 几、 机、 肌、 飢 機、 磯、 譏、 饑 雞 積、 績 基、 箕 迹 畸、 觭、 鼓 稽 擊激啷 

姫 弃羈觀 汲礼责 

2 吉 卽、 §  . 及、 伋、 級、 笈 急 .亟 、極 集 磧 疾、 蒺 籍 援 

3 己 幾、 蟣 給 » 、雾 脊戟鯽 

4 記、 紀、 忌 祭、 際 濟、 劑、 霽 伎、 妓、 技、 屐 冀、 驥 寄 寂計旣 58、 輯繼 

季蹟岌 棘 劇裙嫉 鶴髻曁 

計 八十 四  ， 

iil 七 妻、 凄、 樓、 悽 期、 欺 沏 漆谿 仆嘁簦 

2 其、 棋、 棊、 碁、 K 、麒旗 寄、 崎、 騎、 岐、 歧 祈 祇齊、 臍耆 g 鞋幾 

3 起豈 乞、 迄、 訖 啓 g 綺. 

4 氣器 棄泣戚 契. 企砌戢 

計 五十 合計 百 三十 四 (S5 緩 R 威 ぼの)  - 

これによ りて 見れば、 同一 の 上 卒中に ある 全く 同一 の 語形の 語が 二三 十 も存す 

る を 見る。 若し これ を 日本化せ しめ て、 そ の 四 聲の別 を さり 出 氣音を も 1 にせ 

ば、 一 の a に對 して 百 三十 四 語 馬す とい ふべき さまな b。 而 して わが 國 語に 化 

せる 漢語 はま さに この 狀 態に 在り。 これ を 古く 廣 韻に 溯れば、 これらの 韻 は 


の 如く 分れて ありし もの にし て、 f^" 人 は これら を 泥 じて 一 にす る こと 又 今の 官； 

話の 如くに せり。 もとより {in 話と わが 漢字 音と は その 變 化の 方向 を 異にすれ 一 

ど、 同音 の gi  (從 つて 同 昔の 字)が^^語 に 多く 存 する 理由 はこれ によ， 9 て 推しう ベー 

し 0  i 

八、 支那 gi の 本性 は單綴 の 孤立語に 存 すれ ど、 その 限られた る 数の 語 を 以て 無數ー 

の 場合に 應 やる こと は甚 しく 不便に して 且つ 無理な りと いふべ し。 この 故に 一 

これらの をば 二 又は 三 合せて、 一 の 觀念を あら はすこと 起れ り。 これ 所 一 

謂 熟！^ ュ S なる ものなる が、 これ も 亦 頗る 古くより 行 は れ、 わ が國に 入り はじめし 頃 一 

に はこの 熟 は旣に 成立して あ り、 從 つて 本邦に も 盛んに 入り 來 りし ことなし： 

とすべ からす。 かくして わが 淡 語に はこの 熟語の 形なる もの 少 から や。 こ.^ 

らの 熟； めの 組織に つきて は 後に 少しく 論及すべし。  一 

一 
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第五 章 漢語の 形 態 の 觀 察 

漢語 はもと 古代の 支那 語た る こと は 明か なれ ど、 現代の 支那 語と は 頗る 異なる 

さま を呈 する ものにして、 ことに わが 國 語に 入れる ものに ありて は 一 層甚 しとす ( 

今 吾人の 目的と する もの は國 語に 入れる 漢語 なれば、 この 點^ 於いて 現代の 支那 

語の 研究と は 別なる 方途 をと る ベ きこと は いふまで もな し。 

現今 吾人が 漢語と 目す る もの は 漢字 を 以て 唯一 の 目標と する ものにして 漢字 

を 離れて は 殆ど これ を考ふ る を 得ざる 程に な り、 漢 語 を 問題に する に は先づ その 

字 如何 を 問 ふ を 常と する さまな り。 而し てこの 狀態は 近世の みなら やして、 古代 

より 然， ON しもの ならむ。 卽ち當 初 はじめて 漢語 を 口より 耳に 受けし 時 は 知らす、 

漢籍 佛 書に 親み てより 後 は、 これらより 受け入れ たる 智識 . が 、や がて 曰 用 漢語の 

となりし こと は 疑 ふべ からす。 或は 遣唐使 留學 生な ど、 直 接に 漢語 を 知りし 人 も 

ありし ならむ とい へど も、 そ れは 極めて 少数の 人の 事に して 大多数の 國民は 文字 

よ これ を 得し， と 疑な し。 而 して 平安朝の 中頃 遣唐使 やみ て、 直 接に 支那 人に 

接する 機會 の. 稀なる につれ て、 ま す 書籍 文章より して 傳へ ら る、 もの 多 く な 


てノ  J ゝに {チ と 


於いて 獨 n の 

れる ものな り 

たる 對象 をば 

に該當 する 淡 

とい ひても 

の 外國； ぬ を も 

ものにして、 往 

：：, 刀し。 たと へ 

0. (梵) 

羅 紗 (•  ホ ^ 

の 如き は その 

もとよ り、 そ の 

ゐ たるが 6 な 

された る もの 

究 なりと い ふ 


〕 こ 

そ の 

字 の 

不可 

こ れ 

々 そ 


を な 

の 故 

淡 字 

知ら 

な き 

を し 

の 宛 


は 離る  >  こと 能 はざる 關係 をな しその 漢語 

につれ て はます く 漢字 を 以て 唯 二 の 資源 

、われらの この 硏究 はさる 事情に 基づ いて そ 


よりて あら はされ 

ぬ もの、 如き は果 

態に あ. .而 し て 

すに 漢字 を 用ゐる 

用 ゐらる 、漢字の 


ト ，力 氷) 

文字の 形と 

文 字 を そ の 

b とす。 か 

；タ 悉く 澳 語な りと い 

や ふ 5 ざる 狀 態に 在り- 


装 樊梵) 

襦珍 (•  ホ \ 

音と より 

意 味に 近 

くの 如く 


ト ，力 レノ) 

して 漢語 

き-ものに 

な れ ば、 わ 

ふ を ？ £ チ 

"然れ ど 


たる 漢語と す 

して 漢語な り 

-こ の 漢字の 用 

を 常と する に 

爲に 漢語た る 

鉢 (梵) 

襦 祥 (• ホ ^ ト 

なる 如く 認め 

と り、 同 時に 原 

が國 にあり て 

リ 隨 ひて 漢字 

も 漢字 を 離れ 


る こと 明か 

や 否や 疑 ふ 

は 更に 進ん 

至り、 かくて 

が 如くに 誤 


ガ レ し 

られ 易き な 

0 の 音 に 近 

は 漢字 を 用 

の 研究 は卽 

て は ど澳 


がわが 國に 

とする に 至 

の 研究の 主 

に し て、 そ れ 

べき ものな 

で 、淡： g 以外 

漢語なら ぬ 

り 認められ 


bo これ は 

きもの を 用 

ゐ てあら は 

ち 漢語の 硏 

語 を 研究し 


お X-  六 三 
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得ざる 狀態 にある も 事實な 

からすして 用 ゐらる もの 

哀 なること は その 常な 

の 「さ が」 と いふ 語 は、 從來種 々 

は 恐らく は 「世 相」 の ことにし 

又 

0 

い とく まなき み 心の さ 

の 「さ が」 と いふ 語 はこれ も從 

こ ^ は 「 、-^ 生」 の こ とに して こ 

しか も これら は 古来 漢字に 

かすして しかも 漢語なる も 

ら とても、 これ を 漢語な りと 

て 人 をして 首肯せ しめ 難 か 

全く 離れて は 施す こ と 能 は 

かくて 吾人の この 漢語の 


り。 或は 义 その 最も 國 語に 熟 化 

も 多少 は存 すべし。 たと へば、 

き 世の さがに こそ は 

の說明 あれ ど、 い づれも 肯綮に あ 

て 「相」 の 古 音 「サ ガ 一 を ば、 國 語に 化せ 

がに ておし はかりた まふ にゃあ 

來種々 の說明 あれ ど、 いづれ も肯 

れ も 「性」 の 古 音,. サ ガ 1 をば 國 語 に 化 

て か、 ぬ を 常と せり。 かくの 如 

の も 多少 存 すべき は 想像 Li 堪へ 

說明 する 時には 某々 の 字に 當る 

る ベ きなり。 こ • 、に 於い て、 吾 人 

ざる こと 明かな りと いふ べし。 

形態 上の 觀察は 必然的に 漢字の 


六 HI 

したる もの は、 漢字 を 


•p- とい ふべ し。 こ、 に 少しく 漢字に つきて 槪說 する 所 ある 


た 

せ 

た 

硏 

ベ 


れ 

し 

な 


(源、 柏 

る を や- 

し  ものな 


(源" 

あたれ 

めし も 

れば漢 

リ 然れ 

はぬ 時 

の 研究 


究と 密接 

し 0 


椎 

次 


木) 

) これ 

ら む 0 

本) . 

を 見 中。 

ならむ。 

にて か 

もこれ 

は 決し 

漢字 を 


の 關係ぁ 


り い へ ば、 所謂 義 字た 

し て、 音 を 斑 接に あら 


る もの 

はす を 


ど、 そ Qi 

らす Ai™ 


淡 字 は その 文字と しての 性質よ 

の I;:" ！? i の 意義 を あら はす を 主義と 

をい ふ。 然るに、 上に あげたる 

襦祥 袈裟 

の 如き は その 字形のう ちに 意義 を あら はす 部分 も あれ 

ら はすに あ..^。 然れ ば、 かくの 如き は 純然たる 義字 にあ 

もこれ なほ 義 字た. る 本質 を 失 はす 

牡丹 蘇枋 獨逸 巴 

の 如き は その 文字 いづれ も 音 を あ 

字と しての 用 を もな すに 至れ.， r,。 

字と して 爪ゐ たる も存 す。 漢字 は 

本 體は義 字た る こと は 否定す ベ か 

« 字の. 説明と して は 古来 所謂 六 寄 の說 あ..^。 六書の 名目 は 

すと いへ ど も、 そ のさす 所 は 略 一定せ り。 普通に いふ 所 は說文 

にして 

$ 象形 會意 形聲 轉注 假借 
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あら はす 部 5 も 

は 純然た る義字 

里 

ら はすの みな b_ 

佛經の 陀羅尼、 わ 

かく 音字と して 

ら す。 

書の 說 あり。 六 

せり。 普通に い 


な 

主義 


主要 

い ふ 


) J 

力 

が寓 

用 ゐ 


くの 如 

葉 集の 

らるゝ 


W 義字 

とせ ざ 


部 

ベ 


歌な 

も の 

書に 

解， 字 


六 五 


分 は 

し 0 


し 

ど 


と は そ 

る もの 


音 を あ 

然れど 


て漢 

に は 

あれ 

り て 

序に 


字 は 音 

全く 音 

ど、 そ の 

一 定せ 

說く所 
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の 六 

指 事 

思 は 

指 事 

1 、象 


を 

る- 

事 


い ふ- 

象形 

. 指 

成し 

と は 

象形 

れ も- 


これ  は 

は 一 切 

は 最も 

る も 

物 の 

原形 

晝 に 


の 

の 


山 


字の 組 

漢字の 

純 な る 

も る 

カタ ド 

を 象， 9 

めら れ 

る もの 

木 


織と その 用法との 展開 


等の 文字の 源 これな 

、指 事と は 事物に つき 

一 二 三 

の 如 き、 は じめ よりの 

未  ォ 

の 如く、 或る 象形の 

以上の 二 は 漢字の 


源と する 

もの も あ 

が 故に、 象 

て 表示し 

ざる やう 

に歸 する 

艸 


所に し て、 こ の 

れど、 又 象形に 

形 を 先 づ說く 

たる ものにし 

になれ る もの 

な り。 

竹 魚 


よ 

て、 

鳥 


よりて 立 

者 並びて 

りて 生じ 

し 0 

後 世、 字 體 

少 からね 

車 


た 

，源 

P 


る 名 

た る 

文字 

化 に 

を尋 


目な hNO 

ものと 

の 上に 

つ れて、 

ぬれば、 


て 形， 象 以上の 槪 

上 下 

指 事と、 

文字に 基づきて 施 


念 を 表示す るに 用ゐ たる ものにして 


したる 指 事と あ 


源に して、 文 字 の 『文」 と いふ 語に 該當 する ものと いはる。 而し 


て 一 の^ 字， そ の 源に 溯れば、 この 二者に 

少 くして 十分に W を果 すべから や。 こ、 

用 を なすこと 起る。 その  <： 字の 方式に 會 

て 「字」 と い ふ。 字 と は 


る もの を 「文」 に 對 し 

三、 會- なと は旣 成の 文字 

意 を 合して 新た 

炎赫林 

の 如 く、  S 字 を 合せた 

古 (十 口)  £5( 人 a 

の 如く 異字を 合せた 

は、 も と；. ありて 字 無 

しめし ものなら む。 

H;^  乂諧！ ^とい ふ。 

す點 はき.. なに 似 たれ 

は その 音 を あら はす 

る 字 な り。 た と へ 


を 一 一、 三 合 せて 形の 

に 意義 を 生す る も 

HJIVJ 戶プ 左右 相對ン 

PAr セシ メタ^ 形」 

る もの、 

位 (人 立) 晴 (tn 靑) 

る もの あり。 さて 

かりし もの が、 そ の 

これ は旣 成の 兩字 

ど も、 そ の 原 字の 內- 

部分と なる ものに 


歸 せざる ものな し 

に 於い て、 それらの 

意と 形 * の 二種 あ 

この 二者 を 八：： して 

上に 於いて ー體と 

のな り。 これに は 

焱 森 森 

盲 (亡 目) 看 (手 目) 

この 會 意の 字に て 

義 によりて 會意を 

を 合せて 形 體 上 一 

. 一 は ュ、 の な 義 を あ 

し て 、音 と義 との 二 


といへ ど も、 そ の數 は 

原文 字 を 今 せ て、 そ の 

して 生じた 


し 


力 

ふ な 

，同時 

晶 


あ 

者 


ら 次 

して 

して 

よ す 

の 合 

六 七 


その 原 字の 

森 


された る もの 

新に 字 を 生せ 

新に 一義 をな 

部分と なり、 一 

一 して 成. 5 た 
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六 八 


音 


(可) 

河 

訶. 

苛. 


義 / 

(木) 

(水) 

. 意 

(竹) 

(人) 何 

の 如し。 これ 

生せ しめし も 

さて 象 形、 指. 

の 種の 字に あ 

形の 上に 於い 

以上の 四 は 


(ェ) 

訌- 


： 主) 

茔 

住 


(者) 

諸 

箸. 


(白) 

泊.. 


(同) 


白 

音 あり て、 字 の み 


0 

筒 


(毎) 

誨. 


涌 


篱 


江 

らは語 あ り、 音 あ り て、 字 の み 無 

のなら む。 

事、 會 意の 文字 は 各 それぐ 自家 固 

りて は その 音 は 從來の 字に よりて 

て發展 せし こ と を 示す ものな りと 

漢字の 字形 上の 發展を 示した る も 
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しもの を ば、 か くして 新に 字 を 


有 の 

示し 

す 0 

の と 


いふ は これら を さす ものな りと いふべ く、 こ の 四 者に 

展 は 略、 進 步を 止めた る ものにし て、 次 下 は 上の 四 法に 

法 上の 展開に 屬す。 

五、 轉注は 古来 その 解 釋區々 にして 一定せ す。 今 普通に 
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を 有 する もの なれ どこ 

い 意義の 上に 於い て、 乂 

ら る ベ き が、 通常 文字と 

りて 漢字の 字形 上の 發 

りて 生じた る 文字の 用 

ふ tw- をと る に、 こ れは原 


字の 本義 を 引 仲 K 轉 して 他の 近似せ る 意に 流用す る をい ふ。 
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これら は その 字 を その ま、 に ffl ゐ 

六、 假 ^は 文卞の 本義に 拘ら す、 そ の 音 を 借 

sn,  ^.=1の形^^の觀な 


て、 意 義を轉 化せし めしもの ならむ A 

て、 他 の S に用ゐ る。 
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ありて、 字 無 か りし 

類 の 外、 外 國 語 の 音 
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い へ る 形 磬 と 頗る 似た る 

に、 こ れらの 文字 は 皆た UV. 

構成 上よ 見れば、 以上 六 

質を脫 して 音 字の 域に 到 


あてし が 起源な 一 

く用ゐ る。 か、" 

て 示す こ と あり ( 

碟咭卿 (後に は 一 

點ぁ. 9。 され ど、 

、音の みに して 義ー 

書の 範圍を 出で 一 

れ るが 如しと い- 


らむ0 

る 時には これ が、 音 

) 

口 偏 を 除きて 英吉 

形 磬は各 字 それ ぞ 
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t 而 して、 その 最 
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が 淡 mi を あら はす 限りに 於いて はな ほ義 字た る こと を 失 はす。 たと へば， 

豆 

固着して 離れ す、 そ れが殂 豆の 豆の 象形なる こと 

く、 又 「而」 (ナ ン デ) 「諸」 「盍」 の 如き は それん、 助 字と し 

考 ふること ある はいふまで も 無し。 され、； H  、これ 

ふ ベ し。 

の 字彙に 載す る 所、 三 萬 三千 五 百 二十 五 字と いひ. 

百 十六 字と いふ。 今、 康 iH 子 典の 字数 を 支那の 字 

十に 對 して、 一 の 音の 型に 屬 する 文孛 1^ 均 百 十字 

. る發音 法に よれば、 一 の 音に 屬 する 文字 は， 一層 多 

0 かくの 如く  音の 文字の 多き は 如何なる 理由 

じくし て、 意 義の 異なる もの は、 これ を 音に て は 到 

形 に て -ぉ ^ す る 外 に 方 法 な か し が. 爲 な ら む。 

借の 文字の 發達を 促した る 原因に し て、 同 時 に こ 

づく 所な りと す。 さ れ ば、 ま 那 語 が、 そ の單綴 語、 孤 

昔の 語 は 何 時、 如 何なる 場合に も 多数に して、 これ 


の 如き は 今 は 植物の 一 マ メ」 の義と 

はか へ て 忘れられて あるが 如 

ての，？^ を それらに 

らも 亦 SI する 所 は 

さて その 字の 

康 SH 子 典に 載す る 

昔の 型に 比すれば 

となる。 これ を わ 

くな，.^ て； 牛 均 百 五 

なる かとい ふに 蓋 

底-お 別し うべ から 

而 して、 これ は 上述 

れ は又澳 字が 字 

立 語た る 性 H を か 


義 
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定 せしめて 

字たり とい 

を 見る に、 明 

四 萬 六 千 二 

の 型 四百 二 

國 語 化した 

五 字と なる- 

，そ の 一音 は 同 

れ ば、 文 字 の 

形 Is- 及び 假 

る 本質の 基 

ざる？^ り、 1^ 
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ベ か ら、 ざ る 運命に あ 

こ とに 努力す る もの 

る 限 り 、そ の 運動 は畢 


方面 は 

漢字 そ 
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を 文字に て區 別して あら はさむ とせ ば、 必 す 義字 となら ざ る 

b。 近 時、 支 那 文字 改良の 聲 盛んにして 、音 標 文字 を 普及せ む 

少 からざる 如く な れ ども、 支那 語の この 根本 性質の 變 化せ ざ 

竟 徒 勞に歸 すべき こと は 逆 賭する に 難しと せす。 . 

漢字の 性質 大要 上の 如し。 こ、 に當 面の 問題と して、 吾人の 研究すべき 

何處 にある かとい ふ に、 第 一は 漢字 そのものに 卽 しての 問題に し て-第 一 一 は 

の もの を用ゐ て、 漢 語 を 組織す る ことに 關 しての 問題な り。 

こ、 に先づ 漢字に 卽、 しての 問題 如何 を考 ふるに、 凡そ 漢字に つきて は 

形 

義 

の 三方 面の 研究 を 必要と すべし。 然れ ど も，、 今 問題と する 所 は 字形に は關 係な き 

ことなれば、 これに は觸れ す、 又 字義 は 直接 に 今の 問題に 關係 する こと 少 きが 故に 

これ も 後の 問題に 委ね、 こ、 に は 先づ、 音を觀 察し、 次 に その 漢字に て 構成 せらる、 

漢語の 形態 を觀 察せむ とす。 


漢字の 音の 觀察  、 


わが 國の 漢語 は 專ら漢 

その 淡 字の 昔 を 一 往觀察 

^宇の 香 とい ふ は、 も と 

る聲 昔たり しに 相逮 なき 

宇に 固着せ る！^ 音と いふ 

れる こと 少 からす。 凡そ- 

に  し て、 さ て 内面の 義に 

"取 後に 字義に 及ぶ が 自然 

をと ふ は 自然の 事に して- 

易き はこれ 亦 自然の 勢な 

某の 音な りと 稱 するな ，5- 

^字の 字 ^=1:1 として 普通 

音宋音 などい はる、 一種 

りと いはる 、もの あ hvo 


字に て 示さる、 もの なれ ば、 漢 語の 形體を 研究す るに は 

せす ば あるべ からざる は 前に 述べ たる 所な り。 

その 字に てあら はした る 漢語 ありて、 その^ 語の 外相た 

ものなる が、 後 に は その 本来の 漢語 を 第二と して、 その 文 

が 如き 觀念を 生 じ、 意 義 より 先 に、 そ の 音 を 問 ふやう にな 

文字 は 外形的の もの なれば、 これ を認 むる に は 外形 を 先 

及ぶ が 順序 なれ ば、 字 形を認 むる 次に は 字 音 を と ひ、 さ て 

の 順序な り とす。 され ば、 あ る 文字に つきて 先 づ、 そ の 音 

同時に その 字に その 音が 固 若 的の ものと して 考 へ られ 

りと いふべ し。 かくの 如くに して、 吾人 は 通常 某の 字 は 

) 

に 知られた る もの は 漢音 吳 音の 二種なる が、 そ の 外に 唐 

の もの あ. 9。 又旣 にいへ る 如く 漢音吳 音 以前の 古音な 

されば、 われらの 研究 はこの 四 種の ものに つきて 一 往施 
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さるべき が、 なほ その外に、 本邦に ていつ しか 慣行し 来れる 

の ものと も 異なる もの あ， cs。 この 故に 吾人の この 硏究は 

古音 吳音 漢音 唐音 本邦 慣用音 

の 五 項に つきて 觀 察すべ きなる が、 硏 究の 順序 は必 すし も、 

よ ら す、 便 宜 によりて 說 明し 行く ベ きな i 

かくて 以上の 漢昔吳 音 等の 事 を 知らむ に は 韻 鏡 を 一 わ 

この 故 に、 極 め て、 簡 單に その 組織 を說 くべ し。 

ィ、 韻 鏡の 略說 

韻 鏡は隋 唐 以前の 漢字の 音韻の 五 音 清濁 開 合 等 を 一 覽 

のな り。 その 製作 は 唐 代に ある ものなる べしと いはる、 

宋 代に 入りて 國諱を 憚りて 韻鑑 とい ひし が、 後 もとの 名に 

の Si の、 わが 國に傳 はれる もの は 南宋の 慶元丁 巳 (建 久八年 

したる 本に し て、 そ れには 南宋の 紹興 三十 1 年の 序 あれば、 

ならむ。 (約 三十 年 前) こ の 書の わが 國に傳 来せし はじめは 

中期、 文 永 頃に 旣に 傳 はり 、爾来 書寫 して 相 傳 へし ものと 見 

り 三百 三十 年. 許の 後) 淸原宣 賢が 跋を加 へたる 本 を 出版せ 
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の 頃 に 

かなら 

リ 享 祿， 


漢"，  や 音 そ の 他 

新 古の 次 {, ルに 

ざ るべ から す ( 


表に し 

詳カな 

ものな 

張麟之 

初版 を 

ざ れ ど， 


たる も 

ら す。 

bo こ 

の t* 刻 

刻せ し 

、鎌 倉 P 


元年に (麼 元よ 


り。 これ 蓋し、 本邦に 於 一 


ける^ 鋭 出版の はじめ ならむ。 次に 永祿七 年に 刊行せ し 本 あり。 乂 降りて.？ 水 

十八 ハ や に 享祿本 を. 殺 刻せ しもの あり。 その 前 S 永 五 年 版) 及 び 後に は 出版せられ 

し本少 からね ど、 多 く は 私意 を 以て 改删 せる ものにし て、 善 本と いふ を 得す。 普通 

に は 上述の 三本 を 以てよ しとす。 しかも 永祿 本に も 多少の 不條理 あり。 又享祿 

本 とても 麼 元本の ま、 と 信す ベ. きか 否か は 今 日、 慶 元本 を 見得ざる 時代に 於いて 

は遽 かに 斷 IK すべから す。 然 れ ど も、 今 日に 至りて はこの 享祿本 を 標準と して 見 

て 行かざる ベから ざるな り。 さて この 韻 鏡 は本國 たる 支那に て は 亡びた る もの 

なる が 故に、 明治の 初年 淸國 公使 黎庶昌 が 編せ し 古 逸 叢書に その 永 祿本を 覆刻し 

て收 めたり。 

こ の 害 は はじめに」： i 例 ありて、 本書 をよ む もの 、指南 をな せる が、 そ のうちに 支 

那昔^ 組織の 大要と、 この 書の 組織と を說 明せ， -。 

- 了の ^ 鋭の 組 鉞を說 かんに、 これ は 支那 古 韻の 開 合に よりて 內轉第 一 開よ 內 

0 お 四 十 三 & に ： せ るまでの 四十 三 圆をぁ げ て、 以 て そ の 漢字の 音の 範ぉを 網羅せ 

.^。 こ、 に 示 された る 音 は^ 密に論 すれ ば、 何 時代の 何 地方の 音なる かとい ふこ 

と は 未だ 叨 確に 斷 言 すべから す • 序文に よ れ ば、 廣 韻 玉 篇の宇 を 配したり と あ り、 

又滿田 新造 氏は廣 とこの 凝と -く 一  致せり とやう に 論せられ た， れ ど、 そ の {t:!^ 
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際 を 見る に必 すし も然ら や。 たと へば 外轉 第三 の 江 韻 舌音 次淸の 「戆」 は廣 韻に て 

は 鍾韻舂 の 部に 屬 する 字に して、 內轉第 十の 微韻牙 音 次 清の 「巋」 は廣 韻に て は 脂 韻 

の 標 字、 外 轉第 十八の 諄 韻 喉音淸 の r 贊」 は 廣 韻 にて は眞 韻の 標字、 外轉 第二 十二の 山 

韻 齒次淸 の 「佺」 同 じく 淸 の 「栓 j は 廣韻 にて は いづれ も 仙 韻の 字たり。 又外轉 第二 十 

三 の 删 韻 齒 音 濁 の 「潺」 外轉第 二十 四の 删韻齒 音、 濁 の 「翁」 は いづれ も廣 韻に て は 仙 韻 

に 馬す るが 如き あり。 又 韻 鏡の 標出 文字と 出入 ある もの 少 から 中。 ^ の 故に、 廣 

韻に よりて 韻 鏡 をつ くれり とはい ふ を 得す。 又唐寫 本の 唐 韻の 殘篇と 比較して 

も 同じ 樣に 十分に 一致せ す。 卽ち廣 韻 唐 韻と 韻 鏡と は大體 一致す る こと は 論な 

しとい へ ど も、 嚴 密に論 やれ ば、 完 全に 一致す る ものに あらす。 而 して 韻 鏡 はこれ 

を 近世に 下す こ と を 得 ざ るが 故 に、 そ の 以前に 溯 らし むべ きものに して、 これ は大 

矢 透 氏が、 韻 鏡の 原型 は隋 代に 成れり とい ふ 說 (韻 鏡 考) の 方が、 事實に 近き ものなら 

む。 但 し、 今 は 韻 鏡の 成立 を 論す ベ き 湯 合に あら ざれ ば、 そ の 論 はせ t 

さ て、 こ れは先 づ、 そ の 音韻の 性質に よりて 內 轉外轉 及び 開と 合と を區 別して こ 

れを 示し、 一 圖 毎に 七 音 三十 六 字母に よりて こ れ を經緯 し、 更に これ を 上 去 入の 

四聲に 分ち、 一 の 聲中又 開 發收閉 の 四 等 を 分 ち ザ ベ て 十六 段 を 立て、 これによ りて 

唐 韻の 二百 六 韻 を 各圖の 然るべき 地位に 排 置し、 各 韻 中の 四千 字 許の 文字 (卽ち 字 


昔の 範 -s) を 配 含 したる ものな り。 この 文字の 數は宽 永 版本に ついて 余が 計， 算し 

たる もの 三千 九 K= 三十 五 字なる が、 其の 版に よりて 出入 あ， o。  ^狩 幸 之 助の 漢文 

典に は 四千 二： C 七十 九 字と い へり。 

0-0 に 於いて 示さむ と 企てた る は 二百 六 韻の 實 質なる べき こと はいふまで も 

なし。 この 二百 六 Si は 唐の 天寶十 載に 孫 価が 著せる 唐 韻の とれる 分類に して、 こ 

れは隋 以前の 古 韻 を 標準と して 定めた る ものな りと 稱 せらる。 然れど も、 そ れ 

よ b 以 前 に、 隋の陸 法 言 が 撰せ る 切 韻 あり。 それらの 時に 旣に韻 鏡の 如き 或 種の 

音 岡の 存せ しなら むと 思 はる、 ものなる が、 韻 鏡が 廣 韻と 全然 一 致す るに あら ざ 

る こと は旣に 述べた る 所な り。 或は 陸 法 言 の 切 韻の 頃、 旣 に 二百 六 額 あ， 0 しに あ 

らざ るか。 この 事 は淸人 も旣に 論せ り。 然れ ども、 こ. d も 亦 今の 問題の 外 なれば. 

論せ す。 

さて 宋に到 て 孫 «の庶 韻に 基づ い て 多少の 增補を 施した る を 廣、 韻と 名 づけ 

たり。 は 今殘缺 のみ 存 すれ ど、 廣韻は 完全なる 本 世に 傳 はれり。 宋の 淳祐年 

中に 江 北 1^ 水の 劉 淵 は 唐 韻 中 稍 似た る もの はこれ を 合併して 韻の 數を 減じて 百 

六 Sg とせ hs。 世 に こ れ を ：个水^ と い ひ て、今も諸人 の 川 ゐ る 所 な ^^。 ギ 水ー滔 出で 

て 唐 韻 (二 な 六 is) を 古 Si とい ひて 漸く 川 ゐられ すな -9、 そ の 後 K 休 之の 五十六 Sg  、金 

第：. fl 車 漠 igQ 形 f^e 瞿. 枝  七 七 
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の 韓道昭 の 五 音 集 韻に， いふ 百 六十 韻、 明 の 洪武正 韻の 七十 六 韻 等 出で たれ ど、 今 こ 

れを 論す る 必要 を 認めす。 

韻 鏡 は 上述の 如 く、 支 那の 古字 音 を 研究す るに 缺く ベから ざる ものなる が、 その 

時代と 湯 所と を 明確に せ や、 而 して これ を わが 吳 音に 照す に 甚だ 近き 點 あり。 さ 

れど、 全然 一致せ す。 又 その 間に は吳 音よりも 漢音に 近き 點も少 からす。 されば、 

これ は 或は、 當 時の 字音に 通有す る 一 般 現象 を說 明す る爲に 製せ しものに して、 そ 

の 解釋の 方法に よりて 或は 甲の 音を說 き、 或 は 乙の 音を說 くこと をうる 如き もの 

ならむ。 

韻 鏡に は 三十 六の 字母と いふ もの を說 けり。 この 字母と は具體 的の 音よ hs そ 

の 頭 をな す 子音 を 抽象して 見た る 時に 生じた る 子音の 種類 三十 六. ある をい ふ。 

音 韻 曰 月 燈 (明 の 呂維棋 の 著) に はこの 三十 六 字母 は 唐の 頃、 舍 利 悉 曇、 字 母 三十 を 創 

め、 其 の 後 唐 末の 頃、 僧 守 溫、 增 す に、 孃、 牀 幫、 滂、 微、 奉 の 六 字母 を 以てすと いへ b。 而し 

て、 これら をば その 發 昔の 部位に よりて 七 音に 分て り • 七 音と は 唇、 舌、 牙、 齒、 喉、 半 舌- 

牟齒の 七に し て、 更 に 唇音に 輕 重の 二種 あり、 舌 昔に 舌頭、 舌 上の 二種 あ り、 齒 音に 齒 

頭 音、 正 齒 音、 細 齒 音、 細 正音の 四 種 あ. とする が 故に、 十二 種の 別 ありと す。 而 して 

それらの 各の 音に ついて、 磬の 如何によ， 0 て 淸、 次 淸、 濁、 淸 濁の 四 疆の區 別 をた てた 


i さて、 これらに ついての 說 明に は 種々 の 

る もの を あぐ。 淸 音と、 濁音と は大體 わが 國 

對 する 出氣 音へ aspirate) にして、 これ は 本邦に 

これ を 呼と し、 他 を 吸 と せり。) 淸濁 は^ 淸卞濁 

に 於 い て は その 鼻 的 子音 卽ち 濁 音， を 生 す 

とに 於いて は y、l、 j 等に 相當 する もの を さ 

にあて、 示せば 次の 表の 如し。 こ、 に は 普 

れを 表示すべし。 それ はもと より 近似せ る 

済 《 


異說 あれ ど、 今 は 一 般の通 說と思 はる 

にい ふ 所に 似たり。 次淸 音は淸 昔に 

は 無 き 音 な り。 (劉 鑑の切 韻 指南に は 

とも 不淸不 濁と もい ひ、 唇、 舌、 牙 の 三 音 

ベ きもの をい ひ、 喉 音と 半 舌 半 齒の音 

せり。 今 これら の 關係を 三 十六 字母 

通に 宛てら る、 羅馬字 を も 加へ てこ 

こと を 示す に 止まる。 


淸 


幫 

タ" 

チ . 

ケ ン 


P 


次淸 

ハウ 

滂 


濁 


淸濁 


考 


P 


並 


f 奉 


t  ,t 


デャゥ 

定 


h 

k  - 

,: に  S 

の， お 態 caix- 


ヤー 

淸 


君 

ジ ェ ゥ 

從 


b 

d 

d 


唇音の 破 障 音 


泥 

二 ャゥ 

孃 

ギ 


この 羅馬字 は 今の 江 南 音に よる 舌頭 音に y の 

加 はれる 如き もの か 

k 乃至^ は 喉 一せ、 これ は 牙齒を 合せて W す！！^ 

(國 語の カ行 これに 近し) 

齒に 舌端の ふる、 *3 か 

七 九 


a 蟹 ^中に 於け る 漢語の 研 

細 齒頭香 ^  S 


正齒音 

細 正齒音 

喉 音 


審 

エイ 

影 

ゲゥ 

曉 


^ 牀 


ゼン 


匣 


h 


八 0  ： 

下齒に 舌端の ふる  >-强 き 摩擦 量 

江 南 音羅馬 字の 如し。 但し 

y の 加 はれ 如き もの 


して 


y 


半 舌音 

半齒音 

以上 は 似た る羅馬 字と 

音の 子音 はこ の 三十 六 種 

韻 鏡に は 「助 紐」 と いふ 術 

基と なる 字 を さす。 

二百 六 韻 は、 古 音の 音體 

上の 字母の 示す 子音と が 

これ も 一種. の 抽象的の も 

の 末に、 更に 子音 (卽ち 尾 音 


來 1 

ジヅ 

曰 .J 


の 名目に 一 致す 

りし ものと 考へ 


. る 國音を 

ら る 0 


舌端 閉鎖の 流音 

舌 上の 摩擦音 

あて 試みた るな り。 支那 古 


こ 

語 あ り、 「助 鈕」 の 細 は 上 }^ 結合せ しむる の 意に して 反 切の 


音 尾の 種類 を 網羅 分類した る ものにし 

合體 すれ ば、 具 體 的の 音と なること を 示 

のな りと す。 これに は 母 韻の みに てな 

と名づ くる も の) の 合體 せる ものと あり- 

なる もの を 無 尾 韻と い ひ、 母 韻の 末に 更に 子音の 合體 せる もの を 


それ 

る も 

る と" 

. そ の 

有 尾 顥 


て- 

れ 


ら の 韶 と 

のなる が. 

そ の. 母 韻 

母 1,. の み 

と い ふ 0 


そのお as 韻なる 


而 して、 そ 

の 區別を 


な る 

そ の 


四十 

今 そ 


無 尾 

はす 

に い 

種 を 

四十 


二、 內 開 

三、 外 開 

四、 內 開 

五 

b 

ノ 

九 


合 


介 


內 


もの は 無 尾 韻 を本體 として それに 尾 音の つけ 

の 韻 有 尾の 韻 をば、！ e '上 去 入の 四 » の 別 をと は 

してた  > その^の 組織の 形式の みに つきて 分 

へば 四十 七 種と なる。 他の 四 種 は 後に いふべ 

圆 表に したる もの を 次第して、 第 - 轉 乃至 第 四 

三轉 の覩體 を^ 磬の額 字に て 示す こと 次の 如 

(東) (ong) (吳 音の 音 姓と 認 むる もの を 示す) 

合 (冬 )(。ng)  SXI 

合 (江) f ) 

合 (支 

雲 ui) 

is 

(脂) (ui) 

i) 

(微) (e) 

(微) (ui) 


る ものな りと す。 

す、 開 發收閉 の 四 等 

くれば、 四十 三種 と 

き 「齒磬 寄此」 なり。 

十三 轉 とした るな 

し。 ： ，：.  


., . . . .  .. . お .6 


國 語の 中に 於け 


十 一 、內 

十二、 內 

十三、 外 

十四、 外 

十五、 外 

十六、 外 

十七、 外 

十八、 外 

十九、 外 

二十、 外 

廿 一、 外 

廿ニ、 外 

廿三、 外 

廿四、 外 

廿五、 外 

廿六、 外 


開 合 

合 

開 - 

合 


る 漢語の 研究 

魚 )(。) 

賽 U) 

哈) (ai) 

灰 )(！§•) 

佳) (e) 

佳) (ue) 

痕) (on) 

魂 )(。n) 

欣) (on) 

文) (on) 

:)(en) 

山) (uen) 

寒) (an) 

桓) (uan) 

賽 au) 


(虞) (u) 

(皆) (ai) 

妻 ei) 


■  (in) 

(諄) (un) 


(元) (on) 

(元) (nan). 

(删) (an) 

(删) (an) 

(爻) (eu)； 


(齊) (ai) 

(齊) (ei) 


(眞) (in) 一 


(仙) (en) 

(仙) (en) 

(仙) (en) 

(仙) (en) 

SI 


(先) (en) 

(先) (en) 


八 


廿七、 內 合 (歌ズ a) 

廿八、 内 合 (戈ズ ua) 

廿九、 内 ^  {: 麻) (e) 

三 や、 外 合 iKe) 

卅ー、 内 m  <S.Kang) (陽) (ang) 

卅ニ、 内 合 (密) (uang) (陽) (uang) 

卅三、 外 E1 (庾) (iang.)  s)(iang) 

册四、 外 八" (fi(uang) (淸) (iang) 

^だ、 外 g  (耕) (ang) (淸) (iang) 

卅六、 外 合 (耕ず ang.) (青) (iang) 

^し、 內 g  (^(u) (尤) (u) . 

w 八、 内 合 (：：K(im)(o ョ) 

^凡、 外 Ei  s.)(am) (咸) (a ョ) 

i:l、 外 合 (談 ずョ) (銜) (am) 

g:.;- 一、 外 合 (凡) (i) 

2：  i  • ヌ n  ^  (登ズ§^?) へ ャぉ) 二： ーき 


(青) (iangr) 

(幽) (iu) 

(鹽) (em) 
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四十 三、 內 合 (登) (uong) 

以上 四十 三轉 以外 第 九 轉、 第 十 轉、 第 十 三 轉、 第 十 四 轉、 に 「去 0 寄， 此」 と 注 し て、 去 聲 の 

廢 韻 (第 九、 第 十) 夬 韻 (第 十三 第 十四) を あげたる が、 この 二 韻 は l^* 上 去 入の 三 聲を伴 は 

ぬ ものにして、 所屬の 音の 數も少 き (廢 に 十、 夬 に 十八) が 故 に、 別 に此 韻に 屬 する 闘 を 

作る ことの 煩雜 なる を以 て、 韻 の 似た る、 九、 十、 十三、 十四の 四 轉に攝 し 便宜上 入磬の 

空棄を假に用ゐたるものな.c^。 

一 轉 の窠處 は、 す ベ て、 三百 六十 八 なれ ど、 これらす ベ てに あたるべき 音 必中し も 

存 せざる によりて、 空窠少 からす。 その 空窠 はこ れを圈 (〇) に て. 示 せ り。 

さて 各 轉に內 轉外轉 の 別 を 立つ る は 何に よる か。 磨 光 韻 鏡に は 

音 旋 n 于 口 內ー是 0! 內 轉； 通 止 等 所屬之 韻 是 也。 

音 旋 一一 于 口 外 1 是 曰-外 轉； 江 蟹 等 八 字 所屬之 韻 是 也。 (通、 止、 江 蟹 は 所謂 十六 通攝な 

り) 

と あ. 9。 され ど、 口 內に旋 ると か、 口 外に 旋る とかの 說 要領 を 得ざる や 明かな り。 

而 して、 古來 この 區 別につ きて 明確に これ を說 ける ものな し。 これにう きて は 猪 

狩 幸 之 助 氏の 漢文 典に 說く所 甚だ 簡 なり。 曰 はぐ、 

内 轉の韻 は U  0  i  e に 起 り、 外 轉の韻 は a に 起る。 所謂 口外に 旋 ると は 開 Q 


韻 a を 指すな らん か。  . 

とい ひたる が、 大 S 正 健 氏 は 

內轉と は 一 等に 0、 (才) 、一 等を缺 位のと き は 二等 以下に C  (才) U  (ク) 若く は. 1( ィ) の 

母^ ある 音 を 言 ひ、 外 轉とは 一 等 又 二等に a  (ァ) 、三等 四 等に e (ェ) の 母 韻 ある も 

の をい ふ。  . 

といへ， o。 而 して、 この 一等 二等に a 韻の ある が、 外 轉、 他 を內轉 とする 說を とりて 

見る に、 これ を".. ぺ音 にっきて 見る とき は甚 しく 相當ら ざる もの あれ ど、 漢 音 にっき 

て れ ば、 人 抵相當 る もの ある を 見る。 然れ ども、 この 說 にても 通せざる 點 あり。 

卽ち 第二 ト七轉 is  二十 八 轉は諸 本す ベ て內轉 とせる に、 第二 十七 轉は 「歌」 韻、 第二 十 

八 裤 は 「戈」^ にして それらの 韻 は いづれ も 一 等に 位し、 この ニ轉は 一 等の みに して 

以下の 字な し。 「歌」^ は 澳 „Ji- 音 a 若く は .ミ 戈」 韻 は 漢吳音 a 若く， は 3 にし て 「外 轉 の 

^は a 韻に 起 る」 と いふ 說 にっきても 父 大島說 にっきて も、 外 轉 なるべき 道理な り。 

その他 大矢透 氏に も說 あれ ど、.：^ だ、 明 確に 內外 轉の區 分を說 明し 盡 せる ものな く、 

今日の 程度に て は 不明に S すと いふ ベ きものに し て、 な ほ 攻究すべき ものな hyo 

次 に、 各 轉 に、 、合 又は ii 八：： と 記せる あり。 これ は、 そ の 別 は、 そ の 音の 呼 法の 區別 

なり。 これに ついては 音^ 日月 燈 f 明 の呂 維！^、  ¥) に 

fBT 五 車 澳 猪の 形 B の鹳ぉ  八 五 
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開 轉所屬 宇 張， 口 呼乏、 其 » 單而 朗、 故 爲 11 之 開 1 也。 合 轉， 所 屬 字 合ち 呼レ之 其 聲饼而 

渾、 故 爲-之 合 1 也。 

と あれ ど、 これによ りて 如何なる 音なる か を 知る こと 能 はす a これにつ き 简單に 

心得ら る、 こと は、 わ が 音に あて、 いは  >、 合 呼と いふ は、 わ が 國の和 行 拗音に 記す 

べき ものにし て、 然 ら ざる もの はすべ て 開 呼 • に屬 する こと、 見， この 點は 內外椁 

の區 別に 通じて 例外 を 認めす。 而 して、 そ の 一 の 轉に開 合と 記せる は その 音が 開 

呼 音と 合 呼. 音との 中間に 位する を 示せるな り。 然れど も、 各 轉の開 合の 詳細に つ 

きて は 諸本必 すし も 一 致せ す、 諸 家の 說 もまち くな り。 今 最も 普通の 說をぁ げ 

たるに すぎす。 

各轉に 平上去入の 四 * の 區別を 立つ。 但 し、 廢 韻夬韻 は去聲 のみに して それに 

S する 他の 三聲 なきが 故に、 これ を 他の 四轉に 寄寓せ しめし こ と旣 にいへ るが 如 

し。 さて その他に つき て、 四 聲の關 係 を 見る に、 入 聲は有 尾 韻に のみ 存し て、 無 尾 韻 

に はなき 所な り。 されば、 

第四轉 (支) 「止」 第五 轉 (支) 「止」 

第六轉 (脂) 「±」  第七轉 (脂) 「止』 

第八轉 (之) 「止」  第九轉 (微) 「止」 


ぉ十轉 へ微) 「止」 -ー 

19 十二 轉 (模) 「遇」 一 

. ^十 E 傅 (灰) 「蟹」 一 

十六 轉 (佳) 「蟹」 ： 

雄 二十 六轉 「效 J 一 

第二 十八 轉 (戈) 「果」 一 

第三 十轉 (麻) 「假」 _ 

の 二十 轉に は入聲 なきな 一 

「流」 の七攝 に屬 する もの は 一 

は いづれ も 有 尾 にして ^ 

として の 促 呼 音に 化した 一 

见れ ば、 三 IS に 大別す ベ き 

舌 內、 喉內の 三 これな り •  i 

位に 於け る eg; きに 化する 一 

な り。 そ の^^ 次の 如 し • 

第五 ^!^§の形態の觀察 


第 十一 轉 (魚) 「遇」 

第 十三 轉 (哈) 「蟹」 

第 十五 轉 (佳) 「»J 

第二 十五 轉 (豪) 「效」 

第二 十七 轉 (歌.) 「果」 

第二 十九 轉 (麻) 「假」 

第三 十七 轉 (侯) 「流」 

i これ を 十六 通攝 によ 

みな 無 尾 韻に して、 入聲な 

入磬を 有する ものな り。 

る もの をい ふなり。 かく 

なり。 それ は 普通に 三內 

而 して、 それが、 普通の 尾 韻 

ものにし て、 入 tf の は そ 

入 5 


りて 見れ ば 「止」 「遇」 一 蟹」 「效， 一 「果」 「假」 

きなり。 以上の 外の 二十 三轉 

卽ち 入磬と は、 そ の 尾 韻 が、 終 聲 

て、.！^ 尾 韻に つ き て、 そ の 尾 韻 を 

と せらる 、 ものにして、 li" 内、 

なる ときには いづれ も その ffl 

の 部位に 於 いて 終 tf 促と なる 


八 七 


國語ひ 中に 於け る 漢語の 研究  八 八 

喉內  -ng  -k 

舌內  -n  .  -t 

唇內  -m  .  -p 

漢字 音の 尾 韻と 入 聲とは 上の 六 種に 止まり、 その 間の 關係. 5- 亦 上の 如く 明白な 

今 この 三種 を各轉 について いへば、 

喉內の もの は 

第一 轉 (東) (ong)  (屋) (ok)  「通」 
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ものな り。 十六 通 攝とは 司 

等と いふ。 これ は 同様の 韻 

る ものなら むと いふ 0 その 
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切 韻 指掌圖 に出づ る 名目に し て、 乂 通 韻 义は 

を 通じ て、 古 韻 を 大同に つきて 十六に 攝 した 
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せらる。 たいすべ てに 通じてず する 著しき 
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二等との 間、 三 等と 四 等との 間に 如何なる 差 

鏡 は、 そ の 組織 極めて 嚴密 なる ものと 思 はる 

類推す る こと は 頗る 容易 な ，5。 こ、 に 硏究 

の 實際を 今に 於いて 知る を 得ざる を槭 とす。 


然れど も、 淡 音 吳 音 の^ 係な ど は 、これらの 園 表 を標， として はじめて 知らる ベ き 

もの なれば、 われらの 淡 語の 研究に は 必須の 要具な りと す。  ， 

口 、  音 と 漢音 

現今 通に 字音と 稱 せらる、 もの は吳 音と 漢音との 二種な be しか も-そ れ ら 

の 音の K 際につ きて は 正確なる 智識 を 有する もの は 蓋し 少か る ベ し。 

先づ nJK 音と は 如何なる もの か とい ふ に、 そ れら はわが 國の 普通の 字書に はこれ 

を 注す る を 例と せる が 故 に、 箇 々の 漢字に つい て、 そ の吳 音なる もの は 如何と いふ 

事 は、 そ れらの 字書 を 見れば 容易に 知らる、 ことなれ ど、 その 吳 音と 稱 せらる 、も 

のに 幾つの 範^ あるか は、 これ を 明かに したる もの 甚だ 稀な.^。 本居宣 長の 字 昔 

假字川 格、 白 井 S の 音 韻 假 字 用 例 等 は 委 し き 書 な れ ど、字 晉 假 名 遣 0^上 に 於 い て 

問题 とせら る 、もの 、み を あげたれば、 この 目的に は 適せぬ ものな り。 太 田全齋 

の 淡 1犬 音 圖は淡 音 典 音 を 一 々委しく あげたれ ど. 原音 次 音と いふ 二種の 範 & を 立 

て 、 これ を あげたる、 その 原音 若く は 次 音の いづれ か 一 は、 S 際の 音に して 他の 一 

は  おの 想定になる- ^ のなる が 如く そのうちの いづれ が實 際の 音なる か を 一 々 

S. 斷 する こと は 頗る 困難の 事な h,。 又傦文雄の三音正，^|に，は吳音とぃふものを 

すべてに わたりて 示し たれ ど、 そ れが 中には 著者の- M 見に よ hs て 定めた る もの 少 
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からすして 實 際と 異なる も 
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ン (恩) 

ン (甘) 

ン (金) 

ン (銀) 


ク 

ク フ 

グ フ 

ゲ 


ン (君) 

ン (群) 

(還) 

菌 

ン (建) 

ン (元) 


ュ キ (益) 


ク (客) 

ク (學) 

ク (掬) 


キヤ ク (却) 

ギヤ ク (譃) 

キヨタ (極) 

ギ ョ ク (玉) 


ク ヮ ク (郭) 

ケ キ涵) 

ゲ キ (隙) 


ェ 


00 

ッ (悅) 


力 ッ (割) 

キ ッ (吉) 


ク ヅ (屈) 

タフツ (活) 


ッ (決) 

ッ (月) 


ェ フ (葉) 


ケ 

ゲ 


フ (甲) 

フ (合) 

フ (及) 


フ (俠) 

フ (業) 


/ 


コ (古) 

ズ五) 

-, (惹 

シ 1) 

ジ (二) 

シ ャ (車) 

ジ ャ (邪) 

シ ュ (朱) 

ジ ュ (樹) 

シ ョ (k:) 

ジ m  (序) 


タ (他) 


コ ク (公) コ ン (困) コ ク (酷) コッ (骨) コ フ (劫) 


サ ィ (彩) 


タ 


ィ S) 

ィ (政) 


ま 


サ ク (早) 

シ ク (衆) 

ジ ク (戎) 

シャク (章) 

ジャク 


シ ョ ゥ (縱) 

ジ ョ ゥ (乘) 

セ ク (召) 

ゼ ゥ (饒) 

ソ ク (送) 

タ ク (刀) 


サ ン (山) 

シ ン (心) 

ジ ン (人) 


シ ュ ゾ (春) 

ジ ユン (順) 


セ ン (仙) 

ゼ ン (然) 

ン ン (損) 

タ ン§ 


サ ク (錯) 

ジ ク (肉) 

シャク (爵) 

ジ ャ ク (弱) 

シ ュ ク (肅) 

ジュク (熟) 

シ ョ ク (織) 

ジ ョ ク (褥) 

セ キ Ms) 

ソ ク (則) 

タ ク (宅) 


サ ッ (殺) 

シ ッ (七) 

ジ ッ (曰) 


シュッ (出) 

ジュ ッ (術) 


セ ッ (節) 

ゼ ッ (熱) 

ソ ッ (卒) 

タ ッ 03 

101 


サ 

ジ 


フ (揷) 

フ (十) 

フ (入) 


セ フ (妾) 


タ フ (义： ：) 
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ダ (儺) 

チ (治) 

デ (持) 


チ ュ (株) 

チ ョ (貯) 

デ ョ 女) 


上圖) 

ド (度) 

パへ 馬) 


ダ ィ (內) 


ッ ィ (追) 

テ ィ (處) 

デ ィ (泥) 


ィ (拜) 

ィ (買) 


ダ ク (腦) 

チ ク (#1) 

チ ャ ク (長 

デ ャ ゥ (場 

チ ョ ク (重 

デ ョ ク (濃， 

テ ゥ (兆 

デ ク (尿 

ト ゥ (頭 

ド ク (農 

、ノ ゥ (保. 

バ ク (亡 

t ク (浮， 


タ 

ヂ 


テ. 

デ 

ト 


ン (男) 

ン (珍) 

ン (麈) 


ン (天) 

ン (年) 

ン (頓) 

ン (鈍) 

ン (範) 

ン (萬) 

ン (品) 


ダ ク (諾) 

チ ク (逐) 

デ ク (軸) 

チヤ ク (著) 


チヨ ク (直) 

デ ョ ク (匿) 


、 

バ 


ク (德) 

ク (毒) 

ク (白) 

ク (幕) 


10 二 

ダ ッ§ 

チ ッ (秩) 


チュッ (黜) 


テ ッ (鐡) 

デ ッ (涅) 

ト ッ (突) 


ッ (八) 

ッ (末) 

ッ (必) 


フ (納) 

フき 


フ へ帖) 

フ (捻) 


フ (法) 


i) 

プ (不) 

ブ (武) 


ビ 


ホ (布) 

,ホ (校) 

ャ (也) 

ュ (愈) 

ョ (餘) 

ラ (羅) 

リ へ^) 

ョ (ぃリ 


ィ 2.) 

ィ (明) 


ラ 


ゥへ， 謬 

ョク (氷， 

ゥ (豊 

ク (表 

ク (廟 

ク (鳳 

ゥ (戊 

ゥ (陽 

ゥ (雄 

ク (勇 

ゥ 一老 

ク (流 

ャゥ (良 

ョ ク (SS 


ビ ン (敏) 

フ ン (分) 

ブ ン (文) 

へ ン OS) 

ベ ン (免) 

ホ ン (本) 

，ホ ン (悶) 


ビ ッ (密) 


M 亂) 

ン (臨) 


ヒ ョ ク (逼 ) 

フ ク (福) 


ク (北) 

ク (木) 

ク i 

ク (億) 

ク (樂) 

ク (陸) 

ャ ク (略) 

ョ ^力) 


ッ (拂) 

ッ (物) 

ッま 

ッ (滅) 

ッ (勃) 

ッ (沒) 


ラ ッ (培) 
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ヮ (倭) 

ヰ (慰) 

ヲ (惡) 


レ ィ (令) 

ヮ ィ (穢) 

ヱ ィ (衞) 


レ ク (療) 

" ク (瀧) 

フ ク (王) 


ヲ ク (翁) 


フ 

ヲ 


ン (連) 

ン (腕) 

ン (員) 

ン窗) 

ン (穩) 


ヰ キ (域) 


ヲ ク (屋) 


〇 四 

ッ (列) 


ッ (鹬) 

ッ (越) 

ッ§ 


フ (獵； 


以上す ベて その 範疇 二百 九十 九 ありと す。 これらの 漢音 は 主として 現今の 字書 

に 漢音と して あぐる ものに つきて 取捨して 說 ける ものなる が、 これらの 外に 古来 

漢音と せる もの にても 逸せる もの 少 からす。 たと へば、 次の 如き ものな り。 

g ケキ、 ク ヱキ .1^ コク  * 百ハキ  白 ハキ、 へキ 

色セキ  歸クヰ  君 クヰン . 群 クヰン 

雲ヰン .  云ヰン  願 ゲン ， 應ヰ ヨウ 

擁ヰ ヨウ  極キ.  供クヰ ヨウ  に了ケ ィ- 

以上 漢吳兩 音 を 通じて 見る に、 その 音韻の 組織に 於い て、 單 一 の毋^ なると、 韻 尾 

に ィ、 ク、 ン を 帶 ぶる ものと、 入聲 にて は 「ク、 キ」 T チ、 ッ」、 「フ」 を帶ぶ る も のす ベて 七 隨に分 

つ をうべし。 この う ち r ィ」 と せる ものに は その 支那の 原音 に 「.ュ な る あり (蟹 gp2 お」 


なる あり。 (梗 攝 j 「ゥ」 と せる もの 

な ふ あ， -。 (通 S 、江 辦宕攝 、曾 攝) 

り。 s«) 「キ」 「ク」 は 支那の 原 

「チ」 「ッ」 も 亦 支那 の 原 音 に 「t」 の 

の 原 昔 に 「p」 の 入聲 なる ものな 

し て r キ」 と し、：：， ベ 音 は概し て r ク」 と 

槪 し て 「チ」 と せ り。 

へ r  ^ 音と .は との 異同 を 見 


に は その 支那の 原音に 「u」 なる あり。 (效 m  、流 S  rng」 

「ン」 は 支那の 原音に 「m」 な る あ り (深 攝、 咸攝) 「n」 な る あ 

昔に すべ て、 入 ，ぽ の 「k」 な る をニ樣 にせる ものにして、 

入磬 なる を 二様に せる ものな り。 して 「フ」 は 支那 

りと す。 かくて そ の rk」 の 入聲 なる もの は、 漢 音 は 槪 

し、 「t」 の入磬 なる もの は 漢音 はすべ て 「ッ 一と し、 吳 音 は 


「ァ」 の 一 類 

「キ ャ ク」 の 一 類 

「サ」 の 一 類 

「チ ャ ゥ」 の 一 類 

「ャ」 の 一 額 

「リ ャゥ」 の 一類 

、：： ： 上 の^ 昔 は兩者 

『ィ」 の 一 類 中 


「ク」 の  一 M 

「ギ ャ ゥ」 の 一 

「シ ャ」 の 一一 

「ト」 の  一 & 

「ョ」 の  一 ^ 

「レノ 」，"  一 M 

： 共通して j 

「ィ」 「ィ 


る に、 

「力」 の 一 類 

一類 「ク ヮ」 の 一類 

類 「ジ ャ」 の 一 類 

「ド」 の 一 類 

フフ」 の 一 類 

「レ」 の 一 類 

存 する もの な り。 

ン」 「イク」 「ィ フ」 


「ガ」 の 一 類 

f コ」 の 一類 

「ソ」 の 一 類 

「ごの 一 類 

「リ」 の 一 類 

「ヲ」 の 一 類 

なほ 二者に 共通す る もの は 

1〇 五 
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「ェ ィ」 U ゥ」 「VI ン」 U ッ 」「H フ」 ふ 


「ェ」 の 一 類 中 

「ォ」 の 一 類 中 

「キ」 の 一 類 中 

「ギ」 の 一 類 中 

「ギ ョ」 の 一類 中 

「ク」 の 一 類 中 

「グ」 の 一 類 中 

「グ ヮ」 の 一類 中 

『ケ」 の 一 類 中 

『ゲ」 の 一 類 中 

ーシ」 の 一 類 中 

f ジ」 の 一 類 中 

「シ ュ」 の 一 類 中 

一 ジュ」 の 一類 中 

「シ ョ」 の 一 類 中 

「ジ ョ」 の 一類 中 


「ォ j 「ォ ク」 「ォ ン」 

「キ」 「キ ン」 「キ ^ j 「キ フ J 

「ギ」 

「ギ ョ」 

「ク」 「ク ン」 「ク ッ」 

『グ」 

「グ ヮ」 「グ ヮ ン」 

r ケ ィ I 「ケ ウー r ケ ン」 「ケ フ」 「ケ フ J 

「ゲ ィ」 「ゲ ク ニゲ ン」 

r シ ン」 「シ フ」 

「ジ」 「ジ ン」 ど 「ジ フ」 

r シ ュ」 r シ ュ ン」 r シ ュ ク」 「シ ュ ッ 』 

「ジ ュ jr ジ ュ ン」 「ジ ュ ク」 「シ ュ ッ」 

r シ ョ」 「シ ョ ク」 

「ジ ョ I 「ジ ョ クー 


〇 

ハ 


「ス」 の 一 類 中 

「セ」 の 一 類 中 

「ゼ」 の 一 類 中 

「タ」 の 一 頻中 

「どの 一 類 中 

「チ」 の 一 類 中 

「ヂ」 の 一 類 中 

「デ ャ ゥ」 の 一 類 中 

「チヨ」 の 一 領 中 

「ッ」 の 一 類 中 

「テ」 の 一 頻中 

「テ」 の 一 類 中 

「ごの 一 類 中 

「ヒ」 の 一 類 中 

ービ」 の  一 ^中 

「ヒ ョ ゥ」 の 1 類 中 

第五 章 実 S の 形 惑 C 觏. な 


ス」 「ス ィ」 

セ ィ」 「セ ク」 一 セ ン」 「セ ッ」」 セ フ」 

ゼ ン」 「ゼ ッ j 

タ」 「タ ィ」 「タ ゥ」 「タ ン」 「タ ク」 「タ フ」 

ダ」 「ダ ィ ニダ ク」 「ダ ン」 「ダ ッ」 

チ」 「チ ク」 「チ ン」 「チ ク」 「チ ッ」 

デ」 「デ ン」 「t^ 

デ ャク」 

チ ョ」 「デ ョ ク」 

ツイ」 

テ ィー 「テ ゥ 一 ファ ン」 ーテ ッ」 

ダ ィ」 「、デ ゥ」 「デ ン」 「デ フ」 

ハ」 「力 ィ」 「、ノ ゥ」 「ハ ン」 「ハ ク」 「ハ ッ」 

ヒ」 一- ン」" 

ビ」 「ビ ン」 

ヒョ ク」  . 


0 

■fc 


阈 語の 中に 於け る 

r フ」 の 一 類 中 

マフ」 の 一 類 中 

「へ」 の 一類 中 

『，へ」 の 一 類 中 

「ホ」 の 一 類 中 

「ボ」 の 一 類 中 

「ュ」 の 一 類 中 

r リヨ」 の 一類 中 

「口」 の 一 類 中 

『フ」 の 一 類 中 

r ヰ」 の 一 類 中 

「ヱ」 の 一 類 中 

, これら は 二者に 共 

あぐれば、 先づ、 吳音 


〇<ー 


ーフ」 「フ ン」 

「ブ」 「ブ ン」 「ズ ッ J 

「へ ィ」 「へ ク」 「へ ン」 

「ベ ン」 「ム ：：」」 

r ホ ク」 「ホ ン」 「ホ ク」 「ホ プ」 

「ボ j 「ぎ ン」 「ボ ク」 

「ュ」 

r リ ョ」 「リ ョ ク」 

「tl j「tl ク」 

「ヮ」 r フ ク」 「フ ン」 

一 ヰ」 「ヰ ン」 

「ェ ン」 

存 する 音の 範疇な b。 而 して 

^^りて漢音になきものは 


方に あ -5 て 他に なき 


「ェ X 衣) 「ォ ク」 (億) 「ォ ッ」 (乙) 「ォ フ」 (邑) 

『ギ プ」 及)  . *  、， 」 J 


の 
を 


，ク ゥ」 (空) 「グ NJ{ 群) 「グ フ ッ」 (月) 『ク ヰ」 (鬼) 「グ ヰ」 (偽) 「ク ヰャ ク」 (頃) 「グ ヰ ャ ク」 (獲) 

r ク My 悔 一 「ク M ン」 #) 「クュ チ」 (決) 「グ H」( 外) 「グ^- ン」 (患 J 

「ケ」 (戲 一 「ゲ」 (解) 

r ゴ ク」 (恒) 「ゴ ン」 (近) 「ゴ ク」 (獄) 『ゴ フ i 業) 

◎ 「ザ」 (坐) 「ザ ィ」 (在) 「サ ク」 (藏) 「ザ ン」 (暫) 「ザ フ」 (雜) 

「シ さ (識) 「シ ュ ク y 腫) 「ジ ュ ク」 (誦) 

「ス ン」 (寸) 「ズ ィ. /瑞) 

r セ」 (世 ) 「ゼ」 (是) 「ゼ ィ」 (誓) 

◎7 ク」 (增) 「ゾ ン」 (存) 「ゾ ク」 (嚇) 

r デ ク」 (重) 「デ フ」 一 蟄) 「デ ャ ク」 (著) 

r ッ」 ー都>  「ッ ク」 (通) 「ゾ」 (頭) 

『テ. キ」 (敵) 

「ナ」 の 一 類 

r」 の 一類 「二 ャ J の 一類 「二 ョ」 の 一類  ，  • 

「ス」 の 一 類 

「ネ ィ」 の 一 額 

解 五 傘 ハ， おぶ-つ BS  一  0 力 
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「ノ ウ」 の 一類 

r ヒ ャ ク」 (兵) 「ヒ ャ ク」 (百) r ビ ャ ク」 (屛) 「ビ ャ ク」 (白) 

「フ ク」 (福) 「ブ ク」 (服) 

「ホ フ」 (法) 

「マ」 の 一 類 

「ミ 1 の 一類 「ミ ャ」 の 1 類 

「ム」 (務) 

「メ 一の 一類 

「モ」 の 一類. 

「ュ ィ」 (唯) 

「ラ ィ 」薩 

r フ ッ」 (曰) 「ヮ ク」 (或) 

「ヰ キ」 (域) 「ヰ ャ ゥ」 (永) 「キ ョ ク」 (癰) 

ミ會) 

等な り。 ことに 著しき は、 吳 音に は獨 音に て はじまる もの 少 からぬ と、 共 に， 

ザ、 ズゾ、 ヅ ナ、 一一、 ヌ、 ネ、 ノ、 ヒ ャ、 ビ ャ マ、 ミ、 ム、 メ、 乇 


ケ以て はじまる 音 はすべ て吳 音に して 漢音に あらぬ ことな hv。 

次に 淡 音に ありて？ 音に なきもの は、 

「ィ ゥ」 (遊) 

「ェ キ」 (益) 

-キ ゥ」 (九) 「ギ ク」 (牛) 「キ ン」 (銀) 「キ ョ」 (巨) 「キ ョ クー (興) 「キ ョ クー (極 j 「ギ ョ ク」 (凝 j っキ ョ 

ク」 (玉) 

「グ フ ィ」 (外) 

「ケ キ」、 間) 「ゲ キ」 (隙) 「ゲ ッ」 (月) 「ゲ フ」 (業)  • 

「シ ク J (衆) 「ジ ク」 (戎) 「シ ョ ク」 (織) 「ジ ョ ク」 (褥) 

「ゼ クへ饒 )」 

「タ ッ」 へ 達) 「ダ ク」 (諾) 「ダ フ i 納) 

ーチ フ yKj 「デ ッ」 (昵) 「チ ュ」 (株) 「チ ュ ッ」 (黜) 「チ ョ ゥ」 董) 「デ ョ ク」 (Is) 

「テ フ」 (帖) 「デ ッ」 (き) 

「ハ フ」 (法) 

r ヒ ゥ /浮) 「ビ ゥ」 fs 「ビ ッ」 (密) 

◎ 「ヒ ョ ク/ 逼) 05^-昔「ヒ ッ 

寧 五 章 奥 括の 形態の 猿お  一 一 一 
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r フ ク 「(豐 ) r フ ッ」 (拂) 

「へ ッ」 (鼈) 

「ベ ィ j (明) 「ベ ク」 (廟) 

r ホ」 (布) 「ボ ク」 (戊) 『ボ ッ」 (沒) 

「ュ ク」 賺 

rrtN ョ ク」 (力) 

『フ ィ」 (穢)  . 

r ヱ ィ」 (衞) 「ュ ッ」 (越) 

等な り。 卽 ち、 上 に 述べた る 諸の 音の あら はる、 場合に は、 直 ちに 吳 音な り、 漢音な 

b と 判別し うる ものな り。 然れ ども、 二者に 共通せ る範 觴に屬 する もの はかくた 

やすく  定 する を 得す。 然れ ども それらの 音の 轉 化に は 槪ね 一定の 法則 あれば" 

これによ..^ て 略 知る をうべし。 

先づ 子音より いへば、 韻 鏡に て 唇、 舌、 牙、 齒 に屬 する 濁音の 文字 は (喉 音に は 合 昔 を 

除く) 吳音 にて は 皆 濁音 なれ ど、 漢音に て は 皆 清音な り。 その 普通の 文字の 例 を あ 

ぐれば、 
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第 四十 三轉ー 合)  ■ 

次 に 韻 鏡の 合 轉の喉 音の 濁音の 文字の 漢音に 「ク ヮ」 なる もの は HiK 昔に 於いて そ の 

初の，^ 字音 を脫 する こと あり。 その 例 

第 一 一 轉丽 合) 

第三 轉丽 合) 

第 四 轉 (開 合) 

第五 轉 (合) 

第七轉 (合) 

第 十 轉 (合) 

第 十二 轉丽 合) 胡 1> 

第 十四 轉 (合) .回ュ 懷 M 壊 H 慧 H 話， 
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マ.；：；： ナ： i: た.. >。 a ち そ の 唇音なる は 漢音 バ 行バ  1<  音 マ行な り。 その 例 
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第二 轉 

第四轉 

第五 轉 、 
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第 七轉. 

第八轉 

第 十一 轉. 

第 十二 轉 

第 十三 轉 

第 十四 轉 

第 十七 轉 

第 十八 轉 
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第二 十五 傅 0.？ 擾ュ 

第二 十九 轉 

r ヒ 二十 一 傅 

三十 七 S 

B 三十 八 « 

s」 二十 九轉 

第 四十 轉 

^ 四 十二 傅 

鏡の 牙 音の 淸 濁音な 

轉 の 「玉」、 第 三 轉 の 「嶽」 第 四 轉 の 「宜」 「義」 、第 五 轉 の 「僞」 、第 

「さ 「御」 等の 如し。 

次に Eg について fl る に、 S 音と 吳 音との 差異が その 韻の 轉換 による もの ある を 

见る。 次に かく 轉换 せる もの をい はむ に、 こ れらの 湯 合 は 平磬の 韻字に て 同 系統 

の 上 去 入 の を も し て 說 く ベ き な り。 先 づ、 麻 韻の 牙 音 喉 音なる は^ 音 「ァ 1( a) に 

せ るな" jK 音 は U  ことせ る あ り。 

牙 家 E 化 華 

齊 Si の 字 は fa 音 「ェ ィ」 (.s) と せる を nj^ 音 「ァ ィ r?3) と せ り。 

第五 幸 漢語の 形 《} の霍察  ニー 九 


S -… 

ジフ 

スュフ 

ゼム 


る もの は漢 音 吳 音 共 に ガ行の 濁音 た ，9。 た とへば 第二 

轉 の 「疑」 第 九 轉 の 「毅」 第 十一 轉の 
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題 妻 齊西米 體帝第 i 契， < 

次に 陽 韻の 字は漢 音 「ィ ャ ク」 (iang) と せ る が、 吳 音 は 「ァ ク」 (ang) な り。 それに 對 する 

聲 は 漢 (iak) 吳 (ak) な り。  - 

强相 仰向 香 良  -新 削サク 

. 次に 模韻は 漢音 「ォ」 (0)、 虞 韻の 齒音は 漢音 r ュ」 5) に せ る を 吳音は いづれ も 「ク」 (U) とせ 

模韻  圖途都 

虞 韻の 齒音 須朱趣 主 

東 韻の 字に は 漢音に て は 「ォ ク」 (ong) か r ィ ク」 (iung) か なる が、 吳音 にて は いづれ も r ク」 tung) 

な， 90 

漢 音 「ォ ク」 の もの 東 通 公 空 孔 ェ 

漢音 「イク」 の もの. 宮窮終  夢 

^ 韻 の 字は漢 音 「ィ ョ ク」 (ioung) 又 は 「ォ ク」 (§8.) な るを吳 音に て は 「ク」 (ung) と せ り。 

奉フ、 恭ク 封 7 供ク 勇ュ 用ュ 

侯 韻の 字 は 漢音 「ォク iou) と せる を吳音 に r ク」 (U) と せ り。 

頭 部-口  S 


尤 Sg の 卞は漢 音 「ィ ゥ」 (.s) と せ る を吳 音 に 『ク」 (U) と せ り。 

匕ゥ  ギゥ  シゥ 

浮. ノ  ^ク丘 求 牛, 周 ス受. 

^s:  ^ の 字 は ^  ^「ァ ゥ」 (au) と せる を吳 音 に 「 ュ ク」 (eu) と せ り。 

カウ  カウ  カウ  バウ  タウ 

交ケゥ 敎， ゥ 校， ゥ 巧？ 貌 さ ， 鐃 S  f 

次に 山 韻の 宇 は澳音 「ァ ン」 (an) に せる を吳 音に 「ェ ン J(en) と せ，. > 。それの 入聲は 漢音 「ァ 

ッ」 (at)=, 双 音 「ェ ッ iet) な り。 

. 山， 眼 間 簡 限ゲ， 殺， ッ  . 

次に 魚 韻の 牙 音 喉 音は漢 音 「ィ ョ」 (io) に せる を吳音 に 「ォ」 (0) と せ り。 

御虛 居. 語 魚擧去 E 許 

江 Si の 宇 は 音 「ァ ク」 (ang.) に せる を吳 音 「ォ ク」 (ong) に せ り。 

カウ  サゥ  ハウ  カウ  • 

ゥ  ゥ  ま ホウ  tn ゥ 

欣^の 牙 音喺音 は • 淡 音 「ィ ン」 (in) に せる を吳 音 「ォ ン 」(§) に せり。 その 入 磬は漢 音 「ィ ッ i 

(it)〔JJ- 音 「ォ ッ /さな り。 

斤 勤欣近 隱殷乞 

文 51 の： 昔 淸濁は 淡 昔 「ク ン iun) な る を 口 iK 音 に 「ォ ン」 (on) と せり。 その 入 聲は漠 音 「ゥ ッ」 

(U ご； 、音 「ォ ッ /ot) な り。  . 

ブ？'  き 

义 物モチ 

第五 辈 《: 將の 形態の in お  1 三 1 
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第二 十一 轉の元 韻の 牙 音 喉 音は漢 音 「 ェ ン 」(§) な る を 口；^ 音 「オン 」(§) とせり。 その フ磬 

は 漢音 U ッ」 (et) 吳 音 「ォ ッ」 (ot) な り。  エツ 

言う 獻 n ン 建 n ン 軒コン 健コン 謁ォチ 

第二 十二 轉の元 韻の 唇音 は 漢音 「アン」 (an) なる を吳音 「ォ ン」 (on) とせり.。 その 入 聲は漢 

音 「アツ」 (at) 吳音 「ォ ッ】 (ot) なり。 、 

00 反 飯 發 ホッ髮 

侵 韻の 唇音 牙 音 喉 音なる は漢 音ーィ ム」 (一 ョ) な る を吳音 に 「ォ ム」 (0 ョ) に せ り 

f 音 陰 金 琴 錦 品 

庚 韻の 字は漢 音 「ァ ク」 f ) な るを吳 音 「ャ ク」 に せり。 從 つて 入 聲は漢 音 「ァ ク」 (1.^ 

音「ャク」(1ぉォ)な h^o 

行 猛 生. 省 白 格  「 

淸 韻 の 字は漢 音 「 ェ ィ I にせる を吳 音に ーャゥ きコ皂 にせり。 從 つて 入 聲は 漢音 「ェ キ」 

{ek) 吳音 「ャク iiak) なり。 . 

兄 競景徑 井， 丁 兵 平明 令 形 

驚 卿 淸精昔 積 情 請 靜影病 

散 逆. 益 慶 永 役 

第二 十二 轉の元 韻の 牙 音なる は漢 音 「 ュ ン 」¥) な る を 吳 音 に 『フ ン」 (一き) に せり その 


入 f ぽは 淡 音 「 ュ ッ 」(et) 典 音 「ヮ ッ /uat) な り。 

元 願 卷 月メ  , 

同じく  e  二十 二 轉の元 韻の 喉 音なる は 漢音 r  M ン」、 uen) な るが 吳 音 は 「ヲ ン」 (uon) と せ り。 

入 は！ e 昔 「 M ッ」： §t)：：JK 音 「ヲ ッ 」(uot) な り。 

f 诳袁怨 越 

以上 漢音と 吳 音との 大略 を 述べた るが 今日に 於いて は その 漢音 吳 音の 差別 も 

厳密なら す、 又 淡 音と いひなら はせ る ものにし て、 實 はわが 國 にて 慣用せ る 音なる 

もの も少 からす。 たと へ ば、 -si 鏡に いふ 唇音の 淸濁音 なる もの は漠 音に て は バ行 

の 濁音なる が本规 なる により、 それの 第三 十三 轉の庚 韻淸韻 なる は 

明 名 猛命 

の 字 の ： 止しき fg 音 は 「ベ ィ」 な りと は 誰 人 も心づ かざる が 如き 有樣 なり。 これらの 

事 はな ほ 後に 論す る 事 ある ベ き が、 今 日の 漢音と いふ も吳 音と いふ も 頗る 變 形せ 

る ものなる こと を先づ 心得お くべき な， o。 

^ 今 國 の 中 に 用 ゐ ら る 、澳 語が いづれ の 音 を用ゐ るか を 見る に、 或 は 音 を 

川， Q る あ b 、或は： ^ を 川ゐる あり。 或は^ 音と nJK 音 を 併せ 用ゐる ありて、 その 現 

g 、る 枚雜 なり。 今 それらの 點を 少しく 例 示 せ む。 

な 〈せ を.^ ゐる 一 宇の 淡 Ki 
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今昔 
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殺生 

ュ ヅゥ 
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重病 


供奉 

希求 

文部 
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假病 
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二字の にして 澳 
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リキシ  ユウ シ 

力士 男士 

"、上 淡 音 下^ 音な 

カイ シャク  シ ダイ 

介錯 次第 

以上 は M に 九 平の 一 毛 

語なる も の は、 こ の 漢音 

國 語の 中に 存 する 勢力 

次に 余 はこれ よ，. > 、一 

いひ fsl:! とい ふ は 如何 

用ん たる かと 考 ふる 

用 ゐられ しもの なる が 

のの 如し。 この 故に 先 

^やおの 名稱の 著しく 

六に 


音 „L 犬 音 を 混 ffl す る も 

る もの 
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る もの 
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" か の ^13 海 

の いづれ か 

ひ 牛に すぐ 

れらの 音の 

して 如何な 

名 稱の史 に 

漢音に 對し 

つきて 一往 

たる は延 f: 


の 

シュ _x ゥ  フ ゼィ 

鐘樓 風情 


に 漢 語、 和 漢 熟 語 

なる もの なれば 

ベ-き な hs。 

歷 史的 觀 察に う 

る 由來を 有し、 又 

ゆる は、 奠 1^ 曰 と 

て 從來の 字 音 を 

の 觀 m を 施して 

の 頃よ， 0 なる が 


等と して あげたる 漢 

こ の 漢音 吳 音の わが 

つらむ とす。 音と 

その 名稱を 何時頃よ 

い ふ 名 稱に對 比して 

吳 音と 稱 へたり しも 

後 吳 音に うつる ベ し。 

如し。 扶桑 略記の 卷 


天平 七， Hf- 四月 辛亥 日、 入唐 留學 生、 從 八 位 下、 下 ^臣 3 叫備 獻： 11^" m 一  百卷… 等 1。 
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留學之 間歷. 一十 九 年 1。 凡 所 傳學三 史五經 …漢音… 一 十三 道 夫 所 一一 受業 1 涉& 衆藝ー 

と あれ ば、吉備11^_$備 の 傅へ しもの は 漢音なる が 如しと い へ ども、 これ は績曰 本紀の 

眞備の 傅に はた だ 「硏 一一 覽 經 史ー該 一一 涉 衆 藝ー」 と あ るの みに し て、 三 善 淸 行の 意見 封 事 に こ 

の 人 をい へ る條に も 「音 韻」 と あるの みなれ ば、 直 ちに 之に 隨ひ 難し。 

日本 紀略 古寫 本、 卷九 上に  ， 

延曆 十一 年閏 十一月 壬 午 朔辛丑 勅 一一 明 經 之 徒ネ， 可， 習 一一 吳 音； 發 磬 誦讀旣 致& 寧， 熟, 

習 漢音？ 

と あり。 又 類聚 國史佛 道 部に よれば、 

延曆 十二 年 夏 四月 丙 子、 制自 X 「以 後、 年 分 度 者 非， 習 一一 漢 音 1 勿， 令 _ 一得 度 1。 

とも 

若 有 11 習 義殊高 1 勿， 限-漢音？ 

とも見ぇた，c^。 更に 又 類聚 三代 格に 載す る延曆 二十 五 年 正月 廿 六日の {::n 符 に-は 

須 各 依-本 業 疏 1 讀 a 法 華 金 光明 二部 經 漢音 及訓； 經論之 中 問， 一大 義 十 條， 通， 一 五 以 上， 者 

, 乃聽 一一 得度？ 

と あり て、 佛 經に 於いても 漢音 を 正しき 音と 建てられ しこと を 見る。 その 事 は 類 

聚國史 に 載す る延曆 十七 年 四月 乙 丑の 勅に は 


0 今 以 後 年分 度お {且 0¥ 三 十 冗 已上操 履巳定 51 行 可 fe- 兼 習； 一正 音 1 堪， 爲， M 者， 爲， 

. 之" 

と兑 えたる その 正音と は 淡 音 をさせる ものた る こと はいふ を またざる ベ し。 

かくの.^  く なれ ば、 そ の 淡 音なる もの は 朝廷の 正 昔と 立てられ たれ ば、 そ の勵行 

せられし こと もまた 想像すべし。 たと へ ば、 令 義解 神祇 令の 大黻條 に 

朿 W 文 ^(中 略) 上：： 載 刀, 請き 詞 望" 

と. 冗せ るが 如き その 一例な り。 かくて 安然の 悉曇藏 五 を 見る に、 

我 日本 國元 傅-二 音 1。 表 則 云々。 金 則 云々。 承 和 之 末 正 法師 來 云々。 元 tix 之 

初聰 法師 來 云々。 此兩 法師 共說 11 吳音漢 ず。 且如 1 摩 字 那字泥 字 若 字 玄字廻 字 類 1 

=,ぺ 似， 和 音： 淡 如 一正 昔 1。 漢 士 不， 能， 呼， 吳。 吳 士 不， 能， 呼， 浅。 云 々 

と あり。 こ、 にも 漢音 吳 音. を 對 比して い へ るを见 る。 .而 して その 浅 音と は 結局 

支那 中原の y 雅の IS  口と いふ 意義なる が 如し。 

：; バヤる に 令 の^に は 大學に 音 博士 を 置きて 支那の 音 を敎授 せしめたり。 職 0! 

令に よれば 

音ほ士  二人 <:^-き.音。 

と あ.^。 なほへ" 5:^. 解に は  - 

i?^^ の 形 確の n. 祭  ニニ 七 
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其 音 博 士 無， 生 者、 學 令 云 學生先 讀 11 經 文 1 通 熟 然 後 講 ，義。 今 依； 此文 1 明 經生必 先 就 11 

音 博 士ー讀 一一 五 經 音； 然 後 講義、 故 別 不， 置， 生。  ， 

と あれば、 その 講學 のさ まも 推測 しうべし。 

この 音 博士の 名目 は史 にて は 日本書紀 持統 天皇 五 年 九月の 條に音 博士 大唐續 

守 言 薩弘恪 の 二人の 名 見えた る を はじめと す。 次に は績 日本 紀稱德 天皇の 神 護 

景雲 元年 二月に 昔 博士 袁晋 卿の 名 見 ゆ。 この 人 は 光仁 天皇 寶龜九 年 十二月の 條 

に 見れば 、元来 唐人な るが、 天平 七 年に わが 國に歸 化した る ものにし て、 こ の 年に 姓 

を 淸村宿 漏と 賜 はりし 由な り。 この 人後に 大學頭 安房 守に 上りぬ。 かくの 如く 

當初昔 博士と して 採用 せられし 人 は いづれ も 唐人に して、 大學の 學生は いづれ も 

これら を師 とせし もの なれ ば、 そ の敎授 せレ音 の 實際は 今にして 知りう ベ きに あ 

ら ね ど、 漢 土の 正しき 音 を 直接に 學ぶ ベく ありし ものなる ベ きなり。 

かくて 又 天台 座主 光定の 一 心戒 文に よれば 傳敎 大師が、 大學に 於いて 漢音 を學 

びし こと 見 ゆ。 その 文に 曰 はく、 

大師 卽云、 吾所學 承， 之 習 乏者彼 年 夏 間搔， 首 無 ta 、三部 大乘 修練 而學 ^<義1。 彼 年 

七月 參 „ 一 於大學 ー讀ー 一 習 漢音 1 修練、 宿 儒 音 博士 從五 位下 高 X 門繼。 其 年 十一 月 參ー於 綱 

所 1 七 太 寺名德 試-於 義 旨 1 試-於 文 意； 文 九 第 赂_1 第 一； 義八第 略-第 1  一 -S1 音 1 等。 


と あるな 

かくの 如 く、 音 博士 は 後に 本邦 人 も あ..' し が、 古 へ は 支那 人 を 主として 採用 せら 

れしは 蓋し 當 時の 要求 當然の 事な りしなら むか。 而 して 又 かの 悉曇 蔵に いふ 所 

の 四 人の 人々 も 亦 いづれ も外來 人な りしが 如く 思 はる、 が、 その 表 又 金と は 如何 

なる 人な りし か。 同文 通 考に曰 はく、 

按ズ ルー ー吳 音ノ傳 ニイへ ルコト ァリ。 我國ニ ハモ ト吳漢 ノニ音 ヲ傳へ 得 

タリ キ。 始メ 金禮信 トイ フ者對 馬國ニ トド マ リテ nJK 音 ヲ傳フ 、國コ ゾリ テ是ヲ 

學ビシ カバ 對馬 昔トハ 名ッケ タリ。 次 一一 表 信 公 トイ フ者筑 紫 ノ博多 一一 來リテ 

淡、 ん：： ：ヲ 傳フ。 是ヲ 唐音 トイ フ (中略) 且 ハ又 其ィハ ュ ル金禮 信 表 信 公 何 阈ノ人 一一 

ティ ヅレノ 朝廷 ノ御 時ニ來 レジ トイ フコ トモ サダ カナ ラズ、 其傳 フル 所信， カタ 

シ。 

といへ.. >。 かくの 如 く、 そ の 事蹟 も その 傳 ふる 所 も 明かなら す。 然れど も、 金 は 吳 

音 を對 馬に 来りて 傅へ た，. >  とい ふこと を 以て 見れば 朝鮮人に あら ざ か。 金 氏 

は^ 鮮に 多き 氏 なれば な. o。 而 して 表 信 公と いふ は 或は 袁晋 卿の 誤傳 にあら ざ 

るか。 表と S と は 字體似 たれ ば、 寫 傅の 上に 訛 信 と 晋とは 音 相 似、 卿 は 敬 稱と誤 

まられ て 公と 混せられ しに あらざる か。 かくて 承 和の 末に 來， 0 し 正 法 師、 元 慶 の 
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初に 來 りし 聰 法師と いふ もの は 安然の 同時 若く は その 時に 近き 事 なれば、 これに 一 

は確實 性の 多き こと 疑 ふべ からざる なり。  一 

かくて 奈良 朝の 頃に も 大學の 音 博士が、 支那の 正音と 目す る もの を敎授 せし がー 

故 に、 そ れ らも 或は 漢音な- 5 しなら むか。 しかも その 漢音 を 朝廷の 正音と して 一 

音と いふ もの を 嚴密に 排斥せられ しこと は桓武 天皇よりの 事なる が 如し。 かく 一 

の 如くに して その 正音た る 漢音 は 朝廷に. て は 盛に なりし が 如し。 仁 明 天皇 は 能 一 

く 漢音に 練した まひし 由續 日本 紀に見 え、 な ほ 同じ 天皇の 御宇の 人參議 朝野 朝臣 一 

取の 如き も 漢音 をよ くしたり し 由史に 見えたり。. これよ， 5 後 漢音の 名 目、 史 上 ； 

に 散見す。 たと へば、 延喜 式の 大學寮 式に は その はじめに 注して 「古人 云此式 多用 一 

漢音 一」 と あ ，0。 これ は 誰 人の 注なる か 明かなら ね ど、 その 大學に 於け る 字音の 古の 一 

さま を考 ふる 料と すべし。 又 西 宮記釋 奠の內 論議の 條に、 「博士 云 其 書 者。 以 一一 書名 一 

讀 一一 漢音 一 云 々」 と 見え、 又 西 宮記御 讀書始 の條に 「次 博士 開 レ文讀 曰 御 注 孝經序 漢音 此宽和 一 

例 也」 と あり。 これらに て その. 漢音の 用 ゐられ しさ まの 一端 を 見る ベ L。 しか Li 

て その 音 博士なる もの は 漢音 を 知り、 これ を敎 ふるが 爲の官 なりし こと は 朝野 群 一 

8 卷 十二に 載す る ％ ；觀六 年の 規定に よる 位記 例狀に よれば、 音 博士の 位記 には必 


i 漠 昔- 克 傅 一一 師 § 調旣 協、 淸濁 分 5S 榮 爵, 以 i 

と 3i す规定 なる を 見る。 これにより て、 昔 博士 は 結 「：5 漢音の 博士に し て、 そ の 位 ji^ 

の 文 はいつ も かく ある もの なれ ば、 そ の 文面の みに て は その 漢音に 熟 せる 程度 

の  一： ^2 下 は 明かに は 知られざる ものなる を 見るべし。 延喜 式の 大學察 式 を 見る に- 

凡 試 n 年 分 度 者 1 逍， 一音 博 士 一  人 一就 n 僧 綱 所 1 試 II 漢 音 1。 

と あれば、 こ、 に 僧侶 は必 す、 漢 音 に 熟すべ く、 音 博士が 之 を試驗 せし を 見る。 なほ 

これらの 外、 淡 音の 名 目、 史 上に 散兑 する もの 少 からね ど、 一二 あげや。 

淡 昔 は. かく 朝廷に 於いて 獎勵に 力 を 致されし かど、 吳音 を絕待 的に 克服す る こ 

と は 不能な. - しものと 見 え、 か の 類聚 三代 格に 載す る延磨 二十 五 年 一止 月の 太 政 {«1 

符 のうちに も旣に 

若 有％ 義殊商 1 勿 t 限：. 漢音 1。 

と ある 如 く、 淡 音に 熟せぬ もの も その 學德の 高き もの は 得度 を：， 汗され しなり。 * 史 

に 又 n: 格に 載す る^ 觀 十一 ^五月七日の 太 政 官符に は 

頃 年 如お 愛 W 任， や. - 選 揮 失， 方 漢音 廢之而 無&。 

とも えたれ ば、 そ の 淡 音 も 守せられ ざり しが 如し。 江 家 次第 御 Jsks 始の 事の 

le^  k:: にある" 陽院 俄と いふ 例に よれ ば、 

^. ；^^ 卞ゥ疠 0, おきの 観お  一四 I 
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侍讀 ：：： 次披， 1 御 點圖- ::: 先披 J 曰、 次尙復 云， 文 吳音。 次 侍讀取 \ 笏讀 云、 御 注 孝 

經 序漢昏 

と ある を 見れ ば、 御 讀 書に 於いて 御 注孝經 序の 五 字の み を 

によみ しこと 知られたり。 かくの 如くに なりて は 漢音 は 

よむ 爲に 用ゐる に 止ま しものと な て ありし もの 

要するに 漢音 は 朝廷に て 正音と して 厳重に 獎勵せ 

る 勢力 を 得る に 至ら ざり しもの なること を考ふ ベ き 

ふ 名目の さす 所 はかの 悉曇藏 にさす 如 く、 支 那の 帝都 

にして、 それ は 支那 中原の 正雅の 音と いふ 名義な りし 

於いて は 支那 人 を師と し、 又 支那に 留學 する 事な どに 

戟を受 くる 間 こそ は大體 その 正音 を傳へ しなら むが 

赴く こと も 行 はれすな， 9 たる 後に て は 名 は 漢音と い 

變 化せし 點 なしと せざる べし。 而 して その 當 時の 漢 

のと 大體に 於いて 信じて 可なる も の、 た と へ ば、 漢 音 阿 

の 所謂 漢音と 比較す る 時には 頗る 著しき 差異 ある こ 

吳音 とい ふ名稱 はいつ 頃より わが 國の史 に 見 ゆる かとい ふ に、 史 上に はかの^ 


と 

、遣 

と 


見 

と 


漢音 

た > 

ら る 

し に 

0 而 

方 音 

ベ く 

て、 支 

使 も 

も 自 

そ の 

經 の 

旣に 

い ふ 


によみ て、 他 は 

儀式の 爲に標 

、なり。 

拘 ら -^、 さ ま で 

して その 漢音 

を 標準と する 

-而 して 初は赏 

那の 語の 直接 

止み、 正使の 支 

然 にわが 國內 

ま に 傳承 せ 

如き もの 、音 

述べし 所な り 

に、 史上 に はか 


吳音 

題 を 

大な 

と い 

も の 

際 に 

の 刺 

に て 

し も 

と 今 


費と い ふ 名稱と 同時に あら はれた. 9。 卽 ちかの 日本 紀 略に 見 ゆる 延« 十 一 年閏 

十 一 月の 勅に 見 ゆる を 古しと する が、 な ほ 桃源 瑞 仙の 史記抄に は 

極武 天皇 延 « 十七 年 戊 K  二月 十四日 太 政 官宣、 

一、 諸？ S  » 及 出身 人 等 皆 令 fell 漢 音, 勿， 用- 吳 音 1 

一、 大 學屮； 巾 十六 已下 欲， 就 n 明 經ー者 先 令， 讀 毛 0 音 1 欲， 就 a 史 學 1 若 先 令， 讀， 1 爾 雅 文 選 音： 

ぉ大納  從 三 位 神 王 宣。 奉 勅、 件 ニ條事 宜， 仰-所 司 1 及 永 令 k 行， 

延^ 卜 七 年 二月 十四日 

とい ふ 太 政 符を 載せたり。 これ は 恐らく は 格に 載せた るを轉 載せり と 思 はる 

る もの なれ ど、 現 今 所 傳の格 は缺本 なれ ば、 今 そ れの 出典 を 知らね ど、 疑 ふ ベ き も の 

に は あらざる ベ し。 

これより 後、 悉 S 蔵に も 漢音 吳音 についての 說ぁ り。 その 以後の 事 は 一々 あぐ 

る こと は繁 にして 堪 ふべ きに あらねば、 二三の 著しき こと を あぐる に 止めむ。 

山抄に 入の 結 文事に 載す る 經賴卿 靑標書 曰と 題せ る 文中に 

故 二 條闕白 命 曰… 結 申之詞 頗與， 史異。 史者越 前 備後 { き 之 類 也。 人 

： に 不， 然， 只 S, 臭 音ー。 今 案辨又 准乏。  ， 

と ある を 兌れ ば， 當 時 B 名な ど旣 に？ fl- 昔に よむ ことが、 大 の 常習な りし： と を 

第五 章 漢ぉ？ お in わ 観察  IB 三 
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る ベ く、 又 かの 江 家 次第の 裏書 にても 漢籍 をよ むに 吳音を 用ね しこと 明かなる が、 

これ は 寛 治 元年 十二月 二十四日の 御 讀書始 の 儀と 見えて、 本朝 世紀に もこの 事 を 

記して 「次 尙復稱 曰文践 音」 と あれ ば、 そ の 事の 實を 確め うべき な， o。 これよ； 0 後の 

事 は 略して あげす。 

中世に 於いて 吳音 をば、 又對馬 音と 呼びし 事 あ. o。 この 事 は、 大 江 匿 房の 對馬 買 

銀 記 (朝野 群載卷 三) に 

欽明 天皇 之 代 佛法始 渡-吾 土； 此島 有」 比丘 尼 「：5- 吳 音 之。 因， S 曰 域 經論皆 用- 

此 音 1 故 謂， 1 之 對 馬 音 1。 

とい ふ 記事 あ ，.=.^。 かくの 如き 事の 信せられ て ありし が 爲に對 馬 音と いふ 名目 も 

生せ しなら む。 從 ひて、 珍 海の 大治六 年に 著した る 菩提心 集に は 

問、 道 心と い ひ、 菩 提 心と いふ は 異なる か 同き か。 

答、 同 じ 事な り。 天竺の 言 に は 菩提と いふ。 唐に は 1! とい ふ。 がに はみ ち 

とい ふな， 5。 つし まとから とは倶 にから-の 言 なり。 而も 對馬は 訛れり。 わが 

こる 

國 にこれ を傳 へて 常に 用 ひる。 うる はしき を も 音 をば 常に もっか はす。 し.^ 

れ ば、 對 馬 をもう る はしき を も 文字の 音 を讀む をから と 今 はいふ。 g に 都で や 

本 ことばに て は ある • 


といへ る 如 く、 單 に 『つ し ま」 と もい へる もの を 生せ かくて、 これより 後、 對 馬 音、 乂 

「つし ま」 と いふ こと 史上に 散見す。 この 對馬 音と いふ 說は 何時頃より 起れ る もの 

か。 俗に は 政事 要略に 載す る 興 福寺緣 起に この 事 見 ゆる 由に い へれ ど も、 そ れ に 

は 百 濟 の- 禪尼名 は 法 明と いふ も. のが 維摩 經を 誦して、 藤 原 鎌足の 病の 癒えし 由 を 

記せれ ど、 炎 音の 事 も對馬 音の 事 も 見えす。 この 緣起 は昌泰 三年に 致仕 左大臣 藤 

原 良 世の ffi せし もの なれば、 これよ， 0 後に 生せ し傳說 ならむ か。 

犬 (i:: とい ふ 名目 はわが 史上に は 漢音と 同時に 見 ゆれ ど、 そ の傳 來は必 すし も 同 

時に あらざる べし。 今， 上の 菩提心 集に 說く所 を 見れば、 對馬卽 ち 吳音は 訛れり と 

いへ り。 これ は 漢音 を 正雅の 音と 建つ るに 對 しての 事なる こと はかの 延 暦の 詔 

勅 等 にても 明かな h- とす。 性靈 集に 載す る 「爲 1 眞 川 1 擧 一一 淨 豊 1 啓」 の 中に いへ る 事 あ 

り 。^ち 

如 今 故 中務卿 親王 之 文 學正六 位 上 村 宿 禰淨豊 者、 故 從伍位 上勳十 一 等晋卿 

之^ 九 男 也。 父 晋卿遙 風 1 遠 辭,， 本 族 ー誦， ー兩 京 之 音 韻 1 改 一一 三 吳 之 訛 饗， 口 吐，, 廣 言, 發= 

揮お 宇 之 耳 目 1 云 々伏 願 S 彼於涸 鱗 I 賜， ー德 華 於 窮 翼 1 則 漢 語 易， 詠 M 昔 誰 難。 

と あり。 これに 三 „JK 之？^  といへ る は 卽ち吳 音の ことなる こと i# しとす。 三吳 

はは： によ h- て さす t ^必ずしも 一 致せす。 通 典に は會 稽、 C, ベ 典、 丹 ^ を 二 し、 水 0 に は 
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口 舆、 吳郡、 會稽を さ せる が 、要するに、 今の 江 蘇、 浙江ニ 省の 地 略 これに 當る ものにし 

て、 古 の 吳の地 これな， 9。 され ば、 吳音 とい ふ は 要するに、 これらの 地方に 行 はれた 

る 語音 を さす ものなる べし。 この 邊の 語音 は 今日に 於いても 北京 官話な どと は 

頗る 異なる ものにして 古、 交 通の 便 不十分な りし 時代に 於いて は 一 層 甚だし か hs 

しが 如し。 唐の 陸德 明の 經典釋 文の 序に 曰 はく、 

加 以、 楚 夏 聲 異、 南 北 語 殊、 是 非 信， 一 其 所, 簡、 輕 重 因， 一 其 所 脅。 

又 その 條例 中に 曰 はく 

方 言 差別 固自 不， 同、 河 北 江 南 最 爲& 異,。 

と。 かくいへ るに て、 その 大體は 察しうべし。 かくて 大體に 於いて かの 支那 南北 

朝 時代に 於いて. 南朝 はこの 三 吳の邊 を 中心として 國を 建てた， CS しが、 隋に 至りて 

天下 先づ 統一 せられ、 尋 いで、 唐が その 一統の 業 を 大成して 北方の 長 安に 都す るに 

及びて は、 北 方 を 主と し て、 南 方 を 貶す る こと 生 じ、 そ の 南方の 語 音 を ば、 吳 音と いひ 

て 正雜の 音と は 認め ざ， OS しもの， 、如し。 唐の 國子祭 酒 李 倍の 刊 誤に 曰 はく、 

吳昔乖 外 不一 亦甚 1 乎。 上 磬爲- 去磬, 去磬爲 ，1 聲、 

と。 かくて 切 韻よ，. >  全く 吳音 を刊れ b. とい ふ。 かくの 如き こと を考 ふれ ば、 本 邦 

に 於いて 漢 音 を 正雜の 音 と 建て、 吳音を 以て 訛な りと する に 至 b. しもの は 主と し 


て 唐の 制に 則 しが 爲 なるべし。 

かくの 如く なれば、 延歷の 頃に 遽 かに 漢音？. 天 音の 名 

略 推測 せらる ベ きが、 废が、 天下 を 一統して 文敎の 統一 

那の音 襯の標 とせし もの は 如何と いふ に、 い ふまで 

^0 この 切 に は王國 維が 

陸 ii^ 六 朝 之 音 也。 六 朝 音多存 11 於 江 左 1。 故 唐人 

と い へ る 如く、 (これ は 朱の 孫 光憲の 北 夢 瑣言等 にもい 

言なる ベ し) 支 那 南方の 音 を 主と したる ものな りと す- 

吳 の音樂 にても 言 語 にても させる ものな，^。 その 音 

淸 樂 也」 と いへ る もの その 一例な り。 言 語 をさせる も 

先 家 世 n 江 $s 者； 會 稽孔季 恭子靈 符バ犬 典 丘 深 

など あるなる が、 こ 、は 南方の 語音と いふ ことなる ベ 

この" せの 傳來 にっきて は 上述の 如く 對 馬に 來り 

S な とい ふ Js^ も あれ ど、 必 すし も 信す ベから ぬ もの 

=_ぺ ハチ 3 日： ノ 東ノ！ i ナ レバ 土地， 力 日本へ 近キホ ド 

：^、：！： 本 ヨリ モ ：^、  W へ ニ^キ r ル^ …… サ产ュ へ 


目 やかましくな， 0 し 理由 も 

を 割 策す るに ；4..: る ま で の 支 

もな く 隋の陸 法 言 の 切 節な 

謂， 一之 音 1。 

ふ處 なれ ば、 そ れ らに據 りた 

〕 吳 音と いふ £S は 廣義に は 

樂 をさせる は、 吳 都 志 に rcjj- 音 

の は、 南.^ の 顧 深 傅に 

之 及 琛"， 大 音 不， 變。 

し 0 

し 法 明と いふ 尼の 傅へ しが 

ならむ。 或は 又、. 抄に 

二 常 二  口 ，及 國 カラ 終敎ヲ 將來 

Ai^. ト往 來ガ通 A.A』 レ」 L 


」  二  -  r 
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日本 ハ專 ラ吳昔 二 熟ス产 ゾ 0 

と い ひ、 漢字 三音考 にも 

抑唐國 一一 テ正シ トス ル 漢音 ヲ 

故 ゾト云 一一 吳國 ハ漢 ョタハ 地方 

テリ テ皇國 一一 親シ クシ テャ、 平 

といへ り。 こ、 に、 國 の 近き とい へ 

實な. 9。 本居宣 長の 說は その 音 も 

て 然る か 否か 疑 はしき なり。 余 は 

通 を 開きし は吳 地の 國を 以て はじ 

が、 そ の 外 に、 六 朝の 時代 南朝 は 北朝 

へ ど も、 漢 人の 正當 なる 政府と して 

これらの 南方 音 を わが 國 人が、 正雅 

事との 二が この 吳音 をば わが 國に 

て、 か の 陸 法 言 の 切 韻の 如き もの は 

この 故に、 支那の 正雅の 昔と いふ も 


パォキ テ、 吳 音 ヲシモ 用ヒラ 

モャ、 皇國 一一 近ケレ パ、 其 音 

穩ナ レバ ナタ。 

る は事實 にあら ね ど、 古 吳 に 

^わが 國に 近き が 故な. 9 と 

思 ふに、 わが 國が 支那と 公に 

め と し、 爾 來 いつも その 方面 

に 比し て 勢力 稍 劣れる もの 

自他 共に ゆるしたり しこと 

の 音と 信じたり しこ と そ 

盛なら しめし 根本の 理由な 

これに 對 しての 信賴を 深め 


レ タル ハ 如何 ナ〃 

モ 實ハ漢 ヨリ ハマ 

交通せ しこと は 事 

あ れ ど、 こ れ は果し 

あらす とも 直接 交 

よりせ しもの なる 

あ り しなら むと い 

は 明かなる が 故に、 

の 交通の 行 はれし 

るべき なり。 かく 

たりし ものなら む 0 

によれる ものにし 


て袂 して 一 定 不動の もめに. 9 らざ b しなら む。 かくして 見. れば、 かの 持 銃 天皇 6> 


御代の 昔 博士 二人が 唐人な h,- しこと は 疑な しとしても 果し て 漢音 を敎授 せし か 

否か 未だ 速 かに 斷 言 すべから ざるな り。 袁晋 卿に 至りて はかの 性靈 集に いへ る 

ことによ，.： >  て淡音 を傳 へし ものと 見るべき ならむ。 

かくの 如くに して 吳音 は六钢 時代 支那 人の 正統 政府た る 南朝の 正雜の 音と し 

て わが 國に傳 はりし 事 は 漢音の わが 國に 入りし 時より は遙 かに 久しき 古の 時代 

にあり しなら む。 されば 奈良 朝の 頃より 漢音 入り 來 り (日 本書 紀の 假名に は 漢音 

の： t する こと 明かな り) 後 にこれ を禁壓 せられし かど も、 そ の 勢力 は 依然として 衰 

へす して 今日に 及べ， o。 今日のお 樣は 如何と いふ に、 先 づ 漢字 三 音考に 

サテ其 時 二  (淡 0 渡 來ノ當 初) 初 メテ定 マ リシ 字音 ハ必 吳 音 ナ产 べシ。 共 故ハ 

昔 ヨリ 典ヲ續 ムニ  "淡 昔ヲ^ ヒッ レドモ 常 二  口 語 二 呼 ブコト  一一 、ノ 漢音 ヲ用 

ヒ ツル ハイト ？ 一一 シテ譜 ノ物ノ 名或ハ 官名 其餘 ノ名稱 ナ ド モ 皆 吳 音 二  ノ 

ミ呼來 レリ。 *^  ノ 题目ナ ドヲサ へ.；：！ I へ ヨリ 五經 "一 キ 、易 、ノ  (古 へ ； 

ェ キト 、ノ呼 ザ タキ j 禮； ハ ラ，^ キ，、 周 禮" シュ ライ 榱 弓 ハ ダン グ ク 月 令 ハグ フッ 

リャク 千 字 文、 ノ セン ジ モン 玉 篇" ゴク ヘンナ ドト 呼來リ (又佛 家 諸宗ノ 法文 ヲ 

ョム ュ モ昔 ヨリ^ 昔 ヲ勝レ タリ トシ テ別 一一 ソ レヲモ fSf? へ ナガ ーソ (！ 5  二 ハ コ レヲ 

川〃 コ トナ クシ テ 名：！ w モ何モ ス ベ テ吳音 二  ノミ 呼來レ リ) 又 古窨ノ 假名 一一 モ ：1s- 

.—  . ，#5  JS め の SL  :  i  


p 語の 中に 於け る 漢語の 研究  一 五 〇 

音 ヲノミ 取- グ 漢音 ヲ取 レ.〃 ハイトく スクナ シ (注 略) 是 等 ヲ 以 テ 知べ キ也。 ャ 

、後 二 漢音 ヲ イタ ク尙バ \  、世 ニナ リ- グス ラ、 讀 書ナ ラス 常 ノ語ニ ハナ ホ吳 音 

ヲノ ミ用ヒ ラレ タレ X マ シテ. 上古 ハ思 ヒャ〃 べシ。 

と いひ、 又 

サ テ 今.； 一 至产マ デ、 一 一音 ノ クチ 大抵 儒 書ヲョ ムニ  ，ノ 漢、 佛 窨ヲョ ムニ ハ "Js^ ヲ 用 

プ。 此義 イカ 一一 ト云 二、 マヅ世 一一 ハ 漢音 ヲ正シ トス〃 故 二、 儒 害 二 ハコ レ ヲ用ヒ 

來レ, ナ, べシ。 

ともい へり。 近く は文藝 類纂に 於いて 榊 原 芳野曰 はく、 

芳野曰 く、 漢 音 を是 とし て、 吳 J 曰 を 非と する 論、 上 古 はさ も あるべし。 近來音 韻 

の 學を唱 ふる 者に も、 猶此說 ある 者 あり。 凡 漢吳音 幷に我 朝に 傳 はれる は必眞 

の 唐 時 音と は 別にして 自 一 種の 和音なる ベ けれ ど、 其 梵字の 音に 充て 梵 僧の 漢 

字 を 填 めた る を 見る に、 さ しも 訛 譲と せる 吳音と 云 ふ 者、 却 て淸濁 混齡せ す、 位 置 

桑 然として 其 別を區 分す。 後世の 編纂 なれ ど、 f glllMg^f ^^、けば； 1;^ 時 韶 鏡 

三十 六 字母に 充て 、 も 徑渭を 誤らす。 然る に、 今 所謂 漢音と 謂 ふ 者 は、 其 三十 六 

中の 、濁 音、 並、 奉 、定， 澄、 群、 從、 邪、 牀、 臓、 匣 の 十字す ベて 清音に 唱へ 、明、 徵、 泥、 孃、 疑 の 五 音 I 

なを 以て、 眞の W 音に 唱ふ。 是其格 律に 外れし こと を 見る ベ し。 此 


t、 

昔 

經 

し 

と い 

に 

上 

の 

し 0 

力 i 

仰 


著な 

ませら 

な る 


し 

〈 

へ、 ヽ 

む 


し 

も 


を 

と 

云 


い て 


述 

ら 


し 

力 L 

古人が 
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者に し て、 其 他 皆 数 ふ ベ か ら 中。 然る を 

し餘波 は今聖 道家？ figis に傳ふ る 所の 

て见 るべ し。 然れど も、 是 中原の 音な り 

に傳 へたる 音を學 びし なるべし。 然れ 

猶傳來 の？ .4- 音 を ゐて通 じ、 今 に 至りて 

の 暗 の^に 讀む 所の 文に 止 、共. 他 日 用 

て 舊 音 を 用 ゐ た り し な 故に 儒 書 は 

は 比 ハ 常に 聽く 所に 就きて 言 ひ 出せる 語 

體 この 見解 を當れ りと すべ く、 現 今に 於 

變せざ る 所な りと す。 

ハ、 古 音 

. ^く ゆ、 昔と い ふ は、 王と して 唐 時代の 支 

それよりも 占く わが！！ に傳 へ られし 音 

が 隅に，：： 傅へ し^はす ベ て ：1  え 音 と 認め 

ラベ からぬ もの 存 するな り C 

，^音と 認めた る もの は 如何なる ものな 


强 ひて 漢音 を 以 て 佛 ^ を も 

般若 理趣經 、雨 界禮懺 等 皆 « 

と 云へ るを以 て、 釕來 G- 昔 を 

久しき と 和音に 

の 淡 音 は 儒 土の 

の 佛經、 法律 書 等 

音と 定められ 


ども 慣習の 

其 音 多く、 彼 

の 語 及ギ常 

漢 音、 佛 書 は 

なるべし。 

いても こ 


にい へ る 所は大 


那 中原の 音 

を ば "JK 音 と 

て 可な-. >  や 

りし か 。旣 

1 五 


さ し 

へ し 

い ふ 


たる もの 

もの、 如 

に 未だ 遽 


にい へ る 如く 法 
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華經音 義 にあぐ る 音の 如き は吳音 と. 信 じて 可なる ものにし て、 今 曰 吾人が 吳 昔と 

思惟す る もの は 大抵 それらの 吳 音と 一致す る點 あり。 (或る 少数の ものに 於いて 

は必 すし も然ら ざれ ど) 然 るに わが 最古の 文 獻と目 せらる 、ものに 往々 今日の：： 央 

音と 二 致せざる 異樣の 音 あ り、 而 して それ を 漢音と 比較 すれば 一 麼甚 しき 距離 あ 

る こと を認 む。 なほ かくの 如き もの は、 古代 の 地 名、 人 名 等に 用 ゐられ たる 文字の 

發 音に も存 し、 し かも その 人名 地名の 異樣の 字 昔 は 今日に も傳 はれる もの 決して 

少 からす。 余が こ、 にい ふ はた  >單 に 今吳昔 漢音と 唱 ふるものと 異な： とい ふ 

に 止まらざる もの を さすな り。 それ故にた とへば、 

相 模サ？ 相 樂サさ フカ の 相 

當麻 .5 布當 フダ. - の當 

の 如き 今 は 「テ ク /タ ク」 と か け ど、 こ れら は元來 「サ ン グ」 (sang.) 「タ ン グ」 (tang) の 音な 

の なれ ば、 「サガ i. タギ」 と なる も 無理なら ざる を 見る が 故 に、 そ れらは 甚だ 異樣な 

いふべき ものに あらざる べし。 次： 


る も 

b, と 


葛 飾 カツ シカ 飭 磨 シカ 色 麻 シカマ の 色 

安積 ァ； 尺度！  の|^^^ 

の 如 き も、 そ れらが k の入聲 なる を それに 母音 を 加 へ て、 熟 音 化せ しめたる も 


の と 


見れば， こ れ らも 甚だ 異樣 なりと 

駿河 


ふべき ものに あらざる べし。 その他 

霞 

敦如" iaf  (魂) 

群 馬上 野 國郡名 ギ 安房 困 郡 名  (文) 

訓 }^ 安|»國^„5宮郡鄉名 訓観 伊勢！： 朝 明 郡鄉名 (問) 

の 如き は、 いづれ も 今 「ス ン」 「ト ン」 「ク ン」 「ク ン」 とよむ 音の 『ン j「 n」 を 「亡！. ソ」 とせる はこ 

れは ^ 內 なる 爲に 舌音 「ル」 「リ」 に轉 じたる ものにして、 これら も 亦 今の 音と 異な 

れ ども、 それら は 本邦に 入りての 音の 轉 訛なる ベ 

とい ふべ きに は あらざる ベ き な hyo 

然る に、 こ 、 に 次の 如き 地名 あり。 

英 多 筒 i 删 i 動鄉鶴 名抄に 「安 I」 と 注す) 

^  ^  5,1^,^ 阿 臍^^,.: 名 に 「^加 多」 と 注す) 


して、 未だ 音の 質の 本来の 相違 


「^名 (和名 抄 上) 

^  マ i:i:r" お 名抄 「阿； IK」 と 注す) 

^  ?:、 II,^,  -:.^ 名抄 「阿加」 と 注す J 

^v,，  鄉 おへ-安 加」 と 注す" 

英 た  お (^名 抄 「安 母」 と 注す) 

人： d  ^ の邯ぉ に 「英 h> て 和名 抄 に 「安 伊 多」 と 注す る もの もト： の 昔に 親 係 
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あ る ベ し。 こ の 外に 「英 多」 (遠 江 國濱名 郡の 鄕名、 美 作 國英多 郡&鄕 名、 紀伊國 

在 田 郡の 鄕名、 伊豫 國濃満 郡の 鄕名、 曰 向 國臼杵 郡の 鄕名 にあ 、和名 抄 によ 

み 方 を 注せす。 信 濃 國埴科 郡の 鄕 名なる に は 「衣 多」 加 賀 國加賀 郡の 鄕名 な 

■ る に は 「江 多」 と 注 す) 「英 比」 (尾 張 國智多 郡の 鄕 名) 「英 原」 (駿 河 國志太 郡の 鄕 名) 「英 

那」 (相模 國 愛甲 郡の 鄕名) な ど、 よ み 方 を 注せ ざれ ど、 い づれも 『ァ ガ」 又 は 「ァ」 の 音 

なりし ものなら むが 後世 「ェ」 とい ふに 到りし ならむ。 (新撰 姓氏 錄、 左 京 皇 別 

に、 英 多眞人 あり。 考 證 に 「ァガ タノ マヒ ト」 と ょむべしとぃへ，c^。 これ は 上 

の河內 國の鄕 名と 緣 ある 氏の 名なる べし。) 

か く  r 英」 を 「ァ」 若 く は 「ァ ガ」 に あつ る は、 これ 漢音 か 若く は吳音 かと いふ に、 い づれ にも 

あらざる こと 明かな り。 今、 吾 人の この 字の 音と して 認 むる もの は 漢音の r ェ ィ」 に 

し て、 吳 音 の 「ャ ク」 な る は 普通に は 知られす にあるな り。 然るに、 こ、 に は 「ァ/ ァ ， 力」 に 

せる は 今と 頗る 異なる 音と いはざる ベから す。 元來 これ は 平 磬 庚 韻に 屬 し、 韻 鏡 

にて は 第 三 十 三 轉に屬 し、 梗 攝の字 なれ ば、 そ の 韻 は 漢音に て 「eng.」 吳 音に て 「iang」 

なるべき 字なる に、 漢 音と して は古來 この 一 類 は 「ェ ィ」 の 韻と して 来れる ものな hso 

この 故 に、 そ が 『ァ ガ」 と い ふ 「ガ」 の 尾 音 をと る に 至る は 當然の 事に し て、 そ れ をば 頭の 

みとり て r ァ J と いふ こと も 自然の 事と いふべき なれ ど、 そ の 體 韶 が r ァ J と なれる は、 そ 


れが 漢音に も吳 音に も あらざる 特別の 音なる こと を 物； ほる ものな りと いふべ し。 

而し てこれ が 「ァ」 の 音に 用 ゐられ た る ことの 他の 證 として は 田 村 氏系圆 (諸家 系圖 

所载) に 「阿知 使 主」 の條に 注して 

或 作：； 阿 使 主 1 又 作： 一英 智王 1 淡 主宏之 曾孫 也 

と ある にても 知られたり。 

又 「寧 樂」 を 「ナ ラ」 として 用ゐる こ と 、萬 葉 集に は 普通の 事と なれる が、 この 「寧」 は 平 薺 

靑顥に a し、 韻 鏡に て は 第三 十五 轉梗攝 の 字 なれば 大槪は 上の r 英」 と 同性 質の も の 

な，.：^。 卽ち淡 音 「デ ィ」 吳 昔 「 一一 ャ ク」 に して 元來 「ng.」 の 音 尾 を 有する ものなる が、 そ の 

昔 尾 を 省き て 「ナ」 と なれる ものな り。 これ ま た、 吳 音と は 稍 距離 ある ものな hv。 

又 出 S 神 門 郡の 鄕 名に 鹽 冶と かける を 後世 は 「ェ ンャ」 といへ ど、 出 雲 風土記に 

は 「止 屋」 乂 一夜 ホ 夜」 と かける を 見 れば、 「鹽」 を 「ャ ム」 にあて しこと 疑 ふべ からす。 然. るに 

この 字 は： 牛 鹽韶に IS し、 S3 凝 三十 九轉咸 攝に屬 すれば、 音 尾 は 「E」 なること 著しき 

が、 その 音 は 淡 音 「ュ ム」？ 音 「ァ ム」 なれば 「ャ ム」 といへ る もの 稍 異例に S す。 

又 和名 抄出 で5  ^ の 郡 名に 

意 宇 於 宇 

と あ b  、出 ^.:{國虱土記にもこの字を用ゐる。 (な ほ 「意」 宇 を用ゐ たる 地名 は 「：！！：？  44i 二  1^ 一河 
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國幡豆 郡の 鄕 名) 「意 部」 (下總 國、 相 馬 郡の 鄕 名、 下 野國 安蘇 郡の 鄕 名) 「意 悲」 (越 中 國礪波 郡 

の 鄕 名) な れど よみ 方 を 示さ ざれ ば、 今 證 とせす) このほか、 古事 SS  、日 本書 紀に 地 名、 人 

名 の 「ォ」 の 音に この 字 を あてた る 例 甚だ 多き は、 今 一々 例せ す。 これ や 「億」 の 赂 ？ な 

りと いふ 說 あれ ど、 信 じ 難し。 假 りに 然り として も 「意」 に 「ォ ク」 の 音 を 生す ベ き 根 據 

あるべき なれ ば、 結 局 「意 一 に そ の 「ォ」 の 昔 を 求めざる ベから ざるな り。 こ の 「意」 の 字 は 

漢 音 吳 音 共 に 「ィ」 な るが、 これ は 去 磬 「志」 韻 の 字に して、 韻饞第 十八 轉止攝 の 字 なれば、 

こ れ が 「ォ」 の 音と なる は 頗る 異例に 屬す。 

以上の 二三の 例 を 見て も、 漢 吳ニ音 以外の 音た る ものが、 わが 古書に 多 く、 而 し て 

地名な どに な，.^ て 現に 行 はれて ある を 見るべし。 今 かくの 如き 種類の もの を 列 

擧 すれば、 略 次の 如し。 

ァ 英 (例 上に あぐ) (ァガ にも 用ゐる こと 上に 見 ゆ) 

ォ 意 (例 上に あぐ) 

力 宜 (巷宜 名 伊奈 米 大臣 元 興寺緣 起) (巷 宜汙麻 古 大臣 平氏 傳雜勘 文 

所 引上宫 記、 注上宫 太子 御譜) (蘇 宜部宿 奈麻呂 大寶ニ 年 御 野國戶 

籍) (奴 奈宜 波比賣 出 雲 風土記) 

奇 (巷奇 名 伊奈 米 大臣 元舆寺 丈六佛 光背 銘) (巷奇 大臣 伊奈 米 足 尼 


天壽國 曼荼羅) (多 奇波世 君 「仁 德紀の 竹葉濑 なり J 姓氏 錄) 

キ 支 (こ れは 古事記、 萬 葉 集、 宣命、 祝詞 等に 萬 葉 假名と して 盛んに W ゐ たり。) 

ケ i: (等 巳彌 B 加 斯支夜 比 彌乃彌 己 等 元. 典 寺 露盤 銘、 天 壽國品 = 氽羅) (彌 

移 居 n 本紀、 欽明六 年、 十四 年、 十五 年の 百濟の 上表) (大 S 石 和 1^ 命 

「鐸石 別命」 姓氏 錄八、 山 a 公)， (金 多々 利 乎 居 姓氏 錄ニ 十五、 多々 良 

公) (伊居 多 神社 「攝津 國河邊 郡 池 田」 祌名 帳) (居 多 神社 「越後 國頸 

城 郡/神 名 帳、 今 「コ タ」 と い へ ど r ケ タ」 な るべき こと は その 祭神 が、 能 登 

國名神 大、 氣 多 神 社、 越 中國、 一 宫氣多 神社、 と 同じく 大己贵 命なる に 

て 知る ベ し。) 

舉 (止 與彌^ 奇斯伎 移比彌 天皇 (元 興 寺 丈 六佛造 像銘) 

ソ 須 (佐 比 立 率 而来 麻 之 乎 万 十六) (武蔵 國埼玉 郡 加須村 カゾ) 

巷 s{d、  « 奇 上の 例 を 見よ) 

タ 侈 (久波 侈 女王、 久波太 王、 (法王 帝說、 平氏 傳雜勘 文 所 引 「上 太子 系譜 j> 

チ 至 (多 至 波 奈等巳 比 乃 彌己等 天 壽國& 荼羅) (多 至 波奈大 女郎 同) 

(加不节§-至「河內^^」 曰 本紀、 欽明ニ 年) 至臣 「內 臣」 同 卜 五 年 a 濟 

ヒ お- へ沙至 比 跪 「お 城 彥」 日本 紀、 神 功 六十 ハゃ. trm^:: も 
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川 (古 典 に 「川」 を ッ に用ゐ たる こと は 著しき ことな れ. ば 例 は 略す。) 

苫 (これ は 「苦」 の 訛なら む。 魏志 以後 支那の 正史に わが 國の名 を 「耶 馬臺」 

「邪 馬 堆」 と かける は SJ 堆」 を 「ト」 に あてた るな り。 「苔」 を 「ト】 の 假. 名 に用ゐ 

たる は 日本 紀 なり。 例 は あぐる まで もなかる ベ し。) 

台 (興 台產靈 「神 名」 曰. 本紀) _ 

廼 (日本 紀に 「ド」 の 假名に 用 ゐた. 9) 

耐 (曰 本紀 に 「ト」 の 假名に 用ゐ た， CV) 

止 (古典に 專 ら 「ト. 一 に 用ゐ たる は 周知の 事に して、 片 假名 の 「ト」 ギ 假 名 ゆ 「と」 

一 の 基) 

寧 (例 上に あげた- 9。) 

廼 (日本 紀に 「ノ」 の 假名に 用ゐ る. } 

乃 (古典に 汎く 「ノ」 に用ゐ る。 片 假名の フ」 平 假名の 「の」 の 源な り。) 

費 (日本書紀 三 T 於 費 異之夭 石の. 義) 

明 (元 興 寺緣起 中元 舆寺 記に 「有 明 子」 (蘇 我 馬子の 名) と 書 く。) 

移 (有 麻 移 刀 等 已刀彌 々乃 彌己等 元 興 寺 露盤 銘) (止 與彌居 加 斯支移 

比 彌乃彌 己 等 天壽國 曼荼羅) (t 彼 移 「人名」 神 功紀、 四十 六 年) (彌 


巳 


M 


以上 

き 香な 

とより 

ならむ 

取扱 ふ 

さ K 


の 如 

れば 

か も 

を 可 

こ れ 


移 居 上の 「®j の 例 を 見よ) (ias 斯移 麻岐彌 「稳積 臣押山 ノコ ト」 繼 

體紀十 年 注に ひく、  }2 濟本 g) (和 何 世お 我 多 那禮乃 美 巨 K 都 地爾意 

加 米 移 母 寓葉、 五、 12S 前 #) (波爾 移 麻比竇 神社 神 名 帳. 阿波 國美馬 郡) 

(若 倭 部 移乎賣 大寶ニ 年 御 野 國肩縣 々里 11^ 籍) 

麻 移 刀 等 已刀彌 々乃 彌己等 元 興 寺 露盤 銘) (多 至 波奈等 fS 比 乃 

彌己等 等 已刀彌 々乃 彌己等 天壽國 曼荼羅) 

(阿 米 久爾意 斯波羅 支 比 里 爾波彌 己 等 元 興 寺 露盤 銘 天 壽國！ 2 &荼 

羅) (已乃 斯里王 「近代 王」 上宮 記) (麻 里 古 王 「九 子 王」 同) (比 比 等 

m 可 比 乎 比 里 布 等 萬 十五) (可 比 曾 比 里 弊 流 萬 二十) (從 三位 

1^ ハ部卿 藤 原 朝臣 萵 Eff 萬 葉に は 麿」 懷風 藻) 

き 音 は 漢昔吳 音の いづれ を 以て も 律す ベから す、 さ りと て 後世に はな 

- これ を 古音と 名 づけて 漢吳ニ 音と 區 別して 取扱 ふべき ものと す。 も 

とい ふ 名目の 定義に よりて はこれ らも そのうちに；^ むべ きこ とに も 

知らね どべ- 力-な 人の いふ njK 音と は 同一 にあら ね ば、 な ほ 區別を 立て > 

とすべし。  . 

らの 昔の 大部分 は大 矢：^ 氏 は 周 代の 古音が 古く わが 國に 入りて 殘 
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たる ものと し、 これら を 假名 源流 考 にお いて 論 じ、 又 周 代 古音 考 によ トノ て立證 せむ 

とせられたり。 これらが 漢音 吳音 以前の 古音なる べき ことにつ きて は 誰 人も異 

議 ある まじ けれど、 これ を 周 代の 音と 積極的に 劃  一 に 決定す る こと は 容易の 事 

にあらざる べし。 

一、 奇 (力) 宜 (ガ) 移 (ャ) 侈 (タ) 

こ の うち 「奇」 「宜」 「移」 は廣韻 によるに 共 に 卒磬支 韻に 屬し、 「ィ」 韻に 屬す る ものなる 

が 、その 支 韻の 一 部の 先秦 時代に 麻 韻に 入りて ありし こと は その 時代の 文 獻に麻 

韻と 同じく 押韻せ るに て 知られた- 90 しかるに これ は 漢時代に も 同じ 姿 を呈せ 

hv。 ことに 說 文の 說 明に は 

宜从 { 之 下 一之 上 多省聲  . 

奇 从大从 可 

移， 从 禾多磬 

と あ. れ ば、 後 漢時代に もな ほ 「ァ」 韻 なリ しこと 明かな り。 「侈」 は 廣韻 による に、 上 剪 紙 

韻に 闉 する ものにし て 「ィ」 韻 なる ものなる が、 こ の 紙 韻 は ！^1" * な ら ば 支 韻 た る ベ き 

ものな れ. ば、 先秦 時代に は 麻 韻 と 共通せ しこと 疑 ふべ くも あらす。 卽ち これら は 

re よ，.^ 後 漢頃ま で、 ァ 韻な りしなら むと 推定し うべ し。 


二、 英 (ァ) i  Ms 

英、 明 は 廣 ® にて は： 牛聲^ 韻、 寧 は靑韻 なれ ど、 これら も 時代に は 共 通 の 韻 な り 

しこと は 漠の班 固の 西 都賦の 押韻に 

生 asi) 蝶 (庚 韻) 奚耕 韻) 英 (庚 韻) 刑 (靑 韻； 庭 (靑 韻) 寧 (靑 sg) 

と あるな どに て兑 るべ く 「明」 と 同類な る 「盟」 は 書 經 に 「盟 津」 と あ る を ば r 孟 律」 と も 書 き、 

いづれ も 「マ クシ ン」 と よみ 「g 肌」 を 「孟」 と 共通して 用ゐ たる にても 古の 音 を 見る べし。 

三、 居 (ケ) 取 (ケ) 

この 二 宇 共に 廣^に て は 卒聲魚 韻に 屬し いづれ も 韻 鏡 第 十一 轉の 同類の 音に 

し て、 淡 音 「ィ ョ」 炎 音 一 ョ」 の 韻 なり。 然るに、 これら を 「ケ」 に あてた る こと 如何。 韻窖を 

見る に これら を r ケ」 に 用ゐ るべ き 關係を 見す、 又 この類の 他の 字に これが 類例 を 見 

す。 然るに この 二字 共に 現今の 支那 音に て は 「kc」 又 は 「k ど (さ は 0 と a との 中間 昔) と 

せ h^。 かくて 、父 魚 の SS は 古 は 0 なりし が 漸次に 變 化して、 今の 支那 音に て はす 

ベ て §?U、K§.  乂は .1 に SX 化し 去れる ものな り。 それ故に これら を 「ケ」 の 假名に 用 

わたる もの は、 上 にい ふ 如き 他の. 音と は 別 にし て、 恐 らく は 。よ り、 ー に 漸，、 に 

る ベ き 過 渡 の 昔 に ぁ ら ざ し か。 しか も、 そ れが 「e」 と な れるは 現 今 「i」 の として 

行 はる、 地方の S 家 音、 寧 波 音、 SS 州 音 等卽ち 南方 系統の 音な る ベ き を 見る. - 然 
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る とき は これら は 所謂 古音に あらす して 或は 眞の吳 の 音と 稱 せらる ベ きものな 

らむも 知られす。 

四、 意 (ォ) 止 (ト) 費 (ホ) 已 (ョ) 里 (") 

「意」 は 廣韻 にて は 去 聲第七 志 韻に 馬 し、 「費」 は 去 聲第八 未 韻に 馬 し、 「止/巳」 「里」 は 上 磬 

第 六 止 韻に 屬 せり。 而 して、 そ の 「意』 「止 f 己」 「里」 は 共 に 韻 饞 第 八轉 に 屬 し、 「費」 は 韻 鏡 第 

十 轉に屬 す。 この 第 八- 轉と第 十 轉とは 稍 異なる ところ あれ ど、 共 に 止 攝に屬 し 極 

めて 近似す る ものな り。 その 第 八 轉に屬 する 平 聲の之 韻、 上 磬の止 韻、 去 聲の志 韻 

の 字に は 今の 吳 音に て 「ォ」 の 韻に 用ゐる もの 少 からす。 たと へば、 

(之 韻) 其 期 碁 

《止 韻) 己起祀 

(志 韻) 忌 

の 如し。 され ば、 こ れ は 古、 ォ 韻な りし ものなら む。 然ると き は 「止」 が 「ト」 の 音と して 

「ォ」 韻に 屬 する こと も考 へうべし。 次 に 「費」 は その 未 韻なる 字に 類例 を 見ね ど、 同 類 

と し て、 或 は 古 「ホ」 な hN しこと ならむ か。 

五、 須 (ソ) 

これ は廣韻 卒磬虞 韻に 屬す。 この 韻の 字 は 萬 葉 假名に て はこの 他す ベ て 一， ク鸛 


らす。 一二 例 


にて 川 ねられて あれ ど、 この 韻の 文字 の 『ォ」 韻 として 古く 用 ゐられ たる 傍證ぁ 

その  一二 例 を あぐれば、 

娘 句 鲰瘦拘 

の 如く 佛經に 於け る 梵語の 音譯 にて は 「0」 にあ てられた る もの 少か 

をい は》 

0  0  Gotama 拘律陀 Kolita  (中 本 起經) 

須 曼 Somana 拘薩國 Kosala  (普 曜經) 

されば、 これ 亦漢魏 時代の 昔と いひて 可な， 5。 

六、 苦 (ト) 台 (ト) M (ド) 耐 (ト) 廼 (ノ) 乃 (ノ) 

「苦/台」 は^  ^  }^ 薺哈 に ® し 「タ ィ」 と 發音 する を 常と し 「臺」 は その 同 

と 「乃」 と は 同字に して Ks@ 上聲海 韻に 屬 し、 普 通 に 「ダ ィ」 又 は 「ナ ィ」 の 音 

代 ^ に S し、こ れ 亦「タ ィ」の 音 な り。 而し てこの 哈、 海、 代 の 三 韻 は 四 

して 共に 韻 « 第 十三 糖に S し、 漢音 は 韻、 え 音 は .s  §g なる を 常と す 

一類の 韻の 中、 わが 古来の 音に て 0  ^ に 用ゐる もの 往々 存す。 その 

《哈懺 ) 能 

《海 锢) 等 菩 
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一類な，^。 「®」 

と す。 「耐」 は 去 

聲の 差の みに 

V 然るに、 この 

例 次の 如し。 
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(代 韻) 能  一 

さ れば、 これ らも 亦 古音な りしなら むか。 而し て 「廼」 を 「ド」 と せる は その ダ行と した 一 

る もの 「ノ」 とせる はナ行 音と しての ものと してなら む。  1 

七、 支 (キ)  一 

「支」 は 漢音 吳音 共に 「シ」 なり。 こ れ を 「キ」 に 用ゐる こと は、 そ の 子音の 差 あるに よ る。： 

これの 子音 は 韻 鏡に いふ 精 母に して 齒 音 「シ」 た る に、 こ 、に 牙 音 「キ」 と せる は 如何と 一 

ぃふこと間題な.=^。 今 廣韻中 これと 同 韻 同 母の 文字の 形聲 なる もの を 見る に 一 

(支) 波. S 綏枝授 歧肢妓  一 

(只) 朐 ー螢鷲 IS 錢豉鞍  ^ 

(巵) 据釐 

(氏) 紙 鼴練眵 解橹擒  ，ー 

次に これ を聲を 異にする のみなる 上 聲の紙 韻 去 聲の寞 韻の 同 韻 同 母の 文字 を 見 一 

る に、 紙 韻 にて は  •  一 

紙 坻抵砥 ffi  ： 一 

只^^  3£ 轵 侈贊  . 一 

K 韻に て は  . 


J* 嶙 忮伎詨 il5 觯 s ハ 

と あり て、 そ の 主たる 字母 は 「支/只」 の 一 一な りと す。 かくて こ の 『支/只 >^」 磬 とする 同 韻 

の 文字 を 見る に、  -  . 

岐^ 郊 歧歧趟 般敎跌 伎鼓妓 (支 韻) 

技妓伎 歧歧庋 (紙 韻) 芙 伎 S 韻) 

の 如 く 「キ」 ^3 なる もの 少 からす。 これ を 以て 見れば 古 「キ」 音 な， 9 しなら む。 これ を 

ば 多くの 人 は 「伎」 の 略な りと すれ ど、 日本 紀に 新羅の 官職 名に 【干 岐 /sif 岐」 とか け る を 

ば、 支那の 史 たる 南史 新羅 傅に はすべ て 「旱 支」 とかけ，. >。 又 今 本の 魏 志に 本邦の 

事 を：^ せる に 「s 馬 國」 の 次に ある 二 大 國」 と ある は 二 支 國」 の 誤た る こと は それ を傳 

承せ る 北史に 明かに 二 支 阔」 と かける にて 明かな り。 これによ hs て r キ」 に 古 く「4^?^」を 

用ゐ しこと は その 正音に よりし こと を 見る ベ し。 

八、 .卞べ チ) 

至 は M に 「 シ」 と よまる、 字な り。 然る に 「チ」 に あてた る は 如：^〕 この -丫 は ffi 

にて は 去聲； 土^の 首 字に して 齒音 母に SS する ものな hs。 そ の 同類 同 母の 文 字 

を あぐれ ば、 
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な. 9。 又 同類の 音 な る 平 磬 脂 韻、 上 » 旨 韻 の う ち、 同 じ く 照 母 の 文 字 を 撿 す れ ば、 

脂 指 鶄 瀰 祗 街 砥 遵 (脂 韻) 

旨 指惜 ft 隨 底砥 S  (旨 韻 一 

と あり。 その 文 母 は  . 

執 質 旨 至 it? 氏 只 

等なる が 「執」 を 文 母と せる 字の 

蟄 

は タ行 音な り。 質 に r チ」 の 音 あ ，0 「環」 に も r チ」 の 音 あ り。 rs」 は 自 身 に r- ズ ィ」 の 音 あ bo 

又 「至」 を 文 母と する 

致 到 窒垤蛭 姪 

等. は いづれ も タ行 音なる を 見れ ば、 至 は 「シ」 に あらす し て 「チ」 な h> しこと を考へ う ベ 

し。 而し てこの 照 母の 音 は 今の 支那 音に て は いづれ もお 又は， 3 な れば T チ」 を 古 昔 

とする は當然 なるべし。 

九、 凡 (ッ) 

ヌ」 に 「R」 を あつる こと は旣 にいへ り。 これにつ き て 「州」 の 省字 な とい ふ 說古來 

行 はれ たれ ど、 大 矢 透 氏 の 「川」 字 なりと する 說 を 是 と す ベ きに^た り。 こ の 「川-と に 


ふ 文字 は 元 來 は 「化」 の 形なる ものなる が、 これ を 文 母と せる 字に は 

顺 訓細馴 釧巡驯 

等 ありて、 その Si は 後代 は山攝 第二 十四 轉に屬 すれ ど、 古 代 は 第 十八 轉の音 なりし 

ならむ とい へ る が、 そ の 轉に屬 する 文 宇に 

順え 訪糾勒 $  0 

の ある を以 て、 こ の說の 無稽に あらぬ を考ふ ベ く、 而 して この 字は廣 にて は平聲 

仙お に，： a する もの なれ ば、 子 韻 は 穿 母に 屬 する が、 古 は タ行 音な りしなら むと いへ 

り。 この i 力 母の 文字 は 今日の 支那 音に て は いづれ も， 3 又はお なれば、 これ 亦 あり 

うべき なり。 この 故に さ 音 は 恐らく は 「ッ ヌ」 な， 0 し を その 「スー を 省き て 「ッ」 の S 名： 

せし ならむ。 

卜、 上 (ト) 

「4:;」 は ^1 力 せ 「ン」 な るに 古お 3 に r ト」 に 用ゐ たり。 この 字は廣 韻に て は 上 S  i  -wi にし 

て はに » せ..^。 而し て、 上 ^ は 古、 「ォ」 S3 た り しなるべき こ と 「-. な/ 53;」 「已」 「su」 の 條に述 

べ、§？ 母 に す る 字 の 古昔 は、 タ ：仃 なりし ならむ こと は 「至」 の 條 にいへ り。 卽 ち タ行 

fB" の才？ i な る ものと し て 「ト」 と い ふ古音の存せしならむ。 

以上述ぶ る i?,、 に し て わ が 上代 に は今 の^§^:1- 二 音 の 外 に 更 に 古き音若く は そ 
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の 以外の 音の 行 はれし こと ありし を 見るべし。 もとより 今より して 

知る ベ からね ど、 こ の 一 斑 を 以て 推す こと を 得べき なり。 

M 唐  音 

漢音 吳音 及び 古音の 外にな ほ 一 種別なる 音が 漢字 音と して 往々 川 

ふ。 それら は 次の 如き ものな り。 


と あり。 これ を 普通に 唐音と 

ァ n 

下火 


饀 

アン ザィ 

行 在 

アン ドン 

行燈 

アン ズ 

杏子 


アン グゥ 


アン ギヤ 


アン ジャ 

行者 


行火 (ァ ン 力) 

ァ ン 二 ン 

杏仁 


ギン ァ (ナ) ン 


イン デン 

應帝 

ゥ サン ゥ サン ゥ a ン 

胡囊 胡 散 胡亂 

ゥヰ ラウ 

外郎 

ゥキ キヤウ 

茴香 

カン  カンパン  カン ド n 

甲 甲板 (甲所) 


(下) 

(饀) 

アン 

(行) 

アン 

(杏) 

イイ 

二) 

イン 

(胡) 

(I: ヰ) 

ゥヰ 

(茴) 

カン 

(甲) 


羊羹 

キビ ショウ 

急燒 

キン  - 

磬  ， 

カン キン  キン t ン  フ ギン 

看 經 經 行 諷 經 

トンキン  ナンキン 

東京 南京 

キャン チン 

香 椿 (ヒ ヤンの 訛、 チャン 

とも 訛る) 

シヅ クイ 

石灰 

クヮィ 

九 

コ リン  ァ r-  コタヅ 

火 鈴 下火 火燧 

シッ クイ 

石灰 


第 

3L 
章 

の 
形 

の 

お 


* 什' 栗' 株: 

^  m*  fir 子- 
lit 

杏? 

了-: 


宋 
代 

の 

湯う m 鼠ス 子- 


金 i 椅ィ m 相; 
子ス 子ス fff ス 思; 

豆， 

子ス 子ス 


m 緞ぶ' 拂? 
子ズ 子ス 子- 


& 3： 
子 A 子- 


祥 ^ 相ミ四 淸 £ 講 £ 卓 SjgS 竹; 
端 ^ 思ミ百 規ギ暇 力 タ截 f 遂: 
八 

十 £ 淸£ 普 7 
寺 朝 S 請 S 


ft ス 思ス 祥ぎ 相 5^ 十 £ 淸£ 請ミ 卓ぎ 卓: う 竹; 


im  g:  m  -J:'    m    -tt  m  mt  mt  m  m  ft 


► ン デゥ タツ チウ 

0  m 塔 頭 

チン 

亭 

チ ン 

チャウ チン 

提《 

マ チン 

馬錢 

チン サゥ トウ チ ン カウ 

a 相 透 頂 香 

揲子 (又ち や つ) 

チェ ェ 

七 

ケン チェン 

卷 纖 (け ん ちゃ ん、 け ん ちん ト 

訛 レノ) 

様子 慈 子 (だ ん つう ト^こ 

グ ッ 

豆 子 

ノン ヅゥ ン ヅッゥ 

面 桶 漆 S 

トンキン  カン. r ン 

柬古小 鹿 東 

フ トン  タ ドン  ス牟 ► ン 

00 炭 M 水^ 

r ン 

1 六 丸 


@，  ml  m  mi  Wi  '^i 蔵 ^  g? ま Mi 


和ヲ m  « -ゥ、 兩さ mi  fii  六 さ 厳ラ 帽？  mi 孟 z 
尙ミ礬 '、蔆 ご 等 J 子 ズ膽さ       乾 ミ子 ス朝 浪 J 


唐音と いふ 名目 は德川 時代に 盛んに 用ゐら れ、 從 つ て、 こ の诗 fi^ にあら はれた る 


國 語の 中に 於け る 漢語の 研究 

し ス-  ドン 

緞子  (緞) 

^  F  ナン 

f  (納) 

ノン レゥ ノン レン  ノン キ  ノ； V 

暧寮 暖簾 暧氣  (i) 

ハク ビ  ク 

法被  (法) 

t ゴタ ィ  t 

卒 江帶，  (平) 

テン ビン  シ 3 ゥ i カリ 

天 ま 天 粹 と 書く 時 秤 は稱に 

して 別な 1  (平) 

ビン  ド ビン  テツ ビン  クヮ ビン 

瓶 土瓶 鐡瓶 花 、瓶 

シ ュ ビン  . ビン 

瓶.  (瓶) 

t ン ポク  t ン 

秉拂  (秉) 

タン ポ  ポ 

湯 婆  (敦 

焙爐  (焙) 

ホッス  t ン ポタ  ホヅ 

拂子 秉拂  (拂) 

ホッケン  P 

黃 媚  1 


以上の 外 「算 盤」 な ども この類に 屬 する もの か。 


1 七 0 


風鈴 火 鈴 


サ リン 


グ 

具 


. ヲ ランダ 

和蘭陀 


名目の 如く なれ. ど も、 決して 然ら や。 文 安の 頃に 編 したる 堪囊 鈔に旣 にこの 目 見 

ゆ。 たと へば 

灯呂ヲ アントン、 チヤ クチン ナント 云、 文字 如何。 挑 灯ト書 テ、 チ ャ クチン トヨ • 

，，青,  0  0  キヤウ  アン ザィ アン ジャ 

、、、、行 灯ヲ アントン トヨ ム、 皆 唐音 歟。 行 ノ字ヲ アン トヨ ム 事、 行 在、 行 者 等 也 

、 、 、 、 

又 

頸 一一 卷物ヲ スシク ト云ハ 何事 ソ。 洒州ト 書 也。  先 ハシ、 クナル へ キヲ， 

、  0  0  ホウ シ、、 、  、  シ シゥ  ゾゥキ ヤヲ シヤク 

スト 云ハ 音 也。 « 子ヲ モク スト 云、 四百 ヲス百 ト云カ 如シ。 洒州ノ 傲 伽和尙 

始テ 作ルト 云リ。 

又 かくの 如き もの を宋 音と もい へ ，5。 たと へば、 

ッス、 チャット 云字ハ 何ソ。 様子 大ニ 淺シ。 豆子少シ深ト^ケリ。 樵 子トハ 

宋 昔歟。 ぼ ハ余涉 反 ナレハ 櫟子ト 云ハロ 4- 漢ノ兩 音 一一 非ス。 今然ヲ チャット 云 

ハ子ヲ 略 セル ニヤ。 是ヲ字 ノ訓ト 思へ〃 人 有テ、 揲 ノー  字用ル 有。 是ハ 如何 侍 

子 ウジ  カタ トヅ  +(..) 

ラン。 和^ 一一  ハ * ス。 又 茶碗 ノ類 一一 饒磁ト 云 皿 有リ。 總テ 椀ト云 ヨリ。 是等 

« 家ノ  M  ：^。   士 御円ノ 御宇 二葉 上 僭 正 渐ク？ t  ノ 風儀 ヲ起シ 、彼ノ 孫弟聖 

1 H  W 相 核 テ、 四 條後嗟 蛾 ノ御比 彌盛ニ 成 ニグ タ* 當時ハ Si 人 皆 此ノ風 體ヲ好 

ム 二 ャ。 一 向 お：：：！ ナ ント中 人 多 成 二 依 テ本ョ リノ 和 國ノ， ほ ト紛八 "テ 分〃 
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國諼の 中に 於け る St 讒 ct^ 究  ーセニ 

スクナ 

人モ少 カルへ シト ナン。 

といへ KVO 而 して 上述の 如く、 これら は 禪宗の 僧侶の 用ゐ しもの が、 世 風に 及ぼし 

たる 由に い へ るが、 その 事 は 同じ 書に なほ 次の 如くい ？。 

t ン ホッ  ノン リャ ♦ 

叢林 ノ秉拂 寮 等 ノ兩斑 寮ヲ賀 スルヲ ノン タヤ クト云 何事 ソ。 字 一一 ハ 暖察ト 

書ク。 入院 ヲ賀 スルヲ 暖寺ト 云。 其席ヲ カタ ムル心 也。 惣 -プ禪 家名 目 皆以」 グ 

常ナ ラズ。 交 衆ヲハ 掛塔ト 云。 離 寺ヲハ 起單ト 云。 寺 住ヲハ 参暇ト 云、 他行 ヲ 


力 請暇 ト云。 行ヲ ハ行 脚ト 云。 死ヲハ 死了ト 云。 飯米 ヲハ 陪堂ト 云。 アキ ナ 

ヒス ルヲハ 賣僧ト 云。 俗 氣ヲハ 撥非ト 云。 洗濯 ヲハ 洗お ト云。 鈴ヲ鈴 トヨミ- 

ケ. r  - キン  ホウ  ハッケン  ヅ トメ  フ キン 

磬 ヲハ磬 トヨ ム。 法 流ヲハ 門派ト 云、 同朋 ヲハ 法眷ト 云。 勤ヲハ 諷經ト 云、 讀經 

カン キン  チウ  アツ カル 

ヲハ 看經ト 云。 當住 ヲ當頭 和尙ト 云、 前住ヲ 東堂ト 云。 經藏 ヲ預ヲ 藏主ト 云、 文 

ザ 力 ル 

章 ヲ掌ヲ 書記 ト云。 (下略) 

と あり。 

さて これらが 宋 朝の 音なる こと はこれ よ， 9 も 稍 古 き、 弘 安 頃に 著したり し 塵 袋 

にも 見えた るに て 知らるべし。 たと へ ば、 卷 七に 「サバト〃 トイ フ ハ 三 把 歟、 三 飯 歟 

散 飯歟」 と いふに 對 して 

昔 ヨリ 思々 ュ書 習ハシ ター 准ナ ラズ。 宋 朝-ハサ ハヲハ 出生 食 ト云フ 。是 


二 ヨリ テ人 宋ノき トモ ハ生飯 ト！？ 11 テサハ トヨ ム。 宋^  二 ハ： y  ノ字ヲ サン ト fn 

チクシ ャゥ 

ムュへ ：3。 人ヲ ノル 一一 モシ クサ ント 云フハ 畜生 ト卞： 2 テシ カヨ ム也。 

と あり。 乂同卷 に 

宋朝ノ お 二 モノ ヲ カフ トキ： y ハ ノア タヒノ 多少 ヲ タツ ヌル 一一 ハイク ラノセ 一一 

、ウル ソト： ：ム ハント テ 幾錢ト ソ云フ ナ〃。 

とい ひたり 0 

然 れ ども、 これよりも 前、 明 覺の悉 暴 要訣に 旣 にこの 種の 昔の事 を 記 載せ. -。 そ 

の^ 一  末に 

尺 4:^ シ ン云^ 經ケ ィヲ、 ンィ ヒ、 等 トク チン ィ ヒ 、日本 カム- グカ ウディ フ。 

ス ム * テヲ スクデ トイ フ 0 

义 

大唐 商人 ズ羅 字リャ 叶， 之。 

と い ひ、 二に  ， 

大唐杭 州 云 ユア ム ジ クー 行 *? 云 一一 ァ ン ジ ャ,。 

とい ひ、 

又大 人 =a ほ ユン トイ ヒ、 又 日本 愚人 法 華ヲ云 一一 I:- ェ、 ムー。 
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とい ひ、 

此大唐 1 商人 摩訶ー モコィ t 、一  云- モ ォ 1 莎訶ソ モコィ ヒテ. コォ相 通。 

と い ひ、 卷三 に 於いて、 

• 如 k 唐人 杭 州 云- ァ ン シ クー 行者 云 一一 ァ ンシ ヤー 摩訶モ オイ ヒ、 普賢 云 や ェ 

者 豈 不 Jwfe。 

といへ り。 然れ ども、 この頃に は 未だ 唐音と はい は ざり しに や。 要訣 卷 三に 

問 阿 圏 佛之鬩 字 其 音 如何。 

答 唐 韻 入磬屋 韻 云 閼初六 反、 内 典 有， 一 阿 顧 如来 1 * 玄賛亦 用， 一 初 六 反 1 故 万人 唐 音 云- 

ソ クー 和音 云 一一 シ ュ クー。 

と い ひ、 又 

慈 恩 寺基師 云、 褥 字內泼 反、 有 作， 舞 非 也。. <  小 切 韻入聲 JJg 韻 舞 If 一一" 依， 之 万 人、 唐 音 

云 一一 ト ク； 和音 云- ノ ク、  •  , 

又 

ハ  ナリ ス イノ  二 ハ  B  -1C ユイ 33 

答 維 字 平磬以 佳 反與， 一惟 遺 唯 1 同音 也。 唐音 云， 謂 I 和音 云 feijf 

と 注せり。 又 

問 法 華 經等經 和音 讀之。 維 字 用-唐音 1 何 非-狂人 一 邪。 答 三 藏飜經 之 日、 以， 一 唐ず？！ 


之。 故 s-音 正 順 n 梵語 1 也。 傳法 大師 以 _1 唐音 1 傳ー 和國, 時、 雖， 用-和音, 亦 有 唐音 1。 泥 字， 奴 一 

ノナ ラハト ノハ ■  卩ハ  ト  一 

e 反 和音 可」 Mil 子 ィ-尾 字 無 匪 反、 和 音 可, 云 染 字汝鹽 反、 和 音 可 子 ム 1 帝 釋 、刹 帝 i 

チイ n ク ティ キゥ カウ  タリ  ヲノ二  ヲノカ  一 

利、 W 哭 啼泣恒 時、 恒 河沙、 此等旣 用き 音 1 維 字 用， 1 唐 音 1 有 何 過 一 邪。  一 

といへ り。 これらの 唐音と いふ 語 はた 支那の 音と いふ 程の 意に し て、 後世 い ふ i 

所の 唐音の 義には あらす。 かく て、 そ の 唐音と い へ る もの と、 唐 人 云、 大唐 人 云 々、大 一 

唐 商人 云々 とい へ る ものと は 音の 旣に 異なる を 見れば、 この 唐 人、 大 唐人 は 別と し 一 

て、 大唐 商人と い へる は當時 若く は その 前に 来朝せ る 朱の ® 人 を させり と考 へら 一 

る、 もの なれば、 これら はた-^ 傳問 のみに 止まらす 本朝 人の 直接に これ を 耳に し 一 

おる ものに 出づる もの 少 からざる べきな .5。 而 して その 卷 三に 於いて、  一 

時世 改變 人語 改事以 一 一大 唐 一可， 爲， 證。 阿 オイ ヒ、 那ヲノ ィヒ、 多 トイ フ* 豈奥 一一 古語 I 相 一 

諧乎。  一 

といへ る こと は、 時代 に 正音と 立てた る もの と、 そ の宋 時代の 音と を 比較 すれば •< 

明か に^ 異の？ I めら れたる ものなる が 如し。 

以上の？^ 例に よりて、 朱 朝の 音が、 庙 時代の 音と 頗る 異なる 點を 生じた る こと を 

る。 かくの 如き 狀 況を徵 すべ^: S 料と して は 鶴 林 玉露に 著者 羅大經 が 本朝の 

« 安覺 に、. S うて、 5^ したる Kwg の音譯 なり。 その 例 を 次に あぐ。  i 
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秀才 殿羅能 

僧 黄榜 

硯 松 蘇 利必. 

筆 分 直 . 

墨 蘇彌 

頭 賀是羅 

^  提 

眼 媚 

口 窟底 


七 六 


(？) 

ヲ バ 

ス ズ 

フ デ 

ス ミ 

力 シ 

ク チ 


ク 


入？) 


ラ 


耳 

ムネ 

心 

酒 


弭 々 

皮 部 

母兒 

叉兒 

下 米 

客 安之 

洗 和 

沙嬉 


力 ホ (？) 

ム ネ 

ス ネ 

ァ メ 

(？) 

シ ヲ 

サ ケ 


この 安 覺は榮 西 禪師の 弟に して 、来に 入 

切經 を書寫 し、 承 元々 年に その 功 を 終へ 

見る に 傳寫の 訛 謬 ありと 見ら るる 點少 


つ て 歸 朝した る 

名高 き 人 な り。 


り、 十 餘年ぁ 

たる を 以て 

からね ど 、略 その 時代の 字音 を も 推 


後手 づ 

今 こ の 


力 


し ( 


この種の 字音 は旣に 述べた る 如く、 宋 

口耳の 間に 傳 へ しもの も少 から ざ， 5 し 

來 支那と は 公式の 交際 を 行 はれ ざ b しが、 圓融 天皇の 御宇に 宋が 支那の 天下 


の 一 商人の わが 國に 来れる ものよ b 

ならむ。 宇多 天皇の 時 遣唐使 廢せ 


ら 一 

語 を 

し ベ 

ち  一 W 

れ. W 

を 1 


统 してよ， On ま 

人の 來舶 せし 

ベ き 由の は 符 

を 追ひ歸 さむ 

あ hso かくの 

たれ ど、 M 侶の 

が 故に、 それら 

便乘 せし もの 

の歸 X ゆせ しも 

b せし もの 多 

すぐべし。 

宋 tsu の わが 

西禪師 及び そ 

薛を iS へ 、又 そ 

の 議の赏 時の 


た我國 との 商業 上の 交通 

ものにして、 一 條 天皇 直 弘 

を 下されし か ど、 そ の 制限 

とせられ しか ど、 當時 唐物 

如くに して わが 國ょカ は 

宋に 赴きて、 佛敎を 研究す 

の 僭 侶の 往来 は屢行 はれ 

なり。 かくの 如く なれば- 

のよ hN 傳 へられし もの あ 

かりし ならむ 0 この 事 は 


國 に 

の 徒 


を 開きた る が、 そ れは 主と し 

二 年に は宋の 商人に 年紀を 

を 待た すして 来朝せ し 事 あ 

の 需要 ありし が爲に その 議 


私 

力 


傅 はりし まじめ ま& 

によりて 禪 {1 ザの 勃興す 

の禪 宗の爲 に、 宋 元の 借 侶の 

S ことに 禪 宗徒 の 用 ゐるも 


も 至. 0 しなら むこと は、 かの SJ« 鈔の傳 ふ 


に宋に 入りて 賀易 する こ 

こと は 勅許 せらる る 事に 

が、 それら は いづれ も宋の 

が國 人の 宋 昔に 接せし こ 

しなら むが、 他方に は來舶 

の 明 覺の悉 曇 要訣の 記載 

く は 上述の 如き 狀況 な， 5 

るに つれ て、 か れら の留學 

渡来せ しもの も少 からす 

の が、 そ の 徒の 間よ 世上 

る 所を兑 て も ®  しう ベ 


て彼國 よ. - a 

一 定 して 来る 

り て 朝議 こ れ 

止みた る こと 

とを禁 せられ 

な て ありし 

商人の 船舶に 

と は、 入 朱の 傲 

の宋の 商人よ 

にても 思 半に 

し ならむ が、 榮 

せし 時學 びし 

して ここに か 

に 流. 5e する に 

し 0 
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この. 音 は 上述の 如 く、 吳 音 

が、 或 は宋 音と もい ひし かど 

い ふ 名稱 はた だ 支那と い ふ 

び て、 元 と な -.^  、明 と な ，9、 淸 と 

ぶ 慣例と なりし が 如し。 こ 

の 語に 用 ゐられ しか、 知られ 

今の 世に 殘り て、 世俗 に用ゐ 

この 唐音 を 主として 記せ 

る もの は 帝 國圖書 館に 存す 

寫 畢 j と 記 せる 傳寫 本に して 

る ものと は 思 はれす。 これ 

に 記入し たれば、 その 點 より 

降って 德治 元年に 出で た 

從來 唐音 を 記入せ し辭 書の 

の 略韵に 著しく 似 たれば、 そ 

つ こと 三十 年の 昔に 出で し 


漢音 行 はれた 

も、 室 町 時代 以 

程の 意に して 

なりて も、 同 じ 

れらの 音 は そ 

ね ど、 禪宗 に は 

& るる もの ま 

る 書 は 如何と 

る 略韵と 題す 

その 原本 は 今 

は 平聲の 部の 

見て 貴重なる 

る 聚分韻 略に 

はじめの 如く 

れに傚 ひし も 

ものな hN とす 


る 後 に 於いて 宋 

後 は 多，、. 唐音と 

唐朝の 代の 意 に 

く それらの 音 を 

の はじめ 傳 へら 

廣 き範圍 に用ゐ 

特定の 語に 限ら 

いふに、 この 點に 

る 書な り。 これ 

如何に なれる か 

みに 止まる もの 

研究資料た と 

唐音 を 假名に て 

考 へられ たれ ど- 

のな  るべ  く、 略 韵 


1 七 八 

の 音 を 傳 へ 

呼ばれたり 

は あら や。 

ば 唐 音の 名 

れし 頃に は 

られ しが 如 

れ たり。 

於いて 最も 

は 末 に 「弘 安 

知らね ど、 信 

なれ ど、 所謂 

す。 

注せり とい 

これ は その 


し 者なら む 

U この 唐と 

而 して 宋亡 

稱 を 以て 呼 

幾何の 範圍 

し。 され ど、 

古しと 見 ゆ 

二 年 卯 四月 

すべ から ざ 

宋 音な 各 字 

ふ說 あ..^ て、 

組織 は 上述 


は實に 聚分韵 略に 先 だ； 


今 見る 文明 版、 明 應版 等の ふり 假名 は 


後人の 追加に し て、 享 祿 版、 永 正 版、 天 文 版に なく、 大內 版に も な し。 ^ "J:^ 十七 年の 版 

に至-5てはじめて^§音を入れたるに止まるものな-.^。 

ノ 元寇 ありて よ 彼我の 好、 (：3 的 交通 は中絕 せし 姿な りし かど、 明の 時代に 至りて 

は^ 府は 再び 好 を 通せし が、 そ の 使節と なりし 人々 は 主として 五山の 僧な ちしな 

り。 それら^ 使節と 共に 明に 往復せ しもの、 又 倭寇の 徒 も 親しく それらの 音 を 

口耳に せし ならむ。 又 彼國の 商人 も往來 せし ことなれ ば、 明 代の 語 も 亦 想像 以上 

にわが^ 人に 知られて ありし ならむ。 而 して、 その 交通の 正使が 往来す るに 伴 ひ 

し 支那 152 の 通 市に は 主として 明 人 を用ゐ しもの の 如し。 その 事 は 東 福 寺の 僧惠 

a の 竹 居淸事 に 「送 & 事趙 公文 端 三 入 一 一大 明 P 序」 あ り。 (この 人 はもと 明 人に して 後 

花園 天皇の 頃 前後 二十 年間 通 事と して 三た び 明に 往來 せし こと、 この 文に て 明か 

なり X 周 風の 翰林 胡^^に は 「送：： 錢 宗 瑰 入 ーー大 明 1 序」 あ り。 この 人 も 亦 通 事たり しな 

り。 かくの 如く なれば、 七十 一番 職人 盡 歌合に 通 事と して 支 « 人の 姿 を 描きて， そ 

の 歌に 

住吉の 入江の 月 や 故 鄉の姑 蘇 城外の あきのお も かけ。 

と あり. - これ ルの M 際 を 描きし ものなる を 見るべし。 この 制度 は德川 時代に 入 

りて？ ^  W せら れ、 は じめ て M 崎に 通 事 を K きたる は C お 良 九 if- な るが、 この 時に 明 
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人憑大 とい ふ もの を 採用した，^ ひ 爾来 支那 人の 長 崎の 唐 通 事と して 採用せられ 

たる もの 少 から す、 そ の歸 化しお る 後の 子孫が、 本邦の 文化に^ 獻 せる もの 少 から 

. 明 代の 支那. & 原の 音 は 中原 音韻に てこれ を硏究 する をうべき が、 そ の 時代の 音 

を 以て わが 國語を 彼國の 史籍に て 記せる ものに は 

武備 志 の 日本 考の 譯語篇 

全浙 兵制の 日本 風土記の 語 言 及歌謠 

音韻 字 海の 夷 語音 釋 

日本 寄 語 

等 あり。 これ を 略韵及 び、 そ の 以前の ものに 比 ぶれ ば、 多 少の 音の 變化 ある を 見る 0 

而 し て、 吾 人 は 「印」 を 「銀 盤」 (印 判の 意) と かける にて わが 「銀 杏」 の 【銀」 の 音の 基づく ところ 

を 知り、 「丹 後」 を 「丹哥 1 「子」 を 「莫 宿 哥」 と かける に て 「鸚 哥」 の 「哥」 の 音の 基づく ところ を 知り、 

「打」 を 「胡 子」 とか ける により て 「胡 亂 J^c- ど の 「胡」 の 音の 由 來を知  う */ し 0 

. この 時代の 人々 の 支那 音に 通せし ことの ありし は、 大 內義隆 記、 山 科 言繼卿 記な 

ど を 見て 知る ベ く、 入 明の 使 僧の 記事 は 勿論なる が、 桂庵 和 尙 (永 正 五 年歿) の 晩年の 

著なる. 家法 倭點 などに も 唐音と いふ 名目に て 記入せ る點 あり。 この頃に わが « 


茶， 子， 爐" 


ik コ 菱 J 胡' 


に 渡：^ せし 人名 乂 輸入せ しさ 畫の 名家の 名、 骨 ^の 名目 はこの 唐音 を 以て 呼ばれ 

たる もの 少 からす。 これら を 漢音 吳音 にて 呼ぶ. 時には 今な ほ 骨 童 家の 間に は 通 

用せ ざるな り。 次に それらの 人名 を 少しく あぐ。 

^l^c^ テウス カウ  ^|^^2{ス 、ャゥ  昭 スセゥ 

明 ミン テク キン  明 t^l^^^ ミンセクソゥ  g  .j^l ^エンス.." ン 

盛 $.』 シン ホウ  徑山西 g キン サン モイ カン 

M 隱近 中.^ ン イン タウ チタ 

夏 明 カミン M ン 

俊 明 極 シン、、、 ンキ 

« 輝 ゲン t 

$3 時 この ffi 音の 語が 如何に ねられて ありし かの 實際を 見る に 一條 «^の《 

と ふる：^  f^if* の 中に この 街 音の が 名詞と して 散見す るを见 る。 たと へば 

サン 

花托 

ノ  キン  ヅン， ン牟ン ジ ン ズ 

0 は..：^ 山 ほ ^ 山、 A  40 陰、 慈 也。 


よ ！）  次 
る と  の 
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タリ  ミン  タヅ チウ 

庫裏 明樓 塔 頭 

ノン レン ノン セキ 

次、 爲-室 內之飾 1 暖 簾、 暖 席.… 

花 導 I 蔵 雜具者  枕 子 

4i 堂 首 坐  東藏主 知 客 

典 k 直 歳 修造 司 殿 主 

ノウン f ゥ  シャゥ 口 フ 

寒 更紅糟  生蘿蔔 


I 八 二 


秉拂 

ィ ス テンス 

.椅 子、 凳 子 


モウ ス 

帽 子 


拂子、 

浴 主 

チンジュ ゥ 

淨頭 

ス シゥ 

首 蜀 


脚榻 

シッ ヘイ 

竹篦、 

クウ ス 

都 寺 

請暇 

キヤ ハ ン 

脚絆 


金 段… _ 

フ 卜ン 

蒲圑 

フク 

上 副 寺 

ァ ン 

行者 

諷經. 


請 客 侍者 

カン ゾ 

監寺 

タ ， 

fear  3B1W 

シン ソ 

陞座 

包 子 


副 寺 

東 司 

チヤ プ 

揲子 


ヲ V- プ 

頭 首 方 

テン ゾ 

典 座 


シヅ スィ 

直 歳 


. 段 子 


下 副 寺 

チウ 

供 頭 


れらの W 宗驕 係の もの は異制 庭訓 往来に も あら はれたり。 その 例 


而 して 

如し。 

イノ シカ 

維那 知 客 

ティ チャン ッゥ フ ン 

提 點都閡 

シン タヅ チウ 

昇 堂 塔 頭 

シン 力 t ン本ク 

is 暇 秉拂 

湯 瓶 》羹  . 

卷 餅  ^^^^^ 

然れど も、 そ れらに は その 時代の よみ 方縿 假名 付な けれ ば、 明 か に、 し か 登 音せ 

斷言 する を 得 ざ る點も あるべし。 桂 川 地藏記 (弘治 二 年 書 寫の前 田 侯爵 本に 


の 文 辭の板 假名 . 

金羅 (キ) ン n 

花 緩 クタ" ン 

梅花 乇ィ (クヮ ) 

榀 茶レ， ィサ 

栗鼠 ミス ， 


は 明かに 唐音 を 加へ たる もの あ-. > - 

段 金 ドン (キ) ン 綿 子 メンス 

段 子 ドン ス  襦子 シュス 

靑繙羅 シン ハン n 南 蠻銅瓶 (ナン ズン 

托子 タク ス  菱花？ ズク クブ臺 

； . ば g:  & アン キヤ (ソゥ ) |ぉ シン H キ 

さて その 明 時代に 相當 する 頃に 出で たる わが 國の 字書に は、 節 用 集の 類 あ hs て- 

所謂 音の 語 を ば、 本 邦 通用の 語と して 收容 せる もの 少 からざる を 見る。 たと へ 

ば、 ®  m  :S 本節 W  に 


這箇シ ャ- 


椅子 

ホイ *- ゥ  トン チウ 

陪常 炭 頭 

身 ッ+ゥ  々ゥ ビン 

ゥ サン  ゥ C ン 

3e ま  お S 

，ン デ ゥ  フウス 

» 頭 ^寺 

アン ズ  アン こ ン 

杏子 杏仁 

サン チウ  サンバ 

0 頭 (行者) 生 飯 


羅衣 

K ビン 

土瓶 

タク ス 

托子 

ウイ レ ィ 

回禮 

つ ン 

ァ ン ジ ャ 

行者 


00 

チン サゥ 

顶相 

タ ンス 

擔子 

ノウ レン 

暖簾 

フ ト ン 

蒲 躍 

アン ダウ 

行 堂 


供 頭 (行者) 火 筋 


法眷 

チャウ チ；. 

挑 灯 

ッゥ ス 

都 寺 

ノン キ 

暖氣 

コ タづ 

火閹 

アン ドン 

行燈 

ン 

0 


法被 

領 (衣) 

ヅ ス 

豆 子 

ケ ハタ 

掛塔 

n パ. 4 

火番 

ァ ン ギヤ 

行脚 

キゥ ビ サイ 

供備茱 
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本ク ス 

拂子 

リン 

クイ イン 

退院 

ャゥ カン 

羊囊 

n ゥ ハウ t ン 

孔方兄 

アン リ 

行李 

キヤ タク 

W 榻 

1 八-一 


«爐 

カン キン 

看經 

ウイ キヤウ 

茴香 

マ イス 

賣子 

n リン 

ヅ ハ j 

T コ 

下火 

シ ン ス 

正使 
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フス  シュソ  シカ  ショク  シプ へ. f  t ン ガウ タイ t ン ホッ 

副使 首座 知 客 卓  竹篦 平江帶 秉拂 

モ ウス  セ イエ  セ ウス  セン 口 フ  スヒン  ス ティ  ス シゥ  スィ トン 

帽子 洗 衣 小師 繊蘿 蔔師兄 師弟 泗州 _ 水團 

これらの うちに 今 も 行 はる る もの 多 小ノ存 する を 見よ。 

德川 時代の 初期の 唐音の 事 は江邨 北海の 授業 編 を 見れば 大體を 知るべし。 曰 

抑モ 唐音 ノ 吾邦 ュ行ハ \  、 事、 元 和 以前 ハ姑ク 置、 正 保ノ コ "朱 之瑜陳 元贊ナ 

，ト 、歸 化 之 後、 其 人ュ シタシ カリ シ人ハ ャ 、唐音 二通 ジタ〃 人 ァソケ レドモ 、イマ 

ダ、 汎 ク 世間 へ 流布 セ ズ。 佘幼種 ノ 頃 マ デ 、ノ 唐音 、ノ 長 崎 ノ譯官 、黃蘗 ノ 僧徒 ナラ 

デハ知 ラヌ事 ノヤ クニ 人々 オボ エタ 云々 

と あり。 卽ち、 こ こに 當時長 崎の 通 事 一 派と 黃蘗 僧の 一 派と が、 唐音 流行の 中心と 

なりし ものなる を 見る。 又 文緯總 論に、 東 晋、 宋 齊の 昔を吳 音と し、 隋 唐の 音 を 漢音 

として 說 いて 

迨-宋 之 南 渡； 我 僧 千 光聖 一 徒、 學 11 禪 於 西土； 蘭 雞明極 之 流、 歸 11 化 於 我 1。 其 所， 傳 者 南 

宋 之 音、 是 謂， 1 之 宋 音 1。 黃蘗 僧. 隱 元 木 庵 等、 投 11 化 於 我-其 所 傳者明 音 也。 併 _1 今 之 長 崎 

譯官所 傳淸音 1 爲 Jfi。 


ほ 川 時代に 明よ. > 傅 へたる 黄藥宗 は 讀經念 沸に 明 音 を用ゐ たるの みなら ャ、 宗 

敎， M の 作法 器械 等の 名目 も 亦 明 音に よる もの 多し。 而し てこの 黃薬宗 の 唐音 は 

そ の 寺 (萬 福 •) の 所在地が 木幡 にして 茶の 產地 として 宇治と 近くして 名 を 等しく 

する 地なる が、 そ の 土地の人々 もこれ を 閗き覺 えに せる ものと 見 え、 文 化 時. 代 の 川 

S に 

^ 昔 を 茶摘み もよ ほどきき 覺ぇ 

といへ る 程に なりぬ。 なほ 心 越の 傳 へし 明樂も 多少 唐音 を傳 ふるに 效 ありし な 

らむ C 

中い 3；  宗 以外に は 崎の 通 事 を 中心とし、 一 派の 儒者と 一 部の 小 說家又 好事家の 

間にその£:营なるものは學習せられたh^o 而 して それらの 間に は 種々 の 名目 を 

以てよ ばれたり。 その 名目の 著しき もの を あぐれ ば、 次 の 如し。 

^u^-.-m-^^.  ^字 三 音考 j4:n ほ 白 石 手簡 

唐^^ レ . . ぶ,^、  JJ^ 窓 茶話 広 ，m 國姓爺 合戦 

0  0  t へ^，  唐 言 00 

唐^ まさ  唐 話 に 字 海 s、 

S: 人 门将礅  废人詞 國 ss? 戰 

第五 車 爽賠の 戮. 祭  一八 五  0 
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華 音 顏、 傳徂誠 肺  華 韻 薩間合 袋  華 語 唐話 謹 

漢話橘 窓 茶話  漢語 栗 山 文集 

明 昔鹽尻 

淸 Ifj 曰 海舶來 禽圖彙 

明淸の 音鹽尻  明 淸の國 音鹽尻 

かくの 如く 種々 の 名目 を用ゐ たれ ども、 三 浦 梅園の 詩轍卷 一 に 

支 那 音、 世 に 唐 昔と 云、 唐 話、 俗 に 唐人 口 也。 唐の 代の 音 を 唐音と 云と は 別 也。 

といへ るが 如 く、 主 として 唐音と 呼べ るものな^^。 

唐音の 學習 はは じめ 通 譯の爲 にの み 行 はれし ものなる が、 享 保の 頃より 一 個の 

學術 たる 姿を呈 しぬ。 而 して その 最初び 學者 として 最も 著しき は 岡 島 冠 山な 

この 人の 唐音に 關 する 著書 は 頗る 多し。 その 主たる もの を 次に あぐ。 

唐 話纂要  享保元 年刊 

華 音 唐詩 選  同 十 年刊  _ 

字 海 便覧  同  刊 

唐音 三體詩  同 十一 年刊， 

.唐譯 便覽  同  刊 


宭語便 川  同 二十 年刊 

冠 山に 次いで i ぶしき は 雨 森芳洲 なり。 この 人 は 唐音に ついての 著 害 は 無 けれど、 

冠山の後第 一 人^<?と稱せらる。 それに 次いで 荻 生徂徠 なり。 この 人 はかね て 唐 

音を學 びたり し が、 後 冠 山に 就 き、 そ の 門下と 共に 學 びたり。 その 門下に は 唐音に 

熟せる 人少 からすして、 废昔を 用ゐて 漢文 を直讀 すべき こと を 盛に 鼓吹せ り。 而 

して これよ b 後 虚音を 研究せ しもの 少 からすして 著書 も少 からす。 今 それらの 

う ち、 著 しきもの を 少しく あぐ。 

譯言拾 S  S 遊 亭主 人 享保八 年 

俗語 釋 S  • 留守 友 信  延享 元年 序  • 

廣音 和解 逍遙 軒 馬 安 宽延三 年刊 

中 夏 俗 £i 蔽 岡 崎元軌  天明 二 年刊 

小說字 秋水 El 編  宽政三 年刊 

南山 俗 mi 考 島 津重豪  文化 九 年刊 

W 上 多くの， k:: あれ ど、 そ れ らは眞 正の 學術 的に 研究せ しものと いふ を 55 す。 こ 

れを 眞に學 術： e に 研究せ し は 僧 文 雄 を 主と す。 文 雄 はこれ を 用ん て、 支那の 字音 

を 研究して、 磨 光 覿 鏡、 三 音正譫 等の 著 あり。 その US 未だ 到らざる 所な きに あらす 
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國 語の 中に 於け， 0 漢語 © 研究  一 

といへ ど も、 創 始の功 はこの 人に 歸 せざる ベから や。 これより して 後、 本 居宣 長の 

漢字 三 音考、 また これ を 論せ，. -。 

この 前後に 唐音 を國 語の 學術 上に 利用せ しものに は 契 沖の 和字 正 濫鈔の 如き 

ぁ ^^c その 言 に 曰 はく 

は ひふへ ほ 此五字 は 音便に より 清濁の 間の 音な り。 所謂 天 平、 葛 伯、 玄 賓、 八 臂、 

貧 富、 匹 夫、 輪扁、 雪片、 贋 本、 七 寶此類 也。 唐音 をき くに 音便 を またす して 初めより 

かやう の 音 あ， 90 

又 寺 島 良 安の 和 漢. 三 才圖會 の 如き は、 そ の 物 名に 唐音 を 加へ て說 明せ る あ， 撟 

島 昭武の 合 類 節用集 等に も 唐音 を 以て 說明 せる あ， o。 その他、 かくの 如き. 例少か 

らす。 或は 專書 にあら すして 隨筆 などに これに 論及せ る もの 頗る 多し。 今一 阿 

と し て、 僧惠 空の 閑 窓 倭 筆の 下卷な る 「唐 音 轉 語」 の 條を ひく。 

日本 ノ 人、 物 ノ名ヲ 呼 時、 唐 音ヲ アヤ マリー グ傳ル 事最モ 多シ。 ソノ  二三 ヲ記ハ 

襄荷ハ 唐音 一一 女 加 ナソ。 然ヲ 冥加 ノ音ヲ 呼ブ。 菠 藉草ハ 唐音 一一 保連牟 草ナリ 0 

然ヲ法 連 ノ音ヲ 呼ブ。 又 金銀 ノ釐 毫ヲ 正物 ヲ釐 等ト 云フ。 里轉ハ 釐等ノ 唐音 

ナリ。 コ レヲ モ轉々 シープ 連天久 ノ音ヲ ナス。 乂魚ノ 名 一一 海鰻 ト云 モノ ァリ。 

海鰻 ノ 唐音 彼 伊毛 安牟 ナジ。 コレヲ 訛略シ f 波毛ト 云フ。 サ レバ ンぉ j^f^ ナ 


ドノ^、 ノ 

といへ り。 

要する に" 

る もの を 一 

所 を 終る に 

方面よ 見 

り。 雨森芳 

およそ 

され ど、 も 

…^庶 音 も 

音 話 を 

課 1.1 はみ 

世の 後に 

4^* こ とに こ 

化する は n 

この W  Ac 


ナ唐音 ノ正昔 ナ. ル モ ノ ナジ" 


音 は 時代 的 

S して 名 づけ 

つれて、 わが 國 

れ ば、. =^ れ りと 

洲の たはれ 草 

あらゆる 文字 

ろ こしの こ ゑ 

ひ とづた へ、 ふ 

まなぶ 人 はい 

なく 廣 音な 

は此國 のこ ゑ 

の さ2 の 如し。 

然の 勢なる を 

と Ja^JK  二 音と 


に 見れ ば、 宋、 元、 明、 淸 と 四の 王 

たる ものな りと す。 然れ ど 

語の 風に 化せら るる こと あ 

すべ きか なれ ど、 國 語と して 

に 曰 はく、 

よ み は、 此國 のことば なれ ど 

に 似た る は 甚だ すくなし。 

たづた へす ぎ ば、 い つと なく- 

つ とても もろこし-^ になら 

れ ど、 何 事ぞゃ と、 唐 偕 はうた 

となるべし 0 

これと、 上の 閑 窓 倭 筆の 說と 

さとるべし。 

の 間に は 音 轉 化の 上に 略 


*:,、叫0,*-|«の鸛.^1| 


朝の 時代 音の わが 國に 入れ 

も、 そ れ がわが 國に 入りて 年 

る は 當然の 事に し て、 W 音 の 

は 自然の 有樣 とい ふ ベ きな 

、こ to^ はもろ こし の こ ^,$なり( 

風氣の こ とな る ゆ ゑに や …： 

、此國 のこ ゑと なるべし。 唐 

ふより 外 ある まじ。 _^贝薬の 

がへ ると いへ り。 これ も數 

を對 照せ ば、 音の SS の 日本 

一定の 規律 あり。 これ 一の 

1 八 九 
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言 が 

く の 

力 く 

あ る 


J れ 


時處の 異なる につれ て 分化して 行く ベ 

如き 規律の 大綱 は 自然に 人々 に默々 の 

てこれ の 規律 を 簡易に 記憶す る 爲に歌 

唐音 を 知る 歌と い へ る もの その 一 例な 

一 は 五に、 四 は 二に かよ ひ、 五 は 三 に、 一 一 三 

引 はは ね、 は ぬる ははぬ る、 入 聲 の、 足 を き 

を倭訓 菜は說 明して 曰 はく、 

南無 阿 彌陀佛 は 唐音に のみ をむ とふ と 

歌に よめる ものにし て、 な にぬ ね の、 あ い 

五 昔と なる 也。 むみ ふの 三 音 は 二三の 

、  0 

て、 佛をふ と唱ふ る は 入 聲の足 をき りす 

明 を みん と 呼が 如し。 五 は 三に か. よふ 

は 東 を つんと よむ の 類， は ぬる ははぬ る 

をぎ くと 呼の 類な り。 

へ .0,。 以上 もとよ り、 大 略に して、 一 々に 

要は上の如き法式にょ，c^轉化せりと見ゅる 


と 


き 間に 存 すべ き 自然の 規 

間に 認識 せられて あ.^ し 

の 形に したる もの を傳 ふ- 

り。 その 歌 は 二 首 あり。 

の 時 は、 本 座 かへ しぞ。 

りすて、 三 字 中略。 


唱へ hvo の をとの 

う え を、 た ちって と 

時 は 本 座 か へ しぞ 

てと よめる 是也。 

は 村 をす と 注す る 

は 珍 を ちんと よむ 

つきて 見れ ば、 例 外 

な hNO こ の 事、 直 ^ 


律な 

も の 

ほお 


三 音 M 

の 第一 一 

とよめ 一 

四 は 二 〔 

が 如し- 


一 は 

音轉 

る も 

に か 

、 

V 引 


の 類、 三 字， 中 

も あるべ け 

に 要用 


b< 力； 

と 見 ゆ- 

訓 菜に 一 


五に と 

じて 第 

のにし 

よふ は 

、 、 

略 は 玉 

れ ど、 大 

ことめ 


如く なれ ど、 S によりて これ を か 、げた， 90 

ホ 本邦 惯 用の 字 音  。 

本邦に 入りた る^ 語 は、 そ れが漢 音、^^K 音、 唐 音の いづれ にもせ よ、 當 初 は その 本來 

の 昔の そのままの 姿 を 輸入せ しものと 目すべき もの なるべし。 然れ ど、 彼 我國語 

の 性 H こ とに 昔？ g 紐 織 を 異にする が 故 に、 如 何 に、 そ の 原音の 姿の ま、 に 傅へ むと 

し て. も、 そ れ が、 多少 の 日本 圃語 的の 變形を 生じて 傅 はれる ものた る べき こと は 想 

像し うる 所な. 00 この 故に この 漢 音、 吳 音、 唐 音と いふ もの も 嚴密に 論 すれ ば、 な ほ 

旣に 日本化せ る ものにして 純粹の 支那 本來 のま まにあら ざるべき なり。 然れ ど、 

それら は 支那の 方面より 見ての 論に し て、 本 邦人に 於いて はな ほ 支那 音の 姿を模 

した と：：^ じて ありし ものと 考 へらる。 この 故に それら はわが 國 語の 方面よ- 5 

い へ ば、 な ほ 漢 音、 音、 唐 音と いひお きて 可なる ものな b とす。 

然 る に、 そ れらの 音のう ちに は 本邦に 於いて 慣用 久しき につ れ、 因 襲 的に 一種 別 

なる 音 を 生 じ、 そ の も と、 漢 音より 出で たる ものにし て、 し かも 漢音と は 形 を 異にし、 

^音より 出で て、 し かも 吳 音と は 形 を 異にする もの 往々 存 し、 湯 合に よりて は それ 

が、 淡 音より. fr.^ せし か、 吳 音より 變 形せ しか を 判定す るに 困難なる が 如き もの 往 

ilf 存す。 か，、 の 如き 音 をば 倭 音と 呼ぶ こと あり。 され ど 倭 昔と いふに は、 下 に も 
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引く 弘仁 私記の 序にい へ るが 如く 國 語の 音 をい へ る も あり。 

さて、 かくの 如 く、 日 本 化せる 字音 は 何時の 頃よ h> 生じた るか と いふ に、 今 曰に し 

て、 その 源 を 知らむ こと は 殆ど 不可能 ならむ。 新撰 字 儀の 序文の 中に、 次の 如く い 

へ る こと あり。 

亦 於-字 之 中 1 我 有-東 倭 音 訓 1 是 諸 書 私記 之 字 也。 或 有 一一 西 漢 音 訓ー是 數疏 字書 之 文 

也。 

と あ h^。 これに よれば、 寬 平昌泰 の 當時旣 に、 日本 流の 字音の 生じた.. >  しこと を 見 

るべ し。 而 して 本書 中に 「倭 某 反/倭 某 音 j と 記せる もの は、 明かに、 その 倭 音 な る もの 

に し て、 倭 と 記せざる ものにして も、 正 しき 反 切の 外に 同樣に 注せる ものにして 傻 

音な りと 認めら る もの あ- 5。 次に それら を 摘出す。 


倭 千 〈小 反  1^ 倭 比 音 

g 倭 古 於 反  余 倭 余 音 

喊徒魂 反 …… 止爾  < 弁 和 阿牟反 

g 世 伊 反  傲 倭 介 有 反 

g 倭 佐无反  傑 倭 介 知 反 

II 惠爾 Is-  懇介爾 反 


牧 伊 有-氏 

倾世尔 反 

佳 火 伊 R  (以上 卷 一) 

^ 又 多爾化 一 加 布 三 反 

契 介 知 反 

叩扣 和 古 宇 反 

sg 支 宇 反 


0 倭 介 伊 反 (以 上 卷 四； 

革 隔客 二字 音 倭 之 音 

航航 teis 力 (宇) 反 (以上 卷五) 

鋭 S  (卷 さ 

嬉介宇 反 

遂 須伊反 

m 江爾反 (以 上卷 九) 

憒太伊 反 

剖 波 伊 反 


窸太伊 反 

(以上 卷ニ)  麾比伊 反 (卷 十) 

St 俊 火 伊 R  (卷 三)  剖 波 伊 反 (卷 十一) 

8^ 倭 介牟反 

以， 上 は いづれ も 支那の 正しき 音と 異なる ものなる が 故に 特に 注記せ る ものなる 

べし。 而 して それらの うちに 於い て、 今 の 通用 音と 似た る もの は 

股づす 脆 モイ 丕 t  ^アム 牧 イタ 叩づゥ 誨ク ワイ 革 カク 鋭？ 遂スィ 

等なる が、 そ の 他は必 す しも « て は あらす。 されば これらに もまた 變遷 ある こと 

を 見る べし。 

第五 車 奏 Mou^s の顏 iOi  一  丸 三 
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. 新撰 字 鏡の 序に 「東 倭 音訓」 と いふ こと ある が、 それ は 「諳書 私記 之 字 也」 と い へ り。 

その 私記と は 如何なる もの をさせる か。 日本 紀の 私記なる 弘仁 私記の 序に 曰 は 

■ 其 第一 第二 雨卷義 緣-神 代 1語 多-古 質, Kgf 授受 之 人 動 易-訛 謬 i| 化 故 以-倭 音, 辨，, 

詞語 1 以 11 丹點 1 明- 輕 S 

と ある もの この 倭 音と いふに 似 たれ ど、 これ は 萬 葉 假名 を以 て國 語の 音 を 記載し 

たる ものにして ここにい ふ 所と 同じから ね ば、 字 鏡の いふ 所に 該當 する ものと い 

ふべ からす。 

ここに 奈良 朝の 頃の 書寫 にか、 る華嚴 經音義 私記と いふ もの あり。 京都、 小川 

睦之 輔の藏 にして 國寶 たり。 これに は 所々 に 和訓 を 萬 葉 假名に て、 注記せ るの み 

な ら す、 所 謂 倭 音 を 記入せ る もの あり。 その 例 次の 如し。 

墜音豆 伊 反  擔太牟 反 

&音 烟智反  瞻世牟 反 

徹音 夭智反  憐利爾 反 

陛邊亜 反  霞 音 計以反 

これらのう ち 「墜」 の 如き は 今と 殆ど 同じ けれ ど、 他 は又必 すし も 一致せ す。 され ど、 


新撰 宇 幾の 示せる ものと 相 通す る點 ある を 見るべし。 

今 この 華厳 私記より 古き 例 を 知らね ば、 姑 くこれ を 起 頭と して 見む に 本邦の 習 

風になる 音 は奈良 朝に 旣に 生じ、 平安朝の 初期に は 頗る 著しく なれる ものの 如し ( 

又菅 原是 蕃 の 作と 傳 ふる 類聚 名義 鈔 あり。 これ は 恐らく は、 院 政 時代の 著なる 

ベ き が、 こ れには 所謂 正音と 倭 音と を 交 へ 注せる ものにし て、 そ の 端 書 に 

朱 昔 者 正音 也、 墨磬者 和音 也。 

と 記せる が、 その 本文 中には 和音と 明記せ る もの 少 からす。 今 その 卷 首の 部分よ 

少しく 摘出 すれば 次の 如し。 

佛苷 《 又 符弗反 和音 都タ 

M 蘇贫反  和音 ヌタ 

呂立 (音ノ 略字) 呂 禾 (和ノ 略字) 立. -ョ 又 a  ♦ 

佳 上 (昔ノ 略字) 家 禾ク H ケィ 

位 胡愧反  禾ヰ 

jgjg! 蔸. 木反  禾ホ il' 

n 丄 S  ノ ぎ攻 禾ィ 

休 許尤反  禾ク 

第五 章 裹？ 2 の 形 》 の 観察  1 九 五 
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^ 胡耿反  禾カ 

俯仰 下 魚 掌 禾 カウ 

^  禾" ャゥ 

^  禾 t ャゥ 

喻  禾リン 

偷上投  禾 チウ 

借 子 亦 子 夜 二 反 禾者久 

價  禾ケ 

徑  禾 キヤウ 

偈  禾ケ 

値  禾チ 

健  禾コン 

供  禾 クウ 

僵 ,  禾 カタ 

侵  禾シ H 

倦  禾券 


九 


-但  禾 タン 

俱  禾ク 

傾禾况 

化  禾クヱ 

他  禾タ 

保禾ホ ホウ 

作  禾サ サク 

假  禾ケ 

伴  禾、  1  . 

備  禾ヒィ 

以上 は 僅に 人偏の 部の みなる が、 當時 慣用の 字音と いふ ものの i 者し 

U る ベ し。 な ほ 念 の 爲 に、 そ の 他の 例 を 少しく あぐべ し。 

後  禾コォ 

0  禾コす 

迷  禾 メイ 

«c 五 幸 漢語の 形蕙 の霍紊  1 九 七 


力 
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廻  禾 H 

通  禾 クウ 

近  禾吾 ム 

建  禾コン 

越  禾ヲタ 

百  禾 ヒャク 


乂承曆 の 頃の 金 光明 最朥王 經音注 を 見る に、 そ の 文字に 注せる 音の 中には 日本 讀 

の ものと 見 ゆる もの 少 から や。 たと へば、 

蠅招 M 醉須伊 反 溺寂 M 儘へ 伊 反 

の 如き これな り。 又 その 頃の 明覺 著の 悉曇 要訣 を 見る に、 當 時日 本人 が、 漢 語 をい 

ふ 時に 日本 流に 發音 する もの を あげて 之 を 和音と いへ， たと へ ば、 そ の 卷ー末 

零 J 

答陀字 漢音 實淸音 也 和 音 是 濁音 也。 阿 彌陀. 々字 若 用- 漢 S &t あ 字. >1 有 = 何 

過 1 耶。 但吳 音. 未， 知拏 字陀爽 反、 若是注 11 吳音 1 歟。 吳音 多分 與， 一 和音 1 同。 

ここにい ふ 和音 は、 漢吳兩 音に 對 して ひろく 日本 襲用の 字音 を さ せる ものにして 

後世い ふ 所の 狭義の 和音に は あらざる べしと い へ ど も、 そ の 狭義の 和音 もこのう 


ちに 包 八，：： せる ものた る こと は 疑 ふべ からす。 而 して かくの 如き -な にて 和音と い 

ふ 語 を 用ゐる こと は 當時汎 く 行 はれた b しが 如し。 中 右 記嘉承 三年 八月 三日の 

條に 

天 仁 ハ音又 通，, 天人 1 也。 年 號ハ或 漢音 或 倭 音 共 所 也。 天人 頗不， 待/む。 

と あ bo 

かくて 沿 |g 《して 江 la- 時代に 至れる が、 こ の 時代の 漢學 者の これに 對 する 意見 を 

見る に、 貝 益 軒の 自娘 集に は 

中古 以來 用-中 華 之 文 字,。 然 其 聲 音 不 xall 于 國俗之 口舌 一 故 不， 可， W 也。 於 f0 

音 liw  $ 音ー此 合 11 于 國 俗之聲 音 1 而 宜 11 于 方 土 1。 故 讀ー 1 中 華 之 文 字 1 皆 不， 用- 1 華 音 1 變 而 用- 1 

4- 音, 而 文理 不 自， 古 至， 今 而然。 其改 而爲， 一 倭 音 一音 韻お^-相 叶！ 故轉 變然。 或曰苟 

欲， が 我 邦 之 夷 俗, 而 行， 聖 人 之 道， 則 必 殫 捨 n 今 之 倭 韻 1 而 用， 一 唐 音, 可也。 於乎是 固陋 執 

滞 之言不 之 誤 也。 不， 可-信 從 1。 

と。 これ は 淡 文 をよ むにつ いての 論なる が、 そ の點に 於いても^ 常なる 見解と い 

ふ ベ くして 、これな！； マユ i となれ る漢 mi に つきて の 方面に つ き て ：：^^ れ ば、 正 しき 見解 

にして 殆 ど、 問 然 する 處 無しと いふ をう ベ し。 

k  ^ い-卜 ん の 和！^ 要領に は^ 音 漢音 を 說 き て、 ュ、 の 末に 論じて n はく， 
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ソ ス 

0 ぺ 然 

但キレ 

此 樣 ト 

© モモ 
ヲ 無 千 

中レ餘 

華 バ 年 

ノ 姑き ヲ 
音 古ク經 
ト 來 テ 
ォ ノ 力、 

モ習ク 

フノ習 
べ如ヒ 
カク 來 
ラ兩レ 

ズ 樣 ノレ 
。 ノ 音 
其音ナ 

始ヲレ 

ノゝ ^  ノ, 

中デギ 
華字是 

人 識シ改 
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テ 中華 ノ 正音 一一 復 

リ書 ヲ讀ム べキナ 

ョゾ 傳授シ テ眞ノ 

吳音、 眞 ノ 漢音 ナレノ ペケ レドモ 、今 カク ノ如ク 訛 舛シテ 全 ク吾國 ノ音ト ナソテ 中 

シ パラク  ヮ イン 

華ノ 音- ァラ ザル故 一一 姑コ レヲ虔 音 トイ フナ リ。 

といへ，.。 而 して 漢文 をよ むに は 支那 音 を 以て 直 譲す るに 若 かすと いふ 論 を 立 

て たれ ど、 今の 問題に あらねば、 これ を 略す。 かくて 委音 正誤の 論 ありて、 

ォ m ソ 

凡 今 ノ學者 ハ皆倭 讀ヲ習 フ者ナ レ パ務テ 倭音ヲ 牢記ス へ シ。  況 ャ俗 a- 

ユハニ 音 並行 ハル レバ 書 ヲ讀ム 者、 法ュ拘 ハタ テ人 ノ聽ヲ 駭スべ カラ ズ。 &字 

音ヲ正 サン トテ 人ノ聽 ヲ駭ス ハ 風雅 ノ道 ユア ラ ズ。 旣 一一 是倭音 ナリ。 正 ス ト 

モ竟 ニ何ノ 益カァ ラ ン。  間 二 ハ 例 一一 違へ レノ 音ァレ ド、 古 來讀習 パ セレ ノ音ヲ 

パ改 メザル ヲ故實 トス。 

とい ふこと あり。 その 精神に 於いて は 倭 音 を輕ん じたる こと 明か なれ ど、 世俗と 

異を 立つ る をよ しとせ ざる 點は認 むべ し。 況ん や、 國語 化せる ものに 於いて は 今 

更 これ を 古に か へすべく も あらざる な， 90 

かくて 俊讀 要領に 於いて、 本邦 通俗に 用ゐる 字音の 正しき に 違へ る もの を,, "齒 


ザる 條の 中に 於いて 今 通俗に 甩ゐる 文字 を 少し 


充 

諄 

徺 

蒸 

喘 


シ ク  (ジク ) 

キ  (ギ) (王義 之) 

シ ュ  (ジュ ) 

シ ユン (ジ ュ ン) 

シ ユン (ジ ュ ン) 

ク ン (グ ン) 

へ ン (ぺ ン) 

ケ ク  (ゲ ク) 

ケ ク  (ゲ ク) 

シャク (ジ ャ ク) 

シ ョク (ジョ ゥ) (蒸氣 船！ 

力 ン  (ガ ン) 

(ズ ヰ) 

ィ， テ ィ (ダ ィ) 

ン (ゼ ン) 
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ス ヰ 

吳 

セ ン 


朶 

畝 

咽 


摘出して 次 

タ 

シ ョ 

キヤ ク 

吳 

ブ (ム) 

グフィ 

ブ ン 

ギヤ ク 

デ ク 

シ ュ 

フ ン 

ェ ン 


に 示す ベ し- 

ダ) 

ダ) 

ジ ョ ) 

ギ ャ ク) 

フ) 

タフ ィ) 

フ ン) 

キヤ ク) 

チ ク) 

ホ) 

ラ ィ、 レ ィ) 

ゴ) 

ュ) 

ズ ン) 

ィ ン) 

〇 1 
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員 

0 


ズ ン 

サ ク 

ク フ ィ、 ィ 


吳 


(ヰ ン) 

(シャ ク) 

(ホ) 

(ホ) 

(フ) ， 

(フ ィ) 


翰 

沃 


二 〇 二 

シ ン  (チ ン) 

ティ (へ ィ、 聘ト誤 ルナ リ 

(畜生の 時はキ ク) (チタ) 

(キ ク 「タ ク ハ フ j} 

ォク  へ ョク) 


而し てこの 如き 訛音 は 今日に 於いても 決して 少 からざる なり。 今、 上述の 外の も 

のにつ きて 通俗に 用 ゐ>ら るる もの を、 <  へ JJ、 


立 

話 


ソ フ 

ザ フ 

セ フ 

セ フ 


喫 

派 


ケ キ 一 

漢 一 

ハ ィ 』 

サ ク 一 

漢 j 

ボ ク； 


へ 


(キ ッ) 

？ ッ) 

吳 

ムク (モク) 


7 ッ) 

(ザ ッ) 

(セッ )  册 

(セ ッ)  木、 目 

(ヮ)  堊ァク 

(ヰ ン) .  明 (名、 命 等) 

の 如き あり。  - 

、：- 上の 如き もの は、 今 は それらの 文字に 固定した る 姿 を. なし、 誤な りと して 改む 


ェ ン 


吳 

ベ ィ 


(ァ) 


吳 

ャ ク 


(メ ィ) 


る こと を 5S ざる 狀を呈 せり。 然 らば、 これら は H 父 邶 § ^來の 字音と いふ ベから す し 

て、 本邦に て發 生せ し 一種の 國 音と いふべき ものなる べし。 而 して 最近 世に 至 b 

て は 淡 字の 音 は 我國に 於いて 更に 著しく 古と 姿 を 異にする に 至れる を 見る。 そ 

の狀態 を槪括 的に 見れば、 大體 次の 如し。 

1 、唇 內入聲 の 尾 音卽ち 「p」 は 一 般に 「ッ」 の 音 若く はク 韻の 形に 變せ り。 而 して、 それ 

が あら はる、 狀態は 文字に よ. 0 て 一様なら や。 先づ 

0 ィ 「ッ」 と 「ク」 と の 二様 を 有する もの あ- 5。 . 

「リ 7J{ 立) が 「リ ッ」 と もーリ ク」 と もな り、 

ータ ッ., 「立/立志/立 身/立言/立憲/立命/立錐/孤立 J 確立 f 公立/ 獨 立/中立 /兩 立/直立 J 

『リ ク」 「立願/立像/建立」  . 

r シ フ /执) が 「シ ッ」 と も 「シ ク」 と もな hN 

「シ ッ」 「执 *,f 執拗/執政/ ft 務 /執 鞭/執 權」 「固執/確執」 

r シゥ」 「执 /紈 心/執着/執筆」 

「ザ フ y 雜) が 「ザ ッ」 と も 「ザ ゥ」 と もなる、 

「ザ ッ」 「雑 j 雜誌 /雜 報」 「雜 貴」 「雜成 ：《/ 雜ぉ f 雜駁」 「？ S 雜 /煩 雜 雜 / 錯雜 j 亂雜 J 

r ザ ク I  if 雜ぉ ー锥木 j 雜首」 
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鼸 語の 中に 於け る 漢語の 研究  二 0 四 

が 如き これな hso なほこの 類に 似て 少しく 異なる もの は 

〇 口 入聲 として 用ゐら るる 時 と 「ク」 の 韻との ニ樣を 有する ものな， 00 

(ジ フ) 「十」 が 「ジ ッ」 とも 「ジ ク」 と もな り 

「ジ ッ」 「十回」 「十 錢」 「十 點」 「十 返 J 十干」 「十 方」 

「ジ ク」 「十」 「十 圓」 一十 番」 「十 念/十 夜」 「十 善」 「五十」. . 

r カフ j (合) が 「カツ/ ガッ」 とも 「カク/ガウ」 ともな， 9 

「ガ ッ」 「合致/合奏」 「合作」 「合唱」 

「力 ッ」 「合戦」 「合 歡鹽」 

「力 ク」 「合力」 

- 『ガ ク」 「合/合計」 「合法」 「合意 i 合資」 「合  一 /合格/合 卷 /合 子/ 一  合/符合」 「混合」 「暗合/和合」 

「力 フ」 (甲) が 「カツ」 とも 「カク」 と もな り 

「力 ッ」 「甲冑 J- 甲子」 

「力 ク」 「甲/甲子」 「甲兵」 「甲乙/堅 甲』 

「シ フ」 (集) が 「シ ッ」 とも 「シ ク」 と もな り  、 

r シ ッ」 「集注 f 集 解」 

厂ゾ ク」 「集 J 集議」 「集成」 「參 集」 「文集」 「詩集」 「歌集 1 「群集」 「招集」 


フン フ /二 フ」 (入) が 「一一 ッ」 と も- ジ ッ」 と も 「二 ク」 と も 「ジ ク」 と もな，^ 

「二 ッ」 「入き 入唐」 

「ジ ッ」 「入魂」 

「二 ク」 「收 人/出入/歳入/輸入 J 入定/入寇 /入浴/入道/入 學」 

「ジ ク」 「入來 /入木/入水」 

「キ フ. f ギ フ」 (及) が 「ギ ッ」 と も 「キク/ ギク」 と もな り 

「ギ ッ」 「及 打 1 

「キク/ ギク」 「及第/追及 J 波及/企及」 

「タ フ. /答) が 「タ ッ」 と も 「タ ク」 と もな り 

「タ ッ」 「答 拜」 

「タ ク」 「^<:辨/答案/答ま"/應答/返答/問答/卽答」 

「ナフ./ 納) が 「ナ ッ」 と も 「ナ ク」 と もな 

「ナ ッ」 「納豆/納所」 

「ナウ」 「納入 r 納稅 / 納 ー3/ 納受/献納/嘉納」 

「ハフ/ ホ フ /法) が 「ハ ッ」 と も 「ホ ッ」 と も 「ハ ク」 と もなる 

r ハツ- 「法被/法度」 

^0 漢？ S の 形^の 戴お 
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國 語の 中に 於け る 摸 語の 研究  一一 3 六 

「ホ ッ」 「法 施/法 體」 「法身」 「法界」 「法 華」 

乙パ ク」 「法事」 「法 會」 「法眼」 「法服」 「法師」 「法 樂」 「法官/法律/律法/作法/軍法」 「司法/兵法/憲法/書法 J 

の 如： き これな り。 

〇 ハ 主と し て 「ク」 韻 の 音と して 用ゐら るる もの あ hv* 

「シ フ」 (什、 拾、 汁、 習、 襲) が r シ ク /ジ ク」 と な ft> 

『什物」 「什 寶」 「近 什」 

「拾集/拾 得/拾遺」 「採 拾」 

「乳汁/丹 汁」  ： 、 

「習慣」 「習俗/習熟」 「近習/講習/ 敎習」 「復習」 

「襲撃」 「襲 殺/因襲」 「積 襲」 

「キ フ 」、急、 汲、 給、 級、 泣、 吸) が 「キ ク」 と なり. 

「急流/急行」 「急流」 「急造/急務/早急」 「性急」 「緩急」 .  、 

「汲汲」  、 

「給料」 「給費」 「給 與」 「供給」 「自給/支給」 「偉 給」 

「級数」 「等級」 「階級」 「功 級」 

「泣 涕」 「泣 血」 「泣 諫」 「感泣 f 悲泣」 「號 泣」 


「吸入/呼吸」 

「リ フ」、 粒 j が 「リ ク」 と な 

.「g 々/粒食/一  拉 /米粒」 

「タ フ 、水".) が 「タ ク」 と な り 

「雜 水"」 

「ラフ /臘、 蠘、 饑) が 「ラウ」 と な 

「臘 職 八/ 舊臘 J 

「蠟 ffi 『蠟 梅/蜜 g」 

「白 織」 

『タフ /榀) が 「タク」 とな， o- 

「エフ/葉) が 「ェ ゥ. I とな ひ 

「葉 wj. 葉 菜/^ 葉/枝葉/末葉/紅葉 J 

「セフ」、腿、涉、^^、きが「セク」となり 

「ほ 障 1 

「涉獵 /交 涉」 

第五 章 漢趙の 形 S の 観お 
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國 語の 中に 於け る 漢語の 研究 

「捷徑 /捷報/敏捷」 「戰捷 / 輕捷」 

「妾」 

「レ フ」 (獵) が 「レ ク」 と な ひ 

「獵」 「獵犬 J 獵師」 「獵場 /遊§「 狩纖」 「涉 獵」 

「テフ」 (帖、 牒、 蝶、 諜、 疊) が 「テク」 r デク」 と な h> 

「帖 f 法帖」 「墨 帖」 「一 帖」 「半 帖」 

【牒」 「譜牒 i. 官牒」 

「噪 々」 「蝶/蝶 胡」 「鳳 蝶」 

「諜報」 「諜 知」 「間諜」  . 

「疊， i 雲/ 疊 韻/重 疊」 

「ケ フ」 (狹、 俠、 業) が 「ケク / ゲゥ」 とな， ft- 

「狭隘/狭小/ 狹斜 /偏狭/ 廣狹」 

「俠 客」 

「業」 「業務 /實 業/修業 i 學 業/功業/農 募 

「ァ フ」 (鴨、 押) が 「ァ ク」 となる 

「鵜綠 江/家鴨 ケ 


0 
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「押？ i/i; 收/ 押妨/ 花押』 

が 如き これな り。 

〇 一一 主と し て 「ッ j の 尾 音と して 用ゐら るる もの あ h-o 

「シ フ」： § が 「シ ッ」 と なり 

「濕/ 濕地 /濕氣 igj 水濕/ 卑濕」 

「サ フ」、 颯) が 「サ ッ」 と な り  - 

「颯 / 嫩嫩 / 颯沓 / 蕭颯」 、， 

「セフ i 攝、 「接」 が 「セ ッ」 と な ゥ 

【攝生 行/ m 政/ 攝蓥 / 假攝/ 統攝」 

「接待 i. 接伴/接近/近接. f 應接」  、 

r チフ/ K) が 「チ ッ」 と な り 

「嵆 伏」 

『タフ/笠) が 「リ ッ」 と な KV 

「蓑 笠」 

r ラ フ /拉) が 「ラ ッ」 と な る 

「拉 /お 殺」 

第五 車 漢 形 S の戮 S 
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國語の 中に 於け る 漢語の 研究  ニー 0 

が 如き これな り。 

以上の 如き 發音狀 態の 變 形の 外 に、 更 に 汎 く 「ク」 を 尾 額 とせる 音の 上に 著しき 變 

化と 混同と を 生じた る もの あり。 それに は 種々 の狀態 あれば 次第に これ を說か 

む。 これに は 先づ、 

1 、 「ォ ク」 韻 の もの が 「ォ」 韻 の 長 呼の 如くに 變形 せり。 これ は 殆ど 一般に 通じた る 

現象な り。 今 それらの 例 を 漢字 一字 づ つの もの. にて あぐれば 次の 如し。 

ォ ク」 よ りする もの 應、 謳、 歐、 甌、 鵾、 嘔 

コ ク」 よりす る もの 公、 ェ、 功、 紅、 口、 后、 侯、 候、 弘、 興、 講、 港、 恒、 薨 

ソ ク」 よ りする もの 宗、 僧、 滑、 僧、 奏、 搜、 瘦、 走、 送、 忽、 葱、 增 

ト ク」 よ りする もの 豆、 逗、 頭、 斗、 登、 燈、 騰、 謄、 等、 東、 桐、 同、 洞、 胴、 銅、 童. 動、 働、 慟， 冬、 統 

ノク」 よりす る もの ， 農 、濃、 膿、 能  • 

ホ ク」 よ りする もの 逢、 奉、 鳳、 蜂、 峰、 豊、 鋒、 封、 縫、 朋、 崩、 邦、 某、 矛、 戊、 資、 剖、 謀 

モ ク」 よ りする もの 蒙、 朦、 濛 

ョ ク」 よ する もの 用、 庸、 擁、 容、 蓉 

"ク」 よりす る もの 籠、 聾、 瓏、 婁、 陋、 弄、 漏、 樓 

ヲ ク」 よ りする もの 公 g 


二、 「ァ ゥ」？ i の も のが T ォ」 韻 の 長 呼の 如くに 變形 せり。 これ も 殆ど 一般に 通す る 現 

象 、な り。 今、 そ れらの 例 を 漢字 一 字づ つの ものに て あぐれば 次の 如し。 

「ァ ゥ」 よりの もの 央、 奧、 翁， 櫻、 驚， 

「力 ゥ」 よ りの もの 高、 膏、 豪、 傲、 好、 康、 慷、 抗、 香、 幸、 行、 耕、 江、 號、 S  、剛、 鋼、 鄕 

「サ ゥ」 よ. 0 の もの 早、 草、 操、 藻、 騷、 掃、 食、 壯、 桑、 想、 爭、 造、 糙、 蔵、 象、 像 

r タ ゥ」 よりの もの 刀、 稻、 到、 濤、 陶、 討、 嶋、 悼、 糖、 當、 湯 、道、 導、 堂 

「ナウ」 よりの もの  腦、 瑙、 惜、 囊 

「ハウ」 よ， 0 の もの 保、 褒、 寶、 報、 芳、 旁、 訪、 放、 烹、 邦、 暴、 g. 傍、 忙、 防、 亡、 妨、 妄、 望、 貌、 茅 

「マウ」 よ， 0 の もの ， 毛 、耄、 網、 g  、猛 

r ャゥ」 よりの もの 羊、 洋、 様、 養、 陽、 楊、 揚、 瓔 

「ラウ」 よりの もの 老、 勞、 朗、 郞、 浪 、狼 、凝 

「ワウ」 よりの もの 王、 枉、 往、 皇、 凰、 黃、 橫 

これら も、 今 の發音 のま まに かけば T 一」 の 湯 合と 殆ど 同 一 にして 區別 なきな hNO 

三、 先にい へる 1:^ 内 入 S の 「フ」 が 「ゥ」 の 如く なれる ものの 上の 韻 が 「ァ ，1 韻 若く は 「才」 韻 

な ろ 時には IS 一  IS  二の 場 A:: と 同じ く 「ォ」 §3 の 長 呼 音の 如くに 發音 せらる。 これ 

も 一宇の^ 字 を 以て 例示 す ベ し。 

^五^  態の 糠. 祭  二 1 1 


國 語の 中に 於け る 漢語の 研究 

r ァ フ」 が 「ォ ォ」 の 如く 發音 せらる る もの 

押 狎鴨凹 

「力 フ」 が 「コ ォ」 の 如く 發音 せらる る もの 

合洽給 閤甲闔 

「サ フ」 が 「ソ ォ」 の 如く 發音 せらる る もの 

揷 匝 雜 (濁 音) 

「タ フ」 が 「ト ォ」 の 如く 發音 せらる る もの 

答搭沓 踏納榻 

「ナ フ」 が 「ノ ォ」 の 如く 發音 せらる る もの 

納衲 

『ハ フ」 が 「ホ ォ」 の 如く 發音 せらる る もの 

法 乏 (これ は吳 音が 「ホフ」 なるな 1 

「ラ フ」 が 「" ォ」 の 如く 發 音 せらる る もの 

蠟臘 藤. 

「コ フ」 が 「コ ォ」 の 如く 發音 せらる る もの 

劫 業吳. 音)  . 


「ホ フ 」 が 「ホ ォ」 の 如く 發音 せらる る もの 

法 乏 (吳 音)，  . 

以上の 如く なれ ば、 第 一、 第二、 第三の 湯 合 を 通じて 等 しく  T ォ」 韻 の 長 呼の 如くに なれ 

るな hvo 

,、 » 音 「ィ ョ ク」 の 額な る もの は 一 般に 「ィ ョ」 の 長 呼 音の 如く なれ， o。 これ も それ 

の澳字 一字 づ つの 例 を あぐべし。 

「キ ョ ク」 が 「キ ョ ォ」 の 如く なれる もの  . 

共供恭 W 兇 悔胸興 凝 

「シ ョ ゥ」 が 「シ ョ ォ」 の 如く なれる もの 

. 升 C 外 降 勝鍾松 a 街 鐘 稱證乘 蒸繩承 

「チ ョ ク」 が 「チ ョ ォ」 の 如く なれる もの 

重寵； • 私徵 懲澄檩 

「 一 一 ョ ク」 が 「 二 ョ ォ」 の 如く なれる もの 

女 

「t ョ ゥ」 が 「ヒ ョ ォ」 の 如く なれる もの 

氷 、怨 

节-チ •」， ^措の 形 の 一一  1 1; 一 


歐 語の 中に 於け る 漢語の 研究  二 1 四 

r タ ョ ク」 が 「リ ョ ォ」 の 如く なれる もの 

凌 菱陵稜 龍 

五、 揚 音 「ィ ャ ク」 の 韻なる もの は 一 般 に 「ィ ョ」 の 長 呼 音の. S  く なれり。 これ *^ それ 

の 漢字 一字 づ つの 例 を あぐべし a 

「キ ャ ク」 が 【キ ョ ォ」 の 如く なれる もの 

B 狂 强享鄕 饗梗京 卿 鏡 境經仰 行形況 

「シ ャ ク」 が 「シ ョ ォ J の 如く なれる もの 

將獎章 障 樟 彰. 唱菖詳 相 生 正 疆上諍 

「チ ャ ク」 が 「チ ョ ォ」 の 如く なれる もの 

長帳脹 4s  丁 町 頂 聽廳挺 丈 杖 湯娘定 

「 一一 ャ ク」 が 「 一一 ョォ」 の 如く なれる もの 

孃娘  • .  、 . 

「ヒ ャ ク」 が 「ヒ ョ ォ」 の 如く なれる もの 

. 兵 評 瓶 屛 病 «  .  . . 

「ミ ャ ク」 が 「ミ ョ ォ」 の 如く なれる もの 

名 明 命 鳴冥猛 


「リ ャ ゥ」 が 「リ ョ ゥ」 の 如く なれる もの 

良兩 梁：； 涼諒令 領靈茶 

六、 「ェ iii に 「ゥ」 の 尾 額 を 有せる もの は 拗音 「ィ ョ」 の 長 呼の 如くに 發昔 する ことこれ 

亦 一般に ませる さまな り。 これ も 漢字 一字 づ つの 例に て 示すべし。 

「 ェ ゥ」 が 「 ョ ォ」 の 如く 呼ばる る もの  、 

夭 幼，？^ 站搖謠 耍腰曜 

「ケ ゥ」 が 「キ ョ ォ」 の 如く 呼ばる る もの 

叫喬 ^！^驗 叫 堯驍曉 

「セ ゥ」 が 「シ ョォ」 の 如く 呼ばる る もの 

小 少 f::: 鈔消 焦 召 沼 照 笑燒擾 

「テ ゥ つか 「チ ョォ」 の ，^/、ザば るる もの 

兆 佻 眺超朝 烏彫條 

「ネ ゥ 」が「 二 ョォ- の 如，、 吓ば るる もの 

尿 檢繞饒 

I へ ゥ」 が 「ヒ ョ ォ」 力 如く 呼ばる る もの 

f^^,  の， 形 《 の w. 祭  一一 1 ^ 


^語の 中に 於け る 漢語の 研.  二 1 六 

r メ ク」 が 「？、 ョ ォ」 の 如く 呼ばる る もの 

妙 苗 猫 

『 レ ク」 が 「リ ョオ 一の 如く 呼ばる る もの 

料 了 療寮僚 瞭聊寥 

七、 先に. いへ る 唇 內入聲 の 「フ」 が 「ク」 の 如く なれる もの の、 上 の 1  激 が 「 ェ 」 韻 なる 時 は 第 

六の 湯 合の 如 く、 拗 音 「ィ ョ寵の 長 呼の 如くに 發音 せらる る ことこれ 亦 一 般に通 

す る 現 象 な ，..^。 これ も 漢字 一字 づ つの 例に て 示すべし。 

r ケ フ 一が 「キ ョ ォ」 の 如く 發音 せらる る もの 

夾挾俠 狹協脇 怯 業 

r セ プ」 が r シ ョ ォ， 一の 如く 發音 せらる る もの 

妾 接睫涉 

フプ フ」 が 「チ ョ ォ」 の 如く 發昔 せらる る もの 

帖貼蝶 牒疊帖  , 

r ネ フ」 が 「 二 ョォ」 の 如く 發 一昔 せらる る もの 

捻  . 

一 レ フ」 が 「ソ ョ ォ」 の 如く 發音 せらる る もの 


以上の 如く 

如くに なれ 

「ズ / ヅ」 の 混同 

の 日本化と 

以上 說く 

化と いふべ 

M せる は單 

も の が、 主 と 

こと を 努め 

そ の う ち に 

の；^ 呼に し 

へ ど も、 こ れ 

® るると さ 

ぁ と す< 

以上 は 一 


る 


れ ば、 第 四、 第 五、 第 六、 第 七の 場合 を 通じて 等しく 拗 音 「ィ ョ」 韻の M 呼 の * 

な り。 な ほ 以上の 外 「ィ /ヰ」 の 混同 「ェ/ ェ」 の 混 同 「ォ / ヲ」 の 混同 「ジ / デ」 の 泥 ^, 

よりて 字音の 混雜 せる さま を呈 せる を 見る が、 これ は 字音 そのもの 

はむ よりも、 一 般磬 音の 轉 訛に 基づく ところ なれ ば、 今 論 せ す。 

は 主として 近世の 語に あら はれた る 所なる が、 これ 亦 漢字 音の 日本 

現象た， CS とい ふべき なり。 しかも その 此 くの 如き 亂雜 なる 狀態を 

る 字 昔の 日本化と いふ べき ものに あらす し て、 從 來 漢語 を 使用す る 

て 文字に のみ 重き を 置き て、 發 音の 上に 差別 を 立てて 示さむ とする 

して、 發 音の 便宜と いふ ことのみ を 求めし が爲 な，^ とい ふ べきな り。 

-. -の 拗音 を. M 音 「ォ」 の 長 呼に し (第 一 類) 多 くの 拗音 を 同 一 類の 「ィ ョ」 韻 

る (第 一 一 類) は、 一 面 は その 音 を 日本化せ しめし ものと 見ら る べしと い 

が S に 多種多様の が 同 一 の 音に て發音 せらる るが 故に、 一 旦 漢字 を 

は甚 しき 混亂と 不明と を 惹起して わが 國語界 を暗黑 裡に陷 らしむ る 


面 は 日本語 音. の 單純を 好む 性質に 導かれ、 一 面 は 漢字 を 見る 文字と し 
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ての み考 へ、 發 音を輕 

それら 日本化せ る 音 

發音 をな すに 至りし 

こと あるべし。 


視 したる 爲に 導かれた る ものと いふ をう ベ きな 

のうちに は、 上述の 理由 以外に 或る 種の 必要よ. り 

もの 多少な きに あらす。 それら 特別の もの は 後 


支那の 

を 代表す 

よ り 見た 

る 世の 複 

づ こまで 

構成す る 

こ れ がう 

る もの を 

. 更に. 顧 

ら す、 な- i 


二 

語 は その 

を 本則と 

湯 合の 漢 

なる 事項 

固執す る 

の 出現せ 

にも、 二字 

も 多し と 

れ ば、 支 那 

の 方面よ 


組織 上よりの 観察 

音 韻 組織に 於いて は單綴 

せる もの なれば、 漢字 一字 

語の 本質な， c> とい ふべ し ( 

に對應 すべき 必要に せま 

こ と 能 は ざり しが 爲か、 後 

る を 見る。 かくの 如き も 

より 成る あ り、 三 字 以上よ 

す 0 

語の 組織 は單に 文字の 數 


^0 而 して- 

して  特別の 

に 別に 說く 


語と 考へ られ、 而 して、 そ 

が、 卽ち 漢語. 一 語た る こ 

一 然れ ども その 言語が 

られて は 一字 一語の 根 

に は 二三 字 を あはせ て 

の を 目して、 一 般に 熟語 

成る あ hN  、し かれ ども 

の 上よ，. >  のみして 觀察 


り觀 察すべき 點 あるべし。 然れ ども わが 國 語の 


の 文字 は 語 

と は 文字 上 

漸く 展開せ 

本 原則 をい 

一 の 意義 を 

と名づ く。 

二字よ b 成 

する に. id ま 

中に 入れる 


もの は 主と し て、 文 字と 相伴 ひて 川ゐら る、 もの なれ ば、 今、 一 3  、 に は その-ザ、 字に あ 

ら はれた る 形態 を 主として 論すべし。 かくて この 项は 一字の 淡 、一 一字よ， 0 成る 

^ 語、 三 字より 成る 澳 語、 四 字 以上より 成る 漢語の 四 目に 分ち て說 くべ きなり。 

. ィ 一字の 漢語 

^  は その 本源 はすべ て 一 字の 語たり しこと は 今 更、 論 する まで も 無き }^ な 

而 して、 それら 一 字の^？ S の わが 國 として 收 用せられ， る もの 如何と いふ に、 體 

言 ことに 名：^ として 川 ゐらる 、もの 多し。 今、 主 として 言 海の 中より その 一 字の 

語 を 摘出せ む に、 先 づ、 そ の 一 字の fS がその ま、 用ゐら る、 ものと して ま 

愛 (アイ) 惡 9 ク) 庵 (アン； 案. 餡 意 (ィ) 印 (イン) 蓮 (ゥン ) 詠 (Hi 要 (H ゥ) 易 (H キ) 

益 K  、液 役 綠 (H ン) 緣 (V" けハ) 宴 乙 (オタ) 恩 (オン) 音 

賀 (ち B  階 (カイ) 戒 害 (ゲイ) 蓋 (が ィ) 香 (カウ) 孝 講 郎 9 ゥ) ^ 

角 (カク； il: ；;; ク) 祸 (力 チ) 渴 (カタ) 甲 (カフ.) 寒 (カン) 勘 肝 威 欠へ カン ) 

甲 (力 i 癱 (ダン) 0 氣 (キ) 季機記 期 議 (ギ) 灸 (キゥ ) ^(ギ ゥ) 

菊 (キク) 吉 (キチ ) 金 (きご 斤 琴 (キン) f キン) 禁 銀 (ギン) 經 (キヤウ) 京 

卿 (* ャゥ) 0 香 略) 行 (ギヤ ゥ) • 客 (キヤ ク) g 逆 一 ギヤ さ 

^  宮 (キサ ) 與 へキ" -ゥ) 凶 曲 (キヨ ク) 局 極 ク) 
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句 (ク) 一 

き (ク F  メ 

管  _ 

權 (ケン ) 一 

戶(コ) 一 

刻 一 

差 (サ) ム 

在 (き、 

師 (シ) 

時 

濕 (ぉタ 


仁 

签 

狀 


苦 ， 0 

」  间 

觀 願 (ダサ 

景 啓 

間 (ケン ) 拳 

個 (づ) 基 (ゴ) 

曲 (ゴク ) ， 

座？) 采 (スゴ 

相 (サゥ ) 莊 

札 (サッ ) 冊 

詩 史 

洲 (シゥ ) 州 

集 (シ 


Ar ン 


具  {tjK クサ) 

(ククタ) 


ン) 


系 一 

語 I 

f  (コチ ) 一 

售 (コク ) 一 


省 

上 


がラ 


雜 (ザ フ) 

) 執 (シフ ) 

紗 (シャ ) 

生 


卦 (ケ) 


後 (ゴ) 

忽 (コ ク) 

菜 (サイ) 

雙 

算 (サン) 

式 (シキ ) 

心 a 

正 


ン 

. 中心 


訓 (クン) 勳 

.fRI (クタ ン) I 

f  (ケ イシ ノケ， 

結 (ケチ ) 闕 (ケチ ) 


御 (ゴ) 

(ゴフ ) 


P>  (シ ャク) 


犀 し 

草 (サゥ )一 

產 (サン) 一 

司 ； 

識 一 

J 一一  n  一 

射 . j 

商 一 

爵 一 


公？) 

*( コ ン) 

才 

象 (ザ ゥ) 

P  (シキ ) 

耰( シャ" 


ニニ 〇 

郡 (ダン) 軍 

卷 鐶 

下 (ゲ) 俱 

孝 (ケゥ ) 闕 (ケタ ) 


件 

像 


驗 (ゲン) 一 

m 一 

坤 一 

財 (ザ ィ) 一 

嘖 (サク )i 


サ ミセ 


ニーぐ ノ  ノ糸、 

子 0^) 死 

食 (ジキ ) 質 (シチ ) 

新 神 

蛇 (クャ ) 邪 

章 签 

-) m 


棺 一 

刑 (ケィ ) 一 

決 一 

M 一 

穀 (コ丄 

獻 (コン ) 一 

材 . 一 

^ 一 

斬 (ザ ン) 一 

絲 (数詞) 一 

質 (シる 一 

臣 1 


盡 9 ヮ) 

月 (ゲク ) 

鉤 (づ) 

石 (コク ) 

良 (ゴ ン) 

采？) 

字 2 

&: へ fz) 


莊 (シ ャゥ) 


鎖 (ク ャタ) 

釋 


f3 銖 

宿 (シ ュ ク) 

S  (シ， ゥ) 

叙 数 (スゥ ) 

税 (せ ィ) 小 (セゥ ) 

妾 (セフ ) 錢 0 二) 

前  禪 

俗 (ゾク ) 賊 

駄 ず聽 

堂 (ダ タ) 宅 (タク) 

男 地 一：：)) 

f3  ^9 ン) 沈へ 


丁 

忠 

&、 ダ) 

條 (デゥ 


0 

頭 9) 

.0 


主 

，： 

寸 (ス ン) 

箫 

詮 (セン) 

祖？ 

隊 


， 


^香 

張 

重 (きゥ 

對 (ク ヰ) 

鐵 (テク) 

形態の菌>_1|^ 


首 衆 儒 

)  術 (ク ユク) 

稱  食 9 ョク) 

順 (ズン ) 是 a-) 精 (セ i 

抄 席 (セキ ) 夕 

先 (セン) 栓 庙 

疏 奏 7 ゥ) 僧 

族 (ゾ ク) 帥 7 ク) 卒 

體 a? (ダイ) 大 

塔 (タフ) 丹 (タン) 段 

ネ？ ゲ) 

茶 (チヤ) 町 (チャウ) 

丈 (ゲ ャゥ) 杖 

重 寵 (チョウ) 

帝 (ティ) 體 亭 

蝶 (テフ) R 貼 


壽，， 宗 (シュ * 

旬 9 ユン) 

職 燭 

勢 製 

積 籍 

艘 層 

損 {> ン) 孫 (ソン) 

代 題 

端 痰 

紐 (チウ) 軸 (ヂク ) 

帳 疗 

(ヂャ ゥ) 

敕 (チヨ ク) 

邸  泥 (ディ) 


き (デフ) 


-)  銃 (クュ 

R (ク H ン) 

い：： 十？ ク) 

制  性 

節 (it) 說 

線  善 (せ ン) 

族 (ゾゥ ) 束 (ソク ) 

獎 他 (タ) 

第 黨 (タウ) 

淡？ ン) 段 (") 一 

帙 (チタ) 賃 (チン) 

廳 長 

着 (チヤ ク) 

« 徙リ) 

ァゥ」 調 


ヽ デフ 

パタ , 


ふ 

書 (シ Ho 

序？) 

：聖： 


足 

攤？) 

ね is 

珍 9 ン) 

腸 

中 (チウ) 

通 (ク) 

灭 (テン) 


ホ 一一 

ン へぺ 


f テン) 點 豪 傳 (デン ) 斗 (ト) 徒. 

頭 (一頭) 鋼 (ドウ」 筒 (；^ クチ パ) 德 (トク) 毒？ ク) 

乳 (二 ゥ) 肉 (二 ク) 褥 (二 ク) 日 (二 チ) 任 (ニン) 人 (ニン) 

農 膿 派 (ハ) 破 S 樂) 肺 (ハイ) 拜 

帽 暴 白 (パク) 伯 帛 薄) 

版 半 (ハン) 飯 (クン) 藩 盤 (パン； 晚 

妃碑比 美 (ビ) 品 (ヒン ) 貧 

兵 艇 (ビヤ ゥ) . 鉄 9) 府 譜 

符 分 9) 步 9) 部 武 夫 (プ) 

服 (一服) 幅 (一幅) 服 9 ク) 佛 (プ ク) 粉 (フン〕 M 

俊 表 廟 (ぺタ ) 秒 癖 (<  さ 別 (ベタ) 

邊 辯 (ペン) 便 瓣 步 (*) 鳳 (永 ゥ) 

本 盆 (が ン) 毛 (マウ) Ms 膜 (マ ク) 幕 

銘 名 (一一 II) 妙 (メタ) 面 (メン ) 免 麵 

樣 (ャゥ ) 陽 瘍 役へ ャク) 厄， 約 

癰 (ヨウ) 欲 (ョク ) 羅 (ラ) 驟 雷 (ライ) @ 


度 _ 

榻 (トン) 一 

尿 (ネゥ ) 一 

倍 (バイ) 一 

鉢 (ハチ) 一 

嬪 一 

賦 " 

風 (フゥ ) 一 

分 9 ン) 一 

變 (ヘン) 一 

俸 一 

慢 (マン) 一 

木 (,) 一 

譯  ^ 

f フ ゥ)： 


狡 7) 

鈍 (ドン) 


一、 ネク 

,ネチ 

枚 (バイ) 

罰 (バチ ) 

便 (ビン) 

步 (將き 

封 9 ゥ) 

文 


ニニ 二 

籐 (トウ) 

腦 (ナウ) 

年 (ネン ) 

方 (ハウ) 

撥 (パチ ) 

脾 (ヒ) 

瓶 (ビン) 

傅 

(フク) 

弊 (ヘイ) 

li へ へ ン ク- 


頭 

難 (ナン) 

法 (ハフ) 

非 

評 (匕ャ<> 


等- ふ 

男 (ナン) 一 

能 (ノ  *0 一 

is バウ)： 

判 (ハン) 一 

緋 一 

)  一 


棒 (お ゥ) 木 (4S ク) 

脈 (ミヤ ク) 

目  門 (モン) 

搖 (ュ) 袖 

牢 勞 


豹 (へ ゥ) 

) 

法 (ホフ) 

蜜 (ミ， ソ) 

紋 

勇 (ユウ) 

樂 (ラタ) 


返 (一 

品 ( ， 

命 (メイ) 

文 (モン) 

用 (ヨウ) 


(ラフ) ®c フフ) ® (ラフ) フン) 

流 T ゥ) 龍 (リウ) 力 ("キ ) 陸 (リク」 

M 粉 . 令： ゥ) 

靈鈴令 零 

爐 (n) 躕  祸 i) 樓 (ロウ〕 

W 门 (ヰ) 威 院 (ヰ ン) 0 

等なる が、 こ 、 にあげた る は 約 六 

徵 (ィ) お (ィゥ ) 陰 (イン) 欝 (？ ソ) 

i^t (カク) 忌 (キ) 奇 (キ) 吟 (ギン) 

昨 (サク ) 算 (サン) 寺 (S 辭 9) 

諸 所 生 (シ ャゥ) 

刀 (タウ) 盜  當  湯 (タウ) 

敗 (ハイ) 婢 (t) 不 (フ) 弊 (ヘイ) 

などの 如 く、 日 常 談話に は 通常 用 

のも少 からす。 父 一語 單獨に は 

； s の やま ひ 渴の やま ひ 

^五 秦路の 形 |« の ISR 


0 亂 

、 輪つ 

察 (レゥ )， 料… 


律 (：t 


) 麻 


鈴 0 


ャク) 


暦 (レキ ) 列 (=:0 獵( 


) 憐 1^ 

呂广 リヨ) 例 (レイ) 

) ^(レン) 


理 

領 ("ャ ゥ) 

連 


祿 (口 ク) 陸 (。ク ) 論 (ロン) 王 9 ゥ) 瘦 9 グ) 椀 9 ン) 

尹 赞 H) 會 圓 (チン) 

百 四十 語な b 。この 外に 

榮 (H ィ) 疫 (HA 加 (力) 可 (力) 解 (カイ) 更 (カウ) 

愚 (ダ) 寓 (ダウ) 君 (クン) 寡 (クタ) (ク ワイ) 

醜 (シゥ ) 日 9 ク) 將 (シ ャゥ)  症  種 (シ tO 

筮 (せ ィ) 錢 (セン) 租 (ソ) S (义) 镛 (ソゥ ) 贈 (ゾち 

答 (タフ) 除？ ョ) 住 (ゲゥ ) 奴 (ド) 讀 (トウ) 儺 (ナ ) 

餘 (ョ) 簾 (レン) 廉 漏 (。ゥ ) 

ゐ ね ど、 講 演、 演 說 又は 公式の IS に は 之 を用ゐ る. * 

用,^ ね ども 

ク ヮ 

靴の くつ 


？ゥ 

*( ショ 

績 9 ク 

仁 (一- ン 


國 語の 中に 於け る 漢語の 研究 


ナ -i 


何々 家 權の頭 

などの 如く 國 語と 結合して 

言 海， によれる ものにし て、 國 

なれば 、精査せば、 一 字の 漢語 

も 多 く、 或 は 千 以上に 上る ベ 

さて か \ る 一字の 漢語に 

く烕 せらる  >  もの を 少しく 

餡 (ァ ン) 印 (ィ ン) 

灸 (キ ク) 牛 (ギ ク肉) 

客 (キ ャ ク) 苦 (ク) 

甚 (ゴ) 公 (コ ク) 

象 (ザ ク) 詩 (シ) 

勢 (セ ィ) 税 (ゼ ィ) 

痰 (タ ン) 茶 (チ ャ) 

薄 (ハ ク) き 法 (ホフ) 

福 (フ ク) 文 (ブ ン) 


用ゐら る、 もの あり 

語の 中の 漢語 を 網羅 

の 名詞と して 取扱 は 

く 思 はる。 

して、 吾人に 漢語な り 

次に あぐべし。 

運 (ク ン) 香 (力 ク) 

菊 (キク) 金 (キ ン) 

會 (ク フ ィ) 藝 (ゲ ィ) 

骨 (コ ッ趣 

心 (シ ン) ¥ 心) 人 (ジ ン) 

拴 (セ ン) 錢 (ゼ 一一) 

蝶 (テ フ) 得 (ト ク) 

0 ン) 番 (バ ン) 

本 (ホ ン) 豹 (へ ク) 


ニニ  K 

リ 以 上. あ げたる もの は 主として 

せりと は いふ をう ベ からぬ もの 

る、 もの は 蓋し、 これよりも 五 割 

とい ふ 程の 意義な く、 極めて 親し 

號 (ガ ク) 寒 (力 ン) 艇 r 力 ン) 

銀 (ギ ン) 香 (キ ャク) 

拳 (ケ ン) ヲ ク ッ  劍 (ケ ン) 

根 (コ ン )( 拫氣) 菜 (サ ィ) 犀 (サ ィ) 

蛇 (ジ ャ) 性 (シ ャ ク) 精 (セ ィ) 

膳 (ゼ ン) ， 損 (ソ ン) 宅 (タ ク) 

毒 (ド ク) 肉 (一一 ク) 念？ ン) 

瓶 (ビ ン) 步 (フ) 鉄 (フ) 

f ン) 幕 (マ ク) 蜜 (ミ ッ)， 


面 (メ ン) 木 (モ 

蠍 (ラ • フ) ズ：： (レ 

上に あげたる もの、 

たる もの あ bo たと 

る は 勿 論、 一 マ：： 隶と いふ 

を說 くこと をせ すし て 「枢」 な どの 文字 を あ 

終 h> 、大 曰 本國語 0  ， に は 「観」 の 字 を あて、 

れ が、 國 gi なる か澳 語なる か を 明かに する 

た  >  大 言 海の みは そ れが 字音なる 由 を 注 

具に ある 文字に して 

說文云 ® 王 縛 反 字 亦 嫠俗云 本音 之 重 

と ある 如 く、 本 邦に て 古くより その 字音に 

な る な り。 然 る に、 後 世 これの 字音なる を 

そ の 「ソ ク」 に 「抱 f 格」 な どの 字 を あて、 W 々た 

の 外 あらや。 义將 の 駒 の 「香 j( キ ャ ゥ) 「歩」、： フ 

K なる によ h- て、 宇 音と 心づ かざる 入 も あ 

第五 章 箝の形 態の 観察 


柚 (ュ) 蘭 (ラ ン) 

絡 (M)  爐 (") 

なる 認識の 失 はれ 

て、 そ の 源 を 知ら ざ 

れ が、 字 音なる こと 

て 之 を正當 に解释 する こ と を W すして 

新撰 字 鏡 を 引き て 「和 久」 と 注しな が ら、 こ 

ことなくして 止める が 如き さまな り 0 

せるな り。 抑 もこれ は傻名 類聚 鈔、 H 絲 

て 呼びし ものな. o。  f 王 縛 反」 は卽ち 「フク」 

知 ら す、 そ れの 漢語なる こと を わすれて、 

る 如き？ S 學 者の ある は奇な と 評する 

) の 如 き は その 字音 が、 今 の 通用の ものと 

ら む。 又 「饀」 (ァ ン) 「菜 一 (サ ィ) 「鉄」 (フ) の ^ さ は 

ニニ 五 


ク) r モク 目)  門 (モ ン) 紋 (モ ン) 

ィ) 樊") §  a (ヮ ク) 椀 (フ ン) 

うちに は、 今 曰、 殆 ど 全く 漢語と しての 正確 

へ ば 「わ く」 S) の 如 き は、 普 通 に 「枠」 の 字 を用ゐ 

近， 頃の 國語辭 害 は 瘦の字 を あげつ  >  も、 そ 


國 語の 中に 於け る 漢語の 研究  ニニ 六 

料理す る 人 は 常に 用ゐ つ 、 も それが 漢語な と は 知らざる もの 大多數 ならむ • 

「繪」 (H  ) など も、 それ を 職業と する 人 も 多く は それが 漢語なる こと を 知らざる べし。 

以上の 外に 

セミ  フミ  ® 

蟬文 

は 字 音 な り と い ふ 說 ぁ れ ど、そ れ は 旣 に 傭 字 例 に 論 證 せ る 如 く に 字 音 に ぁ ら ^.。 

若し 字音 な らば、 「蟬」 は 廣 韻 の 平聲仙 韻に 屬し、 韻 鏡 二十 一 轉舌内 韻 なれ ば 「セ  一一 I の 假 

名 を用ゐ て、 「セ ミ」 と はなる ベから す。 「文」 も 亦 韻 鏡 二十 轉舌内 韻 なれば 「フ 二」 とい ふ 

べき ものにし て 「フ 、、二と はなる ベから す。 されば、 この 二 は 漢語に あらぬ は 明かな 

,0 とす 0 

又 一 字の 漢語に し て 「笏」 (コ ッ) を 「シ ャク」 とい ふ 如くに、 その 音 を 他の 語に 換 へたる 

あり。 俊 名 類 類鈔服 玩具に 曰 はく、 

笏 四 聲字苑 云 笏>忽 俗， 尺 

と、 これ は その 「コ ッ」 とい ふ 音 が 『骨」 の 意 を あら はす 語に 似 たれば 忌みた るな りと い 

ふ。 箋 注に 曰 はく、 

舊 說、 笏 無& 名； 其 字 音 如， 骨、 以％, 嫌-屍 骨 之 名 1 故 呼， 尺 也。 唐 王玄策 至-天 竺 維摩 室-. 

計乏 得 11 十 笏； 故 云 11 方 丈 室 1。 然 則 一 笏 爲 11 一 尺； 故 i 爲， 尺 也。 


といへ り。 これ は 「尺 一 を 以 て 「錄」 に か へたる H 緣を 語れる ものなる が、 そ れ. と 共 に * こ 

の 8^ 名 類聚 鈔 SIS の 頃 に 「屍 骨」 を 「 コ ッ」 とい ふこと 一 般の 風と な b て ありし ものな 

る こと を 兌るべき な hyo  乂 「尉」 (ヰ) を 「ジ ョ ク」 と よむ が 如き も 似た る 一 例 な KVO 元 來 

「尉」 はお 衞 府衞 門府の 判官なる が、 令 の 制、 一 般に 判官 を 「ジ ョ ク」 と よぶ より 出で しも 

のな り。 日本 國現報 靈異記 に、 「奥 國掾」 と あるに 注して 「掾 音乘 反」 と あ る は 「掾」 を r ジ ョ 

ク」 と よべと な り。 元來こ の 「掾」 ( ェン) の 字に は 「ジ ョ ク」 の 訓 あ る ベ きに あらす。 二の 

「ジ ョ ク」 と い ふ 語の 基 は 恐らく は 八 省の 判官 を 「丞」 (ジ ョ ク) と いふ その 語 を汎く 判官 

を 呼ぶ 語に. 轉 じたる ものなら むと 思 はる。 さらば こ、 にも その 漢語が 當時 一 般 

通用 gi として 國語 化したり し を 見る に 足らむ。 

又 こ、 に 「さ が」 と いふ 語 あり。 その 用例 をみ るに さま A\  ^  hyo 先づ 

おくれ さきだつ 程の さだめな き は 世 の.^^ と 見 給へ し b ながら、 (源 氏、 葵) 

それ を あいなし とお も ふ 人 はと かくに か はると もこと わ. 9 の 世の と お 

も ひなし 給 ふ。  (源氏、 花 散 里) 

誠なら ぬ 事 も 只 かたはし 出 くれ ば、 ま こ としう のみ いひな す 人 多 か る批の 

^にして、  (狭 衣. 三) 


なに こ とも 常なら ぬ 世の さが なれ ば、 あ けく る 、まて わ すられに 
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™i. 語の 中に 於け る. 漢語の 研究  ニニ 八 

(四 條大納 言 集) 


うき 世の さが なれば、  (卒 家、 一 ) 

れ ら の 「さ が」 は 蓋 し 「相」 の 字音に し て 「世 の さ が」 は 卽 ち 「世 相」 の 義 なり。 「相」 の 字 は 

て 明かなる 如 く、 古 く は 「サ ガ 1 とよみたり しこと 旣 


；ラカ 

模」 「相 樂」 「相 良」 な どの 地名の 用字に 

に 述べた る 所な り。 又 

何の あたに か 思 ひけんよ し 

の 「さ が」 も 「相 j に して 「アリサ マ/ スガ 

人に あな づらる 、御 ありさ 


や 草葉 のな らん さ 

タ」 な どの 義 にいへ 

ま はか やうに な- 5 


くまな き 御 心の さがに て、 

大澤 の 池の みづ くきた えぬ 


か 見ん とい ふ。 (伊勢 物語) 

るな， 又 

ぬ る 人の さがに こそ。 

(源 氏、 東 B 


秋す、 きまね く はさが とし 


とも うらみ. vt^ 

,0 'ながらと  >  まる 


さがの つら さ は。 (大和 物語) 

もの はこ ゝ ろな， On け り。 

n  •  (千 載、 秋 上) 

と ある は 蓋 し 「性」 の 字音なら む。 「性」 は 去聲 勁 韻の 字に し て、 そ の 音 尾 は 「！ lg」k: し て、 こ 

れ また 固 語に て は 「サ ガ」 と いふ 語音 な り。 これと 同類 な る 音の 平磬 の 「英」 が 地名の 

「ァ ガ」 に 用 ゐられ たる にても 知 る ベ し。 又 日本書紀 仁 德紀に 「吉祥」 孝德紀 に 「休祥 j と 


ある を. in 来 「よ き さ が j と よめる 外 に、 「夢 祥」 (垂 仁 紀) 「何 祥」 3 仁 紀、 仁 德 紀/. 大 下兩分 之 祥」 


(天武 


き 

よ 


て 倭 訓菜は 曰 は 

きこ と にも あし 


と い 

ば f サ 

と ゝ 


紀) の 「祥」 を 「さが」 と よめ h>。 これにつ 

日本 紀に祥 の 字 を さがと よめり。 

心 也。 

へ， o。 これ も 亦 「祥」 の 字音なる こと 著 

ガ」 の 音の 古に ありし は 明かな り。 か 

なれ， 9。 その 例 

い で、 い さ や、 近 きま、 によ もぎ 萚 のと こそ はかたら へ。 女、 あ 

れ にものた まふ べき 事に あらす。 


きこ とに もしる し 1 のる 一 


し。 「祥」 は 「相」 と 同 

く て 又 「不 祥」 の 意 


く 平 

ば 「さ 


J の をば のみ 心の さがな く あしき 


春宮の 女御の いと さがなくて 桐壺 

例 も ゆゆしう。 

以と 「相/性/ 祥」 の 三 mi いづれ も 「さ が」 と い 

これに 或 ひて 種々 の 論議 をな せど、 そ は 

るを总 みての 言なる が 如し。 上の 三 字 

代 名 II として n 語に 收用 せる もの は 
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こと をい ひき かせけ 

の 更衣 の あら はに は 

ひて 國 文のう ちに 屢 

皆 それが 漢語 な る を 

に 基づけ て 見れば、 事 


» 陽 韻 の 字 な れ 

が な し」 と いふ こ 


れば" 

か な 

あ ら 

知ら 

明 か 


なさが なた はふ 

(宇 津 保、 俊 薩) 

(大和 物 si) 

くもて なされし 

(源 氏、 桐 セさ 

はれ たれ ば X 户 ^ 

す、 若 く は 漢語 な 

な bo 


ニニ 九 


朕 余 僕 卿 子 

等なる が、 そ の 多く は 事 改まりた る 湯 合 

の み な hyo しかも そ の 「僕」 も これ を 用， Q 

いふ 人に 限られ たれば、 一 般 日常の 語と 

分に 日常 語に 化して は あらぬ を 見る。 

少 からざる のみ な ら す、 「朕」 の.^ き は 詔勅 

數詞 として 國 語に 收用 せる もの は 

一 (イチ) 一 一 (二) 三 (サン) 四 (シ) 五 (ゴ ) 

千 (セン) 莴 (マン) 億 (オタ) 兆 (テゥ ) 

等の 大數を 示す 語と 

分 (フン) 厘 (？ 6 毛 (マウ) 絲 9) 忽 (づク ) 

等の 小數を 示す 語と にし て、 こ れらは 盛 

を壓 倒す る 勢力 を 有せり。 

用 言 に 於いて は、 漢 語が その ま、 用ゐ 

に は 語尾の 變化 ありて 漢語に は 語尾の 

0 を そ の形體 の ま 、 に、 國 語 のうちに J 


に 用ね る ものにし て- 

る  もの  は學生  又は  學 

はいふべ から や。 卽 

され ど、 公式の 語と し 

に必ゃ 用ゐら る、 こ 


二三 0 一 

曰 常 の 一 

生 の 氣 

ち こ Aj 

て は 之 一 

とゝな 


語と し 

分に て 

には漢 

を 用ね 

れ るな. 


て は 「僕」 

もの を 

語 は 十 

る こと 


六へ ロタ) 七 (シチ ) 八 (ハチ) 九 (ク) 十 (タフ) 百 (t ャ i 


んに國 語のう ちに 用 ゐられ て、 固 有の 數詞 


られ たる もの 

變化 なき こ と 

ゐて用 言 と な 


一 も存 せす。 

に 基づく もの 

りうる に 至ら 


これ わ が 用言 

に して 若 し、 漢 

ば、 國 語 は 恐ら 


く は その：^. 命 を 失 ふに 至ら 

れ ど も、 そ の 淡 語 をば わが サ 

は 頗 る 多 し。 そ の 一字の^ 


愛す 

詠す 

嫁す 

歸す 

給す 

獻す 

坐す 

^？す 

信す 

宿す 

叙す 


壓 す 

要す 

解す 

期す 

吟す 

觀，^ 

減す 

策す 

死す 

進す 

卒す 

恕す I 


案す 

益す 

害す 

記す 

禁ず 

薰す 

解す 

^ す 

察 す 

辭す 

謝す 

準す 

乘チ 


む。 さ れ ば、 

行 三 段 活用 

語. よ りせ る 

醫す 

謁 す 

講ず 

0 す 

行す 

化す 

啓す 

薨す 

贊す 

殺す 

賞す 

稱す 

食す 


かく あるべ 

の 語に 接合 

もの.. -例次 

逸す 

怨す 

號す 

擬す 

供す 

禾 す 

激す 

n ゥ 

困す 

産す 

修す 

生 t 

證す 

推す 


き は 當 然 

せしめて- 

の  如し。 

揖す 

渴す 

窮す 

饗す 

會す 

決す 

混 や 

算す 

失す 

諸す 

書す 

誦す 


のこと なりと す。 然 

以 て 動詞と する もの 


欝す 

賀す 

掬す 

典す 

劃す 


映す 

架す 

威す 

喫す 

御す 


ひ.  . 


結す (ig) 檢す 

相す 藏す 

散 ャ 參 す 

實す 執す 

祝 す 熟 す 

處 す n ぶ す 

制す 製す 

二三 1 


列 瑩さ摩 僻 必博配 同 適 住 治 題屬接 
すすす すすす すす、 すすす すすす 


弄 約' K 變評 駁拜毒 敵徵持 託賊攝 
すすす す、 すすす すすす すすす す 


論 譯命辨 諷發廢 難 徹勅蟄 諾存節 
やすやす、 すすす すすす すすす す 


勞銘崩 封 罸倍任 撒 通陳. 達 存ご絕 
すす、 す、 すすす す、 す す、 す、 すす、 す 


利 滅奉伏 反 陪姙蹀 呈長脫 損 撰 
すすす すすす すすす やすす す 


領免封 復判報 熱 轉朝着 歎 損 先 
す や す やすす す す す す や 


征す 

煎す 

對す 

彈す 

詠す 

吊す 

投す 

念 や 

焙す 

比す 

服す 

卜す 

目 す 

略す 

な る が. 


な ほ 


研^  i  二 

セゥ  セン 

^す 

奏す 

帶す 

談ゃ 

チウ 

注す 

調す 

動 中 

破す 

忘 中 

1 す 

聘す 

沒す 

3 す . 

類す 

この 外に 俗語に 於いて は 稀に サ行 上 一 段 活用と せる もの あり- 


た 


散 じる  生じる 


も 

化 


は 一 も 

る もの 


高 じる 判じる 混じる 信じる 察し 

難 じる 煎じる 損じる 通じる 動じ 

の 如，.， もの これな hNO 

涣 およ b して その ま、 わが 形容詞に 轉 用せられ たる 

僅に それが 形 5^ 詞の如 く 「く し き」 の 語尾 をと りて 形容詞 

みなに ^葉： に 「け し き」 と い ふ ぁ り。 

安波 禰 » 毛 家思吉 己 許 呂乎安 我 毛 波奈久 雷。 

家 之 伎 許 己 呂乎安 我 毛 波奈久 雷。 

といへ る に、 そ の 「け し き」 は 「異」 の 意な りと して 純なる 國語 

「怪 j の 字 音 を 活用せ しめたる ものなら むの 疑 あり。 平安 

《呂 何 か はすく せ はし、 しね ども さる まじら ひせんに 

なんどの 給 ふ。 

けしう つ 、ましき 事 なれ ど も、 あ またとう けた ま は 

おも ひ はなち 給へ て やとて なん。 

此 なかく かき s^i きたる を け し う 心お くべ き ^ も 覺 

らんと いたう な き て、  (伊勢 物 語 

§^00^0^.  二三 三. 


な 

朝 


とい ふ 

ま 


存 せす。 た だ 

稀に 存す るの 

(十 四) 

(十 五) 

が通說 なれ ど、 


も-^ し， フ ふ i5 

(宇 

るに はむ つ 


人に おとら じ 

律 保、 蔵 開 下) 

まじき 方に も 

(蜻蛉 曰 記、 下) 

えぬ を 何に よりて かか > 


國 語の 中に 於け る 漢語の 研究 

受領と いひ て、 人 の國の 事に か、 づら 

み z^- ありて 中の 品の けしう は あら 


などの 例 あり。 本 居宣長 はこれ を 

け は 異にて あやしから す 也。 

といへ、 り。 さら ば 「怪」 の 字音の 方 よ 

時代よ. 9 旣 にあり と いふ も 如何な 

に し」 と 化した る ものと 見る べき 

がそれ は 下に 說く べし。 この 外 に 

ネッ  カク  .1 

熱い 角い 

などい ふ もの あれ ど、 俗 語に 用ゐら 

一 字の 漢語 をば わが 國 語の 動詞 

して 古く は 「ゑる/かまく」 の 二 語 を 見 

心 葉 こんる りに は 五葉の 枝し 

糸の さま も 

の 例に て 見るべき が、 こ れ は 「給」 を ば 


釋 して 

奇妙 を 

く 當れ 

れ ば、 は 

にあら 

一 字 の 

る、 に 

の 形に 


あ 

し 


い とな み て 

えり 出づ ベ 


やしと 常に 

とすべし。 

め は 「異」 の 意 

か。 さ て、 一 一 

語 を 形容詞 

ま れ hvo 

て 活用せ し 


二三 四 

定 Ky た る 中に も乂 き ざ 

ころ ほひな り • 

(源氏、 帚 木) ， 


へ 

せ 


、云 

、>  J 

は 


な 

の 「怪」 の 語、 萬 葉 集 

の が、 平安朝 時代 

なる もの も ある 


めた る もの は 極めて 稀に 


るの みな り。 -ゑ る」 は 

ろき に は晦を ゑり てお なじ 


語幹と して ラ 行 四 段 


の 語尾 


くひき むすびた る 

(源 氏、 梅 枝) 

を 加へ て 活用せ し 


め た る も の な h^。 又 「かま く」 は 萬 葉： 卷 十六の 歌に 

ハシキ ャ シ ォキナ ノウ タニ ォホホ シキコ *  ノコ ラ ャ 力 マ ケ テ ヲ ラム 

端 寸八爲 老夫之 歌 丹 大欲 寸九兒 等 哉 蚊 間 毛而將 居。 

と あり。 倭訓 5; 水に 曰 はく  . 

烕を よめる は皇極 紀靈異 記な どに 見えたり。 今" 俗事 に 打 か、 hs 居る を かま 

けて ゐ ると いふ。 お 近し。 出 羽に て 肝 をつ ぶす 事 を かまけ ると い へり。 

と あ. o。 曰 本 啓 紀には 皇極紀 孝 德紀に 「威」 を 「力 マ ケテ」 と訓せ I 「威」 は 音 尾 「m」 なれ 

ば、 「力 ム」 な る を その 音 尾 の 「ム」 を ばァ 韻に して カ行 下 二 段 活用に 活用せ しめたる も 

のにして 奈良朝 時代に はやく 用 ねられし なり。 後世に至h^てもこの類のものは 

少 からす。 その 一例と して は 「で つ ち る」 と い ふ 語 あ -ON  。便 言 集 1:;^ に は 

でっちる。 挺 也。 ネル 事 也。 ネとデ と 通す。 デ ツチ ルはネ リツの 轉也。 ネ 

タ ン 

. リツ はネ ヤス 也、 a? 墙の義 也。 涎 ネ ャ ス と 訓 ，.^。 (增) で つちる。 揑の 音な り。 

圃 子の 粉な どこね ませる をい ふ。  ， 

といへ り。 リヅ」 の 「ネ リ」 はーデ リ」 と なりう とし て 「ッ」 を 「チ ル」 と いふ は 如何な り。 こ 

れは 「控」 の 音よ. 9 出で た る 語に して、 この 字 は 乃 結 切に して、 毛利貞 1^ の 會玉篇 にも 

『デ ッ」 の 昔 を 正しと せる ものな り。 これ を國語 化し て 「ッ」 を 語： S 變 化の 如くに して 

活^せ しめたる もの これな りと す。 その の 示す K としての S すわ ざ はま さし 
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國 


く こ の 「捏」 字の 本義に あたる も 

れは近 松が 淨 瑠璃に 


のなる こと 明かな hNO 又 「，9 き む」 と いふ 語 あり。 こ 


見やう 

よい 年 

よ-^ 歸 

と あり。 ffi 

Ky さ む 

むの >^ 

と。 かくし 

て マ行 四 段 

わが 形容 

な る が、 漢 語 

詞と 同等に 

又說明 存在 

ゐ ら れ、 以 て 

優 a リ) 


がわる いと ゆるさ 

の 兼 房 血が 枯れて 

り し ぞ 0 

言 集 覽に曰 はく、 

. 作氣を 云。 

と し。 

て 「う きんだ 腕 

に 活用せ しめ 

詞に 似た る觀 

は 活用 を 有せ 

取扱 はる 、も 

詞 「なり/た り」 の 

その 用 を 完 く 


ぬと 聲を なまつ て， 9 さみ け る 0 

智慧 も 枯れた か、 り きんで よく は 


力 字 を はたらかして 云。 


の拍 

た る 

念 を 

さ る 

の は 


又リ 

げた 


キ 


と 


0 一  枚 1  は) 

去年の 春な せ 腰 越 

(燦 靜) 

云詞 あり。 はにか 

れ は 「力」 を 語幹と し 


子 ぬ け」 と いふ 語 を あ 

ものな- 90 

有する 漢語 は その 漢 

が 故に、 わが 國 語に 入 

り。 卽ち 助詞 「に i. と」 に 

賓格に 立 ち. そ れら と合體 

するな h-o  ^^^^^^^H 

幽£  ー，£ 幼 £ 艷 (r) 可 £  S  0€ 


語の 

る と 

接し 

し て 


文法 

き は- 

て  は 

一 の 


そ 


用 


ていふ 時 は 形容詞 

れ はわが 情 態の 副 

詞 として 用ゐ られ、 

一一 一一 n と 同じさ まに 吊 


ジ ユン, 


简£ 

セヅ 

切 (r) 


ビン 


ベ ッ 

別 £ 


剛 £ 

ビ 

微 £ 

以 上 は 「 二  J ナ リ」 に 接する Ais- の 

般 (r)  B(u 赫 (r) 

茫 (r) 漠 (r) 紛 (u 


愚 f) 


ゲン 

P) 


醜 a し 

美パ ナリ) 

ユウ 

勇 £ 


もの も 

格に 立 


快 (t 賢 au) 

小 (r)  M£ 大 (£ 忠 (t 

便 (£ 猛 (£ 密 (r) 妙 (i 

し て、 次 は 【 ト」 「タ リ」 に 接する ものな り。 

恍 (r)  mE 燥 (r) 寂 (r) 節 (r 

眇 (u 炳 (む 爛 (r)  mE 寥 (r 

これらの 種類の 1^5 に 「 一一 / ト」 の 一 方 又 は 「ナ リ J タ リ」 の 一 方の み を 伴 ふ 慣例なる 

あ， o。 而 して そ の 「な .5」 を 伴 ふ もの は 俗語の 上 に 「な」 を 伴 ひて 他の 語の 連體 

つ こと 少 からす。 たと へば、  ^ 

こと を 仰せられる。 (異な)  •  一 

こんなに 急な こと、 は 思 はなんだ。 (急な)  I 

グ  j 

そ ん な 愚 な 話 はやめにして くれ。 (愚な)  一 

妙な 行 きが、 りでして ね。 (妙な) 

それ は 鈍な 事でした な。 (鈍 な)  .； 

さて 又 來は淺 mi の 形容！ 1 に は あらぬ もの も往々 か 、 る 性質の 語と して 國 Si の， 

中に 收^ せらる ヽもの あ hs 。たと へば、  一 
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それ は樂に 出来る 事で ある。 

まこと に^ 1^ 生活 をし てゐ る。 

變 に 邪推す るの だから 困って しま ふ。 

そ れ が 又 Kb. 男でした から、 

ラク ヘン 

の 「樂」 「變」 な どい ふ 語 これ その 例な b 

ヂャゥ  , 

例の 定 にしけ るに 

大 矢と 申す F の ，1 者 十五 束に 劣 

もし それが 5^ なれば 十雨と い 

それ は M か。 ありがたい。 

これ は 恐らく は 二 定」 な どい ふ 語よ 

一 字の 漢語の 例と して あぐべ きも 

この類に 舅すべき 語 に 「ろ く」 と い 

て たれ ど、 それ. にて は 意 義反對 にな 

しごと も出來 ぬ」 「ろく に 骨折 もしな 


二三 八 


0 或は 又 

りて 引く は 候 はす。 

ふかね 暖まる。 

り轉 じたる ものなら む が、 上 の 

のな， 0 とす。 

ふ 語 あり。 今の 通俗の 讎 書に 

る ヾし。 これ は 俗 に 「ろ くな こ 


(古今 著 閗 集) 

(平 家 物 

(近 松大職 冠) 

(近 松、 淀 鰓) 

如くに 招 ゐ て は 

往 々「碌 」 の 字 を あ 

と は 無 い」 「ろく 

も 無 い/この 


いで 何 をい ふ か j. ろ く な 人 間 で 

で 無し め」 な どい ふが、 これら は 下を必 す、 打 消 す 語 にて いふ 故に 結局 不マも な る - 』 と 

の 如くに なりて 見 ゆれ ど、 そ れは 下にお 消す 語 ある 爲 にかく 見えた る もの に し て， 


そ の 

こ の 


打消され ざ る 「ろ く」 と い ふ 語 は 

語 は徳川 時代の 常用 語に して 

三 五郞 守す る ならろ くにし や 

おでん を P に. M させて 母 様 

どれどれ も かげす にょう こそ- 

お  のれなら 尤もろ くで 果て ま 


かへ りて よき 、总 を あ 

近 松の 淨 瑠璃の みに 

と 喚き 歸れ ば、 

もちと おやすみと  一一 一一 n 

サ ァ 先ろ くにと 挨桜 

ぃ奴ぢ やと 常に 言 う 


ら はす たる こと は 著 し。 

て も 


ひければ _ 

も、 

たが 違う 


な ど 


あ る が、 そ の 

岩 角 をろ く 


な ど 

は、 そ 

を い 


今 ftw まら. 

築山 を し 

行つ くや^ 

あ bo こ、 

れを水 Kf- に 


他に は 

になら し 

ろくに 治 


ましよ 0 

の 居る 石 

に 『s 角 を 

le 'にす る 

へる こと i きし。 按ゃ 

平」 を 『陸」 と い ひ た る に ^：^ づ 
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て 柱 立て、 

る 0 

人 いらす に 家の ゆが み を；^ に しまし 

& ク 

の M。 

ろくに 

こと を 

るに こ 


な 


力 


らし て/家の 

い ふ な り。 か 

れ は 「陸」 の 字 に 

くて その 築 


ゆがみ をろ くにし 


く て 「石 の .^」 も そ の 

基づく ものにして 

術に て は 「水 や」 を 「ろ 


(天 網 島) 

(女 殺 油 地獄) 

@ 蜋 天皇) 

たか。 

(丹 波與 作) 

(大 句數 二) 

(同) 

よ。 (二 代 七) 

(績 猿 蓑、 風 誘 

ま し よ」 と い へ ろ- 

石の 面の le- なろ 

_ 古の S 築 術に 「水 

みづ 

く 水」 と い ひ、 水 ： 中 
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を 表示す る 墨 線 を 「陸 墨」 と い ひ、 小 屋 組 重 根 を 承け しむる 爲に 設けた る 構 造) の S 下 

にある 梁 を ば 「陸 梁」 と い ひ、 勾 配少 くして 其 上 を 安 全 に 歩行し 得らる 、屋根 を 「陸 屋 

根」 と いふなり。 さて その 事の 眞 正なる をば 「マン" ク」 と いへ る は 「眞 陸」 に し て 「ン」 は 

音便に て 加へ たる ものな りと す。 使 言 集 覽に曰 はく 

ろ く 物の 形な ど 正しき をろ く を 見る とい ふ。 此 反語に ろくに 見 す、 又 ろ く 

でな しと もい ふ。 

又 平 座す る を 「ろ くにを る」 と いへ る は、 皆 「1^1.. 」 の 意 な り。 「ま ん ろ く」 の ffl 例 は 

和 御 寮 達 は甥娃 なり、 どちらに ひいき 偏頗 もない。 まんろく をい ふ 時 は 皆 與 

兵 衞 め が、 惡 い ぞゃ。  (卯月 紅 葉) 

あり。 これ は 「十 分なる こ と」 を いへ るな り。 

又 「と み に」 と いふ 語 ある が、 こ れ は 「頓 に」 と いふ 漢語より 出で たりと いふ 說 あり。 

倭 訓荣に 

とみに 頓 にと いふ 義を 以て 訓 とする 也と いへ h>。 物語に 多し。 蟬、 文 の 例 

の 如し。 又 速、 疾 の義も 侍るべし。 みは 詞也 といへ り。 

といへ り。 こ の 「頓」 の 字 は去聲 恩 韻 の 字に し て 「ト 一一 」 と なるべき もの な れ ば、 浅 0 に 

あらす して ー疾 シ」 と いふ 國 語の 形容 飼の 語幹 「ト」 に 接尾 辭 「み」 を 加 へ て 「と み」 と なりし 


ゝ ^ * 


もの を 助詞 「一一」 にて 導きた る ものにして 漠語 の 「頓」 よ り 出で たる ものに あらす とい 

ふ說 が^ 力な ..yo この 說、 か の 「蟬 i 文」 が 「セ 二. T フー 二なる に 準 すれば、 これ も t 理と見 ゆ 

れど T セ 、、ニス 、、二 は その ま、 にて. nil 在に 用 ゐらる 、語なる に、 これ は必 す、 「ト ミ 二  f ト ミ ノ」 

とい ふ 如く に フー/ ノ」 の 助詞 を 下に 作 ふ ものな れば、 「セ ミ /フ ミ」 と 一様に いふべ からす。 

恐 らく は ニー  ュ /  ニノ」 とい ふ 如 く、 ナ 行 音が ニッ 重な hN て 呼びに くきた めに、 「ト ミ 二  /ト 

0  ぶ 

ミ ノ」 と 音 や」 か へ しにて、 その はじめは な ほ 一頓」 の 字音な りしに あらざる か。 r 頓」 の 字 

は、 「顿 頓死/ 頓病」 な ど、 中 古に 盛んに ffl ねた ものな り。 かくて その 「一一 J と 「ミ」 と 通す る 

こと は 古 「ミ ガ シ」 と 「 一一 ガ シ」 (苦し) と 通 用し、 「ミ ブ」 と r 一一  プ」 (壬 生) と 通 ffl したる 例 あり。 な 

ほ、 下 に も 「正 身」 を 「さ う じみ/不仁」 を 「ふ じ み」 と い へ る 例 も あるな り。 

一 字の 淡 がわが 副？ i として 用ゐら る、 もの は 上に あげたる もの も それなる 

が、 そ れらは その 數、 名 M の 如くに は 多から ね ど、 な ほ 多少 は存 す。 その 著しき もの 

を あぐれば、 

K (二) 特つ 一) 現つ 一) 一 (二) 順 (二) 

雜 (ト) M  (ト) 森 (ト) 卒 (ト) 篤 (ト) 

などの 如し。 又 「虎」 の 字の 如き は 副詞と して 

デキ 

參りま fo 
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ク」 は 近頃の 

る こと あり 

はべらん。 

ものな りと 

られ たる も 


俗語なる が、 ¥ 

U その M 

(枕 草 子、 十) 

(榮 花、 烟 後) 

to 

の を ば、 國 語 に 

？ 家、 五) 

(平 家、 十) 


せる もの あり。 これらよ 


も と * そ れらを 一 旦動！ 1 として サ行 

て、 そ れの 連用形 を 以て 修飾 格に 立 

あらざる なり 0 

口  二字の 漢語 

この類の もの は淺 tS の 中に 於い 

の 中に 入れ る 淡 語の 最大 多数 を 占 

とは體  一一：：！ として と- 入れられ たる 

先 づ 、そ の 名詞なる ものより あぐべ 

名 M としてと，. >  入れられ たる も 

部類に 分ち て說 くこと とすべし。 

の 、渡来せ しもの も あるべ く、 乂 本 

も あるべし。 かくて その 支那よ，^ 

物が 、わが！； に收 用せられ しにより 

物の 著しき 例 を あぐべし。 

一、 t い 木の 名なる もの 

杏 子 (アン ズ) g 金 ゥコン (香/略 ス) 


三 段 活用 の 「す」 に 熟 合 せ 

たしめ たる ものにして 


て 頗る 多くの 量 を 占む 

むる を 見るな り。 而し 

ものにし て、 そ のうちに 

し 0 

の は、 その 量 多き が 故に、 

而 して それらの うちに 

邦に て 漢語の 方式に 准 

渡來 せし もの は、 多 く は 


しめたる 形の も 

純然たる 副詞た 


る ものにし て、 わ 

て、 こ れ に は 最も 

も 名詞 最大 多数 

便宜 それら を 幾 

は、 支 那 にて 用ゐ 

じて 新に つくり 


のにし 

るに は 


が國語 

多き こ 

を 占む。 

つかの 

た る も 

しもの 


その 漢語に 相當 する 事 


て 伴 ひて 来りし もの、 如し。 次 に、 そ れらの 事 


合歡ヘ カウカ) 柑子 (力 サク) Elg  (キ (チ) キヤウ) 
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B£ 穀 (正 シクハ 「枳 棘」 キづク ) 

昆布 胡麻 药篛 

紫苑 . 橙櫚 


ガ (ゥ) 

生 S 


金柑 

ザク CI 

柘榴 

K お 


甘藷 


西瓜 


蘇枋 (ラウ) 

忍 冬  貝 母 


春 蘭 三 七 

南天 (燭) 肉桂 

木 芙蓉 牡丹 木瓜 (お ケ) 蜜 村 (ミヌ ) 力 ン) 

木蓮 木綿 (モ (ク) メン) 木斛 風 


防風 


龍膽 T ン ダウ) 

以上のう ちの 或 

れ 故に その 藥品 

「生？ な りと す。 

、藥 品、 香料、 染料 等 

綠 靑 雲 母 

珊瑚 ， 岱赭 

水晶 琥珀 

0 香 樟 腦 


連翹 豌豆 . 

る もの は 元來藥 品と し 

としての 名 を 以て 植物 

の 名なる もの 

石英 ， 水銀 雄 

阿 膠 應脂 群 

眞珠 丁子 薰 

龍腦 人參 砂 


蘭 

て 傳 

の 名 


黃 

靑 

糖. 


寒竹 

菖蒲 

石菖 

鐡線 

色蕉 

木犀 

柚子 

へ て 栽 

とせし 


雌黃 

金靑 

沈香 


二 四四 

. 玉 蘭 

芍藥 

石竹 

(花) 鷄頭 

枇杷 

(モク セィ) 

蠟梅 


培 


も 


(花) 


牛蒡 

紫蘇 

シャ ゥビ 

薔蔡 

檀特 

葡萄 

木 蘭 

林檎 


せし も 

の あ .9< 


硫黄 

胡 粉 

白檀 


の少か ら t 

一 その 著し 


長石 

瑪^ 

牛 黄 


き は 


風 


一、 諸の 器物 及び その 材の 名なる もの 

尺八 琵琶 大鼓 錫 鼓， 蓽篥 横笛 香 

拂子 .5 子 臺盤 頭巾. 幡子 障子 屛 

0  0 挑燈 蠟燭 行燈 象牙 犀 角 

一、^  IS の 名なる もの 

魏鵡 孔雀 鳳 a 鶴 偽 連 雀 風 鳥 獅子 


人魚 疆々 

これらの うち 

S の傳 はりて 

か ，、 て、 そ の 二字 

きものに つき て、 そ 

て兑る こと を ベ 

て は 一 々 そ れ な 分 

要素た る 二の の 

かの 校 型 を 求めて 

1 、 相對 立す る 二 


鶴鵡 

狒々 水牛 

に は その物と 共 に 

，後 その 語 を 用ゐて 

の^ 語の 本邦に て 

れ ら の 語の 內 部に 

きものと 田 5 はる ゝ 

解して 觀 察しう ベ 

間の 關 係の 明か に 

そ の 說明を 下す ベ 

の 觀 念 を 合して 1 


如意 

燈箭 


麒麟 


は 「鶴 鶴」 の 如" 

もの も あら 一 

粹に 漢語 と. 

の 11 係 は 種々 に 一 

物の 名なる もの 


の、 又 

り し 

て 純 


、，  に^ 


その 語の 傳 はりし も 

在来の 名 を用ゐ すな 

つくりし にあら すし 

於け る 二の 字の 相互 

が、 そ れ， か、 或 るお 形の 

からぬ もの も あれ ば、 そ れ らは刖 として 

觀 察しうる 性質の ものに つ き て、 そ れ に 

し 0 

の と 同じき 意 をな す もの 

二 四 id  一 


そ の 

す ベ 

か ち 

つ き 

、構 成 

幾 つ 
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、共通の 

丘 陵 

境界 

子息 _ 

病患 

鄕里 

根本 

サク 

造作 

差異 

詔勅 • 

^ 訟 

恥辱 

毛髮 

印章 

階梯 


意 義 あ 

山岳 

墳墓 

門戶 

憂患 

艱難 

樹木 

暑熱 

階級 

言 語 

仇敵 

身體 

皮膚 

旌旗 

慈悲 


る 


れ ら は、 上 の 語 


語 を 重 

河川 

倉庫 

屋舍 

緩 旅 

園 門 

眞實 

炎暑， 

刑罸 

狩獵 

頭 貧 

星 辰 

刀龃 

慈愛 

あ る 多. 


ね 


て その 意 

岩石 

君 主 

, 宮殿 

盜賊 

婦女 . 

第 

面 


次 

顏 


世代 

珠玉 

輪廓 

の 意 義 の 


を 明確な 

土壌 

王 公 

, 家宅 

難康 

兒 童 

振 古 

魂魄 

嫌疑 

幸福 . 

勳功 

頭腦 

記憶 

敎訓 

うちの 一 


らしめ た 

雞谷 

朋友 

工匠 

暮夕 

童兒 

古昔 

一一 目 論 

k 讓 

討伐 

官職 

眼目 

吉祥 

皮革 

訓導 

と、 下 の 語 


二 四 六 

る もの 

道路 

賓客 

學校 

00 

根柢 

座席 

ず , 

, 祈禱 

征伐 

官爵 

磬音 

綺畫 

碾 


ある 多 


溝渠 

妻室 

疾痛 

密翰 

K 條 

財货 

祭祀 

鬪 

榮譽 

齒牙 

金錢 

橋梁 

^  S プ 


氣キ 內 敎 
味 ど 外 # 


因 中 經 
綠外緯 


m 上 經 
果 下 濟 


左 衣 
右 食 


うちの 一 との 合致 す 

とす 0 

n  、 意義 異なる 語 を 重 

天地 宇宙 


る 


點を 以て， その 熟語の 意と する こと を 示 す も の な 一 


神祇 

日夜 

山水 

夫婦 

師友 

股肱 

生死 

前後 


鬼神 

朝暮 

土木 

草木 

父子 

古今 

道徳 

a- 仄 

東 两 


ぺ总義 相反し て對立 

なす IS とせる も の- 
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ね、 二の 觀念を 綜合した る 意義 を あら はせ る もの 

日月 雲霧 風雨 風雲 陰陽 乾坤 

世界 雷電 春秋 朝夕 旦夕 晝夜 

年月 星霜 草木 花卉 歳月 山川 

經史 詩文 文武 禽獸 牛 羊 犬馬 

金石 男女 雌雄 牝牡 本末 父母 

妻子 兄弟 姉妹 君臣 公卿 師弟 

朗野 公私 主從 >  « 傑 英雄 手足 

忠孝 仁義 禮樂 禮儀 喜 怒 哀樂 

Si 築 學問 

舟 車 大小 

Ms 經論 

せる gi を 合せて、 二者の 比較 又は 選 揮 若く は 合の 意 を 

. これ は 形容詞の 意 をな す 語 を 合せた る ものな り。 

二 四 JJ  . 


k 語の 中に 於け る 漢語の 研究 

長短 高低 大小 .， 輕重 

强弱 是非 淸濁 寒暑 

なほこの 類に は 「否」 と いふ 語 を 下に 加 

考 ふる 湯 合の 語と せる もの あり。 

安否 可否 成否 實否 

二、 上なる 觀 念が 從 にして 下なる 觀念 

高山 深山 大海 大山 

名山 仙鄕 仙 洞 喬木 

小兒 高弟 武士 名士- 

明主 先帝 先君 文官 

天才 先輩 先哲 先達 

大儒 名 儒 大醫 名醫 

美德 三德 文德 武功 

大名 小事 大事 武術 

技 a 大恩 高恩 大願 

小生 五穀 大風 颶風 


： 四 八  一 

黑& 美醜 善惡 貴賤 一 

寒溫 冷暧 老弱 老幼 „ 

人 

へ て、 上 なる 語の 意の 成立 か 不成立 か を 一 


が 主なる 意に て つくれる もの" 


大河 

灌木 

美女 

武官 

大敵 

武將 

大功 

藝術 

後 夜 


幽谷 

大木 

天女 

先祖 

大家 

名將 

玉座 

武藝 

朝敏 

梅雨 


大地 

美 花 

明 君 

名門 

高名 

名工 

玉璽 

文藝 

大砲 


流水 

夫人 

明 王 

文才 

高位 

高德 

名刀 

手藝 

鐡砲 

lii ハ法 


像 法 

名， 

二の 額に 

と 限定す 

緩急 (こ 

の 如し。 

三、 上 な る mi 

觀 念の 上 

堂上 

の 如く、 下 

聖人 

武人 

の 如く 下なる 

「子」 字 を 加 へ て 

る ぁ，^^、「ス  Jな る 

r シ」 と丄； b も 


敎師 講師 讀師 

强盜 竊盜 

は 意 相反 對 する 語 を 合せ 

る もの あり。 たと へば 

れ は「急」 の 意 に 用 ゐ る な h^) 

かくの 如 き 「緩」 を 古 來帶說 と 

がその 觀 念 の 、王 と な り、 下 な 

にて は從 たる もの。 これに 

庭 上 社頭 地 

なる， が 關係を 示す ものと 

K 人 愚人 大人 

文人 天人 美人 

語 が、 そ の 質 を 示す ものと し 

名詞 を 構成す る もの あ b。 

あ hv、「 ッ」 な る あ bo 

マ ：1 の 形 旌の蒙 察 


素 侯 . 諸子 辭表 名物 

て、 下 なる 語 を その 場合の ー总 の ものな 


へ り。 

語 が、 そ の 質 を 示す 主と な fe- て あれ ど 


國中 

て 用 

小人 

主人 

用 ゐ 

し て 


ゐ 


國 ^ 

らるゝ 

仙人 

農夫 

るゝこ 

れに 31 


室內 

ものと、 

婦人 

公事 

と あ り、 そ の 

そ の 「子」 の よ 


二  g: 九 


國外 

名人 

私事 

外に は 下に 

み 方に 「シ」 な 


mi 叙 T 

子シ 子シ 
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ァヲ シ 

澳子 


テ イシ  ゴ シ 

亭子 兀子 

カウ -ン "ホウ シ  チン シ 

格子 帽子 鎭子 


二 五 〇 

チウ シ 

跳 子 


ガフ シ 

合 子 


拍子 鑷子 椰子 

この類に は 上の 語の 音の 勢 

タ ジ シャ ウジ シャ ウジ 

鬮子 床 子 障子 

r ス」 とよむ もの 

金子 銀 子 樣子 

緞子 鐳子 臺子 


倚子 菓子 刀 子 

ラ シ リ シ  デ シ 

榲子 利子 地 子 

こ ク シ 

日子 

ひ か れて、 「シ」 を 濁音と する もの あ 

ド ウジ  ド ウジ コ (ン) ジ チヤ ウジ 

童子 瞳子 巾 子 丁子 


ボプ ス 

拂子 

タ , ス. 

豆 子 


扇子 


倚子 


印 子 


の 類に は 上の 語の 勢に ひかれ て 「ス」 を 濁音と する もの あ 

アン ズ クワン ズ リン ズ 

杏子 鐯子緩 子 


r ッ」 と よむ もの 

緞子 (俗に 段 通と 書く) 揲子 

四、 或 る 用 言 と 他の 語との 結合 

卽位 踐祐 勤王 

關白 具足 生活 

探題 同宿 成功 


豆 子 . 

を 一 の 名詞と して 取扱へ る もの 

尊王 愛國 執事 執權 

正直 說戒 後進 餞別 

注意 用意 用心 決議 


子 


帽子 


攝政 

遺恨 

會議 


不忠 不孝 不義 不敬 不幸 ， 不仁 (フクミ) 

無 鱧 無理 無體 無 « 非 鱧 非人 

以 上、 名 詞 となれ る もの、 うちにて、 一 二、 特別に 注意 を 加 ふべき もの あれ ば、 そ れ 

を 述べむ。 先づ これらの 例と し て 「造 作」 と いふ 文字に てあら はす 語 をい はむ。 こ 

の 語 は 

造作？ ク テク) 

とい ふ 時 は s< 築す る こと をい ふ は、 和 名 類聚 鈔に 造作 具と 標 して 轆 轤、 準 繩、 材 木、 板、 

釘、 繩、 代、 泥 燈等を あげたる にて 著し く、 明 月 記 天福 二 年 八月 五 曰に 京都の 火災の 記 

事 あ b て、 「c:; ー翌 日 一有 一一 造 作 1」 と 記 せる にても 明かに して、 これ は 今 もい ふ 所な り。 又 そ 

の 作 を 「サ」 と 呼ぶ 時 は (「ク 」 の 入磬を 省きた るに あらす して、 動 作、 坐 作 の 「作」 な ら む。) 

「造 作/ザ ク サ) 

とい ふ： おとなる。 この 時 は 意義 や、 か はり て、 手 數をか くる こと をい ふ -!? 2- と な る。 

たと へばが 瑠璃に 

當 正月に は ^ の 上、 ^：; 殿が 世話に 難與 平。  (壽 門松) 

一年で も 多ければ はる 、佛 も德 、二つち も が 少ない。  (薩摩 歌) 

と あるが 如 き、 ュ、 の 例 な Kvo  ffi 言 染 党 の 「造 作」 の 條に 注して 曰 はく 

第五 漢 £ の 形 雜の戮 察  二 五一 
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移 山 案、 今 の俗關 東に てせ はに なり まし た、 お せ 


と い 

次 


造 作 に 

字 な ら 

へ り。 

に 「さ M.N 

されば 

父大將 


力 


な ど 

に 「本 

人」 と 

式部 


ある 如 

人」 と い 

いふ 義 

凡兵衞 

式に 


ぁづ か， 5 まし た、 御 造 作の 事な ど 云に 同 

ん。 作 入 S 

これ は 今 も 「何 の 造作 も 無 い」 な どい ふな 

じみ」 と いふ 語 あり。 これ は 


は な ど 

じ 0 セ" に 


とこ、 ろお ごり する に、 さ うじみ は 無し- 


に  こ  ひさう  じみに  こふ  に、 女 も 大将 も 


け ひかす。 

との 給へば 

でた る 語な 


のた まふと さう じみに きかせ 奉 給へ 

く 中古の 語なる が、 そ れ は 「正 身」 の 音に 出 

ふ 程の 意に し て、 古 事 記に も 萬 葉 集に も あるの みな 

に用ゐ たる 日常 語たり しな，.^。 たと へ ば、 宮 衞 令に 


い ふ 語、 上 方に て は 

字 を充ば 造作の 二 


(源 氏、 帝 木、) 

(宇津 保、 藤 • 原 君) 

，  (落 窪、 四) 

b。 「正 身」 は 今 の 語 

ら す、 法 令 上に も 「.1^ 


衞士 上番 皆 須 ft: ー點 正 身 1 然 後 奏 閡( 


凡 太政官 召使 者 毎月 朔曰 十六 曰當 番人 正 身 參， 省、 卽 錄， 一 交 名 1 進， 一太 政 官ー 

と あるが 如き これな，..^。 こ の 「正 身」 の 音 が 「さ う じ み」 と なれるな り。 「正」 の 「し や う」 が 

さ う」 と なること は 「精 進」 が 「さ うじ」 「装束」 が 「さ う ぞ く」 と なる と同樣 にして 趁 し き に あ 


ら す。 「身」 は 今 「シ ン」 とのみ よめ ど、 これ は 平 聲眞頮 の 字に して 音 尾 は 「n」 な れ ば一シ  一二 

となるべき 害の ものな り。 そ の 「二」 を 「、、こに 轉 化せし めて 「シ ミ」 と い へ るなら むこと 

は 「頓」 が 「と み」 と なれる に 似た- 9。 この 轉化 に は 或は 「身」 の國語 が 「ミ」 な る こと も 冥々 

の a-  w と. な しもの ならむ か。 

乂 人の 身體の 或る 相と し て 「ふ じ み」 と いふ あ， 9。 それ は その 人のう まれつ きに 

て、 打ちても 痛し と烕せ す、 切 れ ども 血の 出で ぬ 身體を 有する をい ふ 由なる が、 悝 言 

集 1:5 に は 

ふじみ 不死身 也。 

と 釋 したれ ど、 如 何 な .=^。 これ は醫 方の 語に 「不 仁」 と いふ ありて、 上の 如き 症狀 を 0 

する もの をい へり。 心 方卷三 に 「治， 中, 風 身體不 仁， 方. 一と いふ ありて 曰 はく 

病 源 論 云、 風 不仁 者 由 & 氣 虛衞氣 K 風 寒 入， 一 於 肌 肉 1 使，， •： 血 氣 行 不 _ー宣 流； 其 狀 搔乏 如.. 

隔 k 是也。 

と。 この 「不仁」 は 病症なる が、 そ の 「不仁」 の 症候に 似た る 生得 を 有する 人 をば かくは 

い へるなら む が、 そ の r 不 仁」 は 今の 音に て は 「フジ ン」 な れ ど、 そ れも音 は 「 n 」 なれ ば、 「フ 

ジ 一一」 と あるが 正しき を 「フ ジ 、、二と せし ならむ。 これ も 「一一」 の 音 が 「ミ」 に 轉せ しもの な 

ら むと E、5 はる、 が， そ れ を 「ミ」 の 音に  一；？  くに 至 し 遠因 は 「身」 の ^ あ り と 誤認せ しに 

0,0  の 形^の 86. 祭  二 五三 
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もよ る ものなら むか。 

次に 國 語の 用 言 として 收 用せられ たる もの は 漢語 その ま、 の もの は 一 も存せ 

や。 而 して それら は皆乂 上に い へ る 一 字より 成る もの、 如く に、 動 詞 として サ行 

三 段 活用の 語に 結合せられ たる 湯 合に 限る ものな りと す。 さて それらに つきて 

見 る に、 そ の 漢語の いづれ にも 動詞の 意 ある もの を 以てする を本體 とすべ きに 似 

た. 9。 それらの うちに も、 亦、 そ の 二字が 元来 類似の 意義なる を 合して 一 の 意 を 確 

立せ しめたる もの を 以てする もの を 第一に あぐべし。 その 例 

諳誦す 安 S す 誘引す 看 免す 遊歴す 移轉す 依賴す 引率す 

隱遁す 運送す 運轉す 運動す 運用す 要求す 延引す 應對す 

改革す 解散す 解释す 改正す 開拓す 交易す 交際す. 講釋す 

行進す 交渉す 交替. す 更迭す 號 令す 覺 悟す 格闘す • 荷擔す 

合併す 加入す 勘考す 感化す 感激す 威 歎す 感動す 監督す 

堪忍す 休总す 歸 依す 記憶す 歸 順す 寄贈す 新禱す 希望す 

歸 服す 寄附す 競爭す 供給す 恐懼す 恐怖す 許可す 記録す 

議論す 禁止す 謹慎す 區 劃す 屈曲す 屈伏す 區 別す 苦悶す 

會 合す 回顧す 悔悟す 回轉す 恢復す 活動す 活用す 關 係す 


m 0 す 管理 丄 

經 © す 輕 減す 一 

景ぉす 契約す 一 

結 今す 缺損 

す 檢查す 一 

攻 す 拘泥す 一 

齊戒す 際 禽 す 一 

差 造す 嘆 1 

修繕す 使役す； 

宿泊す 守護す i 

申告す 進上す 一 

逝去す 製造す 一 

接近す 接 觸すー 

す 束縛す： 

對 E す 琢 is す 一 

陳述す 鎮定す _ 

第五 搴 ^. 措 ハぉ饰 


玩弄す 蒸 陶すー 

計算す 繼«1 丄 

形容す 敎訓 す" 

決斷す 缺乏 す, 

献上す 献納す 一 

興隆す 護 衞すー 

採收す 催促す. 

參 會 す 參 詣 す 一 

視察す 成就す 一 

稱 讚す 衝突す 一 

進呈す K 動 す 一 

制止す 生長す 一 

接績す 切 斷すー 

疎外す 測量す 一 

墮 落す 探索す 一 

沈澱す 沈沒す i 


經營す 慶賀 1 

携 IS す 啓 發すー 

敎 咬す 敎授す 一 

結了す 力な 0 す： 

謙遞す sa 築す； 

困窮す 混 雜すー 

裁斷す 裁判す 一 

參 上す 産出 す 一 

賞美す .5^ 絕す 

« 託す 叙述す 一 

尋問す 處 置 す 一 

整頓す 整理す 一 

切迫す 遷延す 一 

組織す 存在す 一 

頂戴す 打 SA*^ 

陳列す 停止す： 


警戒す 計畫 す" 

輕 侮す 輕 蔑す 一 

敎 導す 敎 M  f 

下落す 研究す 一 

譴 H す 儉 約す 一 

困難す 建立す 一 

遭遇す 削除す 一 

讃美す 參與 す， 

遮斷す 充满す 一 

呻吟す 典す 一 

衰弱す 請求 す： 

省略す 消滅す 一 

洗濯す *f 加す： 

忖 K す 逮捕す 一 

聽 M す 陳謝す 一 

0  h す 訂 正 す 一 

二 五 五  ； 


國 語の 中に 於け る 漢語の 研究 

超過す 彫刻す 調査す 

逗留す 塗抹す 忍耐す 

放免す 訪問す， 破毀す 

繁茂す 匹敵す 誹謗す 

分別す 閉鎖す 變更す 

蔓延す 面會す 落成す 

次に は 二 語 共に 動詞の 意 あ 

ゐ たる もの あ bo その 例 

遊學す 移住す 一 致す 

介抱す 改良す 孝行す 

肯定す 校訂す 講讀す 

合唱す 合奏す 烕應す 

歸 化す 祈願す 記載す 

給仕す 饗應す 嚮導す 

屈託す 供奉す 供養す 

勸 誘す 觀 測す 歡迎す 


顔 倒す 

廢 止す 

破 壌す ■ 

疲勞す 

變 化す 

類似す 

て、 各 別 

引用す 

耕作す 

交付す 

看護す 

僞 作す 

擧 行す 

苦勞す 

歡 待す， 


顚 覆す 

排 す 

破損す 

擅 斥す 

捕獲す 

零落す 

の 意 あ る 

演說す 

降参す 

拷問す 

勘定す 

寄宿す 

担絕す 

會議す 

還附す 


- 二 五六 

動搖す 騰 贵 す 謄寫す 

胚胎す 防御 きす 膨脹す 

醱酵す 販 H す 反覆す . 

侮辱す 腐敗す 分析す 

發 起す 奔走す 摩擦す 

露顯す 

語 を 合せて 1 としたる もの を^ 


應援す 

行 一 商す 

孝養す 

鑒定す 

寄進す 

居留す 

會見す 

訓令す 


應 用す 

考證す 

學 問す 

感服す 

歸 省す 

寄留す 

回签す 

警告す 


開墾す 

校 正 す 

加減す 

勘辨す 

歸 着す 

吟味す 

化合 

掲載す 


掲示す 警備す 一 

結着す 決定す 一 

拘引す 購求す 一 

困却す ^一一 E 上 す 一 

« 除す 创 立す 一 

參 候す 參 » す 一 

施行す 指揮す； 

止宿す 支出す 一 

支辨す 上申す 一 

惹起す 借用す 一 

出奔す 受納す 一 

熟練す 承引す 一 

進， 寸 退^す 一 

巡 435 す 遂行す 一 

征？ S す 制定す： 

消化す 消散す 

第五 章 の形鲻 


育 す 敎誡 す： 

協議す 檢閱す 一 

典 行す 拘留す， 

混亂す 混同す 一 

爭 論す 挫折す： 

賛成す 參 0 す； 

修養す 支給す 一 

蹄 返す 指導す 一 

上奏す 請 待す 一 

借 I はす 修行す 一 

修復す 修養す 一 

使用す 承諾す 一 

侵入す 進歩す 一 

推， す 推薦す 一 

征伐す 征服す i 

召集す 消？^ す 一 


下向す 決行す 一 

牽制す 檢定す 一 

誤解す 呼吸 す， 一 

採掘す 裁決す i 

雜沓す 散逸す 一 

散亂す 思 案 す 一 

識別す 死去す 一 

執行す 失敗す 一 

賞味す 上納す i 

出勤す 出現す 一 

授與す . 遵守す 一 

承知す 蒸發 す； 

信用す 盡瘁す 一 

推戴す 崇拜 す 

成立す 照 應 す； 

抄錄す 殺 おす 


化 ffll 粧) す 一 

建白す 檢 分す 一 

吿發す 混合す 一 

採 ffl す 操 IS す： 

參考す 參 觀 

收 拾す 修正 

志願す 祗候 1 

指定す 支配す 

讓與す 獎勵す 一 

出入す 出 發す； 

W 致す 準備す 一 

稱揚す 侵 す： 

侵略す 巡視す" 

請願す 制限す 一 

紹介す # 

設計す 設 St:  t 

二 五 七  一 


說 破 す 

選拔す 

送付す 

滯 在す 

到着す 

遞延す 

追放す 

遞 送す 

統御す 

認定す 

拜聽す 

報道す 

發覺す 

反抗す 

反駁す 

非難す 


-に 於け る遂 

說 明す 

占領す 

奏 聞 す 

返 散す 

討論す 

持参す 

通行す 

碇泊す 

投宿す 

任用す 

賣 買す 

放逐す 

發 見 す 

挽回す 

比 較す 

ま盯 議 す 


？ 研究 

說 諭す 

綜合す 

贈 奥す 

返 出す 

脫 走す 

著 用す 

通過す 

調合す 

欞 着す 

拜 謁す 

敗北す 

報知す 

發 生す 

判決す 

卑下す 

比例す & 


設立す 

總攬す 

狙搫す 

對 照 す 

答 辯す 

徵 集す 

通知す 

挑發す 

登庸す 

配合す 

培養す 

傍聽す 

發 達す 

繁 昌 す 

披見す 

披露す. 


占有す 

捜索す 

蘇生す 

返 歩す 

歎願す 

著述す 

通用す 

調和す 

督促す 

賣 却す 

5 &歹す 

放任す 

發展す 

繁殖す 

否決す 

敷衍す； 


宣 吿 す 

奏上す 

率先す 

貸 奥す 

擔 當 す 

鎭撫す 

抵抗す 

適用す 

突 賞す 

買收す 

放棄す 

剝 奪す 

發 表す 

反省す 

批評す 

復 習 すに 


二 五八 

戰爭す 

奏請す 

尊敬す 

滯留す 

擔 任す 

沈默、 す 

提携す 

撤回す 

渡来す 

拜 借す 

忘却す 

派遣す 

發 明す 

反對す 

否定す 

服用す 


扶疲' 判 破 發報配 認傳提 追 談淘待 送 選 
植 P 斷裂行 告達 可授出 計判汰 遇逹定 
すすす すすす すすす すすす すすす す 


腐蝕す 

平定す 

辯駁す 

保存す 

满 足す 

* 成す 

濫妨す 

離 問す 

了解す 

和解す 

次に は 上 

の あ り。 そ 

介す 

； S 望す 


布設す 

若す 

辯 明す 

沒收す 

瞞着す 

ie" すす 

流行す 

理會す 

擦 治す 


沸騰す 

漂泊す 

奉納す 

M 縛す 

名狀す 

融通す 

留學す 

離散す 

料理す 


紛失す 

漂流す 

保護す 

保養す 

St 動す 

輸入す 

流失す 

聯合す 


噴出す 

勉强す 

募集す 

ぎ 1^ す 

沐浴す 

來會す 

流通す 

領收す 

連續す 


分配す 

返却す 

補充す 

飜譯す 

造す 

着す 

利用す 

練磨す 


模 

落 


箭發す 

辯 護す 

補助す 

埋沒す 

問答す 

羅列す 

理解す 

流布す 

連絡す 


や 行す 

辨 償す 

保證す 

磨滅す 

萎 育す 

亂 入す 

履行す 

冷却す 

往復す 


の 語が 下の 語の 意 を 限定す る 意 にて 熟語 を爲 せる もの を 以てする も 

の 例 


安眠す 

招す 

ま お す 

後悔す 


一 新す 

喜捨す 

公 i:!.  ーノ 


永住す 

義絕す 

完備す 


強奪す 

逆上す 

激 怒 す 

公布す 


强談す 

虐待す 

劇變す 

口 論す 


.. の 研究 


確答す 

愚 考 す 

嚴禁す 

M 蹄す 


確定す 

愚弄す 

兼勤す 

固 定 す 


國 

御覽ヰ 孤立す 

相當す 相談す 

. 實驗す 詳論す 

熟 讀 す 首唱す 

心服す 推參す 

全廢す 全備す 

端坐す 長座す 

追加す 追慕す 

肉薄す 輩出す 

輻輳す 分擔す 

密封す 密閉す 

豫定す 豫 防す 

. 横領す 

次に は 上 字が 動詞に 

して それ を 動詞 化せし 

握手す 安心す 


研究 

懇願す 

参觀す 

邪推す 

主張す 

推 問す 

增設す 

忠 吿す 

溺死す 

傍觀す 

平伏す 

明 ^一  m す 

豫 約す 

して 下 字 

めた る も 

安堵す 


懇 

卽 

力 

營 


望す 

在す 

覽す 

立 す 

死す 

絕す 

視す， 

及す 

癒す 

用す 

その 動 

あ り 0 

業す，.：； 


再考す 

自首す 

熟考す 

審査す 

精製す 

續 出す 

直  一一 一一 n す 

等分す 

反問す 

蔑麼す 

W 許す 

禮 遇す 


再擧， す 

自 ^ す 

熟議す 

心酔す 

専攻す 

速 了す 

直譯す 

徒費す 

風靡す 

遍歴す 

雄飛す 

冷遇す 


二 六 〇 

再發す 

自重す 

熟 思. す 

新築す 

戰 死す 

卒倒す 

直立す 

頓挫す 

符 合 す 

II 目從す 

豫 期す 

冷笑す 


再拜す 

實 行す 

熟睡す 

新調す 

前進す 

達觀す 

注視す 

軟化す 

普及す 

密接す 

豫吿す 

冷評す 


詞の補 格た る もの を 合して 一 の 熟語と 

その 例  . 

延期す 改心す 改名す 講義す 


航海す 加勢す 割愛 す 

烕 心す 歸 京す 歸鄕す 

廻國す 決議す 缺 勤す 

建 言 す 想像す 散 食す 

上京す 上^す 上陸す 

出頭す 出仕す 出品す 

卒業す 當 選す 脫 稿す 

注意す 注目す 通學す 

同居す 投 さす 得心す 

揚言す 養^す 用 す 

澳マ as として 川 的に 川 ゐられ 

として 用ゐ おる もの 

行脚す 猶豫す 工夫す 

親炙す 逍 5^-3 す 齟 Si す 

狠狠す 矛 后す 懷 姓す 

わが 國に惯 ffl せられた る 本来 
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合 體 す 合點す 八：： M す 合 力 す 加 味 す 

歸國す 歸 宅す 歸 朝す 及第す 記名す 

結婚す 決算す 缺 席す 掛 念す 建議す 

參內す 辭 職す 失敬す 失念す 失望す 

謝罪す 從 事す 出席す 出世す 出陣す 

助力す 盡、 力す 成功す 絕 交す 赤面す 

探險す 斷 念す 遲 刻す 着手す 着目す 

轉 居す 轉 宅す 傳 言す 轉 任す 同意す 

入學す 破約す 復命す 赴任す. 閉口す 

用心す 立身す 列席す 

たる 語と して 旣に 成立せ る もの を 以て わが 動詞 

膾炙す 稽古す 私淑す 指南す 掌握す 

^躇す 徘徊す 踩 一:X3 す 避お す 目攀 す 

懐胎す 相 俘す 所有す 

の 漢語 又は 本邦 製の 漢語の 熟 字 を 用ぬ てせ しも 

二 六 1 


Is 語の 中に 於け る 漢語の 研究 


二 六 二 


案内す 

彩色す 

成人す 

油斷す 

さて 以上 

用  一一 一一 n として 

なれる もの 

形容詞と 

力く  L 

かれは 

今 ひと 

あやし 

け やけ 


我慢す 

才覺す 

成敗す 

洋行す 

の 外に その 

用ゐ たる も 

あ り、 動 詞 と 

なれる は 先 


ふ ね き は 

しふね くと 

たび 見 奉る 


氣絕す 

支度す 

當 或す 

二字の 

の 稀に 

なれる！ 

づ 「し ふ 

あ り が 

> めて 

世 もえ 


氣 色す 見物す 

始末す 自慢す 

仲裁す 注文す 


口 外す 

シ ュ - 


出来す 

逐電す 


漢 語 の 音 尾 をば 國 語の 用 言 の 

あり。 かくて わが 用 言 となれ 

もの あり 0 

ねし」 とい ふ 語 あり。 それ は 

たき 物 をと お ぼす にし も、 

まかりけ るに こそ。 

と 命 を さ へ しふね うなして ね 


後見す 

信心す 

白狀す 

如くに 

る も の* 


下知す 

心 _g す 

慢心す 

活用せ し 

に は 形容 


め て 

詞 と 


蟬) 


んじは 


J れは 誰ぞ とし ふ 

、していく やっか 


(源 氏、 空 

(源 • 氏 、胡 蝶) 

る を、 

(源 氏、 藤 裏 葉) 

がげ なるこ ゑに て 見お こせた る。 (源 氏、 手 習) 

な と じふ ね q はし か >^  hN て來 にければ. 

(宇治 拾 造、 十 一 ) 


な どの 例 あり。 これ は 「執 念」 を ば 「し ふ 

さしめ たる もの. なり 0 又 

例の 作法な ど ある 事 ども した 

かなと そしりければ、 

いとむ くつけ く げ す /\ しき 女 

とい ふ あり。 これ は 「下 f いふ 語 を 

川せ しめたる ものな り。 又 

いみ じく び 3. しく を かしき 君達 

もい ひたりつ るかな。 

て ほそ やかに び しき 


と し 

な さ 


び  > しく 

隨身 たち 

入 り て 、 

膝 大納言 

みなりけ 

さ て か の 

、い ^  KVO 

L めた る 


忠家 とい ひける 人い ま 

る C 


ね」 と して それ を 語幹と し て 「ク、 シ、 キ 活 用」 を な 


ま は 


す、 げ すげ すしく あ へ なくて せられぬ 事 

(源氏、 蜻 蛉) 

ぼして、  (源氏、 東屋) 

れ を |^§幹 と し て 「シ ク、 シ キ 活用」 に 活 


て ュ」 


も隨 身な きはいと しらぐ し。 (枕 草 子、 三) 一 

(枕 草 子、 七)」 

をの この 傘 さして そば かたなる 家のと よ、 

(枕 草 子、 十  一 )„ 


だ 殿上人に おはしけ る 時び》 しきいろ この 

•  (宇治 拾 S 、三) 

を 思 ひて、  ® 蛤 日 ss) 

それ を l^s 幹と し て 「シ ク、 シ キ 活 川」 を 


つ 


し 

重 


*  J と 

ね て 


び  >  しう もてなす と あ 

こ れは 「类」 と い ふ 一, へ ^ を 一 1 

ものな り 。又  お 

まも f—i—   ,.  」一 カー 一一 


3 
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いと かう /.^ しくよ そ /) しからん 御 もてなし にて はいか でか はかぎ り. 4i 

らむ命 もながら へて やみる ベ からん と、  (t^ ま、 二)  一 

とい ふ あり。 こ れは 「餘 處」 と いふ 語 を 重ねて 語幹と して r シク、 シキ 活用」 に活 川せ しム 

めた る ものな， 90  ： 

以上 は 安 朝 時代に 成りた る もの、 例な hs。 近世に 至りて は 又 別なる 語 を 生 一 

じたり。 使 言 集覽に 曰く、. .  一 

うつたう しき (孟 子 三 朱 注) 欝 陶思之 甚而氣 不, 得, 伸 也。 欝陶シ ク 曇る をい ふ 《^ 

(增) 欝 陶の音 煩 はしく いと はしき をい ふ。  一 

と い へ るが、 倭訓 菜に もこ の 語 を 載せたり。 これ は 「欝 陶」 をば 語幹と して 「シ ク、 シ キー 

活用」 にせし ものな hvo 又 毛 吹 草に  ^ 

ァ レと是 と 花に 飛 もやて ふくし。  一 

と あ hv。 この 語 をば、 倭訓 菜に  一 

て ふくし 俗に 物に 躁 がしく 多 言 なる を かくいへ り。  ； 

といへ り。 これ は 「喋々」 をば 語幹と して 「シク 、シキ 活用」 にせし ものな り。 又  一 

出来なん と 思 ふ 末座の 順の 舞。  友 一 

大兒 よりも 小兒 W  、しき。  季吟 (紅梅 下句) 一 


しめぬ る帶 もり ゝ しく 

リ ン 

とい ふ あり。 これ は 「i5^ 々」 を 

ものなる べし。 又 今 俗語と 

四角 い 非道 い 

仰々 し 騷々 し 毒々 

とい ふ あり。 これ は いづれ 

に活ル せしめて わが 形容詞 

二 字 の 語 を ば 語 幹 と し 


て、 


語幹と し て 「り 、」 と し 

して 用ゐる 語に 


(他が 身の上) 

て 「 ゾ ク、 シ キ」 活 川 をな さしめ たる 


あるじの おと  > さ * フぞ 

からめい たる 舟つ くら 


し 福々 し 

も、 そ の 字 音 をば 幹と して 「ク、 シ、 キ活 用」、 「 シク、 シ キ 活用」 

としたる ものな り。 

て國 語の 動詞に した 

きけ さう したる を 見 

せ 給 ひける いそぎ さ 


る もの 少しく 存す。 その 一は 

るに つけても、 (宇津 保、 俊 蔭) 


い ときよげ に  >フ ち さ 

わかき をの こ を かしう 

またかし こま. を り。 

な ど の 「さ う ぞ く」 な り。 これ 

化の 一 として カ行 四 段に 活 

藤の を かざして なよ 

^.^^ 漢賠の 形態の 研究 


う ぞ きて 出 給 ふ ダ 


さ 


ぅぞ かせ 給 ひて、 (源氏、 胡蝶) 

(源 氏、 葵) 

ぞ きたる わら はな どして さ ふら ひの もの ども あ 

(枕 草 子、 さ 

化した るに て 尾 音 の 「ク」 を 語尾 變 

り。 又 次の 如き 例 あり。 

び さう ど： is^ 給 へる 御 さまい と を かし。 (源 氏、 胡 蝶) 

二 六 五 


は 「装 束」 そ のま、 用 言 

用せ しめたる ものな 


國 語の 中に 於け る 漢語の 研究 


なにの 心ば せ ありげ もな くさう どき ほ- 

ご  うち はて  ゝ けち さす わたり、 ひとげ に 一 


サゥ ドウ 

れ は 「騷 動」 を 語幹と して カ行 四 段に 活用 

以上 はギ安 朝 時代の 例なる が、 室 町 時代 


とかくの 是非 をば もんだ はすして、 


せ 


そない な 事 はもんだ ひたう も ござらぬ： 

れ は 「問 答」 の 尾 音 の 「ふ」 を 活用せ しめて ハー 


とす。 又江戶 時代に 入りても 新に 生じた 

元手なければ、 如何な る 商人の 手 だて 


こ，. 0 た， 0 しに， 

み てき は /\ と 

しめたる ものた 

は 『も ん だ ふ」 と い 


行， a 段 活用の 動 

もの あり。 先づ- 


女郎の 所へ は 小袖して やる 目論見、 

とい ふ あり。 これ は 「目 論」 と いふ 語に 基づ 


二 六 六 

(源 氏、 夕 ® 


さ， フ どけ ば、 

(源 氏、 空 蟬) 

ふ 語 あり。 その 例 

0 曲、 安 宅) 

(狂 言) 

詞 としたる ものな、 


もくろむ とい へ 


ども 其 術 成 難し。 

(曰 本 新 永 代 藝 

(諳藝太^^-記) 

といへ り。 「目 論」 は 史 S に 見え て、 他 の 


是非 を 論じて 自ら 知らざる をい ふなれ ど、 本邦に て 誤りて 企 割す る 意に 用， Q しな 

ら む。 そ の 「目 論」 の 音 を 例の 如 く 「ミ」 に して マ行 四 段 活用と せし ならむ。 义 


吉野 川見听 おほしと いふ こと は 大きな 鮎 を 料る ゆ ゑ かも。 (後 撰； 鬼 曲 集) 


き じ 

牛の 

料 ら 

秋す 

とい ふ あ 

詞に 化せ 

や つ 

こ と 

新： S 

が う 

とい ふ あ 

い お 

と も 

といへ る 

て 人 を 苦 


れ うる いまやき みのみ そ のと もと のぞみの みきやまい る うれし き。 

(卜 *^ 狂. 歌、 春) 


刀で 熊 坂 はれ うられる。  (J:^, 政の 川柳) 

れる舰 もお すく ひ とられた 氣。  .  (卯，) 


. ^し 手 毎 にれ うれ 瓜な すび。  (芭 燕) 

.5。 これ は 「料 理」 の 「リ」 を ラ行 四 段 活用の 語尾と じて 活用せ しめて、 わ が 動. 


めた る ものな り。 又 


ら むしゃう に いぢめ ち 

云 つ て、 


ぢ める 姑の こ と、 主 人 


と いぢめ たはな。 

r この 語 は 悝言 .sg:? ノ に 

る (世事 百談) こ れは意 

ぢ める ともい へり。 

くうな 地」 と い ふ 語 を f§ 幹 

る惹の 動詞と せし なり 


らして 着物が きたね い の、 露乏 人 だのと 色々 な 

(浮世 風 呂、 一 一 編) 

を そしる 下女の 事、  (同  上) 

(同  三 上) 

地の 音 を 活用して いへ るな り。 され ば、 い t る 

として マ行 下 一 段に 活用せ しめて 地惡 をし 

U 又  • ， 
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國 語の 中に 於け る 漢語の 研究 

破 笠 頸に かけて は I 

といへ る あり 0 


二 六 八 


じくと も 天の下に てみ の はたの まじ。 (碎玉 話、 九) 

づ 、ジキ 

J れ は 「乞 食」 の 音 尾 の 「キ」 をば カ行 四 段 活， 用 の 語尾の. 一 として 活用 


せしめて 四 段 活用の 語 

むさく さものと い 

これ は 正しき 漢語に あ 

カ行 下 一 段 活用の 動詞 

漢語の 形 容 語 (形 容 詞 

の 副詞と して 待遇 せら 

の もの も亦然 り。 今 そ 

1 、 「爾」 を 踐 める もの. 

逢爾 卓爾 

一 一、 「若」 を 踐 める もの 

瞠若 沛若 

三、 「如」 を 踐 める もの 

突 如 ， 勃 如 

四、 『乎」 を 踐 め る もの 


としたる も の-な 


へ ば、 だ 一 

ら ざ る 一 

とした」 

又は Sij 

るゝこ * 

れらを ^ 

莞爾 一 

一 

自 若 一 

豁如 i 


うけて 面白 

べしと 思 は 

る ものな 

詞 として 

と は 一字 

漢語の 形 

確爾 


淡 如 


とす。 又 次の 如き あり。 

きこと をい ふ。  (悔 草) 

る れ ど、 そ の 「道 化」 と いふ を 活用せ しめて 

ベ し。 

ゐ ら る。) た る ものが 國 語に 入る と き、 情 態 

語の 湯 合に 旣に述 ベ たる 所なる が、 二字 

に 基づきて 區 別して あぐれば 次の 如 し 一 


漠爾 


躍如 


皎如 


確乎 

五、 「： さを踐 

忽 焉 - 

六、 「然」 を踐 

i 

兀然 

騒然 

灼然 

战然 

憮然 

然 

«a 字の 


斷乎 溫乎 

める もの 

澄焉 慨焉 

める もの ， 


七 


々 

赫 々 

焚々 

0 々 


K 然 

S 断然 

整然 

斑然 

端然 

^^然 

瞭然 

も の 

悠 々 

|£々 

呱 々 

せ 々 


悠然 

昂然 

井然 

悵然 

漠然 

0 々 

嬉 々 

s々 


乎 

焉 

油然 

愀然 

忽然 

蕭然 

浩然 

炳然 


怏々 

© 々 

兀 々 


茫乎 

巍焉 

慨然 

凄然 

重 

寂然 

沛然 

勃然 


殷 々 

煌 々 

m 々 

噴 々 


昭乎 

悵焉 

欣然 

悄然 

然 

頹然 

呆然 

猛然 


^ 々 

恂 々 

昏 々 

m 々 


の 研究 


愕然 

泰然 

綽然 

陶然 

愤然 

默然 


欣 々 

m 々 

孜 々 

二 六 九 


律 汲皎 
々 々 々 >V 


儼 靡 ポ 釋超渾 
然 然 然 然 然 然 


國 語の 中に 於け 

森々 駸々 


濟 々 

戚 々 

堂 々 

嫋 々 

紛々 

漫 々 

翼々 

接 々 


整 々 

寂 々 

丁 々 

嚷 々 

芬々 

满々 

朗 々 

寥々 


八、 疊 韻の もの 

(乙 

(ィ) 

(ォ) 

(ァ ィ) 

(ァ ク) 

(H ク) 


依 稀 

模糊 

靉靆 

崢燦 

察窕 


- 漢語の 研究 

綽々 

井々 

切 々 

坦 々 

點々 

飄 々 

明 々 

爛 々 

戀々 

嵯峨 

依 違 

胡盧 

瞹味 

1:0  m 


灼 々 

正々 

M 々 

淡 々 

嘛 々 

渺 々 

冥 々 

凛 々 

碌 々 

蹉跎 

鳥滸 

崔 嵬 


肅 々 

昭 々 

問 々 

圑 々 

漠 々 

便 々 

默 々 

離々 


萎靡 

徘徊 


諄 々 

惜 々 

1 々 

遲 々 

霏 々 

蓬々 

綿 々 

轔 々 


二 七 〇 

循 々 

蕭.々 

忽 々 

沈 々 

勃 々 

洋 々 

縷々 


倉黃 (倉皇) 蹌踉 

逍遙 蕭條 


委 (古音 タ) 蛇 

幾微 邐迤 


茫洋 (亡 羊) 彷植 


累揚 鐵彬亭 滔擾深 
々々々々々な々々 


九 


オイ ァ 


ク 


才 


ク ィ 


ォ 


； f 娥ッ ツッキ ク        クン ンンン  ンク 


落 
魄 


m 
跚, 


- 朦朧 從容 (松 容) 

_ 安 g 暗澹 (黯雖 散漫 

孟浪 閥 干 盤椋 

陰 森 深 沈 

- «  奸) 宛 轉 蜿蜒 

_ 泥沌 困敦. 

_ 赫变 0m 索莫 

藥 (踔 約) 矍錄 

> 魏都  r 

一 浙瀝 滴歷 避 易 

一 活緞 澄 刺 

t ッ リツ 

一 篥 

一 突兀 髑突 

» の もの 

_ 浩 汗へ 0  恍惚 

r.-J  ::めザ§の^^您の研究 


慘擔 燦爛 爛 S 

聯線 潺湲， 

タクラ ク 

卓犖 絡驛 (絡 揮) 落莫 


佶 屈 聱牙 慷慨 

二 七 1 


國 語の 中に おける 漢語の 研究  二 七 二 

(サ行) 悽馆 倉卒 參差 存蒋 周享 蕭瑟 爽 

瀟洒 首 鼠 (雨 端) 

(タ行) 忸 怩跌宕 

(、ノ 行) 餐髴 (彷彿) 澎湃 滂沱 鑌紛 森 茫漠 鏢渺 

翩飜 芬馥 

(マ行) 蒙 味 

(ラ行) 磊落 陸離 淋漓 凍烈 劉亮 流離 玲 骝 

以上の もの は 皆、 國 語 にて は 助 詞ー ト」 を 伴 ひ、 义 說 明 存在 詞 「タ リ」 を 伴 ふ 性 ^ め ものと 

して 收用 せらる。 なほ その他に も 「ト /タ タ」 を 伴 ふ 性質の 副詞と して 收招 せらる /- 

もの あ， ONO その 例 

倐忽 深閑 

國 語に 譯 する 時に、 形容詞 又は 情 態 副詞と 同じ 意になる べき 漢語の 形容語の 類 

は 多く 助戰 一一」 又說明 存在 詞 「ナ タ」 を 伴 ふ ベ き 情 態 副詞と して 收用 せら る。 る れ ら 

の 例 . 

安全 安穏 安泰 . 安寧 安樂 悠長 優美 陰氣 

有益 勇猛 勇 俘 雄渾 因循 迂遠 廷濶 艷魔 


平 篤大性 
易 i¥ 腊 急 


無暖 ニ多淸 
謀氣 * 端 潔 


高尙 狡猾 苛酷 

奇異 奇怪 希代 

！ g 固 緩慢 輕卒 

公 公明 滑稽 

正確 

多忙 

煩雜 

無用 

隆盛 冷淡 遼遠 

なほ 上に あげた る 「爾」 を 踐 める 

て W ゐる 副詞と する こと あり- 

卒爾-一 自 然 二 惯 然 二 

散々 一一 

なほ 他の 副詞 にても r 」 を 加 へ 

互 細 二 故 a  二 早 -ー 

澤出ニ 次第-一 無上 二 

第五 章 漢語の 形旌の 研究 


强盛 

極端 

輕薄 

姑息 

精密 

淡泊 

煩瑣 

無理 

偉大 


綺魔 

激烈 

壯快 

善良 

懦弱 

悲壯 

無體 

溫厚 


0 單 

廣大 

嚴格 

十分 

疏遠 

著實 

美妙 

明白 

溫順 


間接 

過大 

堅固 

迅速 

疎忽 

覿面 

美 0 

明瞭 


過小 

巧者 

神速 

疎大 

同 一 

敏捷 

良好 


も の、 「然」 を 踐 める も の、 疊 字の もの を ば r  二」 助詞に 接し 

) その 例 

偶然- 輕々 ュ 徐々 - 新々 二 段々 二 


て 用ゐる もの あ り。 そ の 例 

仔細-一 一 齊-ー 一時 二 

揚氣ニ 以外 二 方 外 - 一 


一 槪 一一 

段 二  i 

二 七三 一 


一 樣 一一 一 

格別 ユー 


國 語の 中に 於け る 漢語の 研究 

反對 二 


二 七 四 


これらの うちに は 「二」 を 加へ すして ffl ゐる もの あ， cso 又 助 詞 r ト 」 を 加へ て 用 ゐるも 

の あ. 5。 その 例， 


その 例 

一段 ト 陸續ト 公然 ト 

これらのう ち 「ト」 を 加へ すして 

又 漢語の 副詞 をば その ま、 

それらの 例 

程度の 副詞と しての もの 

一層 大分 大相 

莴々 重々 

陳述の 副詞と しての もの . 

イチ ヂャゥ 

是非 一定 萬 一 

必然 寸分 千 萬 


ゐる， 

に て、 國語 


J と あ \ 

の  >フ ち i 


副詞と して 收用 せる もの も あ， 00 


大變 多少 少々 滅法 全然 


寸分 

以上の 外の 多くの 

大抵 大槪 

今般 今度 


所詮 

無論 


多分 

勿論 


必定 

到底 


一 向 

皆 目 


當然 


も 


の は 情 態の 副詞と 

全體 總體 

過般 先般 


しての ものなる 

一切 悉皆 


がその 數は少 からす * 

澤山 都合 i 


先度 先刻 先日 先年 


近來 

當分 

毎々 

一 ^ 

終身 

早晩 

着々 

常住 

面 々 

存分 


從來 

當初 

時 々 

方今 

卽 R 

漸次 

最前 

輓近 

一 々 

到頭 


年来 

當今 

隨時 

CI 今 

卽時 

逐次 

爾後 

早 々 

種 々 

別段 


爾来 

毎度 

漸時 

- 日夜 

i 1 亥 

漸々 

從前 

頻 々 

一 意 

都度 


元來 

. 毎 日 

年々 

夙夜 

き ず 

段 々 

早速 

往 々 

懇 々 

陰然 

於 


古來 

毎朝 

一 问 

日 夕 

近 々 

順次 

暫 

一 往 

/n  4  ^ 


生來 

每晚 

一 度 

終 日 

近 日 

至急 

途次 

存外 

突然 


將 來 

毎夜 

一 曰 一 

終夜 

；小 日 

績 々 

終始 

一 同 

內 々 

折角 


て 副詞と して 取扱 ふ も の あ- i 


なほ 本來^  の 副詞に は あらね ど、 國 0 

その 例 

丈夫 au) 結 li") 立 破 (to  • 

又 本 來の淺 にあらぬ もの を 漢語の 形と して 副詞と して 取扱 ふ もの あり- 


そ の 


0  0  {-こ とわ り、 し」 と い ふ を 漢 語 の 形 に し 

^一？ R-  の 形態の 研 力 人 


る も の) 


二 七 五 


國 語の 中に 於け る 漢語の 研究 


ガッ サイ 


三. 字 以上の 

慣用語と して 

づ 三 字 の もの 

三 字の 漢語 

て それらの 多 

名、 音 樂の調 又 

物の 名に な 

亜 灌木 

鳳仙花 

土 伏サ令 

疲藉草 

腽肭臍 

金剛石， 

地球儀 


に 入れる もの は 

は 三 字の 漢語と 

に收用 せらる 

のなる が、 そ の う 

の もの を 多し と 


體 言 なる もの も あれ ど、 多 く は 

四 字 以上の ものと に 分ち て 先 


切の 意に おなじ。 「一 切」 を 合せた る 意に てつ くれるな ら む) 

ハ 三 字の 漢語 

漢語が わが 國 語の 中 

の ものな り 0 こゝに 

を說 くべ し。 

が、 そ のま、 國 語の 中 

く は 名詞と しての も 

は、 曲 の 名、 官 職の 名 等 

れる三 字の 漢語 


もの，^ そ 

ちに も 物 

す 0 


の 数多 

の 名、 藥 


からす。 

品 の 名、 疾 


泰山木 山茶花 (「サ 、ザ 

シ ャクナ ゲ 

安 蘭 花 石楠花 鶯 

天 門 冬 天 南 星 山 

擬寶珠 何 首 烏 神 

黑 牡丹 吐絞鷄 珊 

方解石 花鬧岩 寒 

渾天儀 芭蕉 布 火 


ン ク ヮ」 と 訛 る) 

宿 梅 仙 翁 花 


查子 

馬 藻 

瑚樹 

水 石 


延 胡 索 

落花生 

鸚鵡 石 

有機 體 

.烏 精子 


夾 お 

一 夏草 

長 春 花 

九 官 鳥 

孔雀石 

有機物 

葡萄酒 


秋 海棠 

樓榔子 

七面鳥 

靑瑯 tf- 

無機 體 

蒸氣船 


而し 

病の 


百 日 紅 

牽牛子 

金錢花 

佛法偺 

大理石 

無機物 

人力車 


機關車 

藥品疾 « 等 

阿仙藥 

破 《 風 

音樂の 調の 

■ -壹越 調 

三？； 35  a 

{zn 職の 名な 

神祇官 

按察使 

その他の も 

て それ、 b に は 

し て -な を 明か 

が H を あ ら は 

未亡人 

當 W 者 

第五 章 


銅 裁 子 

の 名た る 

安息香 

卒中 風 

名、 „ ^の 名 

沙陁調 

打 毬« 

る もの 

太 政 i:" 

押 ffi 使 

のにして 

そ の 三 字 

にした る 

す もの 多 

被 S 人 

造 物 者 


一 終 琴 

三 字の 漢語 

透 ® 香 反 魂 丹 

馬脾風 丹毒 瘡 

なる もの 

乞食 調 黄鍾調 

fins 子 採桑老 


亞砒酸 石炭酸 麒麟 血 


盤涉調 

返宿德 


胡 飲酒 

高麗 樂 


河水 樂 

催馬樂 


柳花苑 


2^部省 《33 内省 神 紙 伯 式部 卿 大納言 近衞府 

准 三 后 

一の 名詞と して 取扱 はる、 三 字の 漢語 は 多から す。 而し 

を 二分し て、 下 に 質 を あら はす 語 を 置きて、 上 • に それ を 限定 

もの 多し。 そのうちに も、 上 一 一 字 が、 そ の 意 を 限定 し、 下 一 字 

し。 そ の 例 

辯 護人 W 旋人 風流^ 修驗者 哲學^ 案内 者 

陰 師 敎誨師 調馬師 卒業生 W 業 生 研究 4! 

二 七 七 


^語の 中に 於け る 

行 政 {on 裁判 IB 


觀察使 

案內狀 

大福帳 

走馬燈 

行在所 

觀音堂 

編年體 

又 下 二字が、 

美 d 年 

七 才子 

大 磐石 

又 三 字 と も. 

の あ， 00 

雪月花 

佛法侨 


鎭撫使 

勸誘狀 

出納 帳 

一 家 言 

&:^ ナ 所 

水 晶 宮 

記傳體 

質 を あら 

善知識 

遊冶郎 

i 如意 

それ 


連 


出 

巡 

は し- 

惡 

0 


檢查官 

慰 問 使 

名狀 

珍本 

子^ 

張 所 

氣樓 

洋 • 

上 一 

少年 

戰湯 


字 


監 督 官 

明經道 

.ー 切經 

地球^ 

自叙 傳 

學士院 

頌德 i: 

戰鬪艦 

力 そわ 

僞 君子 

老 博士 


陰陽 家 

紀傳道 

大蔵 經 

阿堵物 

墓 誌 銘 

福 田 院 

朱子學 

水雷艇 

を 限定す 

茶 博士 

老畫師 


小學家 

入木 道 

十三 經 

出版物 

執着 

不夜 

陽 明 


る もの 

一 敵 

賢 夫 


學 

人 


二 七 八 

行脚 僧 

通告 書 

十二 宫 

斬馬劍 

. 愛 著 め 

伏魔殿 

生理 學 


三逹德 

窮措大 


門外漢 

絕 交 1:2 

勸進 i 

自然 石 

一 隻 i 

君 子 

天 長 


國 

節 


四天王 

六齋日 


個々 の 意義 を對 等に 有する. もの を あはせ て 一 熟 mi とせる も 


松竹梅 

福 祿 壽 


知 仁 勇 楷行草 一 

初 中 後 眞 善美： 


上中下 大中小 租庸調 風雅 頌 


义支 » にて 三 宇 


袁 彥 道 ( 

守錢奴 

淡 字 三よ 

ひて 可な 

成す」 な ど 

三 字 の 

そのうち 

べし。 こ 

づけた る 

「然」 を 踐 

-呔 々 

ま V 

「き 踐 

0 だ 

「乎」 を 踐 


れ 


の 

然 


程 

、 

語 

る 


め る 

め る 


の 

も 

说 

も 


旣に 一 語の 意なる もの 

赌 を 好める 人の 名な 


なる 淡 語が 國 語の 中に 用 言 

語 「集 大 成」 と い 

なり。 

も の は、 主 と し 

めより 副詞な 

の 漢語の 副詞 


がた 

あ る 

詞 な 

に て 

の は 

す。； 


V 一 

の み 

ら ぬ 

は じ 

S 字 

そ の 


を その ま、 採用せ る あ ，CNO 

る を 賭博の 意と せる を ffl ゐ たろ な， り， •) 

として 用 ぬらる もの は 一 も 無，」 とい 

ふ 語 が、 サ 行 三 段 活用の 語 に 熟 し て 「集 大 

て 副詞の 如くに 用 ゐらる 、ものなる が、 

る もの 少 からす。 今 それら を先づ 說 く 

を ば、 更 に 「然/ 焉」 「乎」 「爾」 「如」 と いふ 文字 に つ 


然 諄 々然 紛々 然 茫々 然 悠々 然 莫々 然 颯々 然 

然^々 然 

焉. i^,<LSL! 浮，々 ト祥 AJS:,,:  ；  ,  :. f :.   
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國 語の 中に 於け る 漢語の 研究  二八 0 

蒼々 乎 昭々 乎 茫々 乎 斷々 乎 洋々 乎 浩々 乎 堂々 乎 

ー爾」 を 踐 める もの 

洋々 爾 * 々爾 逢々 爾 - 

「如」 を 踐 める もの  . 

欣々 如皎々 如 夭々 如 

又 雙聲の もの の 「如」 を 踐みたるものぁ.=^。その例  . 

鞠 《 如 驩虞如 

漢語と して 三 字に て 一 の 成語た る もの を ば、 國 語 の 中 に 收 用 し て 副 M の 如 く に 

取扱 ふ もの あり。 これに は 狀態を あら はす 語と し て 「の」 と い ふ 格 助詞 を 伴 ひて 連 

體格 として 用 ゐらる 、もの あり。 

無 一 物 破天荒 未曾有 不思議 

の 如き これな り。 このう ち 「不 思 議」 は l^f- 家 物 語 な ど に は 名 詞 と し て 用 ゐ、 义 「不 思 0 

さ」 な どと も用ゐ たれ ど、 今 は 名詞と して は用ゐ す、 次に は 「に」 と い ふ 格 助詞 を 伴 ひ 

て 修飾 格と して 用 ゐらる 、もの あり。 

不思議 殺風景 短兵急 理 不理 暗々 裏 未曾有 世智辨 (維摩， I ァ. 0 

. の 如き これな り。 又 元來名 蘭なる もの を 國 語 に 副詞と し て取极 ふこと も i 


大丈夫 

とい ふ これ な る がノ  ) れは その ま、 Hi 詞 

ら る C 

以上 は 三 字 の ^  0 の そ のま. -の 姿 を 持 

るが、 淡； おとして 本 來の成 語 又 は 熟 語 な る 

のに はな ほ 次の 如き 二様の 狀態を II 壬 す。 

1 は 三 字の 熟 字に して 中間に 國 0 の 助 

命 世才 無賴徒 

の 如 く、 そ の 淡 字 をす ベ て 音に てよ ひもの 

ノ  0  ノ  0  ノ  0  ノ  0 

^中 人 祀人 掌中 珠 泥中 人 

ノ  0 

無 « 人 

の 如 く 「の」 の 下 を ば、 S  にて よむ こと 少か 

二 は^ 字 三 字 の 成 mi を ば 國 語 を 交 へ て 

とい ふ 如 く、^ 字 を ば す ベ て 音に てよ む も 

0  V  ヲ 0 グ  ラ 0 ス  ヲ 0 ッ  -1 

0^ 仰 息 一 夢 馬 § 一  ， 落 X 後 1 

^五 章 ^^の 形態の 研究 


の 如くに して 用 ゐ、 乂 「に」 を 作 ひ て も 用 み 

して 國語の 中に 收 ffl せられ た る ものな 

も の が、 わ が國 語の 中に 收 W せ ら る 、 も 

詞 「の」 を 加 へ てよ む もの、 これに は 

も 稀に あれ ど 多く は 

吞舟ノ 魚 忘年 友 忘年 交 萬 歳 後 

ら す。 

讀む もの。 これに は 

の も あれ ど、 又 

.  二八 一  . 


國 語の 中に 於け る 漢語の 研究  二八 二 

などい ふ 如 く、 そ の 動詞 を國 語に ていふ こと あり。 而 して、 これら  一二の 湯 合 共 に， 

いづ. f も國 語に ありて は 二字 若く は 一 字の 漢語と その他の ものとの 結合と 見る 

ベ きものな りと す。 

二 四 字 以上の 漢語 

四 字の 漢語が その 形の ま、 國 語の 中に 收用 せらる、 もの も 多 少存 す。 これに 

よ ニ樣 あり。 一は 體 言 として 取扱 はる、 もの、 一 は 副詞の 如 く、 修 飽格 として 取 i?^ 

るゝ ものな-. 90 

一、 四 字 相 合して 一の 體 言 として 取扱 はる 、ものに は それらの うちに 次の 如 

く 三 類 七 種の 別 を 立てうべし。 

ィ 四 字に て 一の 物の 名なる もの • 

王 不留行 (草の 名)  冬蟲 夏草 

P 觀念語 四つ を 合せて 一 括して 一 語の 取扱と せる もの 

士農工商 春夏秋冬 東西南北 仁義 禮智 孝悌 忠信 . 

以上 二種 は 四 字が 純然たる 一 語と して 取扱 はる ベ き も の な り。 

ハ 二字 づ つの 語の 對應 せる もの を 合せた る 形の もの を 一 語と して 取扱 ふ 

も の 


八. - 枝お 葉 金 科玉條 

狂言 綺語 草根木皮 

青天白日 一天四海 

一 ® 一笑 風 聲鶴ー 狭 

, 干 將莫耶 怪力 亂神 

泰山 北 斗 聰明 叙智 

一一 その 四 字の 語の 內 

の を 一括して 一の 體 

人面 心 難行 苦 行 

ホ ニ字の}^2を重ねて 

の 

子々 孫々 

へ 下 二字が 

括して 一 l^i 

Ksi 財產 

十 方 世界 

第五 章 漢 《|8 の 形蕙の »K 变 


聖子神 孫 匹夫匹婦 

千 山莴水 名山 大澤 

意馬心猿 烏 頭 馬 角 

金城 鐡壁 鐡心石 腸 

坐 作 進 返 報 本反始 


亂 R 賊子 志..^ 仁人 

巧 言 令色 光風 » 

片言 隻離 ！ 言 半句 

利用 厚生 內憂 外忠 

深山幽谷 酒池肉林 


部に 於いて は 二字 づ つの 語の 相當に 意義 複雑なる も 

言 として 取扱 ふ もの 

依估 «fi 和 光同廑 ， 

次の 如き 四 字の 語と せる もの を 一 語と して 取扱 ふ も 


その S を 示 し、 上 二字が その 意 を 限定せ る關 係に ある もの を 

として 取扱 ふ もの 

烏有先生 風流 宰相 伴食 宰相 

^婆 世界 森 羅萬象 象形文字 


敎 外別傳 大下 界 

一切 衆 t 文武 "「1 道 

二八 三 


國 語の 中に 於け る 漢語の 研究  二八 四 

萬 劫 末代 i n| 寶珠 (摩 尼 ハ梵語) Is^ 羅 雙 樹 (沙 羅モ 梵語) 遊 戲 三 咏 (ョ 眛モ梵 g 

以上 つ 一一、 ホ、 へ の 場合 は 二字の 語の 集圑と 見ら るべ きものな りと す。 

ト 下 一 字 をば 上 三 字が 限定した る もの を 一 語と して 取扱 ふ ものにし てこ 

れ 一 種 特別の ものな りと す。 

十 萬 億.^ 肉食 者 流 愛別離苦 競 爭場裏 

1 一、 體 言 として 取极 はる、 もの 以外 はすべ て 副詞の 如く 修飾 格に 立つ ものと 

して 取极 よる、 ものな り。 され ど、 そ の 源た る もの、 差別に よりて おの づか 

ら六 種の 別 を 立てうべし。  .  . 

ィ、 本來 動詞と して 落着す ベ き 意味 を 有す る ものにし て、 そ のま、 にて は 副 

詞 と. 同じく 取扱 はる ベ きものなる が、 往 々 サ行 三 段 活用に 合して 動詞と し 

て用ゐ うべき 性質の もの 

拳々 服膺 一陽来復 一 唱三歎 一進一退 一喜一憂 離 群 索 居 

• , 卷 土重來 結 跏趺坐 自暴自棄 四分五裂 百 發百中 捧腹 絕倒 

粉 骨碎身 換骨奪胎 切 齒扼腕 七顛八倒 土崩！^^解 神 出鬼沒 

千 變萬化 一 上 一 下 .歸 命頂禮 東行 西 走 鼓腹 « 壤 特立 獨行 

. 臥 薪眷膽 歡天喜 地 和衷 協同 揣摩 臆測 切錢 琢磨 猛 精進 . 


呵々 大笑 

P 形 5^  SI の もつ 狀態 

ジ」 に つ >  くる を  >フ る 

傍若無人 一長一短 

高 明 正大 ^仁 大度 

大同 小 £ 共 同 功一 體 

そ の 「ト /タリ」 に つ- 5-  く 

八面玲瓏 文 質彬々 

戰々 々 寂々 赛々 

" 狀態 をい ひ て、 主 と 

こと ある もの 

一 » 千里 一日 三秋 


金 甌無缺 

B 天 動 地 

天 K 地久 

娃 螺嘆 


天 駕 爛漫 

一 髮千韵 

彈九黑 子 

.^£老 不 死 


性の 賓格と しても 取扱 はる、 性質の もの。 その 「 -1 / ナ 

もの。  ：.  . 

異 曲同ェ 優柔 不斷 空前 絕後 言語 道斷 

天空海濶 千篇一律 • 千歳 一遇 千 m 同 風 

同工異曲 萬 世 不易 天壌無窮 天下 太卒 

る を  >フ る もの 

小心 翼々 虎 視眈々 意 氣揚々 正々 堂々 

保々 譚々 優々 問々 

し て 「の」 助 詞を伴 ひて 體 言 の装定 をな すに 用 ゐらる ゝ 


一 知 半解 

百 折 不撓 

尸位素餐 

有 爲轉變 

無量 無邊 


一 人當千 

孤城 落日 

冠 履顚倒 

拔山蓋 世 


一 刻 千金 

四面楚歌 

自家 損 着 

安 心 立 命 

文武 兼備 


一 刀兩斷 

寂然 不動 

臨機 應變 

汗 牛充楝 

曲學 阿世 


i« ^五へ.； - .  力 研究 


二八 五 


國 語の 中に 於け る 漢語の 研究 

男尊女卑 沈 魚 落雁 

溫 故知 新 四通八達 
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國 語の 中に 於け る 漢語の 研究  二八 八 

不 一 一  不.， 念 Jffll 病 入 問 1 議  ... 

又う ち 一 字を國 語に てよ み、 他 の 二字の 語と 一字の 語と を 音に てよ む もの 一 

調 何 31  ^者 相^  " 

又 四 字と も 國語を 交へ て 音に てよ む もの  ~ 

又う ち 一字 づ、 の 語 二つ 又は 三つ を 漢語 とし てよ む もの  一 

難，. 兄 難. 弟 以. 逸 待 名 K 之賓 得 酗望. 蜀 是邪剩 邪 能判剛  一 

又う ち 一字 を 漢語と してよ む もの  一 

酬不. 及. 舌 

二、 四 字の 熟 字に して 中間に 國 語の 助 詞 「の」 を 加へ てよ む もの。 これに は 下をム 

國語 にせる もの あ り、 又 その 中の 代名詞 を國 語. にせる もの あり。 それ を 三擔 

に 分けて 示 す。.  j 

ィ 【之」 と いふ 助詞に よりて 結合せられ たる ものにし て、 そ の 「之」 に あ た る「の」0^) 

みが 國語 にし て、 他 はすべ て 漢語なる もの  .ー 

一 簧之功 烏 合 之 衆 溢 美 之 言 乙夜 之覧 赫々 之 功 浩然 之氣  一 
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鹬 蚌之爭 

牝 鶴之晨 

輦穀之 下 

斷金之 交 

吞舟之 魚 


の 漢語たり とい へ 

るべ からざる もの 

にして その 源 は 二字 


签中之 魚 

腹心 之 友 

伯仲 之 間 

脫觅之 勢 

椽大. 筆 


錦 繡之腸 

風 木之悲 

水 魚 之 交 

中原 之 鹿 

斗 管 之 人 
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二八 九 


s 語の 中に 於け る 漢語の 研究  二 九 C 

の 中間 に 「の」 を 加へ てよ む もの。 

九 牛ノ 毛 愚者 J 得 千慮.' 一 得 空 谷 S 音 吳下阿 蒙 古人 糟魄 

梁 上.. 君 子 青天 霹靂 百味 飲食 智者 一失 東 道主 人 

これら は國 語に ありて は 二字の 漢語 を 二つ 合せた る ものと 見ざる ベ からざる も 

のとす。 

五 字 以上より なる 漢語が わが 國 語の 中に 收容 せられた る もの あり やと 見る に 

道元 禪師の 正 法眼 藏の 中に  ， 

. 深 心 信 解是法 華、 深 山 信 解 壽 命 長 遠 ノ タメ  二 願生此 娑婆 國 土シ來 レリ。 (兑 佛) 

シカ ァレ、 ノ 親 曾見佛 、ノ 禮三 拜 

ナ リ、 跏趺坐 蒲圃ナ リ 0 

心 念 思量 分別 襄 二 モイタ, ナ 

の 如き 例 あり。 され ども、 これら は 

べき ものにし て、 そ れが國 語 化せり 

法 を說く に、 そ の據る 所の 文 を 引用 
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國 語の 中に 於け る 漢語の 研究 

S 語に 收 用せられ 

然 らば 五 字 以 上 

かとい ふ に、 必 すし 

て後國 語に 收 用せ 

1、 五 字の 漢語 

3 行！ 一  3 

^3!^ 人 


二 九 二 


二 


三 


四 


不朽 之 盛事 

， 六 字 連續の 


危急存亡 之 秋 


となき 

し て、 さ 

む。 


二 


俯 仰 不， 愧，； 天 地！ 百聞 不， 如， 一 一 見 1 

， 六 字 連續の 成語 を ば、 三 字づ つの 漢 語 


つ としてよ む もの 


ー舉手 ー投足 

， 七 字 連 績の 成語 を ば、 漢 語と 國 語と を 交へ てよ む もの 

盡」^ 一而 #.3_ 無 必 有 JS 一  ^ 莫. 作 11. 刀 身 1 . ^  ^ 稀 
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、！ V 


百 尺 竿頭 進； 1 一 步 1 燕 崔 安 知， isr ffi 志 1 

， 八 字 連 續の成 Irai に 於け る 例 

仰チ愧 俯不 fe, 剩 


人心 他 危、 逍 心他微 

上の 如 く、 い づ れ も 一 字、 一 一字の 漢語 を 主として よむ 

Sr3r^ の 辦 東 两 南— 化 の 人 獅子 身中 の 蟲 


もの にして、 蒸に 


齊束 野人の 語 


の 如 

の 如 

の 如 

各 二 


百 尺 竿頭 一 歩 を 進む 危急存亡の秋 

き は 四 字連績 の^  0 を 以 て し、 


* 手 ー投足 


紅顔の 类 少年 無 何 有の 鄕 藥籠 中の 物 

きは三字連績の漠^rぉを以て せり。 而 して 

比 a 述理 の^ 孟母三 邀の敎 横 花 一日 

きも 亦 四 字述續 の^  mi を 以てせる もの、 如し 

比翼と 連理 孟 母と 三 梅花と  一 R 

字の  一 mi を 更に 合成せ る もの なれば もとより 

以上. $1 く 所 を 見れ ば、 m  mi  !6 文の 故事 成 m5  乂 綠 r 

せる もの ffi る 多し とい ふべ し。 然 る に、 そ れらの 故 事、 成 S 等が わが 國語 國 文の 

笫 五お 淡：ぬの形^^の觀祭  二 九 三 


の榮 

と い 

の 四 

ど の 


獅子 衡迅の 勢 

へ ど も、 そ れ は元來 

子と 銜迅 

字 連續の 語に あらす。 

わが 圃 gwl; 文の 中に 泥 入 


國 語の 中に 於け る 漢語の 研究  二 九 H 

中に 混入せ る もの、 狀態は 二字の もの は 漢語の ま、 にて 收容 せらる、 が 普通に 

し て、 三 字 四 字の もの は その 漢語の ま、 にて 收用 せらる、 ものと、 一 字 二字の 漢 

を存 して 他 は そ を 國語を 以て 譯 して 收 用せ る ものとの ニ樣を 見、 五 字 以上の もの 

は、 そ のま、 の もの は 極めて 稀に し て、 大 抵 その 間に 國語を 交へ てこれ を收 用せ る 

を 見る。 而 して 全般 を 通じて それら はな ほ 二字の 漢語 を 最も 多く 用ゐ、 次に 四 字、 

1 字、 三 字の 順序に よりて 國 語の 内部に 量的に 次第に 位置 を 占む る ものと いふ ベ 

き な hNO 


第 六 章 源流の 觀 察 
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が、 こ れに關 し 
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一 事項の 方面よりの 觀察 
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，必然 
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場合 

が、 今 


の觀 察の 方法に よりて S 々の 项目を 立てう ベ き 事なる ベく， 

二 九 五 


國 語の 中に 於け ス 漢語の 研究  二 九 六 

又 それら は國 民の 生活 史、 習 ^ 史、 文 化 史、 思 想史は た、 動 植物 渡来の 史的 研究な どと 

深き 關係 ある もの なれ ば、 そ れを 詳細に 考究 すれ ば、 大部 の 著述と もなる べき 箬の 

ものな り。 され ども、 この 小論に 於いて はさる 事 を 企つ る はもと より 不可能の 事 

な れ ば、 三 四の 項目 を 立て 、、そ の 大要 を說 くに 止む ベ きなり。 

第一に は 物品に 基づく ものと す。 これ は、 そ の 物品 が、 支 那の £i を 食 ひて わが 國 

に 入 り、 そ の 物品と 共 に、 そ の名稱 たる 語 も わが 國 語の 中に 入り 来れる もの を さす ( 

もとよ 、支 那に 限らす、 いづれ の 外國の 物品に 於いても 同樣の 事情に よりて わが 

國に その 名稱 たる 語 を 輸入す ベ く それらの 事情 は 大抵 似た る 現象 を呈 する もの 

なるべし。 かくて 考 ふる に、 諸 外國 より 或る 珍奇なる 物 品、 又 未知の 物品が-輸入せ 

&る、 時 に、 そ れに伴 ふ 外國語 が、 そ れに つれて 齋 さる、 事 あるべ き はもと よりな 

る が、 そ れ の名稱 たる 外國語 はわが 國に 輸入せ. られ たりと も、 必すし も わが 國： mi の 

中に それが 混入す る ものと は斷 言 すべから す。 * たと へ ば、 「紅 藍 花」 (ベ に ば な) は わ が 

國 固有の 植物に あらざる こ と 明か にし て、 そ れ の、 わ が國 に輸. 入せられ た る 時 漏 は 

明かなら ね ど、 極 めて 古くし て、 恐 ら く は、 支 那 をば 專ら吳 と 云 ひし 時代に 交際せ し 

折の 輸入なる ベ く、 大體、 推 古 天皇 以前 雄 略 天皇 の 朝 頃の 事なる ベ く 思 は る。 (それ 

はこれ が、 絲 又は 布 ft の 染料と して かの^ 織漢 織な ど と， 共に.. f 來 せし ものなら む 


と 思 はる、 な Kv-^  く て、 そ れは 外來物 なれ ど も 「く れ な ゐ」 と い ひ て、 そ の ゆ 名 を 使用 

せし ことなし。 然れ ども そ の 名よ，^ 考 ふれ ば、 本 邦 固有の もの にあらざる こと 明 

かな. o。  S ち この マ は 「く れ の あ ゐ」 に して わが 藍 草が 草に して 染料た る點と 大抵 

その K と 川と を： ：！ じくし て、 そ の 色素の み 異なる もの なれ ば、 そ の 原産の K の 名 を 

0 して 「くれの ぁゐ」 (和 名 杪、 辨 色 立 成) と. いひし が、 後 に 音 を 約め て 「くれな ゐ」 とはい ふ 

なり。 按す るに、 かくの 如 く、 「く れ 云々」 といへ る 語に は 「く れ た け」 s< 竹) 「くれの お も」 (懷 

香) 「くれ の はじか み」 (乾 g の 如き 植物 あ り、 「くれ く ぎ」 (无 盖 釘) 「くれ つ  >  み」： 英鼓、 腰 鼓) 「くれ 

「どこ i 牙 床) 等 あり。 これら は いづれ も、 そ の 渡来す る 所、 M 際吳國 なりし か、 又は 犬 國 

より 來れ りと；：；^ じたる ものな りしなら む が、 そ れに略 似た る もの が、 わ が 國に旣 に 

存 したりし が 故 に、 そ の 似た る もの 、名た る 國語を 基と し て、 そ れに その 本源た る 

國の名 を 冠し て、 そ れを 制限 し、 以 て わが 國の 本來の 同様の ものとの 區別を 立て 、 

一の 新なる 名稱 をつ くりし ものと 思 はる。 かくの 如き こと は 「か ら」 と いふ を 冠 

したる ものに は 殊に 多くし て、 そ れらの £i の. S 代も歷 史的に 考究 すれ ば、 も と韓國 

な 「か ら」 と いひ しにはじ まる もの なれ ば 「く れ」 と いふより は 古くし て、 し か も 汎 に 

川ゐ る： と、 なれり と见ぇ て、 後 に は韓國 にあら やし て、 支 那 を さ し、 そ れ も 15 宋 よ 

h- 几 明な^て 朗 時代の ものに 至る まで も 「か ら 何」 と いひし が 如し。 それ ら の l^s 
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の 例 は 「か ら き ぬ」 (背 子、 唐 农) 「か らくし げ」 (S 器、 唐 櫛 K) 「から く ら」 (唐 鞍) 「か ら く み」 (擗 15、 设 

組) r から な し」 (核子) 「か ら もも」 (杏) 「か らぁ ふ ひ」 (唐 葵) など fo さて、 又 上の 如く 地名 を 冠 

してい ふ 外に は 「驢 馬」 を 「う さ ぎ う ま」 (觅の 如き 耳 を 有する 馬の 義) 「雌 黃」 を 「き に」 3 色 な 

づ か ね」 (水の さました 金屬 の義) 「李」 を 「す も も」 〈酸き 桃 の 義) と いふ 如 

一 の名稱 とした り (上 の 語 は いづれ も 本草 和名に あるな り) な 

なる が、 これらの 湯 合に は、 そ の 

無 き 湯 合 に、 そ の 似た る 物品の 

の 名目の 上に 冠した る ものな 

せ ,.^」「 酸 聚」 を 「す きな つ め」 (いづ れ 

文字 を 意譯し て、 あ てし もの も 

き 限りに あらす。 こ、 に は そ 

品た， CS しものと 思 はる ゝ もの 

、にて 用ゐら る、 物品 は 第一 


る 丹 

く、 國 

ど す 

し、 し 

き 特 

こが 

力 お 

詳 細 

の 名 

き も 

る も 

の と 


の 籠 「水銀」 を 「み 

語 を 二 三 合 せ 

る こと ある も 

か も、 同 一 の 物 

質 を 示す 語 を 

ね 1 「馬 芥子」 を 「う 

く、 そ の 語に 當 

はこ、 に 論す 

目に 該當 する 

て かく 漢語の 

のた る こ と、 第 

の、 第三 には大 

區 別して 呼ぶ 


て 

る 

1. 


ま 


物品に 似た る もの が、 我 國に存 

名 を 基と し て、 そ れを盖 別す ベ 

る が、 又 「石 灰」 を 「い し ば ひ f 黃金 V」 

も 本草 和名に あるな り) と い ふ 

あるべし。 然 れ ど も、 さ る 事の 

の 漢語 を齋 したる もの が、 そ れ 

にっきて^、 り 考へを 加 ふ べし。 

に はこの 園に 似た る もの もな 


爲 


に は 似た る もの あ b て も、 そ の 差異の 著しくして 珍奇に：：：： 儿ゅ 

似た る もの ありても、 これ を 珍重す るに より て、 特 に I 七 來のも 

に 漢語 を 用ゐる もの 等 種々 の 事情 あるべく 思 はる。 


か く て、 そ れ ら の ^  にて 呼ば る 、 

に、 これ 亦 一 々枚 しっくすべき にあ 

外國の 製作 品な どなるべき か。 こ、 

皇六 年に 新羅よ. > 孔雀  一 ffi を獻 じ、 七 

化 5- を 獻 じ、 一 一十 六 年 に " 魔より 種々 の 

尺 化 三年に 新羅より 孔雀 一 狡、 g 蹒 一 

より 獻 せし 調 物のう ち に 「12、 驟、 酪 & 

を 新羅 乂  よ. -輪 入せ し 事、 史上に 散 

しこと 正 <q 院 の 文 ki: にて 见る ベ し。 

珍重せられ しな ら む。 しかも これ 

至 h^ て は こ れ を .ぽ め た る も の を 見 

が、 そ の-股 因 が 愛 玩 せ ら れざ し爲 

を 呼ぶ 所なる が、 倭 名 類聚 鈔 にも 漢語 

にて 淡： おのま、 よべ る もの を あぐれ 

鳳 俗 一： ム登 a 音皇  (今 r* ク フ 

孔 布き 5 尺  (今 「ク ジ ャ 

第 六 章 流の R«$ 


物；： i として 如何なる も 

らね ど、 先づ は、 動植物、. 乂 

に先づ 動物に つきて 見 

年に 百濟 より 驗駝 一 疋、 

獻物 をせ しう ち、 m 駝 一 

隻を獻 せし こと あり。 

之 類 十 種」 と あり。 これ 

見す。 奈良 朝に は 朝廷 

而 して これらの もの は 

の う ち 「驟」 の みは 一回の 

れば恐 ら くは國 語の 中 

らむ。 駱駝、 孔雀、 魏鵡は 

にて よべり。 今 倭名鈔 

ば 次の 如 し。 

クヒ 

ク J> 


の ありし かと 考 ふる 

外人の 用 ゐる器 物、 乂 

る に、 日本せ _3 紀推古 天 

驢ニ疋 、羊 二 頭、 白 雉 一 

疋 あり。 又孝徳 天皇 

天武 天皇 八 年に 新羅 

より 後 これらの もの 

の 園 池に 孔« を 飼 ひ 

珍奇なる 烏獸 として 

記事に 止ま， 後世に 

に 入ら ざ， 9 しなら む 

今も漢 IT お を 以て これ 

にあげた る C5 獸の名 
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,0  ^ 櫻 母ー¥  (今 「ァ ク ム」) 


1  一一 00 


(今 r レ ン ジャク i 

(今£ 

(今 「ス ヰ ギ ク. ！} 

(今 「ラ ク ダ」) 

(今 「シ シ」 獅子) 

(今 「サ ィ J> 

(今 「キ リ ン」) 

(今 「 シャク ジャク J> 

_i  (今の 名 を 知らす) 

卽ち これら は古來 漢語の 音の ま、 に 呼び 來 しもの ならむ こと は 疑 ふ ベ からす。 

今 これら に 類した る 名詞 を あぐれば、 次の 如し。 

雁 (國 名 「力 リ」 な れ ど、 今 專ら 音に て 「力 ン」 とよ ぶ。) 

鵪鴒 (國 名 「ッ ッ マナ， ハシ ラ/  一二 クナ ブ リ i-  一二 タタ キ」 な ど あ れ ど、 今 專ら音 に 

て r セ キ レ ィ」 と 呼 ぶ。) 

錦 鷄 (一. 一一 シ キ ド リ」 と もい ひし が、 今 専ら 昔に て 「キ ン ケ ィ」 と 呼 ぶ。) 


連 雀 

水牛 

0  ^ 良久 太 乃 宇 萬 

師子 

庫 此間音 在 

麒麟 

S 々 此間云 象 掌 

獨奸 


ffi ぬ シ ヤコ j} 

八 八 鳥 (本 草 和名に 缩^ と ありて 和名な し。 これ は天ギ 四 年に  一口 を 新 維よ 

り獻 や。 和名 鈔に 載せす。 淡 名 「八 八兒」 (山 堂 肆考) 又 「八哥 鳥」 とい ふ。 今 

この 名 を 専ら 用ゐ る。) 

駝 C|  {- ダーグ ク J>  , 

^0  {T セィ ラ ン j} 

^哥 {T ィ ン コ 

九 {:ni£5{T キ クタ フンテク j} 

文鳥 {T ブン テク j> 

十 姉妹 (「ジ フシ マツ i 

森 (「ジ ュ リ ン」 和製の 漢語 名なら む。) 

風 ^！:!  {T フク テ ゥ. 1- 

佛法 @ 「ブ ッ \ フ ソク」 性靈集 以下に 見 ゆ。 和製の 漢語の 名)， 

雷 i::? (フフ ィ ノト リ」 乂 「ラ ィ テ ク」 和 製の 漢語 名) 

0 璃 M^/ リ テ ク」 和 製の 澳語 名なら む。) 

象 へ1^ 名鈔 に 「岐 佐」 と あ れ ど 、今 Sf: ら 昔 に て 「ザ ゥ」 と よ ぶ)。 
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狒々 (「ヒ ヒ」) 

豹 一、 倭 名 に 「奈 賀 豆 可 美」 と あ れ ど、 今 専ら 音に て 「へ ク」 とよ ぶ。) 

腽肭臍 (「ヲ ッ トセ ィ」) 

一角 (「イツ 力 ク」) 

山羊 (専ら 「ャ ギ」 とよぶ は 野牛の 訛 か。)  . 

これらのう ち、 わ が國 にて 漢語の 形に 似せて つく. 5 たる もの ある こと 上に 注した 

るが 如くなる が、 他 の 多く は その物の わが 國に 入りし ことの 爲に その 名た る 漢語 

も 共に 專は りし ものなら-む。 

然 れ ど も、 漢 語の 鳥獸の 名に して 漢語の 用 ゐられ たる ものと い へ ど も、 必 し も 宵 

物の 本邦に 渡來 せる によるに あらざる べし。 たと へ ば 「犀」 の 如き は 和名 鈔に 載せ 

た れ ど、 そ れは犀 角が 藥品又 革帶の 装飾品と して 用 ゐらる 、爲 に、 古 く よ り 輸入せ 

ら れ、 其 によ. 9 て 犀と いふ 獸の存 すと いふ 事 は 知りたら む が、 其 が 實 物 は 恐 ら ，.、 は 

本邦に 入り 來 りし 事 は あら ざり しなら む。 水牛、 一 角の 如き も 亦 略 同樣の 事情に 

よる ものなら む。 又 鷓總の 如き も 漢詩 文に 傳へ 知りて これ を 口にせし 人 もお 來 

ありし ならむ が、 實 物の 本邦に 來 りし は 江 時代 を はじめと する もの、 如 し。 义 

藤 香の 如き は 香料 又は 藥品 として 輸入せ しもめ にし て、 そ のきと いふ は 一 種の 獸 


れを 一 の g? としての 實 地の 認識 は存せ ざ， - しが 如 

いふ 一 個の 語 は 今に 至りても 固 語の 中には 存在せ 

いふ 語 を 基と して 作れる もの は 別の 問題な bo) 更 

^^實地に見らる ベ きものに あらやして それら はた 

を 知りし に 止まる ものな り。 獅子の 如き も 亦佛敎 

たるに 止ま り、 或 は 乂檢晝 などに て その 形 を 想像せ 

て 近き 世に 屬す。 

を 用ゐる もの は 甚だ 少し。 倭名鈔 にっきて れば 


たる こ と は 知り？ たりと もノ  J 

く、 從 つ て、 こ れの澳 £i 、卽 ち 「鮮」 と 

ざ る な り.。 (^香 獸 など 凝 香と 

に乂風 ^、戯 麟の 如き はもと よ 

だ の 上に て 概念的に これ 

の經 文. によりて 槪念 的に 知. 0 

しに 止ま り 、赏 物の 渡來は 極め 

.a  以外の 動物に して 漢語 

0 に 

嘛龍 

人魚 (今 「二 ン ギ ョ. 0 

蝶 (今 「テフ J> 

綠蝶 

紕蝶 

a 蝶 へ 相お 杪 「保 々 Ik- £ 


は 曰に て 「リ ョ ク」 と 呼 

み 呼ぶ。) 

の 音に ti:: づ く。) 
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に 止ま り、 し か も、 も と國 語に てよ びし もの も 漢語に てよ ぶ こ との 生す るに 至 

^  (倭 名鈔 に 「太 都」 と あ り、 今 も 「た つ」 と よ ベ ど、 多 く は 音に て 「リ ョ ク」 と 呼 ぶ。 一 

. 蛾 (倭 名鈔 に 「比 々 流」 と あ り、 今 專ら 音に て 「ガ」 と の 

蝦蟇 (倭 名鈔 に 「遐 麻 一 一 音」 と あ ^、今 「ガ マ」 とい ふ は そ 

胡蝶 (r コ テフ j> 

斑猫 r ノン メク i 

以上のう ち、 龍 と 人魚と は 想像 的 槪* 念 的の ものと いふべき ものな り • この 外に 

碑磲 珊瑚 瑋環 法螺 

な ど、 今 は それ を 動物と すべ きこと を 知る に 至り たれ ど、 古 昔の 我が 

れを 材料と して 製した る 品物の み を 知り て、 そ れを 動物と して 取扱 

ざ り しなら む 。この 外に 

海鰻 (「ハ ム」 卽ち 「は も 

など も 字音に 基づく とい ふ說ぁ 、又 

魴鰊 (「ホ ク バ ク」) 鞍 鰊 {T アンカ ク J> 

な ど、 漢 字音より 生じた る 如き 名の 魚 あり。 . され ど、 これ は その 語に 基づきて 

つくりし ならむ と 思 はる。 又 平家物語 に 「總 蜂の きり A\ す」 とい へ るが 如き 


國人 はた 

ふこと は 


> そ 

あ ら 


字 を 

は^ 


文の よみ 方より 傳へ しものに して 日常 實 地に 用 ゐ たりし ものに あらざる べし。 一 

以上 動物の 名のみ に 就きて も、 吾 人 は 漢語が 我が 國 語の 中に 入る に 至れる 事情 一 

の 一斑 を兑る をうべし。 卽 ち、 第 一 は そ， の 物の 現實に 輸入 せらる 、 爲， 第 一 一 は そ の 一 

事物 を 材料と して つくれる 物の 輸入 せら れ、 そ れ よ...' して 問 接に その物 を 知れる； 

が爲、 S 三 はた  > 文 藝、|$ 籍等を 通じて 槪念的 知識と して 傳 承せ る もの これな り。 一 

而 して かくの 如き 事情 は 他の 湯 合に も 行 はるべき こと はいふ を またす。  一 

植物に 至りて はこれ を 輸入す る こと 動物よりも 容易に し て、 そ の 成熟せ る 1„ ^鱧 

を傳 ふること 能 はすと しても 苗 又は 種子 を 以て 傳 へうべき もの なれ ば、 古 來 輸入！ 

せられた • る もの 少 からす。 而し て、 そ れらは その 名稱 としての 漢語の 俘 ひて 入れ； 

る もの また 少 からす。 先 づ、 そ の 倭 名 類聚 鈔の 中に 載せた る もの を 見る に、 そ の 草 一 

木部に 於いて 漢語 を 以てよ ベ る もの は  ； 

金 錢花俗 云 古無軟 (軟の 音 は 「ゼム j>  一 

E 花 I 和名 發勢乎 波 (波の み國 語)  一 

地黃 (後世 「サ ホ ヒ メ」 と い ふ 名 も あれ ど、 こ の 時旣に 字音に て 「デ フ ゥ J と 呼ぶ。》 一 

莉 «3朔《  二 音 此間苷 曾 久止久  一 

烏 tS  (「ク ヅビ  . 

第 六 車 源： jl^ の fluK  三 0£  一 
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附子 (「ブ シ」) 

0 擅 俗 一 Kis 

紫 擅 f シタ ンヒ 

白 檀 (「ビ ャクダ ン」) 

蘇 坊 俗 云須秀  . 

^ 祀 俗 音久古 

稷 櫚 俗 云種魯 

木欒 子無久 i 之 乃 木 

木瓜 毛 介 (今つ ホ ケ」) 

石 楠 草 俗 云 佐 久奈無 佐 (今 「シ ャ ク ナギ」 又 (シ ャ クナ ゲビ 

木 蘭 和名 無 久良適 (今 r モク ラン」) 

檳榔子 此間 音曼朗 (八 スビ ン ラクジ j} 

等 あり。 なほこの 草木 部に 載す る ものにし て、 和 名 を 加へ て あれ ど、 今 日 主 として 

漢語に て 知らる、 もの は 次の 如し。 

蘭 布 知 波賀萬 (今 r ラ ン」 但し、 今 い ふ r ラ ン」 は r フ デ パカ マ」 に あらす。) 

菊 赖&  (本音 之 重と は 「キク」 とい ふ 字音の よび 方 を さす。 これ は 當 時 旣 


に r キ ク」 と も 呼びし こと を 示せ. 00) 

紫 苑 和名 能 之 俗 1K 之 乎 通 (當 時旣に 音に よびた る を 示す。 八 「「 シヲ ン， I) 

桔 梗 和名 阿里 乃 比 布 木 (1^ 安 朝 に 「き ち か う」 と もい 70 今 「キ キ ャ ク」) 

龍腊 和名 衣 夜 美久佐 一 云 通加奈 (平 安 朝 に 「り う た ん」 と もい へり。 今 r リ ン ダ ク j> 

牡 丹 和名 布 加 美久佐 (平 安 朝 に 「ぼ う た ん」 と もい へり。 今 「ボ タン j} 

菅草和 5^ 禮久佐 俗 云 如 環 雜ニ音 (今 専ら 「ク ワン ザ ク」) 

芍藥 和名 衣 比 須久須 里 又 沼 美 久須里 (今專 ら音 にて 「シャ タヤ ク」 と 呼 ぶ。) 

天 門 冬 和名 須末 呂久佐 (今 ら 音に て 「テ ン モンド ク」 と 呼 ぶ。) 

黄 精 和名 於 保惠美 一名 夜 末惠見 (今 専ら 音 に て 「フ クセ ィ」 と 呼 ぶ。) 

廿草 和名 阿萬 木 (今 專ら 音に て 「力 ン ザ ク」 と 呼 ぶ。) 

黄 和名 加 久末久 佐 (今 專ら 音に て 「ワク レ ン」 と 呼ぶ。) 

人 參 和名 加 乃 仁 介久佐 一 名 久末乃 伊 (今 專 ら 13 曰 に て 「 二 ン ジ ン」 と 呼 ぶ e) 

石 0 和名 須久奈 比 古 乃 久須翻 一 云以波 久須利 (今 尊ら 音に て 「セキ コ クーと 呼ぶ。) 

細 辛 和名 美 良 乃 S 久佐 一 云 比 木 乃 比 太 比久佐 (今 專ら 音に て 「サ ィ シ ン」 と 呼 ぶ。) 

^  * 和名 止 里 乃 阿 之久佐 一 云 宇 太 加久佐 (今 ； Sf: ら 香に て 1. シ ヨウ マ」 と 呼 ぶ。) 

i 北 胡 . ゆ 名 乃 世 里 一 一： ム阿 ま ( 一 に 柴 胡と いふ に よ り て な 1 ^ ら そ の 音に より 「サイ 

i& 山ハ章 源流の 輕，  三 〇 七 
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コ」 と 呼ぶ。) 

牽牛子 和名 阿佐 加 保 (平安朝に 音に て 「ケ 一一 ゴ シ 一 といへ り。 今 かへ.^ て 「あ さ が ほ」 と 

い ふ。) 

防 風 和名 波 萬 須加奈 一 云 波 萬 仁加奈 (今 專ら 音に て 「パ ク フ ク」 と 呼 ぶ。) 

黃 耆 和名 夜 波 良久 佐 (今 專ら 音に て 「フ ク ギ」 と 呼 ぶ。) 

當 歸 和名 夜 末世 里 一 云 於 保 世 里 又 一 K 宇 萬 世 里 (今 專ら音 に て 「タ ク キ」 と 呼 ぶ。) 

麻 黄 和名 加 豆翻久 佐. 一 云 阿萬 奈 (今 專ら音 にて 「マ フク」 と 呼ぶ。) 

決 明 和名 衣 比 須久佐 (今 専ら 音に て r ケ ッ メ ィ」 と 呼 ぶ。) 

貝 母 和名 波々 久里 (今 專ら音 に て r バ ィモ」 と 呼ぶ。) 

連 翹 和名 以多 知久佐 一  一 K 以太知 波 勢 (今 專ら 音に て 「レ ンゲ ク」 と 呼 ぶ 

大黃 和名 於 保 之 (今 専ら 音に て 「ダイ ワク」 と 呼ぶ。) 

半 夏 和名 保 曾久美 (今 專ら 音に て 「ハンゲ) と 呼ぶ。) 

大 戟 和名 波 夜 比 止久佐 (今 專ら 音に て 「タ ィ ゲ キ」 と 呼 ぶ。) 

牛 膝 和名 爲乃久 豆 知 (今專 ら 音 に て 「ゴ シ ッ」 と 呼 ぶ。) 

王 不留行 和名 加 佐久佐 (今 專ら ffj 曰に て 「ヮ ク フル ギヤ ゥ」 と 呼 ぶ。) 

M 蒲 和名 何 夜 女久佐 (平安朝の 頃よ 、り 菖 蒲と も 害 き て 「さ う ぶ」 と.. い ひ、 今 專 ら「 シャク 


ブ」 と い ふ 0)  」 

忍 冬^ 名 須比可 豆 良 (今 專ら 音に て フー ンド ゥ」 と 呼ぶ。)  j 

合歡木 和. 名 禰布里 乃 木 (今 「ね む の き」 と 呼べる が、 鎌 倉 時代な どに は 音に より て 「か う 一 

か の き」 な ど いへ り。)  ： 

なほこの 外に  1 

お 爽 和名 加 波 良 不知 俗 一 K 蛇 結 (今 「ジ ャケ. ツイ パ ラ j}  一 

の 如く^; お を 以て 和名の 如く 用ゐ たる あ h^。 なほ 草木 部 以外に も 草木 を あげた 一 

る もの 少か ら t 稻 穀 部、 菜 蔬 部、 果 * 部 はすべ て 草の 類た る もの を あぐる は 勿論 一 

な る が、 そ れら のうちに 漠 Si なる もの あり やと 見る に、 次 の 如き あり。  一 

胡麻 此間音 五 末 訛 云 宇 古 萬 (今 も 「ゴ マヒ  一 

石 g 和名 佐久路 (今 も 「ザ ク "」) 

报子 和名 加无之 (今 「カク ジ j>  一 

お 實俗云 阿 宇之智 (八 pT う ぐ ひ す がくら j} -  一 

林檎 利 宇 古字 (八 pry ンゴ j}  .  ： 

柚 和名 由 (八， も r ュ」 とい ふ 又 「杣 子」 と もい ふ。)  一 

批杷俗 云味杷 (<f 「も r ビ C 

flH ハ章 源流の 一一  10 九 


歐 語の 中に 於け る 漢語の 研究  三 jo 

}t  g 古 爾夜久 (<PT コ ン 二 ャ ク」) 

又 飲食 部の 水漿 類、 茱羹 類、 蓄蒜 類に も 草木 あり。 そのうち にて 漢語に て用ゐ ら，. 

たる もの は 

黃菜俗 云 王 佐 以ー云 佐&ぉ 介 ■ 

薄 蘇 和名 波 加 (今 「ハ タカ」) 

胡 姿 和名 古 仁 之 (本草 和名 「古 之」 掖齋は い づれも 字音の 轉と い へ り •) 

の 如き これな り。 又 和名 鈔に 漢語 を 以て 和名の 如く 注した る あり。 

機假 漢語 抄 云神柑 (今 いふ r ュ カク j} 

又 和名 鈔に は國 語に てい ひたれ ど、 後世 漢語 を 以てせる もの 少 からず。 たと へば 

生薑 和名 久禮乃 波 之 加 一 IK 阿 雲 之 加 美 (その 音 「シ ャクカ ク」 をば 今-訛 略して 「シ ャ ク ガ」 と 

い ふ。) 

大 豆 和名 萬 米 (今 r マ メ」 と も 「ダ ィ ヅ」 と も 呼ぶ。) 

杏子 和名 加 良 毛々 (今 專ら 「ァ ンズ」 と 呼ぶ *) 

昆布 和名 比呂米 一名 衣 比須女 (今 専ら 音に て 「コ ンブ」 と 呼ぶ 0) 

平 蒡 和名 岐太 岐須 一 云 宇 末不々 岐 (今 專 ら 音 に て 「ゴ ，パク 一と^ ぶ。) 


の 如し。 乂 後世 別に 漢語 を 以て あつる あり。 

キゥ 

^ す ホー ーラ ^iJJUO フク キヤウ) 

蕺 シフキ 蕺藥 9 フ ャク) 

葡 す * ネ  大根 y イコン)  . 

等な りと す。 和名 鈔 より 溯りて 本草 和名に 至りても 略 同樣の 事を兑 るべ し。 而 

して 今日に 至りても 植物の 名に 漢語 を 用ゐる もの 少 からす。 今上に あげたる も 

の、 外 を 少しく あぐれば 

五葉 松 銀杏 (「ギン ナン」 「ィ チャウ」) 椰 子 菩提樹 肉 

金 W 撖 as 荔枝 木槿 山茶花 木 

百日紅 巴旦杏 山爐子 無花果 (「イチ クタ」 映 日果) 

落花生 忍 辱 (葫) 


桂 

曙 


海 


m 豆 

何 首 鳥 

a 仙 花 

JLi4k, て 多 


巴旦杏 

.^ 瓜 

大 戟 

大南星 

秋 海棠 

は 輸入品た 


南 

ヲ ン 

海 


瓜 

芋 


當 

0 


藥 

金 


曼陀羅 花 

檀特水 


棠蜜 ffl 

蠟梅 山茱萸 

南 天 ® (ナン テン) 

紫 蘇 疲凝草 

m 逮 延胡索 

睡遘 石竹 


しもの なり。 なほ 本邦に 古来 ありし ものにして 和名 


も ありし ものが 後世 W ら 漢語に て 用ゐる ものと し て 「山椒」 (は じ か み/：: ^布/ひろ め) の 
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る 漢語の 研究  1111 二 

如き あり、 又 國產の ものにして 名のみ を 漢語に い へる 「松露」 の 如き もの あ hso 


さて それら 漢語に て 

く、 そ れらの 大多数 が、 そ 

思 はる、 が、 し かもな ほ 

の 植物に して わが 國に 

れざ， 0 しもの な hyo  ,  J 

如く 植物の 輸入せられ 

飮 食の 料と して 輸入せ 

それらの， フち にも 最も 

わが 國の古 來外國 と 

が、 最 も 須要なる 目的 は 

ら； d しこ と^しき こ と 

づ き、 そ の 開 成 所 はもと 

その 蕃書 取調 所 及び 醫 

し て、 そ の 蘭學の ひらけ 


呼ばる、 所の 植物が 漢語 を 負へ 

の實 物の 輸入せられ た，. >  とい ふ 

ー槪に はいふべ からす。 か の 「梅 

は その 材 のみの 輸入 せられて 生 

れらは その 材が 珍重せられ たる 

たる 目的 如何と 考 ふる に、 實. 用 と 

られ しなる ベ く、 又 観賞の 用と し 

重ん せられし もの は藥 品と して 

交通せ し 目的 は 文化の 輸入、 又經 

醫藥の 道に 資せむ とせし にある 

，又 近く は 帝 國大學 の 起源が 幕府 

蕃書 取調 所と いひ て、 外交文書 を 

學 館の 源 をな す もの は 所謂 蘭學 

し は 主として、 西洋の 醫藥の 道 を 


きしこと は 世の 熟知す る 所な り。 かの 徒然 草 に Hia の も 


る 事情 は 前に もい へ る 如 

事 實を伴 ふ もの、 如くに 

檀」 乃 至 「蘇 枋」 の 如 き は熱帶 

きたる 植物と して は 知ら 

による ものなる が、 か く の 

して は藥 品と し、 染料と し、 

て も 入， 0 しもの あるべし 0 

なるべく 思 は る。 

濟上 の 必要 ありし ならむ 

こと は、 古 來藥材 の 輸入せ 

の醫學 館と 開 成 所と に 基 

飜譯 する こ と を 司りし が、 

なること いふまで もな く 

知らむ とする に 端 を ひら 

の は 藥の外 は 無くと も 事 


かく  i じ」 と い へ る は 反面に 外國賀 易に は 有 效の藥 品 を 得る を 主たる 目的と した 

る こと を 示せ hv とい ふべ し。 かくの 如 く、 古 今 を 通じ て、 外 國賀易 は 藥品を 輸入す 

る こと を 主たる 目的と-せ るが 故 に、 外 國の藥 品の わが 國に 輸入せられ しもの 蓋し 

多 かりし ならむ。 今 正 倉 院に存 する 天平 勝寶八 歳の 東大寺への 藥 品の 獻納帳 を 

見れば、 

蔬核小 草 

元 靑 靑 葙 草 

五色 龍 骨 

鬼 GI 靑石脂 

無 食 子 厚 朴 

脇 蜜 甘草 

新羅 羊 脂 

內 藥 狼 毒 


朴 消 

黑黄蓮 

龍 骨 


巴 

大 


九 

黃 

0 皮 

石 水 水. 


畢 撥 

白 皮 

白 龍 骨 

紫 鑛 


髒香犀 角 

阿麻勒 奄麻羅 

大 一 禹餘粮 

似 龍 骨 石 

梭 椰子 宍 縱 容 

完 花人參 

胡 同 律 石 S 

戎 鹽 金石 陵 

これらす ベ て 六十 種- 

あれ ど、 尺 多数 は 本草 

られ たる ものな りと す。 しかも これらのう ち、 和 名 を；^ する もの 甚だ 少 く、 そ の 淡 
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遠 

冶 


志 

葛 


理 石 

龍 角 

赤 石 脂 

呵梨勒 

雲母 粉 


寒 水 石 

禹餘粮 

五色 龍齒 

鍾乳床 

桂 心 

紫 雪 

密陀僭 


その、 フ ちに はへ 1 日よ して.^ る を 得ざる もの もバノ しく は 

よ. >  て 知らる ベ く、 又 大抵 は 後世 本草 學の 進步 につ れて知 


國 語の 中に 於け る 漢語の 研究 

名なる ま  >  にて 今にも 用ゐら る、 も の 少 からざる な hNO 

藥品 として は 動植物の 外に 鑛物類 あり。 これ も かの 

た る が 、そ の 外、 和 名 鈔の巖 石 類に 載す るう ち 

消 石 (今 「確 石」 とい ふ。)  ， 

朴消 (今 もい ふ。) 

募 石 (今 もい ふ。) 

0 石 此間 云悶石 

滑石 (今 も い ふ。) 

陽 起 石 (今 も い ふ。) 

凝 水 石 一名 寒 水 石 (今 も 寒 水 石と いふ。) 

慈 石 此間云 之她久 (今 の 「ジ シ ャ ク」 の 語 之に 基 づ く。) 

• 玄 石. 

堙石 

畏石 (今 もい ふ。) 

桃花 石 此間 1K 道卦尺 

方解石 (ニク ゲ シ ャ ク」 今 は ニクカ イセ キ」 と い ふ。) 


は^..^ i のみに して 和名な し。 以上の 外 本草 ffi 名の £ 石の 部に 載す る ものにして、 

常時 も 今も^:.^ i に て 呼ぶ もの を あぐれば、 

綠奇 ( fx クシ ャク) 

石輯乳 (ArT 鍾乳石 i> 

芒 消 

雌 黄， 

般摩 

石膏 

密陀像 02S) 

ク ク ク 

紫 ® 駢鱗竭 (今 專ら 「麒麟 血」 とい ふ)  . 

珊瑚 

靑 琰纤 

か く て？ 】れらはもとょ，.=^藥石として本邦人に知られしものたること明かなり。 

かくし て、 古 來藥 品は漢 Si のま、 にて 用 ゐらる 、を 例と せし が、 近 時に て も、 な ほ 藥 

品はゅ^^^^なるものをょきが如くに思ふ風ぁり。 卽ち 今の 藥品 にても 

昇 * 甘汞 硼砂 (B。rs の音 の 漢澤) 
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國 語の 中に 於け る 漢語の 研究  . 三 一六 

g|  dr  (阿片) (opium の 音の 漢譯を 日本よ みに す。) 

巴 豆 杏仁 陳皮 阿 膠 (アキ ャク)  ， 

明礬 綠礬 膽襟 硫酸 微酸 鹽酸 亞 硫酸 等 

などみ な 漢語に ていへ. 5。 又 二十 卷 和名 鈔 の香藥 部の 香の 名 を 見る に、 その 數ニ 

十七に して 國 語に てい へ る もの はた > 

0 香 和名 久佐之 香 

の 一 あるの み。 . これ は 草の 形の ま にての 香な りと いふ 意なる べし。 而 して そ 

の 二十 七の 漢語の 香のう ち、 今 も 普通に 用 ゐらる 、は 

沈香 丁子 香 (今 「丁子」 とい ふ) 薰陸香 俗 音 君祿 龍腦香 

等な. CS とす。 次に その 藥の名 を 見る に、 丹 藥 (う ちに 十七 種の 名 あ り) 膏 藥 (う ちに 三 

十五 種の 名 あり) 九 藥 (う ちに 六十 九 種の 名 あり) 散 藥 (う ちに 五十 種の 名 あり) 湯 藥 (う 

ちに 三十 九 種の 名 あ り) 煎 藥 (う ちに 九 種の 名 あ り) 六 類 二百 十九 種の 藥の名 を あぐ 

れど、 一 も 和名 ある ことなし。 それの 藥の 名のう ち 後世 用ゐ られ たる は、 

紫 雪 丹 (後世 「紫 雪」 とのみ よぶ) 地黃煎 

等な hs とす。 かくて 又 それらの 藥を 調. ふるに 用 ゐる藥 镶、 藥 研の 如き も 漢語の ま 

まに 用ゐら る。 さて かくの 如く 藥劑の 名目に 外 圈の名 を 重んずる は、 そ れが 遠來 


の ものなる こ と を 示す 意 も ありた る ことならん が、 こ の 事 は 今 も； t: は る 、 S 向に 

し て、 本 邦人が つくりた る藥劑 も外國 語め きたる 名 をつ くれば 妙藥 なる かの 如き 

成 を 抱かし むる こと は 古今 同 マ 轍なる ものなら む。 

^ 今、 S 人 が、、 として 觀赏 川と して 栽培す る 所の 

梅 牡丹 藥 水仙 枯梗 牽牛子 連翹 南天 燭 

の 如き もの も 本來は 藥材た h- しものに し て、 梅 は 當 初 「烏 悔 一と して 入 hs 來 b しもの 

なる が 故 に 「ク メ」 の 名あるなら むとの 說ぁ り、 烏 梅 ことに 梅干 は 今も藥 品と しての 

效カ 大 なる は 人の 熟知す る 所な り。 牡丹、 芍藥、 水仙、 椅梗等 も 亦 その 根 又は 根 皮 

をば 和^ 藥の材 として 古今に 通じて 用ゐる 所な り。 而 して それら はもと 藥材と 

して 輸入せ しが、 わが 國に 於いても これ を 栽培せ むと 企てし が爲 に、 その 枝葉 果赏 

の类を 知り て、 更 に觀賞 用と して も、 も て はやす こと も 起り しなら む。 而 して それ 

ら が獎材 として 入りし こと は 

う め fefe  K を熏 ベた る もの) 

牽 牛 子 f あさ が ほ】 の 種子なる 故 に 「子」 と い ふ。) 

の 名に て 生きた る 植物の 名と なりて ありし こと を 見れ ば、 舆 味 きものな. *^。 今、 

古今 &の物 名歌 をみ る に、 語の 草木の 名 をよ める もの を 見る に、 次 の 如し。 

第 六 章 源 法 6 戳察  三 一七 


國. 語の 中に 於け る 漢語の 研究  三 1 八. 

くた に (苦 膽) 

〇 さう び (薔 薇) 

〇 き ちか MS の 花 (括 梗) 

〇 し をん (紫 § 

〇.- うたんの 花 (龍 膽)  , 

けに ごし (牽牛 子) 

び は (枇 杷) 

はせ をば (芭蕉 葉) 

これらの うち、 〇 をつ けたる もの は、 本草 和名、 和名 鈔等 に 和名の ある もの なれ ど、 こ 

の 物 名歌 を 見れ ば、 普 通 に は、 そ の 漢語 を用ゐ しこと を 語れり。 又 吾人が 今 食用の 

蔬菜と する もの も、 そ の 源は藥 品と して 輸入せられ しもの 少 からす。 たと へば 

药篛 襄荷 生蓄 紫蘇 牛蒡 胡麻  ， 

の 如き もの これな り。 こと に、 そ の 「生 墓」 の 名の 如き はも と 「乾 薑」 の み 入..^ し を、 後 に 

生の もの、 入し ことの 爲 に 「生 薑」 を 以て 名と せし ものと 見えて 興味 多き ものな り 

又 同 一 の ものに て も、 そ れを 漢語に てよ むと きに 藥 物と なること 少 からす。 おと 


牽 f 子 f あさが ほ」 の 種 子) 

地 骨 皮 (构祀 の 根の 皮) 

陳皮 (蜜柑の 皮、 「陳橘 皮」 のへみ 古き をよ しとす。)  . 

. ^  m  (「き は だ」 の 內皮、 今專 ら 「フ ク バ ク」 (黄 柏) と い ふ。) 

瓜 (甜 瓜の f 

3 クイ 一 1 ン  ， 

0 苡 仁 (す いだ ま) 

王 瓜 {T からすう り」 の 果 實) 

伏 龍 肝 S の 心の 土) 

蝸牛 

等 例 多く 一々 あぐべ から や。 

藥品 に準じて 考へ ら るべ きもの は染 料、 顏 料 等な り。 倭 名 鈔の圖 紛具を 見る に 

丹砂 和名 通 (今 fj: ら 音 に て 「タ ン」 と 呼 ぶ) 

朱 砂 . (今單 に 「朱」 と い ふ。) 

シャゥ ェンジ 

燕 支 (APT 生膀 脂」 と い ふ。) 

靑黛 (今 俗に 「藍 s>」 とい ふ •) 

ゲ ン ジャゥ 

空 靑 (今 訛 hs て 「群青」 とい ふ •) 

第 六 章 源流， on 察  三 一 九 


岱 泥 7 粉】 


面 lie 中に ける 漢語の 研究  三 二 〇 

金靑 {T コ ンジャ ク」 今 「紺青」 と い ふ。) 

白 靑..  , 

. 綠 靑 (音綠 省) (今 も 「"クシ ャク. 0 

雌 黃俗音 之 王 (今 も r シ フ ク 

同黃 

胡 粉 (今 も 「ゴ フン」)  . 

と あ りて 「丹 砂」 の み 「邇」 の 和名 あ. 5。 しかも、 これ も 後世 は 專ら音 に r タ ン」 と 呼 ぶ な トノ。 

か く て 「総 具」 と いふ 語 も 「檢」 と 「具」 と の 二の 漢語 を 「の」 に て 結合した る ものな り。 次 に. 

倭 名鈔の 染色 具のう ちに は 

蘇 彷 俗 音須方 

は 昔に てよ ベり。 以上の 顔料、 染料 は その 源 いづれ も 輸入品た，^ しが 故なる べし C 

かくて 又 以上の 外の 給 具 等に て 漢語 にても 呼ぶ もの あ， 00 

(金銀 等 を 極薄く  4s ち延 した る もの。 俗に 箔 (本義 「すだれ」) の 字 を用ゐ 3 

(金銀 等 を 細 末にした る もの) 

(粉 を 膠 水に 和して 練りて 泥狀 にした る もの) 

赭 


等 これな り。  ， 

. 止に 又 外國產 の 珍奇 異物が その物と 共に その 名稱 としての 漢語 を 輸入せ しも 

の 少 からす。 今 倭名鈔 につ きて 見れば、 その 寶貨 部に て 漢語 を 以てせる もの を あ 

む に、 

半 (好 2- 熟 也) 錢  瑠璃 俗 云留利 珊瑚 琥珀 俗 音 久波久 

砘， 磲 俗 音 謝 古  碼 ^ 俗 音 女奈宇 鍮 石 俗 一 K 中 尺 

あ り、 又 布， M 部に て 漢語 を 以てせる もの を あげむ に、 

綺 俗 云 蚊 1 1K 於 利 毛 能 又 一 訓加無 波 太 

S^JW 此間 iK 止 加 千 

夾織此間云加宇介知 

M 此間云 良 

帛俗云 波 久乃岐 奴 

紗俗音 射 

等 あ， 9。 さて 义、 名鈔 には國 語に てよ める もの をば 後に として 漢語に てよ ベ 

る あり 0 

金 和名 古 加 通 (今 a- ら 「キン」 又は-黄お 

第 六 章  一 流の 截おル  三  一二 


IB 語の 中に 於け る 漢語の 研究  三 ニニ 

銀 和名 之 路加 禰 (今 專 ら r ギ ン 」) 

姨 和名 久 路加 彌 (今 直 2 ら r テ ッ 一) 

. 水銀 和名 美 豆 加 翻. (今 專ら 「スヰ ギン j> 

珠 之 良 太 麻 (今 專 ら 「眞 珠」 と 呼ぶ。) 

かくて、 かくの 如き 寶 石、 金 石 類 も 今 多く 漢語に てお ぶ を 例と す。 その 例 次の 如し。 

金剛石 黃 玉石 水晶 沙金 砂鐡 亞紛 眞鍮 石油 

ム ミヤ ウイ ビヤ ク ラフ ラフ  シャク ドウ 

石炭 硅石 無名 異 白鎩 獵 赤銅 

外國 交際の はじめは 或 は、 そ の 土產を 輸入す るに 止まる とし て、 そ の 異種の 文化 

に 接して はこれ に 驚 き、 珍 しが. 9 その 製作 品 を 見て は その 技術 を も傳へ むと する 

は 蓋し 自然の 人情なる べし。 この 故に、 物品の 輸入の 外に、 その 製作の 方法の 傳習 

よりして 一般的に その 文化 を も 移植せ むと 企つ るに 到るべし。 卽 ち、 醫 藥の 術よ 

り 美術 ェ藝に 及び、 進んで は學問 文藝に 及び、 更に 深く その 風習 を も 輸入せ むと す 

るに 至るべし 0 

藥 品に 關 して は 旣 にいへ り。 醫 術に 關 しても、 亦 漢方の 術が わが 園に 移植 せら 

れて わが 醫 術の 長足の 進步 をせ しこ と は 明かなる が、 そ れ の學 術に 用ゐる 所の 所 

謂 術語が 專& 漢語た， 5 しこと は i 々あぐる まで も あらざる ベ き が、 人 體の局 听 よ 


^疾病の 名 目、^ 療の 方法の 名目 

し。 1^^ 名 鈔 を 兑 る に、人 の 形 體 を 

手 足、 等 をい へ る もの はさす がに 

gTS^ のうち 

胺目 口人 中縱理 

の 十二  &、 のみ 和名 を 注せざる な 

「ミ」 と いふ を 省け る ものにし て、 そ 

ものな.^。 然れ ども その他 百 三 

からす。 そ の 例 は 

俗 云 比 止 加 之 良 (今 尊ら 「ドク 

腦 和名 奈豆岐 (今 尊ら 「ナ ク. 0 

肉 和名 之々 (今； Ej: ら 「二 ク 

肝 和名 岐毛 (今 多く 「力 ン」) 

脾 和名 與古之 (今 jsf: ら 「ヒ」 ) 

肺 和名 布 久不久 之 (今 專ら r ハ ィ ヒ 

^ ^、は 2 戳ぉ  ； 


等 大抵 漢語 を 以てせる さまの 一 斑 を 次に いふ バ 

いへ る 部のう ち、 頭 面、 耳 目、 鼻 口、 毛 髮、 身 體、 肌 肉、 臓 府、 

國語 にて よべ る ものが 絕待 多数に して 總數 w 十. 

毫毛身 五藏心 六府陰 精液 

hyp しかも その 目、 口、 毫 毛、 身 はもと より 「メ  _r クチ/ ケ」 

の 他 の 「人 中」 (「 二 ン チ ク. ！} 「心」 (シ ン) などの み 漢語た る 

十餘 項の うちにて も、 今 は澳 語に て 呼べ る もの 少 


こ 


國 語の 中に 於け る 漢語の ^究 

大 腸 和名 波 良 和 太 (今 專 ら r ダ イチ ャク 

小 腸 和名 保 會和太 (今 專 ら r セ クチャ ク J 

0 和名 久曾和 太 布久吕 (今 專ら 「ヰ」) 

三 腫 和名 美 乃 和 太 (中世 以後 「サ ンセク j} 

膀腕和名^^波利不久吕 (今. 專ら 「バ ククフ ク」) 

無名指 和名 奈々 之 乃 指 (今 専ら 「ム メ イシ j} 

など あり。 次に その 病 類、 瘡類を 見る に* 

灸 

頭 風 

喉 俗 訛 云 古 比 

重 舌.  . 

顯 《 

0 知 乃 夜 萬： 

丁瘡 

丹毒 瘡 

, 癰 


四 


0  0 俗 iK 倍 宇 曾  , 

浸 淫瘡俗 云 心 美 佐 宇 

澳 瘿 俗云路  _ 

蘇 俗 云 錢加佐 

鬼^ 頭 

i^": は 音に て 呼べる ものなる を 知る 。そのうち にも、 

灸 is^ 丹 毒 瘡 (今 は 「丹 稀」 と のみ 呼ぶ) 

など は 今 もい ふ 所な り。 又 俗 に 「げ し げ し」 に 溉 めら れ て、 頭 髮 が、 禿 すと いふ は その 

^^顾 の 下に 

0 源 論 云 鬼延頭 師說爲 天狗 下 食 所 紙是人 頭 或 如 一一 錢 大ー或 如 一一 指 大ー髮 不， 生 也。 

ゲ シ キ -1 

と ある 如 く 「下 食 所,^」 と いふに 基づく こと 明かな りと す。 さて 又 これらのう ち、 古 

くは國 Si にで いへ る もの を 後に 漢語に ていへ る もの 多し。 その 倭 名 鈔のを 引き 

てい は > 

喘息 阿倍 岐 (今 ら 「ゼ ンソク j> 

脚 氣俗云 n: 之 介 (今 3： ら 「力 ク ケ j} 

ig 阿 太 波 良 一 云 之 良 太 美 (今 專ら r セ ン」) 
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國 語の 中に 於け る 漢語の 研究  一一 二 一大 

鱿虫俗 云 加 以又ー K 阿久 太 (今 專ら 「ク 7 イチ ク」) 

脫 £ 和名 之 利 以豆流 夜 萬 比 (今 專ら r ダ ッコ ク」) 

淋病 之 波 由 波 利 (今 專ら 「ソ ン ビヤ ク」) 

〕 消 嬉與涫 渴同俗 云 加 知 乃 也 萬 比 (今 專ら r セ クカチ j} 

黄疸 岐波無 夜 萬 比 (今 專ら r フ ク ダ ン」) 

霍亂俗 一 K 之 利 與利古 久夜萬 比 (後世 尊. ら 「ク フク ラン j} 

皰瘡此 間 sg  (今 專らニ クサ ク j}  - 

かくして、 近世 西洋 醫 術の 輸入せ しはじめに 於いても その 和 蘭 語 を 翳學醫 術の 語 

として 我が 固に とり 入る、 爲に は專ら 漢語に 飜譯 せし こと は 著しき 事實 にして 

今一々 あぐる を 要せざる べし。 

美術 及び ェ藝 並に 汎く藝 術に 亙りても 亦大體 上に 準じて 考 へらるべし。 かの 

「綺」 と いふ 語が 先づ 漢語なる を はじめと し、 それに 用 ゐる繪 具の 類の 多くが 漢 な 

る こと は旣 にいへ り。 音樂に 於いて は 漢語の 勢 はこと に 著しく 樂 器の 名 稱、 音樂 

の 調律の 名目、 樂 曲の 名 稱等は それが 本邦 從來の ものと いはる、 少数の 物の 外 は 

大抵 漢語な り。 is- 名 鈔の音 樂部を 見る に樂 器の 類に して、 漢語 を川ゐ たる もの は 

(二十 七 種のう ち) 過半に して • 


0 鼓 俗 云 常 古 (今 「 シ ャクコ j> 

方 ^ 俗 一 K 牽强 

銅 叙 子 

m 鼓 (今 「力 ッ コ b 

拍 子 俗 一 K 百師 (今 「ヒ ャ クシ j} 

琴 (今 も 「キ ン」 とい ふ。) 

瑟 

築 俗 云 象 乃 古 止 (今 「 シャク j} 

琵 俗 云 微波ニ 音 (今 「ビ ハ j> 

撥 マむ 如 解 ¥1 音 (今 ヌ チ j> 

阮咸 

へま 俗""， -如江 胡 二 音 

J!^ 和^>{:世{.チ乃布江 (俗にい ふ 「セ クノス ェ J> 

俗 一ぶ 象 乃 布 江 (今； Sf: 、 "「シ ャ ク j> 

第 俗 一 K 比 千 利 岐(へ1 「ヒ ネリ キ j> 

第 六 章 1^1  . 


七 


國語ひ 中に 於け る 漢語の 研究 

尺 八 (今 「シ ャク ハチ J} 

草 牟 俗 一 K 萬久毛 

等なる が、 そ れらの 大部分 は 

て も、 今 は 漢語に て 呼べる も 

. 大. 鼓 和名 於 保 豆々 美 (八 「「タ ィ 

橫 笛 和名 舆 古布 江 (中古 「フ ク 

今 また 「ヮ ク テ キ」 と 

さて 曲調 類に は、 

壹越調 曲 (二十 三曲、 す 


三 二八 


今 も用ゐ るな， 5。 なほ 倭 名 鈔に國 語に 呼べる ものに 

の あり。 

コ」) 

テ キ」 を 王 敵に 通す と して 忌 み て、 「ャク デ ク」 と いひし が、 

い ふ。)  、 


沙陀調 曲 (十四 曲のう 

雙調曲 (五 曲のう ち 

調 曲 (二十 三曲 ザ 

道 調 曲 (二十 一曲、 す 

乞 食 調 曲 (四 曲、 す ベて 漢 語) 

性 調 曲 (六 曲、 す ベ て 漢 語) 

黃鍾調 曲 (十三 曲 ザ ベ て 漢語) 


ベて 漢語の 名) 

、ち筑 紫、 諸縣 の 一 

三曲 は 漢語) 

ベて 漢 語) 

1 ヒ， Mtel,i,_ 


曲の 外 は 漢語) 


水 11 曲 (四 曲、 す ベ て 澳 語) 

盤 涉調曲 (十七 曲、 すべて 漢 語) 

角 調 曲 (三曲、 す ベ て 漢語) 

高麗 樂曲 (三 十 一 曲、 そ の う ち 漢語なる こと 確かなる もの 十六 曲 あ ，9。) 

卽 ちその 大部分が 漢語なる こと を 知る ベ く、 又 そ の 音 階 音律 をい ふ 

律呂 宮 ー商 角徵羽 

壹越 斷金 勝絕 等の 十二 律 

皆 主として 淡 語たり。 後世に も、 樂 器に  . ， 

月 琴 三 線 (今 「サミ セン」 とい ふ。) 鼓弓 喇 銅鑼 

賛キ ン) 鈴 (リ ン) 風鈴 (フ ク リ ン) 

は 皆 ？a  l^s を 川 ゐ た h^。 これら 皆 その 源が 外來の ものた るに よる。 

築に. 於いても 亦 略 同様の 現象 を 見る。 先づ その 用具 材料に つきて は 伎名鈔 

の 造 作 具の 條に 

g@ 俗 云六路 誕 和名 路久魯 加奈 材木 

と ある が、 そ の 外に 

g、M 121  二..； 一.: 和名 乃 之 加 太 乃久岐 (今 「ビ ャ ゥ」 と い ふ は 「フ ォ ク」 の 訛なる ベ しひ) 
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國 語の 中に 於け る 漢語の 研究 

栓 和名 岐久木 (今昔に て 「セ ン」 と い ふ) 

な ど は 今 は 音に ていへ- .=^。 さて、 その 

見えて、 建築物の 名目に 漢語 を 用ゐた 

卽 ち、 そ の 

某舍 某 殿 某 堂 某院 某樓 某 房 

とい ふが 如き はもと よ hN  、そ の 

# 殿 和名 止 乃 樓太加 止 乃 

とい ふ もの は それぐ 和名 を 加 へ て あれ ど、 大 體は 漢語に て 呼びし な，..^。 かくて 

「堂」 「院ー 「房. 一 は 全く 漢語の みに 呼ば れ 「樓」 も 亦 主として. 漢語に て 呼ばれし こと は 二 云 

「和 名 呂」 と 注した る そ の 「呂， 一が 漢語なる にて 知られたり。 その他 

廊 和名 保 曾 止 乃 (今 專ら 「ラ ク」 と い ふ 0) 

亭 和名 阿波 良 也 (今 專 ら 「テ ィ」 と い ふ。) 

は 漢語 を 用ね る を 例と せり。 又 所謂 居 宅 具と して あげたる ものに は 

飛 此間音 比 衣 無 

0 魚 俗 云 如 字 

^ 風 和名 如 字 


三 三 〇 

建築に は 支那 風の 影響の 著し かりし ものと 

る こと は 倭 名 鈔の居 宅 類に 旣に 著しく 見 ゆ。 


天 井 俗 一 Kin* 

子 俗用 格子 二字 (APT 力 ク シ j} 

扠 首佐須 

as 俗 云 本音 之 1* 

あるが、 これ ら は 今 も專. ら、 用 ゐる ひ，^。 又 墻壁類 及び 墙壁 具と し て、 あ げたる も 

のの うちにて 漢語の ま、 なる は 

女 培 昇 棚 I！ 子 和名 躞通之 (今 「レンジ j> 

な る が 「女 培」 の 外 は、 今 も その ま、 に用ゐ る。 义門戶 類、 門 戶具 として あげたる もの 

にして 漢語の ま、 なる は 

坊 門 靑項 戶碟戶 乃帖木 關 木き K 貫 乃 木 

は 中古、： 5 來ュ、 のま/' 用 ねら れ、 又 

n ジ #臂 

0 俗 云 巾 子 形 

の 如く  「巾 子」 を 以て 國 語の 如くに 用ゐ たる もの あり。 

W 上 は 一 般に 平安^の 初期に 於いて 建築が 著しく 支那 虱に な b しが 爲の 現象 

と a る べき もの な る が、 佛 寺の 建築に つ いて は それが、 全然 外来の ものなる 爲に こ 

の 傾 向 一 麼甚 しとす。 倭 ケ：： 鈔に てこれ を 見る に、 先 づ © 塔 具の 條 に は 

修六車 源^の 麟察  三 三 一 


語の 中に 於け る^;;^ i の^ 究  三 三 二 

塔 舍利 露盤 寶鐸 箜镜俗 云 空 古 

は 漢語の ま、 にして その他 とても 

檫俗云 心 乃 波 之 良 (I 心」 は 中心) 

層 和名 太 布 乃 古 之 (塔 の 腰の 義) 

火 珠 塔 乃 比 散 久加太 

かくの 如く 皆 漢語 を 交へ て あるな，.^。 又 伽藍 具の 條には 

金堂 講堂 食堂 經藏 鐘樓 僧坊 寶幢 花鬉 匳 俗云 輪 火舍俗 云化錢 

閼伽 高座 

はすべ て 字音に てよ む ものにし て、 國 語に てよ ぶ もの は 僅かに 

幡 和名 波 太 

M 和名 岐沼加 散 

鐘 俗 一 K 於 保加癩 (今 の 「つ， 9 がね j} 

金 鼓 和名 比 良加彌 (又 「コ ン グ」) 

1 和名 宇 知 奈良之 (今 專ら 「ケ ィ」) 

燈 明 和名 於 保 美 阿加 之 (今 「お みあ か し」 父 は 「ト クミ ャク J} 

にす ぎす。 又 僧坊 具に 於いて は、 


* 爐 錫杖 如 三 S  ^ffi 念珠 白拂 和名 波閉 波 良 飛 (今拂 子 r ホッ ス」) 一 

4^ 俗 云波智 寶螺  一二 衣： ii 俗 一 K 佐 無 江 乃 波 古 頭巾 袈裟 俗 云 介 佐 横 被 納俗云 能 不二  K 太 比 j 

0n 草 座 .  .i 

等 背 字音に ていふ ものにし て、 國 語なる は  . 一 

和名 美 豆 布 流 比  i 

水瓶 和名 类豆加 米 (佛 家に て r スヰ ビヤ ク J-  一 

§ 刀 和名 加 美, 利  ^ 

鹿 杖 加勢 都惠  1 

の 四に すぎす。 而し て、 上 述の 佛敎關 係の もの は 多く は 今 も その ま、 にて 傅 はり 一 

用 ゐ た h^o 

>:! 路 舟^に ついても 多少い ふべき こと あり。 それらに ついて 倭名鈔 にて 澳 Si 

を川ゐ たる もの は  ： 

馳近 馬 近 俗 眢米多 宇 微 道 古 多 宇 十字 觸齒 鵃 穀 車 乃 古之岐 俗云简 (今 云 「ド ゥ」) 一 

あ，. >。 され どノ  J れらは 多から や。  .  一 

文化の 移 械は制 度、 學術、 文藝 にも 及びた る が、 そ は 次」 說 くこと、 して. こ、 に 支 

那の& ：： 俗 ことに 衣食 遊戯の 如き ものまで も 盛んに 輸入 し、 そ の 結 果、 そ れらに 閥す： 

第 六 章 源流の 觀察  三 三 一一 一  ^ 


國 語の 中に 於け る 漢語の 研究  三 三 E. 

る漢 の 盛んに 用 ゐらる 、 二と  >  なれる を說 か. む。 

先づ 衣服に て は 支那 風の もの を晴の 儀と 立てし 結果、 正しき 服装と 立てられし 

もの は 漢語に て その物 を あら はせ る もの 頗る 多し。 和名 鈔に てこれ を あげむ に、 

• その 冠帽 類、 冠 帽 具、 衣 服 類、 衣 服 具、 腰 帶 類、 腰 帶 具、 履 韈類、 履韈 具に あげたる もの は漢 

語 頗る 多し。 

天 冠 俗 訛 1K 天 和 B 額 烏帽 帽子 附 頭巾 巾 子 此間巾 音如渾 (コ ジ) 

半 臂此間 名 如 字 但下音 比 汗衫 襖 子 阿 乎 之 . 裙帶此 間 云 如 字 襴紳 革帶 

金 隱起帶 金銅帶 白犀帶 接 鞭 此間ー K 接 腰 鉸具此 間 一 K 賀古 鉉子 琼瑁 

魚 袋 靴 和名 化 乃久都 鼻 ー咼履 線鞋 千 開乃久 都. 絲 鞋 伊 止 乃 久都今 案 俗 云 之賀伊 

錦 鞋此間 音 今 開 (「キン カイ. I) 級鞋 草履 俗 1K 佐 宇 利 靴氈 靴帶 

總計 八十 三 語 中、 上 揭 漢語の もの 二十 九 を 占む。 而 して、 これら は いづれ も 支那 風 

の もの、 名稱 にして 一 も 本邦 固有の 風なる もの、 名稱 にあらざる なり。 しかも、 

この頃に それら が、 通 俗の 語に なれる こと は元來 漢語なる を 知らす して 國， おの 訓 

として 用ゐ たる もの ある を 見る ことなり。 たと へ ば 「巾 子」 を當時 「コ ジ」 と いへ るが、 

それの 形に 似たり とて、 門の 扉 を 止む る 具 を . 

慨俗云 巾 子 形 (倭 名 鈔門戶 具) 


といへ る 如 く 「巾 子 形」 と 名づ くるが 如き 又 

究 音 雞此間 云 笄子上 眢如才 (传名 鈔冠帽 S 

と ある は 「釵 子」 (サ ィ シ) を 、以 て 「笄 子」 の 訓 とした 

櫻 俗 一 K 燕： (倭 名鈔 a  « 具) 

と ある は 「燕 ：s」 と いふ 語が 俗語と して 用ゐら 

さて、 n 上服 飾の 譜品 につい て、 當 時國 語に 

呼ぶ に 至れる も あり。 それら は 

櫻 (今 尊ら 「ュ ィ1> 

袍 和名 宇 倍 乃岐沼 (今 W ら 「ハ ク I) 

縫报 和名 萬 都 波 之 乃 宇 倍 乃岐奴 (今 「ホウ ェ キ j} 

缺被和 岐阿介 乃 古路 毛 (今 「ケ ッ テ キ j> 

桶 襟 和名 宇 知 加 介 (今 r リ ャク タク j> 

裙 和名 古 呂毛乃 須_&！ 1 云 岐沼乃 之 利 (At. 「キ ョ I) 

$i?t あり。 かく て、 倭 名 鈔 に 國 を 以 て 呼 ベ る 

服装の 名に して、 後世に. 至. 0 て は 多く 漢語 を 

む ざ し) 衾 (ふ す ま) 單 衣 (ひとへ) 

第 六 傘 募 流 0 観^ 


る こと を 示す ものな り。 又 


れ たる こと を 示す 

て 呼びたり しもの 


もののう ち にても 

1 ゐ、 今 普 通 とし 

拾 衣 (あ は せ) 袴 (は 


ものと いふべ し。 

をば 後に 漢語に て 


大部分 は 支那 風の 

て 用ゐる ものが 

かま) 紐 子 (ひ も) 

ニニ 五 


H^s> 中に 於け る 漢語の 研究  三 三 六 

袵. お ほ く び」 の 轉 「お く み」) 袖 (そ で) 裙 (す そ) 

の數 語に 止まれり。 而し て、 漢 語の もの  >  う ち、 今 服飾と して 普通 語と して 存 する 

もの は、 

烏帽子 (VI ボ クシ) 頭巾 (ヅ キン) 草履 (ザ クリ) 

の 三 と、 單 皮 履の 說 明 (倭 名 鈔履襪 類) の 中に 

今 案 野 人 以-, 鹿 皮ー爲 n 半 靴 一名 曰，ー 多 鼻 1 宜， 用- 此 單皮ニ 字 一 乎。 

といへ る 「單 皮」 が、 足袋 の 文字に よりて 行 はれて あるに 止まれ， os。 これ 跟 竟、 そ れ ら 

の 漢語 は その 風俗 服飾と 共に 入 て 制度と して 强制 的に 用 ゐられ しに 止ま h, し 

が爲 にし て、 十 分に 國民 化せす して 亡びし が爲 ならむ。 

次に 調度 類に 就いて 見る に、 例 によ， 9 倭 名 鈔に就 き、 も の 服 玩具に つきて 淺 語 の 

もの を 見る に、 

^ 音 忽俗云 尺 (こ れ は 「骨」 に 通 ふ 音 を 忌み て 「尺」 の 音 を 代 用 せ し な h^ と い ふ。) 

淡 (今 も 「ダ ン」)  . 

屛饊 

塵 尾 俗 1K 朱 美 (今 も r シ ュ ビ j> 

肅葵扇 


容飾 ft に . 

輕粉 和名 閉通 (今 「ベ 二 J> 

白粉 俗 一 K 波布 通 Ir ハク フ 一一」 の 約) 

橾浴 具に 

操 豆 (中 古 「サ ク ゾ」 と い へ り。) 

楊枝 (今 も 「ャク ジ」) 

K 和名 波 邋佐布 Ir 卞 描」 の 字 音、 今 も 「 、ノ ンザ フ」) 

唾 i 亞 (今 も 「ダ コ j} 

厨 膳れ、 に  ノ  ■ 

^  (今 「盤」 の 字 と すヌ ン」 盤 S 盤 な ど) 

油單 (今 「ュ トン」 とよび 油圑の 字と す。) 

E 絲は (に  • 

S 越搏 反俗 云 本音 之 重 (今 「ヮ ク Ite の 字 など を 用 &るは 物 を 知らぬ 人の わざ) 

隙 a  (に  . 

i:^ 和名 萬 玖 (<^「も「マ ク j> 

^ 俗名 如 字 (今 も 「マン j> 

第 六 章 ^,^^1  三 三 七 ， 
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塾 子 子 息 


國 語の 中に 於け る 漢語の 研究  一 一一 一一 一八 

帳 此間音 長 (今 も r チ ャ ク」) 

ゼン シャゥ 

軟障 (「ゼ ジ ャ ク」) 

行 障 (今 「力 ク ザ ク j} 

屛 風 (今 も 「ビ ャクブ j> 

承麈 

障 子 (今 も 「シ ャク ジ J 

坐 臥 具に • 

(今 も 「ケ フソ クー) 

(ーィ シ」 今 「ィ ス」) 

M 此間名 如 字 

#此 間通久 - 

圓 座 此間圓 座 一 云 和 良 布 太 (APT  M ン ザ., > 

鎮 子 俗 音陳之 


^歩 障 

鞍馬 ft に  ，  に 

^ 葉 伊俾 良俗 一 行 衣 布 

雲 珠 宇須 0 

さて 义器皿 部に て は 金 器 類に 

鈔鑼 鉢 

漆器 類に 

» フン) 酒 海 酒臺 大槃 (臺盤 これな り) ！ S 子 合 子 

木 器 類に 

厨子 根 食 床 暴 茶硏 

S 器 額 に 

游 谰由賀 

あ. -。 父 « 火 類に は 

蠟燭 紙燭 俗 音 之？ 

0 火 A に は 

^ 心 和^>::度宇之，美 

第 六 章 の觀. X-  三 三 九 


國 語の 中に 於け る 漢語 の 研究  一二 四 Q 

燈 火器に は 

燈籠 燈械 燈臺 

等 あり。 以上の 漢語 は、 皆 その さす 所の 物の 制、 方 法 等が 漢語 そのもの， - 如くに、 本 

邦 固有の ものに あら ざり しが 爲 なるべし。 しか も、 そ の 國語を 加へ て 示された る 

ものに て も、 ま た 漢語 を 以て 通用す る もの 少 からす。 たと へば 

鏡 臺 加 加 美 加 介 (今 「キ ャク ダイ 」 (容 飾 具) 

胡 床 此間名 阿久 良 (今 「コ シ ャ ク」) (坐 臥 具) 

棺 和名 比止岐 (今 r ク フ ン」 (葬送 具) 

铫 子 佐 之 奈閉俗 itt 佐 須奈倍 (今 「テ ク シ 」 (金 器 類) 

瓶 和名 加 米 (今 瓶 子 「へ イジ」 1 器 類)  • 

盆 比 良 加 俗 云 保止岐 (今 「ボ ン」) (同) 

怨字亦 作 捥末里 俗 云 毛 比 (今 「ヮ ン」) (司) 

. 等 これな..^。 さて 上述の 外の 漢語 も 後に は 多く 亡びて 今に 殘れる もの は 

笏 談合 斗 斛 (石) 楊枝 半插 (g)  « (ワク) 幕 屏風 

障子 脇息 倚子 圓座 鉢. 厨子 蠟燭 燈心 燈籠 登 S 

等に 止まる。 これ 亦 風俗の 變遷に 基づく を 見るべし。 しかも 後世 又 新に 支 K の 


しもの 少か >h ざ る 

並 曰 通と する は、 そ の 

もの を 見る に 計 二 

牒 膀示 戶籍 

制度 又は 學 術に 關 

なり。 征戰 具と し 


物品の 輸入 せらる と共に 漢語の 入 

文 字、 籍 に ii する 語 も亦溪 語なる を 

ふべ し。 今 倭 名鈔の 文書 具， の 中の 漢語 

反故 襟蒂 軸 帙 識 

その 屮は淡 mi た hs。 この う ち 「牒」 以 下 は 

ベ く、 そ の 收は今 も 殆ど その ま、 用ゐ る 

なる もの は 

彈弓 a 义 

あ. o。 これ 亦 支^より 渡來 せる ものなる よ ならむ。 又刑罰具に澳；^5のま、ぁ 


な り。 

性質 上當然 のこと い 

十二 語のう ち 

饭位俗 云 變爲ニ 音 Jf^ 俗 云^ 

する ものにして 別と す 

てあげた るう ちの 淡： 


げたる ものと して 


あり。 これ は その物 は いづこに も あ 

基づく より^  を^ ゐ しなら む。 

飲 <： ^に 於いても なる も の あ り。 

00  和名 布 ま 俗 云 伏 鬼 粉 if  0 

ai 俗 云 比 知^  0 子 俗 云 音 都以之 歡 0 


れど、 これ を 刑罰 具と する こと が、 支那の 風に 


倭 名 鈔の飯 傲 類に 

飩 餺飩 煎餅 此間云 如 字 ® 餅 黏胰 

國 一名 圑喜 


や、., ヽ. .； . ：， ：、  一 一- . , 
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あ， >。 酥蜜 類に 

醒 ^ 此間 音內五 穌俗音 貧  酸 和名 適 宇 能 可 遊 (乳の 粥の 義) 乳 g  蜜 

あり。 鹽梅 類に 

鹽梅  未 醬美蘇 

あ. o。 しか も、 そ れらは 後世 多く は 亡びて 僅か に 

煎餅 蜜  鹽梅 未醬 (味 i 日) 

の 四 と 「圑 喜」 の變 化した る 語 「團 子」 を 今に 傳ふ るの み。 然れ ども、 それより 後、 又 種々 

の 飲食物 を傳 へたれば、 それに 基づいて、， 

麩へ フ) (倭 名鈔に 「ムギ カス」 といへ り。 それより 精製せ る ものな り。) 

ナツ トウ  チウ 

漿粉 (シ ャク 乙 (同上) 納豆 醬油 燒酒 豆腐 

饅頭 索 « (「サ ク メン」 今 「サク メン」 とい ふ。) 韫飩  • 

環 餅 (今 土 佐に r ケ ンビ」 とい ひて、 土俗の 菓子と す。) ， 羊 羹 

等 漢語 を 用ね たる もの を 多く 生じたり。 

なほ 以上の 外、 蓮 動 遊戯に 關 する 漢語の 入れる あり。 僕名鈔 にて いへば、 財藝類 

射藝 具につ きて 見れ ば、 漢 語なる は 

六 射 


馬 ^ 世間 fA 良知 

あり。 こ の 「良 知」 と いふ 語 は、 今 の 俗語に 「埒が あ く  i. 埒 が あか ぬ」 な ど の 「3 な り。 又 俗 

に 「武 射的」 と いふ は 倭 名鈔に 

歩 M 和名 加 知 由 美 

と ある を 「ブ シ ャ」 と 音に 讀 みたる ものな りと す。 次に 雜藝 類、 雜 藝 具につ きて 見れ 

ば、 mi なる は 

藏鉤 園柴 世間 云 五  彈甚 雙六 俗云須 久呂久 碁 子 

基 ^ 俗 iK 五牛 (之 による に、^^板 の 音 な る ベ し。) 雙 六 采 雙六 乃佐以 

遂杖 紙老 § 世間 一 K 師勞之  酒 胡子 輪 鼓 

等な， 0 とす。 * しかも これらの うち 今日に 殘り傳 はれる は 

園ル. - 雙六 五 半 (化.^ 板) 雙 六 采 

の 四に す ぎ t さ れ ど 「域 杖」 の 如き はこれ を 三本 結 ひ 立て 、三 S  W とい ふ 如 く、 俗 

の 資料 ともなれ る を兑 る。 父 M  IfS によめ る もの も 

打毬 f 今 「ダ キ ゥ 1> 

競馬 (八 4 ケ ご) 

の 如 さ は 今 i$ ら 音 にて い ひ、 又 

第 六舉 ！？i 流の 鹳察  一二 四-二 
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相 y 

の 如き も 音に て 「サ ク モ ク」 と い へ る こと も あ しこと は 閑 田 耕 筆に い へ る 斤 J 江國 

草津 附近の 邑の祌 事 に 「さ う も く」 と てす まふ をと る こ との 行 はれし にても 明かな 

り。 而し て、 か の 圍 碁、 雙 六の 如き は 今 も 盛んに 行 はる 、 が、 雙 六の 如き は そ の 物の 

展開と 共に 頗る 多端に 用ゐら る. -に 至れり。 又 以上の 外に 將蘂楊 弓の 如き 遊戯 

も 支那 傳來の ものと して 漢語 を用ゐ るな り。 

一般に わが 國の 法制 上の 語 は 殆どす ベて 漢語な り。 これ はわが 國の 法制 は當 

初す ベ て 支那 を 標準と して それに 傚 ひ、 或 は その 語 を 襲 用 し、 或 は 新に 造る 語 も、 そ 

の 漢語の 形式と する にあら す ば、 法 制 語た る 感じ を與へ ざり しが 爲と思 はる。 1^ 

故に かくの 如き 事と なれる かとい ふ に 、元来 わ が國の 制度 は 氏族 政治の 制度に し 

て 不文律 を 以て 統治し 来りし が、 支那の 文化に ふれて 漸く これに 摸して 官職 制度 

を と り： 成 文法 を 以てする 主義に 改めし が爲 に、 その 方式 を ば、 支 那に とりし が爲な 

PO 卽ち それらの 官職 又は 法制の 精 祌、 形 式 共に 支那の もの を 標準と せし が、 そ れ 

につれ て、 そ れを 表現す る 言 語 も、 亦 支那に て 成立せ る 語 を 襲用す るか、 若く は 少し 

く變 形す る か、 或 は 新に 造る として も、 そ れらに 調和す ベ く 漢語 を 基と して 漢語の 

方式に よ hs て 造れる ものな り。 これ は官 職、 法 令の みな ら す、 社 會 Kn 般の M 度 大抵 


か く の 如き^<.-礎 の 上 に た て り。 たと へば 度量衡 货« の 制度の 如き も亦然 り。 Ar 

和名 鈔の稱 a を 見る に 、そ の 大部分 は 漢語たり。 

< ^八！：  升 和名 麻須  斗 俗 音 度 槪 俗 云 度加岐 

の 如き はもと よ り、 大 齊 令の 雜 令な る 度！！ M 衡の 名目 

分 寸尺丈 歩 s^; 

合  升 (後名 鈔に 麻須と あれ ど 後世 「シ ャゥ」 と 音に て用ゐ る) 斗 

錄兩斤 

の 如き は 漢字 昔に ていふ こと 疑 ふべ からす。 金錢 をかぞ 

のま 、川ぬ しなり。 され ど、 わ が赏業 上に は 支那の 習 風の 

て、 業、 ェ 業の 川： おとし て は 近世まで 漢語 を用ゐ る こと 殆 

筋 業 は 無 相 通 やる を 本質と する ものなる が 故に、 支那の 

しものと 见 ゆれ ど、 これ も 近世まで は 漢語の 影響 さまで 著 

^代に 入， 0 しなら むと 思 はる 、「經 紀」 (景 氣) と い ふ 語、 近 來 入 

般 比せる を 見る のみ。 その他に 今 K 業 上の 用語た る 漢語 

洋 夂 明に 觸 接して よ 、そ の 洋語の 飜譯 として 新に 造りし 

法制 上の 用 gi  、卽 ち 位階の 名、 {：：  0 の 名、 {：1：1 職 の 名、 な どに は 上に いふ 如 く、 漢 字の 熟 

iSc 六 章 源流の 鹳 .：_1-  三 四 五 


度の 如き も亦然 

^石 斛 

斜 . 

ふ る 「文」 「貫」 「雨」 等 

影饗 著しから す 

ど 稀な，， TV しなり A 

習 風を容 る、 餘 

しからす し て、 た 

り し 「銀 行」 と い ふ 

は 頗る 多き が、 こ 

もの を 主と する 


も^ 

と 見え 

. た だ 

地 あ. > 

>德 川 

語が 一 

れは西 

な hso 
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字 を用ゐ たるが それの 最初の 狀 態を考 ふる に、 は. じ め は、 文 字 は 文字と し て、 別 に そ 

れを國 語に てよ みたり しもの ならむ。 それ は 儀 制令に 「天 子/天 皇」 「皇 帝」 「陛 下 /乘 與」 

r 車駕」 等の 文字 を あ げ て、 それら を 用ゐ 分く る こと を 規定して あれ ど、 義 解に 於いて 

は國 語に て は 「皇 御 孫 命」 及 び 「須 明 樂美御 德」 と いふ 語 を用ゐ ると 解釋 せる 如 く、 そ の 

文字 を 用 ゐるは 文書の 上に 止まり、 これ をよ む ときには 相 當の國 語 を 以てせし な 

らむ。 又 推 古 天皇の 御世の 制定なる 冠位 十二 階 は 誰 人 も 知る 如く 大德小 德等漢 

語 を用ゐ たれ ど、 之を唱 ふるに は、 唐 の張楚 令の 著せる 翰 苑. (卷 第三 十の み存 す。 西 

高 辻 男爵 藏國寶 た，^) に 引ける 括 地誌に わが 園の 事 を 記して この 十二 階 をのせ た 

る， フ ちに 

倭國其 官有，， 十二 等 二 曰 麻卑兜 吉 寐、 華 言 .1^ 德。 

と ある 如 く、 そ れ にあつ る 國語は 別に 存し たりし が 如 く、 又 聖武 天皇 卽 位の 後 御 母 

藤 原 宮子媛 夫人 をば 尊ん で 「皇大 夫人」 と 號 せられし が、 その 詔に 

文則皇 太夫 人語 則大 御祖。 

と ある 如 く、 漢 語 を 川 ゐても それ は 文字の 上に 止ま， 5 て、 別 に 相 當 の 國 l^li を も て よ 

みた、 りし こと、 これ 當初 のさ まな b しなら む。 この 故 に、 か の 官位 令に 見 ゆる 職 

の 本来の よみ 方 は、 倭名鈔 によめ るが 如き さまなる ことが 正しき ものな りしなら 


む こ 

の 一 


と は 令：^ 解の 說 明に 散見す る 所に て も 知ら る 

二 例 を あげむ。 

太 政 大臣 於 保 萬 豆 利 古 止 乃 於 保 萬 豆岐美 

大 %  0 於 保 伊毛 乃 萬 宇須 豆 加 佐 


その 名鈔に 示せる よみ 方 


大辨於 保 伊 於 保 止 毛 比 

4< 史 於 保 伊佐 宇官 

次 官 皆須介 

神祇官 加 美 豆 加 佐 

彈正 太々 須豆加 佐. 


左右 大臣 於 保 伊 萬 宇 智岐美 

g 議於保 萬 利 古 止 比 止  ， 

大外記 於 保 伊 之 流 須加佐 

長 官 皆 加 美 

^{nn 呰萬豆 利 古 止 比 止 

中務省 奈加乃 萬 豆 利 古 止 力 豆 加 佐 

近衞符 兵衞府 衞門府 由 介 比 力 豆 加 佐 


大宰府 於 保 美 古 止 毛 知 乃 司 

か く、^  .撫 にて よむ を 原則と すれ ど、 一 二の 例外 あり。 卽ち第 四 等の 官た 

，佐{::I」とょむは淡l^iた るが 如し。 され ど、 こ れは宮 崎 道三郞 氏の 說 に よ 

朝鮮に て 「史」 を 「サ」 と いふ 昔に てよ みし 時代の 語の 輸入 せられて 生れた る 

「.sz{::!」 な ら むと いふ。 卽ち大 史少史 を 「佐 宇 官」 父 「佐 官」 と いふが 其の 源 な る 

る。 次に は 倭 名鈔に 

史生俗 15 如赏 

集 六 章 涿 法の ！！察  三 SI 七 


主 典 を 

ば、 古く 

にして 
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と ある はこれ を- シ ャ ク」 と よみて 「シ シ ャ ク」 と よます とい ふこと なる 

に 基づく こと、 知らる。 又 

博 士 波 加 世 

と ある も、 元 來は 字音に てよ める ものな り。 又 

鑄 錢司樹 漸乃司 

と あ り、 又 鎮守府な ども 音に てよ みたり 

さて 原則 はかく あれ ど、 平 安 朝 に 入 .=^ 

の 人 を 尊敬す る 所以な りと 思 はれた る 

職の 名 も音讀 する こと 盛んにな りしな 

言/紫 式 部/伊勢 大 @」 な ど、 音 讀 したる 官名 

るな り。 かくて、 又 わが 官職に 該當 すべ 

い ひ て、 こ れを 以て 呼ぶ こと は 官職 知 要 

又 云、 今 世 可, 敬 方へ 書 通す るに は 宛 

其よ ると ころい か J '覺 束な し。 正 

を 用る 事豈本 意 に たが はざる や。 

まひと は 申が たし。 雖， 然 世に 流布 


が、 それ も 字 3 


しもの 

ては漢 

さま を 

ら む。 

を 以て 

く學者 

所 唐 名 


と はる 0 

字音に て 人名な 

呈 せし 時代と な 

その さま は 女房 

呼ぶ までにな り 

が 推定せ し 支那 


ど を 

りた 

の 名 

た る 


よ む 

れば 

な ど 

に て 


の 官職 を 


こ と は そ 

、こ ゝ に官 

に 「淸 少 納 

も.^ らる 

カラ ナ 

ば ® 名と 


とすと いへ hs。 是 

をき て 異朝の {in 號 


を もち ひて 敬 ひ 

しく 本朝の 官號を さし 

しからば 唐 名 を もち ひたり 共し ゐて うや 

しければ 强 あらたむ るに も 及ばざる 歟。 


又 ffi 名と 訓 によむ ことなら ひ 也と い. へ hNO 

とい ひ、 標注 職原抄 別記に 

中古より 或は 式部 卿 親王 を 李 部 王と い ひ 、或は 定 家中 納言を 京極黃 門と い へ 

る 類の 事 ども 多くて、 これらた  >  文雅のう へ の私稱 なる を 後人 その 由 を辨へ 

す 公事に 川る うる はしき 位 にも 唐 名 を 記せる がま、 見 え、 殊 に 武家 ざまな 

どに て は中將 などい はむ よりも 羽 林次將 とい ひ、 侍 從と いはむ よ， 0 も 拾 S 補 

闕と いふが 正しと おぼえた る 人 多し。 

と 嘆きた るが、 これ もとより 私稱 なれ ど、 一 般の 風習 かく なれる は 1^ 安 朝の 初期よ 

6 旣に然 h- しものと 思 は れた り。 かくして 

大相國 (太 政 大臣) 丞相 (大臣) 亞相 (大納言) 黃門 (中納 言) 宰相 (参議) 

羽 林 (近， 衞中 少將) 霜 棄彈 正 臺) 京 兆 (左 右京 職) 刺 史 (國 守) 

など を 以て わが 官名なる かの 如くに 見る 弊 を 生じた， CSC この 唐 名 は 拾 芥鈔に 一 

一 Si 载 せる が、 そ の 基づく 所 は橘廣 相の 著、 朝 官唐名 略 鈔と島 田 忠臣の 著、 百 官唐名 

； I- とに ありと いふ。 この 二 書 共 に 平 安 朝 初期の 著 な り。 

以 上、 述 ぶる 如くに して fSl 語の 勢力 は、 S 家の 公式の 上に 偉大なる 權威 をお し、 歷 

代の-尺 ft の 御 一? 觝號 乂年號 はもと よ b- 宮 廷、 政 府の あらゆる 制度 は殆ミ すべ て gjmi 

第 六 章 ^^^^1  三 E 九 
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を 用ゐる 事と な り、 政 治 上に 行 は 

の 名 目、 等 すべ て 漢語と なれり。 

； t 就官 太政官 中務省 

, 大蔵省 宮 内 省 

の ニ官八 省の 名のう ち T 大 蔵」 のみ 

によめ ど、 それ は 本邦 古来の 語に 

とのうち 大蔵省の みが 國語 にし 

雄 略 天皇の 御世 頃に 生じて 今に 

論す ベ きに あ ら す。) 更に 又 令の 

神 紙 伯 神 紙大副 神 紙， 少 

臣 左大臣 右大臣 大納 

左中辨 (右 中辨) 左少辨 (右少 

中 務少輔 中 務大丞 中務 

の 如 き、 皆 漢語た， 9。 今の 官名に 

內 閣總理 大臣 大臣 次官 

課長 部長 屬 t 


る ？ 諸般の 事項の 名 目、 法 令 上の 名目、 公私の 文 齊 

今 その 一 例と して 令の 制の 官廳の 名 を あげむ か 

式部省 治 部 省 民 部 省 兵 部 省 刑 部 省 

が、 國 語た るに 止まる。 中務 も 「ナ カツ 力 サ」 と 國 語 

あらす。 又 今の 中央 官廳の 名 にても 内閣と 各省 

て、 他 はすべ て 漢語た る を 思 ふ ベ し。 (「大 藏， 一の 名 は 

改まらぬ は 深き 故 あるべ く 思 はるれ ど、 今 こ、 に 

制の 官名 を あげむ に、 こ れ は 

副 神祇 大祐 神 紙 少祐. 大史 少史 太政大 

言 少納言 大外記 少外記 左大辨 (右 大辨) 

辨) 左右 大史 左右 少史， 中務卿 中 務大輔 

少丞 中 務大錄 中 務少錄 

て も、 

參奥官 参事官 書記官 長 書記官 局長 


など ％ ど 總べ て漢 0 た る な りひ 又 現今の 法令に 


大日本帝國^^法 皇室典範 民法 


商法 


の 如くす ベ て澳 語なる にて 著しき が 如 く" 

を通する神：^の名目までも漢|^§ を. 以 て す 

以上の 如くに して 漢語の 制度 上の 語と 

たる もの なれ ば、 そ の 潜勢力 は牢 として 拔 

制 上 7? 法 上、 行 政上などの用|^5はすべ て漢 

ならざる ベから ざる 狀 況 を 呈 せ り。 

學術 上に 於い て も 略 同樣の 事に して、 種 

終、 S  S 法、 tK&s の 如き 諸道の 別、 乂 その 學 

^  な り、 又 ^ 藥、 陰 際 、天 文、 W 等の 道 もす 

と は 著しくして 誰 人 も 知る 所 なれば 一 々 

かくの 如く なれる その 理由 は、 わ が國に 

學 以外の もの は學 問と も 認め ざり しこと 

しな り しなり。 されば 學 問と いふ もの は 

して^ 成 を 保たん には^ 夂 fa  によら ざ 


の は 

に 至 

て の 

ベ か 

か、 若 

の學 

の敎 

て 漢 

を あ 

ま じ 


て 

は德川 

漠學を 

る ベ か 


て も そ の 名 

刑法 戶籍 

て は 本邦 古 

れ るな り。 

勢力 は 千 数 

ら t 制度 上 

く は 漢語の 

術 そのもの 

師 生徒た る 

0 を 以て そ 

ぐるまで も 

め て 接せし 

時代までに 

主 と し、 そ の 

らざ りしな 


目 • カ& 

来の 制 

HII 年の 

に 定め 

形式 を 

、名目 

もの、 

の 術語 

あら ざ 

學術は 

及びし 

他の も 

KVO こ 

三 五 1 


度と して 古今 


問 培養せ 

られ すと 

具有す る 

まもと よ 

名目よ も 

に 用ゐた 

る ベ し。 

^學 にし 

一般の な 

のにて ei- 


られ 

も 法 

も の 


と よ 

る >  J 

て、 溪 

ら ふ， 5 

術と 


の 故に 荷 Ei 春 


國 語の 中に 於け る 漢語の 砥究 

満が國 學校を 創めむ と 幕府に 請 ひ 

校」 と いふ 漢語 を用ゐ るより 外 な か 

術 を わが 國に 紹介せ むに も 

形と して 譯せ しもの なり。 

て、 そ れ らの譯 語と して 生じ 

なり。 現今の わが 國 に 行 は 

ど、 又 中には 如何 はしき もの 

に關 する 造詣の 淺き により 

漢語の 氾濫 は 前古 未曾有の 

植に 伴へ る 副產物 とい ひて 

曾 有， の 漢語 旺盛 時代と いふ 

る責の 大半 は 明治 以後の 人 

文藝に 於い て は 本邦 固有 

かも 萬 葉 集の 歌に も 

力士 舞 功 五位 

過 所 無 何 有の 鄕 姑射の 山 


ら ^ 

く し 

る漢 

> 新 

少か 

生じ 

實に 

な る 

態 を 

が 之 

和歌 


し 

學 

し 

な 


啓 も 漢文に て 

し な り。 而し 

の 力 を か， 5 て 

西 洋 の 文 化、 學 

の わが 國 語の 

漢語 は 漢語 

る な ，90 そ 

弊なる はい 

これ は 上の 

と ら る。 

た， -。 而し 

ふべき もの 

に は 漢語の 


草 せ ら れ、 その 學梭の 名 も 「1: 學 

て 又蘭學 者が 西洋の 文化 ゃ學 

漢語 を 以て 譯 し、 若 く は 漢語の 

術が わ が國に 勃興す るに つれ 

中に 夥しき 數を 以て 增殖 せし 

の學ょ 見て 正しき もの あれ 

れは それ を 使用す る 人の^ 學 

ふ を また や。 とにかく に、 今 の 

如く 西洋の 文化 及び 學 術の 移 

かくして 、こ、 にわが 國古來 未 

て これらの 變態を ひき 起した 

なりと す。 

入る こと 稀な りと い へ ど も、 も 


などの 漢 s を 人れ たる あり。 宣 命 に 

なる もの すら あるに れり。 かくし 

なれり。 而 して 一方に は 淡 詩文 を 作 

は 日本お 紀 等の » S あり、 詩集に は懷 

こと 次 ^ に 自由にな り、 安 朝 の 初 期- 

を 致 し、こ 、 に ^  が 國 語 に 對 し て 著 

樂の 上に 囀 又は 詠と いひて 漠 I, ュ i を そ 

を 促進す る 機運 を 生じ、 KH 女 朝の 中期 

相 し、 M  ； おの 中に 漠語 がその ま、 侵入 

かくの 如く 文化の 移植より して、 漢 

ffi 敎、 近 敎、 S 敎 によ，^ て 思想 的に 弘ま 

れ種々 の 事情 も ありし ならむ が、 年 月 

,、 多少の 變化を 生 じ、 乂 わが 國の 思想 も 亦 それ 

i9 に 融和した りと 見 ゆ る が、 そ れらの 思想 は 又 

て の ^ を S ひ て わが 國の 思想界に 入れり。 

抽 的 の 言 1^5が著し，、ゎが闕語に入れるもの 


一 W 

そ の 

>  J と 

藻 等 

く 影 

ま ゝ 

詠の 

得 る 

が、 わ 

る あ 

經 る 

亦 そ 

想 は 


甚 

倾 

力 


しく 奈^ 

向 は 平安 

盛んにな 

編 » あ り 

、淳 和の 諸 

を 及ぼす 


唱 する 

行に つ 

質 十分 

國 語の 

〕 抑 も 

つれて I 

に觸れ 

それら 

こゝに 

を る 


朝に 於いて 旣 

朝に 入りて は 

り、 奈 良 朝の 時 

て 邦 人 の 漢 l^s 

朝に は 殊に 淺 

に 至れり。 か 

と 起り て、 後の 

て 漢語 は 著し 

る こ と を 示せ 

に 侵入す るに 

れらの 敎は當 

が國の 思想に 

多少の 變化を 

思想. を あら は 

い て、 そ れらの 

り。 これらの 


に 半 程 漢文 

一 曆甚 し/、 

旣 に 歷史 に 

を 操縱す る 

詩文の 隆盛 

くして 又 音 

朗詠の 發達 

りと 見 ゆ。 

止まら す、 又 

初 は それ ぞ 

融和し うべ 

生じて、 後、 次 

す 要 具 と し 

思想に 伴 ふ 

事 は 詳細に 
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國 語の 中に 於け る 漢語の 研究  三 五 四 

論す る 時 は 頗る 時 を 要すべ きが 故 に、 こ 、に はこ れを 略し、 次 の 項 を說く 際に 多少 

これらの 內容 にも 觸る、 事と すべし。 

以上、 極めて 大略 を說 きたる に 止まる が、 現在に 於いての 漢語の 勢力 は 頗る 大な 

る ものにして、 吾人の 一般生活 上に 用ゐる 名詞 は 殆どす ベて 漢語な. 0 とい ひても 

不可な きさまな り。 今 その 一斑 を 天象、 時候、 地 儀、 神 S 室、 人 偷、 人事に 限 てあげ 

て 見る としても 次の 如き 夥しき もの あ， 9 とす。 

一、 天象、 時候に 關 する ものの 例 

太陽 太陰 日蝕 月蝕 赤道 黃道 新月 滿月 

火星 土星 金星 水星 地球 明星 恒星 遊星 

暴風 颱風 梅雨 立春 土用 彼岸 夏至 冬至 

庚申 端午 八朔 重陽 除夜 

一、 地 儀に 關 する ものの 例 

熱帶 寒帶 溫帶 火山 山嶽 山脈 溫泉 瀑布 道路 地峡 裹地 

盆地 地震 大洋 内海 海峡 海流 潮流 暗礁 岩石 土砂 土壌 

炭田 油田 鑛山 鹽田 

1 、神 紙、 皇 室に 關 する ものの 例 


北極 北 斗 木星 

衞星 « 星 流星 

八專 正月 中元 


神 紙 

神器 

天皇 

一、 人 倫 

臣民 

武士 

乞食 

父 母 

一 般に 

と^ ハ相 

の 物 を あ 

上 を 通じ 

的 の ；， „s と 

の も の特 


神餛 神 近 

0-^ 太子 

- 人せ に關 する 

國民 人民 

姓 職人 

傾城 盗賊 

先 組 子孫 

数 ひし 的に 見て 

伯仲す る もの 

ら は す よ 

て々 ふる に、 澳 

して 國 の 中 

に 多し と す 0 


地祇 

^ 魂 

皇子 

ものの 例 

町 人 

お 人 

，現在 用ゐ 

ならむ と 

は 抽象的 

l^s の 占む 

に 多く 入 


神宮 

祈禱 

皇女 

學ぉ 

^人 

姉妹 

ら る 


神社 

寶殿 

親王 

公家 

翳 者 

男 子 

祖父 

漢語 


思 はる..^ な 

の 事 を あら 

る 分野 は 柚 

b 込める も 


大社 齊宫 «院 神體 神寶 


洞 行幸 行啓 


攝家 

藝人 

老人 

朋友 


淸華 

職工 

兒童 

司 僚 


武家 

藝者 

女子 

祖母 

は 恐ら 

る が、 そ 

は す 語 

象 的の 

の、 如し。 而 して、 それらの 


く は 一方 體 言 と 

の 體 言 の 中に あ 

の 方 多し と 思 は 

ものに 多く 隨っ 


華族 

工夫 

青年 

二 方 

り て 

る 0 

て 文 


名家 

按摩 

幼兒 

用 1  一- a 副 0 

は 具體的 

さ れ ば、 以 

化 的、 想 

う ち、 近 來 


二 流入の 手續 よりの 觀察 


三 五 五 


國 語の 中に 於け る 漢語の 研究  三 五六 


漢語が わ 

物品の 輸入 

る 事柄の 傳 

も ある ベ し- 

ら  流入の  手 

等に よりて 

によりて 媒 

と、 洋 學の飜 


來 


この 方法に 

の 輸入に よる 

る が、 そ れらの 

ついて 二三の 

先 づ 物品に 

邦に それに あ 


國語 

よ り 

に よ 

或は 

を 考 

介せ 

られ 

よ り 

よ h ノ 

も の 

も の 

例 を 

づ に 

た る 


の內に 流入す るに 至れる 手 績を考 ふ 

て それらの 物品の 名目と して 同時に 

り て、 そ れらの 事柄 を 言 ひ あら はす 語 

又學 術宗敎 等の 移入に 伴 ひて 入れる 

ふる. 爲 に、 直 接 又は 間接の 交通 輸入に 

られ たる ものとの 二に 分ち て考ふ ベ 

たる もの はこれ を漢學 より 傳 はる も 

生じた もの との 三方 面より 觀 察すべ 

直接 又は 間接の 交通 輸入に よ 

て 漢語の 流入せ る もの は 上に 述べた 

，又 建築、 ェ藝の 技術の 移入に よりて 傳 

は 今一 々枚擧 すべく も あらざる が 故 

あぐる に 止む ベ し。 

て い へ ば、 骨 董 品の 如 き、 そ れが、 支那よ 

語な きもの は その 漢語 をと りて 國語 


る に、： a に い 

入れる もの 

として 同時 

もの.^ ある 

よる ものと 

き 力 その 典 

の と、 佛 敎 よ 

し 0 

る もの 

る動植 物、 藥 

へられた る 

に、 上 に 述 ベ 


る 如く、 或る 

る ベ く、 又 或 

入れる もの 

し。 今 

籍、 學 術 

傳 はる 


US 


た 


、宗敎 

敎等 

も の 


，香 料、 染 

の 等 こ 

»o しも 


料 等 

れな 

の に 


-.5 輸入せ る ものにして 本 

の 中に 採用したり。 たと 


ば、 陶 ，磁器に ついては 古く  女 朝 頃よ 1 茶 碗」 と いふ 語 を、 てこれ にあて た 


る 


と 小 

に て 

茶碗 

後 M 

飯の 

そ の 

疑 ふ 

花瓶 


右. S ぶ 

卽ち支 

かへ 力 

>  W も 

最初、 釉 

ベ か ら 

の 如 き 

し て、 一 

； 3 一 

文魏 . 

くの 文 

be そ 


萬？？ { ^^八月に 「茶碗 # 三 口」 と い ひ、 

、レリん ffi り 入れた る 物 を」 又 古 今 著 Si 


那 輸入の 陶 

て、 も と の 茶 

のに もな 

藥の 美しき 

t かくの 

川 途上 の 名 


ほ 化， 印 

夾 け ふ さ 

等 多くの 文雅の 物に つ 

る な KVO それにつ き て 

式 が、 そ の ^徒によ b て 

の W 月 海が、 佛家を 出で 

して K 茶 翁の 名 や」 近に 

第 六 章 源流の 鹳察 


器の 總稱の 

碗 を さすに 

ほ 茶碗と い 

陶器と し て 

如くに して 

稱は 漢語 を 


如 

茶 

，靑 

以 


印章 印材 

ん」 今 俗 「け い 

れ そ れをぁ 

一 lis を 加 ふ 

傳 へられた 

、高 遊 外の 名 を 

ゆると せハに 


く なれ る 

ど り た る 

語 を用ゐ 

磁、 堆 朱、 堆 

て 殆 ど、 固 

印譜 篆 

ん i 書畫 

は す- 語 力 

きもの あ 

ものなる 

以 て 京 都 


今昔 物語 

集 五 に 「茶 

こ とを證 

が 如しと 

るに て そ 

せられし 

黑の 如き 

定 したる 

刻 鐵筆 

帖 額 

漢語と し 

bo 近く 

Vv  、一  L 

力つ てれ 力 

にて 煎茶 


二十 四 に 「茶 

碗 の 枕」 と い 


煎茶 も 世の 嗜好に 


する も 

い へ ど 

の 勢力 

に 基づ 

品質 上 

さまに 

刀 筆 

軸 文 

て國語 

黄 m 宗 

民間に 

を 客 に 

適す る 


の な 

も 今 

を 兒 

く も 

の 名 

なれ 

の 中 

の 移 

流布 

供し 

や う 


る 

En 

稱、 


の 器 に 何 藥 

る が 如 き は 

が、 こ の 語 は 

も 湯 吞 に も 

ベ し。 これ 

たる こと は 

臺 子、^:十、 香 M. 

かくの 如 


架 筆洗 


位 を 占む 

と 共 に、 煎茶 

し は 黄^ 宗 

よりの 事に 

なりし な 


1 二 五 七 


國 語の 中に 於け る 漢語の 研究  三 五八 

む。 (高 遊 外 は 寶暦五 年に 茶器 を燒 却して 賣 茶の 事 を絕 てり。) かくして その 事の 

キビ ショウ  チヤ ボン 

行 はる、 と 共 に、 「煎茶」 と いふ 名 目、 又 「急燒 s 風爐」 「鐡 瓶/茶 盤」 (今 「茶 盆」 の 字 を ゐ る) 等？ 〕 .れ 

に 用ゐる 器物の 名 も亦漢 語 (唐 音) の ま、、 用ゐら る、 に 至れるな り。 これらの うち 

「急 燒」 は 今 も臺灣 にて 『キ ブショ ク」 と い ふ 如く、 そ れが 本来の 支那 語なる に、 宽政 の 頃、 

村 瀨栲亭 がその 源 を 知ら や、 漫 にこれ を 俗語な りと し て、 正 し き は 「急 須」 と い ふ 8i な 

力と いひて、 その 著 藝苑日 渉に 論せ しょり 世人 或 ひて 之に 誤 まられ て 「急 須」 を ^ と 

し r キ ビ シ ョ ク」 を 俗語と 思 ふやう になれ り。 然 れ ども、 「急 須」 は もと 支那の 酒器の 名 

にして 茶器に あらす。 急 燒の語 は 火に かけて 茶 を 煎す るに 便なる より 急に 燒 (火 

にかくる こ と) す る 器と して 本來名 づけた る 語に して その 原音 は 「キブ シ ョ ク」 な る 

を そ の 「キ ブ」 の. 音 を 日本化し て 「キ ビ」 と せる ものにして 決して 誤れる ものに あら ざ 

るな り。 さて 又、 この 煎茶の 器の 如くに 近世 支那より 輸入せ る 種々 の物貨 につい. 

て は 種々 の 方面に 於いて 略 同 樣の事 を 見るな h^。 たと へ ば、 寶 永 五 年に 出版せ し 

. 西 川 如 見の 增補華 夷 通商 考に 支那の 土產 として、 あげたる 

リンス  口  パイン n  リ チイ  ラ ククヮ シャゥ  クヮ リン 

綾子 ^ 鈀 鸚鵡 佛手柑 橄欖 荔枝 落花生 椰子 籐 花梨 木 

白 鵠 

の 如 き は、 そ の 物と その 語と が、 共に 入りし こと を吿 ぐる ものな hs とす。 


以ヒの 如く、 4^ 接 接に 交通 移入せられ 

のま、 入るべき が 故 に、 そ の 語の 姿 を 見て 


た と へ ば 「子」 と い ふ 文字 を 下に 

へ イジ  サイ シ 

歸 子 


ベ し 

鎮子 姚子 

冊子 利子 

な ど 「シ」 の 音なる も 

拂子 扇子 

{.ぉ ぎ 子 

な ど 「ス」 の 昔 . り る 

タン ッ  チヤ ヅ 

揲子 

リン 如 く 「ッ」 の 昔 な る 

bo 而 して 近時の 

^子 日子 

などの 如 く r シ」 と い 


瓶 子 K 子 釵子 

チヤ ウジ 

拍子 丁子 菜 子 

のは澳 い， 大昔の 時代 

椅子 子 鐯子 


ふ め 

. 刀 

の 語 

杏 


たる もの は、 卞 として その 當 時 

その 移入の 時代 を 大略に 推す 

る 物 名に 於いて 

子 障子. 倚子 格子 櫺子 

子 調子 儡 子 鳥 幅 子 杓. 

にして、 

キヤ ウス 

子 様子 金子 香 子 (將 § 


の 語の 姿 

こ と をう 


床 子 


子 


，蟬子 g 済 


もの は废 音の 時代の 語に して- 


の  は、 そ の 次に つぎて 新しき 時代の 輸入 語た るが 如き これな 

は 义 


れ 

りたる もの 


ふ 音 を W ゐ るに 至 

口 漢學 より 傳は 

こ、 に ，とい ふ は 便 {a 上の名目にし て、 極 め て 廣 き M な 

KH ハ章 涿 流の 1«察 


卽ち？ S 字に て 傅 

五 九 
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支那の 學術 一切 を さす こと、 すべし。 嚴 重に 

れ、 し かも 宋學 及び その 以後の もの は 漢學と は 

この 名目 を 借 て說 くこと、 すべし。 

學は 一 面より い へ ば. 、支 那の文 化、 思 想 等 あ ら ゆ， 

ふる 媒 となれ る ものな りと す。 而 して、 こ. f よ 

史學 諸子 文章 小學 


へられた る 

儒學に 限ら 

は た  > 便宜 

_ 今い ふ漢 

わが 國に傳 

よりい へば- 

經學 

よりして、 

天文 

の 各方 面に 

に 入れる も 

は 主として 

得た る 知識 

化の 一源 流 

て、 余 は、 か く 

の 思. 想 界、 文 藝 界 に 影 響 し、 隨 つて わが 國 語の 中に 漢 


論す る 場合に 

いはざる もの 

る 方面 を これ 

その 學問 とし 


唇 術 陰陽 算 卜筮 醫道 本草 農工 

わたる ものなる が、 そ れらの もの が、 そ れらの 書 

のまた 甚 だ少 からざる を 見る。 こと に、 遣唐使 

それらの 書籍に よりて 傳へ らる 、 ことにな り 

が、 わ が 固の 新 知識と いはる べき さまと な り、 漢 

として 重要なる 任務 を負擔 する に 至りし もの 

の 如き 意味に 於いて 古來 わが. 17 に 於いて 盛ん 

語 を 移 


は 漢學は 

な れ ど、 八 r 

によって 

ての 方面 


音樂 美術 

籍を 媒介と し 

の 派遣、 止み て， • 

て は それらの 

文の 典籍が わ 

なりと す。 こ 

に 讀 誦せられ 

ノ する に.， M〈  ，9 


て わが 國 

支那の 事 

典籍より 

が 固の 文 

、に 於い 

て、 わ が 國 

て 力 あり 


しもの が 如何なる さなり しか を 見む と 

支那の 文獻の わが 國に 入りし は應神 

初と すべし。 かくて 繼體 p< ^の 御世に 

同 博士 高 安茂と いふ もの 來 りて 段揚爾 

貴と いふ もの 來 りて その 前に 來て あり 

博士、 採 藥師、 樂師 等の 來 朝せ しあり。 

にこの- S に 邦人の； S みし ものなら む。 

む。 推 古 天皇 十 年に は S: 濟の很 觀勒來 

を獻 じたれば ま ：！ 生 をして 就いて 學 ばし 

S 微を. W せし が、 これ も 亦.，. -經を 知れ 

かくの 如く なれ ば、 推 古 天皇の 頃まで 

しなら む。 この 故に、 かの 聖徳 太子の 勝 

皇 S  、阔 r.^ 等の 編 S 又 憲法 及 び、 伊. 豫 溫 湯 

見 ゆ。 1^ し て モ れらの 文章 を 見る に、 そ 

ざる を 見れば、 當 時に 於いて 本邦 人の 講 

而 して、 この 推 古 天皇の 御 W は澳學 及び 


欲す。 

天皇の 朝に 論 

百濟 よ. >  五 經 

にか はり、 欽明 

し 馬丁 安に か 

五經は 詩、 書、 易 1 

なほ 又 醫藥の 

りて 解 本、 天 文、 

めら れ しこと 

とい ふ 0 

に はや 漢學は 

鬉、 法 華、 維摩 三 

碑文の 如き 漢 

の 資料 とせし 


語と 千 字 文 と 

博士 段 楊 (陽) 爾 

天皇の 朝に は 

は り、 又 易 博士 

禮、 春 秋 な れ ば、 

書 も 或は この 

地理の 書 並に 

見 え、 同 十 年に 

頗る 深く 我國 

經の義 疏の如 

文の ある も、 偶 

も の が、 上 揭 の 


讀せ しもの は 決して 少 から 

沸敎 等の 外來 思 想 が、 わ が ^ 


の乂り 

を (只 し、 

五經博 

王 道 良、 

これら 

時來 .5 

遁甲方 

は 高 麗 

に 入- 

き  著 述 

然 にあ 

諸 ffi に 

さ K7 し 


し を 最 

次いで 

士王柳 

暦 博士 

の書旣 

しなら 

術の 書 

よ， 0 僧 

て あ. 9 

あ -、 天 

ら すと 

止 ま ら 

な ら む。 


0^ の 表面に あ 


：  .  .  三 六 


ら はれ て、 國是を 支 

めら れし 

きも の な 


世に はじ 

せらる ベ 


大德 

大仁 

大禮 

大信 

大義 

大智 

の 如 く、 そ 

當時存 せ 

らの 文字 

こ こに 德 

ふ 所 は 

仁 


小德 

小 仁 

小禮 

小 It 一口 

小義 

小智 

五常 

こ と 

意義 

第 一 


語の 研究 

配し はじめた る 時代 

冠位 十二 階の 名目 及 

hyo 今 その 名目 を考 

春秋 繁露 中庸 

(董 仲 舒 V 鄭 玄) 


.  三 六 二 

として 頗る 注目す ベ き 時代な 

び、 そ の 次第 は 明かに それが 支 

ふるに、  , 

、毛 公傳、 京 易、 白 虎 通、 ン 

. 漢書、 1K 文 志、 律歷志 } 


(德) 

(仁) (木) 

(禮) (水) 

(信) (土) 

8) (金) 

(智) (火) 


(木) 

(火) 

(水) 

(金) 

(i 


(木) 

(火) 

(土) 

(金) 

(水) 

あ り。 

れどノ 


五行との 配當 は諸說 

旣に 述べた る 如くな 

排列と は 全く 支那 思想に 基 

せる が、 その 次 下 は 所謂 五常の 目な 


る が、 こ の 御 

那 思 想 と 目 


この 冠位の 國語 として 

れらの 文字 を あてた る 

づ くこと いふまで もな 


のよ み 方の 

こ と 、、それ 

き 事な り。 


然れ ど、 五常 は 普通に 


義禮智 信 


る 

ち 

仁 g の 

(jiSX い 
一 ふ 

f おべ 


金 に 
ヽ a 
t?S た 


の 排列に よる。 この 五常 は 孟子が もと 仁義 禮智の 四 端 を 以て 主德 とせし を漢の 

壷 仲舒が 五行 說と 調和せ む爲に 立てし ものにして、 その 順序 は 上の 如き ものな り。 

然るに、 推 古 天皇の 朝の この 徳目の 順序 はこれ に 一 致せ ざ る を 見れば、 董仲舒 の な 

せる 所に 傚 ひし ものに あらす して 他に 源の 存 すべき を 思 ふ。 然る に、 法 王 帝說に 

ま 

准 11 五 行 1 定， 1 爵 位 一 

と あり。 「五行 者 五常 也」 と は 五行 大義に 說く 所なる が、 その 配當は 五行 大義に 說く 

が 如 く、 諧 說區々 たり。 而し て、 五 行の 排列 は、 木 火 土 金 水 を 以てする こと 五行 大義 

に 示す 所の 如し。 この 順序 を 以てすれば、 この 五常の 德 目の 配 當は班 固の 說 (白 虎 

通、^ 化乂 人文 志、 律歷志 X 五行 大義 に い ふ 毛 公 傳の說 、京 易 房の 說 これにお なじ) によれ 

然るに、 この 五常と 五行との 配當 はるれ 自體 に變遷 ある もの なれ ば、 そ れ らの變 一??1 

を a- きたる 因緣 あるべき ものなる が、 こ、 に 疑 ふべき こと あり。 五常 を 以て： EC と 

する ものなら ば、 大 小 を 八" ちて.. T 階と す ベ き に、 德 を 主位に 立て 、大小 十二 階と せ 

る こと はこれ 全然 五常 五行の 說 のみに 基づく ものと は 見る を 得ざる なり。  <ホ は 
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從來 これ を 老子の 說に 基づく ものと 觀じ 来れり。 老子に 曰 はく 

上德  下德  上 仁  上義  上禮  

と。 これ 德 より 仁、 義、 禮 と 下せる も の、 老 子の時 未だ 五常の 名目 あら 

こに 止まれ ど、 そ の 基づく 所 ここに 存 すべき を 見る。 而 して 鄭玄が 

の 注 に、 六 天 を 立て、 五行 を 五 帝と して それ を統 ぶる 上帝 太 乙 を 置き 

稱を附 した る說 もまた 基づく 所 はこ 、 に存 すと 思 はる。 

かくて 又 かの 憲法 十七 條の 文章 思想 を 見る に佛敎 及び 漢學 のこ 

るものたることは明白なるが、この事はその文句の字面ょh^しても 

今 この 論 は 言 語の 方面の 硏究 なれ ば、 主 として この 方面の みに つき 

の學 問と して 如何なる 書が、 行 はれし か を 推測 しうべし。 

一 、以， 和爲 k 薩之 用和雾 貴。 論語) 

(幽居 而 不. 淫、 上 通 而 不， 困、 禮 之 用， 以， 和 爲， 貴。 禮 記、 儒 行) 

人 皆 有 JI  (亡 人 無 ，黨、 有 レ黨 必 有 fe。 左 傳、 倍 九) 

亦 少_- 達者， (吾 閡將 ％ 一一 達者 1 曰、 孔丘 聖人 之 後 也。 左傳、 昭七) ■ 

乍 違， 于隣 a-, (子 曰 母、 以與. 爾鄰里 鄕黨， 乎。 論語、 雍也) 

上 和下睦 (上 和 下睦。 千 字 文) 


ざるが S にこ 

禮 記の 郊 特性 

こ れ に .德 の 名 

れが 基と なれ 

認めうべし。 

て 見て も、 ほ ^ 


二、 葆國之 極 』/A  (首： & 庶 物 一 is5 國咸 寧。 易、 象 傳) 

三、 承 Ji 必雜 (承 Jsf 五十 九篇ー 尙齊 孔安國 序) 

れ^大，之，に^地之 (君 E 者 天地 之 位 也。 管 子) 

： 尺 • 役 地 載 (天 之 所 fer 地 之 所， 載。 禮記、 中い S) 

四時 順行 (夫 大人お 與 一天 地 一 合-其 德； 與.. -H 月 入 "共 is  f  - 其 業 鬼 神 1 合-其 

吉 凶 一 易、 文 言) 

(四時 行焉、 百 物 生焉。 論語、 陽貨) 

上 行 下. 脈 (太子 傳輕 f 效 i  (上爲 之下效 之。 白 虎 通、 三敎) 

四、 卿 百 察 (百 察 師師、 K«H 惟 時。 尙書、 舉 陶謨) 

« 治 之本耍 在 n 乎 ®1 (安 i 治， 民 莫 於 S 孝 經) 

上不， S 而下 非， 齊 (上 無， i 則不， 免-乎 患 一 韓詩 外傳) 

(道， 之 以 齊乏 以， 禮 お 一 恥 M 格 一 論 語、 爲 政) 

下 無. 禮以必 有難 (下 無， 禮 则不， 免 ¥ 刑 一 韓詩 外傳) 

阔 ^  ,:: 治 (北ハ m 吉 士、 用 勵 相 a 我 國家？ 尙 ^.:3、立 政) 

K 、明 mk き (愼 思 之、 明 辨之。 禮 記、 中庸) 

如：； 石 投, 水 (及 fcc  § 駆, 也、 化ハ ほ 也 如，.， 以， 石 投 ^  M± 逆-.^。 文 選、 運 八 叩 論 一 

^. --^ 源； * の 観お  一一； 六 五 
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似， 1 水 投 U 石 • (張 良 受 _1 黃 石 之 符一 P 三 略 之 說 1 以 游_ー 於 群 雄； 其 言 如， ー以， ^ 投 、莫 一一 之 受- 

也。 同上) 

則 不， 知， 所， 由 (P 其 所 、醇其 所 、察-其 所ん 女。 論 語、 爲 政) 

臣道亦 於， 焉閥 (於 焉嘉 客。 詩、 小雅、 白 駒) 

ーハ懲 ％^ 勸 (故 君子 曰、 春秋 之 稱、 徼 而 顯、 志 而 晦、 婉 而 成， 章、 盡 而 不， 汙、 懲， 惡 而 勸 J:、 

非， 一聖 人 一 誰能修 之。 左傳、 成 十四) 

(三代 之 道 其 勸， 善 也 顯， 一之 朝 廷ー其 懲 fe 也。 史 記、 儒 林 傳) 

爲 國 家， 之 利 器， (P! 利 口 之 覆 i 家？ 論 語、 陽 貨) 

(賞罰 利器 也、 君 操， 之 以 制 fer 臣 得， 之 以 壅， 主。 韓非 子、 內儲 說 下) 

是大亂 之 本 也 (要， 君 者 亡 i 、非& 人 一 者 亡， 法、 非， i 者 亡， 親 此.^ 亂之道 也， t 孝 經、 五 

刑) 

七、 賢哲 任 ％ 荏官惟 賢才。 尙書、 咸有 一 德) 

禍 亂則繁 (道 德和洽 、制 鼬 興 レ樂、 災害 不レ 生禍 I チ作。 漢書、 平 當傳ー 

(戮ぁ 盡， 規、 克 寧ョ禍 亂？ 王 儉猪淵 碑文) 

世， 少生 知， (生而 知者 上 也。 論語、 季氏) 

(或 生而 知、 或學而 知. 之。 禮記、 中庸) 


克念 作. 聖 (克念 作％。 千 字 文) 

(惟 狂克念 作， 聖。 尙書、 多 方) 

(宮中 之 事、 事 無 rK 小； 悉以咨 之、 然後 施行。 出師 麦) , 

(機 銜 在， 手 急 緩必 時、 賞罰 在， 心、 中 和是 思。 李 尤、 轡 銘) 

(建ー1 國之神 位 1 右-社稷 1 左， 1 宗廟？ 鱧 記、 祭義) 

S 以 求， 人、 爲， 人 不， 求， 官 (爲 ％ 擇 X 者 治、 爲 X 擇， 官 者亂。 1 三 略 記) 

八、 早^ 晏返 (賢者 之 治 ，國 1 朝晏返 聽， 獄 治， 政、 以， 是 國家 治、 刑法 正。 子、 尙 賢) 

(王事 靡， §g 我心 傷悲。 詩經唐 風、 其 他 小雅、 鹿 鳴 之 什) 

(非， 一公 事 1 未 __1嘗 至， -於 偃 室？ 論 語、 雍 也) 

(S  0 終 曰 不， 食、 終 夜 不， 寢 以 思、 無， 益、 不， 如， 學 也。 論 語、 衞 靈 公) 

(信 近 n 於義 t 可， 復也， 論語、 學而) 

(仁^^禮5?以，信爲^^ 五行 大義) 

$p お 事？ 史記、 秦始 皇紀) 

十、 彼 是則我 ％ 、我 是则彼 非 (是， 1 其 所，. 非、 非， まハ 所 fe， 莊 子》 

共 是凡火 耳 へ 凡 4:^ 愛， 命、 達 4H- 狗， 名 J 曹 植、 任 城 き 

相片 0  無.. 端 R  與な 姓轉相 爲， 本 如 >-循 環 無 yir 説 苑、 建 本》 
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事 無， 大 少ー 

時 無， 5^ 緩， 

社稷 勿， 危 


公 事 wk 

終 日 難. 盖 

九、 G 是義本 

^事悉 敗 


11 語の、 中に 於け る 漢語の 研究  • ,  一一 一六，/ 

十一、 明 察-功 過- (詔 曰、 詳， 刑 愼レ罰 明 察 單 辭。 後 漢 書、 明 帝 紀) 

(か i 相 敵、 如. 斯 而已 可也。 荀悅 論) 

： 賞罰 必當 (賞 i 無， 章何以 沮勸。 傳) 

(凡 治 之大者 謂-其 賞罰 之 當 1 也、 韓 非 子) 

十 一 一、 國 靡」 一 君； 民 無-雨 主 1 (孔 子 曰、 天 無 11 一 一 曰 1 土 無-一 一  王丽 無 > 一一 一 君-家 無-二 一  主 (尊 無 一已 一 上 一 

禮 記、 坊 記) 

率土 兆民 以. 王 爲， 主 (普 天 之 下、 無， 非 1 主 土； 率 土 之 濱、 無 A_ 主 臣ー 詩 經、 小 雅、 北 山) 

. 二 人 有， 慶兆 民賴 之。 孝經) 

十三、 

十 四 、無. 有 k 妬， (各 興， 一心 嫉 妬 一 楚 辭、 離 騷)  。 e  。 

. 五 百 歳 之 後 乃 今 遇 k 、千 載 以 難， 待 11 一 聖 1 (由 1ー堯 舜 1 ま 湯 1 五 百有餘 歳。 孟 子、 盡 心 

下、 注 曰 ；, t 歳 聖 人 出、 天 道 之 常、 然 亦 有遲速 趙岐 注) 

fl 周 公 卒1^-  £ き 而 有 孔 子； 孔 子 卒 後 至-於 今 1 五 百 歳。 史記 Q 序) 

• (古 人 存 0 言、 ^ 載 一 聖 猶， 1 旦 暮 1 也、 五 百 載 一 賢 猶 比 髀 1 也" 顏氏 家訓) 

十五、 背 & 向入ム (背， 私 謂， 一之 公 1 韓非 子) 

《二 千 石 不， 奉 _1詔 書； 遵 _1 承 典 制； 倍^ 向 入ム。 漢 官 儀、 刺史) 


以. 私 §入 ム 害 X ム 非. 忠 也。 左 傳) 

P 制 S  闕之 近 知 nw, 法 者 1 則 不 能 一 韓 非 子、 飾 邪) 

上下 和諧 (交情 通， 體心 和諧レ 司 馬 相 如、 琴賦) . 

十 六、使.：^ 以， S  (節. 川 而 愛 X 使， 民 以， 時。 論 語、 學 而) 

之 §  (使， 民以 時務 在， 勸： 1 桑？ 漢書、 五行 志) 

十七 ポ不 獨斷， (大 E 執 IS 獨斷而 上 弗， 知 k。 韓非 子、 孤 S) 

以上 は その 成 Si の 基づく 所の みを见 たる ものにし て、 思 想 及び 個々 の 語に 及 ベ る 

に あ ら ざ れ ど、 し か も、 略 その 基づく 所 を 察すべし。 卽ち 

論語  孝經 

S  尙書 

詩  左氏傳 

禮 si?® 餘 ぉ外傳 

白 虎 通 千 字 文 

夂. へ § 論、 王 儉嵆淵 碑文、 W 植任城 諫、 賢 良 策) 

ぬ-杞  漢^5 後淡書 

孟子  韓非子 

r'^.v ハ r はの e は  三 六 九 
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三 七 0 


す 

れ 


楚辭  出師 表 

李 尤轡銘 荀悅論 

三 略記 -顏 氏 家訓 五行 大義 

管 子  墨 子 

莊子 

漢官儀 

說苑 

> に、 論語、 千 字 文の 文句 

べし。 こと に 「憲 法」 の 成 

賞き 罰 國之 憲法 也。 •  ^HH^^^^^^H 

いひ、 管 子の 七 法篇に  ___^H________ 

有 一一 一 體之治 一 故 能 出 一一 號令 一明 一一 憲法 1《 ， 

あり。 恐らく は 當時旣 に 管 子の 傳 はれる もの ありし な 

推 古 天皇の 朝よ. >  して大 化の 改新に 及びて は 支那 文化 

もの ある を 見る。 中 大兄 皇子 は 藤 原 鎌足と 共に 周孔の 

しこと あり。 又 藤 原家傳 によれ ば、 大 化の 以前に 周易 を 


を 見、 又 詩、 書、 禮、 左 傳 を 見、 又 管 子、 墨 子等 を 見る は 頗る 注目 

語は國 語の 晋 語の 中に 


らむ 0 

の 影 饗せる 所 甚だ 大なー 

道 を 南 淵 先生に 受けら： 

僧旻に 受けし 人々 あ hNj 


し 二と を 

の 制に 

この 時に 

として 明 

律令 を講 

終 道に て 

大經 

中經 

小經 

の 各 kz を 

三史 

等 を學ば 

謙 天皇の 

誦習せ し 

害^ は s、 

五 終の み 


r.^ したり。 然れ 

至， 9 て は 大學阈 

^頓 せし もの と 

經、 紀 傳、 明 法 等の 

せし ものにして 

ま 

禮 記、 左氏傳 

毛 詩、 周 禮、 儀 

周易、 尙書 

講 せしめ、 * 習す 

文選 爾雅 

し め ら れ た る な 

天 K^ 勝 M 九 ^  w 

めら れ たり。 こ 

るボ" 重な.^ しも 

v-^.^ へ て 未だ 三 


ど 

見 


も そ 

の 制 

えた 

道 を 

はす 


れ 

あ 

立 

ベ 


ら の 


力 

-支 


委しき 事 は 

大學は 近 江 

くて 學術を 

れ たる が、 そ 

那傳 來の學 


史上 

朝 に 

獎勵 

の う 

術 を 


に. 見 

S か 

せ ら 

ち、 明 

講せ 


え t 

れし由 

れ しが 

法 近の 

しもの 


文武 天皇 


な る が- 

-その  學 

みは わ 

な り 0 


力 

に i 

ら 次 

に し 

を 有 


孝經 はこと 

，天下 をして 

普及に も 力 


家 

あ 

太宰府の 學 枝に 於 

ざ-^しかば、神護景 


々- 


S 


ん せ 

孝經 

し な 

て す 

三年 


も の 

藏せ 

然れ 
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の大 

れが 

は 主 

0 の 

ち 明 


禮  • 

るに 孝 終、 論 }?i を 以てせし めら れ たり。 紀傳 道に は 


し 

も 


て 孝 

精勤 

當時 

ま で 

られ 


國 語の 中に 於け る 漢語の 研究  - ョ七ニ 

し 由な り。 而し てこ の 時代に 編纂 せられし 律、 令、 古事記、 曰 本 密紀、 風土記、 懷風 藻、 萬 

葉 集 等 を 見れば、 こ の當 時の 漢學 は、 決して 上記 學令 などに 規定せられ たる もの，， 

範圍に 止まらす して、 それら 以外の 漢籍の 世に 行 はれし こと を 見るべし。 今莴葉 

集卷 五に 名 を あげたる 漢籍の 名 を 見れば、 

_ 志 依 記 帛 公略說 遊 仙窟 鬼 谷 先生 相 人 書 抱朴子 

の 名 を 見る。 このうち 遊 仙 窟、 抱 朴子は 今に 傳 はれ ど、 その他 は 亡びたり と 見 ゆ。 

なほ 上の 外に 

古詩 魏文惜 時 賢 詩 孔子 曰 曾 子 曰 

とせる もの を 見る。 なほ、 萬 葉 集に は その 名 見えね ど、 當 時の 人の 讀 みたり と 思 は 

る > ^もの として、 天平 十二 年に 書寫 せし 

调玉 集ニ卷 (十五 卷 のうち 十二、 十四の ニ卷 のみ 存 す。 國寶 なり) 

が 現存せ るが 如き は 極めて 珍しき ことなり。 なほ 當時書 (おせられし 漢籍 は その 

種類 少 から ざり しこと は、 正 倉院文 き を 見て 知らる。 今 その 名 を あぐ V -、 

三 禮儀宗 (三 〇 卷)  〇 孝經  (一 卷) 

古今 冠 M 圆 (一 卷)  -〇 論語  (一 〇 卷) (二 〇 卷) 

釣 天之樂 (一 卷)  Q 經典釋 文 (ニー  卷) 


ofl^M  二 五卷) 

〇 千 字 文  ニ卷) 

文 桃  ニ卷) 

〇 頭陀^ 碑文 ニ卷) 

〇 樂毅論  二 卷) 

〇^k:  (？卷 ) (ニ帙 五卷) 

〇 k:  (？ 卷) 

幷. E-Gi 目錄 二 卷) 

〇w 錄 (太宗 M 錄？)  二 〇 卷) 

職 要錄 (三 〇 卷) 

〇 列 女 (？ 翁) 

.〇 方 .：：：  (五 卷) 

^  二 卷) 

典 0  (g: 卷) 

斬^  二 〇 卷) 

W に ( 法 ニ卷) 

^六^  ^^.^^s 


黄 帝 太  一 u< 目經 (二 

遁甲要  ニ卷) 

軍 論 斗 中 記 (？ 卷) 

神符 經。 二 卷) 

天文 要维 二 〇 卷) 

，天文 要 集 歳星 占 二 

石 氏 星 官薄讃 ニ卷； 

薄讃  ニ卷) 

傳 讃星經 二 卷) 

彗孛占 (一 卷) 

內 {ri 上 占 ニ卷) 

天 官目錄 中外 宫 薄 分 

推 九宫法 ニ卷) 

九宮  (二 卷) 

玉歷  ( 一 卷) 

陰陽 &:！  (？ 资 
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太 一決 口  ニ卷) 

黃 帝針經 ニ卷) 

治 擁直方 二 卷) 

〇 新お-本草 (新修 本草？)  (二 〇卷) 

藥方  (三 卷) 

0 醫方 . 二 卷) 

〇 離騷  二 六卷) 

太宗文 皇帝 集 (四 〇 卷) ■ 

許 敬宗集 二 〇 卷) 


庾信集 

群 集 

〇 雜集 

,〇， 杜家立 JS 


(二 〇 卷) 

(ニー  卷) 

二 卷) 

二 卷) 


〇 文選 上帙 (九 卷) 下帙 (五 卷) 

文選 音義 (七 卷) (三 卷) 


箭德錄 ノ 

瑞表錄 

明 皇 論 

政論 

石 論 

冬 林 

君臣 機要抄 

帝德頌 

瑞表 

讓官表 

上 金 海 表 

聖賢 

賢聖義 

十二 戒 


三 七 四 

二 卷) 

二 卷) 

二 卷) 

(六 S 

(三 卷) 

二 卷) 

(七 卷) 

二 卷) 

二 卷) 

ニ卷) 

二 卷) 

(六 卷) 

二 卷) 

二 卷) 


以上す ベて 六十 七 種、 このうち 天文 陰陽の 書 十七 種、 得藥 の 害 五 種 を 除けば 四 十五 


種 をかぞ ふべ し。 而 して、 その 今にお す 

かくて K '安 朝に 入り 幡敝、 仁 明 二 天皇 

W 流： 池 をいた したりし が 如し。 而 

^14 在 辔目を 見れ. ば、 そ の 類 を 分つ 


な り 

と夥 

次に 

現 


せたり とい ふ。 (今の 本に 見 ゆ 

觀 十七 年に 冷然 院に 火災 あ 

とす。 こ れ より 後 約 百年に し 

しくして その 数 二百 五十 餘種 

その 名目 を あ げ む。 

：:^: せる もの 

^  0 卦、 注、 師 說) 

古文 尙ぉ (說 命篇、 注、 孔 安國) 

毛 詩 i 

(考ェ 記、 注) 

00  i 

0  0  (注、 月 令 注) 

第 六 車 源流の m 察 


して 

, J と 

る 實 

り て 

て 出 

に 及 


る もの 十六 種に 止まれり。 

の 漢文 學を 獎勵 せられし が爲に 漠籍は 一 

，！. ^平年 間に 藤 原 佐 世が 奉 勅 ffi 錄 せし 日本 

四 ト 家 、卷數 すべて 一 萬 六 千 七 H 三十 四^ 

数 は 一 莴七千 一 百六卷 なり。) 而し てこれ 

累代の 圖 書の 多く 灰 儘と なりし 後の 載錄 

でた る 倭 名 類聚 鈔には 漢籍 を 引 W せる こ 

ぶ。 そのうち 今 ft 亡せ る もの も少 からす A 


大戴禮 

琴 操 

春秋 左氏傳 ％ 解 (注) 

春秋 公羊傳 (注) 

春秋 穀梁傳 

國 mi  (注) 

三 七 五 


^語 ひ 中に 於け る 漢語の 研究 一 

孝經  一 

論語  ： 一 

爾雅 (注、 郭撲 注)  一 

.  し 

廣雅  _ 

釋名  一 

方言 (注)  ^ 

白 虎 通 

說文 解字  一 

玉篇 唐玉篇 廣益 玉篇」 

書譜  一 

千 字 文 (粱武 帝 千 字 文 注) 一 

經典釋 文  一 

史記  . 一 

漢書  一 

後 漢書  一 

三國志 (魏 志)  一 


晋 書  」 

穆 天子 傳  ，ー 

漢武 故事  一 

漢 武內傳  ^ 

西 京 雑記  ， 一 

神仙 傳  ^ 

續齊諧 記  一 

續搜神 記 ， ， 一 

劉 向 列女傳  一 

荊楚 歳時記  ノ 

山海 經  j 

神異經 (神異 記) ^ 

孟子  一 

老子 (注)  j 

莊子  一 

列 子  一 


抱朴子 

鬼 谷 子 (注) 

淮南子 

呂氏 春秋 

風俗 通 

占 今： S 

® 斷 (師 說) 

玉 «  M 典 

博物 志 

m 氏 家訓 

讥說 (注) 

初學記 

現が せぬ もの 

ネ fey お 

1 二禮^ 宗 

第"、 章 1555 の 


太 公六韜 

千金 方 

祌 S 本草 (注、 陶隱居 注、 蘇 敬 注) 

新修 本草 (蘇 敬) 

本草 拾遺 (拾 S 本草) 

內經太 素 

離 騷經 

楚辭 

遊 仙窟 (師說 ) 

文選 (五臣 注) (李 善 注) 

文 館詞林 

白 氏 文集 


^  T 矢圖 

三禮岡 
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九族 圖 

喪禮圖 

投壺經 

月 令 章句 (蔡 邑 撰) 

阮咸圖 

阮咸譜 

律 書樂圖 

阮 禹箏譜 

春秋 後 語 

春秋 元命苞 

春秋 說題辭 

五 經通義 

爾雅 (孫 炎 注) 

爾雅 (集注 沈旋 撰) 

爾雅 (李 巡 注) 

爾雅 (舍人 注) 


U 一七-^ 

爾 雅音義 

爾雅 (揚玄 操) 

磬類 

四 聲字苑 

纂文 

文字 集 略 

蒼頡篇  ， 

字書 

字苑 . 

通俗 文 

字統 

字 指 

方 ^Im 要 目 

切 (陸 法 言 切 韻、 陸詞切 韻) 

切 韻 (蔣魴 切 韻 j 

切 韻 (祝 尙丘切 韻) 


切^  (郭知 玄 切 ,) 

切が？ (麻果 切 韻) 

切 -釋 氏 切 韻) 

切^  (裴 務齊切 韻) 

切& 3  (王 仁煦切 韻) 

切 韻 (韓知 十 切 韻) 

唐 韻 (孫愐 切 韻) 

考聲切 韻 

桂苑 珠叢抄 

周 ftM  (汲 ；豕 t 

史記 音義 

(應^ ^解) 

淡 音^ 

«^^^  (s^ 服 志) 

瑰略 (五行 志) 
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晋書 (王 隱 撰) 

晋中與 書 

績晋陽 秋 

齊 春秋 

卅國 春秋 

唐 志 

帝王 世 記 

修復 山陵 故事 

東 宫舊事 

江表傳 

唐 令丽 元 令) (庭 牧 令、 衣 服 令、 齒簿 

令、 樂令、 職制 令) (永徽 令) 

唐 令 私記 

唐 永&律 

垂 拱留： 格 

麼式 (永徽 式) (秘^ 省 式) 

三 七. K 
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(開 元 式) 

地理 志 

坤元錄 

風土記 (周處 風土記) 

遊 名山 記 

宜都 山川 記 

南 越 志 

外國傳 

荊 州 記 

吳時 外國志 

交 州 記 

珠厓記 

臨海 水 土 異物 志 

南 州 異物 志 

三秦記 

西 河舊事 


1 二  <o 

中黃子 

淮南子 (許 慎 注) 

劉 向別 錄 (七 略 別錄) 

董仲舒 書 

要覽 ， 

纂要 

徐廣雜 記 

辨色立 成 

兼名苑 (注) 

御覽 (修文 殿御 覽) 

諳 葛 亮 六 射 法 

李 太 尉 歩 射法 

百忌經 (百 鬼經) 

造 天地 經 

歷天記 

算經 


伯樂 相瑪經  養生 秘耍 

李 緒 相 1^ 經  神 農食經 

新携 陰陽 書  孟 誅食經 

瑞應^  食經 

蠱子 五行 記  馬 碗 食經， 

神仙 服 何方  . 崔禹 錫食經 

釋藥性  七 卷食經 (新撰 食經) 

獨活酒 方  食療經 (師說 ) (食療 本草) 

中 時 食制經  極 要 方 

藥決  錄驗方 

丹 口 決  小品 方 

fc? 氏 方  新撰 要 方 

古今 驗錄方  新 錄單耍 方 (新錄 方) 

膳 火 S  葛 氏 方 

集驗方 

本草 雑 要 決 f 辨)  修驗方 
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新修 本草 音義 (仁諝 撰) 

諸家 方 

養 性 志 

要 方 

掌中 要 方 

房 內經. 

黃 帝 內 經 明 堂 

黄 帝 針灸 經 

脚 氣 論 

病 源 論 

大淸經 

丹 決 (丹 口 決) 

金玉 義林 

剛 繁 論 

藥辨決 (藥 決) 

大唐 延年 經 
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名 類聚 鈔 以外に もな ほ 幾多の 源流と なりし 文 獻の存 すべき を 見る。 今日 

て それらの 文獻を 一 々實 地に 知悉す る こと は 不可能の 事に し て、 當 時 行 は 

後世に ュ、 の 名 も 知られ ざるに 至れる ものな しとせ ざる ベ く、 そ れら より 與 

たる 影 f: は 一;?" 人の 今日より して 一 々何々 なりと 指示す る を w ざるべし- 
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の 出 „g ハを椅 fr そ れ ら の 文獻に それらの 漠語 が存 する 以上 ュ、 れ より そ れ ら 

はれ. 0 とする より 外の 方法な かるべきな，. >。 或は ュ、 の！^ E が、 に： 人の 知れ 
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よ， 9 も 他の ものより 傳 はりた るか も 知られざる 事 ある べしと い へ ど も、 そ の文獻 

が 知られざる 湯 合に は、 吾 人が 現に 知れる 文獻 にして 本邦の 古に 行 はれし ものな 

らば それ を 源流と する は 牽强附 會の說 とい ふこと を 得べき にあら ざら む。 

わが 國に 如何なる 支那の 文獻が これまでに 行 はれし かとい ふこと は 一 々研究 

す れ ば、 そ の目錄 のみ にても i 大の ものと なる べき が、 わ が國 にて 最も 多く 用ゐ ら 

わし ものと 目す ベ きもの を 少しく 說 けば 經 書と して は 論語 は 最初に 入りし ま 3 に 

て 最も 影 響 大 なるべし。 四書 は 如何と いふに、 これ は 朱 子 學渡來 以来の 名目なる 

が、 朱子學 以前に も大學 中庸 は禮 記の 中の 各 一 篇 として 五經の 中の 一 部分たり し 

にて、 かの 聖德 太子の 憲法に 中庸の 語 を 引かれた る あり、 又 淸原賴 業が 特に 之 を 重 

ん じたり し 事に て 思 半に 過ぐ ベ し。 

五 經も亦 特に 韋ん せられし が 故に、 それらの うちに 用ゐ たる 語の む然慣 ffl せら 

れ て、 國 語のう ちに 流入せ る もの 少 からざる を 見る が、 そ のうちに も、 春 秋の 左氏傳 

力 盛んに 用 ゐられ て、 それよ， 0 出で たりと 思 はる 、もの 少 からざる を 見るな り。 

次. に その 左 氏 傳に存 する ものにして 吾人の 用ゐる 漢語と 同じき もの を 少しく あ 

げむ。 

卽位  黃泉. 凶事 _  (天 王) 崩 


首倾 

同盟 

徳政 

茅 S 

百 官 

不敬 

匹夫 

設備 

武事 

撲滅 

山 


敝 a 

來朝 

苑裘 

五色 

國家 

舊好 

內寵 

婦人 

恒星 

敗 絞 

歌舞 

先君 


以上 は眞に 一例に 止まる。 次 

史記 ^0 後 漢書 

はいふまで も 無 き が、 後 れては 

第 六 章 0^^k^ 


大義 滅親 . 善鄰 

王 室  後 嗣 

(以上 隱公) 

文物  聲明 

義士  違亂 

0  0  世子 

城下 之盟 鎮撫 

舊好 ， (以上 桓 公) 

不可  不德 

無二 心 « 官 爵 

敎訓  負擔 

聰明  正直 (以上 莊 公) 

し史ま 2 として は三史 たる 


九 


薺 語の 中に 於け る 漢語の 研究 

の 勢力 甚だ 大 なりと 認めら る。 この 書 

の 初期 若/、 は その 以前に ありし ならむ 

志 一 卷を藏 し、 續 日本 紀の祌 護 景雲 三年 

あれば な. 9。 この 書 は 後世の 學 者に は 

て 漏 さ す、 詳 にして 蕪雜 ならす と 認めら 

り。 今日 通用す る 所の 漢語の 出典 を尋 

ほこの 外に は史傳 中の 著明なる 要項 を 

に 盛んに 行 はれ、 終に 勸學 院. の 雀の 二れ 

常の 漢語に 影響した る所少 から ざ. る ベ 

通に 用ゐる 漢語の 一 斑 を あぐべし。 

短小 (王 濤傳) 聰敏 (王 濤傳) 

. 累世 (山 濤傳) 名簋， 5 濤傳) 

體 力 (山 濤傳) 懇 切 (山 濤 傳) 

方 今冚 濤傳) 鄕 里 (山 濤 傳) 

器量 (山 濤傳) 門徒 (唐 彬， 傳) 

開拓 (唐 彬傳 ). 願 著 (唐 彬傳) 


は 唐 太宗の 

か。 京都の 

に は 太宰府 

體 を 0 す と 

れて、 a '安 朝 

ぬ る に、 之 を 

あげたる も 

を 囀る まで 

きなり。 こ 


勅撰に し 

福 井氏崇 

にこの 書 

して 批議 

時代に も 

晋書に 得 

に 至れる 

、に 上述 


三 九 〇 

て、 そ の 渡 

蘭 館 に 天 

一部 を 賜 

せら るれ 

重ん せら 

る 所 多き 

あ り て、 こ 

由 な れ ば、 

の晋 ffl に 


有識 (唐 彬傳) 

端 緖 (王 » 傳) 

嫌疑 (王 »傳) 

布 吿 (王 俊 傳) 

擧 動 (劉 暾 傳) 

自然 (劉 毅傳) 


來は 奈良^ 

ギ古寫 の禮 

はりし 

ど も、 簡 

れ しも 

を認む 

れもゎ 

それ も 

つきて 


記事 

に し 

の な 

) な 

が 國 

亦 日 

今、 普 


奢侈 (王 嬸傳) 

寶物 (王 »傳) 

死亡 (王 嬉傳) 

器械 (王 俊傳) 

證 據 (劉 毅 S 

凡 人 (劉 毅 傳) 


外 (劉 毅 傅) 

輕薄 (華 《 傳) 

, 後進 (郯 袤傳) 

事 情 (郯 袤 傅) 

輕舟 (や 胤 傅) 

職 務 (劉 楚 傳) 

0  渾傳) 

以上 は 露に 一 斑に 

る ものな り。 次に 

老子 莊子 

の 二子 を卞 とすべ 

も その 影 を兑る 

管 子 

の ^  it などの：： i す 

知 る」 と い ふ mi が ^ 

荀子 

. iSH ハ章 1^ 流の 觀ぉ 


方 正 (劉 毅 傳) 

當 世 (郯 表 傳) 

知悉 (鄭 袤傳) 

博 愛 (鄭 默 傳) 

流離 (盧 誰傳) 

休息 (王 渾傳) 

正道 (王 渾傳) 

止まる もの なれ ど、 Ar 

子 類と して は 


忠良 (王 傳) 


委 

騷 


任 (王 濟 傳) 

由 (主 濟 傳) 

譽 (劉 裳 傳) 

下 (劉 ® 傳) 

動 (任 愷傳) 


修 飾 (王 済 傳) 

問 § 王 濟傳) 

優劣 (劉 楚傳) 

人 情 (劉 0  @ 

正 直 (崔 洪 傅) 

操 行 (程 衞 傳) 


の 常用の 漢語の 出典と して は 甚だ 重要な 


く、 これらの 思想 及び その 語が 旣に萬 葉 集に あら はれた るに て 

ベ く、 又 


る こと は、 か の 憲法 十 

の 如く なれる にても 


七條 にても 知る ベ く、 又 「衣 & 足りて 禮節 を 

知らる ベ し。 又 


三 九 


歐 語の 中に 於け る 漢語の 研究 

の 語 も、 亦 頗る 廣く國 語の 中に 收 用せられ て ある を 見 る- 

る  語に  し  て、 わ れらの 曰 常に 用ゐる と 同じき もの を 少し 


學問 

居處 

廣大 

思索 

滅亡 

榮枯 

道理 

以上 は卷ー 

次に 詩文 

文選 

白 氏 文 

を 以て 最 も 

李嶠の 


動靜 

師友 

內省 

^ 欲 

容貌 

より 極め 

の 集と し 

著しき も 

百 詠 (百 一 一 


高山 

血氣 

道 友 

群衆 

外物 

一 進 


怠慢 

智慮 

政事 

德操 

貧窮 


返 


て 大略 を あげたる に 

て は 鎌倉時代 頃まで 


のとし、 この 外にて は 

十 詠) 


冥 々 

^ 禾 

末世 

成人 

恭敬 

壯者 

止 ま る- 

に 於い 


多 身 

狹陰 

學者 

禽獸 

横行 

大過 


て は 


三 九 二 

次に その 苟 子の 中 

あ げ む。 


あ 


の 如き が、 童 蒙 初 學の敎 課と して 汎く 用ゐら れ. た る を 見る。 而 して それらに 用ね 


たる gi の國 の 中に 入れる もの 亦少 からざる. を 見 る。 

次に 文選に つきて 所々 を检 して、 わが 漢語の 出典と おぼしき もの を 少し 

む 0 


あ げ 


朝夕 (雨 都賦 序) 

反-凝 (西 都賦) 

器械 (東都 賦) 

學校 (東都 賦) 

植物 (M 京 賦) 

豊年 (朿 京賦) 

微行 (東京 賦) 

地勢 (南都 賦) 

玲瓏 (炎 都賦) 

物産 都賦) 

陪 乘 (藉 田 賦) 

帝室 (西 征賦) 

皇統 (西 征賦) 

第 六 幸 源流の » 察 


蜈樂 (西 都賦) 

風俗 (東都 賦) 

奇雾 東都 賦) 

時節 (東都 賦) 

動物 (西 京 賦) 

梗槪 (東 京 賦) 

生類 (東 京 賦) 

鮮明 (南都 賦) 

指南 (吳 都賦) 

前驅 (藉 田賦) 

經 營 (上 林 賦) 

生 命 (西 征 賦) 

瀑 布 (遊 天 ムロ  ， 


賦) 


三 九 三 


國 語の 中に 於け る 漢語の 研究 

靈 驗_ 遊 天台， 5 賦) 

亭 午 (遊 天 台 山 賦) 

鹽 田 (蕪 城 賦) 

駱 驛 (魯 靈 光 殿賦) 

衣 裳 (魯 靈光 殿賦) 

往 々(景 福 殿賦) 

大 陽 (雪 賦) 

古 人 (思 玄 賦) 

歎息 (思 玄賦) 

世間 (別 賦) 

紛 、文 賦) 

人 迹 (長 笛 賦) 

方 今 (高 唐 賦) 

悲 哀 (高 唐 賦) 

猶 豫 (洛 祌 賦) 


遊 Ks 天台 山賦) 

全 盛 (蕪 城 賦) 

銅 山 (蕪 城 賦) 

千 變 萬 化 (魯 靈 光 殿賦) 

瞹 味 (景 福 殿 賦) 

世俗 (景福 殿賦) 

先哲 (思 玄賦) ， 

貧 窮 (思 玄 賦) 

平 生 (歎 逝 賦) 

他 旦文 賦) 

尺 ，(文 賦) 

變 化 (高 唐 賦) 

猛 獸 (高 唐 賦) 

遷延 (好色 賦) 

狐 疑 (洛 神 賦) 

夢想 (詠史 詩、 左 太 沖) ... 


九 


言 論， 詠 史 £r 左 太 沖)  英 名 (詠 史 詩、 左 太 沖) 

歳 暮、 詠 史 ； tir 張 景 陽)  、 容 色； 遊 仙 詩、 郭 景 純) 

代 謝-、 遊 仙 1 景 純)  結 構 (招 0 詩、 左 太 沖) 

灌 木 (招 ® 詩、 左 太 沖)  浮 沈 (招 隱 詩、 左 太 沖) 

拙 速 藤 詩、 張 景 陽)  散 漫藤 詩、 張 景 陽) 

以上 も 亦 極めて 槪略を あげたる に 止まれり。 さて 鎌倉時代の 中頃よ b は 宋學の 

流 行 に つ れ て 文 の 好 尙 も か は り、蘇 東 坡、_^炎 山 谷 の 詩 文、又 韓 返 之、柳 宗 元 などの 文 

章の 勢力 盛んにな ，0、 文 選 白 氏 文集の 勢力 これらの 爲に應 倒せられ たる 姿 を呈せ 

り。 かく て、 德 川 時代に 入りて は 更に 一 變 して 詩 は 明の 風 をう け、 文 は 所謂 廣宋八 

家 を 模範と して、 こ、 に^ 詩選、 文章 軌範な どの 流行と なりて 一 世 を 風靡し、 漢 Si の 

これらより^ じたる もの また 少 からすと す。 

以上の 外に は 極めて 古く 入りた る ものと して は 

千 字 文 

あ て、 人口に 臉炙 する 所 甚だ 多し。 又晋 代の 

W 說 

の 如き も 古く 流行せ しものと 見え て、 そ の の わが 漢 の 源と なれる もの S だ 多 
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く、 又小說 たる 

遊 仙窟  ， ，  、 

の 如き は 萬 葉 集に 倭 名 類聚 鈔に 影響す る 所 頗る 多き ものな b とす。 元 明に 至 b 

て 支那に 稗史雜 劇の 類 流行した るが、 それらの 書 は 又江戶 時代の 中頃よりの わが 

文藝に 影響す る所少 から ざ しもの、 如し。 次に は世說 に用ゐ たる 語のう ちに 

あぐべし 0 

優劣 不足 


わが 常用の 漢語と 同じき もの を 少し 

測量 足下 難爲兄 難爲弟 


€ ま 

狹少 

至孝 

肥 馬 

苗裔 

王室 

殊勝 

高遠 


裸體 

先人 

P 理 

僕 

雅致 

海内 

上流 

勤王 

(以 上卷 一) 


名敎中 有樂地 

美談 鼓舞 


瞳子， 

失敬 

嵯 峨 

綱紀 

一 坐 

白雪 紛々 


親戚 

群臣 

執權 

倉卒 

貧 道 


危急 

淫祀 

中外 

幕府 

神色自若 


佳 名 

離婚 

侍女 

JL 賢 


令名 

暴 雨 


風景 


蒙麈 尊體 起居 如何 

管鉉 暗室 

諸人 不淨 幽邃 


骨^ 

夜行 

不測 

才氣 

宿醉 

品評 

委曲 

號泣 

克復 

首 

太 極 殿 

蠟燭 

意表 

« 物 

以 上、 極 め て 

の は 皆 それ 

おさ 


周旋 

門下 

快 

理 S 

嗟 欺 

卓 逸 

詠史 

喧嘩 

識者 

明 月 

齒簿 

死地 

槪酪 


律令 消息 

高足 弟子 

寂獎 

奇拔 

錯 

往 々 

時流 


皇室 

亂離 

評論 

顔色 

奇人 

腹心 

棟梁 


昨夜 

秀逸 

名筆 

時人 一 

(以上 卷ー 一" 

默然 ， 

諸君 

貧乏 


積雪 

傳授 

一 往 

妙處 

親族 

佳句 


萬 機 

式 

留連 

释然 

一 生 

我輩 


客舍 


狼 狼 自若 

道 詔 艱難 

樗蒲 勝負 

辟易 儀 同 三 司  任意 

有 待 賓客 亂世之 英雄 

寶劍 領袖 寡欲 

名士 林薮 (以上 卷三) 

す ぎ ざ れ ど も、 わ れらの 日常の 漢語に して 古 來用ゐ 来れる も 

出典 ある ものなる こと を認 むべき な， 9。 然る ：」、 そ れら； j^:" 通の 漠 

n 流の IB 察  三 九 七 
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語の 多く は 今日の 所謂 雅 正なる 漢文に へ 

の 中に も 見え ざれ ば、 人 々往々 日本人 05 

れは 精細に 考察せ ざるに よる。 今日 G_ 

文と 目 せらる  >  四書 五經 又は 史記 など 一 

ふ 所謂 古文に して、 その 中間た る 漢魏六 一 

漢語の 入りた る は その 漢魏六 朝の 時代 一 

たる を 思 ふべ し。 かくて 晋 書、 文 選、 世 ^ 

の なれ ば、 そ れ らの傳 ふる 語が、 卽 ちわが 一 

し。 もとより、 それら 晋 書、 文 選 等が それ 一 

うべき ものに あらやし て、 そ の 他に 多々 一 

べきに あら ざら むと い へ ど も、 わ が 國にー 

見る こと は 當然の 道理 なれ ば、 今 日 に 於. 

て 六 朝 頃の 語と して 用 ゐられ たる もの 一 

出典と 認めても とより 不可な かる べき i 

する IS は それが 六 朝 時代より 唐 初に か 一 

その 時代に わが 國に 入りし ものた る こ 一 


三 A 八 

現はる、こと^2^どな く、 又 近世の 支那 俗 文 

案出せ しかの 如くに 考 ふるやう なれ ど、 こ 

雅 正なる 漢文と 稱 する もの は先秦 時代の 

の 文 か、 若く は 唐の 韓愈 等が 復古せ しとい 

朝の 文に あらざる なり。 然るに、 わが 國に 

なれば その 時代の 語が 最も 勢力 を 及ぼし 

等の 語 は その 六 朝 時代の 語を傳 へたる も 

國の 漢語の 一 大 源泉たり しこと を 思 ふべ 

らの 漢語の 唯 一 出典な りと は 理論 上い ひ 

出典と なすべき 書の 存 したるべき は 疑 ふ 

於いて はわが 國に行 はれた る 書 を 出典と 

いて は それらの 漢語 は それらの 書に より 

なること を 知る を 得る もの なれ ば、 そ れ を 

なり。 かくして、 上の 晋書、 文選、 世說 等に 存 

けての 彼國 にての 普通の 語な りし ものが、 

と は 明かに し て、 そ ^由來 は 頗る 古 く、 わ れ 


ら にも 多く は 日本製の 漢語なる かの 

一 は その 源の 古き こと を； l^n ぐる もの 

代の 漢語 は乂當 時に 飜譯 せられた る 

めて 之を說 く ベ し。 

ハ 佛敎の 書より 

こ  >  に 佛敎の は：： より 傳 はれる 浅 語 

けれども、 これ を ：^^ぱ 通 の 漢 0 と； El 別す 

て傳 はりた る ものなる による。 而し 

として 普通の 漢 1^5 と 異なる もの を 新 

らす。 或は 又然 ら す と も、 そ れ らを漢 

し て、 雅 驯 なる； S 文の 中には 見えぬ も 

る もの を さす。 而し て、 そ れらは 多く 

佛敎の 我が 國に 入りし は欽明 天皇 

濟 王が、 S 像と 共に 經論 若干 卷を 上り 

の 名 を あげす。 た  >  その上 表の 文に 

是 法 於 Je 法 中 1 最 爲-殊 勝； 難 難乂 


如くに 思 はる 、に 至れる ものなる が、 

とい ふべき なり。 かくして その 漢魏 

佛敎の 書に よりても 傳 はれり。 次に 

傳 はりた る もの 

とい ふ。 これ はもと より 漢語た るに 

る 所以 は これらの 語が 佛敎の 書より 

て、 それら は 梵語の 飜譯 又は 佛敎 思想 

に 造りた る にあら す やと @ はる ゝも 

譯 せし 當 時の 俗語 をと りて 用ゐ たる 

のど もに して 佛敎の 書に よりて 尊ら 

は吳音 を 以てよ ばる ゝ なり 0 

の 十三 年な りと 史に傳 ふ。 卽ち、 この 

きとい ふ。 その 經論は 何な- 5 しか 史 


これ は 

六 朝 時 

项 を 改 


相違な 

主と し 

の 表現 

の少か 

ものに 

傳 はれ 

時に 百 

に は そ 


周 公 孔子 尙不， P 知。 &法能 生 feHi 無邊福 
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. 果報 乃至 成辨 無上 菩提- 

と  ある  文 は  金 光明  最滕 王經如 來壽量  品の  語  を  取捨して  綴れる  ものにして、 劳に周 

を. 加へ たる 所の 語の みが 

. 曰が 釦^  is ず膨 til & 於  入 卧^ 覺所. 不. 能 7 用此經 生-無量 無邊  菩提- 

か へられた る を 見る のみな り。 今 この 表が、 その 百濟 王の 信仰 を 語る ものと せば、 

その 經 のうちに は必 す、 金 光明 最勝王 經の存 せし ならむ こと を 推測すべし。 推 古 

天皇の 御代に 至り、 聖德 太子 は 自ら 滕霞經 、法 華經を 講じ、 又 上の ニ經と 維摩 經 との 

義疏 をつ くり 給へ る を 以て、 こ の 時に この 三 經の旣 に 世人に 知られて ありし を 見 

る ベ し。 加 之、 聖德 太子の 三 經義疏 に 引用す る 所 を 見れば、 上、 三經の 種々 の 注疏の 

外に 

無量 義經  優 婆 塞戒經  大般 涅槃 經 

法-鼓 經  • 無量 壽經  乳光經 

大智度 論 

等 を 引用 せられて ある を 見る。 これらの 經は赏 際 渡来せ しもの か、 又 三經の 種々 

の 注疏に 引きて ありし を 孫 引せ しもの か 明確に は 知り 難しと い へ ど も、 當 時 これ 

らの 知識 を 有せ られ たりしたり しこと は 疑 ふべ からす。 


c お 初渡來 せし 佛經の 現存せ る もの あり や 否や は容 おに いふ こと を 得 ざれ ど、 今 

知 恩 院に藏 す る菩藤 處胎經 は西魏 の大統 十六 年 (欽明 天皇の 十 一年) の書寫 にか、 

る ものな り。 今 現に 正 倉 院聖語 藏に藏 せらる， -隋 代の 寫經は いづれ も 大業 六 年 

害 寫 の ものにして 

.資 劫 (一部 十三 卷の中 た r 十； ぺへ十 2; 飞九 の 十卷存 す) 

大 £ ヒは. 論 二 部 百卷の 中、 第 九， 第三 十八の ニ卷存 す) 

十 地經論 二 部 十卷卷 (二) 四 之 七、 卷五之 八 (一一) 第 七 之 八の 六本 現存) 

大 論 (一 部 十五 卷の. うち、 第 一、 第 四の 二 本のみ) 

懾大 乘論释 二部 十五 卷 のう ち、 第 ニー  本存 す) 

那先 比丘 經 二部 二 卷上卷 のみ 存す) 

の 六部 あ，.^。 これら は 最古の 渡 來に屬 する ものなら む。 

これより 後、 日 本 紀に兑 ゆる 經 論の 記事 を 見る に、 孝德 天皇 白 雜ニ年 冬 十二月 

の！^ 事に 

於-一味 經 S1 請； 一一 一千一 ほ餘僧 尼 1 使， 讀ニ 一  切 經 1 

と あ. o。 これに よれば、 この 旣 にわが 國に 一切 經の傳 は て あちし を 知る。 さ 

れど、 この. S の  一 5- 經は 如何なる ものな りし かを詳 かにせ す。 石 田 茂 作 氏 はこつ 

第 六 章 源流の 《 察  KQ1 


國 語の 中に 於け る 漢語の 研究 

一切 經は隋 の 仁 壽ニ年 撰の 衆 經目錄 

して、 この 目録に 載す る 所 二 千 一 百 九 

致す る 故に 一 人 一 部づ つよまし めし 

の 大小 を 通じて 一 人 一 部と する. もの 

め は略讀 したる ものと せ ば、 或 はこの 

壽ニ年 はわが 推 古 天皇 十一 年に して 

前 な れ ば、 そ れょ b 後 四十 餘 年の 間に 

べき か。 次に 同書 天武 天皇 二 年 三月 

あり、 又 同 天皇 四 年 十月の 條に は 「遣-一 使 

は 「大設 一一 齋於 飛鳥 寺 1 以讀 一一 一 切經 一」 と あり ( 

きか 如何。 上述の 衆經 目録に 次ぎて 

の 三 年) の 大唐 內典錄 なる が、 そ の 年よ 

この 內典錄 によれる ものに あらざる 

の すべてが 完備して ありし か 否か は 

來 して あ，^ し は 否認 せらる ベ きもの 

湯 陀羅尼 經 (天武 天皇 十四 年 書寫藏 


四0  二 

しもの かとい へ-^。 その 理由の 一と 


によ 

部と ある と、 そ の 僧尼の 二 千 1 百餘 人と 略 一 

なりし ならむ とい ふに あ hNO これ は その 經 

にして 事實上 不合理の 如く なれ ど、 多 數のも 

說を よしと すべき か。 衆 經目錄 の 成りし 仁 

小 野 妹 子が 使して 隋に 至. 9 し 時よりも 四 年 

その 目録に よれる 一 切經の 渡来した るなる 

の條に 「是 月聚 一一 書生 一 始寫二 切經於 川原 寺 一」 と 

於 四 方 一覚 一一 一 切 經 li と あ り、 又 同 六 年 八月の 條に 

0 この 時の 1 切 經は白 維 二 年の 條 のと 同じ 

編せられ たる は 唐の 麟德 元年 (わが 天 天皇 

b 天武 天皇 二 年まで は. 約 十 年と なる。 或は 

か。 内典 錄に 載す る 所 三千 三百 六十 ー卷、 そ 

疑問な， 5。 然り といへ ども 多 數の經 論の 渡 

にあら す。 又 今 小川 睦之輔 氏の 藏 する 金剛 

國 寶) の 如き は當 時の 寫經の 殘り存 せる もの 


な hs とす o 

かくて それら 多くの 經 論のう ち、 世 に 汎く行 はれた る は 何 か と考 ふる 爲 に、 史 乘 

に 名の 見 ゆる もの を 見る に、 そ の 最も 古く 名の 見 ゆる は、 孝 德 天皇の 白 維 二 年の 條 

二 

冬 十二月 晦於 味經宫 諮 一 一千一 百餘僧 尼 1 使 J6 一切 經ー 是夕 燃ヒ 一千 七 百 餘燈於 

朝 庭 內 1 使， 讀； 一安 宅土侧 等經？ 於是 天皇 從_ 一 於 大 郡 1 遷 居-新 宮, 號 曰-難 波長 柄 畳 硫 宮ー 

と あるな り。 これ は 蓋 し、 新 造の 宫を 安鎮 せしめた まふ 爲と思 はれたり。 但し、 こ 

の經 正しく は 知られす。 先づ それが 一の 經な るか、 二の 經な るか。 正倉院 文書 天 

平 十三 年の $1 經の目 に 「安 宅 墓 土 側經」 とい ふ あり。 若し、 これな りと せ ば T 墓」 の 字 を 

脫 したる にて 一 の經 とすべき に 似たり。 され ど、 宮城の 地を鎮 せむ に 墓 土 云々 と 

いふ こと 如何な り。 ニ經 なりと せば、. 一 は 安宅 祌 經 にして 二 は 開 元 釋敎錄 に 側 

土經 とい ひ、 正 AE- 院文 天 五 年の 目に 土側經 一 卷と ある を 併せ 稱 へたる ものと 

すべきに 似たり。 次に 白 維 三年 四月に は 

請， 一沙 門惠 腿於內 裹 1 使 一 無 量 壽 經 1以_ 一沙 門 惠 資ー 爲-論 議 者 1 以-沙 門 一 千 1 爲 _1 作 聽 衆" 

と あり、 次に 齊明 天皇の 五 年 七月に は 

p_ 群 臣 1 於， ••： 小 内 譜 寺 in 盂蘭盆 一七 世 父 母？ 
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と あり。 次 に 同じ 天皇の 六月に は  .. 

是月 有司 奉， 勅 造， 二 百 高座、 一 百納 袈裟 I 設 t 王 般若 之會ー 

と あれ ば、 仁 王 般若 經を講 せしめられ しこと を 知る。 仁王 般若 經は ニ卷 にして 委 

しく は 仁王 護國 般若 波羅蜜 經と いひ、 又 略して 仁王 護國 般若 經 とも、 仁王 般若 波羅 

蜜經 ともい ふ。 この 經の事 は天武 天皇 五 年 十一月の 條に 

遣& 於 四方 國 1 說， 1 金 光 明 經、 仁 王 經？ 

と あり、 又持統 天皇 七 年 十月に  . 

始 講ー 1 仁 王經於 百國？  . 

と あり。 こ、 に 仁王 經が 漸次に 廣く行 はれた る を 見るべし。 

• 金 光明 經は 百濟 より 佛敎 を獻 せし 時より ありし ならむ と 推せら る  > こと 上述 

の 如くなる が、 その 名の 正史に 見えた る は 上に 引く 天武 天皇 五 年 十 一 月の 記事 を 

はじめと す。 爾来 同 九 年 五月 朔に 

是日 始說- = 金 光明 經， 于 宮中 及諳 寺？  . 

と あ り、 朱 鳥 元年 七月 に は 

. 丙 午 請- 一  百 僧 幽ー 金 光明 經於 宮中 I 

いこ.^ ■ り 、持. 銃 天. 皇六年 } ^月， に •  i  .  , 


詔 令= 京 師及 四， 幾 &講； ー說 金 光明 經？ 

と あ り、 八 年 五 月に は 

以-金 光明 經ー百 部 1 送， 麼 諸 國； 必 取 ，1毎 年 正月 上 玄 1 讀， 之、 其 布 施 以 11 當 國 官 物 1 充乏 • 

と あり、 又 十 年 十二月 朔には  • 

勅 US 講， 讀金 光明 經ー 

と& えたる が、 この 經の事 は 法 隆寺又 大安 寺の 資財 帳に も 見えた， cs。 

次に 天武 天皇 十四 年 十月の 條に 

是月 ^1 金剛 般若 終 於 宮中 1 

と あり。 この 經は 委しく は 金剛 般若 波羅蜜 經 とい ひ、 略 して は 金剛 經 ともい ふ。 

もと 大 般若 經の 第二 處第九 會五百 四十 七卷な hs。 この 經の事 は 法隆寺 資財 帳に 

も a ゆ。 次に 朱 鳥 元年 五月の 條に 

芡亥 天皇 體 不， 安。 因 以 於-川 原 寺 1 說-藥 師 經 一安 1 宫 中 4 

と あり。 この 經は 五經 ありて いづれ なる か 明かなら ぬが、 隋の達 摩 6^ 多譯 の藥師 

光經 か、 の玄 譯の佛 說藥師 如来 本願 經か のうち なるべし。 又 同年 七月の 

條に 

是月諸 王臣等 爲， 一天 0^00 音 像 1 則 說& 世 音 經ー於 大官大 寺？ 
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と あ り、 八 月の 條に 

鹿 午 度」 僭 尼 幷ー百 1 因 以 坐& 菩薩 於宮 中 1 讀 fe 音 經？ 

と あり。 これ は 法華經 のうちの 觀世音 菩薩 普 門 品 第二 十五 を 別行した る ものな 

る ことい ふまで もな し。 この 外 經を講 誦せし めら れし 記事 少 からね ど、 そ の 名 を 

記さざる もの はこ 、 に いはす。 

さて 文武 天皇の 頃 旣に多 數の經 論の 存 して ありし， こ と. は 上に 述べた る 所に て 

も 明かなる が、 こ の 天皇の 四 年に 遷化した る 道 昭和 尙の 事を續 日本 紀に 記して 元 

興 寺に 經論 多く 存 する が、 そ れ は道昭 の將來 せし ものな りと い へ る にても 著し。 

道昭 は孝德 天皇の 白 維四 年に 使に 隨 つて 唐に 行き 玄究 三蔵に 就いて 學び、 五 年に 

歸 朝せ しな，^。 さて その 道 昭の携 へ 来りし 經論は 元 輿 寺 一切 經と稱 へられし こ 

と は 正倉院 文書に 屢 その 名 見 ゆるに て 知るべし。 又 僧 玄昉は 靈龜ニ 年に 唐に 行 

きて 經論 五. 千 餘卷を もたらし 来れる あ.^。 次に は 天 1^ 勝寶六 年鑑 眞和尙 の將來 

せる もの 四十 八 部、 同 年の 遣唐使の. 將來 したる もの 二十 四 部 一 百七卷 あり。 かく 

て 奈良朝 七 代 を 通じて 佛 敎の經 論の 渡来と 書 寫とは 夥しき 數に 上りし ものにし 

て、 S 廷には 官制と して 寫經所 を 設け 大規模に 國費を 投じて 經論 を寫さ しめられ 

た. 5。 その 官職の 績 日本 紀に見 ゆる は 稀に して 祌護 景雲 元年 八月 丙午の 條に 


見 

百 一 


從五 位下 若 江 王、 外從び • 位上秦 总寸 §2 麻 呂並爲 一一 寫 一 

と ある を 兄る のみ なれ ど、 正 倉院文 tl によりて 見れば、 

寫經司 (天 六 年の 寫經 あり、 古文書に は 十 年 三月 

て 見 ゆ。) 

寫經所 (天^. 十一 年 四月 頃よ， -寶龜 二 年に 亘 りて 

•5^ 疏所 (天平 十六 年 五：^ より 天^ 勝 寶ニ年 九月に 

寫後終 所 (天 K! '十八 年  一 c:: より 天平 二十 年 七月に 亘. - 

寫書所 (天 ギ 十九 年 八月より 天平 寶字四 年 五月に 亘 

寫後ま 3 所 (天平 十九 年 七月より 天平 二十 年 八月に 一旦り 

とい ふ あ り 。又 

勅旨 寫 一 切經所 (天平 十九 年 十 一 月に 見 ゆ。) 

.51 宵 一切 經所 (天平 十四 年 七、 八、 九 月に 見 ゆ。) 

寫ー ^ 經 司(天 平 十 ： 年 四 月 よ h^ 天 平 二 十 年 十 二 月 に 

お  一 S 終 所 (天^ 卜 六；， if  二月よ b  »  * 四 年に 一旦 り て 

^お  一 ^經所 (天平 賓字六 申  一 乃 ff- 九月に 見 §0 

と あるが お 一 切經所 は夺々 にも 設けられた りと 見え、 
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3- 經次 官ー 

より 十二 年 十二月に 亘. 5 


ゆ。) 

り て 

て 見 

り て 

て 見 


見 ゆ。) 

ゆ。) 

見 ゆ。) 

ゆ。) 


に 百 一 K 

見 ゆ。) 


て 見 ゆ。) 


百 一 る。) 

亘 る。) 
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東院寫 一 切經所 

香 山寺 寫 一 切經所 

福 壽寺寫 一 切經. 所 (天平 十三、 四 年に 見 ゆ。)  . 

金 光明寺 寫 一 切經所 (天平 十四 年 十八 年に 見 ゆ。) 

東大寺 寫ー 切經所 (天平 二十 年より 寶龜五 年に 

と あり。 又 

東大寺 寫經所 (天平 十九 年より 天平 寶字 三年に 

東 寺 寫經所 (天平 寶字 元年より 三年に 一旦 る。) 

北大 家 寫經所 (天平 十一 年に 見 ゆ。) 

あり。 又 經の名 を 明かに したる に は. 

金字 經所 (これ は 天 十八 年 十月に 最勝 王經を 

字の 金 光明 最勝王 經各ー 部を國 毎に 

寫 したる ならむ。) 

寫稱讃 淨土經 所 (これ は 天 寶字四 年 七月に 稱 

へ しめられし による。 六月に 寫經の 

東 寺 寫稱讃 淨土經 所 (これ は 天^ 寶字四 年 七月 


書寫 したり。 天 早 十三 年に 金 

置かむ と 勅せられ し、 そ の經を 

讃淨土 經を國 分 金 光明寺に 備 

事 見 ゆ。) 

に 見 ゆ。 上の 命に よるな b。) 


石山 寺 奉寫大 般若 經所 (これ は 天平 寶字六 年 一 月より 十二月に 百 一る。) 

等 あ， cs。 かくて、 その 正 倉院の 古文書に あら はれた る 所 を 石 田 茂 作 氏が 調査せ る 

所 を 見る に 部數に 於いて は 二 千 九 百 を 超 え、 そ の 卷數に 至， 9 て は 一 萬 三千 九： C 四 

十三 を算 し、 その外 卷數 不明の もの 六十 四 件、 一部と いふ もの 四 件、 帙に ていふ もの 

十二 帙、 S にて いふ もの 六牒ぁ h.。 すべ て 八十 六 件、 これ を 約 三卷づ つと して 二百 

五十 卷許 となる。 かくて 一 萬 四千 餘卷 とい ふ もの が、 そ の 書寫 せられた る ものと 

し、 又、 各 官寺 私人に 藏 せらる、 ものと して 傳は hN て あるべき ものと す。 され ど、 今 

日に あ，.^ て は その 殘り存 する もの 多から す。 

文武 天皇の 頃より 奈良 朝の 末に かけ て、 如何な る經が 勢力 ありし かを考 ふるに * 

第一に 推すべき は 金 光明 經又、 その 異譯の 金 光明 最勝 王經 なりと す。 それ は、 旣 に 

前代に も 勢力 ありし ものなる が、 續 日本 紀に 最も 早く 經の 名と して 見る もの はこ 

の經 な. 0 とす。 卽ち、 その 大寶ニ 年 十二月の 條に 

• 乙 巳 (癸 巳朔) 太 上天 皇不豫 大， 1 赦 天 下 1 度 11 一 百 人出 家 1 令 畿 內 講 11 金 光明 終 一 

大賓 三年 七月に 

壬 寅 令き 大寺 SS 金 光明 經ー  - 

と あり。 次いで、 麼雲ニ 年 夏 四月 詔 ありて 民 苦 を 救 はむ が爲に 五大 寺 をして 金 光 
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明 經を讀 ま しめられた， 9。 又聖武 天皇 神 龜ニ年 七月 戊戌に 七道 諳國に 詔 を 下 さ 

れ たるう ちに、 

又 諸 寺院 限 勤 加，.， 掃 淨 1 乃 令 _>1 僧 尼 讀 11 金 光 明 經 一若 無 「，此 經ー者 便 轉， ー最 勝 王 經ー令 b 家 

安 1 也。 

と あり。 金 光明 經は 三經 あ， 9。 普通に いふ 所 は 北 凉の曇 無 懺の譯 にして 四卷ぁ 

KVO 次に は 隋の寶 貴 等 前譯を 取りて その 缺品を 補 入 し、 八 卷 とせる を 合 部 金 光明 

經と稱 す。 次に は 唐の 義淨 の全譯 になる もの 十卷 あり。 之 を 金 光明 最滕 王經と 

い ひ、 略 して 單に最 勝王經 とい ふ。 蓋 し、 は じめ 我國に 入りし は 金 光 明經 にして 後 

に最 勝王經 入り 来りて、 之に か はるに 至りし なり。 されば、 神 龜五年 十二月に 次の 

如き 命 下りし なり。 

金 光明 經六 十四 帙六百 四十 卷頒 n 於 諸國？ 國別十 卷。 先 諸國 所， 有 金 光明 經、 

或國八 卷或國 四卷。 至， 是 寫備頒 下。 隨 fe 到 曰ー卽 令， S 讀 4 爲, 令 1 幽 家 率 安一 也。 

その 十卷 とい ふ は 最勝王 經、 八 卷と いふ は 合 部 金 光明 經、 四 卷と ある は 凉の扉 本な 

る こと 著し。 かくて これよ， 後 は 十 卷の最 勝 王經が 主として 用ゐ ら れ たるな り。 

天 卒六年 十 一 月 戊 寅 太 政 官の奏 の 中に 次の 如く あ り。 

自今 後 不^一 一道 俗； 所， 擧 度 人 唯 取 翻 法華經 一 部 或 最滕王 終. 一 部 一兼 解 11 佛 淨 


行 三 ¥ 以 h  ，へ 得 度 一教 云 々。  . 

こ、 に法苹 終の 事 も 見 ゆ。 そ は 後に いふべ し。 天. 中 九 年 八月 突 卯に 

令-四 畿内 二  S 及 七道 諸 國ー傲 尼淸淨 沐浴 二 月之內 二三 度 令 Jsls 勝 王 經？ 

同 丙 辰に 

爲- 一天 下 太 卒國家 安 寧 1 於 1*0 中 十五 處 1 請-一 僧 七 百 人 1 令 一大 般若 經最勝 王 終 一度 _ 四百 

人 1 四畿內 七道 諸 國五百 七十 人。  < 

と あり。 こ、 に大 般若 經の事 も 見 ゆ。 これ も 後に いふべ し。 さ. て 同年 十月 丙 

に 勅 ありて 宮中に て 最勝王 經を講 せしめら る。 これ 後世に 至る まで 行 はれた る 

最勝 講酋の はじめな り。 曰 はく 

講， 一 金 ^明最 勝 王經于 大極殿 1 朝廷 之 儀 一 同， 一元 日-請 _ 一律 師 道 慈, 爲 JS 師ー竪 藏 爲& 師ー 

聽衆ー 百 沙彌ー 百。 

天 ト年网 月 乙 卯 詔 あ hN。 

爲， 令， S 家 隆 平 1 宜， 令 畿 七道 諸 國三曰 轉 n 讀 最勝 王經？ 

天 1^ 十三 年 三月 乙 巳 詔 あ り。 そ のうちに ■ 

去^ 普 令 P, 天下 造， 釋迦牟 尼 佛尊金 像 高 一 丈 六尺 者 各 一 鋪： 幷寫 rK 般若 經& 一  部 1 

 冥 令 下 諸 國各敬 n 造 七重 塔 一 區-幷 寫-金 光明 最勝 王經 妙法 蓮華 經各十 
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部 4 朕 又 別 擬寫- 金字 金 光明 最勝 王經 1 毎， 塔 各 令 J ま 各 一 部 1  又毎國 施， 1 

封 五十 S; 水 田 十 町 尼寺 水田 十 町 一 僧寺 必 令， 有-一 一  十 僧 一 其 寺 名 爲-金 光明 四天王 

護國之 寺？ 尼寺 一十 尼、 其 寺 名 爲 1 一法 華 滅罪之 ぎ  其 僧尼 毎月 八曰必 轉 h 

最勝 王經ー  . 

と あ，^。 これ 卽ち諳 國に國 分 寺 を 設けられ たる 時の 詔なる が、 そ の國分 僧寺 は 主 

として 最勝 王經を 中心とせる ものな りと す。 さて 次に 天^ 十三 年閏 三月 甲 戌に 

奉-八幡 神宮 祕錦冠 一 頭、 金字 最勝 王經、 法 華經各 一 部、 度 者 十八 人、 封戶 馬五疋 1 乂 

令 二重 塔 一 區 1 赛 1 一宿 禱 1 也。 

天平 十五 年 正月 癸丑に 

爲 金 光明 最勝 王經 1 請， 1 衆 僧 於 金 光明寺 一  、 

天平 十七 年 五月 地震 あり、 己 未の 日に 

令-京 師 諳 寺 1 限， 一 一 七 曰 1 轉， 譲 最勝 王經ー 

天平 勝寶 元年 正月に 

始， 一 後 元日 一七 曰之內 令， 一天 下 諳寺悔 過 轉-讀 金 光明 經ー 

と 見え、 同 三月 東大寺 大佛を 供養せられ たる 時の 宣 命の 中に 

食國 天下 乃 諳國爾 最滕王 經乎坐 


と ある が、 こ の朿大 寺の 造 立. は 主として：： g 滕王經 の 四天王 護圃 品に よりて 企てら 

れ しこ と は 著しき ことなり とす。 

武 天 皇 の 時 建 立 せ し め ら れ た る 國 分 寺 は 僧 寺 と 尼 寺 と ぁ h^ て 、恨 寺 は ：！^ 勝 王 

終 を 花と する こと は旣 にい へ るが、 尼寺が 法 華滅罪 寺と 稱へ て 法 華經を 中心とす 

る こと は 上の 天 1^ 十三 年の 詔に て 明かな り。 かくて 奈良朝 は最勝 王經と 法華經 

とが 信仰の 中心と なれり と 見ら る。 法 華 經の事 は聖德 太子 以來 信仰 せられて 來 

^しこと は旣 にい へ るが、 この 時代に はかの 天ギ六 年 十 一 月の 太 政 {n: 奏に旣 に 法 

華 終 一 部 或， は 勝王經 一 部 を 暗誦す る ものよ して 得度せ しめむ とい へ るが、 そ 

れらの 前に は、 神龜 三年 八月 丙午 朔に 

S 太 上天 皇 1 造& 釋 迦像幷 法華經 1 訖。 

と あり。 又 それより 後に は 天平， 十二 年 六月 甲 戌に 

令 n 天 下 諳 國 1 毎 ，國 寫& 華經十 部 1 幷 建， 1 七 重 塔 1 焉。 

と あ..^。 又 天 1^  二十 年 六月 丙 戌に は 

奉_1爲太上天皇1.5^|&華經 一千 部 一 

と あり。 なほ その 一部た る觀音 經も 特に 信仰せられ たりと 見 え、 神 龜五年 八月に 

勅 あ， 0 て 皇太子の 病に よりて 
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觀世音 菩薩 像 一 百 七十 七 軀幷經 .一 百 七十 七卷 

を 敬 造せ しめられ たる こと あり、 又 天平 十二 年 九月 藤 原 廣嗣の 反に よりて、 

國別造 _ー觀 世 音 菩薩 像 壹軀高 七 尺 1 幷寫， 1 観世音 經 一 十卷ー 

と 見 ゆ。 又 これより 先 元 正 天皇の 養老 六 年 十一月に は 詔 ありて 故 太 上 天皇の 奉 

爲に 

花嚴經 八十 卷  大集經 六十 卷 涅盤經 四十 卷 

大 菩薩 藏經 二十 卷 觀 世音經 二百 卷 

を寫さ しめられ たる こと あり。 されば 當 時書寫 せられし 觀音經 の數は 夥しき も 

のな， 0 しなら むと 思 はる。 

. 仁王經 にっきて は 天， 平 元年 六月に 

庚申 朔講 t 王 經於朝 堂 及畿內 七道 諸國ー 

と あ り、 天 a" 十 八 年 三月 丁 卯 勅 あり て、 そ のうちに 

仍講 t 王 般若 經ー . 

と 見 え、 天 平 十九 年 五月 庚 寅に 

於 一 南 苑ー講 fe 仁 王 經 1 令， 一天 下諳國 亦. 同 講 1 焉。 

と 見 え、 天 年 勝 寶ニ年 五月 乙 未に 


於-中 宮 安 殿！ 請 1 佾 一 百 1 講 t 王經 1 幷令 _ 一 左右 京 四畿內 七道 譜國講 說 1。 

同 五 年 三 月 に 

庚 午 於 一一 東 大 寺ー設 一一 百 高 座ー講 t 王經ー 是曰飄 風 起說經 不， 竟。 於 ，是 以 一 一四 月 九 日 1 講 

說、 飄 風 亦發。  . 

と 見 え、 天 平 勝 寶八歳 十二月 甲 {臾 に は  • 

申 = 請 僧 一 百 於 東大寺 ー轉： 歳 仁王 經ー 焉。 

と あ， o。  乂天 1^ 寶字 元年 七月 庚 午に は 

於-宮中 1 設&講 t 王經 1 焉。 

と 兄え た.^。 この 仁王 般若 經を講 せらる /- こと は 後に 至. 9 て も 甚だ 盛んにな hs 

しものに して、 平安朝に 入りて は 上述の 最勝 王經、 法 華經、 仁王 經を 以て 三部の 護國 

經と いひし ものな bo 

金剛 般若 經も亦 前代よ b 行 はれし が、 この 時代に て は 神 龜四年 二月に 

辛 酉 請， 情 六 百 尼 三百 於 中 宮ー令 ，轉，1讀 金剛 般若 經 ー爲， 灾 異 一也。 

と あり。 乂 天平 七 年 八月に 勅 ありて 太宰府に 疫死 する 者 多き によりて 神 を 祭ら 

しめな どせられ しうちに 

义府だ 寺 及 別 國諸寺 金 剛 般若？ 
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と あ. 9。  乂天 Kt- 寶字ニ 年 七月 戊戌 勅 あり 

爲， 令 i 一朝 廷 安 寧 天下 太平 1 國別 奉&, 一 金 剛 般若 經 三十 卷 1 安， g 國分 僧寺 二十 卷 尼寺 

, 十 卷 1 恒 副-金 光明 最勝 王 經 1 並 令 _ ー轉 讀？ 

と あり 0 

金剛 般若 經は 元來大 般若 經六 百卷の 中の 第二 處第九 會五百 四十 七 卷を獨 立せ 

しめし ものな り。 かくし て、 後 に は その 全體 たる 大 般若 經を讀 誦す る こと 盛んに 

なれり。 大寶 三年 三月の 條に 

. 壬 戌朔辛 未 詔， 一四 大 寺 1 讀矢 般 若 經 一度- 一  百 人 一 

又 天 ギ七年 五月の 條に 

己 卯 於， ま 中 及 大安 藥師元 興 興 福 四 寺 1 轉酗 大 般若 經 ー爲， 消， 一 除 災 害 1 安 &h 阈 家， 也。 

天 ギ九年 二月 丁 丑に 

_ 詔 曰、 毎レ國 令， ま 1 釋 迦佛像 一 驅挾侍 菩薩 ニ軀 1 兼 寫 I 一大 般若 經 一 部 一 

同 四月 壬 子 律師 道 慈 上書して 曰 はく 

道 慈 奉， 一天 詔 1 住 11 此 大 安 寺 1 修 造 以 來 於& 伽 藍 一 恐， 有 n 災 事 1 私 請， ー淨 行 儈 等 1 毎 年 令 讀 

大 般若 經 一 部 六 百卷ー 因， 此雖， 有誉聲 一 無， 所， i 灾害ー 請自， 今 以後 ま r 収譜國 進 調 庸 

各 三 段 物 1^ 充， 一布 ：^偷 き 百 五十 人 一 令 ，轉，1 此 經？ 伏 願 護 寺鋭國 ？安 聖 朝 1 以， 1 此 功 德 1 


永爲 fe 例 一 勅許 之。 

同 五月 甲戌朔 日食 あ り， よ り て 

si.; 僧 六 百 人于宮 中 1 令 fell 大 般 若 經 ー焉。  . 

と 見 ゆ。 又 同年 八月 丙 辰に 僧 七 百 人 を 請して 大 般若 經と最 滕王經 と を轉讀 せし 

めし こと は 上に も あげたり。 次に 天平 十六 年 三月 丁 丑に 

P 金 光明寺 大 般若 經 1 致-紫 香 樂 宫？ 比， 至-朱 雀 門 1 雜樂迎 奏官人 迎禮、 引導 入 n 宮 中 1 

奉 ま 一安 殿 1 請 n 傲 二百 1 轉讀 一 日。 

と あ り、 同 月 资 に 

難 彼宮東 W 樓殿 請-僧 三 百 人 1 令 大 般 若 經ー 

と あり。 乂天ゃ I 七 年 五月に 屢地 S あ， 0 しが、 丁 卯 日に も 地震 ありて その 日に 

醇大 般若 經於卒 城宮ー 

九月 甲 戌に 

令， 播磨守 正 五位 上 阿倍 朝臣 虫麻呂 奉-幣帛 於 八幡 神社 1 令 P 京師 及 諸國寫 1ー大 般若 

經； 又 造 n 藥 師像 七驅高 六尺 三 寸 1 幷 寫 11經 七 卷ー 

丁 丑に 

ギ城中 {呂 六 人 1 令 &ュ大 般若 經ー 
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神 護 景雲 元年 十月に 

庚 子 御- 大 極 殿, 屈，， 惜 六 百, 轉 h 大 般若 經ー 。 

神 護 景雲 四 年 七月 乙 亥 勅 あ り、 そ のうち. に 

謹 於, 京 內諸 大小 寺ー始 -ー自 今月 十七 曰 一七 曰 之 間 屈-一 請 緇 徒 1 轉 1ー讀 大 般若 經 1 云 々。 

寶龜六 年 十月に 

己 卯 P 一 僧 一 一 百 ロ酗 ！ー大 般若 經於內 裏 一  . 

同 八 年 三月に 

癸 酉 屈 一一 僧 六 百 ロ沙彌 一 百 口 1 轉 h 大 般若 經於 宮中 ^ 

と 見 ゆ。 この 大 般若 經轉讀 のこと は後來 ますく 盛んになり、 所謂 季御 讀經 とな 

れ るな， 00 その 季御讀 經は南 殿に ては大 般若 經を讀 み、 御前に て は 仁王 經を讀 み， 

奉る 例な りし 由な り。 

さて 寶龜五 年 四月 己 卯 (己 巳 朔) に 勅 ありて 

* 天下 諳國疾 疫者衆 雖， 加 「醫 療 1 猶 未-一平 復ー 

と 仰せら れ、 そ れが爲 に 

其摩訶 般若 波 羅密者 譜佛. 之 母 也。 天 子 念乏 則 兵革灾 害 不义& 中 一 庶 人 念乏、 

則疾 癘鬼 不， 入 一象 內ー 思 K 欲 憑- 此 慈 悲- 救， 彼 短 折- 宜^> 一天 下 諳 國ネレ 論-一男 女 老 少ハ 


起 坐 行 歩 咸令ぁ • 摩訶般 

餘常必 念誦。 

と 命せられ たり。 これ は 蓋し 

は大 般若の 精 要 卽ち諸 法 皆 空 

と す。 

こ の 外に 梵網 經を講 せしめ 

東大寺に、 右大臣 藤 原 S 成 等 を 

麻 R 等 を藥師 寺に、 太 宰帥石 川 

て梵網 經を講 せし む。 講師 六 

に說 かし めんと すと いふ 願 を 

翌 天平 子 元年 正月 甲 寅に 

始 fel, ー來 四月 十五 日 1 至-五 月 

と 見 え、 天 齊字五 年 六月 辛 酉 

於， 一山 階 寺 一 毎年 皇太后 忌 日 

と 見 ゆ。 

藥師終 は" 1 代に も a えた る 
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若 波 羅密ー 其 文武 百官 向.. 朝 0W 道 次 之 i 及 公務 之 


_摩 訶 般若 波羅蜜 多 心經の 事な 

の 理を說 くものと して、 今にも 

たる あ，^。 天 te- 勝 寶八歳 十二 

大安 寺に、 大納 言 藤 原 仲 麻呂等 

年 足 等 を 元 興 寺に、 讃岐守 安宿 

十二 人。 かくて 梵網經 六十 二 

立てら る。 

勅 ありて 

二 日 一 毎， 國令 JS,i 梵網經 一 云 々 

一 一 

講-梵 網 經ー 

が、 この 時代に は 天平 勝 寶ニ年 


むか。 

ゐらる 

己 酉に 

外島坊 

等 を 山 

を寫ふ 


皇 


て 


らば、 こ れ 

ものな り 

太子 等 を 

，中納 言 紀 

寺に 遣し 

六十 ニ國 


四月 辛 酉 

四 一 九 


勒 ありて、 そ 
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のうちに 

比 來之間 緣， 有， 所， 思 歸 11 藥 師 經 1 行 道 懺悔。 - 


と 見 ゆ。 

上に あげたる 養老 六 

花嚴經 大集經 

の 名 見えた る が、 花嚴經 


れば 


と 見 

と 見 

と い 

七月 


，天 甲烕寶 元年 閏五 

因發， 一 御 願 1 曰 以_ 一花 嚴 

竟？ 

ゆ。 大集經 は、 天平 

於-大安 藥師元 興 興 

ゆ 0 

稱讃淨 土 經を寫 さ 

ひて、 唐の 玄究 の譯 


年 十 一月の 詔 には觀 世音經 の 

涅盤經 大 菩薩 蔵 經 

は 花. 嚴宗の 所 依と して 當 時に 

月 癸丑 詔 あり て、 そ のうちに 

經 1 爲， 本 一 切大乘 小乘經 律論抄 

十七 年 五月 乙 丑 に 地震 ありて 

福 四 寺 1 限-三 七 曰 一 令 レ讀ー 一大 集經ー 

しめられ しこと あ bo これ は 

する 所に して 秦譯の 阿 彌陀經 


外に 

重ん せられし ものな り。 さ 

疏章 等必爲 轉讀講 造悉令 _1盡 

，その 待に 


委しく は稱讃 淨土佛 攝受經 

の新譯 な， -。 天 卒寶字 四 年 


天下 諸國 毎 ，國 奉， 造， 一 阿 彌陀淨 土 畫 像 1 仍 計 動 內見僧 尼 1 声： 稱 讃 淨土經 1 各 於& 分 金 


光明寺 拜 供養。 

と见 ゆ。 この 經の ^ぃ寫は 天K^ 十年 に も 天平 十四 年に も 十五 年に も 行 はれた る こ 

と 古文書に 見 ゆるが、 阿 彌陀經 は それよりも 前 、神 龜四 年に 書寫 せられて あれば、 こ 

れ ももと より 行 はれし なり。 次に 天平 十一 年 七月 甲 辰 詔 あ て 

方今 孟秋苗 子盛秀 欲 n 風 雨 調和 年穀 成熟 一 宜， 天下 諸 寺 轉 h 五穀 成熟 經 1 幷悔過 

七日 七 夜， 焉。 

と见 ゆ。 この 五穀 成熟 經と いふ 名の 經 は、 當 時の 寫經の 目 にも 見えす、 又 一般の 經 

S 錄 にも 兑 えす。 或は 五穀 成熟の 爲の經 とい ふ義 にあらざる か。 疑を存 して 後 

S に俟 つ。 

* 牛 安 朝に 入りても 佛 敎は衰 へざる のみ か、 ますく 盛んにな ると 共 に、 更 に 別の 

方面に 發展 せ，..^。 その 佛 者の 巨擘た る もの を 最澄卽 ち傳敎 大師と 空 海卽ち 弘法 

大師と する が、 この 二 家の 唐に 往 きて 將來 したる 經論少 からす。 卽ち 傳敎は 二百 

三十 部. 四百 六十 卷を 將來 し、 弘法 は 二百 十六 部 四百 六十 一 卷 を將來 せる が、 かの 所 

謂 入 八 家 (傳 敎、 弘 法、 慈 S 證、 常 曉、 圓 行、 惹 運， 宗 叙) の將來 する 所 を 合する 時 は 頗る 

多数に 上るべきな り。 かくて 後、 义 一條 天皇の 朝に 入宋 せし 育 然は措 本 一切 經を 

しか へ. -、 後 三條 天皇の 頃に 入 朱せ し 成 尋亦新 譯經三 巧 餘卷を 本邦に 送り、 泉 痛 
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寺の 開基 俊 は 建久十 年宋に 赴き 經論千 二百 餘卷 その他す ベ て 二 千 一 百 三卷を 

賫し 来れる あり。 徒然 草に よれば 道 眼と いふ 僧 も 亦入宋 して 一 切經を もたらし 

て歸れ りと いふ。 その後 足 利 義満は 朝鮮より 高麗 版の 大藏 經を徵 した b。 かく 

の 如くに して 本邦に 入れる 經 論の 數は 頗る 多 か hs しなり。 

更に 又 それら 經論を 書寫 刻 版せ しこと も 著しき ことなる が. そ れらは 神社 佛寺 

に 供養し、 又は 亡者の 追善の 爲に行 はれた る もの 少 から ざ るが、 その 大規模の もの 

は 堀 河 天皇の 永 長 元年 三月 十八 日に 僧 慈 患と いふ ものが 京都の 貴賤に 勸 進して 

一 切經 一 日內 に書寫 供養 を 行 ひし こ と、 尋 いで その 一 切 經を金 峰 山に 納めた る こ 

となり。 又 白 河 天皇 御 在位の 時 御 願に よりて 紺 紙 金泥 一切 經を 書寫 せしめられ 

しが、 それが 成りし によ.. >  て 堀 河 天皇の 康和五 年 七月 十三 日に 法 勝 寺に 於いて 供 

養せ しめられ しこと あり。 又 藤 原 淸衡が 陸 奥國に 創立せ し 中尊 寺に 金銀 泥の 一 

切經 一部 を 納めた る こ と 天 治 三年 三月の 願文に 見え、 その 經の 大部分 今 現に 存す。 

又 白 河 法皇の 御 願に よりて、 一 切 經五千 三百 十二 卷を 書寫 して 石 清水 八幡宮に 奉 

納 して、 大治 三年 十二月に 供養せられ しこと あ， 9。 次に はかって 宋に 渡りて 文治 

の 頃に 歸朝 せし 僧安覺 が手づ から 一 切經 を書寫 したる こと あり。 すべ て 五 千 四 

十八 卷 文治 三年に 筆 を 起し、 四十 二 年 を 費し、 安直 二 年に 功を卒 ふ。 下 て は 直 永 


の 頃 » 天 海が 元 版 大蔵 經六千 三 Kn  ニ十三卷を複刻し、十ニ年を费してなれるぁり。 

又 黄藥宗 の惜鐡 眼が 明 版 大蔵 經六千 七 百 七十 一 卷を 覆刻し 延寶六 年に 之 を 完成 

せし こと あり。 

以上 は  一 經に關 しての 事なる が 二部 又は 數 部の 書寫は 今一 々あぐる に洪へ 

す。 别本 として 古き は奈良 朝の 百 萬 塔に 納めた る 四 種の 陀羅 尼 (根 本、 慈 心、 相 輪、 六 

度 一 あ り。 降りて は 後 朱 « 天皇の 長久 四 年に 

墨 字 妙法 遨華經 六十 部 

無量 義經 觀齊 S 經等 各 六十 卷 

を is  S したる 由、 本朝 « 文 粹の藤 原 K 成の 願文 (明衡 作) に 見え、 白 河 天皇の 應德ニ 年 

に 同じく 

墨 字 妙法 蓮華 經 六十 部 

無量 «終 観 普賢 經 各 六十 卷 

を 招お したる 由、 同じ 書の 藤 原 季定の 願文に 見 ゆ。 これ は 或は 長久の 版木 を 再 刷 

せし にあらざる か。 以上の 時の 摺本 は今存 する か 否か を 知らす。 

その 15 本と その 版木との 共に 現存す る は 堀 河 天皇の 寃治ニ 年 三月に 舆福 寺の 

^覯 £ "の^せし 成唯識 論十卷 なり。 この 前後より 版本の 經論 漸く 多くな りたる 

第 六 章 源流の K 察  四 二三 
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な hv 。今一々 あげや。 

かくの 如く 多数の 經 論の 古來行 はれたり とい へ ど も、 そ れらの 中堅と なりし も 

のは必 やし も 多から ざり しもの なり。 奈良朝 時代に 於いて は 朝廷に 於いて 專ら 

獎勵 せられし は、 金 光明 經. 又は 金 光明 最勝 王經と 妙法 蓮華 經とを 主と する ものに 

して そ， の 他 仁王 經、 大 般若 經等も あ， 9 しか ど、 一 般には 上の 二 經を最 として 行 はれ 

たる ものと 思 はれた るな り。 平安朝 時代に 入りて は佛法 は八宗 あ， 0 きとい へ ど 

も、 天 台 眞 言 のニ宗 のみ ひとり 盛に し て、 他 の 六宗は 或は 學問 として 見られ て、 或 は 

他の 宗に 依存して、 直接に は 民衆と 交渉す る こと 少 から ざり しが 如し。 さて その 

天台 眞言 のニ宗 のうち にても 天台宗の 本據 たる 比 &山延 曆寺は 後に 新に 興る 念 

佛 諸 宗、 又 曰 蓮宗等 多くの 宗派の 源と なりたる にても 明かなる が 如 く、 佛 敎 の敎學 

の 根本 道 湯に て ありし が爲 に、 そ の 依る 所の 經論は 世間に 大勢 力 あり。 ことに 法 

華經の 勢力 一層 强 くして 諳 多の 經を壓 倒す る 觀を呈 したり。 かくて この 時に 盛 

ん に書寫 供養 讀誦 せられし は、 

金字 法華經 一 部 天 慶十年 三月 朱 雀 天皇 御八講 

法華經 六部 天 慶十年 三月 朱 雀 天皇 賊を 平ぐ る 後の 法會に 

法華經 一部 M 元元 年 兼 明 親王 自筆 供養 


佥字大 般若 經 (紺 紙 金 泥應 和 三年 空 也 上人 

法華經 一部 仁王 經 一部 天 元 五 年 七月 育 然入宋 の 時の 爲の修 善 

大 般若 經 六百卷 宽弘六 年 十月 大江 g 衡尾張 國熱田 神社 供養の 爲  一 

法 華經百 部、 千 軸 般若 心 經百卷 宽弘ニ 年 十月 藤 原 道 長が 淨妙寺 供養の 爲. 一 

の 如く、 法 華經を 主として 大 般若 經 之が 副た る觀 あり。 ことに 當時 盛んに 行 はれ 一 

た る 法 華八講 は、 こ の 法華經 をして 當 時の 一般人の 常識に 融 化せし むる に 著しく 一 

力 ありし ものと 思 はる。 さて、 その 一方の 勢力たり し眞 言 宗 はもと よ b 盛んな り 一 

しか ども、 この 宗は祕 密の敎 とした る そ の 本質 上、 門外漢 に は 普く 知る こと 難 かり； 

しのみ ならす、 この 宗の 主眼と する 所 は 事相に あ り、 と 一般の 人々 に 思 はれて あり 一 

しなら むが 故 に、 そ の 所 依た る經 論の 方面の 影 響 はさまで 大 ならす と 思 はる。 か； 

くて、 le '安 朝 時代の 中頃より 淨土 往生の 思想 漸く 盛んになり、 かの 源 信の 往生 耍危 

出で てます く これが 鼓吹に つとめたり しか ば、 愈 その 勢 を 增し、 平 安 朝 時代の 末 i 

に は その 思想 は 上下に 普及した る さま ありし が、 終 に 法 然の淨 土 宗、 親 S おの 淨土 眞ー 

宗を 起さし むる に 至れり。 而し てこの 二 宗の所 依た る もの は 所謂 淨 土の 三部 3 一 

ち 阿 彌陀經 、無 ffl  0 經、 觀 無量 壽經 たりと す。  一 

佛敎の 終 論に 用ゐる 語の 當 時の 通用 語に 入 り、 延 いて 今の 俗語に 化， せる もの 少ー 
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からざる なり。 これらの 源に な- しもの は 一々 いづれ の經 論よ，， ^と斷 言 し う ベ 

きものに あらざる べしと い へど も 大體當 時人 口に 膾炙せ しものより 来れ， 5 とす 

べき ものな， 90 而 して これらの 經論を あぐれ ば、 經 として は 

金 光明 經 又 金 光明 最勝 王經 法華經 

阿 彌陀經 無量 壽經 觀 無壽經 

を 主として、 

大 般若 經 

に 及ぶべく、 論と して は 法 華 經に對 しての 

(天台の 三 大部) 玄義 文句 止觀 

及び、 大 般若 經に對 しての  ， 

大智度 論 

の 如き は 影響す る 所 少しと せざる ものな り。 なほ かの 倭 名 類聚 鈔に 出典と せる 

沸 書 を 見る に、 

涅盤經  溫室經  法華經  宿曜經 

小品 經  千手經  因果 經.. 大日 經疏 

金玉 義林  玄 三藏表  金 光明 經  最 勝王經 


大 般若 經 

百鬼經 

の 名 及び 內典 とのみ 記 

明.、 唯 fl 等のう ちょり も 

今次に 法 華經の 中に 

序 品. 


仁王 經  華 嚴經偈  念珠 經 

造 天地 經 

せる もの 多數を 見る。 かくて 又 その 敎學の 上に 川 ゐる因 

多少の 影響 を わが 國 語に 與 へたる もの あるべ きを 思 ふ。 

見 ゆる 普通の 漢語 を 少しく あげむ。 - 


ffi 惱 

希有 

世界 

方便 品 

引 S 

增長 

^喩品 

火 


眷屬 

智 S 

現在 

分 別 

鈍根 

功德 

名 

露地 


自在 

微妙 

過去 

道場 

利根 

乃至 

稱讃 

^礙 


彼岸 

精進 

光明 

果報 

濟度 

常住 

天人 

下劣 


人非人 

未曾有 

神 通 


神變 

ク プ 

^-s 螺 1 

1 心 


衆生 

貪 著 

演說 


一 切 

間 

廢忘 


因緣 

世間 

方便 


不可思議 

初 中 後 

合掌 


稻麻竹 葦 

迷 或 邪見 

貧窮 相績 


出家 

差^ 


志願 

所望 


究竟 

我慢 

大悲 

堅固 

リ ャク 

利益 


一い リズ ， 【.y 


態 S 淸淨 五 濁惡世 

供養 安穏 正直 誓願 

思惟 濁惡世 差別 遇 

隨喜 疑 或 善哉 墮落 

愛別離苦 馳走 蜈樂 
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0^  5  不淨 

鬪諍 凡夫 

信 解 品 

遊 行 悉 皆 

餘人 (はけ ノ) 

藥草喩 品 ... 


出現 

授記品 

来世 

化城喩 

勸請 

五 百 弟 

尊顏 

勇猛 


子 


大昔 

無上 

値遇 

授記 

奇特 

壽命 


救濟 

下賤 

愚 劣 

聲 滅 

奇妙 

救護 


飢渴 卽時 


品 


授學無 學人記 品 

知識 正覺 


功 

護 


珠 

持 


子 息 

頂戴 

相 一 

哀愍 

納受 

解釋 

貿易 

成佛 


圍繞 

宿世 

味 雨 

安樂 

苦 惜 

^一一 一 a 論 

長夜 


貪欲 解脫 懈总 打擲 依怙 愚 嫁 

寶物 悶絕擗 地 自然 財産 長者 

性分 S '等 慈悲 決定 修行 

端正 末香  - 

減少 罪業 讃歎 

佛事 當來 虚空 飛行 自在 變 


法師 品 

法師 隨喜 在家 說法 

寂 無人 聲 

見 寶塔品 

禮拜 白毫 大願 大地 

提婆達 多 品 

返轉 満足 布施 供給 

五 障 變成 男子 無 « 

勸持品 

0  >n 善 言 將來之 世 

安樂 行 品 

柔 和 ^^け 順 世俗 文筆 

後世 降伏 討伐 

從地浦 出品 

大染 i?« 單己 疲 1 ガ 

如 來 S  M 品 

お 六 源流の a お 


經典 守護 穿 空闌 忍お 惡ロ 


善知識 妙法 蓮華 千 葉 論說 難行苦行 

人間 外道 

律儀 希求 餘事 破戒 乞食 有爲 無爲 

調伏 道心 問答 發心 新 KKS 


闥謙わ 中に 於け る漢. 謌&  0^  阃 11ー  0 

心 力 餘虔 戀 慕 渴仰 苦 海 惡業 

分別 功德品 

細 末 經卷 僧坊 天衣 佛子 

隨喜 功德品  、 

分明 圓満 敎誨 

法師 功德品 

果報 殊勝 肉眼 閡香 珍寶 神變 差別 坐禪 舌根 淨 瑠璃 俗間 

違 背 愛敬 

常不輕 菩薩 品 

六 根淸淨 前世 萬 劫 

如来 神 力 品 

廳累品 

流布 施主 

藥王 菩薩 本 事 品 

地獄 餓鬼 畜生 懊惱 良藥 

妙 音 菩 薩 品 


m 忍 本 t 

舰 K 音 菩薩 普 門 品 

解脫 惡鬼 重寶 飮食 念念 

陀羅尼 品 

擁護 夢中 

妙 莊嚴王 本 * 品 

無^ 無邊 瓔珞 神 通變化 紺青 

普 K 菩薩 勸發 品 

&師 短氣 

次に 阿 彌陀經 に 見 ゆる 現今 普通の 漢語 を あげむ。 

大衆 世界 極樂 衆生 蓮華 微妙 黄金 功德 供養 奇妙 變化 

自然 無量 障礙 毒 命 因緣 一 心不亂 顚倒 往生 讚 欺 誠 in 

稱 一切 返 傅 不可思議 希有 五 濁惡世 世間 歡喜 

今、 か くの 如き 例 を义； 1 經 にっきて 一々 あぐる 時 は 殆ど 際限 あるべ から や。 而 して 

との.^ き mi をば 一 々この 經 よ.^ 出で たりと 確定 的に いふべき にあら ね ど、 旣 に そ 

れ に；： b する 以 ヒ、 そ れら より 出で た とい ふこと は 不都合な りと はいふべ からす 
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今、 S に、 われらが 曰 常用 ゐる 語の 方面より して あげ て、 そ の佛 敎の經 論に 基づく 

もの ある を 少しく 示さむ とす。  た . 

愛 著  寶 積經)  . 

愛欲 (無量 壽經) 

一 期 (唯識 論) 

1 大事 (法 華經) 

一心 不亂 (阿彌 陀經) 

印 可 (維摩 經、 論語 皇侃 義疏) 

因緣 (史記 田 叔傳、 大乘入 楞伽經 、楞嚴 S)  . 

. 因果 (法 華經、 觀 無量 壽經) 

因 業 (大 日經) 

有 想 無想 (有 像 無 像) (法 華經) 

有頂天 (法 華經) 

. 胡亂 . (正 法眼 蔵 「空 華」) 

依怙 ■ (法 華經) 

镇 說 (周 書 熊 安 生 傳、 維 摩 經、 法 華 經、 華 嚴 S 


(維 摩 終、 往 生 要 集)  . 

(大 般若 經、 S 地 論、 唯識 論) 

(法 華 終、 華 嚴經、 涅 盤經) 

(法 華經、 唯識 論) 

(南 本 涅盤經 、俱舍 論). 

(梵 網經、 雜阿 含經) 

(禪 林 類 聚 「勘 辨 部」、 放 翁 題 跋) 

(勝 鬉經、 讃阿 彌偈、 義林 章) 

(最勝 王經、 天台 四敎 儀、 臨 濟錄) 

(中 阿 含 終) 譏嫌 (涅槃 經、 首榜嚴 

(優 婆塞戒 經) 

(無量 i  ，經、 觀佛 三味 經、 從 容錄) 

(佛 地？ < 乘義 章) 

(三蔵 法 gTH- 法眼 蔵 f.^ 水經 j} 

(法 華 S  、無量 tIS 經、 金剛 經) 

(法 華經、 瑜伽 論) 
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國 翳の 中に 於け る 漢語の 研究 

果報 (法 華 經、 阿 毘 曇 論、 學 道 用心 集) 

勸 請 (最 勝 王 經、 法 華 經、 菩 薩本 行經) 

過去 (法. 華經、 過去 現 因果 經) 

観念 (觀念 法 門) 

希有 • (法 華經、 阿彌 陀經) 

- 化生 (俱舍 論) . 

懈 怠 (華 嚴 經、 菩 薩本行 經、 唯 識 論) 

(梵 網 經、 法 事 讃、 法 華 經、 資 持 記) 

(過去 現在 因果 經、 俱 舍 論) 

(止 觀輔 行) 

(楞 嚴經) 

後生 (法 華經、 無量 壽經) 

乞食 (法 華經、 大乘義 章) 

根  (倶舍 論、 大乘義 章) 

根 機 (最勝 主經、 寄 歸傳) 

言語 道斷 (維摩 經、 宗 鏡錄) 


四 
四 


罪業 (法 華經)  一 

相好 (大 I？ 度 論、 法界 次第)  、一 

懺悔 (華嚴 K  、修 證義)  一 

色欲 (三藏 法數)  一 

四苦八苦 (涅 « 經、 大乘義 章)  一 

自 *  (正 法眼 藏 「辨道 話」)  . 一 

自家撞着 (禪林 類聚)  一 

自業自得 (正 法 念經) .  ，  一 

獅子吼 (華 嚴經)  _ 

悉皆 (法 華經、 正 法 念經) 

失念  (f 紅 敎經)  ^ 

慈 (楞厳 終、 觀 無量 裔經)  一 

執心 (廣 W 論释、 中 論疏)  一 

執着 (大 般若 經、 菩提心 論)  一 

什物 (涅槃 經)  一 

«^ へ 法 華經、 無量 壽經)  一 
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國 語の 中に 於け る 漢語の 研究  •  四 三 六 一 

精進 (智度 論)  ： 一 

正 念 (起 信 論)  一 

相伴 (轉 燈錄！ 6 苑 淸規)  一 

邪魔 (藥 師經、 法事 讃)  一 

殊勝 (無量 壽經)  一 

初心 (十誦 律、 僧 護經)  ^ 

所詮 (法 苑義林 章)  一 

垂迹 (維摩 經序、 法 華 文句)  ； 

隨喜 (法 華經、 勝 鬉經)  . ， ， 一 

善根 (維摩 經、 金剛 經)  ， 一 

漸漸 (法 華 經) (詩 經 一一 ィ フ 「漸 漸」 ハ今ノ 俗 語 一一 ァ ハ ズ) 一 

世界 (楞 嚴經)  一 

世間 (註 維摩 經、 唯識述 記)  ， 

接待 (五家 正宗 賛、 佛祖統 記)  , 

殺生 (大智 度 論)  」 

息災 . (大日 經疏) .  _  . 


退屈 (楞 ®  覺 經、 地 持 論) 

大 衆. (法 華 經、 放 光 般 若 經、 大 智 度 論、 荀 子) 

對治 (大 莊嚴 論) 

道具 (華 嚴經、 勅 修淸规 、冷齋 夜話) 

道場 (維摩 經、 法 華經) 

長者 (法 華經、 法 華 玄賛)  •， 

動轉 (佛 S 敎經、 法苑珠 林) 

小 M 著 (佛 S 敎經、 金剛 經、 止觀輔 行) 

食欲 (法 華經) 

乃至  (SI; 策に も あれ ど、 漢書に は 極めて 稀な -.^o 佛 書に 頗る 多し。 

若 心 經、 法 華 經、 無 量 壽 經、 勝 鬉 經 等) 

內？？ - (入 伽 終、 大日 經疏) 

納受 . (法 華經) 

衲 ， ゆ (律 宗 綱 要) 

肉眼 (涅 盤經、 法 華經、 無量 壽經) ノ 

人 (法 華 ST 列 子) 
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如法 (無量 壽經) 

念力 (普賢 經、 佛遺 敎經) 

放 下 (五燈 會 元、 正 法 眼 蔵 「辨 道 jJSj> 

方便 (維摩 經、 法 華經) 

彼岸 ， (維摩 經、 大智度 論) 

非人 (法 華經、 法 華 義疏) 

平等 (涅槃 經、 仁王 經、 法 華經) 

不可思議 (法 華經、 維摩 經、 法苑珠 林) 

不思議 (維摩 經序) ， 

普 請 (僧 史 略、 勅 修 淸 規、 释 氏 要 覽) 

不請 (無量 壽經、 勝 鬉經) 

發起 (華 嚴經) 

發心 (華嚴 經、 觀 經 疏) 

法樂 (維摩 經) 

煩惱 (法 華 經、 註 維 摩 經、 大 智 度 論) 

凡夫 (法 華經、 大烕德 陀羅尼 經) 


八 


M 間 (吳越 春秋に も、 あ れど、 佛經 による ベ し。 

冥加 (法 華 玄義、 觀 經玄義 分、 法苑珠 林) 

未来 (法 華經) 

無！ *  (華 嚴經、 释氏耍 S 

無 言 (四十 二 章 經、 大 集經、 金剛 般若 經懺 文) 

無慚 (倶舍 論、 觀經疏 記) 

無常 (涅 盤經、 六祖 壇經) 

冥途  (^^ 蘭 盆 經 疏 新 記、太 1^ 廣 記) 

油斷 (涅槃 經の 故事に よる) 

律儀 (雜阿 含經)  ， 

往生 (觀 無量 經) 

會得 (正 法眼 藏 「一 顆明珠 j> 

なほ 又 因 明よ 出で た る もの を 普通に 用ゐ る こ と 

所修 なれ ど、 この 法相 宗の所 修の唯 識の學 、因 明の 學は 

して 邦人の 思索の 道 を 深く たどらし むる に 力 ありし 

邦人の これに 基づく 語 を ffl わる 所存す。 たと へば、 「隨 


法 華經、 ii 無量 毒經) 
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往 々あり。 因 明 は 

一 種の 哲學 又は 論 

もの と 見えて、 今に 

一 」( 多く の もの を 一 

gl 三 九 


法相 宗の 

理の 術と 

至る まで 

括す る 場 
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合 その 一 に 位する 

又 順 正 理論 等に 普 

破と による こと 明 

とい ひし をい つし 

綺麗な b などい ふ 

とい ふ 語 あり。 こ 

論理 上 許す 所の 法 

ば 法に して 言 詮 あ 

は  一一 一一 n 語の あら はす 

いふ 所の 無理の 意 

佛敎の 書に 用ゐ 

西域 語 を飜譯 する 

を 飜譯す るに あた 

として 製造した る 

こと は 困難な りと 

上に いへ る 因 明、 唯 


義) と いふ 語の 如き は 因 明の みなら す、 法 相 

通に 用ゐる 語た るな り。 又 立 證、 立 論、 論 破 

か にして、 その 立と 破との 態度の あざやか 

か 略し て 「立 破」 と いふ 語 を 以て これに あて 

ベ きを 略し 、た > く 「結構」 な b とい ふが 如 

れ は佛敎 にても 性 相の 有 體無體 とい ふこ 

を有體 とい ひ、 論 理上 許さ かる 所の 法 を 無 

る 因 を 有體の 因と い ひ、 言 詮なき 因 を無體 

義理 をい ふ。 卽ち 義理 道. 理の 無き 言 は 無 

に 通 やる 所の 無體 とい ふ 語 は 蓋し これに 

たる 漢語 は その 源 を考ふ るに 二流 あるべ 

にあたり て、 支那 當 時の 通用 語 を 以てする 

りて 該 當 すべ き 通用 語 を 得ざる 時に 新に 

もの あらむ とい ふこと なり。 この 二者 を 

い へ ども 理論 上 當然區 別して 考 へらる ベ 

識の 術語の 如き は 恐らく は 第二の 部類に 


宗 
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の 

浅 語 

今 よ 

き , J 

屬 す 


所 依た 一 

き は H 

を 「立 破 


J と 
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れ 

， 
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一一 一一 a 

思 
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る瑜 ft 論 

明の 立と 

分明な り」 

恰も 結構 

に 又 「無 0 

明に て は 

な ま 、<  ま 

_  一一 一一 n 詮 と 

と す。 今 

ならむ。 

一は 梵語 

り。 二 は それ 

ば その 飜 譯 語 

一 々 IeI 別す る 

なり。 而 して 

もの 多き にあ 


ふ 


の 


暖 脚： 脚： 玄 

m 踏 5 布-う 


ら む 

は そ 

れ る 

ベ き 

不可 

穩か 

、以 

き を 

用 ゐ 


れ 

如 


ど、 そ の mi の 大多数 はもと より 

の 通 W  ： お を 以て あてた る もの 

う ち 、せ » 、文 選、 世 說 などに 見 ゆ 

らの 一,5 は K 密に論 すれ ば、 い づ 

もの なれ ど、 そ の 著しく 行 はれ 

す ベ し。 

く 佛敎に 基づく 漠 gi が 日常の 

今一 々あげ 難し。 學者 S しく 

が 全く 我々 の 日用 生活の 上の 

(傳 《 錄) 

(日用 軌範) 

(備川 淸規) 

(勅 修消规 「月 分須 知」) 

蒲刚 (俾^ 錄、 永 平淸规 「辨道 法 j} 

5^ 枝 (梵 網經) 

一一 洋學 の翻譯 より 生じた る 漢語 
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上 の 

見 る 
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それ を 
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近世 西洋 文化 を わが 國 語の 中に 傳 へたる もの も 亦 主として 漢語たり。 この種 

の 漢語 は 支那の 古典に よりて 旣に用 ゐられ しもの を轉 用した る もの も あるべ き 

が、 又 新に 造られた る もの も少 からざる なり。 而 して これに 二の 源 あり。 一は 支 

那 にて 西洋 文化 を 輸入す る爲に 撰せ し翻譯 書に 用ゐ たる 語 をば わが 國 にても そ 

れを 襲用せ しもの なり。 一. は 本邦に て 西洋 文化 を 輸入す る爲に 選定せ しものに 

し て、 こ れ にも 支那の 古典に 典據 ある もの を 求めし ものと、 本邦に て 新に 選定せ し 

ものと あり 0 

西洋の 學術は 天文 頃より 輸入せ し 天主 敎 と共に 多少 は 入.^ しなら むが、 德川氏 

の 初期 その 敎を嚴 禁ぜし と共に それら も杜絕 せられた る もの、 如し。 卽ち德 川 

氏 は 天主 敎の 嚴禁 と共に 橫 文の 書の 舶載と 使用と を禁 せし が、 八. 代 將軍吉 宗は天 

文 曆算の 事を好み けれ ば、 享 保 五 年 はじめて 洋書 舶載の 禁を 解き、 耶蘇 敎に關 せ ざ 

る 書の 輸入と 講習と を 許 し、 元 文 四 年に 靑木昆 陽に 命じて 蘭 書を學 ばし めた， ft^。 

この 時に 昆 陽の 學 びし 所の 結果 は 

和 蘭語譯 同 後 集 和 蘭 文字 略考 . 和 蘭文譯 

等の書とな-..^て傳はれる が、 そ の 記憶す る 所 は 僅かに 五百餘 言 なりと いふ。 明 和 

八 年 豊前中 津の醫 前 野良 澤は見 陽に 就きて 蘭學 を講修 せし が、 間も無く 毘陽沒 し 


た れ ば、 次 いで 長 崎に 留學 して 刻苦して 新に 二 

れ り。 さ れ ど、 な ほ a 用に 適せざる を 以 て 長 崎 

學 して する 所少 からす。 時に 若 狹小濱 の 

れが 硏究を 企て、 良澤 その他の 同志と 共に この 

解體 新お と题 して 刊行せ り。 これ 赏に露 書 翻 

一 科の 學術 起り、 これ を學ぶ もの 少 から ざり し 

は大 槻玄？ S なりと す。 玄澤の 門下に は 人材 輩 

る 多 く、 そ の 學科は 學 より 博 物、 地 理、 理 化 學、 数 

これらの 飜譯に 用 ゐし語 は 主として 漢語たり 

者の 上に 必要な ひと 威せられ しもの な， 00 而 

その 適 譯の語 を 求 め、 义 古典に 之 を 得 ざ る 時 は 

たに 語 をつ くりし もの も あ. 5。 而 して それら 

これ を 見る をう ベ きが 故に これらの うちの 著 

蘭 學楷梯 大槻玄 t  蘭學逕 藤 林淳道 

地理の 書 
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百 餘 言 を 加へ て 之 

より 携へ歸 る 所の 

醫杉田 玄白和 蘭の 

事業に 着手して 四 

譯の はじめと す。 

がう ちに も 最も 傑 

出 し、 そ れらの 人々 

學 等の 各學術 にわ 

しが 故に、 漢學の 知 

して これが 爲に支 

漢字に つきて 適切 

の 語 は それぐ の 

しきもの を 次に あ 

和 蘭 語法 解 K 


を IS  $H.- るに 至 

辭書 について 獨 

解剖 崇 ：3 を 得て こ 

年に して 完成し、 

爾 來蘭學 とい ふ 

出したり しもの 

の譯 出せし 書頗 

たれり。 而 して 

識は これら 洋學. 

那の 古典の 中に 

の 意 を 求めて 新 

飜譯 せば について 

ぐ ベ し。 
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地球 略說 司 馬江蒺  舆 地誌 略 靑 地林宗  坤 輿圖識 宾作省 吾 

天文の 書 

, 和 蘭天說 司 馬江漢  曆象 新書 志筑 S 

物理 學の書 

氣 海觀瀾 靑地 林宗 

化 學の書 

合 密開宗 宇田川榕庵 

植物 學の書 

植學啓 原 宇田川榕庵 泰西 本草 名疏 伊藤 圭介 

解剖 學の書 

解體新 It 曰 前 野良 澤、 杉田玄 伯、 中 川淳庵 

醫學の 書， 

醫範提 綱 宇田川 玄眞 

以上の 外に 

遠 西 奇器述 川 本 幸 民 

等 あ.. >。 これ は寫眞 鏡、 蒸 氣機、 蒸 氣車等 西洋の 物的 文明 を 記述した る ものな り。 


又. c 科 全^に 似た る ものと して は 

厚生 新 Si 

あり。 これ はも と、 佛 gl 西の シ ョ メイ 〃とい ふ 人の s せし 家庭 百科 離 ま ：3 をば 和 蘭 

語に 譯 して 和 蘭に て 出版せ し 七 册の本 をば 譯 出せし ものにして 七 卜卷の 大部 を 

なす。 飜譯者 は 

馬場 佐 十 郞貞由 大槻玄 澤茂質 宇田川 璞玄眞 大槻玄 澤茂航 

、 宇田川 庵  小 關三英  湊重胤  湊長安 

の 八 人に して、 文化 八 年よ.. >  着手し 三十 年を费 したる ものな りと す。 

さて 以上 の譯 Si が 主として 漢語な りし こと は 頗る 注；： (：！ すべ きこと、 いふ. ベ き 

が、 常 時 ffi 學 者に 漢學の 知識 を 必要と せし こと は大 槻玄澤 がその 子磐溪 をして 漢 

學にカ を 致さ しめたる 一 事 にても 知らるべし。 これ は 蘭 學者も はじめは 漢學 3: 

攻 より 轉せ しなれ ば、 淡 學の 知識 は 薄弱なら ざり しか ど、 蘭 學 を專攻 する 事 起る に 

及びて は^ 學の 知識の 乏しくなら むこと は 勢 巳む を 得ざる 所 なれ ば、 後 に は その 

飜譯 の雅馴 ならざる もの を 生せ むこと をお そ れ、 そ の 子 をして 3： ら^ 學を 學 ば し 

め て、蘭學^<?の間に於け る 飜譯の 顧問に あてむ が 目的たり し 由 は 磐溪の R 子た る 

大槻文^氏ょ.o親しく屢聽きし所なh^o 
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國 語の 中に 於け る 漢語の 研究 

これより 先 支那に. 於いて 西洋の 知識の 

れら も 亦. 德川氏 は 禁. 書の 中に 入れて、 之 を 

は その 禁も亦 同じく 解けし もの、 如し。 

る に 熱心な りしが 爲に、 こ れ. を 顧みる こと 

幕府の 末の 頃に はまた 之 を 利用す る 事 も 

或は 訓點を 加 へ て飜 刻せ しもの 少 から ざ 

數學 啓蒙 英人 偉烈 撰へ Alexander  William) 

安政 六 年 幕府 陸軍 所 版 

錢何 原本 明 末 利 瑪竇撰 (Ricci  Matteo) 

^數學  英人捸 麼甘撰 (De  Morgan> 

明治 五 年刊 

博物 新 編 英人 合 信 原 撰 (Hobson) 

慶應ニ 年刊 

智環啓 f 家 英人 理雜谷 原 撰 香港 英華 書院 漢譯 

慶應ニ 年刊、 明治 三 年刊 

格 物 入門 米 人 丁 韙良撰 (Martin  W ョ iam) 


B5 六 . 

紹介 をな し、 もの も少 から ざ 

讀 むこ と を 禁ぜし が、 吉宗將 軍 

然れ ども 當初は 和 蘭 書 を 直接 

あら ざ， CV しが 細く に& はる 0 


行 はる、 

る を BI^ る _ 


と、 なり て、 邦人の 

それらの 著しき も 


り し が、 そ 

の 頃より 

に 飜譯す 

然れ ども 

そ れ "一- に 

の は 


柳 川 春 三訓點 


用 ゐ ら れたる も の な る が、 格 物 入 一 

リ 又 博物 新 編に 對 して は 小 幡篤ー 


明治 二 年刊 

以上の ま：： は それぐ 當 時の 新 知識と して 一 般 

iZ に は 明治 三年に 柳 川 春 三の 著した る 和解 あ 

次 郞譯の  - 

博物 新 編 補遺  、 

ありて 明治 二 年に 出版せ り。 かくして、 上述の 諸 f ば は 西洋 學の 知識の 普及に は大 

なる 力 あ， 0 しもの なる が、 そ れら はすべ て 漢語の 形と して その 新 知識 を傳へ たれ 

ば、 かくして わが 國 語の 中に 收容 せられた る 新たなる 漢語 甚だ 多し とす。 次に そ 

れらを 少しく あぐべし。  -  • 


共和 

f 家 


虹彩 

門脈 


(坤舆 II 識) 

(大 槻玄澤 葦お 能 眞言」 に は 

セ ii ュ- 

世 奴) 
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腺 (キリ.' ル、 肉 泉の 意) 

骨 膜 

引力 (氣海 觀腦) 

氣孔 

氣重 

地球 

衞星 

sra: 七 
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重力 

引 力 

遠 心 力 

求心力  • 

速力 

彈カ 

壓カ 

分子 

重心. 

光線 

雰圍氣 

排氣鐘 

葉柄 

以上 は 本邦 人の 著に 出づる 所、 次 は 漢譯の 書よ 

輕氣 (水素 ヲ サス) 輕氣球  蒸汽 

電氣  顯徵鏡 


花梗 


複葉 

花粉 

柱頭 

炭素 

酸素 

窒素 

水素 

寒暖計 

驗溫器 

澱粉 

纖維 

りして 入る 听を あぐ 0 


望遠鏡 (千 里 鏡) 

海 王 (ネ ブチュ ン) 

火成岩 

かくして 以上の 諸 寄 以外に も 盛ん 

新聞紙 

會社 

簿記 

など、 世間 的の 事柄よ 

哲學 

化學 

人類 學 

など 學 問の 名より 更に 

憲法 

刑法 

^國 公法 

など 法 S: の g 目 


天 王 (ユラ ナス) 

水成岩 

空氣 

西洋 文化 を あら はす 語が 譯 出せられ 

雜誌 

銀行 


文學 

物理 學 


民法 

商法 

訴訟法 


至る ま で、 そ の數の 夥しき こと まことに 一 々あぐべからざる な 
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以上い ふ 如 く、 最 近世に 於いて 西洋の 新 知識が 吸收 せらる、 にあたり て は それ 

£ を あら はす 名詞 は專ら 漢語の 形 をと りたる が、 そ れら のこと は 形 を 見れば 漢語 

に 似 たれ ど も、 實 は 西洋 語の 音譯 にす ぎざる もの 少 から や。 その 例 を 少しく あぐ 

ベ し。 

珈球 p£  斯 (Gas) 

加里 (Kalium)  珂羅版 (colotype) 

虎列拉 (cholera)  三 鞭 (champagne) 

丁 幾 (Tincture) 

精錡 (zinc 亞紛、 精 錡水は 硫酸 亞铅を 基と したる 眼藥の 名) 

窒扶斯 (Typhus)  檸檬 (Lemon)  - 

0  (pound)  米突 (Metre) 

硼砂 (Borax)  曹達 (soda) 

護謨 (Gum)  越幾斯 (Extractum) 

これら はもと よ. 漢語に は あらざる もの なれ ど、 漢 字 を 以て 書く 例と なりて 漢語 

に紛 はしき もの なれば、 ことに 一 言 して その 區别を 明い にす。 


施 造 利 境 
行 作益界 


さて 上述べ 來れ るが 如く 一  般に その 源流の， § 何 によ. て 音 を 異にする もの あ 

り。 而して^vの源の差にょ.c^て往々意義又はょみ方を異にするものぁり。 たと 

へ ば 

飲食 「イン シ」 (正しく は) 「イン ショ ク」 (浅) 「ォ ン ジ キ」 (佛) 

功力 r コク リヨ ク」 (漢)  「ク リ キ」 (佛) 

音聲 「オン セィ」 (漢)  「オン ジャ ゥ.」 (佛) 

工夫 「コ クフ」 (今の 俗語) (漢音) 「ク フク」 (考慮す る こと) (：：.. ベ 音) 

功徳 「コ ク ト ク」 (^s)  「ク ドク」 (佛) 

キヤ ク カイ」 (さか ひ をい ふ) 「キヤ ク ガイ」 (境遇 をい ふ) 

ュ キ「 (今の 俗語) (漢) 「リ ャ ク」 (佛) 

「ザ ク サ」  「ザ クサ ク J 

-セ ギ ャ ク」、 ^敎) 

シ カウ/古 よりの 法制 上の 語) 

存す 「ソン ス， 一、；^ り の 意) 

「ゾ ン ズ」、 思 ふ の 一 怠) 

その^ 敎ょ れる もの は 主として 吳音を 用ゐる ものと す。 漢籍より 來れる も 

第 六 車 源流の 観察  四 五 一 
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のは吳 音の もの 最も 古 く、 後 世に 至りて 漢音の もの 多し。 又 唐音の もの は， 禪宗又 

は 室町 德川 時代の 支那 交通に よ， -て 入れる ものにして、 近時 新造の 漢語 は 又 近代 

にて いふ 所の 所謂 漢音なる ものたり。 たと へば 

. 鳴 物 停止 「ナ y モノ チヤ クジ」 (古く 俗用) 

發行 停止 「テ ィ シ」 (近頃 の 語) 

得 業 生 「トク ゴ フシ ャク」 (吳) (古) (通俗) 

r トク ゲフ セィ」 (漢) (新) (現代 學者 語) 

倚子 「イシ」 平安朝の 語 

「イス」 近世の 頃 

等の 如き ものな り。 されば これら は 一 々その 實地 にっきて 知ら ざれば 眞を 知り 

難 く、 現 在の 漢字の みの 知識に て は 正鵠 を 得る こ と 容易なら すと いふ ベ し。 


第 七 章 漢語の 顧 語の 內に 入れる i 


今 この 章に 於 

び 、固 mi に 入..^ て 

せる か 等の 事 « 

として 

一、 その 形の 

二、 形 體の變 

の 二方 面を考 へ 

三、 その？？ S の 

四、 淡 語の 國 

の 二方 面 を考へ 


のま、 一 し とり 人 


いて は漠 語が 國語 のうちに 入る に は 如何 

如何なる 取扱 をう け、 若 く は 如何なる 範圍 

を槪觀 せむ とす。 それに ついては 第一、 そ 


ま、 取 hs 入れた る もの 

化を與 へて とり 入れた る もの 

うべ く、 第二、 その 取扱 方 及び 範圍 として 

取扱 上、 如何なる 性質の 語と して 待遇せ 

l^sの內に侵入せる域と侵入を許さ  >  る 

うべ し。 以下 この 四 項に 分ち て觀 察せ 

1 その 形の ま、 取 入れた る もの 

中に とり 入る 、 ものにして 最も 手數の 

る、 ことなる ベ し。 


なる 狀態 を呈せ るか、 及 

まで を その 侵入の 域と 

の 形態 上の 方面の 觀察 


ら 

む 


る、 力 


と す A 


か、 らぬ もの は その 形體 
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され ど も、 漢 語と 國 語と は 音 韻 組織の 著しく 異なる もの なれ ば、 嚴 密に論 すれ ば、 

漢語の 音の ま、 にわが 國 語に 入れる もの は 一 熟 音の ものにし て、 し か も 無 尾 f 泡 の 

語 に し て、 拗 音なら す、 そ の 子音 も 母音 も わが 國 語に 存 し、 そ の 子音の 結合 方式 も わ 

が 國に存 する もの、 みに 止まるべし。 さても か、 る 一 音の 漢語 は 果して 國 Si の 

中に とり 入れられて 存す るかと いふに 極めて 希なる ものなる ベ き が、 大 體 

ガキ  ギクグ  ゲゲゴ  ゴサ  \t- 

我 氣 義句愚 下 偶 五 基 差 座 

シ  シ  ジゼタ  チヂヅ  ー亨ハ ノ ヒ 

四 詩 字 是 多 地 地 圖 二 破 ®  * 

美 夫 武魔無 柚. 余 里 I： 紹和 

胃  0 

等 少数の 語に 止まるべき ものな. 5。 さて 又 か、 る 組織の 字 を 以て 組織 せられた 

る 二字 以上の 漢語 も 亦 もとより 同樣 にこれ を その ま、 國語 にと， 入れうべし。 

そ はたと へば、 

亞麻 以下 椅子 雨期 嫁 期 嫁資 寄附 氣味 


不豫 • 布 衣 無期 無智 像 期 餘所 維 衣 不思議 一 

未 骨；^ 不可思議  一 

の 如き ものなる が、 これら も 亦 比較的に 多から ぬ ものな り。  一 

しかも 尙 これらの 如き は、 そ の 子 昔 も 母音 も 果して 支那 傳來の もの と、 本 邦 の i 

のと 仝く 同様にして 此： -少の 差異 もな きものな り やとい ふ に、 さ はいふべ からすし： 

て、 これ を K 密に 論す る 場合に 於いて はな ほ 形態の 變 化を與 へたる ものと いふべ j 

く、 さ る- にて 兑れ ば、 漢 語が 國語 化する 湯 合に は 必す國 語の 音韻 法則に よりて 疲 

る 程 皮の 形態 上の 變化を 起す ものにし て、 多 少の變 形を爲 さざる もの 一 も 無しと 一 

いふべき なり。  一 

今こゝ に^^かむとする所は以上の如き嚴密の論ょりも  一 # を 緩めた る 程度に 

於いて これ を 見む とするな.. >。 卽 ちその 漢語の 音韻組織が 子音 を 二 個 相つ づけ！ 

て 有する も の、 又 母 音 を 二三 個つ  >  けて 有する も の、 又 尾 音に 子音 を；：^ する も の は 一 

いづれ も それが B  の內に 入らむ に は それ ぐ の 音韻 上の 變形 を受 くべき もの 一 

に し て、 全 く 語の 音の ま、 にて は國 語の 中に 入らむ とすと も 入る ベ き 方法な か 一 

りし ものな り。 これらの 事 は旣に 上に 漢語の 形態と しての 音の 觀 察に 於いて 述ー 

ベた る 所 なれ ば、 今 くり かへ さぬ が、 そ れらを も、 今 の 場合に 於いて 大體 形態 を か へ 一 

七^  ig-^ の國； 鉛の 内に 人れ る狀態  四 五 五 
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ぬ もの 

その 

數 にし 


漢語 

形體の 

の もこ 

る もの 

漢語 

して 加 

ざ し 

母 音 を 

ば 二三 

尾 韻 

ゐ たる 


に準じて 取扱 ふこと、 せむ。 然 


、國 語の 內 

て、 大體す ベ 

を わが 國語 

變 化を與 へ 

、に 入れて 

以外に つき 

の . 音 韻 組 織 

へられた る 

ものなる が 

加へ て 熟 音 

例示す ベ し 《 


に 入れり とい ふ 目に 

ての 漢語の 十 中の 九 


る とき は こ の 形態 上の 變化 

於いて 取扱 はるべき 漢語の 

まで はこの 部類に 入るべき 


形 體の變 化を與 へ て 取り入れ たる もの 


にと，. o- 入る 、にあた 

てとり 入る、 ものな 

說 かざるべからざる 

てこ、 に 說く所 あら 

の 中に ありて 國語化 

子音な しが 如し。 

故 に、 そ れらの 子音 は 


化せし むる かの 二方 法 を用ゐ たるが 如し。 今 そ 


を 


も 


與へ すして 

は 著しき 多 

のな りと す。 


りて は 多少の 程度の 差 あり 

れば、 嚴密に 論 すれば、 13 項 

ものなる べし。 され ど、 今 は 

むと す 0 

せし むる に 最も 困難な りし 

か、 る 子音 は 本邦 固有の 音 

これ を 省き 去る か、 若 く は そ 


と も、 い づれも 

に 入れた る も 

項に 說け 


の は 尾 韻 と 

組織に は 見 

子音に 或る 

らの 事實を 


の ^、n、m、k、t、p を 省き 去りた る もの。 これら は 古代の 地名、 人名な どに 用 

字、 又 萬 葉 假名に その 例 甚だ 多し。 而 して それら が、 今 もな ほ 地 名、 姓 氏の 名 


寸き 昆ト 國， 列き 白 'ま 
白ず 布 さ m- 見 ざ 粉 さ 
古 和 
口口  ：ゎ 


に 多く^れ.. ^0 

ァヘ ン ) グ チ 

安 壤姓) 

キ (ヅ〕 r 人ゥ) 

吉 良 (地 名、 姓) 

ム ヤ (ゥ) 

撫 養 地 名) 

ハ (ヅ) タ 

八 田 (地 名) 

モ (ン) シ 

文 司 (姓氏) 

-Ju) マ (ン) 

仁 裹地 名) 


> に は 古代の 例 を 次に し、 今 も 用 ゐる語 を 主として あぐべ し 0 


ァ (ン) ベ 

安 倍 (姓) 


ャ (ゥ) プ 

匿 地名 I 


モ っノ) ジ 

門 司 (地 名) 

-J  (ン) シナ 

仁 科 (地 名、 姓) 


王 仁 

こ (チ) ホン 

日本 

t  (ゥ) が 

芳 贺 (地 名、 姓) 


タ ャ (ク) ス 

朝 tei 多 獎紀】 


キ (ッ) キヤウ 


モ (ン) ジ 


コ (ン) ジ 

巾 子 (古 語) 


n  (ン》 力 

八お お 安 12^ 國村 名) 


シ( ン ) タ 


シ (ン) ダ 

信 田、 姓) 


や 七  一レノ 内に 入れる 狀態 
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國 語の 中に 於け る 漢語の 研究  四 五八 

これらの 類の 物 名なる もの は、 そ が、 國 語に 入 て^ 後に 音の 變 化せし もの も ある 

ベ きなり。 

次に その 尾 韻の 子音に 母音 を 加 へ. て 熟 音 化せる もの は、 字 音 を 用ゐて 記せる 古 

代の 語に 多し。 而 して それの 系統に 屬 する 語の 今の 語に 傳 はれる もの も少 から 

す。 次に それら を 分ち て あぐべし。 

「お」 の 尾 韻 を 「ガ」 「ギ /グ /ゲ. r コ」 等と せる もの 

サガ ム サガ ラカ 

(ガ) 相模 相樂冚 城) 

伊 香 (河 內) 香 土 佐) 

ァガタ  ィ 力，、、 シ n  メノ 

伊香 色 謎 命 (紀) 

タギ ノ 

宕 野 (伊 勢) 


カガ r 

香 止 (備 前) 


(ギ) 


(グ) 


英 多 (伊 勢) 

ォ タギ 

愛 宕冚 城) 

タギ マ 

當 麻 (大 和) 

t ナギ 

ク ラギ 

久良 (武 g 

餘 緩 (相 模) 

望 多 (上 總) 

カグ. T マ 

香 山 


布 當冚) 

サ ナギ  f 

佐囊 神社 (^ 細) 


世の 相 

サガ 

人の 性 

サガ 

祥 


香 用比賣 


蘭 i 短 i 紫シ 隱 i 苦, 
册？ 苑！ 患 丹 i 

mi 


雙栗 (祌 社- 

(ゴ) 伊香 (近 江.) 

典 台康靈 (神) 

香 坂 王 (古 事 記) 


愛 宕 (丹 波) 

カゴ ヨリ 匕メ 

香 余 理比賣 (古事記) 

天 香 山 命 (書 紀) 


」 の 尾葡を 「ナ/ 一一 /ス / ネ / ノ」 等 とせる もの 


(ナ) 


(二) 


(ヌ) 


0^ 

イナ ハ 

因幡 

引 佐 i 江) 

雲 梯 (大 和) 

カナ サナ 

金獎神 社) 

ター！ ハ 

丹 波 

オト ク -j 

乙 護山 城) 

遠 敷 (若 狭) 

亂彼 


ナマ シナ 

男 道 上 野) 

因 佐 (出 雲 神 社) 


0 辨 (伊 勢) 


養 麵安 藝>  ^ 原 (神 社) 


旦 波 (古 事 記) 

印 M 命 (古 事 記) a 色 之 入 曰 子 命 (古 事 E 

辛 K キ 

讚岐 
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スグ a タ 

雙六 


四 五 九 


0 


EI 六 o 


(ネ) 

(ノ) 


散吉 (大 和) 

敏 馬 (攝 津) 

汶賣 (攝津 ) 

珍 (和 泉) 

敦賀 (越 前) 

ゥネ ビ 

雲 飛 (大 和) 

信 夫 (陸 奥) 信 太 (和 泉) 

太 (伊 勢) . 


礮馭廬 島 

「m」 の 尾 韻 を 「マ」 「ミ 

(マ) 伊參 (上野) 

男 信 (上 野) 


(ミ) 


夷 霞 上 總) 

安 曇 (信 濃) 

美 含 (但 馬) 

默， 1® 雲 I 


ム」 ーメ」 等と せ る もの 


伊甚 (同上 書紀) 


烕 く 

トウ シ€ 

燈心 


美談 (出 雲) 伊 3^ 冉尊 

志 if 播 磨) 

印 南 (播 磨) 

和 si^ 震 濃) 

(ム) 戚砍 (仁徳 記) 烕ロ (河 內) 

アム チ  ホム ダヮケ 

m 知 (大 和) 品 陀和氣 命 

ホム ャヮケ ホムデ ベ 

品 夜和氣 命 品 遲 部 

(メ) 南 佐 (雲) 

(モ) 恵 S (雲)  ， 

次 に 「k」 の 入聲を 「力 /キ/ ク /ケ」 等 とせる もの 

(力) 安 庭 安藝) 

ァ タカ  I 

安宅 (加 賀) 

カト シカ シカ マ 

葛 飾 (下 總) 飾應藩 磨) 

シカ マ 

色 麻 (陸 奥) 

i マ サカ サカド  ヱ サ身 

，尖 作 尺度 (河内) 惠尺 

チ ガ ラカ 

相蠻山 城) 

第七^^ 港 ilJS め画銹 の內に 入れる 狀蕙 


直: 


m 曲 ま 陸ミ がキ 
世セ 

雙 5 


ik^ 食」 
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ァ スカ 

安 賓河 内) 

各ぎ 美 濃) 


5 ハニ 


(キ) 


(ク) 


覺 志 (武 藏) 

筑 摩 (信 濃) 

伯 太 (河 內) 


安 積 (陸 奧) 

タカ ラ 

託 羅 (阿 波) 

博 多 (筑 前) 

ィ -1 シキ 

印 色 入日 子 命 

ィフ スキ 

揖宿 (薩 摩) 

ヅ キヤ ィ ザナギ 

筑 疑 出 雲) 伊 sf- 諾尊 


峻 紀有眞 香邑) 


伊福部 連 S 紀) 


佐 伯 (安 藝) 

オハラ キ 

邑 樂 (上 野) 

等 力 (甲 斐) 

菊 池 (肥 後) 

宿 久 (攝 津) 

ヅク シ 

筑紫 


益 頭 (駿 河) 

シカ ラキ 

信樂 (近 江) 

菊 麻 (上 總) 

揖宿 (薩 摩) 

筑摩 (信 濃). 


ハカ セ 

博士 


四 

八 


大 消さ 利" m 

德 =» 恐 3  dat^ 

m 役 1： 


、 


采女 臣竹羅 s 紀) 

高目 (古事記) 卷目 (莴 葉) 

(ケ) 益必 (畑 防) 

イカ ガシ n  メ 

？.. 伊香 色謎& 

德 太古 (紀 人名) 徳勒津 宮 (紀) 

「t」 の 入 聲 を 「タ / チ / ッ / テ /ト」 と する もの 

(タ) 設樂 (三 河) 

達 良 (安 3 

クタ i 

忽美 (出 雲 風土記) 

ワタ リ 

曰 理 〈陸 奥) 

(チ) 謁叙 (丹 後) 謁播 神社 (三 河 額 田) 

壹志 (伊勢) 

安八 磨 郡 (書 紀) 

秩 父 (武 《} 

マタラ 

(ッ) 末羅 

ゥヅシ n  メ  ゥプシ t- ヲ 

色 謎 命 鮮 色 耀 命 
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Jf チ ， チ ギ 

律 律儀 

t チ リキ 

蓽篥 


力 者 (六 尺) 
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チタ マ 

薩摩 

綴 昏 (山 城) (緩 を？ タ」 とい ふ は 音に して 訓 にあら ず •> 

(テ) 伊達 (陸 奥) 

(ト) 乙訓冚 城) 

M  Mr 總) 

モト 口 ヰ 

物 理 (備 前) 

佳 質 (備 後) 

益 必 (周 防) 

p」 の 入磬を 「ハ」 「ヒ /フ /ホ」 とする もの 


(ハ) 


(ヒ) 


愛 甲 (相 模) 

邑 樂 (上 野) 

雜 太 (佐 渡) 

合 志 (肥 後) 

甲 良 (近 江) 

揖 保 (播 磨) 

ァヒラ 

始 羅 (大 0 


カハ 


蘇 甲 (讃 岐) 


伊 雜 (志 摩； 


四 六 四 


伊達 (「イダ テ の」 上略) 

置 中古の 儀式 書に 「コ 

ト J に あ つ •) 


ナハ 


二 石納」 の签 などい ふ _ 


ァラ 力 t 

荒 甲 (荒 鹿 火)  「拆 甲」 を 「かひ われ」 とい ふ。 

キ匕 レ  キビ ショウ 

給黎 (薩 摩)  >  急燒 

ft シ a 

邑代 (遠 江)  ， 

雑 S 紀伊) 

(フ) き (漏 雄、 石 見)  一 

チ リフ 

お 立 (；^  ft) 、 

(ホ) 邑知 邑 久へ備 前) 巨 勢邑治 (書 紀)  ， 

ホホキ  ォ ホセ 

法吉 (出 雲) 邑勢 (神社) 

習 宜 (中 臣 氏) 

又 lel^i の「上を「ラ/リ/ごに 轉す る も の ぁ , 

(ラ) 良 (河 內)  ， 

(リ) 播磨 

(大和) 

八 信 井 (近 江、 お葉 七) 

スル 力 

(ル) 駿河 

0 馬 (上 野) 

条七 ft- 奥 SQiH 語の 內に 入れる 狀麄  S 六 五 


國 語の 中に 於け る 漢語の 研究  W 六 六 

敦 賀 (越 前) 

訓覇 (伊勢) 訓覚 (安藝) 

以 上、 大 體の 傾向 を 示した る が、 そ れが 普通に 用ゐ る 語と して 收 用せられ た る筷 語 

にあら はれた る もの を 類聚して 少しく 示せば 次の 如し。. 

『お」 の 尾 韻の 正しく 轉 じたる 例 

r 力) 世の 相 (源氏、 狹农 等) 

サガ 

人 の 性 (伊 勢、 源 氏、 紀) 

サガ  サ ガ 

祥 (仁 德紀 等に 吉祥) 

「グ J 雙六 (ス ゴ " ク と轉 す) 

『n」 の 尾 韻の 正しく 轉 じたる 例 

、 . リニ， サク  ラ 二  セ -1  ケニゴ シ  シヲ *1 

(-1 ) 短冊 蘭 錢 牽牛子 紫菀 

「m」 の 尾 韻の 正しく 轉 じたる 例 

トウ シミ 力 サミ 

(ミ) 燈 心汗衫 

「k」 の 入聲の 正しく 轉 じたる， 例 

チ ガス サ 力へ 力 セ 

(力) 直 朱 雀 博士  、 

、 ，キ ジキ デキ リエ キ 

(キ) 力 食 直 利益 


t 

K 

お 
し 

ぐ 

じ 
トこ 


コ ク 

大？ 曲; 
德 i 


m 特! 
m% 陸; 


利 


ャタ 

役 


ャタ 

易 


幕 


スタ セ 

宿世 


力 者 (六尺) 


罸 


埒 


息 

ミチ  リチ ギ  ゾチ 

(チ) 蜜 律儀 率 

「p」 の 入聲の 正しく 轉 じたる 例 

キビ シ ョ ゥ 

(ヒ) 燒 

次に 又 その 拗音なる もの は 多 

「シ ャ」 を r サ」 と する もの 

す さ (從 者) 

さう ぞ く (装 束) 

さ う じ (g- 子) 

(r シ ュ」) を 「ス」 と する もの 

すぎ や う (修 行)  す ，o( 修 理) 

す ほふ (修法)  す さ か (朱 雀) 

すくせ (宿世)  すろ (授 欄) 

す く え う (宿 曜)  す け (出 家) 

第ヒ 漢語の 國 語の 內に 入れる 狀態 


直音に 變形 せしめたり。 たと へば、 


ば う さ (病 者) 

さ う じ (精 進) 

さう じ み (正 身) 


gH へ 七 
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す ら う (受 領)  す ん (順) 

すそ (呪 吼)  す さ (從 者) 

すきやう (誦經 ) . すす (誦ス ) 

「ビヤ」 を 「X」 とする もの 

ばう さ (病 者)  ， 

『タヤ」 を 「ラ」 とする もの 

すらう (受領)  らう (靈) 

らう あ ん (il 閽) 

以上の 如き 湯 合 は 近世に なりて 國 語に 入れる 漢語に はか へりて あら はれず。 

近世 移入の 漢語 は 拗音な ど はなるべく 變形 せしめす して これ をと る をよ しと 一 

般に思惟せるもの、如くに見らる、なh^o 

尾 韻の 音 をば 往々 他の 尾 韻の 音 尾に 轉せ しむる もの あ. 9。 

正 身 (さ う じみ)、 (身 は 韻 にして 「n」 なれ ば 「、、こと なるべき 根據 なし。) 

蓽 篥 (ひ ち りき) (「ヒ ッ ソ ッ」 又 は 「ヒ チ ソ チ」 な る ベ き を (「ヒ チ ソ キ」 と い ふ は 「t  J を 「k」 に 

轉 せしめた るに よる。). 

官立、 公 立 「く わんり つ、 こうり つ」 (立 は r リフ J な る を つ 一と い ふ は 「p」 を 「tj に 轉. 4j し 


めた るに よる o) 

或は 又  .  . 

栗 風 (リツ ソ) か 「リ ス」 と なりたる あり。 

河 伯 (力 、ノ ク) が 「力 ッ パ」 と な h^ た る ぁ り。 

これ は 「ハ ク」 の 「ク」 を 省き、 「力/  、ノ 」 の 間 を 入聲 にせるな -.yo 以上 の 「さ う じ み」 以下 の 例 は 

そ れ が、 國 語の 中に 入りての 後の 音變 化に よる ものなる が、 か くの 如くして 用ゐら 

る、 もの 少 からす。 或は 又  . 

「^」 を 「し や く」 と よみ、 

「春 宮」 を 「と う ぐ う」 と よみ、 

定 考 を 「か うぢ や う」 と よみ、 

防 鴨 河 使 を (鴨 をよ ま や して) 「ば う か し」 と よ み、 

判官 (檢 非違 使に 限りて) を 「はう ぐわん」 とよみ、 

橫 笛 * ザ」 「や ，フぢ や  > フ」 と 

ょむが如き^^職故赏に基づくょみ方ぁり。 これら も 亦 その 漢語に 一種の 變形を 

施して 用ゐ たる ものと いふべき が、 そ れらの 原因 は發 音み 習慣 上 起り た る もの も 

あるべ きが、 (防 gr 河 使の 如 し) 多 く は 一 種の 禁总 より 生じた る も の (笏、 定 考、 橫 ^の 如 

i^i: ぶ g のぼ-^ ゆの 内に 入れる 四 六 九 


一 般 

論せ 

し て 

> な 


そ の 
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し) と傳 へ らる。 され ど、 こ の 說は必 やし もす ベて を 信す ベ か 

よむ が 如き は その 音 骨に 通す るが 故に 忌みたり とい ふこと 

何 あらむ。 これに つきて 考へ 合すべ きこと あれば 次に そ を 

案す る に、 こ れは 漢語 を 以て 漢語 を ょみたるものな^^。 而 

熟 化した る 漢語 を 以て 未だ 熟 化せぬ 漢語 をよ めり と 思 はる 

帽 具の 中に 簪に 注して 

. 四磬字 苑云簪 作 合！^ 又 則 琴 反 加 无佐之 插冠釘 也。 蒼領篇 

眘難此 間 云 芽 子 上 音 如， 才係 也。 所 一一 以 抅, 冠 使ネ, 墜 也 

と あり。 こ ゝに當 時 「究 子」 を 「サ ィ シ」 と いひた る こと を 知るな 

の 如 し」 と いへ り。 然る に、 「笄」 は 明 か に 「ケ ィ」 の 音に し て r サ ィ」 と 

こ の 故に 掖齋は 「然其 音 可， 疑」 と いへ るな り。 され ど、 これ は粮 

名義 抄に 「笄 子」 に 注して 「サ ィ シ」 と 記し、 色 葉 字 類 抄も亦 

券 子 サ イシ 婦人 所 戴 俗 曰 11 又 カン サシ 

と あれ ば、 「究 子」 の 字音なる か 如何 は 別問題と して これ を 「サ ィ シ」 と い ひ 

も 疑 ふべ からす。 而 して 宇都 保 物語 初秋の 卷に 

夏，^ \ め よそ ひ をす きばこ に 入れて、 そのし きものう へ の お- U ひ、 う 


K 七 0 

らす。 笏 を 「し や く」 と 

の通說 なれ ど、 如 

む 0 

湯 合 は旣に 

倭 名 鈔の冠 


云簪笄 也。 釋 名云笄 


な る 

齋 も 


而し 

ベ き 

い へ 


て 「笄」 の 音 「才 

道理な し。 

る 如 く、 類 聚 


しこと は毫 

へのく み？ 


せられけ る さま い とらう /、 しく 心 ふかし。 4 「二に はお ほんぐ しのて う ど- 

coo 

すゑ ひた ひより はじめさ いし もと ゆ ひお ほんぐ しど もな ど、 そのく さ ともい 

はすめ でたて て、 た か つきなん まう け 給へ りけ る。 

と あれ ば、 「さ い L」 の 古く 用 ゐられ しこと 明かな- 5。 案 やる に 「笄」 字 に 「サ ィ」 の 音 あ る 

べきに あらぬ は 明かなる が、 別 に釵 子の 字 を 以て 同じ もの、 名と せり。 こ の 「釵 J は 

玉篇に 「楚街 切 婦人 岐笄 也」 と あ り、 新撰 字 鏡に も 「楚佳 反 等 也 女 具 也 一 云 々と あり て 「佳」 

は：： ？畨 に 倭 火 伊 反と あれ ば 「サ ィ」 の 音に し て 「釵 子」 卽 ち 「サ ィ シ」 の 語の 基づく 所なる 

こと 明かな り。 しか も此 文字 は 中古の 書 (禁祕 御抄、 吉記、 玉 葉、 類聚 雜要抄 等) に 頻繁 

に 川ん られ たる ものな り。 これ を 以て 考 ふる に、 倭 名 類聚 鈔の當 時 「サ ィ シ」 と い ひ 

て、 こ の 一 種の » をい ふこと 普通に な- 5 て、 こ れを 漢語な りと も 知らぬ 程まで に國 

語 化したり しもの なり。 かく て、 此 「笄 子」 の 語 を 注す るに そ の 「サ ィ シ」 を 以てせし 爲 

ならむ。 かく 考 ふるとき は r サ ィ シ」 の 語の 國語 化せし 時代 は 頗る 古 か b しなら む。 

これと 似た る 現象 また 新撰 字 鏡に 於いて 見ら る。 それ は享 和本に 

娵. 禰不志  ， 

0 綱不志 

と up え、 治.^ にも 
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と 見え たれば、 こ こ に 「ネ フシ」 とい ふ 語 を國訓 として 加へ たる こと 著し。 され ど、 闺 

語に て 「ネフ シ」 といへ る もの ありし こと は 古今に きかぬ 所な り。 然るに 梵 網經菩 

薩戒を 見れば、 その 故 入 難處戒 第三 十七に  r  r 

若佛子常應ヒ1頭陬、冬^^_5绎結夏安％^用*楊枝澡豆三衣瓶鉢坐具錫杖香爐 

^漉 水 囊手巾 刀 子火燧 紘 律佛像 菩薩 形 像" 

と ある 鑷子 は卽ち 「ケヌ キ」 なる が、 これ を 傅へ よむ に 「ネク シ」 と い ひ、 假名に て は 「ネ フ 

シ」 とかけ る こと は 明治 癸 酉の 版本と、 寬延 己已の 版本と、 淨嚴の 諺 注と を 見て 知る 

べし。 而 して その 鑷字 は尼輙 反に して 吳音は 「ネフ」 なること 明かな り。 されば 新 

撰 字 鏡 編纂の 時旣に 「ネ フシ」 が國語 化して 漢語と しての 意識の 存 せすな..^ て あり 

し を a るな り。 されば この 「サイ シ J ネ フシ」 は 蓋し 頗る 古く 歸 化した る 語な りと す 

べし。 

又 鬼 をば 「ォ  一二と い ふ は 「1」 の 字音より 来れり とい ふ。 卽ち倭 名 鈔には 「鬼」 に 注し 

て 

和名 於 邇或說 云 於 通 者 隱昔之 訛 也。 鬼物隱 而不， 欲 レ顯レ 形 故以稱 也。 

と あるが、 恐らく はこれ 眞 ならむ。 芳賀矢 一氏 は 「怨」 の 字 昔 かとい はれたり。 それ 


は 「怨 靈」 の -t^ を 八，：： めて いはれ たるなら む が、 「怨は /ヲ 一一」 となる ベく して 發昔乂 假名の 

相途 あれば 古 言 を 正しく 見た る說 にあ ら す、 從 ふべ から す。 

以上の 諸 例 を 以て 推す に 1^ を 「シ ャ ク」 と い へ る も 亦 恐らく は その 前に 旣に行 は 

れし a 語 を 以て 圃訓の 如くに してよ びし ならむ。 倭 名 類聚 抄に 曰く 

四 聲字苑 云 笏眘忽 俗 一 1- 尺 

掖^ が 注に 曰く 

齊說笏 無-倭 名 1 其 字 音 如， 骨 骨 之 名 1 改稱 k 也。 唐 王玄策 至， 一天 竺 維摩 ^sl 

計乏得-十 ^!ー故云ー1方丈室1。 然則 ー笏爲 1 二 尺, 故 名， 笏爲， 尺 也。 

といへ り。 ！ f 右 し、 ま ことに 舊說の 如 く 「骨」 の 音 を 忌み 避く る ものなら ば、 同 じ 15 の 中 

に 「ぎ を の せ 

語抄云 古都 乎、 式 文 用 を 魚？ 

と 注す る 如 く、 延 0 主計 察 式に 「許 都 魚」 と ある 如 く、 食 料に 供す る もの を 「コ ッ ヲ」 など 

いふ 名に て川ゐ るべ くも あら ざら む。 され ば、 ま こ とに 掖齊の 說の如 く、 は や く 「尺」 

の I^JW 入 り て ぁ り し が、 力 入りて も 、そ の形とそのほと略同じき故にその|^5を轉用し 

て そ れを^ じ て 「尺」 と いひし こと 上 の 「サ ィ シ/ ネフ シ /ォ 一一」 の 如き 事情な りしなら む。 

か く て、 父 M じ 倭 名 鈔を兑 る に、 そ の 木 類に 

i や じ..，) 漢： ほの 國 語の 内に 入れる 狀態  四 七三  . 
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唐 韵云林 00/ 可. 爲. 笏也。 

と あ hN。 されば、 笏は いづこまで も r サ ク」 と いひし ものなる こと 明かなる が、 この 漢 

語 抄が楊 氏 漢語 抄の 略稱 なら ば、 養 老の 時旣に 「サ タキ」 の訓 ありし にて、 その 以前に 

笏を 尺と いひし が 如くに 見 ゆれ ば、 由 來 頗る 遠き ものと 見 ゆるな り。 

又 「閱」 を 古 來 「ケ ミス」 とよみ 來れ り。 たと へ ば、 曰 本書 紀天智 天皇 四 年 十月の 條に 

大閱 n 于菟道 1。 

又天武 天皇 十三 年 四月の 詔に 

来年 九月 必閲 之。 

と あるが 如き これな り。 而し てこれ は 漢籍 をよ むに も 盛んに 用ゐ て、 國 の 如く 

に 思 はれた る こと は 色 葉 字 類抄に 

. エツ 

蒐ケ ミス 閱才 雪反ケ ミス 勘 見 也。 

と 注せる にて 明かな，.^。 「蒐」 は 春 獵の義 にし て函」 は 閱 兵の 義 なり。 獵に 託して 兵 

を 練る こと は 古來行 はれた るが 故に これ を 「閲」 と 同 じ く 「ケ ミ ス」 ともい へ るなら む。 

さて、 そ の 「ケ ミ ス」 とい ふ 語 は 「檢」 の 音の 轉 ならむ といへ，.^。 軍 防 令に よれば、 

凡 國司每 W 冬 簡」 閱 戎 具 一 

と あり、 又 職員 令に よれ ば、 軍 團の 大毅の 掌る 所と して 


簡閱 陳列 

とい ふこと あり。 これ は義 解に 

謂， 檢， 1 閱軍行 之 陳列 一也。  - 

と あり。 これらに よれ ば、 そ の 「ケ ミ」 は 「简」 か 「檢」 か の 字音に 基づく ものなら む が T 筒」 は 

删 § にして^ 音 「力 ス」、 犬 昔 「ケ ヌ」 たり。 「檢」 は監 韻に して 漢音 吳音 共に 「ケ ム」 なり。 然 

ると き に、 こ の 「検」 の 「ケ ム」 の 音 を 一 轉 せしめ て r ケ ミ ス」 とい ふ 語 をな したる もの が、 い 

つし か國 l^i に 混じて 差別な く 用 ゐらる 、 に 至りし ものなら むと 思 はる。 かくし 

て 後 そ の 「檢」 の 意に あらざる 湯 合 の 「閲」 を も 「ケ ミ ス」と よ む こ と /^ な て、 

年 を する こ と 三十 年。 

を す。 

などと もい ふやう になれ る ものと 思 はる。 かくして 更に それより ー轉し て 「檢 見」 

とい ふ 和^ 雜糅の 語 を 生じた. >  と 見 ゆ。 「檢 見」 の 例 は 吾妻 鏡 十 文治 六 年 二月 五日 

の條に 

被， ま雜 色 腐 近、 常 淸 、利， 定 等 於 奥 州； 是 於， 1 三 方 1 依， 可， 遂， 合 戰 1 爲-其 檢 見 1 也- 

と见ゅ る が、 これ は 軍の 監察たり。 それが 後に は 更に 轉じ て年贯 を， 定 むる 爲に秋 

の S 凶を檢 する こと をい ふこと、 なれ h-o 
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漢語が 國 語の 用 言 に 化する こと は、 往 々行 はる。 然る 時 は 用 言 として 

化 をと りて こ、 に 漢語と 別なる 形態 をと るに 至るべし。 それらの 事 は 

く 所 あらむ とす。 

三 漢語が 如何なる 性質の ものと して 

取扱 はるる か 

國 語に 入れ る 漢語の 大多数 は體 言、 殊 に 名詞と して 取扱 はる、 こ 

たる 諸 例に て 明かなる ベければ、 再び これ を說 かす。 その他の 場合 

漢語 は 時として 國 語の 中に 副詞と して 取り入れら る 、 こと あ， 

らの 形容語た る もの か 又は 副詞た る もの が、 そ の 形の ま、 わが 國語 

してと り 入れら る 、 こと 少 からざる ものにし て、 そ れらの 多くの 事 

ベ たれば こ、 に は 再び述べす。 こ、 に は 主として 旣に 述べた る も 

にっきて 著しき もの を あぐる に 止めむ とす。 

漢語に て 必中し も 副詞と した る ものに あら す し て、 わ が國 語に て 

の、 例 次の 如し。 

ム シャク 

無上に うれしがる。 


の 語 尾 變 

次 項 に 說 


旣に 述べ 

く ベ し。 

れ は そ れ 

に 副詞と 

た 旣に述 

の 以外の もの 

副詞と せる も 


と は 

を說 

〕 こ 

の 中 

も ま 


極 I 極 I 至 


^夫に こしら へる。  . 

^ 五十人な り。.  一 

御 伺した に 御 留守と は 情ない。  ； 

出来ます。  」 

氣樂 に くらして ゐる。  ； 

以上 は 情 態の 副詞た る ものな b 。又  一 

W  丈夫に つくり ませう。 

大切に 致します。  一 

樂 になり ました。  i 

一 

以上 は 程度の 副詞た る ものな， 5。 又，  ，  M 

可な に 出来る。  .  一 

の如く澳l^sを含めるものを以て副詞の如くにすることぁh^。 又 副詞と なれる も 一 

のに は 同じ 字ながら、  一 

直 「デ 力」 (ナは 接の 意)  ， ， 

^力に 火に あぶる •  一 

「デ キ」 (卽© の 意)  " 
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XT 參 す。 

ヂ キ 二 火に あぶ る。 

の 如く 音の 變 化に. よりて 少しく 意義と 用法と を 異にする に 至れる もの あり。 

莫語 を國 語の 中に 入れて 用 言 とする こと あ， 5。 この 時には 形容 1^ とする 場合 

と、 動詞と する 場合と によりて 稍 趣 を 異にす。 

. 漢， を 形容詞と する 湯 合に は その 語 を 語幹と し、 そ れ に 「く、 し、 き」 活 用 相當の 語尾 

を 加 へ、 又は 尾 音 「し」 を 添へ て 形容詞の 語幹と し、 そ れ を 「し く、 し き」 活 用の 如くに l?i 尾 

を 加へ て 活用せ しめ 以て 形容詞 を 構成す る もの あり。 又 接尾 辭を 加へ て 形容詞 

とする こ と あり 0 

1、 漢語 を 語幹と し て 「く、 し、 き」 活 用の 形容詞と せる もの 

. (執念) しふね し 

これら は 例 多から す。 近頃の 俗語に は 次の 如き もの あ- 

菲 道) ひどい 

(四角) しかくい 

二、 漢語に 尾 音 「し」 を 添へ て 形容詞の 語幹と して 「し く、 し き J 活 用の 語と したる も 


(怪) けし (し く、 し き) 

0 陶) うつたう し (し く、 し き) 

义^ 語 を 二つ 重ねて 形容詞の 語幹と して、 「し く、 し き」 活 用の 形 をと る こと ぁリ C 

コチ ゴチ  ビビ  ゲ スゲス 

骨 骨し 美々 し 下衆 下衆し 

a? し 喋々 し 騒々 しい 

tc 力 勞し才 々し 

三、 接 15 辭を 加へ て 形容詞と せる もの 

愛らし 可愛らし 

亂が はし 様が まし 烏 Si がまし 

^語 を 動詞と する 湯 合に は その 語の 尾 音に 變化を 起さし めて 活^と する もの 

あり。 又 別に 活用 語 尾乂は 接尾 辭を加 ふる あり。 乂 サ行 三 段 活用 の 「す 一に 熟 合 せ 

しめて 用 一  一： ：！ とする あり。 

1、 その 語の 尾 音に 變化を 起さし めて 活用と する もの 

(i 乙 食) こじ く (今 日 もこ じきて 日 をく らしけ. 50) 

(彩色) さいしく 

(装束) さう ぞく 
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(騷 動) さう どく 

(敏 對) てきた ふ 

(問答) もんだ ふ 

(目論) もくろむ 

(力) きむ 

(料理) れ うる 

(繪) る (彫) 

(揑) でっちる 

、 活用の 語尾 を 加へ て 動詞と する もの 

カム 

(威) かまく 

S 地) いぢめ る 

一、 接尾 辭を 加へ て 動詞と せる もの 

(めく) 上手め く 

(がる) 希有が る 艷 がる 消息が る 

(ばむ) 氣色 ばむ 

(だ つ) 氣色 だつ 艷 だつ 


(づ く) 氣色づ く 

四、 サ行 三 段 活用 の 「す」 を 加へ て 動詞と せる もの。 この 例 は 古来より ある が、 1^ 


代 ことに 

議論す 

試驗す 

放 下す 

議す 

而 し て、 こ の サ 

於いて は 一般 

こと あ， 00 こ 

そ ばす/謙 稱 に 

更 に 又、 そ の 

bo 

進呈 

などの 如し。 

に i$ しく 接近 

第 七 章 


著しく 多く なれ 


行 三 段 活用に 伴 

に 敬^ 動詞 を以 

の 時 に 「す」 の 代 h^ 

は 「い たす/つかま 

本来に 敬語の 

拜見 參上 

Ig して、 以上 こ の 

せる ものと なれ 


ひて 動詞と して 用 ゐらる ベ き 性質の 漢語 は、 近世に 

て そ の 「す」 の 代と して これに 接せし めて 敬語と する 

に 用 ゐらる 、動詞 は敬稱 に 「な す」 「な さ る/くだ さ る」 「あ 

つ る/ま  >フ す/ま  >フ し あ ぐ」 等 な ，CN。 

意義 を 有し て 「す」 に つ  >  けて 敬語 動詞と なる もの あ 


第 四 項-に 說 くもの は、 そ の 義と 性質 

るが 故に 特に これ を 動詞 素と 名 づけ 


とがわ 

て 特別 


が 動！！ 

の 取扱 
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を. なすべき 必要 あ，.。 なほ これらに 闘して は 次 項に 至りて 說く べし。 

四 漢語の 國 語の 內に 侵入せ る 直 域と 

侵入 を 許さざる 區域  ， 

1 般 に外國 語が 國 語の 內に 借用 せらる 、 に は 主として、 體言 として 用 ゐらる > 

ものにして、 又 それが、 深く 國語 のうちに 侵入す として も、 副詞 と 用 言 との 間に 止ま 

る ものな り。 かくて、、 ：5 上 三 類の 範圍に 止まる ものな， 5。 これら は 皆 所謂 觀念語 

にして それら 本来の 語の 有する 觀 念が 國語. の それらと 類似す る點 あるよ， 0 して 

それらの 觀念 に基づいて それら を國 語に 準じて 取扱 ふ ものと す。 然れ ども、 國語 

運用の 生命た る 助詞に は外國 語の 侵入す る こと は 一 步 も宽假 せざる ものなる が 

これ は必す これ を嚴 守すべく、 將來 にわたり て必ゃ こ、 に 侵入せ しむべからざる 

ものな り。 この 助詞 は： 實に國 語の 要塞 地帶 ともい， ふ べき 樞 軸の 地位に して 猥り 

に 他の 窺 薪す る を ゆるすべき ものに あら ざれば なり。 か の 漢文 學 者が 支那 拜 

の餘. ^に 彼の 助辭 たと へば 

可 謂 孝 矣。  , 

天下 之惡皆 K 焉。 ， .  . - 


の ，§ き を 「孝 と 謂つ ベ し矣 /天下 の 惡皆歸 す焉」 な ど とよみ、 又 こ れを？ い に 口にの ぼせ 

たるが 如き は K に國 語の 敵と して 峻^ に 排斥す べき ものたり。 

助詞に つ いで t〈 重なる もの は 用 一一 一一：： の 語尾な り。 これ 亦 他の 侵入 を宽假 すべ か 

らぬ 地點な h^。 而し て、 古 來 この 用  一 H の 語尾 變化 を殺亂 する が 如き を 淡 一, お をして 

なさ しめたる ことなき は 明かな り。 然れ ども 古来 漢語 を 盛んに 用ゐ たる 結果と 

して 次の 如き 特種の 法の 生じた る を 見る。 たと へば 

中古と なり て 平， 將門を 追討 の 賞に て 藤 原 秀鄕正 四 位下に 叙 し、 武 蔵 下野 兩國 

の 守 を 翁 ね、 平 ノ直盛 正 五位 下に 叙し 鎮守府 將罩に 任す。 (神皇 正統 記、 後 14 醐天 S 

我 當 社に 百日 参籠 の 大願 あり。  (平家 物；, 一) 

十 郞藏人 殿、 信 太三郞 先生 殿 九郞判 殿に 同心の 由 聞 え 候。 (平家物語、 十二) 

先途が 提示の 統制 原理 

京都へ 出 f のつ いでに 

かくの 如き は その？ g 語の 観念 内容が 國 語の 動詞の 觀念 內容と 同じ やうに 取扱 は 

れ たるに 止まら す、 そ れが國 語の 動 請の 用 言 としての 或る 作用 をな せる ものにし 

て、 そ れは川 0 が準體 宫 として 連體 格に 立てる ものと 同じ 川 法に 立てる ものな り。 

たと へ ば、 そ れらは 委しく いは ば、 
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京都へ 出張した る ついで 

先— 逢が 提示した る 統制 原理 

當 社に 百 日參 籠す る 大願 

などい ふべき 道理 なれ ど、 そ の 「出張/提示 J 參 籠/同心」 「追討」 が、 用 言 の 形 を 具せ ざる を以 

て 體 言 の連體格の形としたるものなh^。 され ど それら は いづれ も 

當 社に 

九郞 判官 殿に 同心  - 

の 如 く、 そ. の 用 言 としての 觀念 內容を 明白に する 爲の 主格 補 格 を 伴へ る；^ は さ 

に國 語の 動詞と 大差な きものと す。 卽ち これら は準體 言 たる 資格 を する が S 

に、 體 言 としての 取扱 をう くる に 止まら す、 用 言 としての 觀念 內容を 有する もの. と 

して 取扱 はれて あれば、 これらに 伴 ふ ベ き 主格 補 格の あ る 時には これ を 作 ふ こ と 

をうる こと 上述の 諸 例に 見る ベ きなり。 

なほ 又 こ の 連 體形を 以てする 普通の 準體言 の 外に 目的 準體 言と し て も Ig5 つ 


ffl ゐら る、 こと あり。 たと へば、 

見物に 出かけ る。 

1¥ に 行く。 

にやる 0 

とい ふが 如き これな り。 似し これらの 例に て は その 漢語 はた  >  の 體  一 H としての 

W 法に 止まる 如く なれ ど、 そ れ が、 そ れ の 補 格 を 伴 ひうる こと、 たと へ ば 

芝 B を 見物に 出か け る。 

&を 調査 に 行 く。 

病 源 を 研究に 赴く。 

そこ へ さ 兄^ を 訪問に おやりに なった 0 

の 如くに も 出 ゐるを 見れ ば、 そ れ らの內 部に 用 言 としての 觀念 內容の 活躍せ る を 

毘 る ベ し。 

止 に、 父 これらの 性 S をお する 漢語 を用ゐ て、 

あの 波 を 5 な。 

さあ、 ごほうび. m  ^な。  • 
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とい ふが 如きに 至りて は その 性質 一 層國 語の 用 言 に 迫れる を 見る。 こ の 「な」 が 「な 一 

さ い」 の 下略な り とする 時 は、 そ れはた^臨時の現象たるに止まれh^とぃひてぁりー 

ぬべき ことなれ ど、 そ れ が 「な さ い」 の 下略の 語に あらぬ こと は  . 一 

さ あ、 ご ほ うび 頂戴な さ い。 (甲)  一 

と  ， 

さ あ、 ご ほうび 頂戴 な。 (乙)  一 

と を 比べて 見て 明かな り。 乙 は 自身が それ を 希求す る 意 を あら はす ものにして 一 

甲 は 他に 勸 むる 意 を あら はして、 關係は 正反對 となるべし。 こ、 に 於い て その 「ぶ-一 

は 希望 をい ふ 一種の 終 助詞に して 「なさい」 の 下略に あらざる こと 明かな り。 この 一 

語格 はもと より 鄙 俗の 語に して 雅馴 なる ものに あらね ど、 漢語が この 區 域にまで 一 

侵入し 来れる ものと して 深き 注意 を 要す。 この 語格 は 同じく 俗語と して  一 

早く お出でな。  一 

二階から な。  に 

早く 下. 0 て來 な。  一 

などい ふ ものにして、 これ は 用 言 の 連用形が かくの 如き 湯 合に 用ゐら る、 と 同じ 一 

用法に 立つ ものな り。 かくて それらの 「な」 を 加へ すして、  一 


早くお 出で。 

二階から お下り。 

などと もい ひうる 如くに、 

あの 波 を！^。 

さあ ご ほ う び 顶 戴。 

とい ひて、 しか も、 こ 、 に 命令. 希求の 語法 を 活動せ しめ 得る に 至る。 かくなる に 至 

, ^ては これらの 淡 語 は 動詞と しての 活用 は存せ ざれ ども その 命令形の 用法に 似 

たる ものと なれり とい はざる ベ からす。 

以上 二の 場合 卽ち 

用 言 の準體 言 としての 取扱 を受 くる 場合 

用 言 の 命令形の 用 をな す 湯 合 

は、 漠 0 が、 そ の^ 語の 形の ま、 にて 用 言 の 域に 侵入せ る こと を 示せる ものな り。 

これ は國 語に とりて は K に 容易なら ぬ 大事に して、 その 漢語が わが 用 言 の 觀 念 內 

容に S 似す るに よりて それ を寵 ffl したる に乘じ て、 更 に それより 一 步 進みて 陳述 

の 方面にまで 俊 入せ むと せる こと を 示す も 15 なる が 、た. ， ^、こ 、 に それらが なほ ケノ 
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少遠盧 して ありと 見 ゆる こ と は それが 俗語の みなる 點 と、 そ の 語が 極めて 少数の 

語に 止まる 點 とに 存 する ことなり。 され ど 漢語の わが 國 語の 內に 深く 入れる 點 

は これらに て 思 ふべき なり。 

以上の 如くに して 漢語の 國 語の 中に 侵入せ る 程度 は 頗る 深く なれり と 見ら る。 

され ども これ を 限度と し て、 そ れ 以上に は 侵入す る こ と はな か， e 'しな， 50 


第 人 章 漢語の 影響に よりて 起り たる 闺 語の - 

,  種々 の狀態 

こ、 には^ 語の 影 ir」 によりて 起り たる 國 語の 種々 の狀 態を觀 察せむ とす。 こ 

れ にっきて は 

一、 音 Si に 及ぼせる 影響 

二、 造 ザお 法に 及ぼせる 影響 

三、 語法に 及ぼせる 影響 

の 三 に 分ち て 論及せ むと す。 

1 音韻組織に 及ぼせる 影 響 

漢語が 國 語に 及ぼせる 影 Sf- は 種々 の 方面に あら はれた る が、 そ の 最も 見 き は 

音^組織に 及ぼせる 點 なりと す。 その 音韻組織に 及ぼせる 點は その 著しき 點ょ 

り 見て 四に 分ち て說 くべ し。 

第 一 は ts 音に 及ぼせる 點 なり。 わが 國 語に は ラ行の 音 及び 濁音 を 以て はじめ 

らる、 語 は 古代に あら ざ..^ しこと は 古來學 者の 唱 ふる 所なる が、 このうち 獨音を 

第 八 や の， „^ ^によりて 起り たる, 語の 種々 の狀態  四 八 九 


國 語の 中に 於け る 漢語の 研究  四 九 0  』 

頭 音と せざる こと はわが 國 語に 限らす、 一 般に クラ ベア , タイ 語族に 共 i 一， f る 5^ 

象な り。 されば、ゎが古代の語にその種の頭音の存せざりしなh^とぃふ說は决しー 

て學者 机上の空論に あらざる なり。 

さて、 濁音 は 本邦の 音に は 連 * の 際の 中間 として は 或は 古代より ありし なら 一 

むが、 わが 古代の 語に は 頭 音と して は用ゐ ざり しが 故に、 濁音 を 以て はじまる 觀念 

語 (助詞 は 別な り) は 本邦 固有の 正雅の 語に は 一 も存せ ざり しもの なり。 然る に、 今； 

日に 於いて は 濁音 を 以て はじめと する 語 は 決して 少しと いふべ からす。 案す る; 

に、 こ れらは その はじめは 漢語の 音韻組織の 感化に よる ものた るな り。 今 念の 爲ー 

に 、外来語 にあら やして しか も 濁音に て はじまる 語 を 見る に、 そ れらは 漢語 か、 近世 一 

生じた る 俗語 かに あらやば それ は 古語が、 上略の 爲に溺 音 を 露出せ しめし ものな 一 

る を 見る。 今次に その 紛ら はしき もの 一 一三 について 說明 せむ。  一 

「が ね」 「が り」 等 の 語 はも と 「が」 と いふ 助詞 を 基と して 「みおす ひ. 3」 (紀) 「き さ き 

(大 鏡) 「妹が り il^i 萬 葉) の 如くい ひし が、 後 に 「人 の が り」 (枕 草子) などい ふこと になれ 一 

る な り。 又 「が け」 (崖) は 「か けお i 倭 名鈔) 「か け み ち」 (古 今 集) な ど の 「か け」 が、 多 少の 曲折 を 一 

經 て 「云 々がけ」 とい ふ 語 例なる ものより 上略して なれる ものなら む。 「が は」、 側) はも 一 

と淸 音なる が 故 に、 「かた か は」 な ど 清音に もい へ ど、 ま た、 「にし が は J きた が は」 な ど 獨音ー 


に い ふ ものより 上略して 轉 せし ならむ。 「がま」 (蒲) は本來 「か ま」 乂は 「か ば」 な る こと 

今 「か ま ぼ  >  ご (蒲 鉢) 「かます」 (蒲 筏) な どい ふに 著しき が、 これ も 前 同様にて 濁音の 露出せ 

しなら む。 「が ら」 (柄) は もとよ り 「か ら」 な るが 今い ふ 俗語 は 「し ま が ら」 な どの 上略なる 

こと 著し。  . 

「ぎ す i 蔬斯) と いふ 虫の 名 はも と 「き りぎ り す」 の 上略 を 約せ る ものな り。 「ぐみ」 (胡 0 

子) と い ふ H は 古 語 「く み」 な る こと 本草 和 名、 名鈔 にて 明かな り。 それ を 「な は し 

ろ ぐ み/な つ ぐ み/あき ぐ み」 な どい ふよ 上略し て 「ぐ み」 と いひ なれし なり。 

「げ に」 これ は 言海に 「異に」 の轉か と いひ、 「或は 現の 音の 轉」 と い へ り。 今古 窨を a る 

に淸 水濱臣 は 「げ に は 現にの 字音 也と いへ り。 さも あるべき にや。 文 詞には 土 佐 

日記より 見えたり。 歌に よめる は 後 拾 還せ 丹の 歌、 ま たかげ ろ ふ 日記の 歌な どよ 

り 見 ゆ。」 といへ..^。 蓋し この 說當れ るなら ん。 

「ごと し/如 し) は 本 來 「こ と し」 な りしなる が 常に 上に 他の 語 を 伴 ふより 連濁 音と し 

て かく なれる ならむ。 これの 語幹な る 「ご と」 も、 そ れが獨 立 的に 用 ゐらる 、-; S は 

な ら ば、 唤 か す ゃビ あらぬ 櫻 花み る 我 さへ に靜 心なし  (古今 § 

の， S  くに 音た るな り。 

「ざる」 これ は 今 もい ふ 語な り。 「ざる 一 とい ふ 形に なれる は江戶 fr 代より 見 ゆれ ど- 

第 八 * 漢語の 影響に よりて 起り たる lL、se の 種々 の 状態  四 九 1 


西語の中に於はる漢語の擺^!;^  四 九 二 

さほど 古から ざるが 如し。 こ れ をば、 東雅 又倭訓 菜に 「^籬 の 音 也」 と いひ たれ ど、 信 

すべから す。 これ は 古 「いさる」 とい ひし ものな り。 新撰 字 鏡に 曰く、  * 

0 上 字 時 規市緣 二 ヌ 舟 笥也小 管 也 又 作 輩 志 太 美 又 阿 自加又 伊佐 留 

m 徒 本 反 盛 穀之竹 器 也 簖也篇 也 志 太彌又 伊佐 留 

と ある、 これな， 5。 而 して 倭 訓 菜に は 「甲斐 の あたりに てはいざる ともい ふな り」 と 

• い ひ、 信 濃國 にて は 今 も 現に 「いざ る」 と いへ り。 これら は卽ち 古語の 遺れ るに て、 そ 

の 「ィ」 の 省かれた る爲 に、 「ざ る， 1 の 濁音が 頭 音と して 露出せ る ものな り。 

「だく/抱) は 「い だ く」 の 上略なる こ と 著しく、 「だす」 (出) は 「いだす」 の 上略な る こと も 著し。 

「だに」 (壁蝨) と いふ 虫 は 古 語 「た に」 な hs しこと は沙石 集な どに て 明かに して、 それの 轉 

訛 な り。 又 「だ め」 と い ふ 碁の 術語 は 古 は 「闕」 と い 八り。 これ は 「徒 目」 と 書け る 古 書 も 

あ れ ば、 恐 ら く は 「ァ ダ 目」 の 上略より 起り し 語なら む。 

「ぢ ぢ /ばば」 は 蓋 し、 小 兒語 として 重 音に せし に て、 そ の もと は 「お/ば」 な る ベ し、 これ は 

古語 

お ほお (大 父) (源氏 桐 壷、 倭 名抄) 

お ほば (大 母) (令 集 解) 

にして それが 約め られて 


お ぢ (； 1: 父 を 新撰 字 M 天 治 本 「於 保 地」 と し、 同 享 和 本 「於 地」 と す。) 

おば (源氏 桐 壷、 新 撰 字 鏡、 8- 名 鈔) 

と な h^、更 に 上略せられ て 「お/ば」 と なりし なり 0 

「づ く/木菟) と い ふお は 古 W つ く」 な り。 「み み づ く/この は づ く」 な どい ふよ り 「づ く」 と 

いひ なれし ならむ。 

「で る」 は 「い づ る」 の 上略 の の轉 化せる も の、 「でき る」 は 「出來 る」 の 上略 の の 一 轉せ 

る も の 「で か す」 は それ を 他動に したる ものな り。 かくして この 一系 の 「で 云 々」 と い 

ふ 少 から や。 

「ど も り/吃) は 古 語フ J と ど もり」 (色 葉 字 類 抄、 新 撰 字 鏡》 J とどまり する」 (枕 草 子) を 上 略 

し て 一 ど も り」 と い ひ、 又 關 西の 方言 に 「ど も」 と も い ふ。 そ の 「ど も り」 を更 に 四段活 川の 

動 M とする こと あり。 「ど よむ iir 動) は 古語 「と よむ i 古事記、 日本書紀、 色 葉 字 類抄) な る 

が 「な り どよ む」 な どよ. 0 し て、 「どよ む」 と なりし な ら む。 

「ばく/化；. ばかす/化) も 古 は 「は く」 「はか す」 と いひし なり。 又 「う ば ふ」 を 中頃よ ^「ば ふ/奪) 

とい へ る ありて、 今 も 方 一：：：： にの これり。 「ば， ら」 蓄薇) は 「い ば ら」 ま) 「うばら」 (新撰 字 鏡、 本 草 

和 名) の 上 略 な るな り。 「ば り/尿) と いふ 俗 は 古 m 「ゆ ば b/ 倭 名鈔 等) の 上略な り。 

「ぶ ち」、 班) は 古 IgS 「ふ ち」 な hv。 そ れ を 「擎 ぶ ち」 な どい ふよ り 「ぶ ち」 となれ るか。 「ぶ と 一 

第八窣 漢搭の 影^に よりて 起り たる の 種 々の 狀？ 四 九 三 


チ ブ ト」 と 注 す 0 

の 咬みた る迹の 

て 「くちぶ 


國 語の 中に 於け る 漢 語の 研究  .. 四 九 四 

(蟆 子) (蚋) と い ふ 虫 は 新撰 字 鏡 天 治 本に 

igg  ig 似 於 蚋 稍大也 《知 夫 止 我 

の 語. あ り、 享 和本に は  • 

蚊 口 夫- 

と あり。 類聚 名義 抄， 又 「蚊」 に 「ク 

蚊の 如くに 人 を 咬 み、 し かも そ 

そ の 「く ちぶと が」 が 下略せられ 

と」 と なれる ならむ。 

「ベ に は」 和名 鈔に 「閉 通」 に と あ 

以上の 如くに し て、 頭 音に、 濁 

固に て 生じた る 語に- も、 S 音 を 

として 漢語が 濁音に て はじま 

のうちに も 及ぼした る も. の な 

漢語の 例 を 「ガ」 の 部の みに て 通 

賀  我  蛾 

害  凱旋 槪赂 


KVO も と 

音 をいた 

以て はじ 

る もの 少 

り と す 0 

常に 用ゐ 

鵝 


と」 と な 

淸 音な 

>  くこ 

ま る キゲ J 

か ら ぬ 

今國語 

る 著し 

該當 


こ れ 蓋 し 「く ちぶと が」 (口 太 蚊) に し て 

蚊よりも 大 な るが 故の 名な ら む。 

うたる もの が、 更に 上略せ られ て 「ぶ 

りしな 力 0 

と は 古く はな かりし が、 後 に はわが 

生じた るな り。 而 して それら は 卞 

よりそれ に 慣れ て、 そ の a を ば 國 語 

の う ち に 入れる、 S 昔に て は じ ま る 

き を あぐ 0 


鄕  豪傑 號外 强談 栲間  1 

雅樂 餓鬼 額  學校 合掌  一 

合  雁  眼界 岩石 顔料  ； 

次に ラ行 音 を 頭 音と せる もの も 亦、 古 來純 粹の國 語に は 無き 所に して、 それらの 一 

語 若し あら ば、 そ れは 主として 漢語なる ベ く、 若 し 淡 語に あらぬ もの はすべ て、 近世 

の 俗 j^s に し て 漢 l^i の 風 に 烕 染 し て ラ 行 の 音 を 頭 音 に 用 ゐ る こ と を は じ め た る 後一 

に 生 じ た る も の な h^ と す。 但し、 「パピ ブ ぺ 。ホー を 頭 音と する こ とのみ は 漢語の 影饗ー 

によれる ものに あらざる なり。 淡 字 に ぁ り て は そ の 三 十 六 字 母 中 唇 音 重 の 淸 .^f^ 

淸のニ は パ行の  一 sn たるべき もの なれ ど、 わ が 漢字 音に は いづれ も バ行 音と せる の 一 

みに し て、 パ 行 音 にせす。 又 今 中 間 昔 と し て、 「ン」 の 次、 に パ行 音と する もの も 古く は 一 

镯昔 としてよ みならへ るな り。 たと へば  i 

くわん ばく 函白)  かんばん (看板)  i 

てんび や う (天 £  さんび き (三 匹) 

げんぶく  (元服)  さんぶく (三 服)  .. 一 

せんべい (煎餅)  さんべ A (三 遍)  一 

せん ぼ ふ (傲 法)  せん ぼ ん (千 本)  一 

第 八 ij^  is-uss の^^によ 9 て 起 9 たる 語の 種 々の-蚊 態  四气五 


圃 語の 中に 於， ける ig め桥. 究：.  一 

四 太. k 

の，^ し。 これ t ば ：ぴ ぷぺぼ 一とい ふこと は 近世の ことにして 恐らく は、 室町 時代の 一 

末 頃、 キ タシ. タンの 入りて よりの 事なる が， g し。  一 

昔 便と は、 語の 中間の 音が、 前後の 音の 翳 係に よりて、 よび 易き 昔に 臨時に 變 化す 一 

る こと をい ふ。 この 現象 は、  ； 

「ィ」  ^ 

r ク」  一 

「ン」  -  一 

促 まる 音  一 

の 四のう ち、 いづれ かに 變 化する ものにして、 それの 現在、 文法的に 說明 せらる、 も 一 

の は 四 段 活用の 連用形が 用ゐ& る、 湯 合に 限り たれ ど、 その 現象 は 決して それ： 一 

止まらす、  ； 

0  0  "  一 

きさいの 宮 (きさきの 宫)  -  j 

0  .  一 

つかう まつ る (つ かへ まつる)  一 

さかんな り (さかりな り)  一 

ほ つ す  (ほ りす)  一 

の 如く、 種々 の 語の 中間 音に 於いて あら はる、 ものなる なれ ど、 今 は その 詳 m を 各 一 


すべ きが、 この 音便の 國語 にあら はれた る は、 大 體 平安朝の 中頃と 見ら る 、 が、 か く！ 

の 如き 現象 も 亦 漢語の 音額 組織の 感化と 見 ゆ。 この 事 は旣に 本居宣 良が、 澳字 三： 

昔考の 附録の 「音便の 事」 の 中に ていへ る ことなり。 曰 はく  一 

然ルニ 中 昔 ヨリ 字音 ノィ ヤシ キコ トヲ オボ ェズ ナリテ ハ是ヲ 嫌ハ、 ザルノ ミー 

ナ ラ ズ、 皇 國 言 二 サへ音 便ト云 モノ 出來 テ、 字 音 ノ如ク 云 ヒナ スコト 多シ。 是ー 

レ乇ト 字音 ヲ 呼ヒ馴 タル ヨリ 移レ〃 音 一一 シテ皆 正音 ユア ラズ。  - 

といへ り。 赏際 わが 國 にて 用ゐる 字音の 音 尾 をみ る に、 そ れが、 一 の 母音の みなる： 

もの は 別と して その他 は  一 

一 、 「ィ」 に て 終る か  ， . 

1 一、 「ゥ」 に て 終る か  ：： 

三 T ン」 にて 終る か  .. j 

四 T フ ク ツチ キ」 の いづれ かにて 終る。  ^ 

の 四の 形式 を 出です。 而し てこの 四が それぐ 四の 音便 を 導き出す 模型と なり 一 

しもの なり。 そのうち 前の 三 はいふまで もな きが、 第 四 は 元 來入磬 にして、 わ が 國ー 

の 音？ i に は入聲 なきが 爲に 一 字の 時 は いづれ も 上の 如き 音 尾 をと る ことにすれ 一 

ど、 これが 下に 他の 文字と 連る 場合に は その 本性た る入磬 を-あら はして 呼ぶ こ と 一 
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國 語の 中に 於け る 漢語の 研究  四 九 八 

の 漸くに わが 國 にも 生じた る もの、 如 く、 か くして 入磬が 中間 音と して 發 生した 

る もの、 如し。 

かく 音便の 發生 と共に わが 國語 にも 撥ぬ る 昔、 促む る 音と いふ 現象 を呈 し、 こ.^ 

にわが 國 語の 音韻組織 は 著しき 變化を 生じた る ものと 見ら る。 而し てこの 促音 

は 今 も 主として 音の 中間に 存 して 音 尾の 入磬 なる もの は 甚だ 稀 なれ ど、 俗 語の 副 

詞 中には 往々 用ゐら る、 こと あり。  . 

さタと  あつ ばれ 

ばクと  さつば り 

撥ぬ る 音 は 今 は 一 語の 尾 音と して 用ゐら る、 こと 少 からざる なり。 

拗音 も 亦 わが 國語 固有の 音韻組織に は 全く 存 せぬ ものにして、 これ また、 浅 の 

與 へたる 影響に よる ものな りと す。 かくし て、 後 世に 及びて は、 國 語のう ちに も拗 

音の 語の 生やる に 及べり。 され ど も、 そ れ も、 體 言 なる は、 

き やつ (彼奴) 

の 1 つ ほどに 止ま .9、 他 は 

キヤ ッと  ギヨ ッと、 キヨ p ソと、 

クフッ と、 ク フンと、 グ フンと、 


とい ふ 如 く、 外 貌を形 〔れ する 情 態の 副詞に 止まる。 しかも、 いづれ も、 俗 0 に 止まり- 

雅 正なる ； fi.i として は 認められざる ものな りと す。 


二 造語 法に 及ぼ せ る 影響 


今 こ 、 に 論 

如何なる もの 

る 影 のみな 

も兑 むと す。 

次の 三 项に分 

1 一、 日本製 の 

三、 和 浼雜糅 

こ 、に？^ I か 

ひて 可なる も 


せむ と 

を 生じ 

ら t 汎 

卽ちこ 

ちて 說 

生じた 

漢語 

の 語 

ィ 

むと す 

のな b_ 


す る 所 は、^6  0 が 

たる か を 見む と 

く 漢字 を 用ゐた 

れ廣義 に. 於け る 

く ベ し 0 

る 日本語 


漢語より 生じ 

る 所 は 漢語に あ 

一 され ど それの 


わが 國 語の 組 

する ものなる 

りしが 爲に生 

漢語の 影響と 


たる 日本語 

らす して その 

成立 を考 ふる 


織の 


形 

時 


上 

ゝ 

、ベ 


よ り 

ま、 $ 


ま 

旣 

も 


見 

0 


れ 


た侗々 の 

成の 漢語 

上の 特殊 

の な 


リて 起り たる ぽ 語の 種々 の狀態 


ば、 純 な る 

, 基 づ き て 

四 九九 


語 と 

の與 

の 現 

こ ゝ 


し て 

へ た 

象 を 


つ く 


と い 
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る ものにして 決して、 純なる 國 語と いふべき ものに あらざる ものな， 0  0 今 これ を 

成立の 狀 態より して 

一、 漢語 を 日本 讀に したる もの 

二、 字の 訓 注に よりて 造 りたる 語  ，，，， 

の 二種に 分ち て說 くべき なり。 

一、 漢語 を 日本 讀に したる もの これ は 漢語の 熟 字 を その 字面の ま、 に 日本 

語に よみて 新に つくりた る もの を さす。 それらの うちに は 

(石灰) いしば ひ- (酸 棗) すきな つめ 

(言 葉) (IP 學) こ と ば (玉 勝 間に 說ぁ り。) (惡 口) わるくち 

の 如 く、 そ の 字 を 一字 づっ譯 して あてた る あ， 9。 又 

(鳥 跡) とりの あと 

(日脚) ひの あし 

(雨 掷) あめの あし 

(面皮) つらの か は (西 京雜 記、 語 林、 南史) 

(四海) よつ の う み 

め 如く、 中 偶に 助詞 を 加へ て譯 出せる あ， 50 


さて 上の 例 は いづれ も、 直 譯 して 略 その 意 を 得べ き 性質の ものなる が、 义 熟 字 成 


語 をた.^ 文字の ま、 に， 直譯 せる もの あ 

を » ざる ものな h^。 たと へば、 


それら は その E 譯 したる ま、 にて は 


(遊 糸) 

(黄泉) 

(雲 夢) 

(桑 門) 

(白 波) 

(綠 林) 

(@ 梨) 

(露 臺) 

(柳 營) 

(羽 林) 

(法 @ 

(家邑 


あそぶ いと 一 

きなる いづみ 一 

くもの ゆめ  3 

く はの かど 一 

しらなみ  一 

みどりの はやし； 

こほりの なし i 

たつの かほ 1 

丄 

つゆのう てな 一 


「陽 炎」 

「地 下」 

「地名」 

「沙門 一一 ォナ ジ. 一 

「盗賊」 

「盗賊」 

「肌 腐 ヲホメ ティ フ j 

『天子 ノ 御顔」 

「s 無 キ 臺」 


やなぎの いとなみ 「將 軍 ノ  府」 

はの はやし  1. 近 衞ノ废 名」 

のりの はし  「僭位 ノー」 

，、への かせ  . 


.ぉ八 ^；^  によりて 起り たる！ 35^,2 の 々の ゥ. 


五 〇 二 


ia 語の 中に 於け る 漢語の 研究 

(龜鑑 ) かめの か-^ み 

(戎 农) えびす ご ろ も 

(道心). みちの こ、 ろ 

(海月) うみの つ き 

，(海 老) うみのお きな 

(山 梁) やまのう つば 

(石竹) いしたけ 

(牽 牛 花) う しひく はな 

(時 鳥) ときのと り 

の 如くた  > その 文字 を國語 

は 通用せ ざる も のな り。 

又 本來國 語に あら ざり し 語 を ば、 漢 文の 中に 用ゐた る 文字に よりて 之 を 直？ # し 

て國 語に よみた る もの あり。 かくの 如くに して、 生じた る國語 も亦少 からす。 そ 

れは 主として わが 國 語に 本来 無 かりし 彼の 代名詞、 接 績詞を 直譯の 方式に て譯出 

して 國 語の 中に 用ゐ たる ものな り。 

先づ代 名；！ にて は 


「軍服」 

「菩 提 心」 

「ク ラ ゲ」 

「ェ ビ」 

「キジの 別 名 J 

「ナ ダ シコ」 

「ァ サ ガ ホ J 

「ホト 、ギ ス J 

てよ みたり と.： 


ふに 止まり て、 そ の國 語の ま、 にて 


(妾) わら は 

とい ふ あり。 「妾」 と いふ は 元来 支那に て 婦人 &自稱 の 謙稱の 語に 

の 「僕」 と 相對 する ものな り。 卽ち 召使の 男子た る もの を 「僕. 一と い ひ. 

「妾」 と いひた るより 出で たる ものにして 第二 妻の 意の 妾の 義には 

之 を 1; l^^i に て 「わ ら は」 と よむ はこれ は 「ハ さの 庶譯 にあら すして 意 譯 

夫人 自稱小 a  , 

と。 卽ち この 小童 は諳 侯の 夫人の 謙稱 として 支那の 古に 用ゐら 

や」 「わ ら は」 と 譯 して、 同じく 婦人の 謙稱た る 「妾」 の 訓 として 

「わら は- 

として  出ゐ  るに  至れるな  bo 

次に 副，^ なる に は 

(頻) しきりに (盛 j さかりに (さかんに) 

へ みだりに 

の ，？ く、 そ の 文 字の 用 言 としての よみ 方 《しき る/さか る/みだ ろ」： の 連 

を：.？^ へて 一の： ぬの 如くに したる あり。 父 

第 八 章 *^^§の^^ノ.さ：にょりて起りたる國語の種々の狀想  }fic. 


して 男子の 謙稱 

そ の 女子た る を 

あ ら す。 而 して 


れしを そ の 【小 化さ 


爪肜 1 - 格 助 詞 「に 


語の 中に 於け る 漢語の^ 究  五 〇rat 

(擧) こぞり て  へ果) は たして 

(以) もちて (もって) (隨) したが ひて (したがって) 

(至) いたりて  • 

の 如く、 そ の 文字の 用言 としての よみ 方 (「こぞ る/はたす」 「もつ/した が ふ/いた る」) の述川 

形に 複語 尾 「つ」 の 連 用 形 「て」 を 添へ て 一の 語の 如くに したる あり。 又 

(所謂) いは ゆる.  ， 

(垂) なりなん とす (なんなん とす) 

(就中) なかに つき (なかんづく) 

(須) すべく あらく  (すべから く) 

(微) なかり せば (なかつ せ ば) 

(件) くだりの  (くだんの) 

(所以) ゆ ゑに . (ゆ ゑん) 

(況) いはん や 

の 如 く、 そ の 原の 語の 意に 基づきて よみた る もの ：sr よ、 みく せとな りて、 一 定の國 語 

のさ まとな り、 多 くの もの は、 下 に 括弧に て 示せ る 如く 音便 を 生じ て、 慣 例 的に 用ね 

らるゝ に 至れる あり 。又 


(或) あ る い は 


れを 上の 如くに 故譯 して 固定 


國語 

國語 

ぶ」 と 

て 


の 


よ 


さまと なれる あり C 一 

て は 「と」 若く は 「ま た」 と 譯ー 

むべ き 文字なる により 一 


の 如 く 「或」 は 時 に 「お り」 の -.y に 川ゐら る、 に 基いて そ 

的の：， としたる あ り。 又 

(歸 去來) かへ りなん いざ (かへんなん いざ) 

(胡 夫 然) の (胡) なに すれ ぞ (な ん すれ ぞ) 

の 如く  +:!  く  g 譯し たる 語 が、 音 便 を 生じて 固定 的の 

又 接績詞 として は 淡 文 に 「並/及」 の 語 あり。 これ は 

し て C^J る ベ きものなる を ば 「並」 は 用  一一 一一 n として は 「な ら 

て、 そ れの述 川 形 の 「な ら び」 を ffl ゐ て、 格 助 詞 「に」 を 添 へ 

ならびに 

とい ふ mi をつ く り、 乂 「及」 は 用  一一：：：！ として は 「お よ ぶ」 と よむ ベ き 文字なる により て、 そ れ 

の 述川形 を 用ゐて  - 

および 

とい ふ ュ i を つ く り、 以 て^ 語の 接續 51 に 該當す ベ き 

又 「所」 と いふ 關係 代名詞 又 助動詞 をば そ の 「所」 の 字 

る、 文字なる によ て それ を 「と - 〕 ろ」 と 訓 して、 

第 八 車 漢！？ S の 影響に よりて 起り たる 國 語の 種々 の狀班  五 〇 五 


所に 用 

が 名詞 


ゐる こと ゝ したるな り ( 

として は 「と - J ろ」 と よ ま； 


國 語の 中に 於け る 漢語の 1^ 究 .  -  五 〇 六 

人の 笑 ふ 所と なる。 (これ は 所 は 助 IS 詞 に て 「所 笑」 に て 「笑 は る」 な る を かくよ め 

り。) 

とい ふが 如き 語法 上 稍 特殊なる 現象 を呈 せし むる 因と なれり。 

又 その 文字の 用 ゐられ たる 赏 地の 意義 を 精査せ すして、 早計に よみて 、異様の IT は i 

を 生せ しめたる あり。 たと へば、 

「齒」 を 「よは ひ す」 と よむ 如き その 一な り。 これ は、 禮 記、 文 王 世子 に 「公、 與 父 兄 齒」 と 

あ り て、 「齒」 はも と 「齒 列」 の 義 にして 「つらな る」 の 義 なる を 「年 齒」 の 「よ は ひ」 の 義 として つ 

くれる 訓 にして 義訓に あらす。 

「早世」 を 「世 を 早う す」 と直譯 する が 如き も然 り。 早世 は 元来 「夭死」 なり。 ち 

無祿 早世 隕 命、 寡. 人 失， 望  (左 傳、 昭 三) 

と あるが 如し。 又 r 久 之る 「之 ほ 助 字なる に、 

「之 を 久しう し て」 

とよみ 义書 ける あ-. 

又 一とし はも ゆか ぬ」 と いふ こと あり。 たと へ ば、 松風 村雨 束 帶鑑に 「と し は も ゆ か 

ぬ 子 持ぶ り」 とい ふ あり。 これ は 

. 年 齒方劂  (後 漢書 宣元六 王 傅) 


不拘 年齒.  ,  (同 慣帝紀 


など あ る 「年 齒」 を 直譯 せる 

て 「ハ 牛齒」 に て 「年 #」 と いふに 

しかも 以上の 如き 誤り は 

こと、 いふべ し。 

二、 字の 訓註 によりて 

今 こ 、 にあげむ とする 

ありと も见 えぬ ものな り 

の ものに あらざる 湯 合に 

らす。 かく 外來の 事物に 

考 へらる.^ こ と は 舊來存 

「驢 馬」 を 【う さ ぎ う 

の 如くに して 新に 造， 0 た 

入り.^ ると きに は その 學 

本國の の 注解 を 利用し 


ものなら むが T 年」 は 「と し」 な 

おなじき を かく 直譯 して 

惯 用 久しき 


つれて 人の 


造 りたる 語 

所 は その 形よ 

とす。 然れ ど 

そ の 語 が純粹 

あてた る 語が 

した る 1^5 を 合 

ま」 

る ものなら ざ 

術を應 用して 

て 新造の 語 を 


は旣に 明治の 頃法學 博士 宮崎道 三郞氏 


り 見れ ば、 純 

も、 そ の 語 に 

の國 語と し 

純 粹の國 語 

せ て 

るべ から ざ 

勞少く 功多 

按出 する こ 

が 論及 せら 


る は 可な れど、 「齒」 も 「よ は ひ」 にし 

は 何の 意なる や-知る ベから t 

殆ど 疑 ふ ものな き は ai!: むべ き 


然 たる 國語 にして 漢 の 影 ， 

て 示された る もの が、 本 邦 固有 

て 古來存 したりと はいふべ か 

の 形 を 有した る 湯 合に 普通に 


る が、 そ れが外 國の學 術と 共に 

き 方法と し て、 そ の 字 そ の mi の 

となし とせざる べし C この 事 

れ たる もの あれ ば、 次 に は それ 


によ 9 て 起り たる 國 語の 種 4r  ©SK«  t  五 o 七 


ね) 


國 語の 中に 於け る tis おの 研 突 

ら の 說に基 づ きて 少し く 說 

字書 (匿) 

銅 赤金 也 

鐡 黑金也 

銀 白金 也 * 

金 黃金也 (き 

佃 作 田 也 (つ • 

裘 皮衣 也 

棺杪 木末 也 

源 水 本 也 

、 涯 水際 也 

囈 睡語也 

書 文 也 

證， 明 也 

掌 手心 ■ 

垸 m 女墙 


だ) 


し 0 

國語 

あかがね 

くろがね 

しろがね . 

こ が ね 

つくだ 

か はごろも 

こす ゑ 

みなもと 

みぎ は 

ねごと 

ふ み (「文」 を 轉 用) 

あかし 

た なご ころ 

ひめがき 


五 

0 
八 


w 上 は 字書に 直接に 用ゐ たる 注 を. 譯 して 以て 新たなる 阈 Si とした.. >  と 見 ゆる 

ものな り。 

こ 、 に义 その 文字の 別の 訓を 流用し て、 新 なる 國語 をつ くりし ものと 思 はる、 

あり 。その W 

商 (之 を 四季に あつれば 秋に あたる。) 「あきな ふ J 

され どこの 類 は 多き ものに あらす。 又 

柳 須类木  (倭 名鈔) 

と あるが 如き もこの 類に 屬す べし。 これら は 漢語が わが 國に 入， 9 たる 時に 其れ 

に該 S す ベ き 國 な く、 さ b とて 漢語の ま、 に音讀 すべ くも あらぬ 場合に 起り た 

る 一 稲の 方法と 兑ゅ。 然れ ども、 又 別の 方法に よれ しもの ありし ならむ。 たと 

へ ば 

娶  メト, 

屍  シ カバ ネ (姓 の 「か ばね」 と區 別す る爲 か。) 

is  ミナ ァヒ 

導  ミ チビ ク 

W  イタ ヨネ 
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0  シ グ マ (「四」 と 「熊」 と に 分ち て訓 としたる か。) 

の 如く 字形に 基づきて そ. れ を 分解して 國語 にあて よめる もの あ， 00 

口 日本製の 漢語 

. ここに 日本製の 漢語と い へ る は、 形 は 漢語と 同じく 漢字 を 用ゐて それ を 音讀す 

る もの なれ ど も、 そ れは 本来の 漢語に あらす して 本邦に て つくれる もの を さす。 

fm して これ は その 成立の 手續 より 見れば 種々 の 相を呈 して、 一 々分類し つくす ベ 

くも あらざる さまな り。 次々 に これら を枚擧 すべし。 

• 一、 漢字 を 字形に よ. -」 分解して 二三 字に して これ を 一 の 熟 字の 如くに せる も 

の 0 

(「ノ 木 ハチ ボ ク) 「米」 を 「八 木」 の 二字に わけて r ハ チボ ク」 と よむ。 東鑑 等に 見 ゆ。 

これ は 元来、 一 の隱 語と いふべき もの が、 普 通語に 化した る ものに して 、「上」 を 「トイ f  J 只」 

を 「口 ごとい ふが 如き もの もこの 類に 屬 するな り。 支那に て 「松」 を 「十 八 公」 と い/る 

如き も 亦 これな り。 

二、 もと 國 語に 宛てた る 漢字 を 後に 音に て讀み 漢語の さまに な れ りし 語 

を こ = 尾籠 ビ "ク (S 囊鈔) 

, ^の 事 = 火事 = ク フジ ：  ： .  . - 


か へり ごと = 返事 = へ ンジ 

かねての 曰 = へま 曰 = ケ ンジ 

かねての S  = 兼题 = ケンダ 

はら をた つ = 立腹 = リツ ブ 

= 腹 立 = フクリ 

おはします = 御座 =ゴ サ (ァ 

くれはとり HniK 服 =ゴ フ ク 

お まへ = 御前 = ゴゼン 

おち ゐる = 落 居 = ラクキ ョ 

りおる = 箭ぉ = "クキ ョ 

お ほね = 大根 = ダイ コ ン 

もの，，」 わがし = 物騒" ブ ッ 

ではる = 出張 H シュッ チヤ 

心の 外 = 心外. = シング ワイ 

心 をく ばる = 心配 = シ ン パ 

いでき たる = 出 來 n シュッ 


ク 

ク 

フ？) 

ル )= ゴ ザ 


サ ク 

ライ = シュ 
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い hN きたる = 入來 = ジ フライ 

やすき あた ひ = 安價 H ァ ン 力 

やすきね == 安直 = ァ ン チヨ ク 

あそびめ = 遊女 = イク デ ョ 

金 を 打つ = 金 打 = キン-チヤ ク 

曰の 手當 = 曰 當 = ユッタ ク 

J の 頃に は 又もと 漢語 を 含める ものに てつ くれる もの も あ-.^。 たと へば、 

造作なし = 無 造作 = ム ザ クサ 

點を 合す = 合點 = ガッ -グ ン 

骨な し = 無骨 = フ コ ッ 

番 にあた る = 當番 = タク パン 

印 を 調 ふ = 調印 = テク イン  - 

念 を 入る = 入念 = 二 フネ ン  . 

以上 は それに あてた る 文字 は 無理 若く は 無 意. 義 に 近き もの ありと しても、 その 道 

睡を たどりて. 行く ときには 一往 は 首肯 せらるべき ものな り。 

次に は その あてた る 文字が 誤りに し て、 そ れを 音に てよ むこと は 頗る 無理なる 


も の 


る あ 


の 如 

よみ 

な 


札 を あらた む (だ し く は r 檢 札」) 

(改む ¥ 改札 = か いさつ 

おなじ ことわ り (正 し く は 「同 理」) 

(斷る )= 同 斷== どうだん 

の 類の ものにして 誤り あてた る 漢字 を訓讀 して 一種 奇妙なる 國語 をつ くれ 

り。 それ は その 文字の 意 義を 顧み す、 音 の 似た るより して 

當然 を 當前 

同然 を M 前， 

く  IS  くこと 惯 川せられ しうちに い つし かそ の 「當 前」 を 訓讀し て 「ァ タリ マ へ」 と 

て、 こ こに 一種 不： 思議の 語 をつ くれるな り。 

常 然 = 當 前 = あまり ま へ 

ほ 又 俗 gi に 

手一杯に 

手綺^に 

小綺 魔に 

事 八 章 の 影 » によ n- て 起 9 たる SIS の 種々 の 状態  五 1 111 
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などい へる もこの 類に 入るべき ものな り。  . 

又 こ、 に 「つ くねんと 云 々」 と い ふ 俗語 あり。 

つながれて 聲を もた て す、 み 、づ くの つくねん として 何を簡 らん。 (狂歌 咄) 

つくねん と 靜 なる 時に 堡塑 人の 如し。 .  (.鹑 农) 

古 きせるに 烟草 をと り そへ て 前にお き つくねん と し て S る も あり。 

(東 海道 名所 記) 

これ を釋 して 「つくく と 念じ 居る 狀」 な どい ふ 語 あれ ど、 こ れ は 「自 然」 「默 然」 な ど の 「然 J 

を 「つ く づ く」 の 「つ く」 に 加へ て 漢語め かした る 語と したる なるべし。 こ れ 「何 然」 と い 

ふ 語 が、 狀 態 を 形容す る 形 式の 語と 思惟せられ しによ る ものなら む。 

又 こ、 に 「さ い か ち， 一と いふ 莹 料の 喬木 あり。 これ は 漢語に て 「皂角 子. 一と いふ。 そ 

れ はこの 木の 果實が 「皂」 卽 ち黑 色の 角 卽ち爽 なる による。 これ を 「さ い か ち j と い ふ 

は 「サ ク カク シ」 よ り r サ ィ カイ シ」 を r サ ィ 力 チ」 と なれ. 0 とい ふ が 通 說の やう なれ ど、 理 

なきに 似たり。 これ は 恐らく は 法華經 などに い ふ 「細 滑」 の 語より いでし ならむ。 

「細 滑」 と は 肌膚の こまやか にして なめらかなる をい ふ。 この 樹の 果實卽 ち 「鬼 角 子」 

はこれ を 水に 入 るれ ば、 石鹼の 如く にして 洗濯に もよ きが、 肌膚 を 細 滑 にす る もの 

にして、 余の 久しく 經驗 する 所な り。 卽ちこ の 「細 滑」 を 以て この 果實の 名に あてし 


な ら む 0 

又 俗 に 「江 戶 ツ子の ちゃきちゃき」 とい ふこと あり。 こ れ は j^li の r 嫡 々 」 より 出で 


て 一 轉就 

白 


娘 々 

の 如し。 


幸 

と い へ 

と い ふ 

又 今 

M 子に 


太 

れ 

0 


る ベ 


したる ものな り。 f 嫡々」 と 

王 劫 初 以來翻  1^ 相承 

目 S 

ネ ^ 

これが、 本邦に て は 


いふ 語 は 佛經に 多し。 たと へば、 

(大方 便 經； 

(長 阿 含經： 


が « 衣と 膝 九と は嫡々 に 


義 源氏の 嫡々 なり。 御 

や 組まむ とい ふ。 

0 こ の h5 が、 音 を 少しく か 

となりし なら む 0 

人の Ei に 「景氣 J 不景 氣」 とい 

の 俗 g!i に 旅 ひ を 經紀と 

今時 本邦の  一 trR あ き な ひ 

し 0 


つた はる 

邊も卒 家 

へ 、そ の 意 

ふ 文字に 

云。 今 長 

の 寂しき 


事 なれば、 


の嫡 々なり- 

を も 多少 か 

ていふ 語 あ 

崎 な ど へ 來 

を 不景 と 


(保 元 物 S 

- 敵に は 誰か は 嫌 はむ。 

(平 治 物 E 

へ て、 上 の 如 き 「ち や き 


, 、  つに よりて！.. りたる^!^ g の 種々 の 状態 


り。 これ は 田 宮仲宣 の 東 

る商賈 の 常に 用る 言 葉 な 

いへ り。 正しく 不經紀 な 

五 一 五 


固 語の 中に 於け^ 漢語の 研究  五 一 六 

といへ り。 經紀 とい ふ 語 は 元 來經綸 綱紀の 事なる は後漢 卓茂傳 などの 用例に て. 

明かなる が、 唐 の 頃に は 家事 を營 むこと、 なれる は 

旣 往 葬 1 子 厚 1 又 將 fell 紀其 家 一  (韓 愈、 柳 子 厚 墓 誌) 

にて 明かなる が、 後に は 商業 上の 語と なれるな. 9。 海篇 上層と いふ 書に r 經紀牙 人 

也」 と ぁ ，c^。 牙と は 「牙 驗」 な りと いへ り。 牙 驗又牙 偕と 書く、 俗 に 「ス ァ ヒ」 と い ひ、 賣買 

の 仲 立 をす る もの をい ふ。 劉 貢 父 詩 話に 曰 はく、  . 

今 人 謂& 驗 1 爲， 牙 本 謂 11 之 互 1 卽 主-互 市 1 也。 唐 人 書, 互 作, 牙。 

と あり。 康 a- 字典 に f 牙 僭會合 市人 者」 と あり。 これにより て 見る に、 經紀は 市場 の 

取引 をい ふ 語に して その 取引の 好況なる を經紀 よしと い ひ、 そ の 取引の. M へたる 

を 不經紀 とい ひし ものが 轉 じたる こ と は 著しと す。 

ハ 和漢 雜糅の 語  ， 

これ は 一 字の 語に あら す、 熟 字、 熟 語 又は 連語と して 漢語， と. 國 語と を 併せて 一 體 

として はじめて その 實用を はたす もの をい ふ。 而し てこれ また その 狀態 種々 に 

して 一々 分類し つくす ベから す。 こ、 に 次の 如く  . 

一、 湯 桶 讀の語  I 

二、 重箱 讀の語 


三、 音 裏 複讀の 語 

以上の 三 目に 分ち て說 くべ し。 

1 湯 桶 讀の語 これ は 漢字 二字 若く は 三 字より 成る 語に して 上を訓 にて よ 

み 下 を Ifi:!! にて よむ こ と 「湯 桶」 と いふ 如くなる もの をい ふ。 この種 類に S する 語少. 


からす。 その 例 を 少し 

ァカ カウ ジ 

赤 W 子 


明 g 子 

ァゲ ビヤ ゥシ 

上 拍子 

アナ ジ 

宛字 

ァ A- ゴ 

姉御 

ァ匕 タイ 

札 對 

ァ ► シャ ウジ 

雨 K 子 

ァラ ジ 3 タイ 

G ^，ば 

ァリ ァケ アン ドン 

有 明 行^ 

ァヲ ハン メゥ 

靑 斑猫 

イカ ナイ 

如何 ffl に 


ァ カボフ シ 

赤 法師 

ダ ガリ ダン 


揚幕 


あ r 


荒武者 

ァリ ヂ ゴク 

^地獄 

ァヲ i カン 

靑蜜 W 

イカ ャゥ 

如 ：i:SS に 


ァカ ボウ 

赤帽 


ァカ ホン 

赤本 


赤 絶 


靑明礬 
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^一  112 分 

ゥハ デゥ シ 

上調子 

ォホ ゼィ 

大勢 

力 クシ ゲイ 

隱藝 

キド セン 

木戶錢 


入用 


カヂ ボウ 

梶棒 


クル マ ザ 

車座 


小姓 


カモ ナン パン 


黑幕 

n ナミ ジン 

粉微麈 


鼓 


敷地 


互 先 


手勢 


チ ダイ 

手代 


チ ホン 

—手— 本 


五 
八 


よ み 

の も 

の 例 


ュ ハグ タ 

庭下駄 

ネズミ ザ ン 

00 

だ^ 

t ブン 

身分 

ャキ イン 

燒印 

ュ トウ 

湯 桶 

虛箱讀 

、下 を 謂に 

古くよ，^ 

な りつ - 

ァク チ 

惡血 

イチ ハ 

一 羽 

ガク ャ 

樂： 35 

カン ゼ .》 

キン ツバ 

金 錄 


力 


荷物 

ネリ ャク 

煉藥 


見本 


ュ t ナフ 

—4S 


ュフ n ク 

夕尅 


の 語 こ 

てよ むこ 

行 はれた 

くて こ の 類に 屬 する 


れは 漢字 二 

と 「重ぎ と い 

る ものにし 


ュフ カン 

夕刊 

字 若く は 三 四 字より 成る 語に し て、 上 を 音に て 

ふ 如くなる もの をい ふ。 この 方法に よれる も 

て、 倭名鈔 に 「橛， 一 を 「俗 云 n 巾 子 形 一」 と 注 せる が 如き そ 

語少 からす。 少しく あぐれば、  ， 


一 0 

八" 羽 (•  宛 字 

カン モチ 

寒餅 


ェ ンガハ 

綠 m 


ギン レ 


れど、 字よ. 0 い へば この類に 屬す) 

カク オビ 

角帶 

キン ガハ 

金側 

I によりて 起り たる の 種々 の狀戧 


五 1 九 


座 f 檢 t 
敷 ま 見 i 


m 破ハ 

$Mi 手テ' 
は 
で 
な 

馬" 
屋ャ 踏？ 


肉; 
切; 


月 同 5 天 I 同？  m  fflf 唐？  mi  %t  m  m  m 


曰 t  ffl^  11 ヮ ゴ ^: 


色 


字 


頃ミ 籠き 木 * は 笥ケ 盡 
て 
枕 


ヅ 


BO 
ひ 

中 
に 
於 


毒;' 鐡 5 追ぶ 地デ反 J 唐？ 類 先 5 出 iSK 子 碁コ' 月 さ 

矢ャ m  wi 均 ^ 物？ 泰？ 抄 達 ま 立 裏 煮 二 石； 曰 匕 i 

pn 


研 
究 


本よ 半;: 
手テ 燒; 


牙 ^ 


作場 

サン セゥ 

山椒 


ダ 手 


ダ イド na 

臺所 


デ ユウ パ n 

一一 ョ11 4； 目 


テク プチ 

鐵緣 


2： 
0 


m 紋 5 馬メ  m 毎; 


アサ ▼ ィ ツキ  マイ トシ 

^  毎月  毎年 

■ パチ 

蜂  . 

手 

ヅキ  モン ビ 

附  紋日 、 

メ  (』  ； 

ユウ レイ タケ 

幽靈 , 

ラ クガキ  ラタネ 

樂書 ， 樂寢 

リ. T ゥガ へ 

兩替 

爐壶 (爐を 「ル」 と いふ こと 和.！^ 朗詠 集註に あり。)  「 

レン ゼン ァ シ ゲ 

連錢 *a 毛 

三 昔 訓 ffi 讀 の i^s これ は 同じ 語 を 音と 訓と にて 二度よ みて はじめて その 一?E 

を完 くい ひ 終る 形式の 1,5 をい ふ。 元来 かくの 如き 現象 は、 古 代に 漢文 を國 語に て 

よみた る 時 に、 そ の 文字 を 先 づ、 音讀し て、 後 直ちに 訓讀 して 一語の 如くに せし こと 

に i^.: づ くものに し て、 そ の 如きよ み 方 をば 文選よ みともい へ hso たと へば、 

0^  金石 《 嶸  (文選) 

イワ ヲ  タカ クサ カシ ウメ ヅ 、 i  タカ クサ カシ ウメ 

の 如 き な り。 され どノ -れは 決して 文選に 止まらす、 

^八い； M  Hs^s のお^に よりて 起り たる の 稀々 の il- 蕙  五 二 1 


國 語の 中に 於け る 漢語の 研究  五 ニニ 

キキ卜  ノン シノ  r 

輝々 面子 迷 或  . 

テレル  カホ  マ トフ, 

ケン フク ノ  サゥ サゥト  t トン ト 

枝 服 韶粧 疲頓  (遊 仙窟) 

キ ハレ  ョソヲ t  ッ カレ タリ  て、^  ；  f、 

等、 古 代の 漢文 はすべ て かくの 如くに よみた る ものな り。 

さて かくの 如き ことが 慣例. となりて、 日常の 語に もこの 形式の もの を用ゐ たる 


な 


たと へば 


わが もとの 心の 本性 ノ  (枕 草子) 

優 に やさしく  口す さみ 給へば、  (平家 物 語 五) 

千草に すだく 蟋蟀の きりぐ す、  (s- 家 物 語、 七) 

と みあ ぐれ ば 萬 W 之 靑壁刀 を 以て 削 る、 e  Tnd^:^^!^ ば 千 尺 之 碧 潭 藍 

を 以て 染 たり。 .  (太ギ 記、 五) 

其 昔淸朗 ときよく あざやか にして、  漢字 三 音考) 

と あるが 如き これな り。 かくの 如き 例は國 語の 中に もとより 大多数に 存す とい 

ふに あらね ど、 ま た 少しく 存す。 たと へ ば 「と きょ 時 節」 と いふが 如き もこれ なり。 

ど う も^ で 心に もない 惡 法 もお ま はん 前なら、  (梅 ») 

これ 「時節」 の 音と 訓とを 重ねてい へるな り。 

又 「面と むか ふ」 とい ふ 語 もこの 類の いひ 方に 還す。 「面」 は 動詞と して 「むか ふ」 の 義 


ある こと は 

面 話 (賈 嶙 「相 思 s」 面 話、 不著尺 It  S 

面 從 (尙 S 稷) 

面眷 (莊 子、 盜跖) 

面 語 

面談  > 

面 質 (漢書、 王 俊傳) 

面 試 (三國 志) 

(孟子、 史記) 

の：. S にて も^しき が、 明 か に 「む か ふ」 と訓を つけたる 例 は 次の 如し。 

«  S 師 至， ー少 林 寺 1 面， 壁 九 年、 始悟而 成佛。  (傳 錄) 

さて 上の 如き 事情に て 化 じたる 語 をば 今の 人 その 仔細 を 知ら やして 一 語と し 

て 使^せる あ，.^。 「よくば る」 と いふ 語の 如き これな り。 この 語 はもと 「ョ. ク *ホ ル」 と 

いひた る ものな り。 それにつ きて は 塵 袋 十に 說 あり。 曰 はく、 

1 、モ/ ヲ欲 ホルト 云 フハ堀 求心 歟。 

ョク ホルト 云 フ重說 ナリ。 欲ノ 字スナ ハチ ホル 也。 (下略) 

第 八 車 莫 影響に よ.. 'ておりた る Base 種々 蘼  五 二三 


«9講 の 中に 於け る 漢語の 研究  五 二 四 

.-k 囊鈔 三に 之 を 敷衍して 曰 はく、 

.„ ^ヲ ョク， ホルト 云 ハ何ノ 字ゾ。 欲々 ト書 也。 欲欲シ キナト 云同ジ 事歟。 欲 

ノ字ヲ ホル 共 ホル、 共ョム 也。 ョク ボルト ハ訓音 一一 重說 スル詞 也。 欲ノ字 

ンヲ 萬葉ュ ハホリ トヨ ム。 ホリ ホル ハ同ジ カルべ シ。 

とい へ るが、 この 「ョ クボ ル」 が 一 の 語と 認められ たる こと は 饅頭 屋本 節用集に 

猿ョク ボル 

と 記せる にて 知られたり。 この 「ョ クボ ル」 の 一 轉 したる もの 卽ち 今の 俗語 の 「よ く 

ば る」 と いふ 語な， 90  • 

なほこの 類の 語 を あぐれば ， 

TTS とふた、 び 

氣隨 きま、  • 

切迫つ まる 

日 度 ひ がか、 る) (日数)  > 

(ひに，；^ を 知らせる) (日 次)  , 

. へ ら (平 率 等  - (夏山 雜談) 

物の 質な ど いふ もの は財寶 たからか、 か る 物の 類な どこ そ はとる と いふ 事が 


あれ ひ  (狂言 さし 繩 

など これに a すべし ひ 

义 h の 如き 種類に あらね ど、 

かね きんざん 金山 

 [I  0 

こみち きんざん 徑山. 

か た はう げん  方 言 

のり はふ げん 法 言 

すすむ しん  晋 

ほぼ  秦 

  0 

もと げん  元 

 =  0 

くろ げん.  玄 


などい ふ も 似た る 性 K の 語な り。 これら は 「き ん ざ ん」 と い ふが 二種 あ， r> て 紛ら は 

しきが 故 に 「金」 の 方 を 「か ね/ 徑」 の 方 を 「こみち」 とい ひて 上に 加 へ てい ひ、 「方  一一 一一：：  一 r 法 言」 と 

い ふ A は よ び 方 は し き 上 に 共 に 楊 雄 の 著 な れ ば、 之 を區 別す る爲に 、「方」 を 「か た/法」 

を 「の 上と よみて 上に 冠した る も の、 「秦 f 晋」 共 に 發音紛 はしくて 同時に 存 せし 國の名 

な れ ば 、そ れを 區 別す る爲 に、 晋 に は 「す 、 む」 の 0 あ i 秦」 は 「は だ」 と よむ によ て 加へ 

:ま<  章 赛鼯 の 影響 K よ， りて ftip たる 阈鼯 々の  I   W  二 五 H  [ 
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て區 別せ るな り。 又 「元 J 玄」 とも に德川 時代に 僧侶 醫師の 名に 多くて 紛ら はしけれ 

ば、 そ の 訓を各 上に 加へ て區 別せ しもの なり。 

さて これらに 似た る ものと して か つて 大槻 如電 は 「く さ ざ う し」 も 「草 草 子」 な る ベ 

しとい へ， 5。 これ は 確 說とは 認めが たけれ ど、 ま た 一 說 として 顧みる 惯値 あ， o。 

これに 似た る 重 言 の 語 ま、 存す。 たと へば、 

ゆ 湯 婆 (湯 婆 は 元来 一， ゆ」 を 入る、 故の 名なる を 更に かくいへ るな り) 

S 石い し (溫 石 は 元来 石の 名なる を 更に かくい へ るな り。) 

駒 豆 ま め (婉 豆 は 豆の 名なる を 更に かくい へるな り。) 

こ れ ら は、 そ の 「湯 婆」 「溫石 」「s 豆」 が 漢語な る 爲 に、 「ゆ」 「い し/ま め」 の 意 明確なら す として 加 

へたる ものなる べし。 又 古く 

キン  セゥ 

琴の こと  簫の ふえ 

などい ひたる こと も あり。 これら も 亦 上の 「溫 石い し/駒 豆 まめ」 に 似た る 意識に て 

い へる ものなる ベく 思 はる。 

三 語法に 及ぼ 1 せる 影響 

K 上說 ,8  く 漢語が 國 語に 侵入せ る こと 頗る 多端に して 國 語の 上に 與 へたる 


影 は 決して 少 からす。 され ど も、 そ の 語法 上に 及ぼ^る もの は 著しき ものに.^ 

ら卞。 

先 づ、 S 一にい ふべ き は 「並 に j 及び」 と いふ 如き 接 績詞の 直 譯の爲 に 生じた る もの 

が、 かれの 接： S 詞に 近き 用法 を 稀に 生す る こと あるな b。 

次に は、 旣 にいへ る 動詞 素が 準體 言、 目 的準體 言 として、 又 動詞の 命令形の W 法に 

似た る 場  <:: に該當 する 如く 稀に 用 ゐらる 、 こ と を 牛 一す るに 至れる こ となり。 

次 に は 「所」 と i ふかれの 關係 代名詞 を 「ト コ 51」 と訓讀 したる 爲に それに 基づいて 

「トコ 口 」 とい ふ 語 を 用 0 に附屬 せしめて 準體 言 に相當 する もの を 盛んに 使 W する 

やうに la- きしこ とな，.^。 「間」 と い ふ m を 「然 る 間/御 座 候 間」 など 關係 代名詞 的に 用ゐ 

るが 如き も 淡 を 川ね たるより 生じた る ものな りと す。 

次 に は 「の」 と いふ 格 助詞に よりて 準 體 〈：2 を 以て 連體 格に 立た しむる こと を 盛ん 

に 起さ しめたる ことこれ なり。 

次に は^ 文の 訓讀の 盛に な り、 普 通 文に それが 勢 を 及ぼして 

若 かす  せんに は 

はから ざ り き  な らんと は 

 此慘狀 を 

傪八ゃ ^fri の 影 ili- によ 0 ておりた る 語の 種々 の妖蕙  五二七  ， 
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知 ら す、 う まれ 死ぬ る 人 いづかた よりきた b  、い つかた へ か 去る。 

の 如き 轉 倒の 語法 を 盛んに 用ゐ るに 至ら しめたる ことなり。 

以上の 二 」 乃 至 「三」 は 或 は國 語の 法 格 を 多少 亂 したる 如き 嫌 あれ ど も、 「四/五」 は 寧 ろ 

國 語の 語 遣 を 豊富に せ. 9 とい ふべき ものなら む。 


第 九 章 結論  - 

a 上、 余 は 章 を 重ぬ る こと 八 回に して. 略 漢語の わが 國 語の 中に 入れる さま を述 

ベたり。 ぷ ま 子細に 論す る 時 は 多々 いふべき こと あらむ と 思 はるれ ど、 こ、 に 筆 

を擱 かむ とす。 しかもな ほ前數 章に 述べた る 所 を 回顧して  一 一一- n する 所 あらむ と 

す。 

仰 も 外^語の 輸入 若く は 借用と いふ こと は 世界中 いづれ の國 語に 於いて も、 そ 

の 3；  K が、 他 の 民族 或は 國 民と 交際 し、 他 の國 語に 接觸 する 場合に は 互に 他の 國語 

のお 分 を 或は  欲 入 し、 或 は 借 S せざる もの 無しと 云 ひても 可なる 程の さま を呈す 

る ものな， o。 しか も、 そ れが、 偶然の 接觸 にあら すして、 特別に 交 を 結ぶ 場合に 於い 

てよ 外來 l^i の 輸入 は 自然に 起らざる を 得ざる ものな り。 況し て、 そ の國の 文化 を 

輸入せ むと し、 そ の國の 言 語 を 意識的に 採用す とい ふ 場 介に は 外來語 はま さに そ 

の 阔：： 汎濫 する に 至るべし。 か、 る 際 に、 自 國 語と い ふ もの を 顧みす して 外來語 

に 心 W 沒 頭せ ば、 そ の 國語は 或は 破壞 せられ、 或は 滅亡し 果 つる S なしと せす。 世 

界 のうちに は その 國 1^2 が旣に 滅び 他 國の語 を 用ゐて ある 民族 も 無しと いふべ か 

第 九 章 鎵 五 二 九 
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らャ。 


漢語の わ 

ふ ベ し。 量 

通語に 於い 

に 明かに し 

日常の 挨 梭 

むと は る 

漢語の 勢 

及ぼして、 種 

本邦に て 

字 を音讀 

和漢 雜糅 

を はじめと 

音便の 生 

ラ 行 昔、 濁 

促 音、 撥 ぬ 


が國語 

に 於い 

ては漢 

たる 所 

公私 一 

、な r9< 

力 は そ 

々の 現 

つくれ 

にし 

の 語 

し、 音. 韻 

じたる 

音 を 以 

る 昔、 拗 


中に 入れる こと は 量に 

は その 約 半に 達 し、 若 し 


の 方が 固有の 國語 

り。 され ば、 現 代 の 

の 思 想 交 換が 殆ど 

量の 上の みならす 

を國 語の 上に 呈せ 

漢語 卽ち 本邦に 

れる語 を 生じた る 

謂 湯 桶讀の 語、 重 箱 

して は 

と、 

はじめた る 語の 生 

の 生じた る こと、 


よ り 

國語 

不可 

し て" 

る を 

て 本 

こ と- 

讀の 


於 


も 


わ 

來 


れ 

力 

の 


て も 質に 於いても 赏に甚 しとい 

を 名詞に 限りて 見れ ば、 現 代の 普 

多し とい ふ 現象 を 見る こと は旣 

いて 若し 漢語 を 除き 去る 時には 

なるとい ふべき 狀 態に 陷 るなら 

國 語の 質の 上に も 多大の 影 響 を 

リ それに は 

漢語に 基づきて 作れる 語 又は 淡 


語、 音訓 複讀の 語 を 生じた る こと- 


じた  る  こと 


の 如き 變數 を國 

た り 0 

以 上、 ベ た る 

れは 現今 わが 國 

確に あら はすこ 

軍旗と 取紀 

の 如き、 

議院と 議貝 

の 如 き、 

私學 と視學 

の 如 き、 

，と 詩學 

の 如 ^、 

科 g 户と 化學 

の 如 き、 

公 と！ S< 滞 


0 に 奥 へ 、そ の 他、 語 法の 上に も 多少の 變動を 生じた る は旣に 述べ 


外な 

に 曰 

と 能 

と 軍 

と 


ほ 重大なる 影響 をば 漢語が 國 語の 上に 與 へたる を 見る。 そ 

常 川ゐる 漢語 は 漢字に よら ざれ ば、 具 體 的に 客觀 的に 之 を 明 

はざる さま を呈 せる ことこれ な h>。 たと へば 

機 と 
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の 如 き、 

夫人と 婦人と  . 

の 如き は その 語の 用ゐ る所屢 同時に 起る ベ くし て、 之 を發 音の まぐ 、又 假名 を 正し 

く 書きても 之を區 別し 得べ きに あらね ば、 必ャ 漢字に 書きて はじめて その 差別の 

認めら る ベ きものな hv とす。 かくの 如き 語 を 用ゐて ある 間 は 漢字 を 排斥す る こ 

と は 思 ひも よらざる 所な りと す。 之 を 改革せ むと する もの はこれ が對 策と して 

萬 全の 途を講 すべ きものに して、 かくの 如き 現狀を 顧み す、 遽 かに 之 を 改革せ むと 

する が 如き こと あらば 國語 をして 二 層の 混 亂に隔 らしむ ベ きものな りと す。 

さても 漢語が か、 る 勢力 を 得た る は 一朝 一 夕の 故に あらす し て、 漢 籍 がわが 國 

に 公然 學 習せられ てより 千 五六 百年 來の 歴史の 結果な b とい はざる ベ からざる 

なり。 かくて、 その 慣用の 久しき につれ て、 多くの 漢語が 國語 化し て 年久しくな 

國 民が 無意識に 漢語 又は 外来語な どと いふ 考も なくして 用ゐて ある もの 少 から 

ざるな り。 され ども その はじめは なほ 明かに 外来語と しての 意識の 下に 使^せ 

られ たりし 時代 も ありし ならむ。 かく 外 國渡來 の 語 をば 意識的に それ を 使用す 

る 時代に ありて は 動 も すれ ば、 外 國 語心醉 若く は 外 國語崇 拜の弊 を 起し 易き もの 

なり。 か、 る 事 は 外. 國 語 を. 盛んに 採用す る 際に 往々 生じ 易き 弊に して ギ安朝 時 


代に もこの 弊 見え、 又德川 時代に も 

て その 弊 は 明治 年間に 至 て 頗る 

外来語の 濫用と いひ、 外阔 語崇拜 

なる が、 それ は外來 語 輸入に 伴 ひて 

ものな り。 利の 少く 弊の 多き もの 

なる S!<:i に は 弊 は 多少 あ. - ても往 

して は 注 S して その 弊に 陷らぬ や 

ながら 多少の 弊 伴 ふとて その 利の 

らす。 わが 圃語 は從來 最も 多く 輸 

たる こ と少 からぬ こ と を 余 は硏究 

排斥せ むとして それ をな しお ふせ 

なすべ きこと はわれら の 祖先が そ 

し て、 今 後の S 悟 を 樹立し おかざる 

わが 國語は その 十分 四 若く は そ 

語 は卞 ば^.;^ i 化して あ，.^ やとい ふ 

語が 如何なる 關係 にあ り、 如 何なる 


多少 

著し 

と い 

起り 

は も 

々 止 


多 き 

入し 

の 結 

得 る 

れら 

ベ か 

れ 以上 

. に 決し 

態度 を 


そ 

ふ 

ら 


の 弊 あ hv しこと は旣に 

あら は れ、 今 に その 餘焰 

こ と は 害の みあり て少 

る 弊な り。 凡そ 物に は 

よ b 排 U ^すべき ことな 

を g: ざる こと ある もの 

ざる ベ からざる こと 勿 

の をす つる は正當 なる 

る 漢語に よりて 國 語の 

之を認 むる ものな り。 

のに あら ざれ ば、 今 日 に 

輸入 同化す るに 努力し 

の^ を 包容して あり 

て然ら す。 こ 、 にこの 

とりつ、 あるか を考へ 


いへ り。 かくし 

消えざる なり。 

しも 益の 無き 事 

利と 弊と 相伴 ふ 

る が、 利 相 當に大 

に し て、 そ れに對 

論な り。 しかし 

方法と いふべ か 

純正 を せられ 

さ れど、 今遽か に 

於いて われらの 

たる こと を諒と 

0 然 らば、 わが 國 

淡 に對 して a 

て 見る を 要す。 
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余 はこ 

ざる を 

る を 得 

. わ が 

點 につ 

合 あ り- 

對 して 

綱 を あ 

たる 如 

に 至れ 

心醉の 

の 弊 は 

する こ 

本質 は 

はざる 

以上 


の 點に考 へ 

得ざる と 共 

ざるな り 0 

國民性 は 守 

いて は 頗る 

リ この 宽大 

のこと は旣 

ぐれば 名詞 

く、 日 常の 談 

る あ， 90 こ 

弊 を も惹き 

矯められて 

とに よりて 

か は b たる 

ベから す。 

の 如く 國語 


及ぶ 時、 國 語の 寛大 

に 今更ながら 國語 


る ベ 

寛大 

さ は 

に述 

の 如 

話な 

の漢 

起 さ 

大本 

枝. 葉 

こ と 


き ts^ に 

にして _ 

現在の 

ベた る 

きは殆 

ど に ま 

語 採用 

しめ 易 

は 動か 

の點に 

な し 0 


つ き て 一 

• 湯 合に 一 

外来語 

所に て 一 

ど 無 M 

丄 

觀念 

きもの" 

ぬ もの i 

於いて 一 

かく レ 


さと 國 語の 同化 力と 國 語の 嚴肅 さと を 認め 

の 偉大なる 力 を 有する こ とに 敬意 を 表せ ざ 

は 嚴肅に 之 を 固く 守る ものなる が、 そ の 他の 

よりて は 殆ど 統制 無き かの 如くに 見 ゆる 場 

の 待遇に 對 しても 見る 所に して 古来 漢語に 

明かなる 所な り。 さ れ ど、 今 念 の 爲 に、 そ の 大 

限に 之 を 採用 し、 そ れ らの爲 に、 先 に 例 を あげ 

はすべ て 漢語の みとい ふ 如き 極端なる さま 

さが 一般人に は往々 無制限に 流れ、 或は 漢語 

なれ ど も、 國語 の歷史 を大觀 すれば、 い つも そ 

なり。 卽 ちわが 國語は 一般に 外來 Si を 吸 收 

は 頗る 變轉 したれ ど も、 そ の 根柢た る國 m の 

て わが 國 語の 語 は 結！： S 畳 富に なれり とい 


は 漢語の 輸入 同化に ようて 語彙 を 頗る 豊富に したる が、 その 躲 


柢 たる 

く 多大 

な が ら 

よく そ 

が^お 

ど、 父 0 

こと を 

ぐれば 

名詞 

右の 三 

とい ひ 

代 名 

一 な i の 

以上 

域 は 


1： 語の 本質 は 

なる 外 來語を 

を 同化す る 力 

，外來 mi を かく 

れらを 同化う 

は 外来語に 對 

^^なる境界線 

許さざる なり 

次の 如し。 

0^ 狀態 

種に 於いて 淡 

う る 程 に 大 

M は 過去に 

み。 

は外來 S がそ 

外 *  が 外^ 

♦ 九 章 結 


少し 

包容 

の 

の 如 

ベ き 

し て 

の 立 

U そ 

の  一口 a 

語が 

な り 

於 い 

の 形 

I, おの 


て 

汎 


そ 

境 


ゝ 

る 


れ らの爲 

その 本 

こと を 

に 包容 

か。 こ 、 

る！；^ 容に 

るゝ あり 

界 線は旣 


に 動か 

質を毫 

吿 ぐる 

して 如 

にわが 

して 無 

て、 そ の 

に 示せ 


れたる もの にあら す 一 

へざる 國語 とい.^ 

はざる ベ か.， 5^ 

その 本質 を： 

■■ 一 

前 の存 する 一 

制限に その 流入 を 許せ 一 

線 內には 一歩 も外來 S 

る もの なれ ど、 念 の爲 に、 


力 

のとい 

にして 

語の 嚴 


力 

も の 


濫せ 


と 


れらは 


ふ ベ 

て澳 語の 頗る 践 S せし ものな 

む 


外来語の 流入 

るが 現今の 口 


ま 

の 


に 入らむ とすれば 入り 得る 範 HI な-. 

ま、 の 形に て は 人る 二 と を：？：^ さ ざ る；^ 

五！ 11 五 


の n 


語に 


くの 如 

は そ の 

しかし 

と 無く、 

る。 わ 

く なれ 

薪す る 

之 を あ 


由區域 

て は 「伎」 

の 外の 


國； の 中に 於け る 漢語の^ 究  _ 五三 六 


形容 謌 

外 來語を 語 

來語を 伴 ひ 

の 例 多し。 

以 上、 用 言 

語 化した る 

あるな り 0 

接 續のー 

ぼ 動の 畐 

助 詞 (人 が 

以上 は 外来 

したる こと 

大に 見る 區 

域との 三樣 

薪 を 許 さ ぬ 


動詞 す ベ て 用 言 に は 外 來語そ 

幹と して 用 言 の 形に 活用せ しめ 

て 動詞と して 活用せ しむ 


に は 外来語の 歸 化して 入 

にあら ざれば 決して 入れ 

詞 (ま た、 或 はの 類) 

詞 (あ ヽぉ 、、い ざ の 類) 

の 「が」 花 は の f は」 の 類) 

語の 侵入 を斷 じて 許さぬ 

無し。 かくの 如く 國 語に 

域と 一歩 も 入れぬ 區 域と- 

ありて、 これらの 事 は古來 

區域 をば 比喩 を 以て 國語 


る こ 

る こ 

ざ る 


と 


のま、 の 形 

たる 例 は あ 

古来より 行 

は 許せり。 

のにして こ 


於い 

國語 


を用ゐ 

bo 又 

よ ^ 


され 

の规 


た 

ど、 

律 


た る 

サ行 

る が 

■ それ 

は嚴 


の 區域を 示す 境界線 は 近時の 流行語 


にして、 古來未 

て、 文法 上、 語の 

の 形に 同化す 

に 守られ 来た 

の 要塞な りと 云 ひ 

に い ふ， 生命線 とお， 


だ 曾 

種 類 

る 時 


て 


な し 0 

段の 語 

代は殊 

形質 共 


外来語 

よ り て 

はじめ 

り。 余 はこの 

た る 事 も あ hN 

，にと， はヒ； あ 


5^ 一  し 

力 夕 

に ？ V 


れ て 


の 窺 薪 

外来語 

て 入る 

外來語 

しが そ 

たるな 


を 許 

を宽 

、 區 

の 窺 

れら 

らむ， へ 


なほ 上述の 如く に、 名 M に 外来^の 便 入の 0 由 を 許 

を 熟考す るに. これ も 決して 圃 の 法 格に 觸 る  >  こ と 

を認 む。 わが 國 語の 名詞 は 文法 上の 性、 數、 格と いふ も 

は  >  裸體 的の 槪念 語に して、 それが 文法的に 活動す る 

ものな. o。 それ故に、 さる 區 域に 外来語の 入り 來れり 

語の 文法的 性格 を 主張せ すして 裸體 的の 槪念 語と し 

じ 取扱 を 受け て、 わ が 助詞に て操縱 せらる、 ま、 にな 

れ故 にさ やうなる 外来語の 如何に 多く 入り 来たりと 

あ れ ど、 國 の 法 格に は 何等の 影響を及ぼさぬな り。 

に、 これ は 一層 輕 きものに してし かも その 範園は 自然 

も國 語の 性 質， 上、 か やうなる 事 を 許したり とも 差 支な 

にして 漫然と して 許せる ものに あらざる は 明かな， 5 

^地 帶には 一歩 も觸 る、 こと を 許さす とい ふ 嚴肃さ 

す。 しかし な が ら、 余 はかく 考 へた..^ とも 濫りに 外来 

のに あ ら ざ るな り。 

要 す .5- に わ— が 大 に あ.， ゆい ノ！^ —ね： こ 


せる かの 如くに 見 ゆる 二と 

を 許せ る ものに あらぬ こと 

の を 具；^ せぬ ものにして、 い 

は 主として 助詞の 力に よる 

とも、 その 外来語 が、 そ の本國 

てお となし く、 わ が 名詞と 同 

る 時に これ を 許すな h^。 そ 

も 觀念內 容のふ ゆ る こ と は 

情 態の 副詞 も 略 同様なる 上 

に 限られた， 00 されば これ 

しとい ふ 根柢の ありての 事 

U 要す るに こ れ亦國 語の 要 

を 基と しての K 大 さなり と 

語の 侵入す る を 是認す る も 

の 要塞：. 地帶， が #に焚 に 保特せ 


に. お f  i 


國 語の 中に 於け る 漢語の 研究  五三 八 

らる 、故にして、 その 要塞 地帶 内の 部分が 國 語の 精神の やどる 所、 両 語の 生命の 源 

なり。 それ故に こ の 精神が 確立. し、 こ の 生命が 活力に 充ち 満ちて ある 故によ く か 

の 多大の 名詞 副詞な ど を 自由に 操縦し 得、 又 外来語 をば 用 言 とする 時に 必す國 語 

化せし めすば 承認せ すと いふ 態度が、 よく 外来語 を 消化して 國語 とする 力 を あら 

はして ある ものと いはざる ベから す。 されば かの 蒐大 さは 同化し うる 自信の 存 

する によ h^、^5,, の 同化し うる 力の 源 はこの 要塞 地帶 より 起る ものなる ときに、 かく 

要塞 地帶を 設けて、 國 語の 生命 を 維持して 一歩 も 許さぬ 國 語の 嚴肅 さは 國 民の 深 

く 肝に 銘 じて おくべき 所な り。 - 

以上 は 外来語 一般に 對 しての 國 語の 態度なる が、 この 態度 は 漢語に 對 しても 厳 

省に 確實に 守られて あらざる ベから ざる ものな-.^ とす。 


國 語の 中に 於け る 漢語の 研究 終 


， ^  Z 

m  ts  '&^ 


苦 


索 


91 


7 


299  430  309  479  432  428  394  427 171 432  48 134    2    430 134 156 

300  172  161 

177 


引 


48  431 509  517  517  517  517  517  517 153 153 153  508  508  517 153  332  322 
429 


99    517  316 182  517  527  278  517  448  475 153  513  501 349 152 153 168  517  517  519  43t) 

420 

421 

425 

431 


428  342 168  45 

512  403 183 188 

39 

168  3% 

39 

39 

39 

183  39 

183 168 

310 

44 

171 

45 

168 

44 

1G8 

171 

45 

173 

108 

183 

1G8 

172 

183 

168 

182 

171 

183 

1G9 

183 

175  304  512 168 

176  225 


182 


杏 行 行 行 行 
子 者 室 在火宫 


ァ (英) 

愛敬 

あいそ 

愛 著 

ば^ 鈔 

暖昧 

愛らし 


閼伽 一 

英賀 

赤^子 一 

あかがね 一 

あかし 一 

英多 一 

英太 一 

英保 一 

赤： i 師 一 

赤帽 一 

赤本 " 

明 障子 一 

リ！？  乂 一 

S 一 

あきな ふ 一 

悪鬼 一 

惡ロ 一 


悪血 

上ケ 拍子 

揚幕 

下火 

英虞 

安穰 

亞相 

あそぶ いと 

あたり ま へ 

英智使 主 ， 

吾妻 鏡 

壓カ 

宛字 

阿堵物 

間 

相對 

下 副 寺 

鵜片 

雨 障子 

阿 彌陀經 


安價 

安赘 

行脚 僭 


行 堂 

安宅 經 

安直 

行 泣 

杏仁 

安樂 

行李 

1 


469  390  428  428 168  517  517  517  334  442  505  517  310  517  517  517 187  500  428 


幽 


44  394  298  502  338  491 391 517  517  312  429  391 521 394  394 

45  500        340  396 
169 

182 

183  ' 


80  522  512  397  372  396 

81  382 
396 
522 


制 
庭 

m 
往 
來 

427  401 427  519  802  397 180  267  428  513 134  432 133  396  328  329  464  432 134  504 182 
402  431  183  480  134  230 

403 


一進一退 

一 心戒文 

一 心不亂 

一生 

異な 

維那 

意馬心猿 

醫範提 綱 

いはん や 

いは ゆる 

言 分 

衣服 

11 の 漢語 

意表 

い へ の かぜ 

印 

因緣 

印 可 

慇穀 

因果 


安穩 

あめの あし 

雨 森芳洲 

新所帶 ♦ 

荒武者 

有 明行燈 ， 

亞 硫酸 

蟻地獄 

あるいは . 

靑木昆 陽 

襖 子 

靑 斑猫 

靑 蜜柑 ， 

靑明攀 

ィ 

一 7 こ 

誘引 

遊行 

有識 

有職 故實 


遊 仙窟 

有 待 

遊女 

優に やさしく 

有 尾 韻 . 

猶豫 

遊覽 

幽靈茸 

優劣 

有爲 

醫學館 

如何 體に 

如何 樣に 

意外 

いざる 

倚子. 

いしたけ 

いしば ひ 

衣裳 

椅子 


いたりて 

一期 

一 石納 

壹越 

壹越調 曲 

一 坐 

一 字の 漢語 

一 大事 

一 途 

一 羽 

一 味 雨 

いぢめ る 

銀杏 

一 往 

一 角 

一 廉 

一 切 

一 切經 

1 心 


482  427  432  427  323  357  501 397  334  389  518  504  504  449  48 182  239  397  431 138  392 
431  432 
432 


入 51 因 印'? in 引 印 淫飲闪 ィ /5》 

用 力 m 譜 リン ^ や 祀食業 ン？^ 
デ  .コ 


索 


應 


im  45  208  432  329  470  500  518  434  439  357 168  427  357  39G  451 432  358  315 

ICS  507  47-1              448  440 

18 1  520 
SI 183 


349  340  403  317  342 182  316 134  502  502  398  334  518  317  470  264  305  432  339  502 

479 


41 


428  473 
430 


70 


70  365  498  431 324  395  397 171 392  353  335 
369  325  177 


183 168 168 

183 


472  459  349  230 155 156  2G0  432  o35  394  480  427  319  316  480  519  336  448 171 

472  J  02  279     '  432 


いりよ ね 

色 薬 字類抄 

ゥ 

羽 

有 想 無想 

うさ、 ざう ま 

胡^ 


うし ひく はな 

雷珠 

お f 

烏頒 

うつたう し 

宇都 保 物語 

上調子 、 

烏帽 

う まぜり 

うみのお きな 

うみの つき 

有無 . 

芸香 

. 紅 精 

梅 

羽 林 

羽 林. fr^ 將 


荷 香 

外郎 

回 ま 


櫻 

詠 . 

榮枯 

榮西 

詠史 

英名 

癰 

瓔珞 

拗音 

易 (周易) 

^咭 琍 

英吉利 

依估 

似而非 漢語 

え ひす ころも ^ 


薬 k  (榮 西) 

築 柄 

爲 帽子 

綠側 

蒴 がる 

燕 支 

演說 

^だつ 

鞭 W 

厭離 

焉を踐 める も 

の 

才 

ォ§ 

意 宇 

億 

i 皇) 

鬼 

？ニ) 

-II 


180  91 406 137 140 134  431 277  277  521 76  346  449  443  91 518 
1 1 141 451 451  159  446 

498 140 142 
149 144 


76  76  390  443  396  312  67 135  428  41 323  479  479  304  300  433 156  34 156 
90   86         444  513  160 160 


高 膏毫降 
麗藥毛 伏 
版 
大 

經 

423  316  332  429  469  332  397  522  338  309  339  392    2    332  365  397  71 396  393  36  "タ 

366  325 
368 
369 


四 

香料 

香爐 

高遠 

餓鬼 

徒 句 

額 

角い 

角帶 

學校 

樂器 

脚氣 

隱藝 . 

客舍 

擧者 

角 調の 曲 

膈の やま ひ 

格 物 入門 

雷 - 


索 

大島正 健 お 

お ほ 勢 

太 田全齋 

大 槻玄澤 

大概 盤溪 

大御祖 

大矢透 

音訓 複讀の 語 

音 樂の 曲の 名 

昔樂の 調の 名 

飮食 

音聲 

御 讀書始 

音 博士 

音便 

音韻 假字 用例 

音韻 字 海 

音韻： n 月燈 

韻 (漢語) の 1 

範嗜 5 

および §g 


力 (奇) 

ガ (宜 ) 

我 

鹅 • 

蛾 

か あいらし 

か あゆし 

胲 

改札— 

解釋— 

介錯 

諧聲 

開 成 所 

海內 

解體 新書 

開拓 

開轉 

開 發收閉 


海 王 (星) 

梗蔽 

廢職 字典 

謹 

孝經 

高座 

交際 

高山 

擎 

柑子 

行 障 

向上と みあ 5 

れば 

高足 弟子 

かう ちゃ、 rs 

(定考 ) 


392  446  223  320    3    392  397  518  325  326  393  519  234  357  37  329  379  36  396  333  244 
351  *  37  357 

430 


x 假 汗 鉸 が ^ 

斯 借 衫 具け 星 


182  341 400  r.19  39  427 152  276  :5'27  430  518  223  396  47  525  450 

433 


65 
69 


334  334  490  519 
466 


491 304  505 188  76    22  339  309  340  389 168  465 199  306  508  469  490  525  490  477 160 
86  345 


397 1C9 1G8  344 18G  449  78    39  395 188  519  34  314  397  306  406 148  3G5  4O0  368  335 

309 149  309  370 
386 188  386 
389  497 


182  65  307  91 315 146 186  3G8 188  09 
I  370  44 

72  45 


142 105 104 151 46    51 339  300  323  48  234 
I 184  73  427  235 

133 185  99  433  460 

480 


力た はう けス 

加持 

雅致 

？ 5? の やま ひ 

仰 

ん：： 切 

葛 飾 

合掌 

かっぱ 

$ 餅 


假名 源流 考 

可な りに 

がね 

かね きんざん 

が は 

河 伯 

か は/^  j ろ も 

か はらよ もぎ 

かひ われ (拆 

£.) 

歌舞 

合 

ん：： 歡木 

合， 十 

合成語 

八 = 類 用^ 

かへん なんい 

ざ 

がよ rs 


力まく 

肝 

へ a 

漢英 韻府 

漢ず 

11  (今 用ゐ 

ぬ もの) 

—— と吳 音と 

の 

漢音 阿 彌陀經 

乾 養 

漢 {R 儀 

漢語 

廿汞 

吳音園 

甘草 

漢字 

1^ 寺 


雁齒 

顔 氏 家訓 

韓 詩外傳 

漢字 三音考 

鑑ま . 

漢窨 

寒 水 V;- 

漢籍 

寒蟬 

鬧窓 P 筆 

韓返之 

勘當 

韓^ iF 

寒^計 

1 

甲所 

庾柬 

i 


2  0 

1 1 


8  2  3 

G  7  8 

111 


' '？ 勘 


み 

298  298  298  298  298  491 297  518  502  396  346 186 179  358  519  433 


433  36G  45 
368 168 
369 


431 
436 


91 


唐 


キ グ 


303 1^3 182  391 448  428  301 389 134  324  329 157 
183  325 164 


51 490  450  298  450  298  349 


53 


器 機 歸 
械緣依 


343  471 134  38  447  346  524  491 56  397  389  372  447 16  307  396  446  444  390  433  438 
318  17  317  393 

22  457 


25 


み 

322 173  45  327  345 134  33  245  245  358  433 168  397  418  298, 501 518  428  397  325  371 
174 168  321 337  358 

172  465 
]82  467 
329 


韓非子 

看？^ 

漢文 典 

勘辨 

寒餅 

翰林 葫蘆集 

漢話 

翰苑 

佳 名， 

かめの か，. - 

鴨. I 

から (何) 

がら 

から あふひ 

からき ぬ 

からく しけ 

力ら くみ 

力ら くら 


からな し 

珥羅版 

力 らも も 

加里 

がり 

力 —ル、 

ン 


キ (支) 

牛 

舊好 

九官鳥 

救護 

求心力 

休息 

供 頭 

供備菜 

L 纏 


氣 海觀瀾 

幾何 原本 

危急 ， 

桔梗 

歸化語 

氣孔 

鬼 谷 先生 相 人 

書 

義士 

奇人 

擬人法 

ぎす 

氣隨 きま > - 

儀 制令 

氣重 

きちかうの 花 

吉 

吉記 

® 杖 


…道 

鬼お 頭 

儀. 向 三 司 

奇特 

木戶錢 

きな る いづ 

きに (雌 黃) 

季 御讀經 

奇拔， 

急燒 

寄附 

急須 

器物み 材 

器物の 名 

急な 

金 

琴 

磬 (キン) 

經 (キン) 

0 


428  30t; 
431 


183 1G8  471 52G  519 182  40  519  512  33 


1G9  2-45  392  300  519  Uo  324  334  39 
449  168 


385  a91 389 182 182  441 134  390  316 145  420  340  332  349  430  48    45  339 134  47 134 
183  433 
441  451 


凶 恭供興 
事 敬 給 


427  371 393  390  315  300  74  390  334  81 392  75  471 447  314  388  392  429 134 
303  84 


具 口 孔茶葷 箜枸究 苦 空 功 苦 九 

足 授雀靑 後杞竟 お: 氣 


433 134  299  319  327  327  30G  48  430  449  36  433 134 
332         427  352  230 


ク 


431 


428 134  494  428  504  38 

427  433        3 If 

428  455 


錦鞋 

銀行 

金側 

11 の 名 

金子 

金 打 

金 鍔 

金^ 魚 

銀 鍋 

琴の、 J と 

林 i 抄 

輕仃 

勳王 

奇妙 


香 

案 

境界 

11 (ガイ) 

經卷 

京 極 黄 門 

經藏 

鏡臺 

^典 

經典釋 文 

杏仁 

鄉里 

客 

脚榻 (踏) 

脚 胖 

親覦 

毀 春 

裾 


凝 水 石 

共和 

玉篇 

居處 

去 聲寄此 

魚 袋 

舉動 

淸原宣 賢 

麒鳞 

驟鳞竭 (錤轔 

血) 

器量 

奇麗 

儀禮 

疑惑 


くた に (苦 丹) 

くだんの 

くちぶ と 

功德 

苦惱 


索 


297  428  297  297  518 153 153 153 134 182  427  501 316  474  319  396  392  491 451 518  501 

434 


m 


10    9    392  372  76  358  326  449 13    65 168 134  397  334  518  525  508  297  297  297 
1  84  67 

13  85 


332  510 186  427 175  326  319  449  448  60  349  427  393  346  392  388  448  354  397  395 186 
434 


八 

火珠 

過 所 

火成岩 

靴 酕 

瞧 

掛塔 (タ) 

靴帶 

火宅 

滑石 

括 地 志 

瓜蓥 

靴の くつ 

花瓶 

花粉 

果報 

貫 

歡. 喜 

歡 直 

管絃 

营草 ， 


く はの かど 

クヒ 

4^ 料 

工夫 

群衆 

群臣 

群青 

軍 防 令 

蒸 陸 

くもの ゆめ 

供養 

庫裏 

功力 

f 一ず 

菌 

群 馬 

車座 

くれく ぎ • 

くれたけ 

愚劣 

くれ つづみ 


くれ どこ 

くれな ゐ 

くれの はじか 

み 

くろがね 

くろ けん 

S 

靴 

會 

九 (ク ワイ) 

會意 

タ Is 語 

會社 

魷虫 

華 夷 通商 考 

外轉 

懷風藻 

外物 

外来語 

外来語 源考 

華 音 § 


華 音 唐詩 選 

黃山谷 

皇室 

11 に關す 

0 

光線 

黄泉 

廣大 

皇大 夫人 

皇統 

光明 

黃門 

廣韻 

花梗 

化擧 

蝸牛 ， 

霍亂 

鶴 林 玉露 

過去 

華 語 

火事 

火舍 


307  396  341 431 340  345  427  448 170  223  S19  346  314  427  334 172  357  334  449  352  332 
430 182  183 

434  357 


lY 勸脊 
1^ 講子 


髴 


引 


34G  346  468 191 

3G2  I 
217 


29  316  425  395  423  331 482  48 
434 


3     37  40r, 181 4    348  389  428  365 
40(；         37  434  370 

413  277  391 
414 


ケ 


m 花 花 寄 
iSi ま 梨緩愁 
木 


322  65  391 335  448  448  345  345  393 180  332  230  224 157 157 

67  470  515  515  161 161 

68  516 


185  358 183  397 


414 
420 


37 


134  428  430  389 
429 


37  480 134 134  358 143 
427 
431 
434 


21 268  449  391 343  349  520  396 


決 月 血 結 缺橛下 解 外懈下 け， 化 け， 氣氣氣 

^ し 琴 氣構掖 知脫 道， tr. 賤す 生じ 色色 色 

九 て                               I  /ばづ だ 

\  、むくつ 

し 


下 

食 


け 

し 
き 

m 

ョ, 


景 

色 装 


242  329  392  275  335  331 
395 
440 


39  428  429 134  428  263  434  325  480  480  480  325  233 134  47 
431 434  428        479  234  63 

434  479  65 

385 


{：：： 職の 名 

離 子 

覼 M 音經 

の 名 

觀念 

關木 

觀化 經 

灌木 

觀 無量 終 

丸藥 

の卞音 

冠位 

位 令 


ケ (居) . 

ケ§  - 

家 

磬 

^£^^和尙家法 

i 

景 M 

置 

輕ハぉ 球 

笄子 

形聲 


難爲 3- 難爲弟 

京 兆 

競馬 

輕簿 

刑法 

形容語 (漢) 

形容 素 

經賴卿 靑摞書 

藝苑 U 涉 

希 (稀) 有 

敎 

希有が る 

孝養 

敎訓 

敎誨 

希求 

悔過 

華厳 經 

華厳 絆 昔義私 お 

記  1 


卷 顯憲憲 
餅 微法法 
鏡 十 
七 
條 


玄 
昉 


著 


鑷 


兼 眷 
題 屬 


玄 
石 


泉 


減 
少 


兼 

曰 


絃現堅 
子 在 固 


玄 喧 懸 
關曄魚 


牛 
子 


疑 


182  448  364  370  406  390 169  511 427  314 
1 449 
369 


428  511 334  427  427  441 397  330  308  390 
434  317 
319 
466 


P5J 


け' 決 月 決 

に 明 定 

八 

ゲ 
ッ 


827  351 5 


475 134  447  341 474  474  332  520  338  396  357  392 134  38  491 308  520  428 
475  340  318 


索 


51 


吳 五 


下. 言 權 檢 
为 era 禾 Ij 見 


194  87  447  445  389  391 389  447 141 78 
88  144 


75  520  343  23  230 
135 


427  395  392  475 
428  520 


0 


386 
888 


389 


110 


99 1 
137 167 
142 


367  361 317  329  394  368  429  298  434 108 
370  371  3G9        508  1 


け Li ごし 

假^ 

狹溢 

夾 t 卞 

狹少 

脇息 

牙 馬 

花 蟹 

ケ-ス (S 

—— (蒐) 

劍 

腱 . 

權 

簡閱 

言海 

現行法 令 

阮咸. い 


五 (圍 碁) 

碁石 一 

古 逸 叢 意 ^ 

五 音 集 m 

江 家 次 ils^ 

虹彩 一 

後嗣 一 

後進 一 

恆星 

厚生 新邏 

喉頭 一 

喉內 一 

弘仁私 51^ 


弘方兄 

弘法 大師 

工夫 

興 福 寺綠起 

洪武正 韻 

公立 

古音 

吳音 

(今 用ゐ， 


1 

4 

5 

1 

4 

ひじ 

1 4 

5  8 

1 1 


ぬ もの) 1 

—— にあり て" 

漢音に なき 音 

牛角 

こがね 

裔 

後 漢書 

狐疑 

鼓弓 

古今 集 

五經 

五行 大義 


御 戶後こ 胡 五 後 小 胡 古 牛 こ 五 古 巾な 五 碁 火 巾 居 ご 
前 絡 世す 4g 障 生 姓 床 人 膝 じ 色事 子 る 字 了- 匙 子 士 ざ 
ゑ  く 記 形漢以 お  る 

さ K 卜 nfJ 

n  口— し  にノ 

よ 
わ 

511 341 429  508  310  429  434  518  340  394  308  25  389  372  331 290  343 181 134 134  511 

268  334  291 183  457 

479 


323  511 386  421 520  431 412  397  457  33  48*2  33  389 134 134  462  333  340  513  343  31 

413                    530  428  242  4G7        345  86] 

537  434  477 
538 


37  321 310  518  500  491 464  304  447  397  356  328  429  230  427  479  428 168  333  504  518 
318  434        431  183 


402  322  405  99  484  450  525  48  329  309  501 320  396  70  324  343 183 
406 151  318  450 


五經 博士  ： 

小^麗 一 

^  一 

0  一 

J  i 

望  . 

^府 

克復 

國分寺  i 

五穀 成就 經 . 

古今 注 一 

五 «  i 


小佾 

I,  J ぞ りて 

徼道 

火 園 (燧) 

護持 

こち.，^ し 

五 淘惡世 

忽 

乞食 

乞， ま 調 曲 

骨董品の 名 

骨肉 

骨膜 

胡蝶 

こと (骨) 

ごとし 

ことば 

粉微塵 

牛蒡 

號珀 

, ー梵王 


火番 

ゴバン (碁 ill) 

喉痺 

珈珠 (咖啡 ) 

鼓舞 

胡 粉 

こほりの なし 

胡麻 

高麗 樂曲 

ごみ 

， J みち きん ざ 

護謨 

根 

金剛 界禮懺 

金剛 經 

金剛石 

余： 剛 s| 陀羅尼 

經 

根 機  も 

金 鼓  1. 

I 明經 

金 光明最 勝； 十： g  g  S  U  "  M_ 

^  4  4  4  4  4  4- 

1 ！ 


392  252  468  468  367  251 479  251 333  343  435  391 301 327  329  430  524  242  427  57  349 
468  370  451 451  520 

3?1 


64    64  228  396  461 334  243  343  342  38  338  24  391 328  349  396  25  427  271 

228  227  229               336  244               318         38  38  272 

458  228  458                                                    265  265 

460  458  460                                                  266  468 

466                                                        480  479 


1G8  o6  485  393  444  333  310  339  224  310  341 303  332  305  390 134  3'：0  320 1S4 134 198 
170        480  311  318  431  434 

183         487  457 


471 


479  471 335  428  479  428  307  429  397  309  300  225 134  341 
470  435  514  302 


造 草 藏相操 
作 座 鉤好行 


1 二 

雙聲 

相績 

さう、 ぞく 

霜臺 

雙調曲 

騒動 

さ、 フ どく 

草^^ 

さう び 

索. 1 

相撲 (サ ゥモ 

ク) 

草木の 名 

草展 

サカ (尺) 

嵯峨 

さが (祥) 

さが (相) 

さが (性) 

尺度 (サ カド) g 

さがな し  P 


索  nt> 

兪光 最勝王 

經音注 

金色 

金靑 

今昔 

懇切 

金錢花 

金堂 

紺 蝶 

混 純 

菊篛 

權の頭 

金鑀 

昆布 

坤 奥圖識 

娱樂 

御覽 

孤立語 

火 鈴 


虎 列 泣  ^ 

之 を 久しう し S 

て  5 

五位 

古 韻  ^ 

乎を踐 める も  8  9 

の  ^お 

菜 

0 

さいかち 

才氣 

在家 

庇 胡 

罪業 

才々 し 

財產 

サ イシ (笄 子) 

釵子 

さ いしく 


宰相 

最 勝王經 

濟度， 

最 はて 

財寶 たから 

細 末 

材木 

象 


(ザ ゥサ) 

さう < ^しい 

造作 (ザ ゥサ 

ク) 

莊子 • 

さう じ (障子) 

さう じ (精進) 

さう じみ 

壯者 


索 


4{  m 
儆 ^ 


II る 


沙 n 
陀 首 
m 
曲 


左 M 典サ 昨 作 
氏 敷 I ク 1^  m 
傳 ヮ 


主 


m 廣 

V  m 具 

ハ 

サ 
ク 
ヅ 


活-サ 用サ 
nus す 行 
す 上 る 三 
る 一 も^^艾 
も 段 のに 
のに 活 


172  449  397  328  331 389  304  520  343  397  520  337  397  333  331 
3G6 
368 
369 
371 
388 


232 
233 


231 
'232 
481 


相 相 

m 摸 


50y 152 152 


三ン三 I！ さ 雜 雜 趿 
^線 人 煮 木 鞋 

ハ 

サ 


セ 

341 230  329  39  520  520  334 

279  389  321 , 

280 
281 


三 參譜酸 

內 頭 m 素 


397  397  392  230  230  230 
359 


518  491 170  339  367  316  395  47 183  87 183  428  448 
370  431 


462  397  36G 152 152  509  435  24  4,52  396 186 
466  I  478 

309 

386 

389 


39 


334  371 182 
386 184 


例 

91 73 134  323 178 159 


520  311 324  881 


276  371 304  333  435  343  389  91 33J 
I    386  315  187 


4^: 飯 (サンバ) 

三黉 

散漫 , 

S 

三 略記 

紗羅 

紗緩 

ざる 

^碁 

シ 

絲 

師友 

秀逸 

周旋 


周 代 古昔 考 

聚分韻 略 

縱 ti 

字音 

字音 假字用 

知 客 

爾雅 • 

絲鞋 

自害 

字 海便覽 

至孝 

施行 

しかくい 

自家 掩著 

しかばね 

鍩磨 

色 麻 

食 (ジキ ) 

1 三 


三 衣 E 

三 音 正^ 

山嶽 

三毬杖 

懺悔 

三鈷 

珊瑚 

三史 

三 字の 漢語 

三十 六 字母 

参上 

三 il 

m 椒 

山椒魚 


識數時 
者金宜 


349  392  427 199  354  48  477 134  427  372  510  435 173  503  '435  366  518 143  397  518  2 
435  1  147 

369 


索 


504  37 135  339  428  318  390  357  316  393  78 171 388  397  314  391 397  81 435  65  30 ひ 
428  79 184  66  30a 

431 


七 七 死 紫 
音 地 擅 


45  324 182  143    |  502 

169    I 184  175 


168  435 


78 134  397  306 
230 


326 


177 
178 


24  480  329  435  279 134  435  301 333  349  230 169  48  390  393 
38  428 
J62  435 
t78 


51 


42 186 186 


史 記：^ 

敷地 

詩經 

色欲 

しきりに 

畜生 (シ クサ 

ン) 

四苦八苦 

しぐ ま 

志 惟 記 

志願 

自己 

至極 

自業自得 . 

時候に 關 する 

語 

自蜈集 

自在 

思索 ， 

刺お 


師 (獅) 子 

指 事 

獅子吼 

四十 三轉 

時事 

事情 

慈 石 

自若 

四書 

泗州 

次淸 

時筘 

紫 雪 丹 

詩 養 

自然 

紫蘇 

子息 

紙燭 

次第 

四 大天王 

したが ひて 


七十 一 番 職人 M 

盡 歌合 

侍女 

瑟 

悉皆 

石灰 (シック 

ィ) 

失敬 

執權 

實語 

直 歳 

蟋蛑 のきり 

悉曇 要訣 

悉 » 藏 

漆 桶 

失念 

竹篦 

疾病の 名 

卓袱 


一 四 

詩 轍 

支那 音 

支郝語 ， 

支那 言語 舉溉 

論 

支那 聲音 字彙 

指南 

死亡 

慈悲 

四百 八十 寺 

1 

拾芥抄 

十字 

十 姉妹 

執心 

入水 

棄 大成 

士 一律 

し ふ ねが る 

しふね く 

十八 公  § 


人 ] 'ほ 汁 人 
來柴物 木 


551 ：554 134  447  511 92 137  354 169 182  48 


169 183  323  323  349  84 
172  89 
182  90 


511 311 435 134 


65 


427  344  389  428  428  319 
431 


349  329  330  78  483  449  354  430  348 


35  323  429  427 
43 ひ 


莊 鉦 
嚴 鼓 


48  361 328  427  429  23G 134 169  480  365  421 134  427  300  48  338  338  372  313  435  327 
436  I  366  427  340  | 

246  367  436  375 


449 183  511 332  87 169  481 431 47  427 182  322 182 182 172  394  396 183  396  389  322 

88  I  1 

391 


441 


I 人 浸 新 神 
I 名 淫、 發 變 


十六 逋攝 

心 

讀 

信仰 

^恃者 

砷 紙に^ する 

神 紙 令 

心外 

神經 

仁^ 

尺^に 關 する 

神社の 名 


一 H 珠 

神色自若 

使 (シ ン ス) 

親戚 

人迹 

新撰 字 鏡 

鐾 

昇堂 

MM 

神 通 

神通力 

神 通變化 

進呈 

淸朝 

ャぉ内 

心の はしら 

心配， 

新閒紙 


正會院 

正 貧院 文書 中 

の 漢籍 

床 子 

障子 

精進 

猩々 

淸淨 

成就 

成尋 

尙書 

上手め く 

祥瑞 

正體 

情 態 副. 詞 とし 

唱導 

常住 

竹 調 曲 

聖德 太子 

正 念 


9  7  9  9 

14  4  4 


意 

を 漢語に 

てよ むこと 

心 力 

人^に 關 する 

語 

人類 學 

神皇 正統 記の 

語 

字母 

0 

生臃脂 

生薑 

城下 之盟 

將棊 

障礙 

象形 


赤 錫 釋 弱 
銅 杖 然 冠 


語 

169  48  427  322  390 183  304  301 427  309  268  309 13  307  429  327  306  322  333  397  394 
436  430  321 302  517 


修周 自壽銖 珠舍三 
行 易 由  利 鞭 


47  343  429 184  353  397 
427 
431 


61 


391 339 134  391 392 182  428  371 391 134  345  322  332  450 
386 


襦 殊 
子 勝 


し 

て 

392  483  421 391 3(38  428 170  336  63  347  511 520  428  427  48    63  339 182  348 183  396 
484        392  370  431  64  49  184  430 

430 


474  226  345  406  322  520  302  423 182  393  430  396  429  342  428  342  428 182  308  436  449 

336  473 1 
409 


商法 _ 

昌蒲 一 

上 副 寺 一 

成佛 一 

漿粉 一 

性分 一 

醬油 一 

將來之 世！ 

上流 一 

淨 g? 璃 一 

生類 一 

生蘿蔔 ： 

成 唯 識論ー 

麝香 一 

蛇 籠 \ 

沙金 一 

寫經所 一 

尺 一 

笏 (尺) 一 


石 楠 草 

尺八 

寂寞 無人 聲 

芍藥 

借用 語 

石榴 

若を踐 める 

蛇 結 

邪見 

建 ， 

這箇 

奢侈 

砂鐵 

差別 

邪魔 

相思 


修造 司 

修身 

修飾 

修覆 

酒 海 

宿意 

熱 語 

宿醉 

儒敎 

授業 編 

塞 

酒 胡子 

衆生 


鑄錢司 

首 坐 

酒臺 . 

襦珍 

出氣音 

出家 

出現 

出立 

出来 

主 典 

襦祥 

塵 尾 

壽命 

苟子 

俊+仍 

if 體言 

順風 


0  9  0  3 

4  6  7  7 

3  4  4  4 


稱畀證 蒸 掾升思 鐘 避 首 寄周掩 
識ゥ) ^據汽       m  m 僩 領 林 禮 木 


索 


34  307  397  338  342  329  349  420  427  315  390  448  227  345  427 134  a06  389  301 371 134 
361  431  332  397 

400 


427   31 425  396  80  436  436  57  482  357 135  397  391 305 134  332  339  444 169  392  312 

482  1 393  184 

312  357 


467  345  509  4G7  504 184  46 184  467  525  467  4GG  437  319  343  460  3  5  518  4(57  428  467 
65  467  468  462  36  462 

467 


如を踐 める も g  g 

の  2  2 

紙老鸱  i 

しらな g 

白 井寬薩 M  . 

時流  ^ 

しろがね § 

雌黃 

字彙 

子を踐 める も 0J,  g 

の  2  2 

爾を踐 める も S  g 


し をに 


ス 


子 (ス) 一 

數舉 啓蒙 ム 

數詞素 一 

數詞 として 一 

杉 田玄伯 一 

すきな つめ 一 

すきやう (P" 

經) 


秘 ： 

^ 一 

^ 一 

？  ^一 

^ 一 


すくえう (宿 

曜) 

宿世 

すけ (出家) 

助勢 

變六 

雙六采 

朱沙 

す さ (從 者) 

す さか (朱 雀) 

す( 誦) す 

す  >- むしん 

すそ 

師弟 

蘇枋 

師兄 (ス ヒ ン) 

すべから く 

す ほふ 

須美木 

寸 

すん (順) 

1 七 


稱ぉ 淨土經 

丞相 

鐘 

贊 

升 麻 


松 一路 

私欲 

卓 

植舉啓 原 

食 床 

食堂 

植物 

11 の 名 

職務 

諸君 

食物 

害畫帖 

助詞 

助辭 

初心 

所設 

助 紐 

諸人 

初 中 後 

徐福 

所望 . 


S  3  4  9 


333 169  329  401 448  317  449  436  322  337  322  300  427  48  467 153  467  467  298  457 
184  370        302  429  439  468 

•136 


78  391 319  392  431 145  392  357  389  429  396  427 140  450 137  323 184  78 

79  79 


324  480  397 187  014 184  316  371 326  327  367 145  301 522  315 134  389  293  444  39  389 
463  370  395  391 

467  427 


477  334 134  394  395  430  300  322  452  397 
429  398 
441 


41 322 181 394  397  315  307 


48  315  427  526 
134  431 
394  436 
427 
431 
436 


消 小 砲 小 消 
石師酸 經 渴 


寸白 

す も > 

すら、？ 

すり 

爵 

すろ 

隨ー 

隨喜 

水牛 

水銀 

出師 表 

水晶 

垂迹 

水成岩 

水仙 

水素 

隋 代の 寫經 

水 調 曲 

水 園 

水瓶 


淸 . 

洗 衣 (セ イイ) 

精液 

正音 

00  . 

西宫記 

誓願 

靈ーー 口 

世子 

靑磁 

政事 

政事 要略 

誡實 

成人 

靑黛 

正道 

淸濁 . 

政治 上の 語 S 


箫の ふえ 

世界 

石膏 

世間 

石萌 

石 鐘 乳 

積雪 . 

尺 素 

尺 素往來 

石炭 

惜败 

寂寞 

施行 

石油- 

稳 

施主 

世說 

世俗 

節會 

折角 


正直 

成敗 

舍 密開宗 

生命 

匿 

靑娘环 

淸朗 ときよ- 

あざやかに 

靑鸞 

牲靈集 

說苑 

箫 


小 說字象 

消息 

消息が る 

小腸 ，1 


制 


先 穿 莕先善 善 先 前 籤 m 遷 

人 鑿 哉 根 言 fT  IE 禱鞋延 


306  520  325  436 180  394  430 169  338  31 396  429  427  520  436  429  389  393 182  334  394 

361 
364 
367 
369 
395 


342 157 157  269  448  518 184  244  389 185  316  393  37  394  341 394  520  358  4^ 

162  271  353 


134  sr.H  403  388  448  396  520  305  428  436 187  430  396  389  390  332  427  450  242  46 
370  467  430  73 

171 
177 
178 


332 


聰 佾增 

敏坊長 達 


引 


429  341 447  325  330  325  280  226  46 

321 
459 
460 


90    77 183  389  429  524  87 

147  88 

148  89 


430  527  395  48  430 
134 
43G 


千 字 文 

軟障 

前世 

全淅兵 

漸々 

先 て 


善知識 

煎茶 

先手 

先哲 

煎餅 

千 變萬化 

寅 命 

鮮明 

煎茶 

川柳 

善鄰 

纖蔑葡 

攻 太鼓 

織 維 

然を ふめる も 

の 


ソ (須) 

ソ 0? 

群 


舌根 

殺卞 

拙逨 

舌 内 

W 迫つ まる 

說法 

叨？ i 

切 指常圃 

栓 

腺 

千 紫 


宋音 

1^ じて 


足下 

俗間 

俗語 釋義 

息災 

卽時 

履 

賴飯 

測量 

速力 

卽位 

塞 (ソコ ) 

楚 Is 

組^ 

1 九 


446 169  429  37 
357  431 
437 


349 143  395  320  414  422  99 
420  423 151 


311 397  47  328  282 
511 342  I 
284 


18  482  308  371 429 


大退 大大對 
德 轉豆騰 治 


大 
地 


808  390  394  230 18 


392  304  414  427  416  339 
334  420  418 
425 


泰 
西 
本 
草 
名 
琉 

520  4G7  346  429  310  324  437  429  444 
463  431 


唐 道 堂 
音 友 


0 


歌 

429  395 186 185  422 185  314  353  269  437  520  308  520 190 187 186 


175 


39  392  330 

45 

4G 

73 
168 
170 


392  437  389 140  388  428  48 


157 
160 


44 169 
170 


77  39S  452  428  339  47  395  467  4« 


if 


大騾 

大經 

大戟 

體言 

體言素 

體言 として 

太鼓 

醍醐 

大極殿 

大根 

胎藏 界體懺 

大藏經 

大集經 

岱赌 

代謝 

太 政 宫符 

太相國 

帝釋 

大衆 

臺子 

代數擧 


大 とこ (德) 

臺 ところ 

大日 本 國語辭 

大槃 

大 般若 經 

大悲 

大 菩薩 藏 經- 

怠慢 

代名詞 素 

代名詞と して 

太陽 

體カ 

大黃 


唐音 語 

唐音 三體詩 

唐音 和解 

唐音 を 知る 

唐 辛 

當歸 

唐泰 

道具 

だう け 

道敎 

桃花 石 

童 一一 a 

道 眼 

唐 語 

唐 語 便 用 

唐詩 選 

道心 


訴 譲 

蘇東坡 

率 都 婆 

謹 

存す 

#體 起居 如何 

孫愐 

什麼生 

算盤 


タ (侈) 

たあい 

大音聲 

大舉 

大擧寮 式 

大義 滅親 

返 屈 

大過 ，t 


aSO  390  428  242 134  456  319  342  429  329  341 343  342  431 448  331 33G  338 155  47  332 

460  320  520  340 


重痔徵 


チ 


134  324  329 157 
325 165 


427  492  36  448  31G  520 109  :-3lG 1G9  324  40 183 169  394  448 
170  325 


75 186 185  392  428 18G 185  316  4'J7 182  512 185  328 179  427 172  513  406  301 185 185 
77 18G  183  180  437  18G 

185 


332  3G  336 189  492  508  301 501 169  320  492  394  337 183  397  492  78 152  343  518  51» 
47  182  79 

63  183 
332 


 の ひさく 

かた 

^婆 

田 村 氏 系 n 

園 喜 

羅 

彈尸ソ 

斷金 

眾己 

子 

丹砂 

短册 

斷， 皮 

斷 じて 

端正 

端緒 

短小 


t 

毯子 

^緩 語 

丹 

i 

反物 

S 

彈カ 

清 越 

だめ 

i 洛 


チ (至) 


當世 

常 前 

常！ S 和- R 

序 M 事 

ほの 首 葉 

湯^ 


高臺 - 

l:r 、先 

打毬 

當舰 

濁 

だく 

卓 逸 

托子 

唾壺 

他日 

だす 

S 

たつの かほ 

たなごころ 

だに 

たはれ 草 

SBf 皮 (タビ ) 

塔 

—— のこし 


447 134 134  242 169  448  391 388 134  519  520  448 134 182  321 448 180  395  391 187 199 
241 461  に 
462  466  521 
466  477 
477 
478 


畜 値 軸 も 地 地 
生 遇 の 酸 球 
に咚 

す. 
る 

230  450  520  448  340  492  333  427  393  391 428  319  430  446  520 179  430  427  340  354  444 

428  357 


長 丁 停 丁 
者 子止瘡 
香 


428  316  453  324  238  345  338  310  436  389  319  274 182 182  348  338 169  450  316 1G9  44 
437  188  169 


n 長 
戴 ^ 


172  522  427  46 134  431 357 168  358 169  339  515  357 

173  171 

182 


74  423 12  275  428 1G9  42S  314 
477  171 4-；5 

183  .1^6 
487 


中 右一 一 IIP 

中 夏 俗語 穀 

中經 

中外 

中原 音韻 

重心 

碧 

頭 首 方 

注 頭 

重箱 

重箱 讀の語 

重病 

中庸 . 

忠良 

チェ、 (七) 

ぢか (直) 

ぢき (直) 

知己 

地球 


竹 居淸事 . 

竹輪 

智環 啓蒙 

地獄 

地 骨 皮 

智識 

知悉 

地勢 

馳走 

馳道 

ぢぢ 

帙 

窒素 

地 均 

窒扶斯 

朕 


亭 . 

沈香 

丁 幾 

頂 相 

鎭子 

鎭守府 

枕 子 

淨頭 

陳述の 副詞 

陳皮 

鎭撫 

珍寶 

茶 

定 (副) . 


，賺) 

打擲 

丈夫 

丈夫に 

長夜 

張鳞之 

茶器 

ちゃき^^ 

茶 研 

樓子 

茶 盤 (ボン) 

香樁 

茶碗 

重寶 

鍾 

濁惡世 

直ド とみおろ 

せば 

塵 袋 


91 


518  339  514  508  432  333  477 
340  334 
336 


90 134  '201 182 179  520  359 158 
202 183 185  1(U) 

217 


427  316  305  n92 


320  330  183  510  357  341 357 134  312 153  500  501 498  324 1G9 135 144 1：；9 144 

422  171  144 

173  145 


帝 停 體 亭 
室 止 裁 午 


鈔  ' 

518  518  518  513  480 140  429  421 393  340  349  372  512  230  272  513 182  393  453 134  304 


70  354  357 138  334  448  430  330  35^  518  270  264  2G9  C03  520 ITO  357  520  235  449  322 
1  421  271 479  358  480 

331 


ッ (川) 

子 (ッ) 

ゥ)^ 

通 事 

都 寺 

通俗の 字音 

通力 

通^ 

巾 

づく 

つくだ 

つくねん 

辻番 


つし ま 

對 HI 音 

對 •i:! 貢 銀. お 

圖畨 

豆 子 

頭 風 

促む る 音 

つゆのう てな 

つらの か は 

教賀 

徒然 草 

堆 1^ 

槌子 

堆朱 

追拂 

退院 


亭 

泥 


提 都閒 

手一杯 

程度の 11 詞 

調印 

m 玉 集 

朝 官唐名 略 

銑 子 

朝夕 

奋然 

調伏 

朝野 群 載 

てきた ふ 

手綺麗 

手燭 

手勢 

手代 


でっちる 

S 

蝶 

擊 

て ふくし 

手本 

殿 

天衣 

電氣 

天 冠 

傳敎 大師 

天象に 關 する 

吾 

天井 

三 二 


158 158 158 
163 163 163 


493  37    33  449  207 188  448  520  427  527  431 

528 


65 182 182 182  397 
68 


91 


513  392 182  428  339 18  390  394 182  469  520  489  340  59  333  358  90    65  340 158 158 

437              340  527                                  |  345 162 163 

460                                      494  163 
466 


燈 
臺 


389  345 172  320  340  397  329  515  389  332 139  209 134  342  357  429  327 169  513  313  340 
194  1 393 

304 


四 


168  44  338  248 170  460  331 403  506  518  505  323,520  389  427  392  452  300  467  522  502 
169 169  183  506 

527 


i 

^子 

典 座 

轉注 

顚倒 

轉 倒の 語法 

天人 

天日 (ヒ) 

粉 

天平 

天 門 冬 

天 王 (星) 

天皇 記 

天皇の 尊號 

でる 


ト (苔) 

ト (台) 

ト (廼) 


ト § 

ト £) 

斗 

獨逸 

筒 

同音語 

燈械 

頭 音に 濁音 を 

生じた る こと 

胴着， 

とうぐう (春 

宮) 

東藏主 

銅山 

瞳子 

動詞 素 

燈心 

鬪諍 

東 司 

動靜 

同前 


東大寺 獻物帳 

同斷 

透 頂 香 . 

銅^ 子 

討伐 

刀 筆 

豆腐 

き 彩 

11 の 名 

同文 通考 

燈明 

同盟 

東牖子 

銅鑼 

棟梁 

燈籠 . 

同黃 

東 倭 音訓 

斗槪 

I 


ときのと り 

ときよ 時節 

特 

メゃ多 rftl 

德操 

謹 

毒矢 

所 

としは も ゆか 

ぬ 

土側經 

S 

殿 

土瓶 

とみ 

0 

票 


339  504  518  323  76  389  392  48  427 158  493  493  428  237  427 183 1 69  4*27 183 

84  437  437 161  437        437 170 

85  182 
引  183 


429  342  230 


453  505 155 183  504 170  317  505 187  429 168  428  333  437  342  504 
527  437 


肉 肉褥肉 
切 眼 


； 520  430  338 1S4 
437  323 


80 


268  253 


519  508  472  438  331 333  519  404  427 134  309  391 307 134  303  37  397 180  372 

414  429  429 

415  437 
418 


375 143 188 180  512  76  519  524  421 512   259  243 
77  I  I 


ミも 

緞 〈ミ 

純な 

^欲 

どもり 

とよむ 

ナ 

-§) 

乃至 

腦 

なか；' せ は 

貪，； f (ナカ トリ) 


なかんづく 

納豆 

納得 

納受 

南京 

難行苦行 

南山 俗語 考 

なんす れぞ 

南天 燭 

納戶 

なんなん とす 

南 蠻銅瓶 

置 

ならびに 

鳴 物 停止 

一一 

二 

柔和 善 順 


日本 甞紀 

日本 風土記 

任意 

仁 孝 

人魚 

人間 

人參 

人情 

忍 冬 

忍 辱 

人非人 

仁王 般若 經 

荷物 

如意 

女墻 

如法 

ネ 

ネ ゥ シ 

ねごと 

二 五 


西 川 如 見 g 

1 一字の 漢語 . 4 

(漢音) ^ 

11 (i  m 

11  (漢音 吳 5 

音 交る もの) S 

11  (名詞と 

して) 

—— (用言と 

して) 

曰當 

入 街 八 家 

二度と ふた、 

び 

庭下駄 

二百 六 韻 

人 念 

日本 考 

日本 寄 語 

日本 紀略 

日本 國見在 書 

目 


501 170  39 182 172  39 158 158  519  438  431 341 333  37  472  471 414  234 

172 170  170 163 163  349  420 

182  183 
183 
441 


方方 放 
今 解 下 
石 


390  341 438  469  324  327  469  396  320  335  308  427  389  393  357  481 448  323  358 
394 


白帕薄 博ば 薄 博 破 茅 疲抱魴 方 防 芒 方 包 膀 あま ば 
『魂 額 討 愛く  士戒遠 屋藉朴 拂 便 風 消 正子 示瘡 う 

鏡 草子  さ 


358  3'di  810  391 493  320  347  429  449  389 170  372  304  48  308  315  391 182  341 326  438 
462  427 
466  438 


»16  510  327  4G7  C3  230  525  504  3«  305  519  337  446  393  396  341 299  396  392  30  372 
333  318  457  447  352 

339 
340 


索 


熱い 

禰不志 

禰布志 

年號 

念珠 

黏臍 

念々 

念力 

煉藥 


ノ 


ノ  (廼) 

ノ (乃) 

暖氣 

暖寺 

暧席 

暖簾 

のりの はし 

のり はふ けん 5^,^ 


肺 

排氣鐘 

拜見 

賣茶翁 

陪乘 

敗績 

廢忘 

貝 母 

孢 

暴 雨 

防 鴨 河 使 

方磬 

膀胱 

判 ( ハ ゥ) 宫 


二 六 

m 公略說 

藐 姑射の 山 

, 曰 氏 文集 

白雪 紛々 

白 雉 

AST  6B. 

幕 肘 

瀑布 

W 物 新 編 

白粉 

橋錢 

芭蒸 

はせ をば ， 

はたして 

はだしん 

ノ 

八 木 

巴 豆 


51 


351 


48  334  330  394  230  323  493  65   36  493  520  304  304  397  393  334  99  419  312 

427  151 
438 


302  519  396  327  38  309  500  438  524  24  389  340  357  299  357  327  341 396  396 170  428 
318  478  463  184 

468 


321 329  337  449  345  308  397  337  337 134  520 


びびし 

賓客 

品評 

秉拂 

食乏 

檳榔子 

微妙 

ひめがき 

評 

び やう 

拍子 

平上去入 

平 調 曲 

平等 

屛臧 

評論 

百 

二 七 


蕃書 取調 所 

般若 心經 

般若 现趣經 

/一  ド 

反！^ 

萬 物 

斑猫 

i (ハム) 

半燒 

ばら 

波 雑 門 

巴 里 

V6, り 


脾 

悲哀 

彼岸 


飛： 仃 自在 

平江帶 

举事 

美談 

00 

i 

筆 架 

羊 

筆洗 

^臺 

匹夫 

ひどい 

日 二ち 

非人 

ひの あし 

枇把 

び は 

琵琶 

吧馬 

火鉢 

狒々 レ 


はの はやし M 

-•、、 卜  2  3 

八 八 烏 i 

法被  §1 

破 手な ^ 

俊ぬ る 昔 棚 

ばば i 

法^の 條义 

晚 

萬 機 

半農 

iw;^ 公法 

乍插 

解^^ 曲 


230  397  338  428  328  76  327  329 134  508  427  306  397 170  397  39G  392  397  40 134  263 
340  438         86  431  182  ；504         4  4  479 

1S4  427 170 


百 白 百 

IT 毫 詠 


39£3  396 134  225  345  225 
342 


510  429  322  423  333  306  37 


320  3G5  349  389  429  392 
3G9 
386 


索 


§1 


39  515  389  511 319  397  476  22  482  448 168  37  427  39  389  329  358 170  397  301 

I  172        431  327 

478  182  43S 


493  389 152  39  396  397 135  36 184 182  396  339  343  438  389  253 
429 183  428 


B9 
40 
45 
46 
109 
438 


438  306  389 183 


46    39  389  372  444  341 449  301 'ま> 
44  i 
169  322 
182 
183 
441 


47  511 358  42.S  ；?93 


47  395  306 


百官 ほ名鈔 

白 虎 通 

白靑 

百足の 蟲 

白 擅 

白拂 

百离塔 

白 li 

疲勞 

尾籠 


歩 

封 

風俗 


フ 


風 鳥 

風流 

風鈴 

風爐 

區 

不可 

不覺 

不可思議 

不可思議 威 神 

の 力 

諷經 

複葉 

副詞 

副詞 素 

副詞と する も 

の 

腹心 

伏 龍 肝 

腹 立 

不敬 

不景氣 

武家 語 

布告  ：〕 


副參 

武事 

附子 

不思議 

普請 

ふじみ 

婦人 

不請 

歩 射 

歩 障 

不淨 ， 

副 寺 

畐使 

布施 

風情 

不測 

不足 

不當 

布當 

負擔 

ぶち 


二八 

ふぢば かま 

浮沈 

沸 

佛敎 

物産 

佛事 

佛手柑 

物騒 


物品に 基づく 

佛法偕 (鳥) 

物 It, 學 

な n 主 

< ？ル E- 

ぶと 

0^  土 11  一一 a 

不德 

蒲團 

葡萄 

武備 志  § 

史部 

ふみ  ^ 


文 紛 文 分 粉 


134  448 184  430  427  389  429  301 357  357  341 395  4-18 150  352  449  394  22G  230  320 

345 


瓶屛 平敝屛 
子 饊家邑 
物 

の 
np 
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